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『汝の乘車は之れを星に錄繫せょjVJは之れHマーソンの言な 
り。减泉滾々荽ijrを舍かず、科に盈ちて後に進み、四海に至る、本 

ぁるものは此くの如*しJごは之れ孟子の言な9。乃ち之れ理想 
の萵遠なるべきを言ひ、又修養組蓄に對.して源頭に立つ者の感 

に非ずや。我國今や稍神界に物質界に大に興起せんごせ90 

必ずや又/;高遠なる理想VJ抱質ごを有せざる可からず〇此(: 

於てか人を•して大なる理想を仰が•しむる所の大言語を要L、又 

た思想及び感情の大源泉を要す。理想なくんば力なく、源泉な 

くんば乾涸のみ。又た何等の思想も行爲も生ずるこ、、Jぁらざ 

るべし。 :: 

我國の思想界及，ひ文學界に於いて高遠なる理想、推大なるa 



情なきや久，しi云ふべ，し。之れを以つて日に月に刊行さるt 

所の所!?1文學軎なるものは、皆な之れ片々たる小册子の、徒らに 

體裁を作ss表装を美にして俗眼•を瞞着L、E理の如きa毫も之 

れを心VIするなく、た■淺薄なる小思想*、】小感情とを臚列せる 

のみにLて、高揚达るものぁるを見ず。或は然らざれば^を賣 

り識を街ふ所の拔萃的の•書物なるか、或は名もなく見識もなき 

外國のi?蝣的文學害.哲舉谱等の跳譯等に.して、其淺薄に.して輕 

浮&つ外觀的なるこ•、/宛もグレシアに於けるソークヲテース 

及，ひプヲトーンの當時'方には修辭家、文章k、吟誦家等の徒が、 

眞理及び哲學に無知にLて、天地人事に對、して皮想の觀に滿足 

し、文章辭句を之れ事iし、又た一方には「ソフィスト」の徒が、たe 

金錢虛榮を目的ご爲•し、淺薄なる哲學を以つて、獨9自ら尊大(: 

，し、aつて思想界に跳梁せるが如きなり。此くの如くにして如 



何でか大文學を生じ、大行爲を喚起するこVJを得んや。 ' 

此くの如き時に際し、吾人の想ふ所の人物は果tて如何なる 

者なるべきぞ。日く、ソIクヲテIスなり、ブヲトIレなり。ソ 

丨クヲテース及びプ 

に有功な9,しのみr. 

至大なる勢力を有し 

實にソIクヲテ— 

人に、感化を及ぼした 

偉大なりt人物は、一 

ざりL者な•しご云ふ 

きすら、其經典の高尙 

—ンよ9得た9 VJ云 

プヲト—レの感叱力 

ヲトーシは啻にグレシアの德義及び哲學 

非ずLて、又た之れ世界の•思想及び道義に 

たる人物たるな9。 

ス及びブヲトーンの思想が歐米諸國の偉 

るや甚だ大なるものにして、苟も精神界に 
9 

人、、JLてプラト—レの思想の洗禮を受け 

ベく、彼の世界を風靡する所の耶蘇敎の如 

なる部分及び美なる部分は、之れをプヲト 

ふは、考證學者の一定せる說な9 VJなす。 

の大なる見るべきな9。宜な9、プラトー 



レ以後玆に二千幾百年、其畨遮學者』の"經典』の位置にぁるや。若 

し宗敎及び偉人等は世の光なりとせばソヲトーンは其等の光 

に光を與ふるものに*して、夫れ光の光V」贯ふへき力 
それ浓90此くの如きの感化力を有せる所の大文字は、規摸 

狹小、理想卑近なる我國今日の思想界及び文學界の規模を大に. 

し、人間の理想を高遠ならしむる所の目的に向つては、其必要の 

急なるものごなす。特にソ—クヲテ—ス及びプヲト—ンヵ靑 

年英才倉得て之れを敎育し、以つて国家有益の人才たら•しめん 

VJせしが如く、吾人は又た靑年英才に望を劻し、靑年を愛，し/:る 

所のソークヲテース及びプヲト—Vの敎育法.思想’及，ひ感情等 

を我國のものご爲すは國家百年の大計を爲すものく必ず力む 

べきこご < なす。かの、眞理を愛*し、善を愛•し、美を愛する所の『プ 

ヲト—ンのPなるものは、國民の品位を高め、靑年を敎育するに 



於て、最も遒當なるものに非ずや。 

吾人は啻に社會、道德の點のみょり之れを云ふに非ずして、又 

た歐米の思想を研究するに當り、規摸を宏大にし、根本的に本源 

の書に就いて之れを爲すの必要の點ょ9之れを云ふ者なり。 

實にブヲトーンは一■の小世界にLて、一切のもの殆VJプヲト 

Iレ中に存せざるなしご云ふも過言に非ず。Hマ—ソンが言 

を掻めてブヲトーンを推薦したるが如く、後代の學者等の思考 

する所、著述する所、論究する所、皆な盡くプヲト—レ中に存し、彼 

等殆どブヲトーン以外に出づるこごなく、ブヲトーンは人間の 

創見を獨占したるものご謂ふべく、人類の光榮たるご同時に、又 

た人類の耻辱なり、、』謂ふべ，し。宜な9、マホメ，卜の徒ォーマ 

ルがァレキサンドリTを陷れt時、其書庫を燒き拂ふに當9、獨 

9プヲト—レの書のみは之れを保存せtめて"切の書は之れ 



を燒き棄つべ，し、其等の價値は凡てプヲト—レの^中に存す』VJ 

云ひしごの傳說ぁるや。 

盖國家は外國に隷膨すべからざるものなるが如く、學問(及び 

國民修學の方法T亦永久外國語に隷屬すべきものに非ず.して、 

苟も世界に於ける重要なる^籍、有益なるもの等は、盡く之れを 

我國語に！！譯•し、之れを^家國过のものごなし、以つて研究を外 

_語より獨立せしめ、以て自1^1创出の資ごなさ•る可からず。 

今日我國の如き過渡の時代及び外國より學ぶ事多き時代に在 

つては、素より各自外觀語は必要なりご雖鹵民の哲學力.及び研 

究力は、必ずLも外國語ご同一に非ずLて、外國語を知らざる者 

ご雖、哲學力を有せるものは別に之れ有るを以つて、此くの如き 

の人に向つては、外國語に依らずごも、自國語を以つてするのみ 

にして、十分古來諸外國の大思想の邦を讀むを得るの道を開か 



ざる可からざるなり。之れ、幸にして多少な9ごも外國語を知 

り、後生に對して一日の長ある者の當に爲すべきの義務に•して、 

又た我國の學問をLて、外國語に隸樹せる憫然なる狀態ょり•獨 
立せ‘しむるの運動に貢獻するもの謂ふべし。而して歐米諸 

國に在つて古典どして存在L、千古不朽の書物の如きは、之れ其 

不朽の價値あるもの、、J謂ふべく、プヲト—ンの如きは古典中の 

最も重要なるものにして、又た最も愤値あるものごなす。而，し 
參 

て此くの如きは我國民が我阀語を以つて讚み得る所のものVJ 

するの要や急ならずごせず。 

且つ吾人の希望する所は、我國民が堪にかの『哲學史，或は諸家 

の『棟槪&は；意，等の如き、規模狭小にtて、片々たる姑息の軎物 

に滿足，し、以つて硏究L得たりごするが如きの精神を去り、此く 

の如きは土芥視L、以つて直に大思想の源頭ょり研究するの氣 



饯を有せんこVJ くなす。 • • ： 

故に見よ、歐洲諸固、^も文n;]國たるものは、必ずブラトーンの 

飜譯ぁらざるなく飪な之れを國民文學ごして有せり。然る.に 

我國已(:文明國を以つて居り、又た世界に於いて一頭地を拔き 

んでずんば止まざらんごするの蔣Mハを有せるに關せず、未だ此 

大思想を^民文^どして冇せ♦さるは獨り何，そや。實に之れ世 

界に對.して國家の一大耻辱、、はざる可か^'ず。 

此くて、直接に國民籾德進步の點より、プラトーンの書©-非常 

なる思想の偎値ぁるの點より、^民の學冏は外_語の隷屬より 

獨立せtめざる可からずVJするの點より•、諸外_の古典を我國 

民、拽語の有ごするの要ぁるの點より、根本的に源頭より研究せ 
Lめんごするの點よ9、又た日本國家の體面より、本書飜譯の必 

要の感を深くし、敢て此蜞を企つるに至れ9。 



吾人の飜課に使用したる脱押はベンジ ミンジ ゥH 卜 

(R Jowett)氏の英諍三版な9。素ょり重課の■なきに非ずご妞 

ジ•ゥH，卜氏の英譯は諸II譯中最も正確な9ごの好評ぁるも 

のにして'殊に諸外國及び英語諸飜譯の後に出でたるものなる 

を以つて、最も新たなるご、又た最も正確なるごは十分之れを認 

むべく、且つ版を重ぬるこご三度、其1111氏自ら訂正を加へ、氏の友 

人及び門弟子は或はグレシア原^どmみ合はせを爲し、又た譯 

語等に注;1を與へ、以つて今日第三版の完全なる飜譯を得たる 

ものなり。(ジ"ゥヱ，卜氏は一千八百十七年英京ロンドンに生 

る。有名なる古典^恭にして、才，クスフォード大學の勅任敎授 

たり，兼ねて又たパリオル、ガレ，ヂCBSLliolP)の校長たり。一千八 

百八十二年才，クスフォード大皐副總長に任ぜられ、一千八百六 

十印'耶蘇敎々會i:取つて興端なりごの啡難を被むり、審問の末 



大學を免ぜられ、一千八百八十三年十月一日卒す茈くて吾人は 

ジ"ゥH，卜氏英課第三版を本vrし、第一版、第二版を參照L、此他 

ケリ''Cary)及びパー匕ス(Burges)等の英譯を參考せり。 

而，して吾人はこくに一言プヲト—レに封する世人の誤解を 

正さ♦くる可からざるもの二ありVJなす。乃ち一は-/ヲトーレ 

は大哲學者な9ごの理由を以つて、彼れの書は單に高遠にLて、 

難解の哲學のみ，抽象無形の言語のみご想像するi之れな9。 

又た一は之れに反して、プヲト—レの、美を謂ひ、愛を謂へる等ょ 

り想像して、彼れは詩人哲學者な9、其書は空想を逞ぅ.し、理想Q、 

夢の如く幻の如く、颳揚たるものあるべL iなすと之れなり。 
此兩者は共に誤解に®せるものにLて、プヲトーンは决して無 

味乾燥の哲學者に非ず•して、其方法は問答法を用ゐ、著書は大抵 

演劇の脚本の如く仕組み、或は人物を描き、場所を寫し、其微的の 



人物を生動せLめて秫々の問題に就いて語る。其內快活なる 

あり、悲壯なるあり、滑稽なるあ而して其稍神や眞面目なり。 

以つて直ちに敎育に施こすべく、以つて人物養成の寶典ごなす 

ベく、又た以つて慰樂の書ごなすを得べL。然9 VJ雖、其愉快な 

る點ょ9 ,して、直に以つて愉快の書なりVJし、所謂輕文學、軟文學 

の如き、淺薄空想の小說の如きものなりi思ふは又た一層大な 

る誤解ごなす。プヲトーンの書たiひ愉快なるものありi雖、 

又た之れ哲學、眞理を主旨ご，し、眞理の上に善美を建立せんごす 

るものに，して、决，して世間の小說家文章家等の如き、mに娛燊を 

目的どせるものに非ざるこVJを知らざる可からず。故に其思 

想の複雑なるに及，ひては、プヲトーンは非常なる抽象の言語を 

用ゐ、彼れ其E重なる論理を使用するに當つては、十分なる注意 

なく tては决して之れを了解するこVJ能はざるなり。又/:彼 



れ談話進行の途に於て、或は伏線を設けて、讀者をして始めは何 

の意たる，やをも知るこご能はざら、しむるこVJあり、こ雖、拉强VJ 

忍耐ごを以つて其終9に至るに及び、こくに其意味を發見して、 

彼れの思想の周密なる妙味を.感ずるこごあ9。故に此刚■の 

誤解は、先づ之れを正し置かざる可から•さるな5N。 

プヲト—•ンの軎の性質此くの如L。故に此書は單に哲學者 

の階級のみの畨に非ずして、又た、文學、政治、敎育)frfc脅等に關する 

學問の畨たるなり。又た赍に是等學者の階級に限らるべきに 

非ずLて、啓通一般老若男女に對tても利益、、j興味iあるの^一 

ごなす。故に吾人の之れを飜譯するに當つても、之れを哲學者 

的の敦物たら.しめず、又た學者的の畨物たらtめず、譯語は難解| 

の術^風のものを避け、生硬なる『〇〇的』の如き文字は成らん限； 

り之れを用ゐず、專ら通俗を旨ごL、學問の#たるご同時に二般 



國民の高潔なる『讀み物jVJなさんVJの方針を取り，しなy i 

本#は對話に仕組みぁるを以つて、單に議論學說を忠K(:偶ふ 

VJ云ふのみを以つて足れり2せず.又た對話人物の性格風姿を 

現はLて、之れを活動せ.しめ、又た其場及び四邊の狀况をも寫さ 

ざる可からざるな90之れを以つて本書の錄譯は自ら又た他 

の學術のみを記述せるもの^'飜譯ごは趣を異にせざる可から 
ずtて、之れ又た困■のこVJにぁらずごせず。而•して吾人は之 

れを能くせ9ご云はずご雖prた此精神を以つて此れに臨みた 

りご云ふのみ。 

故に吾人は、本杏はmに哲學者の書なるのみごなすこごなく 

又た一般の敎育家、文學者、政治家、宗教家等を始めミして、靑年男 

女の學生は勿論、又た家庭の高潔なる『讀み物\、』して人々の手に 

せんこごを希望す。 



明治三十六年十月五日 

東京 



〇ブラトーンの商潔なる理想、强大なる道沒戚、!?(-^美の愛——娃等の大精轉に於 

ては、天下可人かブラトーンに一致せざるものあらん〇然b 雖其學說4びド戒 

に於ては、譯者必すしも徹頭徹尾ブラトーンビー致せるものに非すして、こは別A 

の問題に屬せるこなす。 

〇本*諸篇の解吗總論及びII頭見出し等は、大餵ジ•ク''，卜氏の其まiを用ゐた 

b i雖、又た其繁を省き、譯者の意見に由つて必耍ビする所を加へ、成li改め*し所少 

し€せす。 

〇ブラトーンの畲は非常に廣大なる範圍の知識を有•しM史上の寧、傅說、神话及 

び故事等の本*中に現はるiこビ夥しく、是等の事を明かにせざる時は或はブラ 

トーンの意の存す&所を解するに短なるこiあるべ•く、又た其妙味を成するこビ 

あるべし。故に吾人は我阈初學の讀者の爲め特に卷末に注释を附加せbo又た 

多少グレシアに關する事物の知！Sに補ふ所あるべく"此點に於て本3咨は、我邦人 

こ取つてょ英^®, 1 rょりも 遙かに便益なるものなbe信中。本文中右側1:小き 



投«•を附〇ぁる部分は黎末に注釋せるものなbe • • 

〇地名人名及び典他のla有名IP1の讀み方は、盡くグレシア古代の者《なせbo 

之れグレシア古代の發苷の最も正確なるに近きものなbvj信す0(文部省委員等 

の取り調べたる地名人名ffi呼の如きは掻めて不完全なるのみに非す、又た檫瓒甚 

だ谠然、且つ誤謬少なからす、故に?t人は之れを採用するこビ能はざるなり。) 

〇ブラトーンのSを讚むに當つては先づ多少ソークラテースの体を知るを要 

す、故に余は逖№1:『ソークラテースの小傅jを叙〇、併せて『ブラトーンの小偁』及び 

rブラトーンの著*』を附せり。 

〇泶引は此くの如き^物には楚非ビも無かる可からざるものな雖、全部完 

成の上ならでは能はざるを以つて、假りに毎卷末に詳細目次を附し、以つて姆く尜 

引に代ふ。 • 

〇rファィドーン』r^ftj諸^に親密なる關係を有•し、丑つブラトーン諸ilf中の垃 

も美に岱める所のファィドロスJ篇は之れを第一卷中に收めんSせ•しビ雖、分册•紙 

數の都分に山つて、第二想に練り下げざるを得ざりしは薛者の悲〇むJrrなり〇 
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第一卷各篇の大要 
ハルミデ1ス 

ソークラテース关少年ハルミデース等と節制を論じ•精神と身ftftとの關係を硏究 

t 

リ8b#〆ス 
丨クラテース美少年リユシス等と友惝を論じ、$r學的に其の基礎を研究す• : 

ヲタへ*—ス • t 

芳きソークラテース•當時の將堪ラクへース、及び海mに有功なりし將眾メレーシア 

ス等ヒ9}飫を沿じ.兩將取をして扔氣に關する昝識の無きこビを自.2せしめ、尙ほ 
•、 ’：： ； • ^ 

其の研究に進む.以上三f4はブラトーンの初期の作なるが如し•又何れも結論1:速j 
せ次る對話篇な61 | 

ブ11^—タゴヲス ー 

是れ常時策一等の『ンフィスト©大家ブP丨タゴラス先生がアターナィ市1C巡阅I 

薄莪に來れる1-、ソークラタ|ス訪問して敎宵、徳袭、政治等神々の琳を論じ^きソ 



—クラクース•遂に此大先生を論倒したるiをadせるものなり 

Hゥ デ^—モス 

ユクチユデーモス兄弟の詭辯學者アテーナィ市1:來る、ソークラクース偁然和逢ひ 

外部溫和It敬の言15を以て内部に冷笑^刺を^iせ、巧に兩兄弟の绝綺を挪浪し" 

又彼の武器たる詭辯を以て彼れの詭fclを突倒せる•其目的は眞面目Uして情箱1: 

充ちたる對話篇な• 

イ方1レ 

ソークラタース美衣を著飾れる史持吟誦家ィォーンに逢ひ、吟誦術を論じ、詩人を 

掄じ、終りに詩入吟誦家の無钾なることを拊示せる、偸快にして趣味ある對話篇な 

>ノ丨ン 

贵公子メノーン、ソ1クラ，1ヌに間うて日く133袭は敎へられ得べさものなるかL. 

と、之れに答ふるは此餽の目的なり•又蜜魂不死、前世sdtfi說も本篇中1:存し、ブラト 

1ンの菪齊中重要なるもの、一な 

エク フ n丨ン 



ス不敬神罪を以て訴へられて法廷1:至る，時に殺人罪を以て父を訴 

クチク&丨ンなるものとfrし•其時の至るを待つBn•敬神不敬神の性 

ものな-^ 

證 
ス不敬_罪と、薄年を腐收する«な6との罪名を以て訴へられて、法 

己の無罪を辯證するも，遂に役禀多数決1:て死刑を宣吿せられ•而も 

及び死刑覺饼の演說を爲し、正辞徳鹎靑年の敎汽®家の愛，人格の威 

崇高^大の悲£<なり、ソークラタースー生の心事行事は實に本篇中 

て存す， 

^ 9 > —ン 

ス獄に投せられ、3刑の前日となれ、老友ク，トーン來りて脫獄を 

クラ.N丨ス國Kの袭務固法の重んすべきを獪じて•脫獄の»绣を拒 

，アイ1ン 

クラクース獄中1:諸友人と逑魂不死を論じ•時來bて自己の妻子猪 



友人等と訣別し、^怀を仰ぎて死する臨終の光*tを描ける煅黹なるものなり•ブラ 

トーンのfrji念^未來世界の'fili小^本^中に存す•ソ—クラテーヌの言行及びブラ 

卜丨ンの學說を知らんとするUはSr要なる«sな 

• 宴會 -: .• .• 

Sれアガトーンの美文锐爭一等の祝«•酒は好むもの、•隨意となしたる宴會の席 

上A々rl次の廻はし臨Sして其題を「没C/)神のa多aic說となす•哭女の愛、朋友の愛 

美少年の愛に就いて谷人其の形容を龉\其の哲學を論じ、烺後にソークラテース 

の)¢1とな6て，愛と名保と生浈的永生との锊理ょb•進みて商財なる美の愛•典理の 

愛、？1!想の愛に及ぶ•當Hの來矜漭には文奇家あb、科師あり、汾稂先生めり、又怜俐强 

窓決行的のC少年アルキビアデース等あ6て，和樂にしてmjつ壯快、而も商尙優美 

の趣を存す•»!:是れ理想の宴會なb. : i - 







ソ！クラテ^—ス及〇 •.，て 

ブラト丨ン小傅及び 

ブラト^—ンの著書 

一 VIクラテ—ス小傅 

人竹ソークラテースの视対たるを知る、然り£雖ソークヲテースの如何なる人に.して、如何なる 

亊を爲し、如何なる^を敎へ又如何なる死を遂げ•しやに至りては、知る^典少•しビなす。然るに世 

人はソ—クラテースを以て迸徳、知識ビ同1なり£.して之を讁れり0吾人は今玆にソークラテース 

の如何なる、こ〇て、如何なる事を«•し、如何なるこiを敎へ、又如何なる死を遂げ•しやをid*し、以 

てソークラテースのソークラテースたる3?fを明にせんビ欲す。され^も余はソークラテースの學說 

VJ-ll:n:ffVJを分離して叙述するこビ能はざるなり、何ビなればソークラテースの一生は其竹學に6 

て、其将哚は其一生たり、而0て衍箏に生き哲學»>死せじを以てなり0 

ソークラテースの事を知らんビするに常り、其の本M的の害はソークラテースの門人たるブラト 



1ンの著なる*■對§-fi$IJVJ、キセノフ*1ンの著なるrメモラビリアの二^あり〇然bvj雖此.hfi人| 

各其趣を興|:0、ブラトーンはソークラテースを;1て思想に偈0たる理想的の人物どな0、キセノ 

フ*丨ンは之を平民的のm徳家の如くなせり〇孖人のi-iる所を以てすれば、ブラトーンのソークラ 

テースはEのソークラテースに邦す•して、ブラトーンS家のJB想に其帥の名|?>を與へたるものに- 

〇て、其Rを^たるの點に於てはキセノン*1ンの方然るべo£なす〇然^吾人はブラトーン 

の宵を以て2ft<.1¢に非す£する漭に非す〇元來キセノフォーンはM史家に•して竹學家に非ざるを以一 

て，或はソークラテースを解するに十分ならざるものあり、爲めにキセノフ*1ンの記せる所の外 

にもソークラテースあるは否む可からざるなり〇されV」もキセノフ* -ンは歷ill家なb、J^wをr-liす 

るを以て事£なす、ブラトーン假令料^^なbvj雖胳史家に非す、mKょbも理想をai:んす〇是をi一 

以て吾人はソークラテースを^するに常り、キセノフ*1ンの蓊逬を以て主ビな0、ブラトーンの 

著®を以て客ビせば、或は誤りなき1:近からんか〇余は此兩讲及びdt他の迸物を怒^〇て聊か此大 

雄：の性行及び5Sr問答を記さんミ歡す0 
• ぐ 

ソークラテースは.紀元前四百六十八年f成は四T1七十年)グレンヤのアテーナィ(Atbsai)市に 

生まる、父は彫刻を業Viせるソフロ -Iスnス(gopn-suiskoB) £云ひ^Kに〇て相當の名^を有せ 

•し位^の人なる*>如0。^はファィナレテー(1^£.§35:)£て產婆を業ビせり、家貧な^^雖^通|| 



の敎育U之をソークラテース1:授けたboソークラテース饵通敎脊の他に父の業を學び多少其術を 

能く•レたれビ雖、好ます•して早くょ卜之を廢めたる•か如〇〇ソークラテースの受けたるfr學上の敎 

冇に就ては諸說一定せす、成人はパ〆メニデースビ云へる當時の學者に學びたりビ云ふビ雖、恐く 

はR其^物を^み•しのみにて、其fflf説は*Sかざり〇ならん。パ/^メ-ーデース(Parmenides)は离物を 

說叫するに轉趔の理VJ云ふものを以てせ〇竹平洛なり〇其他常時の先«に•して有名なる「ソフィス 

卜jビ秘する^派の人な6ブロータゴラス、ゴルギアス及びブローデコス等にも敎を受けたるこビ 

なく、ソークラテースのソークラテースた办〇は、全くソークラテース〇己にありビ謂ふべ〇0然 

れV」も其荞きWはC然将岑を^びたbvj雖、之を以て不完全なりビ•し、-IfLt:其^を廢〇たるの一事 

は明なbo ! .ぺ ：〆 --r 

ソークラテースの敎へをtlめたるは中年以後の^なるが、«時11至るまで|:、5人の大に注意す 

べきiliキサンチツベー(xal)tippe) i云へる强情婦人ビ結娇〇たる事Sなす0成時^人怒りて水捕 

を覆へして、ソークラテースの頭上ょり全身に注ぐ、V1クラテース平然S•して.13く『63鳴の後は 

必す急雨あり』ビ〇締人の性質此くの如O-.0成人ソークラテースに問ふに、何故此介る亂抵人1:婚 

0たるやを以てす〇ソークラテース答へて日く*=8人若〇坶を馭せんど欲せば始めに作奶に山りて其 

取馭の方法を學ばざる可からす、我.れ人を御〇人ビ北1:生活せんi欲.t、是を以て此かる：§人1:.旅 



•したるなb、我若〇彼女の犯暴を忍び、丑之を治御するこVJを得ば、又以て世人1:對〇て忍ぶこVi 

を得、又共に親睦•して生活するを得べきなbjvio 

ソークラテース敎を爲すに先立ち兵役を勤む、三度戰塢に赴き、大に武勇の名を揚げたり(•ホチ 

ダヤ(rotidaia)戰爭記元前四三一年。デ19オン(Delion)戰爭四二四0アンフィボyス(AEPbipolis) 

戰爭四ニニ)。其锊堪に在る時のこViに付きては神々の話•しあり〇ソークラテース元來身t»座^なb、 

餸渴寒果の如きは其容易に堪ゆる所。又た其勞苦を忍ぶの强きこSは、何人も能く之に及ぶ者な•し。 

食物缺乏するは戰爭中數i之れ有るこビなりビ雖ソークラテース之れに山つて毫も苦.しむこVJな 

く、十分なる食料あるに至りてWめて己れも之を食す。且人其酒に醉へるを見•しiな•し—(ソークラ 

テーヌ自ら飲酒するこビな0¢雖其飲むに當つてや最なく、如何じ大飲するも酩酊するこミな•し)。 

時之れ嚴寒"烈筘地上に滿てるの時は、人传「テント」外に出づるこビなく、若•し外出する時は衣を 

厚ぅ〇毛皮を以て足を^ふに非ざるはな〇、然るにソークラテースは平常の服を以て寒風に面し、 

又素足を以て霜Sを蹐むを恐れす、兵士^自ら劣みて其©氣なきを嘲けらるi*>如く思ふ者あり0 

時之れXの事なbき、一日：t朝ソ —クヲテースー所に立て沈思•して動かす、宛も一疑念を氷B1•し 

得ざる者の如〇〇彼尙ほ立てb、心中B問自答せるものな此くて正午に至る。兵士等之を見て互 

に®bて日く，ソークラテース¥朝ょり彼處に立ちて思考せbj VJ、後又他の兵士等席を携へ來り 



て阱眩に«•:きて金寢するものあ-^、尙ほソークラテースの沈思せるを見る。ソークラク—ス其®考 

を綾け夜を徹0て籾に至り、太躲昇りて一初めて朝を贶じて其所を去れり0此戰爭中ソークラクース 

の*き友人T〆キビアデース(AlcibiadE)負傷せ-しを以て、ソークラテー K之を助く 〇アグキビア 

デース之れを恩ビし、又たソークラテースの功勞を上申して之れを赏眷せんこ^を求めたb。され 

♦VJもソークラテースは功をr〆キビアデースに譆りて之れを辭せbo 

其後七年アテーナィ箄デーリオンに敗取•して退くの時、yJクラテースの確乎たるこSは又一偉 

齟な-CNき〇ブラトーン、アダキビアデースのPを借りて其時の事をS?Iはしめて日く、*1其畤佘(アグ1一 

キビアデース)は騎兵に•してソークラテースは步兵なり〇退取の時余會{彼U出抒ひて挨拶す◦時1 

にソークラタースの態度を見る|:、ボチダア戰爭の時ょ-^も|»雄壯に_して、能く味方の笨に注意|一 

し、又能く敵を息り、確乎たる椅神を持•し、荀も£ひ來る者あらば、死を以て抗抵せんビの氣色面 

に表れたり¢0 (『宴會J篇を見ょ) 

ソークラテ—ス戰爭上の勇氣此くの如•し、然hi辇其勇氣は啻に軍事上のみに非すして、評鑲官 

tfなり、司法官VJなりても亦一屏の道徳上の？®氣を表は•し、德袭を身に任C、堅く正装の上に立つを1一 

以て幸福てなし、Pに說く所の梅典は、如何ばかbK行的なるやを示めさんwするものi如•し。時 

の暴政官の要求を柜絕6、ffi く自己の正91¢超むる所を守りて動かす、故U钫も正现に伶せざるに1- 



於ては政府假令强しVJ雖、不正を行は•しめんscて豈我を動か•し得んやな•し、嚴ビして動かざる 

なり0其元老院議位£なり0時にも、(紀元前四0六年)又ょく装徙の不理の耍求を枢絕0、全議& 

の决絨に反對〇、以てd己の理ビする所を1111げす、級然VJOて正莪の司法官ビ•して立ち、决•して不 

正莪の司法官soて立たざり•しなb(『辯證J篇をMょ}0 • 

ソークラテース敎へを初むるや忽ち全市の注EIする所ごなれり、何ミなれば其容貌は鼻低くして 

上に向ひ、眼球突出•して甚だ太く、唇2: くEU滿趿〇、全船實に笑ふべきの恣な又其相貌肉情的 

の人ビ兑へたり〇或時相漭ありてソークラテースを以てMも肉惝的の人なりビ云へり、ソークラテ 

1ス日く『然り、佘は放も强き肉情的の洛なり、然りビ雖1ハ能く之を制するのみ.3€0其容貌此くの 

如〇、これrll人の注惹を引く策一の现t{1なり、然る1:其思想及び行爲は高柯：21つ堅阁なり、これ其 

注.1Sを引く第二の坪山なり、彼れ甚だ論J«に長》し甚だ連辯|:6て、》活非«|:引力あ七、叉た能く 

人を說份す、これ其？lisを引く m三の?1山なり、此三简の理由を以てソークラr1スは市人注目の 

冲心芯なり心なbo ，： • •.'.•.•、••.•，ハ；：、 

ソークラテース常にd己は無^無學なbvi云ふ、故に若し人ありて成事をr知れり」S云ひ、又公 

衆ょり知者なりご稱せらるi«ある時は、ソークラタース忽ち其人を訪問〇、辭を庳て質問〇、 

以て其^を敎へんこ2を乞ふ。人其辭の巧みにLて嫌遜なるを®び、知らす織らす自己の知れりざ 



する所を得々soて焐6初む〇ソークラタース次SSに問を出0、論を進め、遂に論者を導きて怠外 

の點に至ら〇め、以て縞論の誤19を示め•し、結論の有軎なるこiを詰b、傍に其對活を聞き居る者 

を乙て、其人を笑はしむ。又た其議論の巧みなるよb、人々往々ソークラタースを目するにrソフィ 

スト」を以てせり0 

rソフィスト」2は、初めは徳義を数へ、處世の近を授くるを目的ビな0、逬徳、哲爭、雄辩、及び 

修辭法等を^cたるもの1:•して、グレシア人の便益を致-し、又人智を增進せるや决じて少しビせす。 

其有名なる者をブロータゴラス(Protagoras)、ゴルギアス(Gorgias)、ヒ，ビアス(Hippias)及びブP 

丨デコス(prodikos)等wなす0然るにソークラテースの時に至り、彼等の末流は腐敗•し來り、金銭 

虚榮を得るを以つて唯一の目的ビな•し、所F1H譏辯を以て其身を屮ひ、言？iを弄•して以て自ら5?な-^ 

S誇り、多くは奕衣を若、弈恣を飾り、多數の稱©者を脑伴せ•しめ、傲然ビ〇てアテーナイの市中 

を澗步•し居たり。之れに反.してソークラテースは粗服を^け、素足1:て市人職人をちMはす.して之 

ビ賧話し、有益なる敎へを施こ乙、一錢だに報酬を受くるこ^なく、pfttr眞理及び逍徳に其身を獻 

げ、靑年を敎へ、市人を〇て徳に進まじめ、以て有益なる人ビなさんSせborソフィスト」等VJソー 

クラ1K1スSの異るこtf此くの如〇〇其ソークラテースの餘-CSI:•牛民的に〇て其衣服の粗Mなるよ 

り、「ソフィスト」等は之を庳じみたり〇然り亡雖人物は衣服に非す、智taの光翰は粗服の下より妓射 



するなbo又其報酬を要めざるょり、反對家は之を嘲-^て其敎ふる所に愤疽なきを以てなり€評せ 

bo 

ソークラテースの職業は何なb•しや如何に•して衣食せ•しやは吾人之を知らざるなbo$キサンチ, 

べ一に由て三子を生む〇ソークラテースの大抵家に在らざるビ、又蒌の權勢の强き£に由て考ふる 

時は、或は蒌•か衣食の資を作bしに非すやビも思はる。兎に角にソークラテースの自任せる所の使 

命li「ソフ"スト」の誤^を破り、其弊を去b、ァテーナィの逬徳を進め、rr年を敎淇し、亦人を•し 

て??徳の遒に步ま•しむる1:あり〇一言せばァテーナィの逬徳改良にあり•しVJ8VIふ可•し。 

それ然り、ソークラテースの大目的はf!s莪の改良にあり0¢雖、徳葙を以て鞞柔之れ足れ6¢な 

すに非す•して、徳族i共に村能を有せざる可からざるは、ソークラテ—スの人物餐成の精神たりし 

なり。何Sなれば德義贵•しビ雖、才能なき人は阈家無用の人物なればなり〇之れを以つてソークラ 

テースは徳丧を贵ぶvj雖此くの如き無用の人物を作らんVJは®さす、有徳»:•して冇益なる人物を作 

るは、これ典目的ビする所たbeなり〇且道饱を行はんVJ-rるに當りても、亦知識なきこビ能はす、 

知；！なき0$は)Ji徳を•して其贲あら•しむるこS能はざるなり〇ソークラ7-丨スの敎竹殊に逬他に於て 

は大に知識を贵ぶものなbo之れを以つて^利主義の思想はソークラテース論淡中1:讲く通せり0 

彼れ朋友の益を：f5るも實利主艴を用ゆ(孔子も善良なる朋友は益友ビ云ふ、これ亦功利主莪なb)o 



功利主莪は^火數の设大幸_を目的ビなす、何物か其精_の商柯遠大なるに^かん0道徳1:於て其結 

果を考ふるは道岬力ある人問の尜より爲すべき所なり。而•して其敦.Rなる結iltに連せんには、十分 

精密なる知詉を耍す、知1stなければ正行を誤る。故にソークラテ—スli知識を21んするなり〇かの 

竹利卞：袭|:反せる漭は、其«?:!柯なるが如.しビ雖1;|は之れ逍©上の無知を獎勋するものたるなり0 

而〇てソークラテースの％忾法は蜞龙的に非や、「ソ7ィスト」の如く做忮ならす、謝金を要めす、 

談ffiM俗に•して、其對手は1!r年たれ、老人たれ、締女子たれ、職•丄たれ、«人に於て採ぶ所なく、 

自家たれ市上たれ店頭たれ又その問ふ所に非す。 

ソークラテースの人を敎ふるや1ff;に問答法を;»ゆc而して敎竹の方法は自ら二秫に別る、一は?«極 

的に•して他はrm梧的なり—大抵先づ消極法を用ゐ、次にla極法をJIIゆ。其消極法Sはソークラテー 

ス對活漭に對•し、全く無平の體を裝ひ、一切の^を彼より爭ぶ•か如くな〇、疑問を出•して彼れの自說 

を路らしむ0其人自說を語るやソークラテース其答龉を逍きて尨外の點|:持行き、對話漭を自家描 

漭の坑に陷れ、其無平ビ誤*ごを自错•して、內心の揿亂ご恥心ビを起さ〇め、以て彼れの誤謬を破 

b彼れの所說をH滅せ•しむるの方法VJなす。これ對話渚の傲慢我執の氣を挠き、彼をして自ら其學 

の不足を成せ•しめ、以て其無學の恥を救はるiの方法を求めしむる增備たるなbe此方法を行ひたる 

後、ソークラクース積極的方法を以て秘極的知識を份せ.しむ〇人此法を產進法S云ふ。これ外よb思 



想を注入するに非す•して、人心内部に成li發迖〇來る思想を整i»{l開發せ•しむるものに•して、思想を 

出產せ•しむるの方法なるこビ、苑もat#の業たる淹梁が鹿*Jを助けて出淹せ•しむるに異ならざるを 

以てなり〇然bv,雖ソークラテースは一純の贺驗論主義の人なり0故に其方法には歸納法を川ゅ0 

然bvj雖ソークラ.K丨スの用ゐたる歸納法U、後世べーコンの削始したる如き正確なる者1:は非ざ 

るなり011つソークラテースの竹驗の範IflVJ•したる所はtfら人事に•して、自然界の尠は之を輕銳せ 

bov1nンに至ては然らす•して、籾-然の範mは廣く、方法又た紐絨を有せり。されでも假令ソーク 

ラテースの方法未だ！兀全ならすビ雖、ソークラテースの研兜せる範阑に於ては、厭くまでも«驗的 

方法の梢神t以てせ•しなり〇此くて^物のn:Kを知り、又以て用|§の明嘹なる窓砗を定め、而〇て 

議論にtiむ0 • 

ソークラテース此二法に111て巧みに他の傲慢を戒め、又以て敵論を破る〇其消極法を用ゐたるAi 

も面白き例はHクチュデーモス(Eutbydemos)及びグラクn1ン(olaukGn)等の傲^不遜の靑年 

を誡めたるこi iなす。 

或時ソークラテース、Hクチュ•テーモスS正、不：止の行«の判斷法を論Cたる時、「正」「不j二字を 

Sき、彼を•して行®の正Viせる所を「正」字の下に15き入れ、不正ビする所を「不j字の下に梅き入れ 

乙め、以て其思想をMil哚なら〇ひ。其問答に日く 



—•-a人はW:るこVJなきやj 

ゥ『然り數i«:るものな 

I*■然らば脓欺は正、不、何れに風すべきやJ 

令1不正に«す.| 

I••他人に恧を爲すは正"不、何れ•そやJ 

ゥ「索ょり不正な 

—r公民を奴隸に迓b •し者は如何んW 

ゥ?>れ亦不正なり.| 

—r然らば大將たる米敗^!:攻め入b、其W都を奪拉し、其市民を;ill:するは正か將れ不正かJ 

ゥ-1正教の所^なb j • • 

-rもし大將敵を欺き.しiきはこれ啓なるかj 

—rも〇敵Nを蹂躪〇、鉸物家畜を奪ふ時は、これ锊なbylliふべきかJ 

然ゲ正行なり、然れrも之を友人間に行ふビきは惡ミなるなbj 

tr残らば以前1:正なりビしたる行爲も、塢令の興るに由てiisvjなり「正」「不」所を狻するは^1: 



對するビ、朋友に對するヒの異るにlilるこvjをWJ知せざる可からす。されV」も大將が失^せる兵士 

をWまさん•か爲めに、砟はりて找兵の來るを齿げ、以て兵士のinMを皴銶するはこれ善rrなるか』 

nゥr然り「正」下|:記入すべ.し』 

ソ—『若0小兒惝に椭りて服鹖を厭ふ時は、父母之を欺きて、肉汁廿味を與へんビ云ひて服槩せ6め、 

以て其病论たるビきは父ゆの0言は正、不、何れに記入すべきぞLi 

ェゥ『「正」字下に記入すべしJ 

ン—r今も〇烟友落敝•してn殺せんV」する時、强て其炳JJを奪ひ、彼を•して死するこvjを得ざら•しむ 

Sは正、不、何れにMすべきやj 

*ゃ『これ亦正な 

ソークラテース跗をailめて日く『扔のttひ0所を考へIIょ、吾人は朋友に對〇ては常に正寂なる 

るを要せす、時に由れては不正齚欺を行ふビも可なりミの結ぬに連.したるなり』 

此に於てユクチュデーモスの心中！£«JLせられ、答擗一々危Krをtat-◦ソークラクース1AIほfjflぅて 

日く『余は問はん、故总を以て人を欺く e、不注意に山りて欺く S、何れかiiも不正なるJ 

エクチュデーモス又々思はぬ結SSを引き出されんこ£を恐れて日く『余は答ふる能はす、又如柯 

に信：•して可なるやをも知らす。何Sなればis-は十分に佘の尨Wを破りたればなり〇余は以前に一光 



明をtt々りごすれば、忽•ねご〇て他の光明に接す、.我れ答へに迷ふJ 

ソークラテース此く Hクチ*デーモスを困らせて日く『竹に^は數i怠1Aを^へて自家M若の說 

を爲せり、今も〇人ありて興JWを敎ふVJT1B•し、常に其首を我にするあらば、^彼を何^炉云ふ。又 

进を敎ふVJ云ひてIM1一の逬を、或時は柬なbvj云ひ、或時は两なり€云ふVIきは、^之を何ビ云ふ 

か J*;4.. 

uゥr世人は此炉る人を稱Cて何mをも知らざる人ビ云ふj 

此の『世人は此かる人をJS•して何唞をも知らざる人V」云ふ』ビの龉は、ソークラクースがHクチユ 

デーモスをして自己の無^をn%自14せ-しめたるものなり(『メモラビリアjをJiょ) 0 

ソークラテースの此方法の^もfl名なるはグラウn丨ンi云へるff進的靑年の野心を抑(7たるこ 

vjにありビす〇グラクコーン其齡未*>丁年に速せすビ雖、己れ一人の力を以てアテーナィ政府を左右 

せんビ欲し、朋友親成の忠吿をも間かす0成時は政治上の演說を篇.して其生怠^なるょり演铋ょり引 

き落されたるこV3もありき。•されV」もソークラテースは此靑年を見棄てす、親切に之を敎導〇、彼を 

Cて遂に其窃H的取動を止め•しめたり〇成時ソークラテース彼を誠めんSして問答を始めて日く 
j 

『グラクn1ンょ、君はアクーナィ共和Kを統治せんvjするの意あるかj 

ダ，『/fsb こn有._ 



夕—-1矜の希錤や遠大に〇て之に勝らん事業U他にこれ有らざるベ*し、ftもむ之1:成功せば榮名赭々 

グレシャ全土は言ふを耍せす、遠く外®にまでも鳴Kすべ〇』 

此の扔は大にグラクn1ン1:商拗の心を與へたり〇グラクn Iン次第に挑®されてc說をisb初 

む、ソークラテース35を繼ぎて日く『君も-し人にft敬せられんvj欲せば先つ國家に冇益ならざる可 

から中、苕が漭手せんSする第一の事業は抑も何ぞやj 

ダラクn1N^ll.y考へ居たり〇かば、ソークラテース又問ぅてPく rアタ..ナィ共和阈を.して幸 

福なら〇め、又之を富ますには非ざるかj 

ダ,『然^'我れ！2を^まさんj 

ソ—*1然らば常阈の方法如何ん、即歲入を增加するに非すやj • 

- 

ソー『然らばグラクコーンょ、歲入は如何1:•して成立•し、又我國の歲入は幾何なるやを余に小：一げょ、 

思ふに此取に付ては君は旣に典門に調査せ〇ならん、又物®®救治法の如きも十分に研究せしな 

らんJ 

<,-1余は此取に付きて考へたるこビなOj 

ソ—『»は出并を减少せんビせる人なれば、少なくビも歲出舫の如きU能く之を知らんJ 



グ”气これ亦知らす』 

，丨『荇米だ歲出歲入を知らす、未だ以て富1151を論す可からす、これは他日に1Sるべ•し』 

グラクコーン日く r他に又阈を该ますの一法あり、君必す之に氣付かざりしならん、即ち敵をC 

ぼす Jれなりj 

ソ—『然り君の言ふ所や稗、然りビ雖能く之を爲さんには我^は敵阈ょりも强勢ならざる可からす、 

然らざればたドに我れの脒たざるのみに非ヤ0て、我介する所をも之を失ふべければなり。故に兵 

を出さんvj欲する時li先つ兩阀の勢力を比校0、我-5IC彼れ1:勝つべきを知らば、大膽に敵に向ふ可 

乙ビ雖、敵5¢の勢力我に勝るあらんには、我等力を掙めて戰を止むるの方針を取らざる可からす、 

君は必中彼我海陆軍の兵數を知らん願くは之を吿げょし 

ダラ『余はrsに答ふる能はすj 

君今之を記Mせざれば或はこれが表を^せん、然らば其れを讀み聞かせ』 

ダ，■■余li其表を有せす』 , 

ン—r然らば羿未だaに兵を以て敵に對するこビ能はざるべ〇〇されV」も攻戰は能はすビも守戰は出 

來ざるこビなからん。君は今我國を守る1:何れの俄Sは必要»:して又何れは不必要なるや、又一堪 

に要する兵員及び其itr加すべき所を知らん、之をIsれj 



ゲラr企は：；/li等の^哚ょり^く其兵士を去らん、彼等徒らに^IV;の名をWてIt蚶を茺柘才rluub』 

ソ—rされV」も^く兵士を撤去せば敵：卓随意に我^U來毅せん、豈妄りに兵を撤去して可ならん 

や。君今兵士等は土地を掠奪すi云へ〇、荇は«地に之を•したりや否やj • 

グヲr余li55見したるに非す、想倮•したるのみj 

ンー『想mは以て議論の极拟£なす可からす、一屛精密に調査•したる上、IP議官に上奏するSも未だ 

晚からざるべ•しj 

ソークラテース又問迎を改めて日く『余は思ひ出せり〇羿未だ銀錤にありしこ亡無かるべ〇、故 

に税今鈒の淹出額の减少•したる?1由を檢•したるこS無からん、然らすやJ 

ダラf佘未だ銀山に在りしこSな•し』 

ソー『Wに銀山は健汲に？fあるを以て、君其處に行き得ざり〇ならん、^*し健康»:害なくば、必中や 

銀@1U入りて研究せ0ならんj 

ダラ*■君は余を祧撥する勿れJ 

ン—『銀鎮は若自らK地1:調*するこビ能はざれば十分之を知るに由なかるべし、され€•も觳物1:至 

りてはおの知る所ならん、今我^1:產出する殺物は全アテ—ナィ人民に供給•して幾何の時日を支へ 

得るか。又麵龅を作るに不足なく、不時のUI要に充たすべき一简年間の必要の穀物は幾何ぞJ 



ダ，r此くの如きは注窓するの必要あらば自然に知り得べし、今より論するの要な6J 

ブー『我等よく其^要供給を知らざれば、一家をすらも之を齊ふるこ£能はざるなbo我ァテーナイ 

共和阈は一萬有餘の家族よb成れり、然るに此多數の家族を|時に注总するは决■して容易の琳業に 

非す。今や朽の叔父の家は袞述に向へる|:非すや、；«にこれ若の深き注意を示め0、«.技掀を錡表 

するの時VJgHふ可〇。«苦•し一私人の琳務を燧埙するこビ能はざらんには、如何でか一國の大4tを 

處3-«するを得ん〇然るにnはァテーナイ政府に入らんビす01|斤の见^|:堪(9ざるものに.して、百 

斤以上を俯はんSは何¥ぞJ 

グ，*9叔父、我忠吿を川ゐば十分家mを所Jlt可しVJ雖、彼れ我言をHiゐ•さるを如何せん』 

r一私人たる叔父にすらfrt用せられす•して、^んぞ能くァテーナイ人民の侰用を份べき。愛する 

グラクコーxよ、〇：己の能力を粒過する希^を^する時は人汝を輕炖せん。知らざるこビは之を口 

に出すこV」を^〇め、*來•：！：：進^の殘〇たる不名界の跡をUよ〇今矜大にァテーナイの阈家I:盡く 

す所あらんViす、^It力を初せば其m成就〇衆人よbtt敬ビ名群ビを^るこ€余の敢て疑はざる所 

なbj(8•メモラビリアJを見よ) 〇 

此對諸は十分ソークラテースの論法及び敎戒法を明示せるものなり〇ソータラタース此く.して人 

の?;5拽を捣き、反對說を論破せり〇而•して常時の知^^漭ビ稱せらるi^sは大抵縝f戰はし、 



以て彼等を論破•し、殆Vj論辩敵なきの狀vjなれboデルフ*ィの神託ソークラ*K1スを以て至»の 

人vjな0たるも其理由亦此邊にあるベ〇〇 

デルフォィ神社はア•ホローンの神を^れる所なbo神託ありてソークラテースは世上至Sの人な 

りごiiwふ。然るにソークラテースは無^なbvj自白せるの人なり、是を以てデグフォィ(oSLpcroi)の神 

託*>至！Itなb i •したる？Bmを解するこビ能はざるなbo然るに神言昨りある可からすi信じ心中大 

に迷へり。自ら其時の.1Hを^ぅて日く『我れ常特の於も知者vj稱せらるi人々1:往きて對話せば、 

必す神託の誤りなるこごを發明-し得て「此に我よりも知洛あS云ふこSを得るならんi思ひ、 

北人に就て論眯せり〇人彼を知^VJBHひ、彼又自ら知^なbvj稱すビ雖、我其然るを見ざるなり。 

之を以て去て獨b心に恐へらく、我^兩人共に!]a'flfiあるこビな•し、然るに彼れは知らす•して知れり 

ビ想へbvj雖、我は！：；1:我の無知なるこビを知れり〇此くて又た典他の妹人、美術家、戯曲家等多 

くの知^を試みたりビ雖、其結果又此くの如？のみ。我れ心に•趣を懷き、又多くの人を論難に山て 

闲まらせて敵を怍bたるを悔めbo然るに海^如何ならんVJも神总は之を1111にせざるを^す。我れ 

終にs?lへらく、伋も評判^き人物li我1:於て^も不完全の人物に•して、これより少く名なき人は、稍 

や：止〇ミか如•し、此くて其結i«:たるや、一方には畝を增加乙、一方1:は我名は至赀の人£して搜まり 

f2bvJOJ(rftfigi!J^をiiよ) 0 



ml:激烈に反?■)•漭を攻黎する*>ソークラテースのキ：3uに非す、又ょくItl人を敎へ、職人等をも侮 

るこVJなく、職業に對〇ては、『人の货すべきW業Uは卑•しむべきものな•し、库•しむべきは怠愔のみし 

VJの卞丧をiuれり。故に彼等ビ對沾〇成は通俗の?Itを例ごして說明するなrは奄も其耻VJせざる所 

なり。又朋友に^•しては親切なる愛Wを有•し、出來i限りの势总を盡く 〇、成U忠吿.し、或は&tめ、 

或は勋ませりぃ故に31::ぶる所は耵«|:0て人心を威©]す0加之談話甚だ巧みなり、故に人々ソーク 

ラタースの談話を聞くを®びたり。 

一皮ソークラテースの門弟に•して、-Jc^vき時は活俄有货の美少年たり•しアグキビアデースは讪も 

功名心に你み、後年スパルタ、アブ—ナイl!nの一火2Hを引き起こして大にアターナイの迷E2を生せ•し 

めたる人なり〇胙て^f?席上—此i?^l:はソークラテースも在り—ソI•クラクースをSS美•して日く 

『我れソークラテースを彫刻に比敉〇て其SR美を初めん。ソークラテース恐くは余を以つて觖諕嗍笑 

を«さん•か爲めU、此彫mの例を取ぐるものなりご思はん〇佘は云ふ、ソ—クラタースは电も店頭 

に据へぁる、セイレーノス(seiorMO3 )の(«に似た.cvi。赏にセイレー ノスは滑稽の倮なり〇然り€雖 

其之を開く時は内部には神の本^を有せるなり。余は又云ふ、ソークラタ1スはマルi/ヤス(Mar— 

Bys)ビ云へる笛吹ける「サチユaス」(satyrs)(半身人、半身mの神Jに似たbs、汝(ソーク，テ 

—ス)Sくは之を否まざるベ•し、芯•し否まば佘は之を證明せん〇汝は一層大なる笛吹>1:非すや〇マ 



火シャスは笛を以て妙-7tを發•し天地を成せ•しむビ雖、汝ソークラテースは之に玫り'笛じ由らす器 

械を用ゐす、饥1:1!奶のみに山て能く之を爲すを份るなり0荇等べリクレース^洛^168)及び其他 

雄辯来の拼^を|!1]くビ雖、»之に成勐するこビ并だ微なり、然りご雖、何人も汝の言を聞くか、成 

は傅へ間くか、又其佻ふる人は扔法を知らすビも、仂も之れを聽く济は男子も、女子も、又た小兒も、 

一VJOて^gせざる^な〇。余はIfを?^ぎてソークラテースの前を去る、これ其談話の引力1:山 

b、Jl:flJJl:座•して老の將1:至らんビするを忘るベければなり。又其談沾は前に我內心を%め、余を 

•してWに光•しきものなるをB%せ•しむ。而.して余はソークラテースの^を破る能はす全く其^の奴 

鉍ビなれり。然る1:一JIソークラタースの前を去る時はirLl:世上の功名の念勃然VJLT我心中に典 

起す。故に余は)fiれてソークラ7-丨スの而前より1Sる、何V」なれば彼れ、我れに命じて«すべ. 

云ひ*し所を、我n之を«すこi能はす•して、も•し彼をWる時は我W神は;；tt伏せるを以てなbo之を以 

て余は蹄|:此くの如き人の人|!|1の屮に在らざり〇1を琪みたり0實にソークラクースは無雙の人な 

b、現在1:も過去1:も之(:比すべき人な〇〇ブラシダス(wrasids)はアヒレクス(Achilles)の如き 

のみ、ベリクレースは子ストー〆(Kesclr)及びアンテーノール(Anssr)に比すべきのみ、ソー 

クラテースに至つては獨り比すべき^なく、n(比すべきは^頭に列べあるセィレ—ノス€サチユロ 

スVJあるのみ〇是等は我友よ、ソークラテースのmi^fsるなりjビ(『荽贫』篇をJiよ)。 



ソークラテース£淡0したる漭|:は靑年«だ多乙〇眾に靑年のみ»:非す〇て種々の人はソークラ 

クースに來らざるを^:ざるこVJ、Miも鐵片の磁石に吸引せらるi*>如きな.CSO其等の冇名なるもの 

には商设なるクソチァスあり、狄行的のァグキビァデースあ办、辯綸理想の大家ブラトーンあり、 

徳義に誇れるァンチスタ子1スあり、快樂主莪のァリスチ，ボスあり、小兒の如く無邪氣なるヘル 

モゲ子1ス南り、大史家キセノフ*1ンあ-CS、大ぺリクレースの子ペリクレ..スあり、熱心のfr年 

ハイレオーンあり、洽淡なるカイレクラテ—スあり、正確なる論理家エククレイデ—スあり、忮® 

の情にmi7ざる老人ユクリビデースあり、議論を好めるレンミァス、ケーぺスあり、老友クリトー 

ンあり、愛する門弟子ファイドンあり、设类なるファイドロス、ハルミデース等あり、此くて美少年あ 

り、成年あり、老人あり、又た^女テオドータもソークラテースに钕脊せられたるこビあり〇其他 

市人あり、職Xあり、5[£人あ-^き〕(Antistbess, .Hermogen6s, Xenophon, chairepban, Kaiskrat^s, 

^2.^0D-^p^oa- ^-^00^0?w 

其內、Hククレイデースはメガラ人に•してMも饵取を好み、前代諸家の說を學びたるがVソーク 

ラナースの出づるに常りて、深く之を尨ふに至れboB.IFfrirテーナイS メガラ(segara)i©問 

に不和あb、ァグーナイH1は法令を出して、メガラ人にCてァターナイ市にて發見せらiるこビあ 

らん|:は、終身の即科£なせり0然る1:エククレイデース其禁を恐れ中、身を婦人に扮.して夜に於 



てアテーナイ1:來りてソークラテースの談Isを聪く。メガラよbアターナイに至るの距離は殆二十 

「マイ，」なり、彼れ此遠路を來往•し、其聞き乙所はBりて之を恐考せり。ソークラテースの死开後 

ゾラトーン其他の諸弟子、摊を避けてメガラに至るや、Hククレイデース善く彼等を待遇•し、以て 

友怙を盡く •したり〇 メガラ^派はユククレイデースの釗する所なboアリスチ，ボス(tips®)は 

贫人なり、性熱情的に•して快樂を主義ビなす。然りミ雖逍徳を以て善く其度を制節•し、决•して過ご 

さしむるこ^な-し〇而〇て其岑說は快樂を得るを以て務ビなす、之を「キユレーネー」(W3l)學 

派ビ云ム、キユレ—子1(エジブト)はアリスチ•ホスの生地なればなり〇アンチステ子1スは初め 

ゴ少ギアスに師蜞.し、後、門弟を敎へ居たる人なる6>、ソークラテースの名聲を蕺ひ、自ら人の師 

£なるこvjを止め、來りてソークラテースに師事し、又0己の門弟を•してソークラテースを帥ビゼ 

•しむ〇电も支那に於て張f»渠•か皐比を撤.して、伊川を！：i*したるが如•し。其主丧快樂を*しみ貧乏、 

克己を以て誇なせり〇初めてソークラテースに面會するや、蔽衣を游•し、-rl^なる面色あり〇 

ソークラテース其消榷的熵飾を沿て、忽ちts刺.して日く1アンチスク子1スよ、汝の衣服の破綻よ 

b、汝の虛飾は見ゆるなbj VJOアンチステ子1ス、犬{1派を作る。其弟子にデォゲ子丨ス(90— 

gens)あり、又奇人なり、夼tin其だ多•し、白畫人無•しVJLて燈火を提へてrテーナイの市中を徘 

徊才〇こ£あb、桶中にあbて傲然S-してアレキナンドロスfAlesndros)大王ビ談活•したるこVJ 



あり，或時海MI:袖へられ奴51にWらるJの時、海賊彼に問ふに何の技に長せるやを以てす、彼れ 

n-て日く『我れ人を治むるに長す0故1:汝荇.し我をWらんビ欲せば、主人を耍する人にWれ』ミ云 

へるこビあb。或時ブラトーンの笈frに招待せられざり■しに、其席に亂入乙て美ffiなる敷物を土足 

«てJi衊•して日く、r此く我れブラトーンの高俊を踏み付く』S、ブラトーン日<、"1Q呼デオゲ子1 

スょ、汝は一層の商慢を以てし¢0ブラトーンは典咨发の合一を說きたる51想論の大家なb、r»ss 

あ-CSCキセノフオーンはソIクラテースの言行の紀念すべきものをupち"1メモ,ソビリアIを著 

は6たる人なり、其他腰史の*瘠あり0 

ソークラテース此く多くの朋友あり、W贷片あり又門弟-rあbo其ソークラテースの名铋挝绍を 

慕ひて來れる^索ょ.^多0ビ雖、ソ|クラテ|ス亦自ら求めて人を抑、而.して之を友ごな，し义は門 

弟子£なし、以て之を敎宵す-其ソークラタ1スの人を得て之に近づき親•しむの方法たるや、亦甚 

だ奇なるものあ-〇、キセノフォーンのこビを以て之を例せん〇初めキセノフォーンの未だソークラテー 

スの門弟ビならす〇て美少年な^so時、一日狭き市街1:ソークラテースに逢ふ、ソークラテース、 

キセノフォーンに問ぅて日く『食物U何處U行かばiiふを得べきや』艺、キセノフ*1ン答ふるに 

H:«rwてす。ソークラテース又問ぅて：3 く『人は善良ならんビするには何處に行かば之を得べき 

や』VJ0キセノフ*1•〆答ふる能はt•して锇踩せ.CS、ソークラテースロく rさらば余に龙ひ來れ、 



而〇て努ぶべ*し•ビ、キセノフ*1ン是よりソークラテースのM弟子*^なれbi^-t.0 

*にソークラテースにはfi々の人來りたbo而6て是等の人i語りたる所は宗敵なり、敎竹なり、 

'卜垠なり、論^法なb、倫理なb、l^l?tなり、美術なb、fascなり、典他一般*世法なb、i-5生法 

なXN、13せば3;民を阈民ビ〇ての敎f/なbvJSRふべ•し。今聊かソークラテースの說きたる所を見 

ん式欲す0 

ソークラテースの敎竹及び逍饱姐铖には、®力の必迆なるは佘眛に之を言へり、而•してy1タラ 

テースはS3偲も亦知識に由りて完きを^るiな•し、知識は逍徳なりビす〇ソークラタースの知姐!Ml 

一論即公れなり。此說の基礎£する所は、人«な自己の善を欲す、若*し能ふPTくんば之を沿べ•し、 

他語以て之を言は1*、快樂は人必す之を求め、*痛は人必す之れ避く£云へる心理作用に基づくも 

のビなす0これ知徳冏一論の大前设なり0故に人を.して逍徳を货行せしめんビ欲せば、逍徳は共人 

に取りて善なるこどを知ら〇むるにあbo人の不善を行ふは、•具に善の何たるやを知らざるに因る 

£なす。人あてソークラテースに問ふに『人よく狭惡を知る«雖、尙ほ其反對の行爲を爲す],卜、 

これ知者に非すや』vj云はr、ソークラテース然らす£•して云はん.I彼等は典に無知にしてffi愚な 

り、人若•し多くの^物中、最も自己の利益たるiを«し能ふの時、誰か0己に利益あるこiを行ii 

ざるものあらんや』VJO正丧たれ、他の徳旄たれ、みな知なbo若•し其善なるの知通を有する時は 



—• 

諫か敢て其他を爲さん。怠悄遊茁は無知なり、何ビなれば他1:费良なる掛あるを知らざるょb來る 

ものなればなbviす。故にソtクラテ—スの說に由る時は、人若〇善を知らば必然に飽行の人たる 

ベ•し、之を以て吞人善の何たるやを知るこVJを勉めざる可からすVJなす〇之れ即ち知1stの追求なり、 

然りVJ雖ソークラテースの大前提たる「人は自己に善なるものは必中之れを行ふ」VJのIsは兩義を 

含みて其一方の意味に由れば誤謬たるなbo何Viなれば迸德上の#S一简人の身に取ての善VJは必 

•しも同一なるに非す•して、人は必〇も逬德上の善を聪めて之を好み、之を快樂vjするものに非す。 

故にm徳上の善は之を知b得たりざも、必.しも之*>贲行は羧み得られざるなり051近徳上の善£、 

简人の善(快)ビの一致せ〇時にのみソ，クラテースの言の如きを得るのみ、(人往々ソークラテ 

1スの知徳间一^ビ、王陽明の知行旮一綸ビをKIM1•しで同一意味のものビなす、されWもこれ言踣 

の表面のみの似たるのみに•して、it赏は全<№1係なき別物を言へるものなり〇) 

『己を知れjビはソークラタースのm要なる格言なり、ソークラテース之をユクチ*!デ.-モスに敎 

ふ0 Hクチュ•テーモスはソークラテースに其K怅を梭•かれたるこ£は旣にダラクn Iンの條に之れ 

を記せり、Hクチュデーモス种々綸談の末、ソークラ-アーヌに論破せられ、心中耻t;らぅの念を起 

〇てE3く、余は『»を語らん〇佘は從來対學を知り、又徳義のfr行上人間1:必要なる學諏を有せり 

tfdfac居た.CS、然るに今や君の問ふ所に答ふる能はす、赧顔に堪えざるなb、余は*に知らざる 



可からざるこiを知らざりき。故1:我等が必要なる^物を知るの131方ji-を敎へょ』iりンークラテ 

トスmち『己を知れ』ビのデルフォィ神社の額杳の晤を舉げて日く『これ十分なる忠吿なり、他に 

之に媞れる格言あるこvjなC0转果•して自己の何たるやを考へしこビあるかj ¢0エゥチュデrモ 

スHく『余は十分自己を知れりビ信す、自己を知らす•して其他何物をか知るこビを得んj soソー 

クラテース進みて日く r自己を知る，t.はmに自己©舛名を知るを以て足れり£せす、.能く自己の何 

事に^才るやを檢洛するに非ざれば未；u以て自己を知6たるものVJaふ可からや。0己を知る時は 

自己の利益を知b、又a己を推•して人に及ぼ•し、何物が他人に^益なるやをも知るを褂ベく、其他 

一切自他U利益ありて、又た事業に成功するを得べきなり、これ只一個人のみに非す、一圃のm亦 

然り、ctljaの力を知らざる時は失敗は免る可から3#るべ•し」¢0以て十分に0己を檢省*し、自己の 

何に適し、何を要-し、何を^•し、又何を擇ぶべきやを知らしめたり0(『メモラビリアUを見ょ) 

ソークラテースは神を位す、其存在の證明1:は忘匠マ；1を用ゆ。アジストデーモス>|*||3)* 

«云へる者に15りて日く『君は稱赞歎美せる人あらん、そは骓なりや、顋くは之を街げょ』£、答 

へて日く"9叙yi-時家にはホメ1Pス(HIS)あり、彫刻家にはボリュクレィトス(polykleitos) 

あり、^エにはゼゥキシス(Zeuxis)ありioソークラテース日く『茲は如何なる技術をnて&高の 

價Mあbvjなすか、或は精神なく、運動なき彫刻を作る人なるか、或は粘神及び理會力を有•し、思 



ふが如くに逆動する®物を作る者なるか、孰れぞや〇j答へて日く『後^なるや明なbjoソークラテ 

1ス又問ぅて日く«0此處にE的の知れざ乙ものVJ、又目的に侖•して便利なるものビある時は、此二 

物中何れを以て偶然の結果£な•し、何れを以て審钍の結ifeSなすか0J『かの目的に^ひ、齊良布益な 

るものこそ近徳ビ剑斷カビを打.したるものi作用なりVJmt-るこそ4一理なれ0jソークラテース此前 

1Sを進めて日く r始て人を作boものは之れに五官を授け、又之に應する目的物を豫備•し、DRにU 

視るべきの色あり、耳には聦くべきの费ある等、传人問に對〇ての利益なり、これ人問の爲めに企 

圆•し、意匠•して作ものなbvj思はざるか』VJO (『メモラビリアjを見ょ) 

又天地茁物の^美を云ひ、人問身ftsの構造を云ひ、其造物主あるを推論、し、又典善S愛iを說パ。 

され^も此誑明は素ょり不完全に.して、寧實の半面のみょり立綸.したるもの1:0て世上、事物の不 

完全、衝突、矛楣、害惡等の％象あるを忘れたる誤謬なる推論なbo此くの如きの論法を以てして 

は、未だ以て神の存在を證明するに足らざるなり • 

ソークラテースは不思議にも神秘なる「ダィモーンJ(Daiscln=^神)VJ云ふ一秫の見る可からざ 

る银骶の存在を8?|へり0「ダィモーン」ビはソークラテースの言行«.し不良ならんビする時じ、之れ 

を制止するの聲なり。彼れ又®魂不死を^す0 (rファィドーンJ篇を見ょ).， ， 

ソークラテース此く宗^:gなbこ雖、％物の深奧に入りて宇宙の秘密を知らん，匕する：ビを爲さ 



ざり.しなboat知滅は其：^赏用的にして當時の坪蝌漭說の研究を笑ひ、自然現象を研究.して雨を作 

b、氣候を制〇得るやビF4れり。加之彼等を呼ぶ1:狂^を以てせり〇而•して自ら典研究の方，Nを人 

間及び迸徳に定めたり〇是を以て從來のグレシアfr學の外而に向ひたる研究の潮流はソークラテー 

スに至りて內面的V」なり、ブラトーン及びアリストテレース(Aristoteles)等を引き起•し、以て自ら 

グレシア哲增の祖なりビ稱せらるi»:至れり〇キケロ (Cicero)之をIV1!ぅて日く『ソークラテース 

は哲學を天上ょり地上1:引き降•し、之を谷人の家に紹介•し、人を•して是非ビも道徳及び善惡を考へ 

ざるを^ざら*しめたビ〇此くてソークラテースの主旨ビする所は#ら道徳及び處世の^ビなす。j 

長子ラムブロクレースに孝を敎ふるが如きは、親叻酵々たるものに•して、出產の時肋の^勞ょり、 

其養育の心勞、父母の愛情及び心配を3Sり、子成径せば敎V/を授け又善£1なるものを求むる等、兩 

親の一方ならね心勞を語b、以て孝行を敎へたり。 一 

ソークラテースの友人中、兄弟不和なる者ある時|2、兩人に兄弟の布益に0て得雑き觅玫なるを| 

S5b、aに相和し、相助く可きをisり、其仲裁の勞を執bたbo或は朋友の利益を雄りて人々を•し 

て友誼を全ぅせ-しめたるこSもあり〇又友人の憂色ある時は成は慰め、或は動ま•したり〇ソーラク 

テ—スの朋友を愛するや&も厚きものたb•しなbo 

アリスチ，•ホスはソークラテ.-スの門弟-fなb、ylクラ•テースの死後、快银主丧の^派を立て 



「キユレ子1」學派VJS}せじ人なb、ソークラテース、彼れの§に耽らんこビを恐れ、之れ1:勸勉、 

節制、免忍を55り、靑年を敎Wするの精神をK話して日く*1我等靑年を敎育〇、倚大なる事業を爲 

さ〇めんビ欲せば、之に授くる1:艱難辛苦を以てし其S忍にして勞苦を避けざるの性質を養成せざ 

る可からす。へi/ォドス(Hesiodos)日く「惡|:行<进は近く 〇て平垣なb、之を以て人多く之れ 

を行くtf雖、迸飽の道は高く•して且遠し、額»:汗してSらざる可からす•これ神の定めし所なb、 

山頂に.5ffるに非ざれば其報を得ざるベ•しj vio Hビハ，モス(Epicbarms)も又た日く「神はt與 

を人の勞苦の度U由て定むj VJJO而〇て尙ほ有名なるへiフクレース(Hsa.kors)の撰榨に就ての 

话を!5りてアリスチ，•ホスを動ませり〇此轱はブロ—デコスビ云へる「ソフィストjのteせる所 

にして商尙有益なるものなbo其の大怠は、*傅說なる神命へーラクレースビ云へる英雄•か快樂安 

逸を避け、Ik勉の途を撰びたるこビを云へるものな-^0(-8メモラビリアJをJAよ} 

VIクラタース又大にftftffを贵び、快活なるM神は强壯なる身IK5I:存teな〇、人々に52励の必 

要を說き、運勸Uよbて身«?を强壯にするはM家に對〇ての袭務なbWC、自己も亦甸朝¥くよb 

家を出でi散步し、成は運動埸に行きて體操•し、wn.vに〇て人々多く集まるに至れば市に行きて老 

若を問はす貴晓を撰ばす•して對話〇て處世法及び徳義を於ふ〇 n掻めて快活なb、其五十歲の項舞 

踏を爲•して自ら樂•しみ、又た、其頃コンノス(KSSOS)なる者に就いて「？ラ」琴を稽古せbyi云 



ふ0 

ソークラテース此く敎竹を以て自任せり〇而•してW行を以て模範Sなo、»論を以て知識を導く 0 

其敎化1:由bて善良^爲の人物多く ft出to成人ソークラテースの政府に入らざるの理由を問ふ。 

ソークラテース答へて日く r余は十分我義務を褴くし、丑政府に入るょりも一屏大なる職分を成せ 

るに非すや。余は多くの靑年を敎化して以て力を政府に致さ•しむるに非すやJ艺。敎育家の自任ビ 

自ffiiは當に此くの如くなるべし。孔子の『诉に孝を云ふか、惟孝は兄弟に友に、^政に施こす、 

是亦政を爲すなり、爰ぞそれ政を爲すを货さんJ t云ひ•しipllのifc合に•して、又同一の粞祌たる 

なり0 

然bvj雖ソークラテースは政治上の思想なきに非す0贲にソークラテースの時は、アテーナィの 

袞弱を掻めたるの時に0て、古代の光榮は全く地に喷ち、又¢5時の趣あらざりCなり〇ソークラテ 

—ス之を嘆き、再び之を间復せんビするの意あbo大ぺリクレースの子ペリクレースビ談話t、成 

は敵國の狀勢を8ftり、阈投守備を云ひ、往昔を追想L、將來を铤み、民心を典起するの方法等を龉 

bたるこVJfcbo 

此他多くの敎戒、拗吿及び淡话等は、ブラトーンの，對ISJ篇及びキセノフ*丨ンの*1メモラビ 

夕TJ中に存Cて、今も尙ソークラク-スの生氣を存せり〇 



ソークラテースの一生此くの如く3¢®想此の如〇、兵士vjoては武贝なり、縝技vjなりては確la 

たり、平民ご友たb、靑年を誘輿せれ、詭辯者を論破せり、神を信せり、祺莪をijcjtせb、又阈家を 

愛せbo然るに常時アテーナイ政府は腐敗〇て奸人政權を恣にせり、ソークラテース之を攻撃0た 

るこv•あ〇て大1:其忌む所iなb、其「ダイ#1ンJなる^は以て新#を唱道して、アナーナイの 

W敎を覆へすものなりビ娌ひられ、又靑年を街敗するfbvj誤解せられ、遂に法廷に呼び出され 

て死刑1:宜吿せらる〇されV」も*:•し哀訴喋願するこ£あらんUは、死を免るiは^Mたb.しなり〇 

然るに ソークラ7-丨 スは此くの如きこ£を爲す人€は夢にrrも想はれざるなり〇ソータラテース法 

庭に於て裁判官及び傍聽漭の前に立ちて0:-|しの潔白なるを辯|26.、典理に立ちて毫も其主莪を改め 

す、自若£•して死刑の官吿を受く〇其li.vのソークラクースの言に日く『嗚呼アテーナイ人諸君、余は 

諸君を愛.し又諸君を敬す。然りビ雖人問の命に從はんょり、神命に從ふを一潛至當のIKごな•し、我 

生命の有らん限り、勢力の盡きざる限り、哲平を敎へ、之を鈣行し、佘の敎說するこ£に反對する 

人に向つて確mする所を此く言はん「嗯、我朋友、汝は光榮あり、又た知識の湄蒞たるアテーナイ 

の大都に住み而も唯金錢名#1:のみ懸念•し、肯て知識、典ipl!及び精神の進步を求め♦して、之を不 
ば 

問に附す、汝は之れを恥ぢざるかJSO余は諸君1:告げん、徳袭は金錢よb來る者に非す、p(t徳義こ 

そは人民へム私衆善の源泉なれビ れ余の敎ふる所なb、«f•し此說に•して人心を腐敗せ.しめたるも 



のならんには霖余の及ぼ•したる意やKに大なるかな。嗎呼ァTナイの人諸君、諸君はI二 

トス>畏〇|0等の欲する<)>觼|:余を遇せょ、我れ幾回の死1:遇ふビも决*して我迸を改めざるべ.し〇 

死何•そ恐る1に足らん0若し未來世界あらん|:は、我其世界に往きて古來の英雄ビ談〇5せん、何物一 

の偸快か之に若かん。現在たれ死後たれ、啓人に來る惡ある可からt神ti决Cて善人を粢ざる可 

し、余は今死の生に勝れるを確知す。されば「ダイモーン」も今余の死を止めざるなり◦アテーナi 

イ人諸^、余が諸君にKQふ所は、苦し我子等成liの後に常り、徳莪を求めすして金錢財致のみを求1一 

め、或は;I飾をこれ取ビするこビあらんには"余が諸*を惱參したる•か如く"又之を-Wせんこビな|一 

り〇今や永別の時來れbo各其途U別れん、佘は死に往き諸矜は生に往く、然りビ雖其何れの®il 

るやは、R神之を知れるのみJ ¢0高何なb、偉大なb、舴平なる楮神確乎ビ•して.®ひだ1:せす、 

3¢¢•して典5*に立てboKにS人はソークラ*K1スの身邊知徳の光輪輝けるを)Aる。ソークラ-ズー 

スの死刑はK»:rテーナイの大悲劇なり。^辩證』篇を見ょ) - | 

宣吿のS日、死刑に處せらるべきなりビ雖、其neiデーロスのfs日の初日に常れり〇此饫日は一 

三t日Ra箝くものにじて"其Rnは例に山て死刑を行はざるなり。之を以てソータラテースは镂鎖S111 

树せられて獄中、死を侍つこビ三十日、取JI:平日£異るなく、粘神靜•牛1:•して友人に面接し、尙ほ一 

常の如く敎戒を績けたり。 j 



死刑の前々H門弟クリトーン來てソークラテースに脫獄を拗め、其^^なるを說く。クリトーン 

はソータラテースtf间年浓の老人に0て、甚だ親密なる好友人なり。されどもソークラテース之を 

聞かす•して日く『若•し3脫獄せんVJする時は、先づ脫獄の正理•なるか將た不正なるかを考へざる 

可からす。余は昨Hまでも正理£認めたる所を步みだり、然る|:|朝從來の逬を粢つるは余の爲す 

に忍びざる所なり〇眞理は间一不變のものなり、今君の^めに•して至正至强の道理の之れが後楣ビ 

なるあるに非ざるよりは、余は君の忠告を用ゆる能はざるなり〇余は此機に常り、苕等の面舫1:於 

て我眞埋は果〇て余に向て以前ビ與るの色をMするや、成は確乎不铋なるやを試みんS欲す。我笠 

アテーナィ人の許可な5して脫獄するは正か將た不正か0若0これ正莪ならんには、力の限6之を 

成すべし¢8¢、若.しこれ不正ならんには、此に止まり死するを可ビす〇君芯•し余*>同意〇得べき银 

»を有せば、余に答へよ、然らざれば余に脫獄をmひる勿れ』S、醉々VJ其非を說き、國法をmん 

じ、國家の命を守るべきを牾り、溫然soてクジトーンの親切を謝•し、遂にクリトーンを•して得心 

せ0めたり。而〇て日く ■•靜肅且大膽1:我爲すべきの義務を^さん、神我を招き給へbj £0 (rク 

罗トーン』を見よ) 

死刑の日は來れり〇ソークラテースの門人朋友の多數は獄內に來XS、ソ—クラテースの蒌キサン 

チ，ベ—其子を作ひ來りて別を惜〇ひ。キサンチ，ベー、ソークラテースの友人及び門弟等を見て泣 



き伏•して日く『ソークラテースよ、これ汝の友人諸子の汝をMるの-終りなるよ』ビ"ソークラテーヌ- 

嫌女子の笊<ナして悲嘆の醜態を現せんこ£を恐れ、人を*して麥子を家に送り鉍ら.しむ。此の日ブラ- 

トーンはSを以て來るこVJ能はざりき。ソ1クラテ|ス、今日死すべきの宣吿を受け、今まで銥澉 

を以て足部を繫せられ居たるが、今や之を解かれて其痛み去bて快樂を成せbo即ち戣筘の跡をj#で• | 

て、快樂は苦痛を去bて後生する所の^蛑的のものなるの理を說けり。而•してこれよh談^秤々衍學 

上の[IH題に移り、饵學は死を用意するの^たるをgwひ、而.して死の性質を！？2り"來世の狀に及び、 

以つてM心に徳莪を働む。タリトーン、ソークラテースの死後、子女及び後事を如何に所理すれば 

可なるやをlii]ひ、以て力を^く*して、せめてもの報恩ビなさんビ欲す。ソ-クラテース□く「クリト 

1ンよ、今«に妍りたる所(逍徳正推)tr余が常1:主義？したる所に〇て、若•し之れ^完うする 

こ亡を栉ば、これ君の余に說く，し又我家族(:谧くす|:勝れり、君巷し徳義を怒り余が君答に示.したーー 

る模範を嫌ひ、敢て徳族の道をWまざるに於ては、^•か余に盡くす所は"余に取て^も益する所な 一| 

じj VJO 

ソークラテース獄中に在もWの如きな6、獄史之を敬愛す〇ソークラテース又之に敎戒を授け一 

たる•か如〇、今や時來りて漭菊を飲むべきこVJを^!げ來る、ソークラテース神色自若たb、法に從ひ一 

欣然d•して人々をM渡0大脆に之を飲み盡くせり〇此時まで人々忍びて保を制•し居たbeビ雖、是にjj 



於て彼等落feiを禁する能はす。ファィドーンは衣を以てIfdを蔽ひて泣き恋•しみ、クリトーンは落淚| 

1し得す〇て起立•し、7•ホロドーロスは以前より泣き-Kたるが、此•し至りて琛を揚げて泣き出•し、 

前後殆Vj正船なく、他人も爲めに传泣蚧慟哭するに至れり。されでもソークラテースは確乎ビ•して 

舴かに彼等を戒めて日く『我友Wぞ此くの如き、m呼偲典は何處にかあるりn前に婦女等を家に歸 一一 

らしめたるは此くの如きこビあらんこビを恐れてなb、余は之をIUIけり、人は神意に從ひてff^al: 

死すべきこV」を〇悲〇む勿れ、的呼^子ら〇き氣象を示めせJ ¢0 

軻時にしてソータラテース足部次访um*くなり〇かば、仰ぎて床上に横はり、坍胰話•し居たるが、 

下腹亦冷却•し來り•しかば、Qら而部を蔽へる布を取5去り(此時まで蔽はれWたり)て日く『クリ 
トーンよ、余はアスクレーピオス神tfcul雄鷄をftへbe顧くは余が爲めに此のftfftを返へせ、忘 

るi勿れ(ui、言ひ終りて^す。クリトーン近づきてソークラテースの眼を|«ぢ口を結ばしめたり 

(rファィドーン』篇を見よ) I 

ソークラテース年七十二、これ紀元前三？I九十九年の成日の夕眾斜隔樹梢を射り、今や西山に沒 

せんVJせるの®なbき〇 - 

キセノフォーン日く，珣呼誰かソークラテースの如く確乎たる粘神を以て死1:就き.し者やある。 

助ふにソークラテースの死は人!!1]の想倮〇能ふPI!りのiiも光輝あり榮銮なるものなbo芯•し之を榮 



#なりビせば、彼れは敁も幸祕たりしな6』£0又其著1-メ乇ラビリア』の終りに日く-»ソ.-クラテ 

丨スは,Frに余が記述せ•し如きの人なb、彼はiiも神を敬し、神の敎示の外何事をも之れを爲さす、 

敁も能くIF義を守b、惡を他人に被ら•しむるこSなく、多くの有益なる事を爲せり〇彼又正直にC 

て能く節制を守り、妄りに快樂に耽るこvjなく、善惡を明にじ、亳t他人の判斯を借るこビなく、 

凡ての率務を處埋•して停滯するなく、能く人を知り、惡を戒め、又た徳を勛ま•したり〇佘は是等の 

諸徳はソークラテース|:全備せるを知る〇余はソークラタースを以て最も徳莪あり、又最も幸福の 

人なりビ撕はん、若し我說に反對する人あらば、請ふソークラテースを以て他人に比®:し果〇て我 

言の誤れるや否やを斷せよJ Vic , 

余胙てr メモラビリアj(rソークラテース人物费成譚匕を譯•したる時、ff士并上fs次郎氏、余の爲 

めに®詩を以つて題辭を作らる、日く 

西®坝克底"吾最3£其人0 

欺濁逆出水。商潔不染鹿0 

疑威爲之散。沘莪於是振。 

小人結成^。 赛殺袞殘身。 

名聲你絕城。 

況—才誠り 

業如耶两佛〇 

骨骸雖歸土a 

古來罕等倫U 

窮得造化典。 

飽似尼山仁。 

千歲存精神。 

元是貧家子C 

tr學狻莱礎。 

唯借過剛软a 

束滇有知己。 

及及性念純a 

炉開生面新C 

ifL言來怨IKG 

迫想；g溢巾。 



IIプラト—>小傳 

ブラトーンはアテーナイ人な^so父の名はアリストーン(Aristlln)母の名はベyタチオ子1 

(periktionc‘)o其祖先をたづ«れば母系に於てはかの有名なる立法家ソローンょり溯6て子レクス 

(Neles)及び•ホセイドーンの神に至-CN、父系1:在つてもnクドロス、メラントス(Melanthos)等を 

經てボセイドーンに溯るものに•して、ブラトーンは•«に名家の後裔なり〇三十典制家の一人たるク 

Vチアス及び其他の名族も亦ブラトーンの一門なり0或悱記家の云ふ所に111れば母べリクチオ子丨 

はア•ホp1ンの#に山つてブラトーンを奸みたり、故にブラトーンはアボローン神の子な6ビ云ふ0 

紀元前四1]二十九年(或は四西二十七年)五月アイギナに生る。本名はアリストクレース($邑0£:泛) 

に〇てブラトーン(rlasn)は其鉍名なり〇 (ブラトーンの希臌胳un廣きこを®:味•し"彼れ 

は;fttriの人なb•しか、！c巾所き人なb•しか、或は眼界•見識の®き人なb•しか、其何れかを:*®味す) 

其兄弟にアデイマントス及びグラクコーンあり、其^^に•ホトネー(POS-S)あり。 

ブラトーンの敎育は常時に於いてAtも完全なるものに•して、肪術に在つてはビユチオス及び地峽の 

游戯|:躱爭するに足り•しなり。彼れ-3R正のグレシア人の如く、將育に重きを®き、其身體を鍛鍊す 

るこVJ、尙ほ論法を以つて智力を般鍊する*>如くなせり〇然bvj雖又た典正なるグレシア人の如く、 



た1#肪投のみに其全心を敢はる1如きこ£を爲さすして、冏時に訝歌、音樂及び修辭術笼は允分に 

之れをWF究•して大に成功せし所なきに非す。彼れ叙^詩を作り、又た戯曲、宴樂歌、叙情詩及び短 

歌等をも之れを作れり。然りビ雖其叙唞詩は之れをホメ1TJスに比校•して劣れbsfeKcて之れを堍 

き拂ひ、其戯曲は、ソークラタースをIslbてより、此くの如き洛は用な.JVJOて、デオニユソスの 

神社に詣りて燒き拂ひて日く、 

r來ませ、へーファイスートスの御神。ブラトーンは鲥御神を-^するなbjc之れホメーロス 

のrイリアス』中十八卷笫三：&九十二行の句にして、「テーチスj S「ブラトーンj Sを入 

れ代へ•しものなり〇又たへーファイストスは口 —マの「デ火カン」神のこビ〕 

¢0之れ二十歲の時にして、是れよりソークラテースのI11!人ビなり•しビ云ふ。之れより後十年間は 

ソークラテースに帥事し、ソークラテースの審l!!Jの際にはaら起つて恩師の無罪を辯せんvjせ•しも、 

栽判官其演說を許るさt•して之れを中Iwfせり〇此に於て彼れ、ソークラテースを〇て、其の生命を 

瞵ふに足るの金額を期金ビして出さんこビに承諾せ〇め、ブラトーン及び其他の諸弟子其證人たる 

べしVJ云へり〇 

ソークラテースの死後、彼れへーラクレイトス派の哲平者クラチユロス、パ〆メニデース派の哲 

项漭へ〆モゲ子丨スに就いて學ぶ所ありたり〇其後、他のソークラテースの門人數名ビ共にメガラ 



にエククレイデースを訪ひ、其れよ5アフリカのキュレーネー(wyss}l:至bて數學家タオドー 

ロスに^•ひ、其れよりイタリアに至りてフィロラオス(phi•一01aos)及びエクソュトス(Harytos)の 

ピタゴラス•學派の人に堆び、其れよりユク？ビデース¢3¢にエジプトに至りて豫言者等1;就いて學 

ぶ所あOLVJ云ふ。然りVJ雖ブラトーンのHジブトに至boiの事は甚だ不確實1:0て、其害中に 

もエジプト研究の形跡は甚だ少〇〇 

是等の旅行に山6、ブラトーン大に其見識ビ眼界£を廣め、ソークラタ1スの敎學を猨達せしめ 

又た異f'[(の分子をflt入するに至れbo然btf雖彼れの方法は侦ほ依然Sしてソータラテースの方法 

を守るものた-CNCな^:N。グレリクス、マキi/ムス(vabricsssims)の云ふWI;由れば、此時!tt 

心なるW年は四方より來りてブラトーンをfsfliVJせん¢0て、アテーナイtflに集まれり。然るに此tt 

平者は、成はナイルの婉蜒たる河岸をたビ6、或は異Wの咦換1:さまよひ、自らHジブトの古老の 

弟子VJなり居り〇なbvio 

プラトーンは又た「マーデ」(東洋のr榭竹」の^^}中にrlll;て、其の術を^ばんビの意あbLvi 

雜、常時亞細亞にlattl起り、其目的を蚍すこvj能はすLてアナーナイ1:歸へりたbvj云ふ。 

彼れァテーナィに歸へるや、热心なる學生は集まり來れbo彼れ外W旅行に由つて聚集龙積.した 

る草！：3なる^;itを以つて、之れ1:加ふる1:不躕の沈思を以つて0、以つて恩師の他1:繼ぎ、其學に 



脱はん？し、身を仰年の敎冇に委ね、ソークラテースの如く報酬なくして敎育を施こし、彼の有名| 

なるへカデーモス(成はアカデーモス)の淼に學校を起•してアカデミア(Akadal日eia) VJISす0此 

森は、昔トロャ戰爭時代、へカデーモス(或はアカデーモス)なる英雄の所有地たb•し所に-して、 

此名稱ぁbo槻樹及び橄搅は附芥ビして^り、內に祌社ぁり彫俅ぁ6て其美を爲•し、靜けき細流は 

樹1!;]を流れ、沈々たる(M昔は五月の夜、疲れる樹問になつか•しき節をかなづ〇實にこれ餅思默考の：一 

好適地、後代の人、转想をこょに飛ばせ、特人は歌ひ、ff學者は最尨するの地なり〇ブラトーンこ 

こに其fi理を說く 0 «. 

其アカデミアの幽邃なるVJ、ブラトーンの對話諸篇の美VJを見て、人或は想はん—アカデミアの 

敎科は、^に之れ^^冏迎に關〇て滔々たる雄辯£、壯快なる空想の發表なるべ6€0然り£雖之 

れ全然?H»に非す。かの思考力强き茗に取つては、講栽の如きは甚だ困難なる科業に〇て、不斷不1: 
- 

休の抽象力の大なるものを要す。如何にブラトーンの文章は、类の女神に由つて飾らるis雖、其 

講莪は文平的に非tして、論理的たりしなり〇其アカデミャの門に^•して日く r幾何平茗に非ざる 

者は此に入るを許るさずJ£云へるに由つて見るも、其畢科の如何なるものなbしやは以つて推知 

すべきなり〇 / r, 

ブラトーンの學科は决じて浮^修飾のものに非す、上流社&の遊设閑®のものに非す。此くの如 



きは浚^皮相の「ソフィスト」の爲す所なbo報酬を貧り、美衣美食を之れ求むる徒の爲す所なbo 

ソラトーンの^科は，n理なり、文飾に非ざるな.CS、研究なり娛樂に非ざるなbo徳義の進步なb、 

情欲の放肆に非ざるなり0內に藏する所なく〇てた^#外面の虛飾を之れ取<〇、無意味の文字言妍 

をIt列Cて其內其理の知識なき一これブラトーンのアカデ1アの^科に非す0 • 

フラトーン三皮、ゾシリアに航海す。笛一の航海U其四十歲の時に•して•ユトナ火山の唢火口をill 

んビ•して至60なり。時に；Sユラクサィ(syskusaoの典制王デオニユシオス(Diouysios)一世相 

述る〇ヂオ-,シオスは常時グレシア锇阙中/(tも^力なる王1:•して、アレキサンド-Uス前のMも强大 

なる王なり。!:9ぅて日く r世上何人か炝も幸福の人Sなす』¢0其意ブラトーン必す阿諛して彼れ 

をWつて^人なbvj答ふべ•し.となす。然る1:ブラトーン日く ry—クラタ1スなb』¢0ヂオ-ーユ 

ソス又た£1ぅて日く”政治家の?1^ごすべきは何ぞや|»ど0ブラト1\答へて日く««闽民を務良なら 

〇むるにありj ¢0 •チオニユシオス三/ft1問ぅて日く r其次は何ぞや。正飧に栽判するは、君は以つて 

小事ビなすかj VJO盖彼れ正確なる裁剑を爲す人なbeのfsあるを以つてなり〇ブラトーン毫も其 

氣を下すこビな<、|?々£•して網ぅて日く*••»!然り之れ宵に小事たるに通ぎす"政治家たるものは尙 

II他の大取ありて存す。かの正確に裁判を行ふ•か如きは、之れたr衣服を修理し、其破綻を爯镰す 

るが*>のみ1.ビ0ヂオ-ニシオス四度び間ぅて日く？^制君主たる唞如何ん0之れ與氣あるこビに 



非すやJoブラトーン答へて日く»11切の：^なる輩屮の烺も怯访なる;«なり、«艺なれば、彼れ其 

作命を#はる-こ—恐れて、2求の制刀をだに恐るiなればな£。且つ吿ぐるに彼れ自 

家一身の利益のみを針るは兴辦に非t又た能く身を修め抱に進むに彝ざれば不可なり艺の旨をW 

つてす。デ/ーュシオス怒て日く r汝の言は老邃名の言なるのみjoブラトーン日く『汝の首は暴*の|| 

:?なるのみjビ〇此に於て•チオニュシオス、ブラトーンを怨み、之れを殺さん迖せり。され^もチ 

才-ニシオスの莪弟•チオーン(5C41こはブラト—ンの弟子-し•して^平者なbo •チオー-;シオスを諫め 

てブラトーンを免る•し、スバ，夕ょり來れJ所の使W•ホリス(P011SS*)なる者の手に渡す。ボリス之- 

し-を4i1:wらんビす。時1:キュレI子1人アン-ーケソス($5.?rss')なるものあり、フラトーン 

をB$ひて之れを解放•してブラトーンの諸友人に渡せbo友人等iff.に金をアンニヶ”スに送り•しも、 

アンーーヶリス之れを謝してHく、『ゾラトーンを思ふは眾に苏友人諸子のみの事に非す』艺〇一說に 

由れば•ホリスは、典の後悔に溺死せりご、之れ此哲學名に對•して硪を失せるの罰なbビ謂ふ。デオ| 

ニュシオス、ブラトーンの無事にアテーナィに^6たるを谢き、心私か1:不安にして首をブラトーン- 

に送りて自己に就いて恶首する勿らんとを誚ふ。ブラトーン冷然i•して答へて日く，汝•チオ岛*'レー 

オス如きを®1:留むるの閑時日は有らざるなio 一 

ブラトーン#びシユラクサイに至る。之れ•チオニユシオスー世の死したる後にして、•テオ'^シオス 



二世ょb、植民地を梅て、此地に自己の立案せ•し所の政治法律を行はん*>爲なbo MR地を與ふる 

の約は成立せ•しご雖、未だ其許可を得ざる內、•チオーンの謀反に黨せbvjの嫌疑を被bfzboされ 

ざも許るされてアテーナイにWるこ£を得たbo 

三度ブラトーン、シユラクナイに至れり。之れデオニユシオスをして、其叔父•チオーンVJ和せ〇め 

ん•か爲めなり•しなり〇然るに其効なく却つて身はf£難に昭らんビせ.しょb、遂に晰念〇て歸阈せり0 

rチオーン、後、デオーニシオスニ世を遂ひ、自ら位1:即きしが、刺客の爲めに殺され、ヂオニユシ 

オスニ世位に後す) 

ブラトーン、アテーナイにMへり、アカデミアの閑地1:在つて或は講義し、成U著述す〇ブラト 

丨Vを茲ひ就遊する者其だ多く"男子あり又た女子あり。女子a^J子の服装を货して^講せれビ云 

ふ。ブラトーンの對話諸ねは?fに其一生の懋樂に•して、特に老後の樂みVJせし所なり〇其八十三歲 

(成は云ふ八十一歲、八十二谈、或は八十ra歲)の時成人の娇妁の宴席にて死せbeアテーナイ人煨 

も鄭:*|:之れをァカデミアに粦る〇之れマヶド,1アア王フィソ，ボスの治1«:站十三年なり0硖«:种 

神•あ-CN、其一に间く. • ， 

rTスクレービオスViブラトーン、之れア•ホ〇丨ンの祌の生みし所〇一 は人の®魂を救ひ、 

他は人の身11¢を救へりj 



¢0又た聊&後世のものに日く 

如何なれば躲ょ、汝は此痗上に來れるか。こは何人の瑾なるぞ。如Mなれば汝は神々の坐 

0ます所の足の輝く大空を仰ぐなるぞ〇j一 我れはかのオソ，ン•ホスに飛份したるブラトー 

ンの®魂の姿なり。3れrも其逍骸はこ*にr，チカの土地に存せb」J • 

ブラトーンの死後、アカデミヤの長ビなり•しは、其甥に•して又た門弟子たh•し所のスべクi/ッ•ホ 

ス(speusipps)なり〇後、アリストナレーヌの墦絲を繼ぎL所のテオフラストス(Ts-opbraaf) 

及びグレシア第一の雄辦の大家デーモスタネース(cs'iBtbess)等も、ブラトーンの講薄を聪き 

こ iibbw 云ふ0 - 

M•してソークラテースに商弟ブラトーン有り•し如く、ブラトーZは又たアリストテレ.1ス(>コC0ぎ 

teles)なる1S5弟を有す“此アソストテレースは、後、マケドニア(2I-L3ia)王フィリ，ボス 

(5吾！>00の眼識に由つて、其子アレキサンドロス>厂？£-基)大王を〇て師少せしめたる所の 

大哲なり0 ——'ぐ..； 
tfs記は«らヂオゲネIス•ラ龙ルチオス(sogEa Klujrtis)のブ，卜—V薄、及びオリユVビオ*卜lfl?< (olyspiodolroB) 

Q-/,トーン11箝を本WL-lt他の！5*にtt-cMLt:るものなり。(•チi*ゲ+丨ス•ラMHチオKatcTC袷ざ一一•白年fcilのキ9キr 

(Kiikia)の歷史家にして、其薄it中にa、他^に作せざる所の多くの材料£•有せる¢¢0な9、其*游中ダレシrの哲學者の傅 

舵あ9。才りユンビオ•卜—uxatt元六卅祀後*0、Tレ#サvvrQブラト—レW®の哲平者にLrプブト1V0注B9 

を^.tvL人な9。 



三プラト—>の著塞 

ブラト..ンの書は、宵な演劇脚本の體茲を用ゐ、對諸問答に由つて、其恐想を述ぶるものに•して、 

大抵其の恩愛なる帥ソークラテースを以つて對話中の主要なる中心人物ビなし"ソークラテースの 

人物を描寫〇、又た其哲理を記るせる如くなせり。玆U於て、ブラトーンがソークラテースの名稱 

の下に描寫せる所のジークラテ-.スは、果して典のソークラテースなるか、或はブラトーン理想の 

ソークラテースなるか、又た其ソークラタースの言說iせる所はife•して:]rti:ソークラテースの言說 

したる所なる炉、成は眾にソークラテースの名稱を借り來りて、ブラトーン8家の窓|..|儿を述べ0も 

のなるか£の疑問なきに非ざるなり。 

門弟子たるものが、其師の敎學を祖述するは素ょり自然に•して、ブラトーンの描52せる所のソー 

クラテース中には、具の ソ—クラテース在るこビは否む可からざるこ¢1:•して、ソークラテ•"スの 

他の門弟子キセノフ* -ンの描玆せる所のソークラテースビー致せるものある點の如きは明かに 
—A^ 

然bvjなす〇而して大®ブラトーVの如きが、其の師の世を辭するに至るまでも、其帥に愛着C、 

ソークラテースの名に對〇ては、ソークラテースの死後£雖、侦ほ尊敬の念を以つて戀々たりしに 

由りて見るも、ソークラクースは十分ブラトーンの銳利緻密なる論理力VI衍學思想VJに滿足をS： 



へ、1IL-RH一般の想像する以上のものあbovj云ふも誤bなき*>如〇〇之れ、ゾュラィユ火マ，へダ等 

の唱ふる所なり。然bvj雖又たキセノフンのソークラ*K1スを見6D$は、ブラトーンのソーク 

ラタースを以つて、全く奥のVtクラテ-.スご爲すべからざるものあるも否む可からざるこビに*し 
♦ 

て、ブラトーンはたrl:ソークラタースの學說を布衍〇たるのみに非す•して、ソークラ.K1スを超 

hて尙ほI M進步〇たる域に速•し、所趴『出藍』せる所あるを知るなり。故1:若•し-Rのソトクラテー 

スを知り、又たブラトーンの對防篇中のソークラテースi、ブラトーン自身の戢^sのK別を明か 

にせんeするものは、ブラトーンの『對話j諸篇ビ並行•してキセノフ*1ンの*1メモラビリアjを參考 

せざる可からざるなbo 

其ブラトーンの菪書亨して今日に傳はれる者は、輿蠡、僞进、余計三十饤餘钝(成は四十有餘撺)。 

其內明かにブラトーンの眞著なるや疑ふ可からざる者あ雖、其典僞判すべからざるもの、及び 

其明かにfRAなるもの亦少な〇ビせす、然bvj雖其古ょbisltなbeoて明なるものi外、近世の 

_家は、前に具著なりぞしたる所のものをも、往々以つて俄寄なbビするに至れbo而〇て此抵 

評のW取に至つては、多くは外部確闷たるものに非すして、時1:*だ獨斯的のもの之れなLSせt-〇 

元來寄物の內游のみに由りて考證、批評•して、其典潙を判せんビするは、货は某だ大膽なるこSに 

Cて、論理堅的ならす、誤3にFaるこ<甚だ多し。かの一楝の考誼家が、著洛の諸靠を比較•して、一 



は他よb劣れbviの點より、其劣れ卜£なす方の書物に對して直に僞書なbsの刿晰を下すものi 

如きは、之れ某礎なき判哳たるを免れざるなbo何ミなれば人には53力及び成情に於て、時に高渐 

なるあり、又た時に低渐なるあbて、决〇て不斯一楼なるものに非ざるな60故1:如何に典#性の 

人艺雖、時にU遜鈍なるこtあり、如何1:交351雄健の人€雖、時には瘘弱なるこ亡あり、如何に簡 

勁なる人ビ雖、時には散设なるこiあり。同一問^ビ雖、必す•しも常に[P]樣なる巧妙を以つて表は 

され得べきに非す。たr比棟上の嫌劣を見て、其聊か劣れるものを以つて直に俄^なbvjなすは决 

•して當を得たるもの亡云ふ可からす。 

成は時に未熟なbvj•して"僞書なbviなす者あ-〇〇されでも之れ必中•しも其常を得す。何ビなれ 

ば人には成熟せる時あb、未熟なる時あればなbo 

或は思想上に衝突あbVJOて、其以つて自らブラトーンの精神なりビ想饿せる所を橄準VJな*し、 

他を以つて僞畜Sなすあ50されViも人の思想は數i狻化するものなるを知らざる可からす。 

成人はソークラテースを以つて楞準iな•し、其y1クラテースの主莪な見る所1:比較•して、 

相違せる所あるより、KU之れを以つてブラトーンの眞著に非すビな^^ありビ雉、ブラトーンは 

必すしも全體ソークラテーKのtr^に限れるに非す0て、又た自家の哲學及び思想を有せる者なる 

こiは之れを知らざる可からざるなり。 



又た或人はァタストテレース(ブラト|ンの門人)の迕物中に11:はざる所のブラトーン0咨を以て 

僞怍なりビするあbvj雖、之れ又た正常なる理由£なすべからざるあ办〇 

此くて^物の內容よb、右の如きJ1山を以つてR辟を判せんどするは、决〇て13當なるこビに非 

すVi云ふべ00 , 

素よb古より戗作soて体はり〇ものは、別に云ふの要なしぐ」雖、其確Srなる基礎なく.して典僞 

を判すべからざるものは、®人之れを『ブラトーン的jのものS•してtKるも敉て不可なちV」せす。又 

た其偁作なりiせる所i雖、多少參考1:益な•しvjせざるなり〇是故に呑人は薄弱なる考證の理由を 

以つて、輕々〇 く多くの??物を排斥〇て典著に非すSする所の流儀には^;eせざる^なbe然bvi 

雖吾人li眞偁併せて之れをブラトーンの著なりVJ云はん€する^に非す、成らん限りは精密に之れ 

を明かにするは煨も必要のこ忒ょなす〇 

ブラトーンの咨(及びブラトーンの甯なり£稱するもの)三十有餘M(或は四十有餘1*1)にSt、て 

は、吾人は如何に之れを报ふべきか。プラトーンは奄も其年月を記るさす、又た他の述結或は前後の 

順序を定め®かざbじなbo之れブラトーンに在つては、ソークラタースの如く、其平說の紐2を 

成すの意に非fして、或は典瑰研究の精神なり乙より、此くの*]くなり〇ものなるやの疑なきに非 

ざるなり〇此に於て後世M々の方法を立つる渚ありて、成は之れを年代的1:順列せんこビを力めた 



るあり、或は內溶主迎に山つて之れを分類せんVJするあり、或は論Jiflのfill類成は範阑に山つて順序 

を定めんビするあり0成は破邪、皿正|:別たんビする漭もあれ0或は具、笋、美に順列せん^する 

米あり、或は偷理的、政治的、及び形而上^成は^術的の三漭に分類せんビするあbo或は又た研 

究的、說明的1:分たんビする名もあり〇然り£雖、饼純なる是等の諸方法を以つて•しては、到底滿 

足なるこビは褂難じビなす〇 

今ま其分鲔順列の二、三の例を取げんに、デオゲネース•ラH ,チオスの分$8法は 

自然に關したるもの 

チ-rイオス 

論理に№1•したるもの 

政治家 

倫理1:關〇たるもの 

辯證 

•，宴會 
フィレーボス 

政治に關•したるもの 

クラチ パ〆メニデース ソフィスト 

1 

メネキセノス 

tッパルホス 

クレイ 

競爭者 

ファイドロス 

进狀 



理想H 法律 ミノース ビノミス 

タリチアス 

啓§導的のもの 

兩アダキビアデーステーアゲス 

W究的のもの 

11クチ*フローン メノーン 

ナアイテートス 

破邪的のもの 

ブロータゴラス 

轉覆的のもの 

玉クチ*デーモス 兩ヒ，ビアス 

y **シス 

イオ丨A 

ラ，へース 

/ , i •テ丨ス 

ゴ火ギアス 

tfなす〇シユヲィ太，マツへ/^は三稽に分頬0、 

第一、初級の對話篇之れ此後I:來る對諸篇の狀茅たるものなり、rf學の機№1¢•しての諭J1的 

のちのな典正當なる目的£•しての觀念に關するものなり、知讁の條件の可能なるこ£に|» 

するものなbo乃 



ファイドロス シス ブロータゴラス ラタへース 

ハ〆5デース 文クチユフロ ーン •ハA#メニ•テース 辨R 

ク9トーン イオーン ヒツビアス(小) ヒツ，ハ〆ホス 

ミノース ア〆キビアデース(二) 

第二、巡步的對話篇—锊乎上の知識ビ荇通の知識eを伶併•して偷理及び自然學に適用•し、以つ 

て之れをK別するものなb、乃ち— 

ゴル¥アス テアイタ1トス メノーン エクチニアーモス 

クラチ•'ロス ソフィスト 政治家 客# 

ファイドーン フィレーボス テーアゲス エラストス 

ア，キビアデース(一)メネキセノス ヒ，ビアス(大) クレイトフ#1ン 

笫三、構成的對栝篇—之れ«行ビ理綸ビの完全に一致せるものなゎ乃| 

理想3 チマイオス クyチアK 法律 

畲狀 • 

ビなす。然bvj雖ブラトーンの著^は、其内容、其方法、其調子、各篇夫れ々々のものあり¢11、 

又た各篇相出入.和交叉せる所ありて、决〇て確然ビ〇て分類すべからざるものあり£なす。故 



に對话諸篇の分類は甚だ困難なる問^たるなbo ::こ.、 

♦ブラトーンの對話諸^は、素ょり备眾獨に存〇沿べきものなりビ雖、其內又た自然に諸篇間の關一 

係存じ、扣提携せるものぁるを以つて、吾人は如何なる順序を以つてブラトーンの酋を研究*し、如ーー 

何なる順序に典禅を配列すべきかは、又た之れ人々の窓見を異にせる所なbo . 

若〇著述年代の順序にして明かならんには"ブラトーンを研究するには甚だ便利なりビ雖、こは 

出來ly*ベからざるこVJなるを以て、?V人は此粘神に近からAこ€を3|.|£.して、諸$|の配列を爲すこビ 

を要す〇其之れを爲すには(一)ブラトーン•か、其師ソークラクースの說を奉1;て、之れS1致せる！ 

•か如く思はるi時代のものを前S*し、次にソークラ7*—スょり離れてブラトーン自家の說を錄表せ 

るr-至る程度に山りて、其順;r-を定むるを以つて節ービな•し、次に(一ご思想成熟の程度を考へ、次I 

に(三)其思想を發表する所の笨法の^きか老成せるかを考へ、(四)內容の論理上の前後に由り、(五) 

問迎7‘成は對話の垅の迎續を考へ、(六)逬物の性妓、問尥、_子等の同樣なる者を扣近接せ6めて 

配列o、(七}又たソークラタースの傳Idを知るに便利なる順序を考へ£•等諸點を妣考•して諸1Sに次 

序を立つる時は、其常を得るに庶幾かるべく、大要左の如くに爲さば可なるベしビ信す。 

ハ吖ミデース タュシス ラ，へ1ス ブロ —タゴラス 

11クチュデ—モス イオ1ン メノ-ン Hクチュフロ —ン 



m^クリトーン ファイKlン クラチ*'t»ス 

窈竹 ファイド11ス ゴルギアス 理想國 

チマイオス クタチアス •フ4レーボス パ〆メ-ーデ—ス 

タアイテートス ソフィスト 政治家 法律 

以上諸^は學济殆V」ブラトーンのJa著な一致せる所のものなり、然りビ雖此他、偽许なbビ雖、 

尙ほブヲトーン的のものVJCてlilほ取る1:足るべきものVJなb來れるは 
4 

ヒ，ビアス(小) アグキビアデース(1)メ子キセノス 

等にして、之れに次ぎて 

AI,ピアス(大) クレイトフ#•-ン 

等は又た稍！可なるものViなし、 

アダキビアデiol)ヒ，パ〆ホス — ^ エビノミス 

テーアゲス .アキシオ，ホス 正莪 徳莪 

デーモドInス シシ**フ#ス HJ**キジアス 定疾 

杳狀 

迢笠は昂济の多數の一致•して悠怍Sな•し、ブラトーンの著琺fして取らざるものなりビ雖、又たブラ 









八ルミデ—叉解題 

本^は節制を論せるものなbo節制のグレi/rM25を—^謂 

ふ、之れグレシァ特有の言15に〇て適度、恭謙•思碑鞋窈等の首語を以つて 

するも未だ十分其本]«の总味を通くす能はざるなbo故に此语を譯す 

るに當つては、節制成は智銥の兩晤を速用せり〇ブラトーンの他の著r共 

和國j中に定解せる所に山ればr健版なる精神は健旗なる身髄に存すUVJ云 

ふが如く、人性の商答分子S下等分子ビ敁もょき比例を保ち、ga和の狀態 
に存して能く『人をして自己の主人たら•しむるU所のものビなす0 

ブラトーンの対^に在つては—^は尙ほ符性の分子を冇するこ 

ピペキセノフ*ンの「メモラビyrJ三卷九章.四節に於てジークラテースが 

1そ023¢ §JZJ/aビを同一yjしたるが如<未だ全く道徳上の梅の箱ffll: 

移さrるこVJ、ァ，スト，レースのrnマ，ホス倫理學j{三卷十聿)に於ける 

が如きなり〇 • 

3の* | 本f*Fの筋は、美少年にハぐ、•テ丄なるものあ人問中最も一&制なる 

本«のAH 

ROB0/Wレr 
趼の软飆 





テース之れを批評•して日く、一切の^術は其內辫たるR的物を^す、數は 

數^の目的VJする所、铋旗は锊術の目的VJする所、然らば節制成は智〇の 
I 

主疗亡する所は何ぞや0クリチアス答へて13く(六/節制£は知れるこ' 

知らざるこビの知識なり』即ち知識、無知識の知讁なり¢0然雖ソー 

クラテース日く、視ぬの視52なるものあるこビなく，敗らるべき物の诹资 
_ 

あるのみ、愛の愛なるものあるこSなく、美なるものi愛あるのみ、然らば 

知讁の知^なるもの如何に*jて之れ有るを^るか〇ょり老たり、ょbm 

〇、ょり輕.しVJ云ふは、之れ他のものに比較して云ふこVJULて、其れ自身 
% 

に就いて云ふべきこVJに非す、和關の觀念1:對して始めて正常の?1^|な 

るなb 故に關係の對象はC：己以外のものに〇て、31:れI:關•して關係な 

るもの存するを伢るなbo而•して此くの如き自己に反照的關係なるも 

のあbや否や、又た此沛制なる?5は此反照的M:r{のものなるやは、火形而• 

上^激ビ雖未f:决定せざる所なり。假令知識は知ial自身をHSIるvjする. 

も?V等の^る所の知識は如何に〇て、吞等の諏らざる祈の知識をもa命一一 
; 

するを得るか。丑つ其知識たるや、たr之れ抽象做空のものUOて、料^ 



迮築共他此くの如き特殊の知識を铒ふるこビなし。其知識たるや#辟 

及av々*>たr成^を知るこビを言ひ得ビ雖、»势果して如何なるこ€ 

を知れるやは«も云ふこS能はざるなり〇 

されざも若•し此くの如き、知れるこS、知らざるこCを知るの知はなる 

ものあbて、离事の規則を與へ檫雄Sなるこビを許容するもM•して;1!:::分 

する所は如何ん、沛制は謗なb、而•して節制の與ふる所の知^は又た同c 

く吾等|:善なるものたらざる可からす〇然るに此知»は吞等に何の幸 
稱をも興へ中、又た善も爲さrるなbofcrtvれ善惡の知liのみは吾等 

に幸MVJ*f#sを與ふるなりビ〇クリチアス之れに答へて日く.#思の學 

問、或は知識、及び^他一切の平問は、竹な、一»痛1AIなる學問即ち、知Mの狩 

mJるものに由つて制統さるIなbyloソークラテース具餹€柚象ビ 

の二?8のW別を爲Cて答へて日く、此くの如き知識は如何にして、枝^A> 

人を饨谈なら•しむるi云ふが如き、明盼なる方法を以つて人を幸福なら 

しむ％〇を得るやVJO 

ソークラテース此く多くの»步を爲し、宵際許容すべからざる所をも 



許弈するも、-S-等何II節制の性Kを確知するこビ能はざるなbviなすハ 

1ISS?? 此對話史一莕ビ美VIのグレシァ人のJ1想，即ち美题なる精神は美Mな 

■ る身舫にrftiの思想は、之れを美少年ハルミ•チースに表はせbo三_ 

j平は一部分の爭術たるVi同時に、又た全將の舉術なら、身體のみに非す〇 

て又た親密なるRN係を精神に有するこviはトレーヶー人の口を借5て 

之れを言へb◦(三谛制は自己の業務を爲すこVJなりy>の倫理上の觀念 

は-I理想阈JU於ては節制に非す、正義の定解W 6て用ゐられたるものなり。 

(四事術の^術なるものぁb得るや否や、知る所の知識は知らざる所の知 

識Vi同一なbや否やJIつ識る物viMるこビSち〇#?及び〇?ゴ〇TCW?ビの^別 

如何sの論理^形而上^の二問迎の萠芽ぁり。又た絕對自足の^術の 

觀念起れb、(之れソークラテースの駁する所)。又た抽象、具骼の觀念、主ffji 

客觀及び知：！には主觀的分子cbb等の?Ji念も此に起生せbo而〇て此 

に注葸すべきは、ブラトーン殆viTリストタレースの如く、學術の學術な 

るものi存在を疑ひ、假令之れ有btfするも、此くの如きもの何の川i>ら 



んやごせるこビ1なすo (五番惡の學術の»想も 

スJ「理想國」其他後世の倫理學の前堪を爲せり〇 

は節劁の何たるやは遂1:未定に終れるなbo 

此對括 



ハル 99J デ丨ス 

名節H狳 

對话人物 

ソークラテース——談話者 

ハグミ*テース 

ハイレフォン 

クヲチアス 

塢——アルホーン王の宮殿の前廊に近きタクレアスの浬泐塢 

は昨夕•ホチダヤの¥隊ょり：6りたる*>、久0く彼地にぁり 

一^^J 〇を以て、余•か$£に行きて遊びたるタウレアスの遝®拗を 

見ん¢0て行けり。運動塲はアルホーン王の窝殿のね廊の近くなる神 

社に向へる所に在り〇行き見るに巳に數人典所1:在つて遊べり、众は盡 

くは彼等を知らすビ雖多くは余の知る所なり〇而tて余の其の所に至 



るは全く彼？?の期待せざり•し所に•してa等余の其所に入るを見るや否 

や讀方より遙かに余に抉拶せり。時に狂人の如きハイ.レフォン起つて余 

の居る所に走り來b，余の手を^りて、日くジークラテースよ、君は如何に 

して生命を全ぅしてWるこビを得たり•しやVJO——cホチダヤ戰爭は余が 

彼地より?;:rるWく前のこVJI:•して、其報道は漸く今まアテーナイ市に-is 

したるものなbo此事に付いては余は別に!3る所cbるべ•し1 

佘答へて日く#、余*>此遒に在るを見るなるべし0 

彼れ日く、報逍にlbる時はR^甚だ激烈に6て#等の多くの知人は戦 

苑せ 

余答へて日く、然り、其は事宵1:说からざるな^Vo 

技れ日く、ffiふに、君も亦た典戦爭に出で〇ならん。 

然b、余も亦た此戰爭に出でたれ〇 

然らば顧くは^、して！？{:等に詳細なる事をssblitiかせよ、再等はたr不 

十分なる報道1:接•したるのみなればな-〇〇 

余li彼れ*>mへ•し座に、カライスフロスの子なるクリチアスの側に坐 



狀宵不， 
况學在赁 
を及中r 
Rび01 
ふ靑木太 

JGa大隽 

«*ハル—デ 
< 

し浦•して彼れ及び其他此遒に在b •し人々1:挨拶-^戰爭の話•しを货し，又 

た彼等の稗々の質問に答へたり〇 

狨爭の談话も巳に十分に之れを爲Cたれば、余は戰役U出でたる不在 

中、木阈に於けるfr^及び辩年の狀況答をDHかん艺•してK問を始めたりU 

余は彼等の中、美に於てiiiも行名なるは维れ、知力に於て有名なるは誰れ、 

成は又た兩者兼ねて布各なるは誰れなりやを問へり〇時にクリチアス 

戶の方を眺め、數多の倚年*>邻商く21:|:83り41ひ、又た多くの群衆の其後 

に從ひつi此方1:入b來るを兌たりしかば、余の注意も亦其方1:向けbo 

時1:クリチアス0くゾークラテースょ、思ふに美1:就いては、君は今やffL 

に利哳を形成するこ«を得べ6£佶す。何£なれば今此處に入り來ら 

んV」せる彼等靑年は、现代のAi大美の前術にCて、美なる彼れ自身も亦近 

く1:在る可ければなbvio 

余日く、美なる彼れSは果じて誰れぞ、又た其父は何人なるぞ。 

ク9チアス答へて日く、彼れ、名はハ〆ミデース、余の從弟1:•して"伯父グ 

ラクnンの子なbe瓜ふに矜が此地を出立する時は、彼れ未：U十分成長 



Urス入 

丨夕f>T—ス 

^s< 

•i 〆：• 

せざりじs雖、恐くば羿は彼れを知れるなるべ00 

余日く、然り佘は彼を知れり、何VJなれば彼れ尙ほ幼き時、旣に著名なり 

0を以てなり〇而•して今や彼れ巳にff年vjなb •しならん。 

彼れ日く、君は®時の問に彼れが如何に進步〇、又何の如くあるかを見 

るべOVJO此く言ひ終り〇時恰もハ火ミデース此の所に入b來れbo 

扨友人ょ。余は何mをも判蜥するこS能はす、又た美をも見分け能は 

ざる朴吶i«なるこビは君の知れる所にして、た_i白線は白墨もて赉き-し 

ものなbvj知る如きのみ。何ビなれば余の眼を以てする時は凡て若き 

人々は竹な一梭に类ビ觀ゆるを以てなり〇然りビ雖彼れの入b來り.し 

其R問Uは、余は實に其美VJ其fift格の完全ビ!:.«きたるこSは之れを自 

白せざるを得ざるなり。又た世間一切の人々も必すや彼れを頌类する 

なるべし。彼れの入り來bo時は，痛坳觖歎fi搖〇、而.して彼れの想愛者 

の一群は彼れに從ひて久b來れり〇吞等の如き成長〇たる者が、此くの 

如く成励さるiは敢て興•しむに足らす£雖、少年奢の如きも、同：しく其美 

に成動.し、幼き小兒に至るまでも、彼れを顧て、彼れは宛も彫刻せる宵倮な 



0みに卵す 

^1 

るかの如く思へるなbo ♦ 

ハィレフ*ン余を呼びて日く、ソークラテースょ、君は彼れに就いて如.何 

に考ふるや。彼れは實に美麗なる容貌を有せるに非すや0 

余日く、然り彼の容貌や實に美なbo 

彼れ日く、然bd雖君若〇彼れの裸舱を見るiあらんには、彼れの容貌 

の如きは考ふる所に非ざるベCO彼れの身®や實»:完全無缺なり>£謂 

ふべ〇〇 

人々倚然bvj同意せり〇 

余日く、へーラクレースの祌炉けて云はんに、荇〇些々たる一點を加ふ 

る時は、恐くば他に此の如き完全なる儀範はあらざるべし。 

タリチアス日く、其加ふべきものビは何ぞや0 

彼れ若C高尚なる精神を有せばVI凋ふにあ-CSOクリチアスょ彼れは 

君の親戚なbvjのこSなれば、又た必中や商尙なるf3神を有するこビを 

得ん。 

クリチアス日く、彼れ其外貌の美なるが如く、內心亦美に6て替なり0 



余：：！く、然らば余a彼れに顧ひて、其肉體に非す、其精神を裸®€なし隱 

さす布らt、?vt?に示めさんこ£を求めて可なるか。彼れは今や啖括を 

好む年酴に達し居るなbo : 

ク9チアス日く、彼れ必す君の言の如くなすべし〇益つ余は君に吿げ 

んに、彼れは旣に哲积者たるのみに非す、又た詩人にして"彼れ自ら其の事 
を信せるのみに非すして、人々も亦然許るせbo 

佘窆へて日く、親愛のク9チアスよ、•»に其等の材能は長く君の一家の 

特こ&名なる所にしてジローンより君にまで逡傅L來れるなり〇され 

V」も君は何故にハ〆ミデースを此方に呼び#等II彼を見せしめざるや、 
彼ft其外貌よbも»齡若しVJするも，其の後見人たb又た從兄たる君の 

前に於て、吾等S淡Is*するども"毫も硪儀に於て缺くる所あらざるべし。 

彼れ日く、然らば余は彼を呼ばんビ云ひつi從者に命じて日く、ハ，ミ 

デースを呼び、余*>此方に來れ艺云ひし由を吿げ、又た幸に保師此處に在 

るあり、來つて一昨日余に龉りし所の疾病に就いて胗察を願ふべし艺吿 

fよビ〇クyチアス又た余に8Wぅて日く、彼れ此頃毎朝起床するに當b 



頭痛をftゆる由を訴ふるなり。君は頭痛を治“ 

を、彼を*して信せしむるこ艺を爲さ1#6か。 

:余日く彼れ若•し此に來らば，此事敢て潍きに一 

クyチアス答へて日く、彼れ必中來らん。 

彼れ命也られたi如く、來りてクリチアスビ 

大に喜び、谷々自己の側に彼れの席を爲さ•しめ 

合ひ、遂に列の兩辎なる者、一は立ち上り、他は撗 

而•して友ょ余は君に自白せんに、今や余は自ら 

こ•し來り、大膽に彼れビ共に談话する-C0力ぁb 

散し去り〇なり〇此II.Vクリチアス彼れに吿ぐ 

人なるこV』を以てしたれば、彼れ余を見つめて 

せbo其余を見つめたる容貌の美、形容すベか 

る人々は我等の周[9に群集t來れり〇時に佘 

內邡を見て情火^•し來殆Vj堪ゆ可からざる 

く、tデアスはょくffil愛の異相を知れる者なる 



Bi 

isas 

を宫へる時、或人を戒めて日く r脚子を〇て牝鹿を見せしむるこyj勿れ、必 

す獅子の昨ふ所SならんJvio.寅に余は此時一種のW慾に打脒たれん£ 

せり。さ•れV」も能く自ら其慾情を制御せり〇而して彼れ頭痛を治療す 

るの方法を知れるやを問ひし時、佘は辛くも其を知れる由を答へたり。 

彼れ日く其方法如何ん。 

佘答ふらく、余の治療槳は樹葉の一穐類に〇て、之れに加味するに符呪 

なるものを以てせざる可からざるなり〇人若〇此藥槐を使用するVI同 

時に、廣々符呪を反覆行使する時は、彼れの疾病は平癒じて完全なる人VJ 

なるこビを得べ•しビ雖、若し夫れ符呪を加味せざる時は、藥嵇たる榭葉は 

何の効能もあらざるなbo 

彼れ日く，君の言に從ひて余は君ょb符呪を學ぶべし〇 

余日く、此事を篇す1:は、余の同意を以てすべきか、將た又た同意を要せ 

すVJなすか。 V 、 • 'W V;的 
彼れ笑ひつi fflぅて日く、勿ttジークラタースょ、君の同意を以つて。 

余日く、ょ〇〇君は確かに余の姓名を知れbや。 



0名* 

のISB 

m療utよV 
»さVる可から 

>• 
fofftMSUBK 

1 

麗！ 

八罾の泊療法 

彼れ答へてm く、企如何でか君の^名を知らざらん。君の名は吾等IM1 

%の中にも常に^々たるのみならす、余は侦ほ小兒なり〇時、已に君は從 

兄クリチアスVJ與にあり〇こSを記位すればなbo 

余日く、余は君が能く余を記馅ぜるを^ぶ^なbo何どなれば今や佘 

は一^ょく君に親み、前に困難を成Cたる所の符呪の性Hの說明を、尙ほ 

善く«すを伢べければなり〇且つハ，ミデースょ、符呪なる*は單に頭 

痛を治療するのみに非す〇て、何ほ 一M大なる効能あるものなbo人若 

•し眼を病みて大麟に至りて治療を請ふや、彼れ必ず云はん、欺に眼のみ治 

療さるべきものに非す、眼を治拟せんVJ欲せば、必中や同時に頭部全flftを 

治^せざる可からす¢0これ；；；5のftて聞き0所なる•へ•し〇又たも•しm 

部を治療せんこビを錤むものにして、單に頭部のみを治療〇、身體全部は 

之れを治斑するを要せすVJ云ふものあらんには、彼れ實に愚の®たるは 

君の知る所ならん〇大锊等此く綸〇て其治療法を人骼の全部に施こ〇、 

一局部を治療するビ同時に、又た全ttftを治療せんこiを力むベ.し〇君はI 

此くの4Uきii大辩の方法soて其云ふ所なるを知るか0 I 



彼れ答へて日く、然り。 

若し彼等の方法にして當を得たるものなりSせば、君は彼等の方法に 

资成するか0 

彼れ日く、然り余は之れに»成せん。 ..一 

皮れ费成の答へを爲Cたるに由k余は自己に反へ乂渐く自信のgzを 

囲復乙、同時に又たW温の回復したるをftAたbo余日くニグミヂース 

人此くの如きは符呪の性質なり。余の兵役に|)りし時、トレーヶー王ザ 

モダキシスの侍强の一人は、能く人を〇て不死ならしめ得る者の一人な 

bviの世評ぁり。余は此人ょり符呪の事を學びたり。此トレーヶーの 

捋師余に語るに、今ま余が君UKbcグレi/ァのS師の說は、此點までは 

素ょb正6Vi雖、未tr完全の說ならざるこSを以てしB:つ網ぅて日く、吾 

等の王にして又た神なるザモル%シスの言1:日く『汝若•し眼を治療せん 

Vi欲せば、頭部を治療するiなくして、Sに眼のみを治療せんミす6こS 

勿れ、若し身胳を治療せんvj欲せば、精神を治療するこビなく•して、mに身 

體0みを治汝するこS勿れ。然るにへラスの锊師は、此の理を知らざる 



が故|:、へラスの»師には、疾病治療法の未だ知られざるもの甚だ多己0 

XTに砂等は部分vj共U全fisを研究せざる可からざるこSを知らざるな 

り◦而〇て部分は全體の治療さるil:非ざるよbは决Lて善きこS能 

はざるなり.,¢0何£なれば、身)ftたれ性Hたれ•'切の#も惡も、彼れの言 

へる如く、盡く之れ楕神に本源するものにCて二切精神より涞出するこ 

S眼の作用は頭部よ-〇癸生するが如し〇故U若し頭部及び身fta全部の 

健全ならんこV, —めば、先づ精神の治汝より始めて若手せざる可t 

す、之れ第一の事たるなり〇是故に親愛なるハルミデースよ、治療は先づ 

符呪の使用12由つてfryかucて符呪は美乙き5たる 

なり〇此符呪に由つて節制の念は精神中に扶植Sるべく，節制の在る所 

には健康速に生じ、承に頭部のみならIs部—なるを得べtoか 
の令に治療法及び符呪を敎へたる符師、尙ほ特殊の鹰方を附加乙て敎へ 

て日 <1何人‘も、先づ符呪に由つて精神の治fれんこビを求むるに 

至るまでは、决〇て取に頭部のみの治療を承諾するi勿れ。何£なれば^ 

今日解術上の最大なる誤謹は运師たる者が身撤ビ精神ビを分離せしめ 



別物ビ•して之れをMるにあればなり1.ビ。且つ彼れ力を込めて、又た佘に 

誓はしめて日く-1何人たb VJも、如何に常めb iも、责乙ビも，又た美なbビ 

使用の蕃も、$兄なく 〇ては决して彼れに治療を施こすこビ勿れ』ビ。余は彼U誓 

ひたb、此锊ひは嚴守せざるを得ざるなり。故にハ〆ミデースょ、君^•し 

余をして«の精神に、先づトレーヶーの料師の敎へたる所の符呪を使用 

するこwを許さば、然らば次に君の頭痛の治療U進まん〇然らすんば余 

U他にIJを治療するの方法を知らざるなbo 

タリチアス此賧話を間きて、mぅて日くゼし頭痛に因みて其精IMiの改 

良進歩をなすこ£を得ば、頭痛はaに我親戚の靑年に取つては意外の利 

益たるべ00ソークラテースょ、余は若に云はん二〆ミ•テースは多くの 

rr年中、mU身SSの美r:於て卓絕せるのみに非す、又た符呪に由つて與へ 

られたる性質に於ても卓fgせり〇此くの如きは之れ£vの所???節制なる 

ものには非ざるか。 

余日く、然bo 

然らV6余は此く君に向つて云ふこ4を得ん^日くノ , I •テースは人 



rdl中iiiも節制のもの1:乙て、如何なる性Kに於ても、决•して其同钹に劣る 

こVJあらざるなb VJG 

余日く、然りノグミデースよ。思ふに、君は凡て#良なる性質に於て他 

の人々に®れる者ならざる可からす。若し余の見る所にtて誤らすVI 

せば、汝ハ，ミデースよりも、他に^りて且つir«尙なる男子を生み出すを 

得べき父母兩家を折名〇得る*、一人ビしてぁらざるベ•しS信す。君の 

父の家はドロビダスの子なるクソチアスの後裔1:•して、ドロビダス家は 

”ナクレォン、ソローン及び其他多くの詩人等の謳歌頌德乙たる所にし 

て、其美、其徳、其富隶共に皆な有名なる者なb。又た君の取の家は[15じく 

有名なる家系にして、君の母系の伯父たるビrランべスは其竹相及び其 

美1:於て7ヘルシア大王の宫殿に於て、或は又使節S •して、到る所大陆諸阈 

一切の所に於て、實に比烙すべき漭なく、全家族、一點ビ•して他に劣る所ぁ 

らざるなり。此くの如き袈やむべき祖先を有せるSは、又た一切に於て 

第一等の人物たらざる可からざるなり〇且つ余のMる所を以てすれば、 

グラクコンの子よ、君の外貌も亦决•して芯のil先等に恥づる所ぁらざる 



ベ〇ビ倍今。ハ〆ミデースょ、今ま«しクソチアスの言へる如く、^1:•し 

て節制S美VJ、兼ねて之れを有せるに於ては、rj:の子して君は誠に幸福 

の人たるべ〇〇而.して問題はたr此の银なり、若乙君に•して已U節制を 

有せるiクリチアスの言へる如く、又た十分に節制ならんUは、君は已に 
♦ 中 

ザモ〆キンスの符呪も、又たヒユペルボレォス人アパリスの符呪をも耍せ 

ざる人に〇て、余は庇に君の頭痛の治换に着手するiを得ん。然りビ雖 

若0君に乙て是等の性質に於て尙ほ缺損する所あせば、余は藥劑を 

投與するの前、先づ符呪を使用せざるを得ざるなり〇故に願くは、君はク 

>チアスが言ひ6如く、染して節制の性質を有せるか、或は之れを缺損せ 

&かを会に吿げょ。 • V *二*>二 
ハ〆ミデース微笑せb、微笑は双Aに紅を湖〇、彼れの美は愈i增せ\ 

これ恭攘は#年には優美なるものなればなり。ハ〆ミデース、余の問ひ 

〇所に對し、容易に其の然b然らすを答へ能はざる由を•給りて日く、何ビ 

なれば、若•し余にして自ら節制ならすS云はr£れ自己を惡一Hするもの 

に.して、甚だ奇興の成あるのみならす、又たクタチアス其他の人々が、余を 



Wて節制なりビせる彼等の言を做言Viなすものたるべく、又た若•し余は 

節制なりビ云ふに於ては、之れ自己を稱赞せるもの^云ふべく、%みすべ 

きこ¢1:非ざるなb、sy故に余は君に答ふるの言を有せざるなり〇 

余彼れに云ふて日くノ火ミデースょ、之れ常然の答へなbo思ふに、君 

が果〇て此性質を有せbや否やに就いては、こiに今ま君VJ余S共1;研 

究せば釦何ん〇然らば余は、君の答ふるこv>を好まざる所を强ふるの必 

霣なければなり〇荇•し然らす〇て漿品を投與するに於ては、余は輕卒な 

るII師たるを免れざるなり0攸に君»〇好まば、余は君£共に研究すべ 

〇 雖、若L好まざるに於ては余は敢て强ふるこSなかるベ00 

彼れ日く、佘は他に好める良法あるに非ず、願くば君の最も良0¢せ& 

方法に從つて進行〇て可なbo 

余日く、思ふに節制の何たるかを君に問ふを以て始むるは宜しかるべ 

しVJ信t-〇君若0節制を有するならんには、君は必す節制に就いて意見 

を有するなるべく、節制其物は必ず其性Kに就いて或る知識を君に與へ、 

若を〇て節制の槪念を作るこVJを得•しむるならん0 SらすPO 



彼れ日く、余は典に然b vi思へbo • 

余日くIfはグレシアI&を使用する以上は、»が心中に有する所の此節 

制なるものは、果して如何なるものなるかは、君之れを說明するこビを得 

抑dtl如何な 
«Q ぞ 

彼れ日く、然り〇 

余m く、然らば余は君•かJR•して節制を有せりや否やの豫想を形成し得 

cが爲めに、君の見解に於ては、節制eは如何なるものなるかを余1:.吿げ 

•始め彼れ蹢躇0て容具に答へざりし*!遂に、節制ビは秩序を以つて財 

かに>lt物を所a?するこ2に•して、例へば市街を步行し"言行t、或は此稀の 

^转な此くなすこ£なbvj思へる由を路红、而Lて日く、一言Wて之れを 

蔽へば、余の見を以てすれば、節制ビは舫稔なるこSなb so 

余日く>:ダIデース人君の窓見果*して正〇きかotili制ビは^〇なる 

こなりvjの意見を有するものあるは部實なり。然bvi雖も此說果し 

て.Eなるや否や、吞等之れを討驗せダる可からざるなり〇芎先づ佘に饵 



げょ、節制vi utt敬すvき善良なる^物の附isに分類すベ^ものなるこ 

ビを君は承昭せりや否やを0 

然bo 

然りビ雖君若•し習字の師匠の許にある時は、同一の文字は速かに之れ 

を^くを#Sするか、將た又た週く宵くを答L Sするか。 

速かに咨くを以て费しVJなす。 

讀挤する»:常bては、速かなるを锊しViするか、成-li迎きを^しビする 

か0 

速かに讀むを善〇ビなす。 

『リラ¥を卵き，相憤を爲すに當り、敏拷機0なるは、fipo、ia鈍なるょりも 

isかに善なる1:は非ざるか。 

然り〇 

跳蹓〇、舟走•し、其他身體の運動を爲すに於ても、迅速、輕快なるは啓Uし 

て、遲鋪、不活潑及び餅Sな£は惩には非ざるか。 

其は明かに然bo:•;',> 



tfllfc非す s 余日く、然らば一切身«aの運動に於ては静穩に非tたr最も輕快ft捷 

なるはSも高尙にして最上なるUは非ざるか0 

贲に然bo 

而•して節制は善なるか。 

然么 

若•七節制に•して#なるものならんには、然らば身Wに關しては、辟稷に 

非すして敏捷なるは節制の商尙なるものに非すや。 

彼れ日く、然り。 

余日く、吊問するに常b、容易に之れを學び得るS、困難して之れを學ぶ 

ち何れか果して善なる。 

容具に率び得るは務なbo 

余日く、然り、而•して较易I:學ぶは敏捷に學ぶこ«に〇て、困*して學ぶ 

はfipIJ.且つ遇•々たるに非すや。 

然办〇 

人を敎ふるに常つて敏捻活aなるは#穩にして遢々VJ.Oて敎ふるょ 



りも^きに弗すや。 

然り〇 

過去のm件を间想し、或は之れを記憶するに當り、敏拉、软舄に之れを爲 

〇得るは、餅稼、ia々たるよbも^きに非すや0 

然-CSO怜俐Viは精神の機敏、检慈なるこVJに0て、靜铉には非ざるにあ 

らすや〇 

fo 

或は習字の師匠の言ふ所、或は升樂の師匠の云ふ所、或は其他の塢侖に 

於ける言5§答、成らん限り^々ビ〇て會得するよbも、成らん限り敏捷に 

會得するは#なるに非すや0 

然り。 • >1 

荇し人、心に考窮熟慮するに常り、余の想供する如く、最も靜穋に且つ又 

た困難なる思考»:由つて考へ出す人よbも、容具に又た敏捷に之れを爲 

〇得る人こそ稱赞さるべき價値あるに非すや。 

彼れ日く、賊1:然り〇 



身52上又た精神上、凡て敏捷活©なるは靜稼遲々たるよりも明かに啓 

なるに非すや。 

彼れ日く"之れ推論上然らざるを得す。 

然らば此兑解に從ふ時は、節制は靜稔に非す、節制の生活ミは又た辟0 

なるこビに非ざるなり〇何£なれば節制の生活iは^良なるものS前 

定され居るを以てなり。而して此兩洛中何れか其の一眞なり|即ち人 

生に於て？iftsなる行爲は敏捡活餃なる行爲よbも1M#なb S云ふこ 

VJは"决•して之れなき所、よ•し之れ有bビするも、極めて秫なるこビiなす。 

今若0大に踱步0て、數多の骱稔なる商1..1なる行爲ぁるこ<何ほ敏^活 

苡なる?5Wな令行爲の如•し£するも、其行步に於て、其談話に於て、又た其 

他のml:於て、節制は敏捡活硪に行爲するよりも以上に#〇に行货する 

こVJ Uは卵ざるべし。又た若•し節制なるものは?f等之れを费及び名^ 

なるこビのRV級中に分類〇鉍捡なるこも、亦骱稔なるこs i E Wしく鍪 

なbvJl!2PJ]さるょに於ては、胳0なる生活は又た必しも敏^活«なる生 

活よりも一層節制なりビは云ふべきに非ざるなbo 



0 

彼れ日くジークラナースよ、思ふ1:君の言是なるi>如•し。 

金日く、然らばハ〆ミデースよ。余は今一度云はんに、君の注意を一定 

〇择の內心を洛み、節制の與へし所の結果、及び其結果は如何にじて生C 

たるやを恐考せよ。fi:等の取を思考•し、而〇て大膽なるW年の如く、節制 

VJは恥0て如Mなるものなるやを余に佐げよ0 

麫時^宮のrM]に彼れ大膽l:s考じて余に湖ぅて日くジークラテ—ス 

よ、余のWる所を以てすれば節制は人を•して能く逛耻せしめ、又た恭嫌な 

ら〇む、故に節制は恭趿i同一物なbo 

余日く、flは今ま節制は名^のものなSを許Cたるに非すや。 

彼れ日く、然り其如く言へ^^ 

節制は又た善なるか。 

然り〇 • 

人を善Sな•し得ざるものMして#たるを得るか〇 • 

否な0 

防制はmに名梁のものiみに非す、して、又た#なb S君は推鍮するこ 



«を爲さrるか。 

然りこれ實に佘の意見な-CNO 

余日く、善0。然bミ雄、君は必中や*メーロスの 

「恭鎩は足らはぬ人には善ならすj 

£の言に同意するなるベ〇〇 

彼れ日く，然り余は此言にW意す〇 

然らば恭谦は善た办、又た兽たらすVI假定せざる可からす* 

明かに然bo 

然り£雖も節制はたで人を#£なす<も、决0て&£なすこ£な<、常 

に善たるものなるや如何ん0 

蓋〇君の言へるが如くならん0 

荇、し節制は務なb S雖も、恭嫌は#たり又た惡たり《せば、節制は恭謙 

ビ同一物に非ざるこwを推踰〇得るに非すや〇 

ソークラテースょC余1:取つては凡ての事货な正じき逬理ありて« 

理なり£見ゆ。然り^雖も余は或人が節制を定解〇てr節制ビは吾等自 



一れ夕OKf-rfc 

入れ 

Iatss#%: 
【i— 

己の^務を成すこviなbJVJ云へるを記taせbo君は此說明1:付いて如 

何に考ふるや、g くは余1:敎へよ〇此言を爲せる彼れは果〇て正常なる 

や否やG 

余a<、あき怪物なる君よ、こは之れクリチァス或は他の哲平茗が 

君に龉り•しものなるベCO 

タリチァス日く、何人か龉り〇なるベ.し、余は®fに語りしこ^な 

ハ〆ミデース日く、何人よY是れをKIきたり芒も、そは差支へなきに非 

すや。 

余答へて0く、然り何の差支も*るこVJな0〇問ふ所は、何人が之れを 

言ひ•しやV」云ふに非す•して、此筲の與なりや否やi云ふにあればなbo 

彼れ日く、ソークラテースよ、君の言へるが如し0 

余日く、それ然り、然bvj雖余は是言の果して典理なるや、將た又た誤謬 

なるやを*見-し得るやを自ら疑ふものなり、何ビなれば此言實に一種の 

謎路たればなbo 

彼れ日くSが是言を以て謎語な考へ•しは果〇てWの撖る所ぞ3 



余日く、余に取つては、此言を铱せ•し人は、或る一琳を言へる如くaはる 

t yj雖、その實他>rvを®;味せる如くに思はるiなbo例せば、杳Eなるも 

のは、他れ^み成It并ける時は"何^をも他に爲•し居ら1>ビ云ふべきか。 

余は祺/>彼れは何iltをか爲•し居るものなbvj信す。 

然らば^sllavi/.に若の姓名のみを讁み、或は沓き、成は君等少年に之れ 

を^み成はfrくこビをttふるか。又た^は自己及び/UJ友の射名を省く 

ミ同じく又た敵のM名をも吝さたるか0 

然b、其一力を爲す如く他ら亦之れを爲すなり。 

而•して此く爲すこVIに於.て、^]等かの|^^あ办、又た不節制ありし€云 
參 

ふVきか。 

否な、决〇て此の^あるなし。 

咬*,iM^fo-^^は、「爲すこ闾一なb £せば、哲は自己の非ざ 

るも.©を®〇つIcbbvJswふべきには非ざるか。 
# 

されV」も是等a杏55字等は「爲すこ£5间一たるな-^ , 

友ょ〇捋術、建築、織物術等3¢他技術にItlつて爲す所のものは、何^もff 
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b VJの言中には、他のPれたる总味の存せるこVJを知るべし〇佘は是言 

を爲せる人を以て、取に言SSの表面の葸味を以て之れを言へるが如き愚 

人なbvj思はざるなbo ハグミデースょ、是言を君に吿げC人は或は愚 

人なbしか0 

彼れ答へて日く、否な、余は彼は實に智者なbvj思へり〇 

然らば確かに之れ謎25VJして彼れの言へる所なるベく、而して自己の 

業務の何たるやを知るの困難なるこvjを寓言せるものなるベし。 

彼れ日く、余は敢て然りVi云はん0 

然らば人は自己の菜務を爲すVJは果〇て何を意味せるや、君之れを余 

す に吿ぐるこ£を得るか0 

彼れ日く、贲に余は能はざるなboilつ余は此言を爲せし人も、自己の 

言へる所の意Rfcを了ftせざる漭なbsするも、余は別1:驚かざるな-^€o 

此 <言ひつi跪はbて笑ひな•からクリチアスの方を向けbo 

クタチアスはハルミデース及び其rM]«の人々S共1:名#を維持せざ 

平s粧度スの不る可からざるを1£》し^ルミデースの問答中"已に不安の狀態にあ€ 



22も、尙ほf?く其怙を腯して沈默.し居たるが、此に至つて禁する能はざる 

の態皮を示めせり。其態汶たるや，前|:ハ火ミデースが節制に就いて答 

へたる所は、Kaクソチアスの敎へたるものなbvjの余の疑念を晴らす 

所のものた•り•しなり。ハルミ•テースは今やaら答ふるこyjを好ます，ク 

リチアスを激•して答へ•しめんS •して自ら^綸に破れたるこ£を自白せ 

•しか(i/ソチアス大(:^り、殆Viハ/^ミデースVJW^せんかVJiy.はる！ 

如き趣を：：S；せり。宛もこれ^AV其作be所を^^1:於て俳^之れを 

吟蹁するに常つて、其类を壊りじを怒る*>如くなりき〇而してクリチア 

スeを^Cてハルミデ—スに3ぅて日く、一 

ハ，ミ•テースょ、汝は節制の定解に就いて、CEら之れを了舍せざるが故 

に、其定解:#も亦自ら其言ふ所の总味を知らざる者なb VIMへるか0 

余日く、敬するクタチアスょ〇尜ょり彼れの年«;rl:於ては未：U十分の 

理解は决•して^むべからざるなbo然る1:君は年長者に■して又た學問 

ある人吻なれば、かの節制の定解のa味は了知せるものビ云ふべ〇。忍 

茬•し此定»?に於てズ〆ミデースi同意なb vjせば、余は祺ろ君ミ並に此 
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定解の具否を^綸せんこビを錤む。 

クリチアス日く、余は全然ハ，ミデース¢[14总に〇て、此定解を承認す 

る*なり0 

余日く、然らば余の問ふ所を繰-^返へすこiを^るせ—君は、余が今ま 

aひ-しが如く、凡て職人等は或物を作•し成は爲すビ云ふこビを承認する 

か0 

然bo余は之れを承認す〇 

彼等は艰|:0己に%1するもの1みに非す*して、又た姐人のものをも作 

〇或は爲すか〇 . . 

彼答他人のものも亦作•し或は爲すなbo 

彼等果•して節制な云ふべきか。彼等は自己の£5めのみのこ£を 

爲さす、又た.彼等S身の梁務のみをも爲さrるに非すや。 

彼れ日く、何を以て彼等節制ならす£云ふや。 

余日く、余に於ては何等の故_も存するな6艺雖も、節制を定解して「自 

己の業務を爲すこ¢4なb Sし、M時に又た、他人の業務を爲す济は節制な 



らすvjするの理diな•しiせる人に取つては矛盾なるベ•しS信すればな 

: 

彼れ日く、否。余は他人の業務を爲す所の人は節制の人なbvj承KL 

たるこVJあるか。余はかの之れを『作す」**は節制なbvjは言ひじぜ雖も、 

之れ4/爲す」者VIは言はざるなり〇 

余は^Iぅて日く*は『作すこビそ『爲すこは同一1:非すVJするか0 

彼れ答へて日く、「作すこくこvJrviのrlilL:き以上に同じからざ 

るなり〇余は之をへシオドスに學べbd く、『職業は不名黎に非すJeo今 

若し職業なるものにして、君が云へる如〜/例へば靴を製造をKb、成 

は恕名ある家に傭はれて其所1:ある等の如きものなら〇めば、ヘシオド 

ス、尙ほ此答の狱業をも不名黎に非すビ云ふべきか。ソークラ，アースょ、 

此くの如きは想倮さるべきに非ざるなb、余©ふにへシオドスも亦作す 

ビは£れを爲すI、及び働くこSVJは界るものVJOてK別せるi>如•し。今 

5?•し不名毋なる職業に從琳する時は、作すこビは、時に不名费のこVJたる 

ベ•しビ雖も、職業其物は决〇て不名毋のもの£せ•しUは非ざるなbo K 
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にへシォドスは、凡てisi侦に有益に作•したるこビを以つて〇業なな 

•せばなbo而〇て彼れ此くの如く作•したるこiを呼びて「勸くこVJ&び 

『货すこ¢5云ひ、此くの如きを人問の正當の業務iな•し、有答なるこiは 

橥務ンJ云ふべからすVJ货せるものなb VJ想倮せざる可からす〇此意味 

に於，てへシォドス及び其他の智:«*等は、能く〇己の業務を爲す所の人を 
% 一 

智者S云ふこvii想はる{なbo 

余日く、^呼クソチアスょ^•か口を開き•しや否や、余は、君•か人問に至常 

なるもの"及び谷自々己の&のを以つて笏ビな•し、密を「作すこ(HJ^sd 

を以つて、爲すこVJJ^TX^ミ)なbvjfsするiを知れ.CVO ブロ，デコスも！ 

亦物の名稱に就いて無限に細密の岡別を爲す人なるを聞けり。而•して| 

君•か如何なる^味を以つて名稱を定むるビも、そは«•の好む*>まiに•し1i 

て、余に於ては何の界存もぁるこビな〇〇たr3tが其名fl?は何を意味せ| 

るかを余に吿ぐれば可なり〇唞甚だ枝葉にHれb、今や本論に立ち歸へ 
| 

らん，願くは今少しく平易なら〇めょ。君は此の善行を「爲すこ£*>作すこ 

ビJ或は其他君の好む所の如何なるK語なb Sも可なり丨此の行爲は之jj 



れを節制なb 4«する炉。 

彼れ日く、然b節制なbo 

然らば惡を爲すに非す#を爲す所の人はW制なるか• 

彼れ日く、然り、而して君之れに间意なるや0 

余の同窓なるS不同意なるSは君心に之れを介する勿れ〇余は尙ほ 

君の窓味す£所を問はんSせるものなればなり〇 

彼れ答へて日く、余は凡て善1:非す惡をKす人は節制に非す、節制なる 

人は善を爲す人にして惡を爲す人に非すi云はんS欲す。余は：牛易な 

る焐を以て節制を定解せば、善行を爲すこ^なりi云ふ1:あbvjto 

余日く*のn甚だ正當を得たるものt如•し。然bvj雖余の尙ほ聞か 

ん€欲する所は、節制なる人は自己の節制なるを知らざるもの£哲は想 

へるや否や»:あり〇 

彼れ日く、余は然bs想はざるなり〇 • 

職人等は自己の職業を爲すVJ共に、又た他人の職業を爲せbvjも尙ほ 

節制たるを得Sは少時以前に君の言ひC所1:非ざるか。 



彼れ答へて日く、然b余はCか言へboされVjも君何の爲めに是れを 

問ふや。 

佘は特殊の逍理あるに非す、たr余の君■に肋&んSする所は、！a師がm 

者を治療するこビは、自己に#なるビ同時に、又た他人にも答なるや否や 

£云ふこビなり〇 • • 

余思ふに兩者共に善なるベ乙0 

是れを爲す所の人は能く其莪務を盡くせるものVJ云ふべきか。 

然V 

其莪務を盡す人は、又た節制に且つ^nある行爲を爲す1:非すや。 

然b彼れや智慈ある行爲をなすものなbo 

然りご雖も锊師は必す如何なる時は其治術は有益に•して、如何なる時 

は冇益ならざるやを知り、又た職人等の爲す所の業務は如何なる時は利 

益を得、如何な4行は利益を得ざるやは、必す先づ之れを知らざる可から 

ざるか。 

何ぞ必しも然らん〇 



flら句紉にLて 
Kr^MfcるをM 

らざ2こ5Uを» 
i 

タリチアk前fir 

をItrnlす 

ク9チr Kog 

を货ぶ 

デル7オイ# 
の55«なる& 

を知れJ Sの» 
の夕9チTX0 

解！！ 

余日く、然らば彼れ、時に善を爲〇、又た時に®を爲〇、而も彼れ自ら何を 

爲せるやを知らざるiあらん。されVoも君の言へる*>如く"務を爲すに 

於ては、彼れ尙ほ節制にJIつ牡ある行爲を爲したbvi云ふVしVJは、君の 

3S味せる所に非すや。 . 

然bo 

然らば彼れ啓を双すに於て、思isあb、mjつ節制なる行爲を爲〇、以て1?? 

あb、又た節制たるを得るが如OS雖も、而も彼れ自己に其の智益を有0、 

又た自ら節制なる^たるを知らざるこVJあるを^るか0 

彼れ日く、然雖ジークラテースよ、此はあり得べき1:取に非す0故 

に若0哲の言へる如く、是れ佘の許容•したろHU言よりの推論なbvjせば、 

余はかの自ら知らすvjもfirほよく節制に、又^者たるこvjを^ベovjの 

結論を承認せんよりも¥ろ前言を撤回•し、敢て自己の誤^なり•しこVJを 

自3するを悔らざらん。何vjなれば余は實に自知を以て知識のJa®な 

りVJするの說を持せるものに〇て、此點に於てはデダフ*ィ祌社に泰納せ 

られたる-1•己を知れ.|£の«5卉の赏ビ全然一致せるなり0若.し余の見に0 
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ふを^以す 

て誤らすごせば、此aたる、此神社に入り來る者1:對〇て、神が爲す所の捣 

挨の一秫なりご砌ふべく?SP通の挨椤に於て*■御機嫌克く JS云はんょbも 

『節制なれ.1¢云ふは遙かに鳋れる抆拶なる*>如〇 Sなす〇思ふに此頟を 

献納•したる人の典意たるや、神は筏通の人の3ふ*>如く言ふものに非す 

>して、參拜漭此神殿に入るや、访一に聽く所の神語は『節制なれ4ビ云ふもの 

なら〇めんVJせ•しものなりビ信す〇而〇て彼れ宛も豫莴漭の如く、&|?? 

の如く之れを嵌営〇たるものなり。何iなれば、r7しを知れ』VJ云ふこ芒は 

余のnふ如く、又額窬の窓味の包含せる如くべ節制なれJi云ふこs i同一 

たればなb【l^o.sr,^8.さ<TaerJ:o然る1:此TV容易1:誤解さるiなbo而 

•して此後の！K人^*-8拋多なる勿れ』成はr^fを货さば惡唞近に在等の宫を 

附加〇たるあb S雖、竹なこれ額^の]a尨を誤解せるものなり、何eなれ 

ば彼等はnB己を知れJVJのBを以て、人*>神社に入b來る時、神•か其人に爲す 

所の按拔なるこビを知らす•して、神*>人に興ふる忠吿の1Mなりビ想へ 
# 

るに[ilる〇而•して彼等誤bたるAL解を以て彼等の言語を附記•し、以て^ 

C:く有益なる忠告を與へんこごを期せり。.V丨クラタースょ、企*>何故 



定解讯五»制a 
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ふ 

に此く云ふかt右に語らんか。余の目的たるや、(是れまで論C來bたる 

所は^VJ余v>の是非判定すベからす、殆ざ明Ktなる結果を得ざりじを以 

て*-<こょに前來の淡論を聚て、話頭を一轉〇て新問題に入り命制は自知な 

b VJなすこビに就き、君若•し反対の怠iiあらば、余は之れに對•して誼明す 

る所C5らんi欲するにあbo 

余日く、然bvj雖クソチァスよ^は余が問へる所の此問妞に就いて、^ 

を以て知れる所あるものなるかの如く、又た^〇余に.して許容する1:於 

ては、余は君に同总•し得る^の如く余に向つて論L:來るVJ雖、余は君ビ同 

L:くたr君の设出•したる^®1:就いて考窮するものたるに過ぎざるな 

bo故に考焫•し終らば、余は君に同意するや否やを吿げん〇願くはf5く 

余1:思考の時間を與へよ〇 

彼れ日く然らば思考せよ。 

佘答へてE く、余は思考•し、而.して節制或は符〇なるものは、何物かの知 

識を含むものなbvjせば、是れ學術に〇て、何等か或る物の學術ならざる 

可からざるこビを發見せり〇 



as其物§ 睃れ日く、然り其物〇身の积術なり。 
QS 41 

余日くK術は健mの彤術に非すや0 

.•然红。 

余日く、®定•して、君*:•し余にPIIふに健mの學たるS術の効能を以てせ| 

んか、余は«術の健旗增進に於ける大なる効能を言は\君は、锊術は大な 

る効能あるものなるこ£を許^するならんか。 

然り之れを許崧せん0 

君若〇余に問ふに、妞築術の効/}I或は結见を以てせんか、余は家屋なb 

s.=5fvs £答へ、其他の技術|:對して又た31:种々の結染を答へん。而してクリチ 
LI如^な J 本i一 

el?るか kスょ、余はW •か節制或は社^に就いて、温なる®問に答へんこSを求 

む。而して君の說•に由れば、節制或は??^なるものは、其物B身の學術な 

bvjせば、今其說を許容き、而6余の願ふ所は、一々指名すべき價値ぁ 

6如何なる答事業は節制或uspsの呈Lたる結果なるやを余に吿げん 

こvjな办〇 

彼れ日くジークラテースょ。此くの如きは、財究をM行せ•しむる與の 
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方法VJ云ふ可からす、何Sなれば讨怒なるものは、他の諸學術の相互相似 

たる如きものに非ざればなり〇然るに君は、街!5も其fillの諸學術もSに 

和似たるものSなせる•か如く^C進めばなり〇且つ余に吿げょ、家屋は 

迚築の結果なり、衣服は機杼の結果なり、其他M々の物は又た種々の技链 

のfc»i果なbビ云ふが如く、算術及び幾何ゆ®は如何なる結果ぁるやを0 

は是等のものに、何^か此くの如き結果ぁるこビを詨叫0能ふか、或は 

能はざるか。 

余日く、君の言へる所や典なbo然bご雖も是等の學術は竹な其學術 

ごは界なる所の目的を冇せるなり〇余は君に吿ぐるこvjを得ん、算術は 

奇數偶數の、cyesf自攻及び相互の數の關係を扱ふものたるこ^|を〇然ら 

すや。 

彼れ日く，然bo 

されvjも奇數偶数は算術其物vjはra一物に葬ざらん0 へ 

然物に非ざるなり〇 

針JI術は輕mを扱ふものなりビ雖も、計SするこSは之れ一事、輕重は 
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別物なり。君之れを承越するか。 

然り〇 

然らば、余の聞かんこVJを願ふは、智Sにあらざる所のものは何、又た籾 

怒は學術なb VJ莒ふ所の者は何たるやにあり〇 • 

彼れ日く、ソークラテースょ、君は今ま將1:古ょり爲•し來り〇所の誤謬 

にFSらんビせり。若は智SS他の平術ビの興る所は如何んt問ひ始め 

な*>ら、今又た柯尨£學術£は同炫なる點あるを發見せんビせり。然り 

V」雖是等は同^に非す〇何Sなれば凡て他の諸學術は转な他の或る^ 

の學術に、して、其物B身の學術に非すビ雖、たr社^のみは諸他の學術の 

平術に•して、又た其物自身の學術たればなり〇此珙に就いては若は十分 

鞍く仿れる名なbvj信す。丑つ君は具率にSI論するこV」を爲さす〇て、 

たr余の說を綸破するを以つて目的ビな•し、而も之れを否みつiも现在 

侦ほ之れを爲せるなbo 

余は果〇て君をS1破せんC爲〇つicoるか。君は果〇て釦何に思へ 

るか。余の辩論中疮も他の窓志あるに非す、たr余•か、時々知らす鏹らす 
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自ら知らざる所を知れるが如く空想せんこVJを恐れ、以てD己を討驗せ 

んiの窓志に外ならざるなり〇此くの如きiK介に於ては、主sして余一 

身の爲めに研究を逆むるものにして、多少又た余の朋友を益せんが爲め 

vjの思想も存するなbo何ビなれば物の-Jft相を發見するは、人問一般に 

痤なるこwなればなり。然らすや。 

彼れ日く妨に然圪ソークラテース0 

余日く然らば君顋くば心をS?めて、余の問ひ•し所に答へょ。クリチア 

ス*>綸駁5るJかソークラタ丨スi>論駁さるiかは吾答の問ふ所に亦 

すCて、たr硪紛其物に注尨.k而•して論駁の結果を見るこviを力めんの 

み0 

彼れ日く、君の言正理なり、余は君の言へる*>如くすベ•し。 

佘日<、然らば君は牡岱に就いて確|?せん£する所を余に吿げょ0 

彼れ日く好Sは其物自身の學術に〇て、又た諸他の^術の學術たる睢 

一の學術なり〇 • 

余日く、學術の岑術は、又た無學術の平術なるベ0。 



其意味 

1i 

彼れ日く。典に然bo 

然らば智济成は節制なる人、たr此fillの人のみ、能く彼れ自身を知b、又 

た0己の知る所、知らざる所を驗〇、又た他人の知るを知り、又た彼等の知 

れる所は^に知れるものな5やを考へ、又た彼等輿に知らすしてJUて自 

ら知れりビ想mするこSの、典の知れるに非ざるこSを判定するを得べ 

乙。其他の人は决〇て此くの如きこビを爲すこVJ能はざるなり〇寶に 

これ^S或はcfi制、及びB識たるなり。而〇て自識 は能く自ら其知る 

所、知らざる所を知るこvjなりVJsrlふべ〇〇是くの如きは君の窓咮する 

所なるか。 

彼れ日く、然bo 

余Hく、然らば此第三の諮^131ち苡終の袋論を大祌ぜクスに献納01g 

き、余を〇て再び始めて、左の問をfiすこvjを許るせ〇笫 '此知lr(lは君の 

知れる所及び知らざる所を知るこビを得、又k知らざるこビを得るや否 

や。節二^〇此取有brrるビせば、此くの如き知識は果•して如何なる用 

をか爲す〇 



0ftの術I 
0 aの， 
规る¢7 
«や術r 
なをなI 
るraるス 

▼9チアスの位 
sma 

彼れHく、是れS等の考究せざる可からざる所なbvjto 

余日く、余の今ま此に君に91む所は、君は、余が自ら格りたる困難より出 

で得る道を開かんこS之れなり〇余a其困Sを15らんか〇 

彼れ日く、之れを焐れ〇 

君の、是れまで言ひ〇所は®するに此くの如きには非ざるか、日く、此に 

學術なるものあらざる可からす、而•して其學術たるや、全然其もの自身の 

學術たb、又た諸他の^術の學術た.〇、而〇て閼時に又た無學術の學術た 

らざるべからす«0 

然り〇 

然b VJ雖、熟考せよ、右の言や興に奇怪な6¢云ふべ•し〇故に之れ艺— • 

行せる如何なる同^なる堪分|:於ても、此くの如きは不能のこ€たるは 

«然たるなり〇 | 

其意味如何ん、又た君の所跗«分^0は如何なるこ£ぞ0 

说分ごは此くの如き^なり〇今こiに視ftあ^syjs宅せよ、而.して其 

視受たるや普通のM52に非す〇て、視覺其物の視覺なるか、或は他のIft類 



の視茲の祓览なるか、或は又た其笠の不完全なるこビの視«たるな^^ 1i 

而乙て此視«£の視るに當てや、何の色をも見&-こミなく、た1視^自身及 

び視4Xの他の純類をIUるのみ0 ¢5は此くの如きlueなるものぁbビE 

ふか0 

决•してあるこiな•し0 

SのB4K I 成U何の昔^をも蚣くこVJなく-たr聽くこVJ其物、及び^くこビの他 

の种類、成は足等の缺點のみを舫くビ云ふ舫极ぁbvjなすか。 

•否、あるこビなC0 • 

1 或は一切の成费に就いて云liんか〇成资は其目的物を知览するこS 

なくして、siufe£$!^_^^ftllc?)%ffi«t0^«i^lk©2)btgli:ffi« 

するか。 • . • •! : •:.」 

余は然か想倮せざるなり。 

欲aの1 成はこiに欲^なるものぁりて何の快樂の欲S8にも非す、たr欲^其 

物の欲si、及び其他一切の欲Sの欲盟ビ云ふものぁるを得るか,0.- 

决•してあるこ£な〇〇 . 



M のft 

«r.のfilM 

或は®琪なるものありて、何の務を願®するにも非tたr财绍其物、及 

び他の凡ての颇!?/を顧®すビ云ふ恥槊なるものあbvj君は思ふか0 

余は否答へん。 ： . 

成はこiに愛あ-CN、其愛たるや美を愛するにも非す、たr愛其物、及び他 

の諸愛を愛す€云ふ愛あbvj君は言ふか0 

余は之れ有btf首はす。 〇、"い，;•• 

成はこtl:恐懼あb、其恐悃たるや恐fflf其物、及び其他諸恐ffi!の恐tiKu 

して、恐ffl!の目的物なき恐懼なるものあbvj知るか0 

余は此くの如きものあるを知らす0 * •: ••••::, 

或はこiに意見なるものあり、其总見たるや意見其物、及び他の意見の 

意«に〇て'意見全ftaの主&の窓見なき;'&.»なるものあるを得るか0 

否な、决〇て之れなし0;.:、：：、 
0 

舒b V」桃、W等今ま內容なき此柯の^術cbbsな_し、之れをIBCて霉物 

自身及び他の諸^術の學術ビなせり〇之れftの立nせる所なbo若L 

之れllJiなbyjせtr’wl:夼妙なるものビ言はざる可からす〇然りV」® 



未だ以て全然此秤の^術はあb得べからずVJOて否定すベからす、吾等 

寧ろ之れを考究せん€欲す。 

然b*の言や正•しi云ふべCO 
參 

然らば吾等の言へる所の此の^術は、或るものi學術に•して、又た成も 

の1學阑たるべき性質のもの«るか0 

大小G相Mなる 
U8 
宛も之れ4よb大Jなるものは成物 

る•か如き炉〇 

大なるべき性質のものな 

然bo 

若し他物がより大なbvjせらるi時は、其物はよ6小なるべきか。 

然i 

*に一物あ\其物は其物自身よヶ大なるtf同時に、又たAの大なる物 

よりも大なb viM、之れを他の大なる諸物に比較する時は其物却つて小 

なbビせば、此物は其れ自身よりも大なるビ№1時に、又れ小なる性質を有 

せb S爲すべきか。 



倍數のs 

E，のfl 

¥sft象 

f£m 

彼れ日 < ソークラテースよ、之れ避くべからざる推論たるべ00 

爱1:二倍なるものあり、其物^〇其れ自身の二倍及び他の二倍なるも 

のi二倍なbビせば、是等は半なbvj云ふべきか。何VJなれば二倍は半 

VI相№1のものなればなり〇 

然bo 

其物自身よりも大なるものは、又た其物自身よbも小たるべく、其物自 

身よ.CSも®:きものは、又た其物自身よ.〇も輕かるべく、其物自身よbも老 

Mるものは、又た其物自身よbも荞かるべ•し。其他の諸物亦然り〇凡て 

自體其物に和№1の性Kを有せる所のものは、又た其對象の性質を保有す 

ベ〇〇例へば聽费£は昔響を38くこViなり亡言ふが如0〇此く言ふは 

具理なるや如何ん。 

然办。 

然らば、聪ftが聽覺自身を跆く VJは音辞をKくこSならざる可からす、 

何ビなれば他に聽くべきやぅあらざればなゲ〇 



si 

K人；£の出づる 
8?待つ 

ン—タラナ—ス 
ip術の^術なる 

tの在を佶 
じ能はす 

敬する友よ。^^•か1i«览n分を^るビは、又た色を3AるこVJなるべし、 

何viなれば色なく Cて視览は銳るこS能はYればなり。 

君の言へるが如•し0 

タリチアスよ〇然らば哲は今まs-^の取げたる數例にIIIつて自腊其 

物1:咖する槪念は、全く許於すベからす、又た他の垠介に於ては殆ど信す 

ベからざるこ£を知り•しなるベ〇〇其許•«すべからざるこVJは、大いさ、 

數、及び其他此補の边分に於て殊に其然るを知るベC0 

甚だ]ftなり〇 

然b VJ雖舫货、視边、自動力、烧燃力等の坺合に於ては、0己Sの此關係は 

M老は之れをaすべからすビなすど雖、他の^は必す.しも信すベからす 

亡せざるなbo而して何物も自己に關係の的办の性質なるものを打す 

るものあらざるか、又た或物のみは之れを有せるも其他は之れを打せざ 

るか、若OS己關係の級なtのゐミせば、此の階級の中に、教 

n成は節制の^術は包含さるiものなるやは、大人物出でi再^の爲め 

に、滿足に之れを决定せんこSは、；*等の希^する所たるなbo^an.b 



之れを决定するUは、全く自己の力を信せざるものに•して，余は此くの如 

き^術の平術なるものあbiの^に就ては全く確知〇能はざるなbo 

若•し此くの如きものあbviするvjも、S等は吾等に何等かの善を爲すや 

否やを兌能ふに非ざるょりは、决.して衩恝成は節制たるこビを承認する 

こwを欲せざるなり〇何iなれば、余は節制は有益に0て善なbvjのel 

念を布すればなり0是故1:、カラィスフロスの子ょ、«は節制或は智鈦は、| 

平術の學術た又た無^術の^術たるを主張せるを以て、余は前に言へ 

る*>如く、SS1I:此くの如き^術の成立の可能、m二1:其利益あるこビの 

證明を君に要む。若•し能く之を12明せば節制の兄解上、若の窓iiは正當 

な-CSビの結論に達•し、余を滿足せ〇むるこiを得べ〇〇 

クタチアスは佘が此くS5るを聞き、余•か困難の立垛にあるを察•したり。 

時1:彼れの前に在りし一人欠伸0、他の一人又た之れに成染〇て欠伸せ 

bo而•して波れ余の困難の立^にあるに山つて益々困難に陷5たり〇 

されでも彼れは名券を維持せんこを力め、人々の前に於て、余の挑戰に 

應する能はす、又た問題を論决す&能はざるを自白するこSを耻ぢ、其混 



raる所知ブ 
ふもをれI 
の知る夕 
^る所， 
Afrhttir 
川戡らI 
をなざス 

R嫌タソ 
Mの91 
を活チタ 
一路” 
Wシスナ 
す興にI 

绒を11蔽せんVJじて、無35:味の辭柄を爲せり。然btf雖佘は縝論を進埗 

せ〇めんが爲めに、彼れに此く云へり〇日く、クリチアスょ、君若〇好まば、 

吾筏はこiに此の平術の率術なるもの或は有ち得べOVJ假定o、®oて 

此假定は果Cて正*しきものなるや、將た又た然らざるやの討窮は之れを 

後段に*sb假bu十分之れを許容したる後、君は吾等1:吿ぐるに、此くの 

如き學術、即ち吾等が言ひ來bし所の自識或は智慈なるものは、吾等を0 

て知る所、知らざる所を^別するを^〇むるこどを以てするか。之れS 

等が與に綸C居たる所たるなり0 

彼れ日く、然-CNソークラテースょ、其は典1:然るべむ£余は思惟す。何 

Sなれば、かの、其物自身を知る所の學術或は知IIIを有せる人は、其有せ％〇 

知識の如くなるもの|:0て、之れビ同じく迅速なるこ£を有せる人は迅 

速なるベく、美を有せる人は美なるベく、知誠を有せる人は能く知るベ•し0 

之れビ同じく其物自身の知alたる知識を有せる人は、又た被れ自己を知 

れb C猬ふべし〇 

余日く、人若•し自IEIなるものを有せる時は、彼れ自己を知るべきこビは 



敢て余の疑はざる所なbo然bvi雖彼れ其知れる所、知らざる所を知る 

所の自識なるものを有するこSは果•して如何なる必要かある0 

何Sなればソークラテースょ、是等间一なればなり0 

余日く、或は然らん、然be雖余は尙依然vrして頑冥0陋たるなbo何 

eなれば余は尙ほ此の、君*>知る所及び知らざる所を知るこSは白a vj 

间一なbeの理を了解せざればなり〇 

彼れ日く、君の言何をか意味す。 

余答へて日く4;はこiに、^術の學術なるものあるは之れを許容すベ 

しS雖、此もの果.して、兩者中二は學術成は知識なbs雖、他は然らざるこ 

Sを决定する以上のmを爲すを得るか。 

否な、たr其れに止まるのみ0 

然らば健康の知識を有するこVJ i、其知識を有せざるこVJ iは、正装の 

知識を有するこVJ人其知識を有せざるこ¢1同一なるや如何ん0 

確かに同Cからす〇 

一は锊術上のこVJUOて、他は政治上の取なり〇然bvj雖、吾等の 



內空の知SI 

潘：3?の知.Jsarls 
籾或us*の» 

< nる40に卵 

shsa» 
生もWを 

る所は、純粹JIつ簡眾の知識に關•したるこビなbvito 

眞に然bo 

苦〇人、たr知るのみ、而〇てたr知MSIの知識を有し、其他衛生及び正茲 

等の知識を有せざる時は、恐くは彼れたr或litを知り、又た彼れa身に關 

•し、成は他人に關•したる成る知；！1を有せるこビを知るのみビ云ふべ•し。 

胙に然り〇 

されでも此知識成は平術なるものは、其の知れる所のmを知ら•しひる 

やぅ、如何にして、彼れ1:敎ふるや。例へば彼れ術生を知る•匕せば、之れ智 

fas或は節制の敎へたる所に非す•して、W術*>彼USCへたるなbo和聲は 

音梁術の放ふる所、姐築は姐築術の敎ふる所。智び或は節制之れを钕へ 

乙に非す、其他亦然り。 

そはBft然たり0 

然b S雖、た一知識乃知識、平ffrの^術S稱せらるi所の！；225は、如何に 

して術生成は组築等を&ふるや0 

敎ふるこi能はざるなり〇 



« AM V 

をちの術 
知す00 
るif知， 
の沄る術 
みふ或な 
こa孑 

川e試聆 

1を 

5師の用を«さ 
罗 

然らば此-Itを知らざる^は、たr知れb S云ふこ>jを知れのみに•して、 

彼れの知る所の物の何なるやU知らざるに非すや、 

然be 

然らば-£?岱或は衧芯たるこ£は、*等の知る所或は知らざる所の^物 

の知識に非す*して、たr吾^の知る、或は知らすvj云ふこvjの知識たる1: 

過ぎざるが如し0 

そは推論上然る所0 

然らば此知讁を冇せる:*は、此に虛託^ありて之れを知れりV•云ふビ 

雖、彼-3liして與に之れを知れりや否やを吟味するこビ能はざるべく、彼れ 

たr或?i類の知識を有せるこ£を知るのみ。されVjも知識の如何なる 

も•©なるやは、智慈の敎へざる所に非すや。 

智慈の敎へざる事なるは明瞭なbo 

彼れ又た锊術上に於ても、典の»師£虚託者ビを區別するこビ能はす、 

又た知識上に於ても、典の敎師ビ虑僞の敎師ビをE別するこV〗能はざる 

ベ〇〇吞等此くの如き如き方法を以て、此琪を考究するを要す—今ま芯 



•し智者或は其他の人に〇て、典の»師ビ虛低のwgビをkrl>;«Iせんiする 

に常り、彼れ將た如何にせば可ならんか〇彼れ必す其人¢15るに、R術上 

の事を以てするこ2なかるベこ、何vjなれば、之れたrwwの理解する坼 

のものたる可ければなbo 

NV0M別ある 
一！！:;象を異にせ 

9R由る 

而Cて彼れB師は必すかの學術に就いて知る所あらざるベ0〇何ミ 

なれば此學術は智葱の範囡に屬すべきものVJ前定され居るを以てなbe 

典に然bo 

されざも、若•し幣率は此の所3FI^術なbviせば、K師は全く K術1:於て 

知る所あらざるべきなり〇 

確かに然^> 

然らば此智者は、»師は^術或は知識0或種類のものを冇せるこvjを 

知るビ雖、彼芳乙其^術のn:Kを知らんSするに常ては、其學術の目的物 

或は對象を知らんこVJを耍す。何VJなれば凡て柿々の^術は、學術S •し 

てE別あるに非す〇て、たr其目的物或は對象の性質の異るに由るのみ 



刈纔のXK 

なればなbo然らすや。 • 

然bo哲の言や眞なbo 

羚箏が他の諸學術VJK別さるiは、健谈及び疾病を目的物Viせ6 •か故 

に非すや。然り。 - 

茗•し人II學の性Hを研究せんiせば、之に閟せざる他の事1:非t必す 

や健康及び疾病の研究1:進まざる可からざるに非すや0 

具1:然 bo • 

而乙て正こき判哳を下し、以つて»師の醫師たるこSを明か1:する者 

は、是等に關乙れる事に於て判定すべきなbo 

必す然らん0 

其の首ふ所の典なるや否や、其爲す所の正當な4や否やは、是等»:關し 

たる取に於て判すべきに非すや0 

然り、彼れ然かすべ 

然btf雄«學上の知aなき人は、如何にして«師の首ふ所、行ふ所のn 

否を判定するこvjを得ん0 



5?術の平術の効 
Gな穿を一Hふ 

ば 

のIみ 

能はざるなbo 

たrw師のみょく之れを判定するこミを得ん。智者艺雖之れ*>利定 

は能くせざる所なるベ•し。何iなれば此剑定を爲すに當つては、哲者た 

るビ同時に又た锊帥たるこtfを耍すべければなり〇然らすや。 

眞に然り。 .•:;*1 

然らば智fj;或は節制なるものは"たV爭術の學術たb、又た無^術成は 

無知識の乎術なbstるも、Wの符師£、]rtに科術を知らす•して之れを知 

れbvj云ふ所の璇託の锊師ビをSS別•し、又た典他柿々の科に№1する具正 

の敎師VJ、肅託の敎師艺を、鑑定判別するこど能はざるべし。宛も之れ諸 

他の菘術家等*>、た_1其炼術或は智怨の仲問同志の範圆を知り得るのみ 

にして"其れ以外は何人をも之れを知らざる6>*1きな 

彼れ日く、明かに然り。 

余0く、ク9チアスょ、若し君の主張せる所の，较怒或は節制なるものは 

此くの如きもの/Cるに遇ぎすiせば、^S或は節制果•して如何なる)11を 

かSす〇然りビ雖芯•し余が始めに假定〇たる如く、1?洛なるものは、能 



他の解！Sに所* 

節糾或uw:«を 
斯愈觎よVせtf 

大効©あV 

其1Pれる所知らざる所、又た成物を知るも^他を知らざるiを明かに0 

又た他人に&此の判定力あるこ£を82.知するこどを得るVJせば、*^者た 

るに於ては、必す大なる利益あらん。何sなれば此くて^等過誤にpaる 

こVJなく、以て呑等及び吾等の下に立つ名の！g與名ごなり、以て一生を送 

るを^ベ•し。又た吾^、知らざる^を成さんVJ試むるこ£なく、能く其少 

にM通せる人を發兑〇、以て此の人を¢5任し、决•して不適任の人には何«t 

をも爲さ•しむるこSなく、知識を有•して、任に適せる人其の^に當りて、K 

もょく典#を所埋すべ•し。而乙て此くの如き5::^の衍说の下には二家 

も一闽も何れもょく治まり、一切の氺に於て过^は货|:君主たるべ〇0 

此くて與理の衍〇:の下r.在ては誤USなるものは除外され、人々其爲す所 

必く正を^、又た孝)iMなるをWベ•し〇クリチアスょ这れ吾等がlrひ〇听 

の知る所、及び知らざる所を知る所の智Sの大なる効益なるものに非ざ 

るか〇 :.*•” 

彼れ日く、典に然り〇 

余日く、而〇て此くの如きの^術は、何處にもあらざるこ£を君は+56 



學ぶ所を容具に 
班ぶこ«を» 

他人のSS 

しならん〇 

彼れ日くf&れり。 

余日く、然らば、此新なる光明に照らこて之れを奴るに、较戠は眾に知れ 

る所及び知らざる所を知る所のものなbiするもWほ此利益あb丨乃 

ち人若〇此知識を有するWは其學ぶ所は一府容易に之れを學ぶこVIを 

得べ•しビ阳ふべし。而•して彼れ谷科の知識に加ふるに、又た其の學術な 

るものを知れるを以て龙蜞其人に取つては明盼なるこ式を得るのみな 

らす、又た能く自ら知れる所に就いて他人の知識を檢査するこV」を得ん0 

故に此知通なき研究^は薄弱なる思想の人な言ふべき»:非すや。 

友ょ、足等は智.^なるものょり得らる{所の典の利益に非ざるか0而.し 

て；*等又た此馇Sの中に發見•し得らるiょりも、1«ほ其以上に或物を希 

3i •し、又た求めつiあるには非ざるか。 

彼れ日く、其は典に然るが如し0 

余日く、其は具に然る♦か如〇〇又た吾等の財究たるや决•して他に目的 

を有せざるこsも共fr輿なるが如•し。余は此の推論を爲3rるを得ざ 



のttnwial せん 

SSI 

るに!Eれ义其坪山たる若•し之れ^怒なbsせば、一神不測の結果の繼起 

するこ¢1:心付きたればなれ〇吾袅今圭、此の學術の平術なるものi成 

立•し得るこViを前定するを許容せん肩ほ又た始めに^示、し®きたる如 

く、智nviは吾等の知るこ£及び知らざるこiの知識たるこビを^容せ 

ん是忍凡てt許容するも、余は尚ほ|«思考を進めて考ふるにfクリチ 

ァスょ、^^は此くの如きものなり£せば、果6て吾»に如何なる蒋を與 

ふるものなるやは余の^ふ所なり、何ビなれば、余は殆ざ今ま|§リ6如く、 

一家成は一阈を絲治すなる此くの如き^^は甚だ有益なるものなbyj 

想嫌するは誤®な思ふものなrLirな^NO 

彼れ日く、そは何故ぞや0 

余日く、人は?*々に其知る所を爲〇、而■して其知らざる所のこ艺は，他人 

の之れを^れる洛に依托〇て、果•して火なる利益を得るものなるや1:就 

いては、吾等容易1:承蹈〇能はざるなbo 

彼れ日く、香等此くの如き承認を爲すは正Lきに非ざるか0 

余nく、余は然bs思はざるなり〇 



の ソータラテーヌよ-そは*_tr不思議なb。 

余日く。ジブトの犬に餐つて云はん、其事に就いて余は君S意見をIp? 

ぅせり。余•か前に奇態なる結論繼ぎ來るべ*しS云ひし時Liに此の思想 
余の心中に起り、吾等誤謬の進路にぁるこ£に氣付きたり0而0て吾等 

其物の智Sなるこビは如何に庇ちに之れを許容すビ雖ざも、余は尙ほ此 

物果して如何なる善を再®に爲すやを了會•し能はざるなbe 

*rl日く •君の言何をか意味す、g くは余をして君の窓思を51•解する所 
% 

あらtめよ〇 
余答へて日く、佘は敢て云ふ、余の言ふ所は全く無总味のこ£なb。さ 

れ•£も人若•し何等か自己に取つて當然なり亡の威%を有せば、彼れ其心 

中1:來る所ろの思想は、之れを注意せす、又た試驗せす*して通過せ•しめ能 
0 

ふもの1:非す。 

彼れ日く、余は之れを好む。 

余日く、然らば聪け、余の夢を®らん。其夢角の門より來りしか、成は象 

牙の門よb來りしか、其何れよb來boやは余之れを知らすビ雖、我夢は 



是れなり——〇存等假定0て、智Sなるものは吾等が今ま定解0つ！ぁる 

如き者に〇て、又た吾等に對〇て絕對の制治權を有する考Sせんか，各行 

爲は技術或は學術に摅つて行爲せられ、何人€雖、自己は水先案内求こ隹 

すして水先案內者な6ビ稱0、路師に非す6-0锊師なり£稱.し、將官に非 

すCて將官なbvjmo、其他知らざるiを知れ.〇ビ说fs•し、以て?f等を氏 

き或は瞒养する等の事は决tて爲さrるべく〇吾等の饨谈は增進せら 

るべく、海上にもia«suもat安全を^}ベく#级の衣服も、W:も#Aに製52 

さるべきなb、之れ職人荈AI:•して!f?¥rなる可ければなり〇然り、君V?•し 

好まば、未然の知識たる預言なるものも亦此のt?sの制御の下に在bvj 

なすべく、而Cて衍岱は筘欺漭を泞戒〇て眞正の預言^を立てi未然を 

啓示甘〇ひべきなり—〇游•し此<32:備せられたらんには、人はff知；wこ 

從ぅて生活〇、又た行爲すべ〇、何£なれば1?^は能く^戒.して無平不知 

の吾等の中に倥入するJを防ぐベければなり〇之れ全然同窓する听な 

れ。然b i雖余は何ほ、知識に從つて行爲する時は、呑等薄良に行爲■し，又 

た幸IBたるべOSの理由を，發見せざるなり〇親愛なるクリチアスょ〇 



&ユ答へて日く，され«•も余思ふに、君苏•し知識を排斥せば成他何^r- 

於ても、君は幸；mの5L冠を得るこS雔かるべきなbo 

此 Jjlgla何0知^0 く、^ らば此知識€は渠して何の知識なるや。願くは此小疑則に 

答へょ〇君の所诹知讁ミは靴製造の知鼸なるか。• • 

决して然らす0 

或は輿論細工の知識なるか。 

確かに然らす0 

然らば銶布か、材木か、或は其他此钝のものi知識なるか。 

然らt-0 

SSふるS 余日く、钱ら文余は、知通に從つて生活する老は幸福なりミの意見を放 
識〇智轚の他に 

ぁヰ 棄せんVi欲す。何VJなれば上述是等の硪業の者は、诗な知識に從つて生 

活せるものなりご«、而も再は彼等の幸福なるを許容せざ#Xばなbo然 

bご雖ぜは知識に從て生活tる成特殊の階級の人のみを以て宰福なb 

iなすものなる*>如〇〇例へば未然を知る所の預言者の如き之れなbo 

我り、余は此！£の如き人を总味す。され^もWほ他にも之れ有るな 



然り、成漭は過去、现在及び將來を知b、一soて知らざる所なき人ぁbo 

荇猝今此くの如き人ぁり€想倮0て、芯0此くの如き人ぁれ£せば、君は 

彼を以て、一切現存の人々の中，Aiも多く知れる人たるを許？?するや0 

然b、彼れや最も多く知れる人なbo 

余は尙ほ一^知らんこどを欲す。即ち柿々の知識中、其何れの知識が 

彼を•して幸：gならtむるものなるや、成は凡ての知識は、等乙く彼を〇て 

幸福なら〇むるものなるや。 

彼れ日く、凡て传一梭には非す。 

然りビ雖兆內孰れかMも彼を*して幸；Wなら•しむるものVJなす〇過去 

の知識なるか、現在の知識なるか、將た將來の知識なるか。或は象棋の知 

譏は其れなbtf謂ふを得るか0 

否、象棋の如きものに非す。 • 

然らば算術の知識なるか0 

否。 J 

成は術生の知織なるか。 



iflKの ms 

, 9チァスの一 
i 

，去る yj/wa一 
MUなる曾IKの 

5S 

之れ稍々近60 

余13く、然らば®も近きは果•して何の知識なるぞ〇 

依つて以て#S3を判晰する知識たるなbo 

余日く、®呼汝怪物。君は余を循?5綸に引き迴はせり。而〇て今度は、 

知在U從つてrrふ^活は"人を•して正•しく且つ幸祕なら•しむるものに非 

す、又た切の^術を合む1:非ざるこビを余にIs•し、以てたr薄惡を判知 

する所のもの£なせり〇されでも余はlalはんクリチアスよ。n苦•し此 

缗淅を其他の平術より取り去るSも、W術は仰健^を與へ、造靴術は尙ほ 

靴を范乂機絨術は你ほ衣服を織るにはぁらざる炉〇或は水先案内の術 

は人の生命を救ひ"大將の術は戰爭に於て人命を完ぅするこ¢(1ぁらざ 

るか。 . 

•君のSへる•か如し0 

されV」も愛するクリチアスよ。若し善の學術なき時は此等の渚物も 

释良にB.つ有益たるこVJ能はざるべCO 



砟、flsn* な 
05*の*術に 

邦す 

錢55S 

籌IT興ふるU | 

i 

然りビ雖其#術は社^1:非中、W制に非すして•人問の利益の平術なk 

或は諸他の學術の平術に非个、無知の學術に非す•して、善惡の學術たるな 

り〇而〇て若〇此畢術に〇て有用なbvjせば、智茲或は節tlは無用たる 

VKyo 

彼れ日く好^は無用なり¢11如何ん。吾等若〇智SU睹學術の平術 

に〇て、諸他の平術の上1:權勢を41すViせば、夬の智怒は能く此特殊なる 

窖の平術を制御すべくWて吾等を^する所あるべ60 

然らば智Sは人に健康を與ふるや。否な、是はこれ锊術の與ふ所に非 

すや〇智尨は又た諸技術の爲す所、及び其等が爲すべくCて未だ爲さr 

る所の事を爲すか。夫の知識《は知識及び無知識の知識U•して、其他何 

物にても非ざるは吾等の&き前確定〇たる所に非すや0 

明かに然bo 

健谈l:wしては他の技術あり0 

他eは何ぞや0 

健康術は智怒Vi興れbo 



防果從ン 
る*来I 
然の夕 

?8； 
を«ス 

ク，チrl<tttt 
寒etssr明瞭 

なるa*を*せ 
す 

然b、ftれり〇 

友ょ053想は利益を典ふるもの1:非す。何Sなれば、利^を^ふるこ 

iは他の技術の爲す所なるは今ま©^の首へる所なり〇 

眞に然り〇 

然らば利益を與ふるこミなき?7:^は，如何でか有益なるこ2を份んや。 

ソークラテースょ、こは考ふ可からざiなり。 

然らばクタチアスょ、余が君を以て、智Sに對*して明aftなるla念を^Jせ 

すビするも、成は誤らざるに近からんか。余は又た自ら拙劣なるを!^t 

るなbo何ビなれば^、し余1:•して研t究上何笠かの敎なるこSあり•しな 

らんには、余が許•して、諸^物の中aも秀なるものしたる所のものは、或 

は全く無用のものVJ見ゆるiなきを得たり•しならん。然る1:余は今ま 

見事に論破され、而して節制或はtynの名秫を與ふべきものi何物なる 

やを發見するこ«能はす、誤つて其物に是答の名稱を附するの失敗を爲 

せり〇然る1:我等尙ほ且つ、典に承認さるべき程度を超えて、多くの許容 

を爲せり〇何VJなれば?V等^術のW術なるものあ許^•したればな 



boされV」も之れ嫌論の否定する所aつ反對する所たbeな吾等 

尙ほ其他の許^を货•し(議論は之れを不：：定する1:も關はらすKの學術は 

他の諸學術の爲す所を知るビなせり"之れ^等は、转洛なるものi自己 

の知れb Vi云ふ所、及び知らすs云ふ所の知識を有せるこ€を證明せん 

ビ欲•したればなbo又れ人は奄も其の知らざる所を、而も一柿の方法を 

nて、知れりV」云ふこVJは不能のこビなる-<:も關はらす、吾等は宽大に之 

れを？1*遇〇たるのみに止まらす、又た考ふるこビだも爲さrb iro何VJ 

なれば吾筇は，彼れが其の知らざる所を知るミ前定•して論•じ來bしをW 

つてな^'0思ふ|:、之れに屘れる不^理なるこビは他にぁらざるべきな 

boされ^吾等が此く自山|:、又た辨良なる心尨を以て0たる研究も、尙 

ほ且つ眞理を發見するi能はす•して、却て5等を甽芡、し^^が節制或は 

智慧の典の定解なbvj •して、たr想像或は方便ビして許綷〇たる所のも 

のは全く無用のものたboをis明せり。吾等の考ふる所に由れば、結果 

は索ょり左程悲•しむべきものに非すビ雖ノグミデースょ、君の爲めには 

余は氣の毒に成するなbo何ミなれば君は此くの如きの美を有し、又た 
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ら研究せよ 

精神の此くの如きの寶隸ビ節制ビを有*して"而も其智^及び節制ょりゴ 
活上、司の利益も、何の善も得る所あらざる可ければなり。余も亦勉强し 

てトレーヶーの»師ょり學びたる符呪も、之を用ゆる所なく、何の似値だ 

もなきに至beこiを悲まざるを得ざるなり。思ふ(I余は拙劣なる研 

究者に•して、恐くは典方法に於て誤^ありしならん〇故U余は實際1:於 

ては钾葸或は節制の火なる誨なるを成1;、芳し君にして之れを有せば、君 

は幸祕の人たるべ•しiなすものなり〇是を以て、君は自ら考究Lて、果•し 

て節制の天賦を有乙、符呪を要せざるや否やを明にせょ。君??*し能く包 

ら之れを爲さば、Kti余を以て成に一简の恐物のみ、何事をも論出するi 

能ivjるものi見倣*k君自ら以て智あり又た節制なb i自信せば^U 

一脎幸福なるベ•し、之れ余の君に忠吿する所なり。 

ハ〆ミ•テース日く"ソークラタ1スょ、余は果•して自ら智S成は節制の 

天武を；Eせるや否やを知らざるなり。與の云へる•か如く"君及びクリチ 

ァスすらも知り能はすeせる所のものを，如何で^余が之れを^せるや 

否やを知るこビを得んや-^?-?の3を|11:受けて此く^ュに#す、ソー 



クラテースよAつ余は*fに君の符呪を耍す、此蜞に關する以上は、余U対 

が以て十分なbvjなすに至るまで、日々苒んで君の符呪に魅せられんこ 

£を欲するものなbo 

クリチアス日く、よしハグiデースよ、若•し君之れを爲〇、ソークラ！K1 

スの符呪を容受•し、决Cてソークラタースより離叛せすVJ云ふ1:於ては 

余は之れを以つて君が節制を有せるこざの證據Sなさん。 

ハ〆ミデース日く、余•かソークラテースに從ひ、决〇て彼1:離反せざる 

こSを信也よ-若〇余の後見人たる君に•して余1:命令すViせ 

ば其命令に從はざるは惡なるべCO 

彼れ日く、余UAに命令す。 
* 

然らば余は君のaに從ひ、今日ょり肛に之れを始むべCO 

余日く、君等は何の盟約を爲〇居るにや。 

ハルミデース日く®等盟約は爲•し居らす、旣に盟約〇終れるな-CXO 

君は正狡の方式U依らす〇て、袅力を用ゐんSするか。 

彼れ答へて日く、然り、彼れ余に命令せば、余は挺力を用ゆべし。故に君 



は熟考する所なかる可からす。 

余日く。然bvj雖若•し接力を用ゐば熟考已に晚•し。君、若し 

定•し、又た暴力の態皮を取るに於ては、抵抗すべからざるなり。 

'彼れ日く、然らば君は余に抵抗するこビ勿れ。 

余答へて日く、余は君に抵抗せざるべ•し0 





は熟考する所なかる可からす。 

余日く〇然bvj雖若し涎力を用ゐば熟考巳に晩し。*若•し 

定〇、又た暴力の態度を取るに於ては、抵抗すべからざるなbo 

彼れ日く、然らば君は余に抵抗するこビ勿れ。 

余答へて日く、余は君に抵抗せざるべ•し。 







リユシス解題 

本KQaa rソユシス』は友情の何たるやを論せる對話Sなり。前^^火ミデ-ス&> 

は節制の何たるやを^•じて未だ其結論に達せざb •し如く、本篇も亦結論 

を興へざるものなbo rリユシスJ、"ダiデース』兩宵は2ごく共に若やか 

なる^に充ち、又た^の威に富み、何れもょくグレシア人の生活の狀態を 

表はせる點に於ては相似たり>°-1ハルミデース』及び，ラ，へース』中のソー 

クラテースは年齡中年なるが如、し£雖、本篇に於けるソークラテースは 

其れょりも稍や较せるものJ如く、リユ{/ス及びメ子キセノス兩少年の 

年長の朋友vjoて%はれ居るなり〇堪所は新設の運®I堪、時は敎汽の神 

へグメ —ス神の铱日なり〇 

本Bのfi本篇の對話は之れを一一部に別つこビを得べ〇、始めUソータラテース 

ビリユシスビの對話なり〇リユシスはハ火ミデースの如く門№1あ-^身 

K美に〇て善良なる性質を有0、义た怜悧なるアテーナィ市のf«f年なり。 

其友メ子キセノス用事のSめ彼方に至りて不在中、リユシスジークラテ 



1スVJ對??;*す、ソークラテース日く『兩親は若を愛せば、何事なb VJも君の. 

欲する所を爲さ〇ひるや否やJ£o 9ユシス日く『否な、年齡未だ長せざる 

を以つて或mは之れを制止0、師傅等の嚴mなる監督の下にSけビ〇 

ソークラテース日く 3•然らざるべ•し。君は未だ十分の知；！なきを以つて、 

父母は«を自由に1任せざるならん。故に君若*し十分の知識を得るに 

至らばパ乂farも隣人も若をfBcて事を托す1:至るベ人若cfil人に善 

を«すこvjなき時は、何人も之れを愛するこビなかるV く。而こて人に 

善を爲すは、たr知誡に山つてのみ之れを得べ.しJVJOリユシスを誨ふる 

ビ间時に、リユシスを3»u**愛せる聊か恐なる靑年ヒ，•ホタレ-スなる者に、 

愛人するの方法を示せbo 

メ子キセノス此垛に：sb來bたる後ゲ-シスの請ひに11]つて新問M 

を以つてメ子キセノスに問ぅて日く1朋友ビは何ぞや。汝メ子キセノス 

は巳に朋友あbvj雖余は之れな.し、故に^に吿ぐる1:其朋友の.大なる肀 

顧の性Kを以つてせょJVJO • 

人？?〇他の人を愛せば、(一^する者が朋友なるか、成は愛さるiもの•か 



がvなる力vjのIfniB起り、二少年もソークラテースも、共に之れ1:答ふる 

こVI能はざるな匕 . % 

次にソークラタ—ス、成る持人の(二)Nはfs]を好みて/];]友たbvj云へる 

宮を借〇來りて朋友を^^んvjせ•しvj雖も、又た他の詩人へシオドスは 

同龙洛は和^み栩嫉むの3.•Itあるを云へるに山つて觀るn.¥は、IMJは間の 

朋友に非すVi®さrる可からすSなす〇然らば或人の云へるi>如く、 

(三)反對は反對の友にして、托は溢を希ひ、寒は^を希ふVJ爲すべきか。若 

乙然り£せば：止IrL者は不正iri者の友たり#人は恶人の友たらざる可か 

らす、之れ不都合の事なbviなす0 

此くて同はIM1の友に非す、不Nは不同の友に非ざるを以つて#は善の 

友に非す、^は惡の友に非す#は恶の友に非す、惡は#の友に非すiの結 

給に速せり。さらば殘れる命題は、(四菲善非惡は啓の友なるかミ云ふに 

あり。例せば我*>身肪、之れ非善非惡なり、疾病の惡ありて之れを除かん 

•か爲めに{sf礙を要す、而〇て»槊は善なbo哲學者及び賢人なるものも 

亦此中1;:]のものに•して、1?に非す、傲に非す、無智なる惡を去.bんi>sめ，- 



菸たるSを求むるものなb、友情亦此くて成立するか•匕云iにあり 

此に於いて少年もソークラテースも、朋友に關して正確なる說明を份 

た.してSせ.しも、ソ••クラテ-スの胸中には、—忽ち起^此の者 

悦を消敗せ.しむ0 (五)其疑念Sは、友*rllfの笫一拟理なり、即ち、友佾は何の货 

めに存するか、成る他の啓の«めUは非ざるか〇而-して#は惡を去る爲 

めの必要に乙て、惡なき時は^の要なく、從つて朋友の必要なきに扑すや。 

然b S雖™友の情は尙ほ存するに由つて觀る時は、吾等他の說明を考案 

せざる可&らざるなり〇 

(六泳^は友情のM因には非？るか0之れ自然にして同好性のものな 

り〇然bど雖旧好性』0§£?11£;)^}”^,|どは[|0一に非ざるなり、何ビなれば*^ 

i同£友たるこVJ能はす、又た同好性は',S善』€同 一iなすべからす、何^な 

れば薄は斿の友に非ざるを以つてなbo 

t くてr友倚jの何なるやに№4しては、ソークラテースも、リユシスも、メ子キ 

セノスも三友何れも之れを說明するこi能はざるなり？ 

. 〇 
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㈣S*行 

"火ミデース』/リユシス^ラツへース』其^多くのブラトーンの對活赍味 

にrソロータゴラス』及び:'グアィテ|トス|.等盎照)は荇な結論なきものに乙 

て褀ろ討究的のものビ云ふべ•し。友情に關する錢諭は此後の對活许『ファ 

ィドロス&.及び『釤抒』篇等にも速絡を有、し、アリストテレースのフ|コマ，ホス1 

偷理咨の第八笛九の兩卷にまでも至れり、之れ4:なrリユシス』总に關系を有 

せるものビなす0 

ブラトーンの?!^は、«通なる所ょり、次第に高尙なる所に逆行するこ 

VJは、其fillの对话Sに於ても然るこSなるが(例へば『理想Nii』^の如きy本^ 

に於ても又た其順序を有〇、始めは無意識なる迸tsを二少年の友愛に表 

は•し、次第に友愤の後雜なる觀念に進み入れり〇され.2も何ほ未tr十分 

の明盼を将ざるなり〇察するに、ソークラタ丨スの胸中には二種の思想 

相爭ひ、扣平均せるが如•しU其第一は友情は人性の必要ょb起るS云ふ 

にあb、其第一一は友情のK尙なる理想は善の爲め¢5ふにあるものi如 



?，マiのW本篇に於けるm論上の典味は、之れに加味する1:「ドラマ1の趣向を以 

昽 てせるは殊に吾等の注念を喚ぶに足れり。第一、描所を以つて運勸烙ご 

なじ、時はへルメース神(少年敎靑の祌)の^Hにして，神に供物を奉納せ& 

^ 時《せる〇第二、ソークラテースが例の無籾を装ひて諷刺を爲し、身は何 

mをも知らすVJ雖戀愛の秘密は之れを知れbs云ふ*>如きを注意すベ 

人SKの技置 〇〇又た純々人物上の對照あり、第一乾燥過激の靑年クテシッ•ホスありジ 

1クラテース戯れに彼れの爭論僻を恐るi典似を爲せる4)り、®痴なる 

•ホタレースは其®人の名を呼びて安眠を殺す€云ふが如きあり。ヒ， 

ボタレースの交ユシスに對する虚妥誇大の®愛あん又た一方には二少年 

の38一純無邪氣の友愛あるあり〇又たメ子キセノスの聊か多言なるS、ソユ 

シスの寡3なる4の對照も之れ6乂«々の人物の描寫委曲を盡くせる 

は又た觀るべきな 



i/ス 

名友爱論 

射話人物 

ソークラテース-談话« 

メ子キセノス 

ヒ，ボタレ1ス 

リュシス 

クテシ，•ホス 

填—7テーナイ市の璉外、新股の運動垅 

一は市外の道路に依つてアカデーモス[SIょbtffちにリ*ケイ 

オン衍.して至らんS欲o、-rfi&!の下に沿へる逍を取れbo 

而〇て余のパノ，ブスM水の防なる、rffのS門1:至b 〇時に出31ひたるは， 



ヒ太nllュモスの子なるヒ，•ホタレース、パイア-一rKの人ク子シ，•ホス及び 

彼笠VJ共に速れ立てる数多の宵年なりき。時にヒプ.ホタレース余を見て 
近づきて、余の何處ょb來り、何處に行かんビせるやを問へbo 

余答へて日く、余はアカデーモス間ょbリュケイオン指して至らんSせ 

bo 

彼れ日く、然らば君も亦た直に余®S共に來bて此處に入りては如何 

ん〇 

余日く，君等の仲finは誰ぞや。又た余は何處に行くべきぞ。• 

攸れ壁に對せる、01みたる塢所の開きたる門戶を指さ乙て口く、孖^の 

會合する所は彼處の建物なb、又た其の所に吾等の心合ひたる仲Mあり 

£o 

余問ぅて日く、此は如何なる辻物なる•そ、又た如何なる份會を^等は爲 

せるにや〇 • 

彼れ答へて日く、此の¢6物は新設の運®|«5なb、而してfr公は一般の淡 

Msに•して、此に沿を狱迎するものな 



余日く、多謝す、されでも敎師の推れか來會せる者ありや。 

彼れ日く、君の茵來の友人たり又た稱货者たるミ，コス*り0 

余答へて日く、彼れは秀出せる^者なり〇 

彼れHく、君は余S共に彼處に至り、又た彼等vlfr合せんVJするの意あ 

るか0 

余日く、然り。然b VJ雖、余の先づI1HかんVJ欲する所は、君等は余に就い 

て如何なる希^あるや、又た君等の中の愛人は：nilなるやご云ふこどな-〇〇 

ソークーフタースよ成人は或«を愛すVJ雖、或人は他の^を愛せり〇 

佘問ぅて日く、然らばヒ，ボタレースよ、君の愛人は誰なるやを余U吿げ 

よ。 

此質問に對•して彼れ顔を赤らめたり。佘彼れに2«ぅて日く"あi、汝ヒ 

エロニュモスの子なるヒ，•ホタレースよ"君afjs愛せ-^、成は〇愛せす^の言 

を爲すこvj勿れ、自白は旣に晚〇〇余は早くも、君*>たrIIB没せるのみ 

に止まらす、LLに又たfaに深入りせるこSを知れり〇余や^より扑吶の 

愚物なりビ雖、神は愛惝の此秫のものを^會するの力を余に與へたるな 



此言に於て、彼れ益々顔を赤らめたbo . 

クテシ，ボス日く-ヒ，ボタレースょ、余は君•かSHを亦めて、ソークラテース 

:し其愛«の性名を吿ぐるに睬躇せるをiiるを愉快€なす若Cソーク 

ラテースに0て短時問なりビも君€共に在らんには、彼れ何事も他に聽 

くこVJなきに苦•しみ、殆V>方に死すべきなり〇ソークラテースょn彼れ 

KI:文字通bus等の¥を聾せ•しめ、リ；スの頌美を以て吾等の洱を塞 

げるなり〇若L彼れ聊かにても心氣昂進•し來る時には、ソュシスを呼ベる 

聲の爲めに、吾等の睡眠は殺さるi S云ふ£も+可なる無•し〇彼れyュシ 

スm頌の詩文を作れり、而•して其m文や巳に惡•し、其詩に至つては又た一 

M其•しく、比较すべきものあるなし。彼れ其詩^、文章を以て7f等を&tp 

じむるや，典に拙惡極まれbo而〇て彼れ典詩文を愛人に吟誦する1:於 

rは、拙の拙の®も拙を掻む。彼れ與に人をSSかす所の猓を以て之れを 
爲しr;筏JLHくに堪えざるなり〇見る•へ〇、今彼れ荇UK問されて亦Mせ 

るを。 



〈ホ日く、リユシスVJは何人ぞ◦企は他に思ひ出さす、必中やitf年なるベCo 

彼れPIく、あiリユシスの父は^名なる人物に〇て、彼れは父mの1¢ょり 
怵承〇たる名を有•し、通笊彼れQ己の本名に由つて稱呼されざるなり0 

思ふに、nは彼れの名を知らすビ維、彼れの^?猊は必す之を知らん£れ十 

分彼れの他人S興る所あるを示めす可ければな.CNO 

余日く、され)rも、彼れは果〇て^の子なるやを余に^げょ〇 

拽れはアィキジ子1说のデーモクラクースの長刃な.CNO 

彔日く、あiAI，ボタレ—スょ、flはrtl:ifis尙に•して、又た典に完全なるS 

を發兑己たるものなるかな〇余U君が他の人々1:3§かせたる如き吟誦 

を、余にも亦たKかさんこiを希^するものなbo然らば余は、愛者が其 

の愛に關6て、靑年彼自身に對0、或は他の人々に對0て言ふべき所を、果 

•して君が知れるや否やを判定するこミを得ん0 

彼れ日く、否ソークラテースょ〇君必す彼れの言ふ所に何等の重きを 

S くこvj無からん〇 

余口く君は、クタシてホスの言に由れば、君の愛人なり£云ふ其の人の愛 



を否定せんVJするか。 
否〇然りVJ雖佘•か詩を作り或は文を作りて彼れを頌美•したb VJ云ふ 

は事贲に非す〇 

クテシてホス日く、彼れ正氣に非す、其言ふ所は無总味な\彼は全然狂せ 

るなり〇 

余日く、あヒてホタレースょ，fiは、假令其愛人の爲めに、詩を作b、文を作 

りて其名を頌め•しこVJあb VJするも、余は今ま必す、しも其れを^かんど 

はせざるなり〇然り€雖余ti«の作りたる詩文の趣E?を知らんこiを 

欲す、これ秸*>其戀愛せる所の美_なる人に拉近する力怯の£1否を別定 

するに資せん*>爲めなり〇 

彼れ日く、クタシてホス此爭をijに佳ぐるこiを得べ•し、何tなれば余li 

彼1-1何扑をも5Sり•しこSな•しS雖、彼れの言へる•か如く^れは余の^ 

に就いて甚だ精密に之れを知り、又た其記taを^せる山なればなb。 

クタシ，•ホス日く、然b、Kに余は十分に能く之れを知れり。ifncてlibの 

活•し，」るや基だ猾稽たるなり〇何£なれば彼れ似令砑愛«1:*して、莊だ 



ソ—タラr丨ス 
ri<*人V翊类 

する«®u0名 
*を歎ふなV 

其愛に^中せるにも係はらす、其^:人に就いては特に何ntも之を^ふi 

なきの狀，宛も小兒*>何mも十分llso能はざるが如〇〇之れffl:淠稂に 

は非ざるか。彼れnハだデーモクラテース•か全llil:^名なる议有恣なる 

こVJd父1シス、其他彼れの祖先、及•ひ彼^の^群、彼^のビュチォス挤、地^ 

饫、及び子メアfs^に於て、四^或U一坶を以てしたる銳走の勝利^をSS 

るのみに〇て、彼れ之れを^ご.しで歌ひ、或は語り、尙ほ之れに足らす.して 

fsMftせるなbo llmHも彼れ^を作り、へーラクレ—スはリユシス家の|« 

族に•して、リユシスの«H先は彼れを接待〇たるこビあるを抓ひ、此駔先其人 

は大神ゼクスビ此のKの创述:«•の娘ビの問の子なるこvjをPWへbo此 

の如きは传之れ老埤淡の一饨に渦ぎすビ雖、彼れ之れを吾等に吟誦os 

等は無理1:之れを聦か〇めらるiなbo 

此れを聪き.し時余は日く、^呼ヒ，ボタレース、何ぞ拊稽なる。君は未fr 

其愛人を我物ビな〇捋ざる©前、如何なれば自己の名春を歌Viして之れ 

を歌ふや〇 

彼れ日く、y1クラテースょ、余の詩歌は、决•して佘自身の名黎を歌へる 



?&<»ざるi通 
13R人IT翊类す 

Y のに#!5-ざ 
るを；3$ふ 

WW なれdr*入 
の nMiufKtts 

A&lrLむるが 
故1C 

ものに非ざるなbo 

余日く、君は%Cて爾か思はざるか。 

彼れ日く、然らば是等は何ぞや〇 

余日く、其れ等の持歌は、位かU锊な君自身の名赛の爲めのものたるべ 

〇〇何VJなれば苦•し君に•してftの类なる^中の人を獲たらんには、君の 

賧??:•も^の詩歌も共に传な若の光榮»:蹄•し、君は能く勝利して、此くの如 

き愛を獲たb VJの15の名#の5R奕歌Sなるベければなり〇され•£も^ 

し其愛人にこて君の手ょり逸するこSあらんには、«の彼れを頌类する 

こ《大なれば大なるに從つて，«5は此の设上敁美の幸福を逸失したるも 

のvj 〇て、iljて汧秸vjなるべきなり。之れを以て賢こき恝愛洛は、;s中の 

人の愛を獲るに至るまでは、决Cて愛人を頌-/Jせざるなり、之れ時1:失策 

の遇然あるを恐るiに由る〇而Cて尙ほ他U1の危險あり£なす、即ち 

若じfaCA^*にCて愛人を頌詉〇て之れを大なるものVJCて坩垃せしむ 

る時は、彼れ自負心i傲悛VJを生すべし〇然らすや。 

彼れ日く、然り〇 



03SSUなる 

11? 

1^0 
て9す 

Mに由つ 

其自^做俊の坩径0たる後に常つて、之れを#獲するは|府の困雛を 

增すには非ざるか。 • 

余其の然るを52す0 

矜•し瓰夫に〇て155炉〇て其铋物を通がれ〇め•以て其狐をして困難な 

ら•しむる*あbsせば、若は彼をgnうて何vjかなす。 

彼れ^だ拙劣なる狐夫たるや明かなり〇 

然りゼ•し彼れ愛尜を愆和せ中•して、却つて言路を以て成は詩歌を以て 

典鉍を^拗せ•しむるこiありVJせば、彼れやAiも機才なきもの£阳はざ 

るべからす〇君、余に同总なbや否や0 

然b、[M]意なり〇 

然らばヒ，•ホタレースよffu果〇て詩歌を作りて此逾誤の罪を犯.した 

6には非ざるかを一考せよ。君は自ら作-〇たる詩に由て、自己を害する 

者を以て#良なる時人なbvjswふべ0¢は、余は想(ftするこS能はざる 

彼れ日：、然\余は决0て此かるこ£を言はざるなり、若6此くの如き 
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〉側に坐す 

余日く4は.U法なbビ〇此くて余及びクテシてホスは連泐垅の方に 

き3¢の他の人々も後ょb綾き來れり。 

荇笾の22勸坳に入り0時、小51匁恰も供物を尜納.し思たるが、其岱禮も 

殆V」將に終らんvjせり。彼^传白裝束を右•し居たb、而•して迸^及双陆 

は彼逸の(151に行はれ居たり。彼笠の多くは外庭に在つて樂•しめりビ雖、 

又た成者^は衣装室の一隅に{hつて、小枝を以つて製〇たる小きfslの中 

ょb取り出したる骰子を弄〇て奇偶の遊びを爲.し、傍奴^は其Jftltaに集 

まれり。而•して其W物人の中にii/K•も在りき。彼れW年及び小兒の 

砟中に立ち1gに冠を敗き、其狀苑も^•しき幻象の如くなりき。然り£雖 

其美に©りて其窃良なるこVJは¥ろ少なからざる稱赀を似せり〇罟等 

彼等の舴を後に〇て、01:所を過ぎて室の反對の側に至りしに、其處に酹か 

なる坳所ゐり•しを以て、坐〇て较話を始めたり〇リュシス我等に注目乙、絕 

へす我等の方を眺め、我等の*に來るを好むの趣あbof5昨、彼れ一人此 

方に來るの扔氣なく •して防躇〇居たる*>、節一に彼れの友なるメ子キセ 

ノス、3tの遊戯を止めて內庭ょb運®)塲に入り來り、ククシ，•ホス及び余等 

行 



二少年8»る 

n友)fffの共a 

を見て、來つて?f等の側に坐せbo之れを見たるリ；ス又た辕いて"來つ 

て彼れの側1:坐•し、其の他の小兒も亦た來れり〇時にヒ，ボタレース群衆 

を見て人々の後方1-廻はれり"之れリュシスを怒らしめざるやぅ、其£»らる 

iこiを避け0ものなり〇而•して立つて吾等の谈活を聽き居たり〇 

杂はメ子キセノスに向つて謂ふて日く、デーモフ*ンの子ょ、君等二靑年 

中、年Cなるはsitれぞや0 

彼れ〇く、典は®等の言ひ命へる所の問四なbo 

然らば何れかw^なる。之れ亦？S論の爭ふ所炉〇 

然り〇 
然らば次の^^Mは、何れか美なるi云ふにあbo 

二少年破笑せbo 

余n く、余は何れか^有なbやビ云ふこビに就いては問ふこ«なから 

ん、何ビなれば?vt?兩八a友人なればなり、然らすや。 

彼等答へて日く、然り〇 

n^.«•し典に朋友なbsせば，/1;]友なるものは-^物を共通せるものな 



^1 

■ユレスK 

Xを問答 
父母 

れば何れが苗有な-CSや否やを明にするの耍なかるべ.し0 
0 

彼等余の言を承路せ60次に余は彼等兩人の中、孰れか果6て正®Lな 

るかを問はんビせる時二人來bてメ子キセノスを呼び、其fta操敎師彼れ 

を呼べる由を齿げたるを以て、彼れ彼方l:frける1:由り、余はソュシスに向 

つttArほ其他の質間を試みたり〇而〇て□く、余は言ふ、ジュシスょ、君の父 

母は甚だ君を愛せるなbso 

彼れ日く、然bo 

兩親は又た君の完全に幸福ならんこViを希へ-csO 

然be 

されV」も、奴隸の塊界に在りて、B己の好む所を行ひ得ざる者を以て、君 

は果〇て幸福なb V,思へるが〇 

彼れ日く"否、余は然か思はざるなり0 

若〇兩親君を爱0て君の幸福ならんこ£を欲せば、君の兩親は容易に 

君を•して幸福なら〇め得べOVJは何人も敢て疑はざる听なり〇 

彼れ日く、典に然bo 



父母以爲子を削 
Rす3所^^扒 

ら» 

然らば君の兩親は何取なb Sも君の爲さんtf欲する所を許容•して、决 

して?5*の欲する所を制止する等の你は«さ1*&か。 V::,リ 

ソークラテースょ、父母は、余の爲さん欲する所を制止するこざ甚だ 

少なからす。 I 

余日く、君の言へる所は何をか;S味す。君の父助は君の幸Miならんこ 

ビを欲•して尙liJlつ^の爲さんSする所を禁するこiありや。例へ.ば 

君若〇父の馬ittl:乘り、自ら手網を執りて躭爭する*>如き£れ兩親の許 

さすして、然する所なるか。 ， 

彼れ日く、然b 3e親は之を爲すを許さrるなり。 

然らば兩親は之れを雄にか許るせる0 

•傭ひたる御者には之れを許せり〇 :、 J.. 

然らば^の兩親は、若ょりもAT人を信用•し、彼れ1:其^を自由にするを 

許る•し、而•して之れに向つて轮金を拂へるか。 

- 人• 

0れでも^は^はん««0好まば騾坶4£を御するこ\|は之れを能く 



すべ〇•兩親は之れを許るせるや否や。 

許るせるやViか。否、許さrるなり〇 

余日く、然らば何人ビ雖厢馬を御するこビ能はざるか0 

彼れ日く、fiK馬御者之れを爲すなり。 

彼れは公民なbや成は又た奴隷な卜や。 

彼れ日く、奴線なり〇 

然らばSの兩親は其子なる8よりも奴隸を以てjfr0¢なすか〇兩親 

は其財產を羿に托さんよりも之れを奴隷に托〇、君は意の如く爲すi能 

はすビ雖、奴^には思ふがまiに其を爲すこvjを許るせるか〇此事を答 

へよ、君は君自身の主人なるか、或は兩親は其の¥をも許るさrるか0 

放れ日く、否な、勿論兩親之れを許さす0 

然らば君は主人を有せるか0 

然り、我傅ぁり0彼れ其處に*5り0 j, 

而Cて彼れ奴隷なるか0 “V:!:、. 

彼れ答へて日く、然り、彼れ我•か奴隷なbo 



余日く、公民*>奴^に由つて支R1さるiビti-^ubぜtec 

て君の傅は君を如何にするか。 

彼れ余を敢師の許に連れ行くなbo 

敢師は又た君を支配すビ、茗は8Wはざる•か〇 

勿腧然り。 

然らば荇の父は、君の上に多數の主人を{rtくこ亡を好め抓はざ4 

可からす。されVjも君U家に蹄りて母の許に在るに於ては、Wは君の欲 

する所を爲さ0め、又た君の幸祕に干渉する所あらざるべし。母の毛糸 

母の織物等、盡く之れ君の尨のまiなるべく"或は梭或は抜、或は母の^馈 

器具に抑るivjも1¢は决して之れを制止するこSあらざるベCO 

&れ笑ひつ*答へて日く"y1クラタ1スょ。否な"若•し余にLて是等 

のもの1:觸れんSせば啻に制止さるiのみに非すして或は撻たるiこ 

VJもあり〇 

余日く、甚だ驚くべし。君は或は父母の意に違ふこ€を爲せしこSあ 

h, to\o 



彼れ日く、否决〇て此炉るこビな•し。 

然らば何故に、君の兩親は®®に君の爲さんv>する所を制止〇、幸福を 

妨ぐるこVJを爲〇、終日君を.して他人の下に隸S?せ〇め、君の好む所を爲 

さしめざるや〇此くて君は父咪の大なる財產上何の權利もあるなく’君 

の美〇き身Wは父母の財產上何の用もあるなく、^:等は全く一 牧羊者に 

一任•し去bて、リ；スたる君は何人の主人にも非す、又た何^をも爲すこ 

€能はざるなり〇之れ果•して何故ぞ0 

彼れ日く、あiソークラテースょ、こは余の未tr相當の年齡に遑せざ& 

を以てなbo 

余日く3¢は果Cて典の51由なるや、余の大に疑ふ所なbo思ふ1:荇の 

父デーモクラテース、及び忍の母は、巳1:多くの事を爲ttこビを君U許る 

し、决して君*>相常年齡に達するを恃たざるべ-^例へば父母若0何琳 

か之れを讀み或は書くこ«を要するに當つては、IJは兩親ょり其趴を命 

せらるi笫一の人たるVLO 

具に然り〇 . 



而して君は又た其好むがまiに寄物を鑌み或は書くこビを得べく、又 

た琴を^くに當ては好む*>まiに、時1:或は指を以てL、時1:或»i禪琴?S 

をUつてするを咏べく、父も邸も敢て之れに干涉するこヒなかるべきな 

1 

すS所* 
りん 

彼れ日く、そは然り。 • 

余日く、然らば君の兩親は、何故1:一を許る•して他を許るさrるか。 

女れ日く、恐ふにこれ余が一を知るビ雖、他は之れを知らざるにalるな 

らん〇 

余日く、然b、我愛する^年よ〇理由はifにたr君の年啟の不足ビ云ふ 

こビに非す•して、其の智識の不足にあbe謂ふべ60故に教の父にして、 

! •しsli父よりも智漭£なりたり€威するに至らば'iriちに我事を君に 

任じ、又た其財產を自由にするこビを許すべきなり〇 

佘も亦然b VJ倌す〇 

余日くJaつ*の鄰人ビの關係も亦之れに等しく、彼れ-i?しS•か家iltの 

嘴理を爲すこビ挪人よbも巧みなるを知る時は、彼れ0ら家^を爲すか 



成は君に之れを侬钮するか。 

彼れ必す余に依賴すべ〇〇 

又た若•しアテーナイ市の人民に•して、アテーナイを治ひるに於て，君は 

十分の??力あるこビを知る時は、アナーナイ市の政務は之を君に依托す 

るや否や〇 • • 

然り彼等之れを爲さん。 

余日く"例を以て言はんに、こ！に大王あて其畏货にアジアの太子あ5、 

時に君£余VJ共に大王の許に至り、吾等兩人は太子ょりも其料理法に於 

て熟練せ bs の信川を得たらんには、s®I«»iy"^^s*k^li«^.J: 

何物なbvjも吾等の总のま{に之れを入れて調J1するの權利を得るこ 

'王子たるアジアの太子ょりも自由なる1:非ざるか。 

明かに然bo • - ^ 

吾等は、太子がービ撮まみの鹽をだに入るiこSを許るされざる3$!: 

も二捤りの禳を其食物中に入るiも亦自由には非ざるか。 

勿綸自由なり〇 •: 





而〇て是等の諸琳物は邡贲に於てffな我物VJなるべきなbo何ビなれj 

ば、吾®之れを自己の利益に^也•しむるを得べければなb、然りビ雖抒等| 

の知らざるm物に於ては，其事たビひ®答の利益VI思はるi iも、何人もj| 

吾等を信任するこ£ぁらすして、彼等の出來得る限り吾等を妨げ、Wに外 

W人のみに止まらt父S雖母S雖、朋友V」雖，又た荇〇一財親密なるもの 

yj雖、lAIli我等の思ふがま！1:爲さしめざるベく#等は全く人に從臈•し 

是等諸唞物は决•して吞物たるこSぁらざるベ•しMビなれば吾®之れを一 

變••して吾等の利益ビなすこ能はざればなbo君此事を承認する炉〇 

彼れ之れを承認せり〇 • t 

吾等は常1:他人1:友/2るべきか。而して吞等人々に何等の用をも爲； 

さrる£も、人々何ほ吾等を愛•して友ビなすか。 | 
! • 

决〇て然らす〇 1 

君若〇父母其他の人々に取つて全く無用なるに常ても、彼等尙ほ君を. 
£• 

爱するや否や。 一 

50 ii 



覼の必stf怒 
しむ 

12 

揸故|:君若し知識ぁる者ならんには、人々«な君を以て朋友ビなし、親 

戚ビなすべし£れ君が彼等1:有用なればなboされ2rも君若〇知aな 

き人ならんにはパ乂も邸も、親戚も、亦其他の人々も、盡く君の朋友たらざる 

ベ•し〇而•してIJlAili未lr知識に到？9せ中して、未fr何の思想もあらざる 

事にl(Mし、商き思想を^するこViを得るか。 

彼れ日く、吾れ如何に•して之れを有するこiを得ん0 

Sは今ま尙ほ敎師を要せる人なるを以て、未tr以て知識なき者艺なす 

nll心を«こ 
こ)S勿らLむ 

穿は未だ慢心すべきこ亡なきを以て"慢心せる者に非す亡なすか。 

ソークラテースょ、然も余は馒心せ思はざるなり〇 

佘此言を聪きし時、ヒ，•ホタレースの方を顧みたるに、彼れ殆f狼狠せり、 

何vj•なれば余は左の如く彼れに言はんi欲•したればなり、即ちヒ，ボタレ 

丨スょ、此くの如き方法を以て君は其意中の人に路るべ•し。彼れを低く 

i•し、晚れを下tr乙、决oて君•か從來爲せ•し如くに彼れをLて自負倨傲の 



心を起さしむるこvj勿れioされV」も余の言ひ•し所に由つて彼れ大に 

刺戟され又た鍩亂されたるの狀あ办、且つ彼れ余の次に坐せbe雖、リユシ 

スに見られざらんVJせるを記值せるを以て、余は右の首を骹するこ艺を 

控へたbo - 

暫時に•してメ子キセノスwb來1シスの傍に坐せb。リユシスは小 

兒らしき可愛き態度を以て、メ子キセノスには^かれざるやぅ、余の耳に 

我25じて日く、ソークラテースよ5fiくば君•か余に語bし所を"再びメ子キ 

セノスに吿げ聽かせよso 

佘答へて日くヂユシスよ、君は之れを聪きたる人なれば、君自ら之れをIs 

れ〇 

彼れ日く、然り余は傾趑•したり。 

然らば余の|»りし所を記位0、成るべく褚密に之れを彼れに操り返へ 

し.て吿げよ、若し忘れたる所あらば、次：3UWび余に莽ねよ。 

ソークラテースよ、余は必す其如くすベ•し。然bvj雖彼れに新なるこ 

2を踎り聽かせよ、余も亦此處に衍りて可なるの間、君の談話を傾聪すべ 



籍1: 
KGasfnlふ 

余日く、余は君の請ふ所を否まざるベ乙。然bsatl君の知れる如く、メ 

字キセノスは其だ爭綸を好めり、故に彼若し余を破らんSするこビあら 

んには、君は余の18助を爲さrる可からす0 

波れ日く、然り、»に彼れは爭»を好めb、之れ余が君に彼れせんこ 

ビを願ふの理由なbo 

余は自ら愚人Sならんが爲めにか0 

彼れ日く、否な、君は彼れを淪破せんが爲めに〇 

余日く、こは决•して容Mの事に非t何ビなれば彼れは過激の靑年にし 
て、クタシ，•ホスの弟子なればなり。又たクタシ，ボスは彼處にあbs彼れ 

を見るか。 

ソークラテースょ^旅する勿れ、君は彼i嫌論せ•ょ。 

余答へて日く"然り余は彼ど論せざる可からざるべ•し。 

此にクタシ，•ホスは5等の私85•し、吾等のみ樂•しげなるに不平を¢5らせ 



メ蚤キス《 
Sす 

余日く、君もこil:吾等VJ共に談話せば吾等の喜ぶ所なり、リュシスは余 

の言へる所に對〇て未tr了會せざる所あ-^メ子キセノスは必中其を答 

へ得べければ、余を〇てメ子キセノスに其mを問はしめんiせるなり。 

彼れ日く、顧くば彼れに問へ#0 

余日く、然り余は彼れに問はん〇メ子キセノスよ，君は余の言ふ所に答 

ふるや否や。されVjも余は始めに¢1ひ3!:くこvjは、余は小兒の時よb心 

を或る一定のmに向けたり〇人々は*:な饨々の想(ftを有•し、或^は^を 

欲〇、或者は犬を愛•し、成^は金奴を好み、又た成者は名春を求む。されV」 

も余は此くの如きものは亳も求むる所なく、たr朋友を求ひるの情に1? 

•し。故1:世界/ti上の家難或は独等よりも、¥ろ答良なる朋友を好み、尙ほ 

又た^よりも、尺よbも、®りて之れを份んこVJを欲す〇實に余はダレィ 

オスの黃金、否なwli進みてダレイオス王彼自身たるを得んよbも、典の 

朋友を得んこV」を好めり〇余はKI:此くの如きまでも朋友を好むもの 

なり〇而■して余は^及びリュシス•か、君の如き若年1:於て、巳に此のtき寶 

たる朋友を有•し、彼は君の友たり、若は又た彼の友たるを見て、*U騖き又 

arJK犬舄よ V4 
期友を得んこe 

&MT 

ダレィオス大王 
たらルよ^I9SI 

友を«ルこttlr 



s 
た其樂〇みを柒やむものなり。而•して又た自ら顧みるに、余の如きはLi 

U年酚多しビ雖«笠の如き责*なるものを有せるこeなく、又た4何に 

せば朋友を得べきやをも知らざるを悲•しむ。こは佘•か^に問はんどt 

る所のものなり。君は巳に經驗ぁくば余に敎へょ、人若し他の人を 

愛せば彼れ朋友の愛*なるか將た又た愛されたるものなるか"成は兩者 
♦ 

VJも朋友なりビ云ふべきか。 

彼れ日く、兩者共1:朋友たるを得べCO 

彼れ日く^C其內一人のみ他の一人を愛せば、彼れ等兩人丑に朋友た 

b i 云ふか。 • ■ , • •> 

彼れ日く、然り、之れ余の总味する所なり0 

然雖其愛する人に•して、他の一方ょり愛•し返へされざる時は免何 

ん、之れ有b得べきこVJなb&す。 

然り〇 -. 

或は若•し一方は愛すビ雖、一方之れを嫌惡する時は如何ん〇此くの如 

きは愛者の問に往々ぁリ得るこビに-して、彼等の愛情たるや、何物も其愛 



に®るものな〇ビ雖、尙ほ彼等時»:愛〇返へされすVJ思ひ、或は兼遐され 

たりビ思ふこビぁb、之れ有り得べきこビ|:^すやa 

彼れ日く、Wに然bo , 

此の塲合に於ては一方は愛〇二方は愛されたるものなるか〇 

55si 然らば孰れか孰れの朋友なる。愛する者は爱〇返へ さるi VJも又た 

嫌はるi Viも、尙彼れ愛さらるi者の朋友なるか、或は愛さるi名は愛 

する者の朋友なるか、或は兩者相互に愛するに非ざるょbは、相方共に友 

情なるものあらすVJなすか。 

此くの如き時は友情なるもの無きが如CO 

然らば之れ前首に反する»:非すや、前には何れか一方愛する時は、兩者 

共に朋友なb e •し、今は兩者相愛するに非すんば、相方共に朋友に非す€ 

なす〇 卜‘.• - r-ft 

君の言の如〇〇 V 

I 然らばM人ビ雖愛〇返へさざる朋友1:は、朋友たらざる 



朋友たらす艺侰す〇 

然らば^を愛する亡も、馬は愛•し返へさrる時は、其人は馬の愛者に莽 

す〇之rlVJ同Cく箱，犬、酒、或は運動遊戯等凡て愛し返へさrるものi愛 

潘は、是等猪物の愛者に非ざるか0又た彼れ智慈を愛すビ雖智葱の彼れ 

を愛•しR】へすに非ざるょbは、彼れ智玆の愛者に非ざるか。人は是等を 

愛すビ雖、荇•し是等の鉼物に•して其愛する人々を愛C返へすこビな•しS 

せば詩人が歌ぅて 

r務く其子女を愛.し、其馬は無双の蹄を有し、其犬は能く*物を逐 

ひ、又た外^人i交際を有せる人は幸)Wな猸ふベし。』 

ビ云へるは成は誤れbwgnふべきか〇 

余は誤れbビ迅はす。 

热らば詩人の詩は正常なり€恐へるか。 

In 
もTR 

■1 

然らばメ子キセノス人結論は此くなるベ日く-再が愛する所の^は 

成-^愛•し返へすSも、或は却つて嫌ふこビあも^?!»:取つては可愛 



小兒WW親 

5パCする*PJ 

M<、9れ签 
する4Qa必L 

も可Xからす 

易不分* 

霣する者？：1*$ 
れたる衣の明友 

:*るか 

きなb。例へば掻めて年少の小兒は、未だ兩親を愛〇返へすの年齡1:達 

せt又た父w-に叱呵せらるiwは、或は父母を嫌ふこSあbvjも、父母たj 

るものは其嫌はるi時ほVI、其5iの可愛きこビは2)らざるなbo 

彼れ日く、其は典理なるべし〇 

此のa解に由る時は#れを愛する所の者必t-〇も朋友たり又た可愛 

き人たるに非す〇て、吾•か愛する所の者は朋友たり又た可爱き人たるべ 

く、吾れを嫌ふ者必しも敝なるに非すして、吾が嫌ふ所のものは歎なりビ 

3Hふべきか0 . • 

其は明かなるこ£なり〇 . 

然らば多くの人は、数に愛され•朋友に嫌はれ、敵の明友たb朋友の敗た= 

る*>如し。之れS•か愛するもの可愛く 〇て、吾れを愛するもの必.しも可 

愛からすVJするょ6來る所の結綸なり〇されV」も此は不合理なら、否な 

た1*に不合理なるのみに非す又た不能のこビたるなり0 

ソ1クラテースょ、余は君の言を典なbvif3す0 

然らば敵は明友に非すvjせば、愛する者は愛されたる者の明友なるか0 
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HすSIJ1S瀑雕 

然ちぱ«*£一 
如«なる*ぞ 

SSS0 
AVLなるペL 

嫌ふ者は嫌はれたるものょ歒なるか〇 

Kに然り〇 

r.bvj嫌亦前の如く、人若•し己を免せざる者を愛•し、或は却へ：-1:を谈 

ふ者を愛する時は、人は其朋友に非ざるもの"或は其做たる者を朋友こす 
るこVJあ&は.之れを許容せざる可からざるなり。又た人は其敵-し彝ざ 

る者を敝ビ•し"時には其朋友をlrも敵iする•とあり、例へば己を嫌はざる 

のみに非す、却つて己を愛する人を娥ふ時の如き然bo 

其は-K理なるが如LO 

されでも若し愛するもの友たら今*された6者も友ftら个'父?:I^I-r, 

共に友たらすVJせば、吾等之れを何tか云はん〇轨れを以て相互の朋友 

VJsnふべきや。何物か朋友艺して殘れるある。 

贲にソーダラテースよ、余は何物も之れを發見するこ€能はざるなり。 

あiノ子キセノスよ#等は全く結論に於て跋れるには非ざるか。 

リ广ゾス日くジークラテースよ、*答必す其間に棋s4>beこtを確知 



す¢0此くEbて彼れIlhづかしげに顔を亦らめたb£れ言はんVJ Lて 

言ひ01:非t知らす識らす其熱心より出でし言Isた21なリ〇而乙て彼 

れの傾聦せるnn«fr注意深き容貌を示めC居たり。 

»1ルのe 余は典味を以て*^シス•か吾等の談話をき居るを喜びたbo而〇て 

余は«くメ子キセノスに休息を與へ、，ュシスに向つてmぅて日く，，戈シス 

よBふに君の言へる所典なるが如し〇若t吾等の嫌銹UOて正當なら 

んには此く主で娛謬に深入りせざboなるベ•し。吾等鏃論の此方向に 

進行するこVJを止めん、(何VJなれば此路は— :U煩雜なればなb)而〇て時 

人を以て吾等の嚮導者tな〇、以て他の路よb進むべし0何ビなれば詩 

人等は智Sの父たb、創始者たるの態度を以て朋友に就いて語b、決して 

輕浮一6埙の態度なく、神Bら人を引き寄せて以て彼等を朋友ビなすVJせ 

り。余に•して若〇誤るこビなくんば、彼^の言は此くの如〇、日く， 
0 

SSにfむ 『神は常にrdをrM]に引き茶せてWつて互に親密なら〇むj 

VJO君は必す此言をK1き0ならん0 

一 •放れ日く、然b、ffて之れを^けb。 



半ばiEL<rtu 
全<正1からん 

か 

i 
非す 

. . 

君i又た哲爭者等が、同は同を好むi論せるこミを知らん」贫箏名は 

天地自然及び宇宙に就いて、或はsb或は著述するものなり。 

彼れ日く、然b之れを知れbo•«♦ 

君は彼等の言を正しtするか。 ン 

成は正•しからん。 .一 

氽日く、若し正當に解释され•しならんには、恐くは半ば正しく、或は全ぐ 

IE•しかるiを得んか0何Sなれば惡人は恶人ビ與にするを好むi雖、益 

々接近するに從つて彼等互に栩嫌ふに至^ん。何tfなれば彼等互に4U 

害すべければなり〇而して加省者ど被害者via朋友たるこS能はざる 

ベto此は典理に非ざるか0 ^ : . 

彼れ日く、然り。- 广，: , .• 

残らば、空し惡人互にM一ならんには"^は^を好むビの言の一半は3\- 

®にあらざるにあらすや。 

然b VJ雖、余思ふ1:人々の典1:意味す6所は，善人は相间L;く、互に朋友 



たb VJ雖®人は相互の問に一致あるなく、互に情欲を以て相對*k决•して 

酹安なるiなく，其他何事に№1己ても互»■衝突-して、怨恨を懐き决•して一 

致調和するiな•しビ云ふにあるが如*し。君は余の言に一致せざるか。 

人5 

SAA籠友 
然b二致せん0 / • . • 

然らば友ょ。かのMはMの友たbビなす人々の意思たるや、若L余の 

見解に•して誤らすvjせば#人は善人の友に*してたr善人のみの友なb 

ご雖、惡人11决乙て#人Sも又た惡人ビも典の朋友eなるこビ能はざる 

べしビ云ふ1:あるものJ如CO君余の見解に間窓なbや否や0 

彼れ合點して承蹯せり。 ！、• ; 

然らば吾等-1如何なる人か朋友たるJ£の疑問1:答ふるの方を知り得た 

5、何ビなれば荇等の議綸は-|矜人は互に友た令.|ビの答を與へたればなり0 

彼れ日く、然6其は典理なbo 

佘日く、それ然り、然bビ雖佘K尙ほ是れを以て滿足するこ«能はざる 

なり。余の疑念VIせる所を云はんかorlilは若•し其!Mlたるに於て同の友 

ビして有益なりビ似定〇、換言•して云はんに、C：ら自己に何等の菩も、何等 



Mu他力Wにw 

の并をか爲す 

笛arl己のIIに 
滿足す柚0務を 

求むるの*なL 

の^をも爲•し得ざるIH1は、®•して他のWに對•して省或は;»!-を货すこごを 

得るか。又たG己ょり何亊をも5け?る所のものを、他のnilょり之れを 

受くるこビを爲すか。若•し相aに何の用をも爲すこV」な*しビせば、如何 

に•して此等の同は互1:扣愛するこSを爲すや。彼®果して愛するこS 

を得るか。 • 

否な®し得ざるなり〇 

然らば爱されざる所の者は朋友たるを得るか。 

决して然らす〇 

然らば同はIP]たる以上、Mの朋友に非ずC雖#は其善たる以上尙ほ朋 

友たるこ€を得るなbo 

然 

然らば再び問はん#苦•し啓たる以上は"自ら以て滿足せるに非すや。 

滿足せる名は、何物をも他一に求むる所なきは"痛足ビ言へる言35中1:舍ま 

れたる意味に非すや。 

然b勿論なり〇 



何物をも求めざるものは、又た何物をも欲せVるか。 

然り、欲9iせざるなり〇 

彼れ其の欲!aせざる所のものを愛するこSを得るか。 

否な愛•し能はす0 ’ • 

愛せざる者は愛漭た^又た朋友たるこ亡なきか〇 

然b朋友に非す0 

然らば若じ善人は明友なくSも(自己の善に滿足•し磘の人々に對して！ 

欲する所なく-又た朋友あbvjするも、4UIIに益するこiなき1:於ては友 

情の存する餘地果.して何處にかある。此くの如き人々は、如何|:*して互 

U其位値を認めて桕韓敬するの情を起こすこだを得るか。 

彼等能はざるなbo 

若しaに其ffli値を绍むるに非ざる以上は、彼等朋友12るこ在旗iiざ4 

にあらすや。 

典に然办〇 

されV」も9ジスょ、5等又た凡て此點に於て欺かれたるを見ん。吾等 



1■ 

s» 

1Kる*の友情、 
<各«济者を" 

病衣UB帥を、| 
扑名U未知*を 

fす 一 

全く誤SなるU非すや。 . 

彼れ日く其は何故ぞ0 . 

人あり余にftひたるこvjを佘は今ま思ひ出trせ-CNO即ち同は同の敝 

にして善は鞔の敗なりS◦彼れへシオドスの句を引用して之れを確か 

めんごす。其言の日く『陶器商U陶器商£爭ひ、作詩家は作詩家ビ爭ひ、乞 

食はハ0食ビ爭ふJVJ 0尙ほ其他の事に就いて謂へる言に日く『最も間じき 

者は其必要ょb Cて、aに嫉妬、競爭、憎惡の情に?C滿せbo友情は敁も興 

るもの{問にあり。故にn人はVS者の友たらざるを得中、弱者は强者の 

抆助を®0、病者は2:師の親切を：®〇、凡て知らざる者は之れを知る者£ 

親交せんこビを欲すJVJO而〇て彼の人大言以つて云ぅて日く、友情は间 

性Rのものi問に存すSの觀念は典理に非ざるのみに非す、又た典理に 

反せるなbo而じてMも親密なる友情uAiも反對〇たる性Kのものi 

問に存するなり0故に离物间を希はす0て異を欲す、例へば乾燥は滋潤 

を、寒氣は袅氣を、苦味は甘味を、說利なるものは鈍なるものを、虧乏は允滿 

せんこVJを、充滿は虧乏せんiを欲•し、其他枵此くの如きなbo之れ反對 



忖袋来供JffLr 

云口ん、女情a 
5:,:も0にして 

gssie に§： 

KU期友0期友 
なるか 

は反對の食物にむて"同は同ょり何物をも受<る所あらざるな卜£0佘 

は、此言を爲〇たる所の彼の人は、甚だ愛嬌に富み，又た巧みに言へるもの 

なりビなす0*等此言に對Cて如何の威かある。， 

メ子キセノス日く、先づ之れを耽きたる所にては、余は之れを正當なb 

€云はん0 • 

然らば最大親密なる友情は反對性の者の間にあbvj云ふべきか0 . 

確かに。 : 

それ然と然b VJ雖、メ子キセノスょ、此は奇怪なる答には非ざるか。而 

〇てt®識なる討論者等勝ち誇りて手强くrp]ふて云はん、愛は惟惡の正反 

對に非ざるや否や£o吾等如何なる答へを彼等に爲さん。彼等の言2§ 

は-JR.理なるこCをS2めざる可からざるに非すや。 

然b吾等其を認めざる可からす〇 ■ 

彼等問ぅて云はん、敵は朋友の朋友なるか。或は朋友は敵の朋友なる 

か£0 

彼れ答へてmく、否"何れにてもなじ。 •”- 



1E直a不£A の 
犮なるか 

籌に4诈ヤ想に 
も卵ざるもtrffl 

の友情a如何 

美ajnx、ta 

炙なV 

されV」も正直なる人は不正10:の人の友たb、節制の人は不節制の人の 

友たb#人は惡人の友たるか。 

余は其事あり得中vjなす0 

余日く、されでも若•し友情なるものは反對のものi問にあb艺せば、反 

對のものは朋友たらざるべか、bす0 

然らざる可からす。 

然らば同i同i、不Ipli不同ビ何れも朋友に非ざるなbo 

然り、朋友に非ざるなbo 

尙ほ考ふべSこSあb、其は朋友にIK.]するa等の思想は凡て洪3には 

あらざるか。或は又た善にも非す惡にも非ざる*にして善の友たる1¢ 

令はあらざるか0 . 

彼れ日く、其の意味如何ん。 

余日く"佘は1(に知らざるなり〇然bsal、余の艰ffiは議論を考ふるに 

由つて肢翬せb、故に余は古の格言の言へるが如く•*«美は朋友なbjvi云ふ 

折の想(ftを敢てせん〇类は«|:柔和に、半ら|:、又滑かなるものな\故に 



容易に吾等の精神中1:透入す。余の此言を爲すは、佘は善は美なな 

すものなればな^^君は之れに間意なりや如何ん。 

然も 

佘が此く首ふは、善にも非す惡にも非ざるものは、美VJ善VJの友たりS 

云ふ所の思想ょりせしものに•して、何故に余が此く思考するに®き•しや 

を說明せんに、余は薄、惡及び非善非惡なる三原理あるを前定せる»:由る 

なり。之れに關する君の意見や如何ん。 

余は之れに同意す。 

善は善の友たb、恶は惡の友たb，又た善は惡の友たるこSは、》論に由 

つて巳に許すVからざるこなれり〇故に若•し友情或は愛情なるも 

SSS の必す之れ2>りミせば、た<咨にも非个惡にも非ざるもの、善の朋友たる 

か、成は非善非惡の朋友たらざる可からず、何Sなれば何者も惡の友たる 

I こW能はざればな^^ 

% kyo 
4i 

又た吾等の言ひ0如く、同は同の友たるこ£能はざるなbo 



¢5 bo 

然らは非善非惡なるものは同じく非稗非®なるものを友ビするこs 

能はす〇 

明らかに^り〇 

g品靠5 然らばたr務のみ非势非恶なるものi友たるなり〇#. 

然by}假定〇て可なるベOC ♦ •， 

gK人达Sの 此に於て吾等JF.常なる進路に來り〇には非ざるか。故にaょ^康冊 

は锊费成は其他の按助を要せす〇て健康なり。健康なる人はW師に對 

する愛あるこSなし、之れ其人巳に健康なればなbo 

然 bo . ! 

- 然hi雖病者は铵師を愛す、之れ其の病氣なるの故に非すや。 

確かに然り〇 .. •“；• 

而〇て疾病は悪にして«術は势且つ有益なるもの1:は非ざるか。 

然^> • 

sa非靠* され^も人«?は眾に之れを身骶どして見る時は、教に非中、又た惡に非 



ざるに4)らすや0 

fo 

而•して身ffi[は疾病あるのII由を以つてB術に親•しみ友情を保つの.!h 

むを得ざるにあらざるか〇 

然bo 

SS 然らば之れ惡の存在するが爲めに、善にも非す恶|:もあらざるものが 

善の友VJなboにあらすや0 

推論上然り。 

之れBにS3 而して之れ必中、善にも非す惡にも非ざるもの•か、惡の分子の爲めに、未 

tr全く腐敗されざる前に然boものならざる可からす〇然らざれば咨 

を欲•し之れを愛するiあらざる可ければなり。何£なれば吾等前l:n 

ひしが如く、®は善の友たるこ£能はざればなbo 

然b惡は啓の友ftるこVi能はす0 : •丨 ，••：久广• 

saa合aつ余は注意せざる可からざるは或物は、他物vj共に在りて、其物にIM1 

<fcするものcbbvj雖、又た同化せざるものあるこi之れな.CXO例へば油 



を他物の上に！?>b、成は色彩を施こす時の如Co 

番し〇 

ftくの如き堪食に於ては、其物は色彩或は脅油£同一なり¢16ふべき 

00^ 

彼れ日く、君の首の意味や如何ん。 

余日く、余の窓味する||$は例へば君のW色の毛髮に、塗抹するに白粉を 

以てする時は、毛髮は典に白くなれbvjp?{ふべきか、或はたrこれ白く見 

ゆる«云ふべきかviaflふにあり〇 
■ 

彼れ答へて日く"これたr白く見ゆるのみなり。 

されVjも其白きこ€は之れ無きに非す。 

然办。. 

毛髡に白きこ£は之れあbvj雖、尙ほ之れを0て一層白から〇むるこ 

£はあらす〇て、是等は白に非す又た黑にもあらざるものたるべ00 

然り〇 

され^も老蚣毛埏に白色を加ふるに至らば、之れ實|:白化6たるもの 



If 

に0て、白6办て尙ほ典に白たるな办0 

ffl:然り〇 

是等の枰々の塢旮に於て、其物は他物の存在の«めに同化tたるもの 

ビ云ふべきか、或は又た其の他物の存在は、一种特別の狀態の存在VJsrlふ 

べきか，之れ余の知らんvi欲する所なり〇 

彼れ日く、一種特別の狀態の存在なbo 

然らば惡分子存在せb VJ雖苘ほ善にも非す®にも非ざるもの存在•し 

て、未だ全く惡たらざるIを得、而•して其Jli今ょりも前に起bたbssrlふ 

べきか0 

然り〇 

而•して惡分子#在するも、其物何は®たらざる時は、存在せる善は其物 

に於いて番の欲領をdfe起せ〇むi雖、恋の存在の爲めに其物惡^なる1: 

於ては、巷の友たらん£するの欲31を消失せしむべし〇之れ一度善ビ惡 

vjを龙有〇たるもの£雖、今やたr惡のみeな-CV、而•して答は®の友たら 

中€假定されたればなり〇 



• • 然 bo 

故|:5笠は宮はん、神たれ人たれ、已に智ぁる«は智^の;&求悉に非す、 

又た自ら惡たるこvjを知らざるものも智sの愛求者に非ざるなり。之 

れ惡にして無^の人は智Mの愛求*たらざればなり〇而して轺Sの愛 

求者ビ•して殘れる者は、不幸UOて無智の人たbビ雖"未tr無智に固執せ 

す、或は叻力に缺拟せるあ雖1«ほ自己の無智なるiを知れり式思ふ 

人々なり〇是故に智びの愛求**たるものは，尙ほ未だ善にも非す惡にも 

非ざる人々なboされV」も惡人が智尨を愛せざるは#人•*>智怨を愛せ 

ざるに间：し、何ビなれば吾等前に言ひし如く不同は不同の友たらt又た 

间は同の友たらざるを以つてなり〇之れ君のleffiせる所ならん。 

然前に言へる所なbo 

此くてプュシス及びメ子キセノスよ®等友情の性質を發見せbo之 

れ疑ふべきに非ざるなbo故に日く友情ビは善じも非す惡にも非ざる 

Kar抑い求む者が其精神或は身賭に惡分子の存在せる時#を愛するt之れなbio 

- •皮等兩人同总•し、全く余の言を承認せbo余時1:大に喜び宛も通夫*> 



I? e)«DL 

nM又♦»!«な 
99 

£1 
れ2のM辭 

嫌物を發見乙て、將に之れを嫌んVJする時の如くに滿足せり〇然るに之 

れたr瞬間の喜悦に•して、疑念の雲忽ち起ぅて余の心裏に浮び來b<>の 

結»は眞理1:非すビの成起b、余爲め1:苦痛を成也り〇而〇て佘は日く、 

あ2リュシス及びメ子キセノスょ、呑等成は陰影を报へたる奢に非ざるな 

きやを恐るビ〇 

メ子キセノス日く、何故»:君は此の言を爲すか0 

余日く、友情に№1する議餘は誤れるが如く、恰も虛託者等が數々爲す所 

の議論の如きを奴ゆ〇 

彼れ問ぅて日く，何故に然るか0 

余日く、此く考へ見ょ、朋友VJは成者の朋友なるべし0 

然bo 

人若•し朋友たらんSせば、彼れ必す其朋友たらんする所の精神ビ目 

的VJを有すべきに非すや。 

然彼れ精神ビ目的^を有す0 

而して其目的なるものは彼を•して其朋友を贵重なb S思は*しむるか、 



病*«沭4友n 
るの目的 

功«は*ぁるに 
由つT善を®-f 

成は贵笊ビもBは〇めす又た^¥fVJも思は•しめざるか。 

彼れ日く，余は3Jの言を十分に解せざるなり〇 

余日く成は然らん。余矜C之れを3ひ換ふれば君は余のa味する所 

を了付するこビを得べく、余も亦自ら一府明瞭iなるべし〇而して今ま 

余が言ひ•し如く痫港はW師の友たるには非ざるか〇 

然り〇 

而•して彼れの友たるや、疾病あるに由bfi康ならん*>爲めなるか。 

f 〇 • 

疾病は惡なるか0 

確か1:然り〇 

余：：！く、健mビは如何なるものぞ#なるか惡なるか、成は何れにも非ざ 

るか〇 

彼れ日く#なbo 

身ilfiは符にも非す猫1:も非ざるこiは、余已に之れを^へりS信今。 

た，i-it疾病ある1:由b、即ち疾病の惡在るに由りて«術VJ友たり、而•して 



«術は善なb。此くてfil術は健谈の货めに友たb、而〇て健康は势たる 

なり〇 

然bo 

然らば健礙は朋友なるか或は朋友に非ざるか〇 

朋友なbo 

而〇て疾病は敵なるか0 

然らば啓1:も非す媒1:も非ざるものはB及び嫌惡すべきもの有るに 

由b善を欲し、友を求めて朋友たるか。 

明かU然り〇 

然らば朋友£は朋友の爲めに明友にして、敗あるに由bて然るものな 

るか0 

推論上然り〇 

此に於て君等注意して嫌論に欺かるii勿れ。余は恐ょb以後、朋友 

は朋友の朋友なり、同は同の朋友なりVJ1KふこVJ勿からん〇之れS等の 



巳に不能の事€したる所なればなり〇されざも吾等此^怠見に由つて 

欺かれざらんが爲めU注怠して他の點を討撿せざる可炉らす〇乃ち呑 

等の前に言ひし所の^術なるものii之n-/i»のル友なる力成は健mの 
爲めに呑银に责赏なりビ云ふべきか。 i-, 

然り〇 a ::ハ 

铋饭も亦貴ffiなるか〇 卜 

然ら。 

若•し贵mなb tせば何物かの爲めに*aなり¢10ふべきか。 

然bo 

而〇て此目的も亦必す贵ffiならざる可からす、之れ75®の前U許^f 

たる所に含葙せる袞味なればなり。 

然 t .•• 、 

或賣ifiなる物ビ云へる內には又た其他の贵®なる或物を含菩せ卜•ォ 

云ふべきか0 

^ KVO 



友Itの第一析理 5 n £も此，、論1:進む«:於ては孖銮終に結屈の所|:至り、友佾或は贵 

mなるこiの或第一KC理に速すべし。即ち其第一原理たるや决〇て或 

る他物の爲め£なるべきものに非す•して、其物の«めに他の諸物贵ir(な 

•るものなるこVIはff等の主張する所なり〇 

然办〇 

而0て余の疑ふ所は，»等の官へるが如く滅の一物の爲めに是等凡て 

の諸物を贵mなb S云ふは、たr吞等の鉛*成は誤想に〇て、Rtr其の第 

一府理の在る所に^の友情の»想あるにあらすやビ云ふにあり0換言 

せば、こ！に大资物あOVJ假定•し、(此鈐物は父の子に.して、父は此の-fを以 

て他の諸资物ょbも黄®なbviす)而乙て父は其子を以つて最も贵mな 

るものVJ •して他の諸?f物の上に;aき、其他の諸物の贵きは、たr之れ其子 

の«めに贵氓なるに過ぎす£なすには非ざるか0例へば、界0父其子の 

矢鴣答の^を飮み乙こVJを知り、而〇てivsは以て此铤を拊すこVJを知ら 

んにtr父は又た«を贵重なb sはなさrるか。 

然办〇 〕 



而して又れ其の酒を盛れる所の器物も之れを贵ff(なb Sはなさrる 

衔り< 

然b vj雖、父は是故に酒三ffl成はipiを盛^'たる阼m,<;をnつ:之〜/,」J 

子VJIM11に贵mなbvjするこビな•し。之れ雄ろ此堪合の典狀Uぁらす 

や〇而〇て父の此堪赍の爱您なるものは、目的の爲めに辩備されたる方 

法1:關する1:非す•して、WI:目的に№1するものなり〇而•して此目的の爲 

めに方法を備ふるなbo吾等又た质金銀の贵觅なるこビを営ふ、されで 

も此主與理に非す•して減の是等を*®するは"他に目的ぁるに由る。某 

目何物なbviも可なり。たr之れ吾等の諸物中最も贵mなb亡せ 

る所の者に.して&物の爲めU吾等黃金及ひ其他の諸物を求むるなり0 

余の言正乙きや否や。 

然り正當なり〇 

此&直に移して朋友を論すべきに非中や〇夬の或る他のものi爲め 

に*£なるものを、吾等珙つて其物與じ-Am*なるが如くに湖ひ爲すビ雖、 



nl:贵Jitなるものは此I:所iiVI友f.:/なるものi終局するrrのものた&な 

bo 

彼れ日く，君の宫典なるが如し。 

而〇て眞に贵®なるもの即ち友情のAi終1¢理なるものは、其他のもの 

i爲め、成は尙ほ他の*mなるものi爲めにするもの1:非す0 

具に然り〇 

然らば友怙VJは'®するに是の以外に他の目的を有せざるものなbs 

云ふ1:あり。然らば-7V等蒋は朋友な卜亡云ふこVJを推紛〇て可なるか。 

余の見る所亦同》し。 

然らば善は惡の爲め1:吾等之れを愛するか。余は此く此塲#の說明 

を«さん、日く、余は此く今ま若6假定〇て、轡VJ惡く非善-非惡ビのI三者 

中、たr蓉VJ、非善非Mの中n:のもののみ後に殘り、Mは彼方に去りて、巳に 

精神にも身舱にも影啓を及ぼすこiなく、又た?f®の前に言ひ•し*>如き、 

其物自身善にも非す惡にも非ざる所の物の階級にあるものを寄するこ 

VJな〇 VIせば#は何の用もあるこピなく、又た?f等に！：！川なるの外なき 



■ の最^* 

にぁら中や。^6ELU吞等を害するものrf-せざる時は、吾®は敢»••!を爲す 

所のものを要せざるベLO元來吾等の務を愛•して之れを欲するは、惡の 

存在せるに山り、惡たる疾病を除かんが爲めにして、若•し疾病なき時は之 

れを台するの必耍なきは明かなるこビなり。之れS等轉惡の中間1:在 

る所の老*'善を愛するの理ttlにして5等1:惡在るを以てなり〇されで 

も善其物の爲めには费の用は有らざるなり。 

思ふに其は典なるベCO 

友货の炝終1¢理なるものは、吾等の思考する•か如く、相待上の諸友情が、 

盡く劣中に終局する所のものに•して、是等？i友Wビは全く興る所の他の 

性Kのものビなす〇是等相待上の諸友惝なるものは、他の•»£なるもの 

Ki朋友の爲めにVJて贵ffiなbviIRせらる一 vj雖、具の朋友或は與の贵 

艰なるものは、全く之れに反せるものに乙て、かの相待上の友情なるもの 

は、»惡ぁるに由つて贵货なり艺雖、於*し其の悄惡去るに於ては、愛も亦存 

衍するこビあらざるなbo 

皮れ？へて日く、典に然り、而*して此事少なく Sも鷂論中に含菩せられ 



存す。 

0賊却〇8 余日く、然りビ雖、余1:吿げょ、劳〇惡1:*して浒滅•しTりたらんには、吞等 

fflゆるこVJなくWくこVJなく、其他此くの如きこビは今後あらすi云ふ 

べきか。成は人W及び動物1:して存在せる以上は、㈱锇は今後尙ほ存す 

ベしビ雖、左程有害ならすvj想倮すべきか、谢及び其他の|&成情に於ても 

同C;く存すべ〇 vj雖、惡の滅却〇たる以上U&等は惡に非すvj云ふべき 

か。成は卑ろ典然るか然らざるかを間ふこiは意呔なきこビなb、何人 

か之れを答へ得んiなすべきか。余はたr現在のm情に於ては涵硪は 

時に吾等を稗すS雖、又た時に益す.るこViあるを知るのみ〇此は典に然 

るに非ざるか0 

一 | 
之れS同じく谒及び其他の欲^も吾等に取つてB.VI:善たり、時に惡た一. 

b、又た時に善にも非す惡にも非ざるこSあるか。 

然备〇 

然りビ雖惡の滅却•したるの故に、又た®ならざるものJ滅却するの瑰一 



*4在す 

fss^ 
ffiwなせtf 

®M却せtf友tft 
なL 

由あbや否^0 

あるこV」な•しo 

欲wa&flす 然らば苦〇惡に.jて滅却するvjも、尙ほ鞞にも非す恶にも非ざる諸欲 

SSは存衍するかG 

明かに然り。 

人は其欲印':*し、又た愛する所の漭は、之れを愛せざる可炉らざるにあ6 

ざるか。 

彼れ之れを愛せざる可からす0 

然らば似介惡は滅却したりヒ雖、尙ほ愛成は友惝の或分子は存留する 

にあら今や。 

然り。 

然6ビ雖苦•し惡に•して友情のM因なる時は然らす。何vなれば此坳 

<11:於ては、惡の滅却〇たる後は'何物も如何なる他の物S朋友たるこS 

ぁらざるべし、之れ1«2:滅却0たる後、た_ょ其の結果のみ存留するこ£能 
- 

はざる可ければなり〇 



輿に然bo 

余は前に朋友は道理ありて或物を愛すど言ひし1:は非ざる炉〇而し 

て其逬理iは惡の存在に由-^啓1:も非す惡にも非ざるものをして、箝を 

愛せ•しむるに至らCむる£云ふにはあらざ-^ •しか。 

wのM因If*せ 
るか 

囅 aa$ のIR 
四 

るi者U取つて可愛きにraるを以つてなbo而•して其他の說は無窓味 

冗漫の說話の如きものには非ざるか。 

其は或は然るべ〇〇 . 

余日く、SS b VJ雖、人の願Sするや必中其要する所のものを願^するに 

典に然り〇 

然りVJ雖今ゃ吾等の：s解は：；前VJ趣を變Cたり。友tl!fにU他の似因 

を有せざる可からざる1:¢)らすや0 

余思ふU他uIa因あらざる可からす。 

典理は"雄ろ5等の今ま論Lrwたる•か如く、3级は友情のW因なり艺云 

にはあらざるio何VJなればKfi錤する^は、其KQ錤の時に於て、顔盟さ 



ac然な¥ 

trtjsti な 
の*なL 

其要する所のものは、彼に取つては贵®なるには非ざるか。 

然bo 

人は其缺損せる所のものを要するにはあらざるか。 

然り〇 . • 

然らば愛^願^、友情等は、0然、或はM好性のものなるが如し。？▲シス 

及びメ子キセノスょ、此は推論上然るなり〇 

彼等之れを承認せり〇 

然らば苦•し若等朋友ならんには、君等は相互に其同好性たる所の性質 

を有せざる可からす。 

彼等兩人日く、確かに然bo 

而して余は云はん、少年等ょ、教し人他を愛•し或は願^すビ雖、若し彼れ 

其精神に於て、或は其性KU於て、或は其態度に於て、或は其形姿に於て、鬼 

に角に同好性を有せざるに於ては、彼れ未だ其人を愛し又た欲盟したり 

i Sふべからざるなり〇 



メ子キセノスは日/、、然り然b VJOされVjもリ<シスは無言な-〇き0 

佘日く、結論せば、N好性のものは愛せられざる网炉らすe云ふ't:あ 

KVO . 

彼れ日く、其は然るべき所なbo 

然らば虛僞に非す0て、典情より愛するものは、又た其の愛人より愛せ 

られざる可からざるなbo 

リュシス及びメ子キセノスは此言に對•して、甚だRき承Kを與へたり£ 

雖、ヒ，ボタレースは甚0 く容悅の顏色をMした-CO 

技に余は前論を再査せんS •して№1ぅて日く、吾等『同好性Jビ謂ふこ£ i 

0 

『同j VJ8VIふこビ！を傾別する炎を得るか〇芳〇之れを能くすビせば、リュ 

シス及びメ子キセノスよ，佘思ふに一*等の今まで爲〇たる友情論は窓味 

あるものたるべ•しビ雖、若し同好性ミ同ビは同一なbviせば、Sきの，rli]の 

同たる以上は同に取つて益な論は、如何に•して之れを除去する 

こビを得ん。而•して無用のものを贵®なbビ謂ふは、甚だ不旮理の事^ 

るな〇〇然らば^等rMl好性V3同£はK別さるべきものなbvj0こVJに 



怨、何れが同：a 
ftなる 

IIIの Ma にWM 

间意せbvj假定せんに、恐くば謓論U酢ひたる餘b、君等は之れを許容す 

るならん〇 

與に然り〇 

吾等、wli進みて善は同好性なbe雖、惡は何人にも同好性に非すiilw 

ふべきか、成は惡は惡Vi同好性に乙て#は费VJ同好性S謂ふべきか、或は 

又た#にも非す恶にも非ざるものは#にもあらす惡にも非ざるものS 

同好性なbvjliふべきか。 

彼等此圾後のものを擇びて同意せbo 

愛する少年等ょ、然らば吾等又た以前1:論破じたる所の誤謬に格れる 

なり。何VJなれば不正lf£者は不正&者ビ友たb、惡人は惡人VJ友たるこ 

ビ#人は善人ミ友たる如きを以つてなり〇 

其は議論の結果なる•か如し0 

然りビ雖呑等若•しM好性は善ビ同一なb Sせば、此鴆合に於ては善の 

みたく善の友たるべ-〇〇 . • • 

然り〇 . 



0Sた余 
みI占ぐa 
すrtU 
る»給 
»を！? 

Vユレス及ぴX 
+キセノKを迎 

ひに*I 

然bi雖之れ吾®•か前にtt破したる所の位aなるこ€は君等の記位 

せる所ならん。 

吞等記taせり0 

然らば如何にせば可ならん。或は寧ろ何^かせんすベぁbやsgylは 

ん。吾®は知^が法廷にぁつて議論する時の如く、たr此く前綸を總括 

するiを伢るのみに〇て—愛さる一老も、愛する者も、间〇き者も同じか 

らざる^も、善き^も、IMI好性の洛も、其他®等の言ひ〇所の漭—其數余の 

記位せざる程多かり〇なり—若•し是等凡てのもの传な朋友に非すVJせ 

ば、其他余は何を以つて朋友Sなすべきやを知らすビ言はん。 

此くて余は何ほ成る他の年長渚の3SMを33かんS欲〇たるが、突然、リュ 

シス及メ子キセノスの傅等、彼等の兄弟Vi共1:惡魔の如き狀貌Uて來つ 

て、怒锞以つて吾等の間答を中WO兩人の歸宅aosoて歸宅せょvj命 

Cたり0始めは荇笠及び傍在漪は彼等を遂ひ退けし*>、彼等遂に之れを 

意ビせす镫»を發〇、大に怒-CSて二少年の名を呼びて叫び廻はれり。彼 

等はへ火メース帒にて多ftl:飲酒•したるもの一如•し、故に制御するこビ 



明友a如何なる 
¢0なる扒遂に 

sltiftせ貪 

甚tr困難なbcvi雖、«答温和i:128步じて鮮衆を開fAせbo 

され_sも別るiu臨み、余は數焐を少年ulgつて日く、あiメ子キセノ 

ス及びリュシスょ一傍胧者等開散•して此く云はん—げに之れ滑稽に非す 

や〇艿等二少年'君等S共に一たらんこビを欲する所の老少年たる余 

yjは、自ら朋友な想像せbvi雎、吾等は尙ほ未だ朋友の如何なるもの 

なるかを發見するこ艺能はざるなbee 
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，へ！ 1<解也 

3 / ノ iるものを紹介した&こs4>sを以つて之を妇< 時有名なるダ#1ンなte4$ こKbて 

り〇ラf Kは甘て•すオン戰學の時fクラタ丄右 

*勇仕なる行—•して、能くてタラ，を知れるな"。 

ソ上，，上は、ニデス及びラ，Tス等よt後班なるを以？ 

先づ兩將軍の意見を聪き’然る後補ふべきこS、正すべきこビぁらば言ふ J〜ti家；ァi術師ス…ォスの？ 
所tべし-なせ〆""“ も？なせ=雖、武背 

::ネiiiく iは學EすHn の劍術帥の爲す所は、無用に•して滑稽なtのなbo故じ武興を貴、 

パ〆夕人の如きすら之れを度外规せ"ミなす。®して气Tス自ら 
I此の刺術S技術の拙劣にして清箱なtのなる，』4、海上に於〇W 

る 一！to時に之れを—せ1てき此ス二なtの 

i技術を排擊せbo , •£ 
f於：，て老人、®人のIsfソふ，てr乞 

ひ走の抉れに加擔するかを問ふ。 ___ 



ソクラテース此くの如き'®*要なる問題を多數决に付するを以つて不 

可VJなし、(ソークラテースの多數决を不可iするは大に注意すべきこ€ 

Jなす〇 rブロータゴラス』中にもr辯^J»中1:も、rクリトーン』篇中にも、此精 

神瞭然たり午分能く敎育に關〇て學修せるもの、成は此の術に明かなる 

者の意見に聽くべし£な〇、兩將箄は自己よりも年長者なるを以つて必 

す十分の窓見あるべければ、yュシマ，ホス老人、宜•しく兩將箪より聽くべし 

€なす。ラ,へースは前巳にソークラテースの3J壯なる行爲の人なるを 

知b、又たソークラテースの言ふ所のffltisあるを成C、ソ1クラタ1スの 

身に於ては、言行相調和〇、彼れ其人は 一^ド？7式の音樂其物の如きの 

成あb、故に切にソークラテースの笞を聪くこビを〇jむ、年齡のfi:少の如 

きは^に介するに足らすvjせ90 

ソークラタース問ぅて日く、根本的研究の法たるや、先づ!»氣なるもの 

は徳«の如何な&部分なりやvj云ふより»>#し始むべ〇ビな〇、而して『勇 

氣ビは如何なるものなbやIUVJ間ふ。ラ,へース之れ容具に答へ得べきこ 

vjなbvjoて日く(一 M氣Sは自己の守るべき立塲を守りて、决して之れ 



を衆てi通れざるこミなりビ。ソIクラテース問ぅて日く"成る人民は 

遊れ〇i巧みに戰ふこミホメーロスの云へる所のアイ子アスの如き-r; 

b、又たブラタヤla爭の時スパルタ人も一度通れて又た逆媒せ〇而 
« 

•してV&に®:事上のみの與氣に非す•して、一般にMする所の勇氣の定解を 

得んこ£を希3iせり。ラ，へース答へて日く、(二)irj氣は忍耐な办¢0ソ— 

クラテース評〇て日く、與氣は善^なb、然るにmに忍耐なるのみは、或は 

却つて有^なるこビありビ〇此に於て(三)gj氣中には智性を加へざる可 

からざるこyiiなれり〇然b V-雖1?性なき忍耐は、時に或は智性6る忍 

耐ょりも大烀勇敢なるこ£あ41:由つて見る時は、こiに兩觀念街突〇 
零 

て、其說明の方を知らす、たビひ行爲U於ては3J氣あり€雖、言晤に於ては 

a亂不明にtてAKリア』式の調和又たあるこvjなしSなす0 ヾ 

•ー キアスジークラテースに聽きし所に基づき(四M氣は恐悃及び希9i 

の基礎の知識ななせboラ，へース之れを嘲笑-しジ—クラタ丨ス之 

れを贸問•して日く、-«知m¢12何の知識なる•そJVJO -1キアス日く『恐るべき 

Jの知識なbjsoソークラタース餘Cて日く"恐るべきこiは之れ將來 



に[»1するこVJなb、されざも將來の知識のみ、過去及び現在の知^ょり獨 

立して；& 〇得べきものに非す〇て、必中や、過去、現在、將來にMせるものな 

るを以つて、is氣は將來に關す•る知通なbvisふビ雖も、之れ]?fは、過去現 

在及び將來に通する凡ての善惡の知aたらざる可からす〇而•して令•，般 

の#惡の知Idなるものは、たrに勇氣なるのみ1:非す•して、又た節制、正^ 

及び其他の諸(Sを耍するこ¢1なb、此くて一简の傯は全諸傯£同一な 

るに至り、前に定族.したる所ビ銜突0、遂に要倾を汧ざるなり^>なす"而-し 

て二將艰も、デリオンのi»^たるソークラテ-スも"遂に负氣の何たるや 

を解する能はす、小兒も、老人も、凡て皆な小學校に往きて學ばざる可から 

ざるこなれり〇 

〇 
『ハダミデース』及びシス』に在〇ては若かやかなる美は其中心たりじ 

i雖、本箱は老人及び成人を以つて主Sな〇、其內ソークラテースは最も 

若かき人たるな-CSI中年なるベ〇〇 

本篇1:於て35族ビ知邋V」の關係の觐念C5りビ維、未だ明跄なる結果に 



至らざるなbo勇氣の性KI:鬮する種々の*の思想此U存〇二奥氣な 

るものは道德上のものに漦《るに身體上のものあるこ€、(二真の勇氣は 

知識S分離すVきものに非ざるこビ、011热り亡雖又た天性に屬するもの 

あるこVJr是等は注总するのfflfMあるこVJiなす〇而して，，へースは 

與氣の一侧面を表はし'ーキアスは他面を示め•し、兩者の調和乙たる完全 

なる肖*は、たドソ！クラテースの一身に於いて見らるべきなbo 

此篇に於てはソークラテースは年若き成年ビ•して表は0あbvi雖、デ 

リォン戰爭は紀元前四百二十w年、ラ，へース將眾のマンチ手ア戰爭に薨 

れたるは四百十四年にして、本篇の事實の年代は、此兩年月の間なbwせ 

ば、ソークラテーKの死せじは紀元前三百九十九年七十二歲の時なbじ 

を以つて本旗に於けるソ—タラタースの年黪は决〇て若き成年に非す 

して五十歲前後たるべき答なbo然り£雌、本IIには若き成年の如くな 

〇あるに由つて見る時は、ブラトーンは事«にmきをSかざ-CVLこVJを 

艇する*:足るなbo 



酎6人物 

フr*.シマyホス—* ステイ•テースの子 

メレーシアス-ツキュデデースの子 

彼等の子等 

ニキアス 

ラ，へース 

ソ••クラテ1ス 

キアス及びラ，へースの兩君よ、君等は甲®を若して劍術 

ずがもを行ふ人の技術をM物せり〇されでも吞が友メレーシ 

アスビ余VJ*>名等兩人に請ひて共に其の見物に行きC理由％に就いては、 

其の時未だ晤らざb •しが、吾等今ま其の理由を打明けて語らん€欲す、何 



どなれば吾等は粘等に對•して何の包む所もあらざればな货は吞等 

は^君ょb忠吿を得んVJ欲する事あるなり〇此く言はr人成は忠告-の 

無効なるこvjを笑ひ、忠吿公馘ふど雖も、典情を吐Sして忠吿を爲さす、先 

づ忠吿を請ふ人の胸中をBsila•して其人の欲する如く言ひ爲•して、*も自 

己•かEに思ふ如く、其人に忠吿を與へざる者あり〇然bビ雖吾等は諸君 

の#良なる刻哳を有せる人にして、諸君のBふが如く、典情をIsる人なる 

を知り放情諸君の忠告を希^するなり〇而〇て吾等が此鍺言を狡きて 

拆て«はんi欲するこiは此車なり—メレーシアス及び余は二人の子 

を有せ.CS、其れなるはメレーシアスの子に〇て、其il父の名をmぎてツキユ 

デデースVJ云ひ、此れなるは佘の子に0てN•じく祖父の名を雄きてアリ 

スティデースS呼べり〇而して?V笠fli大なる注意を以つて此少年等を 

敎竹0、巳に小兒のisを脫•して^年ビなり*し時"往々にして放^upaるこ 

VJを朔ぎ、决〇て彼等の瓜ふ*>まiに拫姊は•しひるこiなく、：*等の能ふ 

限bの力を^く •して完全なる敎育を試みんS欲せboJte?も亦子を^ 

せる人なればiiも:](;敎竹進歩1:注总したるなるベ〇〇荇し諸君に•して 



子t•す 

未だ是艰に注意爲さすビせば、以後之れに注趑0、共|:我等を助けて阈民 

たるの雜務を遴くさんこビを希^するなbo ニキアス及びラ，へースょ 

諸釕或は冗長ビ威す&やも計られす€雖、今佘6>此思想を起0たる所以 

に^いて一言する所あら•しめょ。メレーシアスV；余VJは[Ml一の家に居 

0:0て吾等の二兒も共にゐりて、始めに85り0如き唞情たるな.00吾等 

兩人S々子^1:敎ふるに、吾等の祖先が、平時1:於て又た戦時に於て、多く 

のIfis何なる行爲を爲せ.jこごを以て0、又た聯邦琳務の整^、及び®都市 

の事務を^辨〇たるこi等を妨6战炉せり〇されVJ &吾等兩人、何れも 

人1:誇るの行爲なく、祖先報に比W:せば大に赧Mせざる可からざるなり〇 

祖先等は他人の>uにまで旭11:0、盡力する所あbov,雖、吞»は靑年の日 

に於てCら暴粢〇、今や以/ #等の組先を«か〇むる1:至60こiを歎 

やざるを得ざるなり0故|:«鴒此祺を子等に龉5、若〇敁铒にして、不轨 
f 

の志を憤き、?？0 くは势く自己を修むるこViを力めざるWは、决〇て名# 

の人¢0て成fi:するこi能はすご雖、若•し钩く自己を修むる時は榮名を 

有するこVJを得べき由を敎へたり。子等は、十分、吾等の粮神を腊するrh 



年にttふ基に 
4fiQ科目 

i何yや 

K— 

を約•したれば、荇等は今や如何なる科0はiiも子等の進步に有効なるか 

を知らんvltるなり〇或人は，此の武器使用術は、靑年に取つて最も有益 

なるこ€を|§り、諸君ビ共に行いて觀たる所の彼の人を稱赞*し、75等に働 

了る1:行きて觀る吴を以つてせbo因つて吾等試みに行き見んビ欲し、 

諸君を誘ひ、若し諸君1:して興存なくば©等の子等の敎育に就いて吾等 

に忠告を與へんこSを欲•したるなbo之れ吾等が諸君を見て淡話せん 

ビ〇たる理由に〇て、吾等は、諸君が此の事に就いて十分其の意見を述べ 

若レ他に學科あらば、其は靑年の學ぶに適せりや否やU就い.T^feせハ 

こビを切aす〇諸君吾等の顋ふ所に異議あbや否や、幸1:吿げょ0 

||キ y*i/マ，ホス及びメレーシアスょ、余の^Cたる所を以てせば介 

は奪に君の目的ビせる所を稱貧*ksびて君1:助力を與ふべCOラッへ一 

スょ、?Vも亦間Cく笤びて助力を與ふるならん。 

ラッへ ニキアスょ、確かU然り〇實にソユシマ，ホスが其父及びメレーシ 

アスの父に就いて言ひ•し所は、たr之れ？ユシマ，ホス及びメレーシアス等 

のみの事に非すじて、又た何人ビ雖も、街も公雄に關せる人1:適應すべき 



0子0 

こVJiなす〇リュシマ，ホスの言へるが如く、多くの人は其子等、及び.it個人 

に關するこ¢11就いては、多くは总馒不注意に•してヂュシマ，ホスょ、霜の言 

へる所には*に典理あつて存せ謂ふべ•し。然るに君は靑年の敎育 

に關•しては"之れを吾等に計らんょりも、何故に&等の朋友ソークラテー 

スに針らざるや。ソークラクースは君ご^Kの人にして、你に君等の目 

下考究〇居る如き、靑年の高13なる^問或は^業に就いて敎ふるこ艺を 

爲せる人な-〇〇 

1シ ラ，へ.-スょ、あiソークラクースは此くの如き事に關して注怠 

せる人なりしか0 

9,へ 然り、？*ンマ，*スょ〇 

一ーキ 此の事は余も亦ラ，へースVI同Cく之を知るの機ありしなり。 

通日余は、子供等の爲めに昔樂の敎師を擗めし時、ソークラテースはァガ 

トクレースの門人ダモーンを紹介せり〇ダモーンは諸科の篓術に精達 

せる人にして又た音麋者なbo而〇て青年に取つては最も稱賛すべき 

阵侶たるなbo 



ン—声， 
の*so 

^s*l 

リュシ ソークラテースキアス及びラ，へ—スよ、吾等の年齡に達〇た 

るものは1般»:、年酚の鸩めに家に在りて外|:交はるこ€なく、爲め|:贵 

年の人を知らざるこS多•し。されV*も余は君に5?!む、ソフ〇 -1スロスの 

子よ、君ビ同Kに住む吞等に、君の興へ得る忠告の利益を受け6めよ〇且 

つ余は君の父の舊友ビ•して此唞を願ふものなbo饩に余S君の父VIは 

常に親0 5朋友にして、君の父の死する時までも、吾等の問に何事も興る 

vjあらざbしが、今ま苕の名を38きて思ひ起•したるは、我子等V家に在つ 

て互に防り合ふ時、艰も歎美〇たる言語を以つて、M々ソークラテースに 

就いて！£り居りしこvjなるが、其時余U子供等のmへる所のソ—クラテ 

1スはジフロ|すスnスの子なbや否やを問ふの考へ起らざbき。子供 

等よ、汝等のM々言ひ居-^し所のソークラテース艺は此人の琳なるか〇 

子供•然り、父上よ、此人なり〇 

O..V ソークラ.K1スよ、余はSが能く其の父の名猓を維持せるこVJ 

を聪きて大に弈ぶものなり。岩の父はMも秀出せる人なりき。且つ佘 

は-？V等の家族の關係の新たにMされたるを悅ぶものなり〇 



今後ンーク，ナ 
|ス《||密に交 

Uる！Jeを求む 

5*のS 

3ッへ リユシマ，ホスよ、君は必すソークラースースを見粲つベからす0余 

は此事を君に言はん、彼はたrに其父の名券を維持せるのみU非すして 

又た能く吾國の名#をも維持せるなり〇罟等デリォンより退軍する時、 

彼亦吾等ビ同取中に4)りき0余は言ふ、荞0他の人々»:0てソークラテ 

1スの如くなboならん1:は、® 3Jの名#は維持せられ、而Lて彼時の如 

き大敗北はあらざり〇ものを0 

りユシ ソークラテースよ、此は正直なる,»地の目擊者が君の功績1:對 

〇て呈•したる至高のm炎たるなり〇余は贲に君の名聲に就いて33くこ 

ビを得たるは、莊だ愉快に成する者なり〇且つ余は希31•す、今後君は余を 

以つて君の親友のービせんこビを〇赏は久〇き以前に君は余を訪問〇 

君の朋友中に余を算入せざる可からざbeなり〇されVjも互に知り合 

ひたる上は、今後は余が首ひし如くに爲〇、余にも來りて佘及び是等 

少年VJ相識り、而•して余が君の父VJ朋友たりし如く、又た君VJも友情を禳 

づけ得んこビを希轺す。然りビ雖、余*>談話•し居たる夫の武器を使用L 

て間ふの術は、少年の學びて有益なるものなりや、否や之れに對する君の 



意見は*1何ん。 

xn — ス VI ク广ゾマ，ホスょ、余は此事にIW*して能ふ限bは忠告を呈し、又た饨 

tM晰1に先づ言々君の希盟の如く行ふこViを力めん。されV」も余は他の人々に比較せ 

ば年少に•して從つて經驗も亦少乙、故1:先づ年.SK者の言を38き、之れを學 

び、然る後若•し附加すべきこSあbe成せば之れを附加*し、其後1:於て諸 

矜の言U對•して余の意見を述ぶべCO先づ諸君の內ニキァス始めに賭 

bては如何ん0 

l-urKttw術 11キ ソークラテ.-スょ、余は別に興存なければ余ょb語b始めん。 
MKlr有用)Iな I 

余の思ふ所に由れば、此技術の學修2、靑年»:取つてM々の方面に有用に 

して、W散時に之れを行へば、以つて身«?を健康强壯にし"以つて靑年の陷 

り易き種々の怠悄を防ぐの利あり〇何れの運動術も之れに漫bて困難 

且つ有益なるものあらす〇殊U此運動及び乘馮の術は、吾々公民に取つ 

ては諸®術中最も適當なるものにこて、武器の使用に敎練されたる人の 

みは、之れ吾等の取事上の强力者に•して、寅に戰爭の中軸を爲せる所の技 

桁を以つて敎練されたるものなbo且つ實戰の塢合に於て、戰列に在つ 



て他衆ビ共に關ふ時は、此种の^修は必中其贤効を示めすものにtて片 

〇我•か狨列敵の爲めに破られ、^身以つて闘aざる可からざる時は、至大 

の効用ぁるものビなす。成は敵を追ぅて之れを攻槃0、其能く防衛する 

ものビ閼ひ成は敵の攻擊に對して自ら防湖する時の如き]Ifc術の必要な 

るこ£亦大なbvjす。人若し此術を知得せる時は、一人^•しくはis人の 

手に由つて害を被るこビなく、如何なる坳僉に於ても大なる利益ぁるべ 

Kttjsfc 〇。之れU加ふるに、此秫の技術の練迷は、能く人をして此他の萵尙なる 

科梁に向は•しむるものビなす〇何ビなれば人^.し武器を以つて鬪ふこ 

Viを學ぶものは、又た5lf隊の組織を學ばんこViを欲すべ6、之れ此術の學 

修ょり必す纊ぎ來る希^たるなbo彼れ游〇之れを準び、一旦大3iの火、 

胸中に燃ゆるに於ては、彼れ次»:大將たる漭に必要なる全般の技術を^ 

ばんごするに至らん〇此くて其の他の取珙上の技術に關する知識及び 

實行の、有用に〇て贵®なるこViは、58；に兑Mき迸理に〇て、此躲劍術は其 

他箪祺上の睹技術の初步たるなり0 Wほ此技術の利益を云はr、之れ决 

Cて輕少なるものに非す〇て、此知述は能く人を〇て祺1:臨みて1JJ5!!:な 



A15の念を生ぜ 
Lむ 

成A.を作《 

9ッ丨へスtt有 

若L有^ならcr 

ゥケ〆イ毛丨V 

人！！必す先づ此 
術を*叫せLな 

らん 

ら〇め又た自信の念を生せしむるこ亡Jなす。或人は^事なて 

輕視するこビあり雖、余は然ら个Sな•し、此に言はん£する所は、能く]H: 

技術を修めたる索は、其適當なる堪仓に臨み、敢も適當なる容貌態度をな 

onて敵者の心中に恐怖の念を起こさ•しめ得るこsiなす。，ユシマッホ 

スょ、余は此理由を以つて靑年をして此技術を學修せ•しむるは最も^益 

なるこ€ iなす。されVも、ラ，へース若し他U窓見あらば余は其を聽力 

んこiを好むものなbo 

ラッヘ ニキアスょ、余は如何なるこiなも、之れを學ぶの要な6£ 

云ふものに非す、何VJなれば凡ての知識は传な一饨の善たる如きを以つ 

てなbo若〇此の劍術に〇て二ーキアス及び、劍術師等の言ふi>如く、典1: 

平問の一种ならんには、此は索ょb學修すべきものなbvi雖、劳〇夫れ然 

らすじて、其の劍術をi?道せる所の人々に•して、其の»祚欺洛たb、又た^ 

の術の知識に〇て惯航なきものな6¢せば"之れを^修したればSて果 

して何の益あらんや〇余が此の言を爲すや次の如き理由あるなり〇今 

ま芳•し此の技術に•して輿に價値あるものならんには、彼のラヶダィ宅丨 



此«術味，ヶ〆 

載爭中S術Mfの 
無用なるをK知 

せ 

ン人は、他(£1人に勝るこビを^るの技術を餿WJせんが爲めに通のi生を 

之れに典やせる人民なるをWつて、必すや巳に此の技術を#明したるな 

るべ•し。彼等假令之れを»明せざb L VJするも、尙ほ此筇劍術師は、必中 

やラヶダイモーン人は全グレ1/ァ人中、ttも此种の事を好める人民なる 

を知るべき笛に•して、彼等必中ラヶダイモーン人にtt敬され、其の^に於 

て巳1:十分其の財赤を作りたるべき筘な5、苑も之れ悲劇怍漭は我等の 

問に«敬されて铱有たる•か如きなるへto之れを以て自ら能く悲劇を 

怍〇捋るビ倌する者は、决•して他yilをiaMするこSなく、藐に此の地に來 

り、ァテーナイ市U於て其の抜を示めせり、之れ自然なれ〇思ふに此の例 

術師等はラヶダイモーンを以つて神聖|:こて犯すべからざる土地^な 

C二步trも足を踏み入る5こSなく、四鄰の諸國を巡回0、スバ，夕人を 

除きて典の他の諸阈人にのみ其の技を示めさんビせり。殊に自ら戰爭 

に於ては筘一等國に非すSせる所の^民に其の技を示めさん«す〇 n 

つ9广ゾマ，ホスょ、余は兵役にあり0時多くの此の柿の人に會ひたれば、十 

分彼等の人物の技搔は之れを測定せるを以つて。佘はKに之れを辂る 



こビを得べ0〇而〇て是等劍術師は一人ビ•して戦^U功名を立て 

あるこVJなL——之れ或は彼等の不21なり•し1:も山るこVJあらん。而t 

て此他の一切の諸飪術に於いて著名なる人物は、竹な其の術に於て緞練 

せる人なb t雖、&筇劍術師等a、iftも不幸なる除外例なるV如•し。例せ 

ば荇及び余^の寶兑•したる所の此ステシラォスなるものは、大衆r.向つ 

此t6H術WK广レ てdaの技術を廣言して、之れをM22せ〇むるこビなる/)>、余は艇日彼れ 

Ifwi が窓外なる餅齡を爲•したるこミをJiた-^之れ•«に一妍の夼觀なりき。 

之れ典而目の蝌^たるなり〇攸れは一兵船の水兵な办欵而して松ビ鎌 

VJを兼ねたる一抑奇妙なる武器を有せり。此の武器已|:奇妙|:6て又 

た其の人物の奇妙なるを示めすものなり〇或時其の兵船一の®送船に 

銜突せり。今ま??•し詳細を始らば餘bに冗長ならんこViを©れ、要を始 

みて此の著名なる發明たる^松に№1して如何なる啉の起りじやを鞒る 

ベ60彼れ閼へる時此の嫌松の尖端他船の帆網にからめられたるょ办、 

彼れ力を極めて之れを引き拔かんvits雖、甚だ固くからて又た如 

何VJも爲すべからす、此くする內兩船互に進行せるを以つて、始めは彼れ 



其の榆を以つてn己の乘れる船に沿ひてa£り行き〇も、他船進rrするを 

以つて彼れB己の船上を引き刷られ行き，遂に松を猾べら•して彼れ漸く 

其の鏺を保つに過ぎざるに至れbo此こU於て運送/J&の人々手を拍つ 

て其の滑稍なる狀態をlilt笑せり。時に運送船にある一人、?1を投Cたる 

老あbo其の石V板上彼れの足下に落つ。彼れEきて其の鎌檢持てる 

手を離•したるょり、B己の乘れる船の水夫等亦大笑し、其鏽檢の、速送船の 

帆網に懸乖：せるを見ては、孰れも笑ひを禁するこビ能はざりき。素ょb 

ニキアスの凋へるが如く]Itの技術には何等かの利益ありて存するは余 

の否まざる所なりビ雖、余は此こ1:余のK見•したる所を5i k始めに言ひ 
- 

じが如く，此の技術は、利益極めて少きものなるか、或は全然技術 稱する 

に足らず•して二種の欺騙たるに過ぎざるベ〇〇兩者何れな6VJするも 

鬼にも角にも此の術は舉修の功益あらざるものビ裯ふべきなり。余の 

思ふ所に由れば、此の劍術の放師に6て苦.し怯懦の洛ならんには、彼れ胃 

進^ビなり其tt質や1械々名Sなるのみならん。^〇彼れ大脆に〇て 

其失敗する所常に小なるに於ては、他人は大に彼に注目•し、以つて彼を絆 



謗すべし〇之れ此くの如き虚託漭に對〇ては常に嫉妬なるものY/すべ 

ければなbo故に彼れ非凡に/rj氣ぁるに非ざるよれは、武器の使用に於 

て此くの如き熟練を冇せりビ云ふ•か如きこSを麻言するの滑?Sは之れ 

を演するこVJ能はざるべ0〇 y ;マ，ホスよ、之れ此の技術に對する余の 

判晰なり〇然bvj雖余*>始めに言ひ•しが如く、ソークラテースを•して、此 

の?Itに關•して其の葸見を陳述するまでは、决•して彼を•して去らしむるこ 

€勿れ0 

1シ ソークラテースよ、余は鞞の息見を聽かんこビを鵰ふやIJJな〇リ 

殊に兩大家其の說を界にせるに於ては、之れを判晰するは其だ必要のこ 

viiなす。若•し兩大家の意見に•して相合する時は、其の是非を判哳する 

の'©なO VJ雖も、ラ，へースは是れi云ひ'ー キアスは彼れS云へるを以つ• 

て君は兩友中河れ1:左祖するやは佘の鹅かんS欲する所なり。 

ソー9ユシマッホスよ"君は多數决に由つて此くの如き事を决定せんミ 

欲するか。 

リユシ 然.CS、ソークラテースよ他に良法ありや否や。 



多數决を讲す 

8AS 

知譏なV、數に 
昨ざるなV 

此事に觐する知 

0S 
るぺL 

VI メレーシァスょ、君は之れに同意なりや。君、若cf?の子息の運 

mに關する敎竹に就いて熟考せる時、君は吾等多數の言ふ所に從はんど 

するか、將た又た斯道に精連せる名人の敎宵を受けたる人の意見に從は 

んビするか〇何れぞや〇 

メレ ソークラテースょ、余は斯遒の敎tfを受けたる人の說に從ふべ 

し。>f;J 

ソー然らば彼れの一^は吾e?凡ての四隳よりも價値あbvj謂ふべ 

きか0 

VI 故1:余は思ふに、具正の刿斷は、知Sに基づくものにして、决して 

數に由るに非ざるなり¢0 

メレ確か1:然bo 

V I 然らば吾等先づ間はざる可からざるこVJは、再等の内果して吾 

等の此所に熟議•しつiある斟に關する知識を冇せる^あbや否や¢5: 

ふisなす〇荞し其の人あbvjせば^等其の人の指敎を採川するを以 



て至當Sなす、假令彼れ一人なりSも、其の他の數人は之れを顧るの要な 

かるべoo-r,:.し其の人な〇ビせば、^等他の協議を求めざろ可かoto 

而•して君及びリユシマッホス等の熟考せる此#たるや、决〇て朽々に龉り去 

るべき些辦1:非す〇て、1«»:君等の沿大所な物の大拟得に關するiltたる 

なbo何ビなれば、子供は矜の財;tl:•して、其の^£1なる^ビなるVJWの 

不良の漭vjなるSは、父の家の休戚に№1する大琳たればなり0 

メレ 寅に然り〇 

ソー 然らば此の^に關〇ては大に尨を用ゐざる可からざるにぁら 

中や0 

s^?3 
なる師に找$乙 

人見Lfc由つ 

先づ技術の性TT 
を知るをVす 

VI 余が今ま言ひし如く、子供の敎師を侠ぶこiを考ふる時、或は考 

へざる可からざる時は、坡も其の術を究め、itiも#きM)を有せる人の葸見 

にtilつて之れを决するにはあらざるか0 

メ V 余は然かすべしtf思考す〇 

ソー 扦^名人を求めて、之れを子供の1:ミなさん£するに就いては、 



先づ其の技術の忭Kを知らざる可からざるは先决問他に^あらざるか。 

メレ 余は君の言を了解〇能はす0 

V I 然らば余の言を明瞭1:すべ〇〇 ®ふに荇等の內何人か其の技 

術|:熟迖む、又た何人か其の技術の敎師を存せざるやを|!|1ふご雖、吞等の 

協镞Cつiある所の?ftは果して何ぞやS云ふこiは、未だ决定されざる 

なbo 

11キ 何ぞや〇ソークラテー Kょ、此の間題た6や、武器を使用■して&II 

ふの術をff年に敎ふるは可なるか不可なるかVJ云ふにあらすや。 

1目*415 ソ■ -Iキアスょ、されV」も亦た先决問迎ありて存す〇余は此く說明 

せん、此こ！:人あり、脱^の费品を考ふる時は、君は此の人を以つて、槩品を 

考へ居itfなすか、成は眼の^めを考へ居るビなすか0 

••ニキ 眼なbo . 

ソー 若〇人あり、^に按を据えんVJせる時、此の人鞍に非す〇て^を 

考へ居it謂ふべきか〇 

II キ ^ KVO 
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人0子を81らL 

む2勿れ 

途を•謀る如き尨險を避けざる可からざるなり。人の子の前途を遝ら〇 

むる(J;、其の近親々成より3tの人に加ふる所の煅も恐るべき非難たるな 

り〇リJマ，ホス及びメレーシアスよ、余は先づ0白す、索よ.〇幼少のtflよ 

b、你に成鈥一:を得んiの希3；は之れあり〇ご雖、遂に之れを有するを得 

ざり〇こビを。fソフ-スト」等は常時近丧を進步せ〇めんビせるpft.一の^ 

者なb OS雖、余や貧1:•して「ソフィスト」等に金銭を拂ふこVJ能はざりき。 

而〇て今日に至るも余は未だ其の技術を發見するこS能はざるなり〇 

然り£雖ユキアス及びラブへーヌ等は、或は^び成U之れを發明するを^ 
9 

たり〇ビするも余は©て狄•しまざるなり。何VJなれば兩人は、余よりも 

玆布の人なるを以つて、之れを他より^ぶこビを份ベければなり。且つ 

彼等m人は余よりも年長^なるを以つて、又た典の發明を1Sすの年：：：あ 

り•しビ附ふを^ベ.し。故に余は]ftに彼^雨人は人を敎育するに足るの 

人な-CSVJ倍す〇何VJなれば、^•し彼等じして自己の知識を信せるに非ざ 

るよりは、决〇て此くの如く、此の科目の靑年に有益なり、又た布啓なり等 

のeirr言を下すこビを得べからざる笛なればなbo余はfaを此の兩人に 



K くものなb yj雖、如何なれば兩人此く其の3SMを^utたるならん。 

故にリュシマッホスよ、ラッへースの言へるが如く、余を柿へて余の意Mを错る 

までは、决•して之れを解放するこビ勿れ。余は其の代br.、熱心哲に願ひ 

て、ラ，へーヌ及び•ーキアスを捕へて彼等にR問せんこビを似む。余U君 

•か彼等兩人に此く言はんiを№11む！ソークラテースのKふ所に山れば、 

彼れは自ら此の唞に關0ては知る所な.し/&に荇答兩人の議論の何れか 

與なるやを判晰するこi能はざるなり〇又た此秫の唞に關〇ては何の 

锊明せる所あるなく、又た師に就いて^びたるこごもな.し〇されV」もラタ 

へース及びニキアス兩君の內何れか、其の知れる所のAiも熟練なる敎一: 

はM人なるか、又たは諸君C：ら此の術を好iA•したるか、或は之れを他より 

學びたるか^: 〇他より學びたbvjせば、其のti敬する所の帥は何人に•し 

て、其の技術上の兄弟は何人な-^やを®等に吿げよ。又た若〇諸君に•し 

て政亊に多忙に•して、爲めに自らfv等に敎へ能はすビせば、！#一等をして典 

の敎師或は技術上の兄弟の許U至ら•しめ、約をJRぅ0、聛をWふ0、以つて 

呑®の全家族の拊蝣をな•しff年を•して、就いて傾跆せしめて^劣のもの 



ビ〇て成長せ•しむるこビなく、祖先の名眷を汚がすこビなきやぅ針らふ 

こビを爲せ。されVjも若し諸君は、此のlitに關•して釗兑«ならんには、幸 

に諸!?*>熟練を有せるこ€の或證明を佘に與へよ始めは下等-^る人 

物なb 6 •か、諸ftの敎1111の下に在つて#良U6て®Wなる人物ビなb •し 

者は訛*Vや、諸君之cを指名ゼよ。若し之れ諸君の敎育上の手始めなb 

iせば、此は甚だ危險なるこiroて、諸若の試驗は之れをカリアの奴隸| 

友人？等をK の?/.•しき身體に於てする»:非す.して、餅«自身の子、或は諸«のA'l友の子 
Mltsす蘑置* I 

?«, 等にKみんVJするものなれば、大に熟考せざる可からざるなり〇諺にも 

苢へる如く r小盃を作るこV」を^ばんビ〇て、大皿を破fistJ S云ふ*>如き 

こビを1Sすこビ勿れ。諸君は如何なる性Kを桫んvj欲するか、又た如何 

なる性Rを得ざらん.己欲するか、颇くば之れを語れ— ¢0 iシマ，ホスよ、 

彼笠をして以上の^を君に答へ〇めよ、决cr彼等を解放〇て歸へら•し 

むるこVJ勿れ。 

2シ 友人諸n余はソ..クラテ.-スの言を喜ぶ、されV」もニキアス及| 

びラ，へースよIf等U先づ此羾に№1〇てK問に應じ、又た說明を與ふるや一一 



否やを决定せざる可からざるなbo余及びメレーシアスは諸矜ヵソー 

クラク-スの問ふ所に答ふるを聽く友を悦ぶものなbo何式なれば、吾 

等が君に指敎を誚ひ•し所の理山たるや•君は此の^に關しては十分其の 

£?.を用iるの人な•るべく、殊にft等も呑等CP1じく敎育さるべき年菡に 

連せる子Sを有せる人なればなり03?•し?VI:於いて興存なくんば№1く 

ば、ソークラテースビ共に或は問ひ、成は答へょ、WUソークラテースガ-g 

ひし如く、?}:等は一身上の®大なるこビを熟考せんごするものなればな 

bo余は諸君•か余の願ふ所を成さんこSを希^す。 

IIキ91シマ，ホスょ、余は知る君はソークラテースの父は之れを知t 

雖ジークラタース彼れ自身は、未だ之れを知らざる人なるこeを。 

Rliソ—クラテースのfAIli小兒な^'し時、其の父等ビ共じ^趙に5-:り*し 

時又は其の他の分^ありこ時、或はftはソークラテースを見*しこ•こi•し' 

んビ雖、劣の成人•したるy-クラテースは、米だ全く之れを知tざるべし〇 

リユシ ||キアスょ-此言を«すは何故ぞ。 

IIキ ソークラテースは智力上非liiなる引力3>る人にして、仰もソー 



其sltt力 

クラテースに接•したる^は、必す彼£與に議論の仲問U引込まれ、補々の 

問迎を提出され、其問答に山つて縱横左右1:引廻はされ、遂には其の人C! 

己の過去の耗Mも、現在の情狀も、#/く、之を吐宓せざる可らざるに至る。 

而して其人の思想一旦«亂紛糾するに至る時は、ソークラテースは其の 

人の^11をIS5に懸け、M終まで篩ひ終らざる以上は、ドtて其人を解放〇 

て行か•しむるこビを«さざるなり。余は今ま此運命にEかれたboソー 

1クラテースは必す余が3ひ.し如くなSん〇余は又た自ら此の锇牲に； 

供せられなるものなるを知る〇リユシマ，ホスょ、余はソークラタースビ與 

にWるを好むものなり〇然bvj雖企は、余の说在の惡〇きこVJ、成U遇去 

にMかb •しこビ等を、此に想ひ起こさ•しめらるぶこSあ-^VJも、^も彼れ 

に寄されたりビは思aざるなり〇余、^6彼れの非M攻铌を避通せす〇 

て#れにIW■するVJきは、必す自ら將來を警むる心を起すの利益あるな- 

〇〇而してソ01ンの言へる如く、其の生命のあらん限りは、^ばんとを 

顧3i •し、たrに年船を®ぬるのみは、决して人に知識を與ふるものに非す| 

VJ考ふるに至るベ〇〇余に取つては、ソークラテースutllbて粘査さる一 



0i 

s益 

iこビは奇興の事に非す、又た不快VJ成するこビもな•し。ソークラテー 

スは始めは?I1等の子供等ビ换活し居るも、議論は何時しか吾等1:移り# 

等を縝»の相手に引き入るょなり0故に余は言ふ、佘は彼れの流«に從 

つて、ソークラテースVJ淡fsするは甚だ«ぶ所なboされrも君は又た 

吾等の友人ラ，へースの成情如何は之れを問ふこビを可iす。 

ラブへ ニキアスよ4は踉論にBM•しては一の成情を有す、或は取ろ二箇 

の成*^有す¢55ふべきか。即ち一方よb言ふviきは議躲を好むもの 

J如6 S雄，又た一方よb言ふ時は甚だ之れを好まざるものi如し〇若 

し人德莪或は智怒を»するに當り、其の人具誠の人に0て又た其の»す 

る所の問題1:對•レて價値ぁる人ならんには、余はfiも此の人の嫌»を好 

む漭なり。而Lて余は其の人物«言論ミを比校•して、果して兩者一致脷 

和せぅや否やを見る〇佘は此かる人を目して典正の#樂家vjなす、何ミ 

なれば此の人其の身に於て調和を有せるこvi「yラ」琴或は其他偸快なる 

築器の調和よbも美なればなbo此くの如き人は具に其の身1:言行の 

一致>8和<6はれるなboifnoて之れイオ1-1ア式»:非tフギア式に 



非す、或は又たリュデア式Uも非すして、眞正のへラス式即ち•トリア式たる 

なり。其他に非す此かる人は其弊音を以つて佘を樂•しましむ。余其淡 

活を傾舫する時はdら以て淡話を好むものなるかなミ思ふ1:至り、熱心 

に其の言15を味ふなり。然るに反對の性質の人の^談を聽く時は、余は 

之れに苦腦•し、彼れ愈々美言を爲すI:從つて余は愈々之れをMふ。此の 

點ょりする時は佘は談論を嫌ふものS云ふべし。ソークラテース1:關 

〇ては其の鑲蹌は余は未だ之れを知らす€雖、余*>彼れの行爲を實知せ 

るは久•しきこVJに•して、其の行爲に依つて觀る時は、自由に乙て且つ高尙 

なるを彼れに希^〇て可なる•か如し。故に若•し彼れの言15にして 

致するものならんには、余は彼i同一の精神の者に•して、容んで彼れの 

如き人物に質問され、决•して彼ょり^ばざる可からざるこビを苦，しむも 

のに非す。何ビなれば佘はソローンの言へる•か如く『佘は數多の^を學 

ぶを笤び、老の將に至らんiするを知らすjvjの蹈に寶成するものなれば 

なbo然b VJ雖、余は之れU附加するにた势VMKふこビを以つてする 

こビの許彩を得ざる可からざるなり〇而してソークラタ丨スは、薄良な 



る敎帥に〇て余は恐鈍の一生徙たるiは彼れ嵙びて之れを承鍩せん0 

*•し其れ敎師が生徒よりも年少に•して、未だ聊か名^を^せ、T、と阳ふ*> 

如き、垃謀は余のfffjふ所に非ざるなり〇故にソークラテースよ、若は思ふ 

がま一に余に敎へ、又た余を論破せよ〇若•し幸にして余の知る所あらん 

には余に^ぶ所あれ。此事一言君に注:ffioffiかん〇之れ、IIきに危難の 

日*は佘の冏僚たり〇時、其のiri氣の疑ふ可からざる證據を與へ〇以來 

余の*ftに對するSJ1たるなり〇是故に«の好む所に從つて發言，J、决乙 

て年齡の差興を心に介す4こVJ勿れ0 

V—諸^の内一人して、余ビ共に互に其の总兑を述べ、又た指敎を 

舫くこVJを厭ふ^なきは、余の大に巷ぶ所なり〇 

リンVたr之れ?f等の當に爲すべき取にLて、余は又た翁を以つて间 

T利害のi3cある人vjなす。何Sなれば余は君を以つて、吾等の仲間の一 

人に»すればなbo然らばKSくば、余に代つて、靑年の爲めに吾等の知ら 

んビ欲する所を、-1キアス及びラッへースよ.〇聪き、彼等£共«:余に吿げ余 

1:指ftせよ〇何vなれば余は年老ひて記ts不.UVなb、余の問はん£す 



る所の問®をも之れを忘れ、又た答ふべき所をも之れをK值せす、若し中 

遂にして成穐のpe碍ぁらんには"全く途方に募るi可ければなり〇故に 

余の君に顋ふは、君*>提出したる所の論淡を進行せんこS之れなbo而 

Cて佘は之れを謹聪•しノレーシアス€余£は君の結»を»行すべ*し0 

V I |ー キアス及びラ，へースょ、然らば吾等リAシマ，ホス及びメレ1シ 

ァスの依粗せる如く爲さん。吾等始めに提出されたる問題たる、此の敎 

育に№1•して吾等の師たりじ者は誰ぞや、又吾等何人を敎育•して替良なら 

\ しめじやVJ云ふこ¢1:就きて、討嫌Cて不可無からんか。然雖若じ 

他の方法に由つて此の考究を始むるtもliする所は又た同一なる此の 

點なる可きを以て5等筘一府理ょb始むるを以つて可なりビなす。且 

つ若〇荇等或物を增加する0$は成他のものを進步せtむるこビを知b、 

tt-5few*/パ^5 ■又た其れを增加すiこビを得る時は、5答は其の相料せんSする所の事 

す 4如何にせば、设もょく、又た最も较#に了 ¢1さるぶやを明知•せざる可か 

らざるなb。諸*恐くば余の-3ひし所を解せざりしなるベければ余は 

意味を平具にCて此く說明せん〇假定せょS等若し視力を增加する時 



alる 

は威得る所の天)uあるIKを•して#Aなら•しむるこビを知り、又たlu力を 

眼に與ふるこビを得るViせば、呑等先づ視覺の性質を熟知し、义た如何に 

せば、此視力なるものは^も#く又たfaも容鉍に得らるべきやを知らざ 

る可からす。然るに}|?:等若し視覺の何たるや、聽覺の何たるやを知らざ 

るB.TPは、吾等眼r.M〇て、51:關して、成は耳目に視聽を與ふる良法に關〇 

て、决•して窖良なる指敎漭たるこビ能はざるべ〇〇 

5,へ ソ1クラタースょ、其は*理なbo 

VI ラ，へースょ、吾等の兩友今ま»等を招きて、其子の精神を進步せ 
攀 

しめんが爲めに、如何1:せば、徳族を與ふるを得るやを思考せんこ€を依 

賴せるに非すや。 
9,へ然夕。 ， 

VI 然らば吾等先づ徳我の性質を知らざる可からす、若し吾等全然 

之れを知らざる時は、如何»:0て之れに達するこビを得べきやは，吞等こ 

れを衍敎すice能はざればなbo f 

5，へ ソークラテースょ、然b德袭の性質を知らす〇て、之れ1:速する 



を^ベc VJは、余は思はざるなbe 

ソー 然らばラ，へースよ、吾笠は抱筏の性Hを知れfA前定〇て可な 

るか。 t - ：ンf 

3プヘ ^ kvu 

ソー然らば、1¢®之を知らば、又た之れを!T8るこVIを得るか0 

•ラ，へ ^ bo 

sslroi枕r,:て友よ、§は踏の考究を以つて：Sめざるべ〇、何どなれば 

此は吾等1:取つては餘りに谀大なればなbo故に吾等先づ其一部分に 

就いて十分の知識を有せんこSを欲す〇盖之れ隳論にii入するの容M 

なる方法たるべ•し。 

9ッヘ ソ..クラ•アースよ、吾等君の言の如くになさん。 

ソー然らば孖等徳莪の如何なる部分を擇•ふべきか。武器の使用に 

由つて到速さるV*し€稱する所の徳莪を撰採•しては如何ん〇而•して之 

れ一般に刃氣なb S稍する所のものに非すや。 

ヲッへ 然り〇 



a何ぞや 

§0立*lr守 

ソー然らばラ，へースよ、再等先づ勇氣の性Kの決定よb出立し、次に 

逬*し19氣は爭問攻修のM助にttlつて得らるべきものなせば、如何に 

せば靑年が此の9}氣の怍Kを得べきやに論tr及ばん〇先づ試みに君•か 

果乙て贝氣の何たるやを佘に佐げ得るや否やを見ん〇 

ラブへ ソークラテースよ、此はisに答へ得べきこiなるのみ。夫の自 

己の立Msを守6て之れを梁てす、以つて敵£戰ふ渚のai氣の人なるは君 

も亦承S2する所なるベ〇〇 

VI ラヲへースよ、其は薄•し、然りビ雖余は明liftに佘の疑問を35らざb 

〇を以つて?Vは余が問はんvjする所に答へす•して他を答へたbo 

ラ/ ソークラテースよ、#の意味せる所は如何ん0 

ソー 余は說明するこ£を力めん。君は夫の己れの立塲»:踏み止ま 

以つて歒ビ戰ふ者を以て勇氣ある人VJなすか〇 

ラブへ 確に然^No ' • 

VI 余も亦然りビなす。されV>も夫の踏止まら中して、通れつi戰 

ふ名は羿以つて如何んミなす〇 



るあVT-f等T 

is 

，，へ 如何に通走す％o人なるぞ〇 

V I Wキユチア人は追擊•しつi又た通走しつi戰ふ所の人«な 

稱せらる〇而.JてW メーロス•か7^ィ子アスの^を18美して、是等の^は 

速かに彼方此方に舟走•して能く其追擊すべき時、通走すべき時を知るを 

言へり。而して又たアィ子アス其人を頌賛•して、能く恐•«及び通走を知 

れる者VJなし、彼を稱して恐俄、通走の名人なせり。 

，，へ然b、ソークラテースよ。此こにホメーロスの言へる所は資1: 

正當なる言VJなす。之れホメーT1スは其兵車の事に關してaひ^も亦 

此®法を使用せるスキ1チア騎兵に就いて言へるものなればなbo然b 

ミ雖通甲を蓊せるグレシア兵は、余が言へる如く、其軍列に止まbて戰ふ 

なり〇 

VI されVjもラ，へースよ、Sはブラタヤ®爭に於けるラケタィモー 

ンVよ、之れを除外せざる可からざるなり〇彼等べ〆シアの輕楯兵を攻 

$せ•し時^み止まりて戰ふこ£を欲せす•してifi走*したり，、」#.もへルン 

ア5Kの隊列破れ舐るi U及びて、彼等蹄を轉•じて祕b來り、财兵の如くべ 



ルシア,ilcを攻解0、以て勝利を得たbしなり。 

ラヴへ 其は典1:然60 

V I之れ余の;ffiRfcせる所なb —始め余の言ひ•し時W問を通ぶる1: 

不完全なbeを以つて、我の答ふる所も亦宂•しからざb •しなり、之れ余の 

遇ちなbo余は取にm甲兵のみの资氣を問ひ•し1:非す•して、又た輕甲兵、 

騎兵、其他の諸兵の與気mに狨塲1:於けるのみに非す、又た海上危難の塢 

任1:於ける觅氣、疾病、R困、政治上の!B氣、取に恐怖及び苦痛に對するのみ 

こ非^/又た欲铋及び快樂に對して足るを知るの贝氣、自己の®列に踏み 

止まるの负氣或は敵を攻擊するの男氣等をも問ひしなり〇興氣1:此く 

の如きものあbや、なきや0 

Sッへ 確に之れあ^/ソークラタースょ。 

ソー是等凡て勇氣なboされVJ%或*は快樂に觅氣あるあり、成^ 

は苦痛に贝氣あるあり〇成洛は欲3iに刃氣あるあり〇或者は恐怖に1» 

氣あるあり。而して成*は又た余が想像し得る如く、之れ艺同C;くItt病 

なるあり〇 



55«Lの邋有性 

^9の定解 

ラッへ 眞に然り〇 

ソー 余は今ま贝氣及び腿病全骶に關〇て問はんビ欲す〇先づ勇氣 

ょり始めん、而して今一皮問はん、是等凡ての埤41に通：して5|氣ど稱すべ 

きものは如何なるものぞ。君余の意味せる所を了解せ.しや如何ん。 
m、 

5ッへ 未だ十分に了解せす0 

ソー 余の窓BICせる所は此くの如乙。例へば、余苦〇迅速ビは如何な 

るものなりやビ問はんには、迅速vjは走行にも、51*1琴にも、談話にも、勉學1: 

も、其の他多くのIT1I梭なる行爲に通0てあら得る所のものに〇て、辦ろ手 

足、n、雜、心葸等凡ての行爲に通じて之れありビ阳ふべきなり。君は是等 

凡てに迅速なる言35を適用すベからすSなすか。 

ラッへ 適用tて可なり〇 

ソー今??し假定して、或人佘に問ふて、ソークラテースょ、君が一切の 

迅速S稱する所の言8Sを、fi等の取に適用する其の通有性ビは如何なる 

ものなりやvj云はr、余は答へて云はん、信少なる時問中に多くのntを爲 

すものに0て、之れ走るこ£、談活するこ«、及び其の他の行爲に於ける迅 



剪氣IXMB力 

I 切の耐jKaSB 

如し 

^laa高€なる 
to 

sis 

速.匕云ふこvjなb VJO 

ラブへ 君の^正议なるべ〇〇 

ソー 然らばラ，へースょ、!)1氣なるものt通有性VJは如何なるものぞ。 

即ち快樂に於て、苦痛に於て、3¢の他余が前に首ひ•し*>如き、凡ての塲合に 

適川さるi所の1»氣なるIsの通冇性は如何ん、請ふ試に之れを妍れ。 

ラプへ 余^.し是等凡ての?^に行きaれる符3!の性KをiHはんには、!B 

氣ビは精神の：£忍力なbsSHふべ•し。 

ソー 之れ吞等*>質問に答ふる時爲さざる可から：さる所なり〇然b 

VJ雖余の思ふ所に由れば一切の耐忍は必〇も^く贝氣なbビ湖ふ可か 

らざるが如•し。余の理由を跶け。ラヲへースょ、余は信す若は©氣を以つ 

て其だ商尙なる性KのものVi思惟せる人なるべし。 

【ソ，へ 效欠最も高尙なbo 

ソー 君は又た瓜成ぁる耐忍は#に•して高尙ななすか。 

5プへ‘甚だ高尙なbo 

ソーされV」も無m慮のfiit忍は如何ん〇此くの如きは却つて惡にじ 



P-??なb VJ8Wふべき1:は非ざるかo . 

V，へ ^ kvo •蒙 

-I 何物€雖惡|:•して冇挢なるものを商尙なbviKひて可なるベ 

-〇 

9へ 决•して然b VJ首ふべからす、ソークラテースょ。 

-I 然らば此の秘の耐忍は、3つて勇氣VI稍すベからす、之れ商尙な 

:iるを以つてなれ〇然るに坍氣はK尙なるものたるなり。 , 

yへ 君の言や正〇〇 • 

-1 され)rもこ、*に『S3なり』ビ云ふ所の形容詞ぁらんには、こは果0 

!:に»]0て竹なるこミを言ふものなるぞ0大^小事何^にも之れを 

iか。例へば人^•し金銭を使用するに當bo後に至つて、始めに使川 

一るょりも1W多くを得べLVJ知りて之れを使用せば、君は此人を以 

h勇氣ぁbvjなすか0 
N*•••4* ' - V 

Z 决〇て然らす〇 

-丨又た一例せん1:、料師ぁり、其の子或は其の忠*に•して肺炎を^ 



戦爭のM 

0i00 

i 

めるあら、锊師に顚ひて成物を飲食せんビすVi雖、»師之を許可せすSせ 

ば彼れ贝氣あbyj網ふべきか。 

5,へ 之れ5}氣S稱するに足らす、たr其れを否みしのみ。 

ソー こiに人あり诫圾に在つて耐忍力を^•し、戰鬪を厭はす、甚だ善 

く計锨0、而0:て他の漪己を沒助するこビを知り、敵兵は味方の兵ょり其 

の數少く、其の力亦劣れるこ£を知り、之れに加ふるに昧方は要害の位S 

にあb、此くて其の知慮S琪備€を有•して以つて能く耐忍せり。又た此 

こに反*軍1:人あb、其の車情は全然反對なりビも、尙ほょく耐忍〇て其 

の守るべき所を奥てざるあbviせば、一}Cは此の兩人中何れを以つて與敢 

なb «なすか〇 

ラ，へ ソークラテ—スょ，余は後者を以つてI»5}敢なbvnKはん。 

ソー 然り£雖、此の人は他の一方の人に比する時は、實に愚昧なる耐 

忍を爲せるには4©らざるか0 

，，へ 奠に然り。 

ソー こ-に人cbり、能く坶》を知k而•してK兵の戰爭に耐忍なる時 



は»は此人を以つて、坶術を知らす•して能く其の戰爭に耐忍なるものに 

比校〇て與氣なき人ななすか0 

，乂 其は余の意見Sする所なり〇 

V I 然らば又た投石術、射術、或は其他の技術を知りて忍耐なるもの 

は、此くの如きこを知らす•して忍耐なる人よりも男粲少CVJなすか。 

ソー 又たかの、井に入るの術を知らすして井に入潜水の法を知ら 

す‘して湃水•し、此の他、其の知識なくして其の事を爲す者は、其の取を知り 

て其の事を爲すものょりも與氣あbvjなすか。 

ラブへ 然りVJなto若•し然らすビせば他に云ふべきの名稱あbや如 

何ん。 

ソ— 然り、若0人然りvj思惟せば其他に言ふ•へきやうあらざるベ.JO 

fへ 而〇て之れ余の此く考ふる听たるなbo 

V I 然りビ雖、恭し妄りに危難を腎•して耐忍する人は、之れを夫の能 

其の事を知5、熟練を有•して酎忍する者に比較すれば甚だ愚たるなり〇 



ラッへ 然りっ 
礫 

stfs VI 然bvj雖愚昧なる大膽VJ耐忍£は、吾等は前に巳に下等1:*して 

有迸なbvj •したるに非すや。 
34 典に然bo 

VI 又たiri氣は商尙なる性質S •して承認•したるに非すや。 

，プへ 然り〇 

ラ，rKMa VI 然&U君は之れに反〇て、以前に不名*fし^る所の®昧なる 
Q 矛XI 

耐忍を以つて、今や之れを1TJ氣ビなせるに非すや。 • 

5ッへ ^ KVO 

ソー5等其の如く云ふは果〇て正0ビ云ふべきか〇 

ラブへ ソークラテースょ、教に此は正當なる言にあらざるなbo 

VI 然らばラ，へースょ，君の言を偕りて云ふ時は、君も余も共に之れ 
0 

言f&及び行爲の調和たる所のドリア式の調子に合せざるものたるなり。 

§1致せ何£なれば荇等の行爲は言龉£1致せざればなり〇人若*し&等0行爲 

を見し昨は、?V等を以つて18氣あるものVJeすべ•しi雖、今ま吾等のm奴 



1靈間 

9,へ—！己 
の说想の泷亂を 

-C白t 

に就いて1ftるこ£を聽きC時は#等を以つて男氣なきもの《せん、之れ 

余の想供する所なり〇 • • 

ラグへ 其は典1:然り〇 

ソー 而〇て吾等の此の情態や、滿足すべきものなりビ謂ふべきか。 

ラヴへ 全く反對な-CNO 

ソー されVjも、假定〇て、吾等の第一烺理を或程度まで許容すビせん 

54 如何なる取理なbや、又fz吾等何をか許容すべき。. 

ソー 耐忍の]?I理なbo乃ち吾等又た此の研究に忍耐ならん、然らば 

贝氣は一*等の9J氣の攻究を以つて、無氣力なりS •して笑ふこビあらざる 

ベ•し、畢踗する1:之れ亦Kに；S忍たるなbo 

ラッへ ソークラテースよ、余は索よb此の攻究に進むべし、然り£雖此 

の秫の攻究は余の甚だ不熟練Sする所なり〇而〇て今まで15りたる所 

より、反對の粘神余の胸中に浈起〇、遂に余の思ふ所を言ひ表はし得ざる 

は余の悲•しむ所なり〇余は自ら思ふらく# く贝氣の性Hを知れb VJO 



然るに¢11何1:したりけん、此の思想は余より逸出0て遂に余は此の思想 

を得るこビ能はす。從〇て之れを®るこVJ能はざるに至れbo 

VI されVjも友よ、*:良なる猟夫はよく其の猷の通逸したる路を踪 

跡し、决してttt惰にあらざるなり。 

3ッへ 然ぅ^れ决じて懶悄にあらざるべ60 

VI 然らば吾等ニキアスを吾等の雄論中に引き入れんか、彼れは吾 

等よりも遊獵に於て逯人たるなり、君の意如何ん。 

5ッへ 余は賛成す。 , 
0ソ-然らば一ーキKスも來りて吾等の議論に加入〇、以つて君の朋友 

等*>議論の激浪中にef貉•して、今や殆V」其の末期にある者を按助せよ。 

Kに吾等其の窮極の狀態にあbo顧くば吾等を救ひ、又た君の意見を定 

め、與氣に閲して思考せる所を吾等に吿げよ0 

-Iキ ソークラテースよ、余は君及びラ，へース等は勇氣を定解するに 

其の正常を失せるものなりS考へ居たり。何tなれば君等は有名なる 

言を忘れ居たれば_なり、其の言ビは、余が君の口より魈きし听なり0 



KVsMlx何の 

VI 其は.如何なる言なbや、ニキアスよ。 

11キr何人も其の知れる所の事に於て善にして3¢の知らざる所の事 

に於て惩なbは余は數々转に趑き•し所なbo 

ソ_ ニキアスよ、此はWU典なり。 

ニキ是故U若〇大脆なる人は*なbiせば彼れ亦智者なるベし。 

y I ラ,へースよ、君はニキアスの言を聽きしや。 

5,へ 然り余は之れを聽けり、然雖十分其の怠を了解せざるなbo 

VI 余はニキアスの言を了ftせbvi信す、佘の思ふ所に由れば、彼れ 

は10氣を以つてWSの一純ビなせるもの立如し。 

5プへ 智JSの如何なる秘類なbや，ソークラテースよ。 

ソー 此is.か-Iキアスに問はざる可からざるの問題なす。 

5,へ 然り〇 

V I 然らばIー キアスよ、君の所SW此智SVJは果•して如何なるものな 

るいをラッへースI:吿げよ。恐くば笛を吹く所のITSの№1:は非ざるベ 

ニキ 

y I 

5,へ 
y I 



轉1 

IIキ 確かに然らす0 

y I 又たfラ」琴を诹くの智怒にも非ざるベ•し.〇 

ニキ 然らす0 

VI 然らば此の智^ビは如何なるものにして、又た何の哲怒なりや0 

5,へ ソークラテースょ、余は君のK問の言は甚tr善0vj思へb。而 

して余はニキアス*>此の^^成は知識の性Kの如何なるものなるやを 

吾等に吿げんこSを9!むものなbo 

ニキラ，へースょ、余は贝氣>しは戰承じ於ても亦其の他の^に於ても、 

能く人に?？:flR及び自倌の成を皴吹する所の知識なbvjなす。 

9ッへ ソークラクースよ二ーキアスのBやKに奇なりビ1iふべきに非 

今や• 

VI 

5，へ 

V I 

ラブへ 

ラ，へースょ，何を以つて教は此の«»爲すに至り0や0 

何故じvjか。他なら贝氣ビ$?nビは〇すや別物たるべQ 

此れニキァスの否む所なり〇 

然り彼れの思之れを否めり〇 



4-rxdラタ 
— fctf©* ふ 

V I 吞猝は彼れを0て典愚に放任し去るべきか、或は彼れの蒙を啓 

くべきか0 

ニキ ソークラテースょ、ラ，へースは佘の紫を啓かんiはせざるなり0 

然り£雖彼れ自己*>無^味の首を爲せるこSのIs明され〇ょり、又た余 

を以つて同じく無窓味の言を爲せる者なbvj强ひんVJせbo 

5，へ 辔6二ーキアスょ〇赏に君の無意味の言を爲せるこは余之れ 

を證MJ1すべ•し。試みに哲に一疑問を提出せんに、料師は疾病の危險なる 

こwを知らざるものなるか、成は5}氣ある人之れを知るか、成は锊師も20 

氣ある人vj同Cきや否や0 • 

ニキ 决して然らす0 

3"へ 裊業の危險を知れる漭はft夫の右に出づる者なく、或は其他手 

疼の技術上、能く恐愐及び自侰の念を與ふる所の知識を有せる者は工匠 

の右に出づる者なし。然るに彼等夫れが爲めに*も勇氣を增せるこ2 

あらざるなbo 

ソ| -Iキアスょ、ラ，へースの言へる所は何事ぞ•彼れ或事t言へる 



ものi如AJO • 

II年 然彼れ成事を首へるものなboされVJも其或事は典理1:ぁ 

らざるなbo 

y丨 其は何故ぞや。 
ニキ 何VJなれば、ラ，へースは，K師の知識はたr «康及び疾病の；性質 

以外に出づるこWなく、彼れたr病者に其車は之れを吿げ得べ•し6雖、其 

他何寧をも吿げ符ざるmjを知らざればなb。ラ，へIスょ、君は科師ir以 

つて、健康vj疾病S何れか人間に恐ろしきものなるやを知れるものVIな 

すか。多くの人は疾病全快して病床ょり起き出でざるは却つて善なる 

こv>ぁるに非すや。君は帒に生命は必す死ょりも咨CVJするか、余は之 

れを聦かんこVJを欲す〇死は往々生に優るこSはぁらざるか0 

5へ 然\余は確かに然b S倍す。 

ggu人K.由て ニキSは、死を以つて善ビせる人生を以つて菪ビせる人ち此の兩 

種の人に8io、同一物は阔じ<»るべきものなbtf考ふるか。 

5,へ 否な。 

韻難 <»， 





其人に取つては、是等の事物を堪受すべきや將た又た堪受せざるべきや 

の剑定に至つては、卜筮者、毫も卜筮者ならざるものに優るこビあらざる 

なり〇 

9,へ ソークラテースよ、余はニキアスの言ふ所を了解せざるなり〇 

何Viなれば彼れ觅氣ある人は卜筮#にも非す、翔師にもあらす、又た其他 

の洛にも非すiなせる以上は、彼れは其人を以て神Sな3rる可からざ 

ればなbo余の思ふ所に由れば、彼れは自ら無33;味の事を語れるこSを 

JEKU自白するを好ます〇て、自己のpabfzる困難をelさんi*して、上下 

に遁辭を携ふるものi謂ふべし。ソークラテースよ、今若し再等に•して 

たr矛盾の外觀を避けんSせ乙ならんじは、君も余も成ti共に同^なる 

遠辭を爲せしなるべし〇而して吾等？?C法廷にて辯論•しつiある恭な 

らんには、或は通辭の必要あるべ•し*^雖、此くの如き朋友間の»論に於い 

ては、何ぞ無益の言語を弄*して自說を飾るの要あらんや。 

VIラ，へ1スよ、余は君の言へる*>如く'Iキアスi>此くの如きこ•乙 

を爲さrらんこビを链む。然bs雖-ーキアスも其竹恐くは輿面目にC 



0知ftを要す 

て、取に言Kの爲めに言眯せるには非ざるベ•し〇故に吾等彼れの意味せ 

る所の說明を求め、然る後、若〇彼れ其言說に於て逬理を有するに於ては、 

吾等彼れ1:賛成若〇其れ然らざるに於ては、吾等彼れを敎誨すべきな 

kvo 

ラ，へ ソークラテースよ、君若し好まば彼れに質問せよ、余は己に十分 

質問•したb 信す〇 . . 

ソー然らば余は彼れに質問すベ乙。而して余の質問は吾等兩人の 

爲めにするものたるな.c\o . 

ラブへ 善CO 

ソー 然らば-ーキアスよ、余に吿げよ、否な寧ろ§等に吿げよ、何VJなれ 

ばラブへースビ余ごは級綸の味方たればなbo君は勇氣ビは希塑及び恐 

傕の基礎の知識なりビ斷言せんビするか0 

ニキ 

ソー寅に之れ«師成は預言者等の知らざる所の特殊の知識に•して、 

彼等若0自家«門の知識に加ふるに、此特殊の知讁を以つてするに非す 



んばJJ氣ある人たらすVJは、之れ君の意味せる所か。 

II キ ^ kvo 

V I 然らば格首の言へるが如く、豕は此知«を有せざるを以つ.て、勇 

氣なc Vi云ふか0 

ニキ然b、J»fc知aは豕の有せざる所なり。 

y I ニキアスょ冢が此知識を有せざるや明かなbaつ夫のクロム 

i•ンの豕の如き大豕£雖、君は之れを勇氣なきものSなさん。余は之れ 

を遊戲»£して首ふに非す0思ふに、人若し君の說たる、毋氣は恐懼及び 

希錤の基礎の知識なり€の言に同窓なる時は、獅子も、豹もff猪も、其他如 

何なる動物も、此知®の成程度を有せるこVJを許容するに非ざるょbは、 

如何なる|£獸S雌、is氣cbb e云ふこ«能はざ6べし〇而も此知識は渐 

く少數なる人間•か困ilを以つて辛くも之れを得能ふ所のものたるなb。 

故に男氣に關する君の見解を採用する人は、獅子も、牡鹿も、牡牛も、狼猴も 

昔な盡く勇氣あるこVI能はすi晰言せざる可からざるべし。 

へ ソークラテースょ、實にこれ至言なb、余はニキアスに望む。 

君 



はff等一般の人々*>勇氣ありビ認むる所の£■等の諸m物は、典に人間よ 

bも勇氣に劣れbvjするか、或はlit問一般の所說に反對•して、大胞に是等 

諸動物は與氣な〇ビ哳言するか、何れぞや〇 

IIキ 嗚呼ラ，へースよ、余は諸®I物成は其他のものを?5氣|)り£稱せ 

ざるなり、何ビなれば彼^知,iaなるもの^るこiなく、たr恐るiこ£な 

きビ、無成费なるiのみなればなbunは小兒*>其危險VJ云ふこSを知 

らざるより、從つて恐れの念な5ものを以てis氣あbvjなすか。佘の思 

ふ所に由れば、恐れなきS云ふこビi!rj氣ビは!Ml一物1:非个ビなす。余 

si の見る所に由れば、思®ある贝氣は甚だ少數人士の有する所の性質なb 

«雖、かのW進、大财、及び思慮な < 〇て恐れなきこvjは、多数の男子#数の 

女子、多數の小兒、多數の動物等の甚だ咨通に布する所のもの£なす。而 

じて君及び其他の人々の男氣?)る行爲£稱する所のものは、之れ所謂行 

進なるものに〇て、余の怠味せる所の贝氣の行货なるものは智鈦あ•る行 

爲たるなbo 

ラブへ 見よ、ソークラテース〇彼れのRら思へる*>如く、彼れ1¢の言辭 





ニキrスの爵It 
驗の«%るが如 

事Cなす〇 •:. 

VI 然be雄親友よ。大政治家は大なる心意を有せるものたるべ 

〇〇思ふに-ーキアスの下〇たる勇氣の定解中に合有せる所の見解は、或 

は討驗するの1IS値あるべ〇〇 

5,へ 然らばソーク•フタースよ、君自ら之れを討©せよ0 

V I 友よ、此は余の將に爲さんVJする所なも然bvi雖佘は君を余 

の仲問よb出だすものなbt思ふこ£勿れ〇佘は君が心を用ゐ、而して 

此問題を思考するに於て、余ビ共に協力せんこVIを欲す。 

ラッへ 君は余を以つて當U然かすべきものなbvi思ふに於ては、余は 

敢て異存あるなLO ♦ 

ソー然り〇而.して余は再び議論を始めんこビを•ー キアスに請ふ0 

君は、吾答が始めに與氣は徳钱の一部なbvicたるこ£は配值せる所な 

るべto 

IIキ 然bo 

V I 而.して»は自ら、此れを以つて一部分ビな0、表他にも尙ほ齩部 



讁及— 

分あbて、是等凡てを#併したるものを以つて德袭VIなす«言へbo 

IIキ 然り〇 

V I 然らばは此部分說に同意なるか0余は云ふ正魏、節8、及び此 

くの如きものは、rj氣€同Cく徳莪の一部分なり〇君之れに同意なbや 

如何ん0 

IIキ然り〇 

ソー然らば此點に於ては吾等の33:見は一致せbo次に一步を通め 

て！*等恐るべきもの及び组ま〇きものに於て一致せりや否やを見ん。 

先づ余の窓見を語るベ.k若し誤謬あらば幸に之れを雉正せょ〇佘の意 

見たるや、JBるべきもの及びaま*しきものは恐懼を造る者、或は之れを逭 

らざるものたるなり。而〇て恐俄Viは現在のものに非す、又た遇去のも 

のにもあらす〇て、將來に關して、期待され12る惡たるなり。ラ，へースょ、 

君は此言に同意なりや否や。 

3プヘ 然り、ソークラタースょ、余は全然同意なり〇 

V I -1キアスょ、之れ余の意見に6て、恐るべき物|£は、將來に於ける 



;來の科蕞 

•r4Itta去视在 
一來を1KLて 

惡にして成ま•しき物Sは將來に於ける善成は惡ならざる事物なり€云 

は•ざる可からす〇君此れに同窓なbや否や。 

ニキ 同意なbo 

ソー而Cて是笠の知識を稱Lて»はis氣なbvjsnふか。 

ニキ 確かに然bo 

ソー次に第三の論Kに於て?Vの总兑はラ，へIス及び佘の总見S同 

一なりや否やを驗せん0 

一1キ第三の論點VIは何ぞや。 

V I金は今まisるべLO彼も余も同一の窓見を有して'過去の學術、 

現在の乎術、及び節三たる將來は如何なるべきか、或は如何にせば最も蓉 

きかVJ云ふ所の平術、別々に存せるものに非すして、是答、現在、過去及び將 

來を 一«せる^術は之れありt爲すものなり〇例へばこ"'に^^•こ砧 

する一科の畢ありtせんに"其健谈の診察に於ては、現在、過去、及び將來、一 

讓に何れの時にも關するものなboia業も亦其他の生產URして、凡て 

の$1:通Cて然るものたるな^^大將の職務に關しても現在及び將來 



に瓜搲を廻らすべきものなるこ£は荇自ら余の證人たるべきなり0而 

Cて大將たるものは、决〇て卜筮者の從僳に非す〇て、自ら其主人なb VJ 

思惟せbs、何なれば彼れ能く戰爭に於て如何なるこSあbや、又た將來 

に於いて如何なるこS生起するやは、卜筵^よbも善く之れを知れるを 

以つてな50故に阈法も卜筮者は之れを大將よりも下位にaき、决〇て 

大將を卜筮^の下位にffiかざるなり〇ラ，へースよ、余の言正〇きに非ざ 

るか0 

1へ 全く正し。 • 

VI 而•して*ーキァスよ、界も亦Ipll^l術は將來、現在及び遇去の何れ 

の時に於ても同一?It物の知識を々するこビを承認するや否や。 

ニキ 然b、ソークラテースよ、Bに其は余の說ビする所なり0 

VI 而6て友よ、贝氣£は君の言へるが如く、恐俄及び希蕻の知識な 

るか0 

ニキ 然bo 

VI 而•して恐悃及び希^VJは將來の善及び將來の惡たるこiを許 



容するか0 

11キ典に然bo i 

ソー而してrnl一學術は將來、及び其他如何なる時なも亦同一事 

物を^«するか0 

IIキ 然り〇 

ーキアスのs V丨然らばir)氣は恐愐及び希^に關する^術に非ざるなbo何« 
W矛〇 

なれば是等は眾に將來のものなればなり。而•して與氣は他の諸學術の 

鈦5S米如く、たrに將來の苦惡の/>に關せるに非す•して、又た現在にも過去にも 
5み04のに非 

， 又た如何なる時にも№1せる1:は非ざるか。 

|ーキ 思ふに眞に然るべし0 

iアKct*u， V丨然らばニキアスょ。君の答へたる所は®に51氣の三分のlft 
•■Krnに非すLて 

yiのis るに過ぎす。然るに吾答の問ふ所は贞氣全ftaの性質に關するものなbo 

而して君の見る所即ち君の現在の見解に由れば、15氣iは眾に希SW及び 

恐蓰の知識に止まらすして、尙ほ時の如何に係はらす、殆)r凡ての善惡を 

泠むものi如し。君の言を以つて言ひ換ふる時は、果して如何がなる0 



新£に由#|ぱ 
«氣naw の一 

Kに沸ず全g 

IIキ ソ—クラクースょ、余は其れにpi]意な.CSO 、- . •• 

ソー されrも友ょゼ0人一切の善惡を知り其物如何なるものなb 

や、如何なるものなりしや、又た如何に0て生するものなりやを知る時U 

彼れ正换も、節制も•神型も如何なる徳莪をも缺拟する所あるなぐ、完全1: 

遑せるものsfffふべき1:非すや〇此くて彼れ迫等の諸徳を钌•し、又た如 

何なるこwは危瞼なりや、如何なるこVJU危險ならざるやを知ち、自然界 

の^及び超自然界の琳に對〇て、以つて0己を防術すべく、又た諸神に對 

LX々に對して其爲すべき所を知れるを以つて、又た彼等に咨を爲すこ 

VJを得べ00 • 〜 

ニキ ソークラテースょ、SJふ1:君の言へる所甚だ多くの具理あるが 

如〇〇 ，•- • : 

V I ニキアスょ、然らば2?•し君の此新定莪に由る時は、贝氣は祺に值 

の一部分たるのみに非す〇て、又た一切の徳雜たbvjswふべきか0 

M.キ 余は然k S倍す0 

V I 然bビ雖前には刃氣U徳義の一部分なりビ言ひしUは非ざる 



らのへ 

一1冬 然\吾等〇炉首ひたbo 

ソI残らば之れ今の苕の：Sる所VJ銜突せるに非中や。 

11キ 此垅分に於ては然るが如Cリ 

ソー然らば-ーキアスょ。吾等未だSJ氣の何たるやは之れを發見せ 

ざるUあらすや。 』• 

II冬 然り未；U發見せざるなり〇 

ラッへ然bvl雖吾*>友-ーキアスょ、思ふに转は輿氣に就いて發見する 

所あb 〇ならん、何芒なれば前に4<*>ソークラタースに答へたる所1:瀏 

して、君は8i侮の意を示め•したればなり。余は信す、君は必中やダモーン 

の智怒に由つて大に啓狻を受けたる所あるべ■し 
• IIキ ラ，へースょ、君は自己の、全然5}氣の性質を知らざbしこvjを思 

はすして、たr余のrMlL;く無«なbeこVJのみを見て"之れを^ii>T-せん•こ 

せbo某しVJsnふべし〇沿•し苒等雨人褚も何事か#き所ある人の、當に 

知るべき所を知らざbe せば、共にこれ言ふに足らざるiたるのみ0 



少¥のttffLl之 れSr，一#，T 

丨スせん 

余ょb見る時は、矜は、Hi:人が他人の叫のみを注一 

亡なきが如CO思ふ1:此錶»の問題1:關〇てa 

したるものi如〇〇若し何事か言ISI:不十分の所あら 

は未だ識あらすS雖、君が嘲笑したりビ思ふ所のかのダ 

の人々に依賴〇て之れを正すこVJを爲さん〇 ♦ 

得たらんには佘は無代にて?Jに痛足を分配すベ 

に君を以〇て知識の缺乏甚•しき者Sなせばなh 

5プへ ニキアスょ、料の哲學者なるmは余巳一 

雖余は敢てリユシマ，ホス及びメレーシアス等にilifl 

關〇て、决して?t及び余を以つて衍敎漭ビなす- 

I言せる如く、之れをソークラテースに顋はん， 

成技せば余は其ttffの衍遵をソークラタース1- 

1|キ 若〇ソークラタ—スに〇て承銥を與と 

间成Viする所なbo余は其他何人も'ーケIラ、 

せす。然bvj雖余^0事情を25りてソークラサ 

は、今後は君 

ン、及び其他 

又た佘の子等 

i せ-CSO 

には其は余の 



ては，彼れ必す辭退•して、他の師傅を紹介*して推薦するや必せb。y;マ 

，ホスよ、されV」も恐くは彼れ君の如ふ所は之れをかん。 

9ユシニキアスよ、彼れ必す然らざる可から^。何ビなれば余は他の 

多くの人に爲さrbe所をも、彼れには之れを爲•したればな卜。ソーク 

ラタースよ、右の窓•%乙て如例ん、余の爲めに少年の進步U助力を與ふ4 

や否や。 ， . 

V I 然り/**シマ，ホスよ、余は何人の逝步の爲めミ雖之れ1:助力を时 

ふるを否むは甚だ惡•しきmSなす。されでも若し余1:•して、&キアス及 

びラ，へース等の有せざる所の知識を有せるiを、此對活中に表はしたる 

悉ならんには、君は余を招きて余の莪務を完ふせ•しむるに於て正常なる 

べし€雖、吾等三人同£;く共U要領を得ざりしなり。然るに此中の一人. 

のみ特に撰ばる{の理由何處1:かぁる。瓜ふに三人中二人£して其撰 

に當るべきな•し。取情此の如くなるを以つて、余は忠告の一片を君1:呈 

せんか(此は深入bするの•姿なL&人諸君、余の主張する所は、吾等溢く良 

敎師を發)ioて费用を厭はすして先づ锊等自身を敎Wt、而〇て後靑年 



を；gyrする方法を學ばんこビ之れなbo©等决〇て現在のまiの無智 

に安んすべからす。若〇人歼等の如き年齡に於て舉校に行くこViを笑 

ふiあらんには、佘は彼等(:ホメーロスの句を引用〇て云はん、日く、 

『恭謙は足らは《人1:は宜しからすj • 

v>。是をUつて世評の如；1:1:關せすr?年の敎宵を以つて、5等の敎tfyi 

なさん〇 

リュシ ソ-.クラタースょ、余は大に君の宫を好む。而〇て佘は最も老 

年なるを以つて、又た小兒等ビ共に平校に通ふに最も热心なるものなbo 

ソークラ，K1スょ、® くは明朝余の家に來り、此蝌に關して協縞する所あ 

れ、今日の對括は此に止めん。 

y I ii/マ，*スょ、余は君の言1:從ひ、明W贵家を訪問すべし〇 











等あbて、ソークラテース此等名士の中に立つて常時最大一の學者ブロ 

-タゴラス€對话せんVJす。ブロータゴラス、吿ぐSに自己の能く人を 

進步せ〇め、前ょりも箱良に又た賢ならしめ得るこiを以つてす。然る 

にソークラクース、其果0て何事に於いて進步じ#良€な\贤ビなすや 

を問ふ。ブロータゴラス答ふ&に公私の琳に關する撤钍を與へズ生の 

學を敎 ふるこVJを以てせbo • 

ソークラテーう是れを稱〇て商尙なる事衆なbvjせり、されVjも，此取 

果〇て敎へられ傅授され得べきものなるやを問ふ、其綸法たる(一)ァテー 

ナィ人は其集會1:於ては、技術等に關〇ては熟铼不熟鍊は之れをK別す 

VJ雖、訓練されたる政治家或は訓練されざる政治家Vi云ふが如きのIs別 

は之れを爲すこビなく、又た(二#良にしてSもHなるァテーナィ人士も、 

决して其子に政治の徳を敎へざるを以つて見れば、ブロータゴラスの8W 

へる所のものは、敎へらる可きものに非すi云ふにあり〇 

ブロータゴラス之れに答ふる»:敎訓小話、成は神活を以つて、»神は諸 

他の技術は或少數の人1:輿へしvj雖、正铱及び敬神等は一般の人々に與 



へたるを以つて、技術には熟練不熟練cb雖、政治上にIj;熟練不熱練ぁ 

るな〇、此點ァテ—ナィ人の思想正當ななす"其理由に日く(一)海人皆 

な#皮は異りミ雖政治上の德躲を有するが故に、荇し之れを有せす4す 

るも、；5一す之れを有すVJ公言せざる可からざるなり。若t人知らざる够 

術を知れbviいふ時は人稱して狂人vj云ふS同Cく、其人たViひ政治上 

の》を有せ中iも、其德ぁり£云はざるは又た之れ«人なbsto (二)T 

ターナィ人が政治上の徳莪を以つて敎へ得べきものなするは、不a 

の疗爲者を»1するに由つても之れを知るべ*し£れ改め進ましむるを得 

ベ0¢信せる1:由る0 (三交邸は其子の言55を解するに至るやittちに之 

れ•かifc育を始め、其敎育終らば阈家之れを敎脊す〇 (四6明善良なる父に" 

16昧なる子ぁ6は利|:铒ビするに足らす、之れ第一贵年たるものたじ與 

父のみを學ばすして、全市民に积ぶに由\又た天賊自然にも由るものな 

ればなbo (五)ソIク，テースの誤譖は、薄人盡く鉍師なS時は、之れ敎帥 

なきに等*し£云ふにぁり0而してブロータゴラス彼れ自身の如きは、他 

人ょbも後れる者VJなす〇 



ソークラタース、此說明に滿足〇たbs雖、wii一 疑問あbvjなす。ブ 

ロータゴラス徳醆を說明す〇而して多くの徳莪は多數なるか一なるか、 

一全の諸部分なるか、成は同一物の數名なるかviuソークラテースの 

質問する所なり。ブロータゴラスは是等を以つて一物の諸部分なるこ 

e、Jg而の賭部分の如CVJなし、各G別々の官能なbeせり、之れ早計の答 

なりき，而〇てソークラテース此答言を取つて討究の目的物ビなす。 

而Cて正鵷、神®、智、愚、節制等に就いて£に問答討論〇つiあb 〇 •か、ブ 

ロータゴラス、漸次にソ—クラタ丨スの問答法に由つて追舫論破せられ 

んビする趣あ其問答法の不利なるを奴て、茲演說を鸩.し、肋衆の拍手喝 

采を以て瞞着せんCせり。 

然るにソークラ7-丨スは之れを好ますgdta不良なbs稱〇て短く問 

答セんこVJを求む。ブロータゴラス之れを好ます、ソークラタ1ス货め 

に起つて歸り去らんSせり〇 カリアス切に之れを止V」め、アグキビアデ 

-スは、ブロータゴラスの態度を辟し、クリチアス及びブP1デコス等は 

兩人£に交讓して議論を繼纊せんiを鋤め、ヒ，ビアスは燄論の拙决米を 



EかんこSを提議せ〇ビ雖、ソークラテース其無用なるこビを言ひ"遂に 

ソ—クラテ—スの折中案に由つて、ブ91タゴラス先づ問ひ、ソ-クラテ 

1ス答ふべCVJな〇、ブロータゴラス濉りな*>ら之れを承諾•し、又た議論 

を始めたり〇 、 

ブロータゴラス¢1問の)a£ •して時^を論せんビ云ひ、シモニ•テスの詩 

を引用-之れを評して矛盾あb Sな-ソ—クラテースの意見を問ふ0 

ソークラテース矛盾なじS乙'シモ--デスの^は彼れの心^國饵方言等 

に據〇て解釋やざる可からすビなし、ブロータゴラスの言糚の注意にM 

密ならざるを符め、翮みて、シモニデスSP1國人たるヒ，ビアスの-1J成を求 

ひ〇素ょれソークラテーKの解釋«に是なるには非令•して一時を糊塗 

せ〇ものたるなり。然るに必衆tfな之れをS認せbo 

詩の解釋巳に終bたれば、ソIクラテース诩ぅて日く詩を綸する如き 

は凡俗者流の爲す所に•して、齡妓を铋ひ來りて其^聲を樂.しむ如きのみ" 

典の平問あbftffある求は各自の淡活に由-CN、齐自の苷辞を以つて慰樂、 

交：際の媒介物Sなすが如く、S歌を縞»するが如きは、之れを廢•し、始めの 



問題たる德莪は一なりや多數なりやを論せんビ。グロータゴラス其言 

に定ひ之れを問答するこvj iなせり〇ブロ*"タゴラス諸他のfs^lは^ 

近似せり£雖、獨り贝氣のみは大に他の諸徳ビ異れりビ〇たるょり、ソー 

クラテース此點にrMJoて激烈なる攻_の綸«を向け、是れょり快樂は善 

なb、苦痛U惡なb等の锊恶の檫瑣、快樂善惡の比較針量取舍を綸c、a後 

に快樂苦痛の兩求を鞞惡Sなし、其れを知るを德醆eなし^雄は知aな 

冬VJOて一に歸せ〇む。 

•ソークラテース此對活の紡堪未だ十分なる滿足を得ざる內、ブロータ 

ゴラスaislせられ、疲勞して談活を好まざるに军りしを以つて、ソークラ 

テースは自己の典理を愛する由を述べ^目的たるT1)彷莪は如何なるも 

のにして、又た、(二)徳钱は敎へられ得べきものなりや否やを研究せん£す 

るにあり、しをJ5bて此對Kの結末をなせり〇 

74x>»>c 

の一家に會僉 
ブロータゴラス、ヒ，ビアス、ブローデnス等の如き當時の大家VI時に 

此く一^1:&合するは實際あb得べがらざiiなbs雖、ブラトーンは 



のttIsatulh 史 
的の4のu仲す 

e-fる0政ル4 
なI 

本S中q舉瑾 

upニデスの詩 
にftいて 

胳史上の氺竹の如きは之れを眼中|:瓰かす0て、た*1其可能の點ょり此 

仕組を成せしもの1如し0 •て. ， 

然りビ雖此に描けるブロータゴラスa、全然想(ft上の人なbvjするの 

理由なく、又た此に描けるソクラタ—スも、典に歴史的のもの1:非すSす 

るの^111もあらざるなbo 

此對活の目的即ちソークラテ—スの目的は、徳雜の一たるこビを誼す 

るにありて、此問迎の解决中、徳鵷VJ知識ビはIM]一なb iのiも含有せり〇 

而〇て荇〇徳莪ビ知讁ど一な6>|せば徳雜は敎へられ得べ〇ビ結綸す0 

咨中ブロータゴラスの引用むたるシモーーデスの詩に就いて、©々ソー 

クラテイスの論じたる所は、常時詩文の解釋上、流行〇たる冗®;、架空、揑范、 

熵揹の風を諷刺するにあb •しもの-如〇〇又た常時の詩人等の無意味 

なるを嘲笑•し、詩人等を云々するU平凡無學の俗衆たるをIWへるものな 

• rブロータゴラスJ«は實に雄大なる「•トラごに.して忒趣味及び人物の射 

fp?，5Sにf •二らざるミ。其■に與へたる成励®印象や甚だ 



ytll*-/，l<;»^_ilごIBB_ 

深く、始めはプロータゴラス傲然たb •しV次^に其威を拟Cて、後にはソ 

IクラテースEv> 〇て【ドラJの中心亡なれb◦アルキビアデースU反一 

對のn:r£ょboてソークラテースに»(•し、クリチアヌは中立•し、カリアス 

はrソフィスト1r-u姒けるもWほ熱心に-RJ«を求めて之れを慰樂ビなせho 

ブP丨デコスはJt位所たる言sfftのK別をgiるの機ftを發見せんぞkヒ， 

ビアスan然5&の淺傅なる知^を誇らんiせboされV」も彼等は«:敬 

されたるW弄の：：2枞を以つて先づ以つて本^の始めの部分U攻擊C去 

られた办〇 • : •今メ 

本«はかの有名なる前世の|&位說」3分子亳も之れなく、又た姐进中の 

rソフィスト」に對する態度S我なるをnつて、純然たるソークラテースの說. 

vj見て可なする人あbo rハルミデースj ”リユシスj『ラッへースJ^、spな 

知識sfft義ビの關係を^せるょb兌^^、是等は之れに^故ある 一Mtii: 

大なる«物の序?iirの如きものS見て成は可なるが如きの成あbo『ィォ 

-ン』及びrヒ，ビアスj中1:は又た時人を論せb、之れ：rブロータゴラス』中の 

シモ-ーデスの時の批評の精神¢+11似たbo rメノーンj中1:は？徳莪は敎へ 



の 
兽 





フロ丨タゴラス 

對話人物 

ソークラテース——其知人に カリアス_有のアタ—ナイ人 
此拽»を爲せる人 

ヒヴ•ホクラテ1ス 

アルキ•匕アデース 

クyチアス 

13——力yアスの家 

ブロータゴラス 

ヒッビアス 

ブP—デ 

『ソフィス 

コス 

SU何處ょり來りしやゾータラタースょ〇 は問ふには 

及ばざるベ〇〇余は知る、君は又かの美しきアルキビア 

デースを追索〇居たり〇なるべし。余は一昨日彼れに逢ひしが、彼れは 



K吒を生す 
2g毛を^へて成人の如くなれbo——然り彼は成人Sなれるこどを：wの耳 

に^げん。されV」も彼れfAIli可愛き愛^ありビ¢3す。 

ソー 彼れSJ毛を生-Cたb tて何Hiぞや〇哲はホメーロスの总兑ビ 

同一なるにはlbらざるか、〇く 

『併年初めて其；g毛の生中る時、之れ於も愛Asあるの時』 

VJOアルキビアデースはKに此愛始あho 

知人——扨て琳怙は如何にiffifrせ•しやOfiuTルキビアデースを訪問 

じたるか。彼れ君に對•してluWなり〇や如何ん0 • 

ソー 然り、余瓜ふに彼れ甚だ余U親切U•して、殊に今日は然り〇なt 

企は今ま彼れの許ょb來れり、彼れa•:!じ於て余を助け〇iありき〇然 

り艺雖余は君に一奇聞を|5らんか0彼れ筲に佘ビ共にあり.しビ雖、余は 

殆ビ彼を意に介するこeな <、彼れ數々余の念屮ょり出で去りたbo 

知人 其は何事ぞ〇何事か君S彼れどの問に起りたるや〇*は次.し 

て彼れ1:设れる类しき^を、此アクーナィ111屮uiA出すこビ能Uざるべ 



ソー 否な'肘类•しき者を。 

知人 何；てやI其はァクーナイ人なるか、成は又た他P9人なるか0 

V I 他^人な*CVO 

知A何れの人なbや〇 

V I アブデーラの人なり〇 

仰人 此の他^人はfiの33;見に.Sる時は、典にクレイニァスの子よb 

も美なbS云ふか0 

V I 親友よ〇 l/sftき«は、Wに1M英聪なるにはあらざるか。 

知人 され•€もソークラテースよ、Sはlitに成K渚に逢ひたるか。 

ソー然り、余は斑•ろ、現在生ける人rMI中の至Kなる人に逢ひ0£猬は 

ん〇若乙釕此名稱をブロータゴラスに附するこVJに同总ならんには。 

知人 何Sか云ふ。ブロータゴラス«〇て此ァターナイ市に來れb 

Vi云ふか。 

VI 然り、彼れ二日前に來れり〇 

知人 而して»は今ま彼れに&見，して來りしか0 



V I 然り、企は多くの^をSき又た言へb。 

W < 然らばf彩苦し差支なくば坐して時の狀5iを25れ、余の侍洛君に 

其坐を？5るべし0 

VISの：g聪するこvjを跗す。 、 

知人 又た君の谈话するこ艺を谢す〇 

ソー余は又たfiが謝するこビを谢す、然らばMくば傾聪せよ。 

昨^否な¥ろ今朝未明"ァ•ホXIドーロスの子に•してファソーンの兄弟 

なるヒ，ボタラテース來りて、杖t以〇て我家の戶を打ち叩き、恐.ろ*しき音 

を爲〇たるを以つて，或者内よbr'を開きたるに、彼れ驅け込みて叫びて 

日く、ソークラテースよ*は目锻め居るか、或は»れるか¢0 

余は彼れの聲を知れるを以つて答へて日く"ビ，ボタラタ1スよ"此は君 

なるか0,何の奇跗かある。 

彼れ日く、善き奇聞なり、轉き奇聞にあらす6て何ぞや。 

余日く、快なる哉。然b s&il奇拗via何ぞや。何を以つて此くも時な 

らざる早朝1:來boや。 



bヲポタラT丨 
X、プB—タゴ 

，ス0TT1ナ 
イK來をW 

$&み L こ)!1; 

汝れ余に近く寄りそひて日く； P1タゴラス來れり〇 

汆3く、然り、彼れ二口前に來れb、忍は漸く今其來若を閲き込みじか。 

彼れ日く、余は昨夕之れを聞き込みたbo 

彼れ此時佘の小111付きの〇祭の、我*>A1許の方に腰打懸けてgflぅて日 

く、余は昨日is走tたる奴^サチユロスをi&てオィノィに至り•其處ょり婦 

りて夜晚く此事を問きたり。奴隷遁走のこ£に就いては、他の事情の故 

隙なくば*に話さん£思ひ居たるなり0扨て余は歸宅して晚教を終6 

て將に寢に就かんViせる時、余の兄弟余に|«ぅて日く、ブロータゴラス來 

れbvjo其時余は直に君を訪l«iせんビ思ひ0 VJ雖、夜已に深更なbしを 

以つて之れをItめたり〇佘は疲勞に由つて一睡〇、目进め〇や否や、直ち 

に起きて此處に來れ〇なり〇 

余は彼れの勇氣ある狂!Hを知るビ雎I、殊更1:問ぅて日く、何事ぞや0 

ブロータゴラう或は君の所有物を盜みしか0 

彼れ笑ひな•から答へて日く，然り、ソークラテース。波れ知識を盗みて 

之れをgsせbo 



夜の 

余口く^苦〇彼れに金錢を與へ、以つて彼れビ朋友ビなるに於ては彷 

れ必す君をSに•し彼れの如くなすべ•し。 

彼れ13く、必今然るべ〇0彼れ»*し之れを爲すミせば彼れ余の一切の 

金¢2及び余の朋友の金錢を受くるSも可なり〇余*>今ま*を訪問•した 

るは此理由に〇て、余は未tr年«く"又た一度も彼れを兑•しこどなくdき 

〇こViもなo(彼れ以前アターナィ市に來り•し時は、余は小兒なりき)。之 

れを以つてソークラテースょ、余の爲めに彼れビ淡話せょ。人竹な彼れ 

を稱货〇て：：S說龙中の最も®秀の人Sなせbo吾等如何でか度ちに行 

きて彼れを家に訪問せざるべき。余の聞く所に由れば彼れヒッボーーコス 

の子カリアスの家に在b soいざ行かん。 

余答へて日く、我友、急ぐ勿れ、時は尙ほ早きに過ぐ、余等起床し、暫晻庭内 

を5a泣•し、夜の明くるを待ちて而•して往かん。ブロータゴラスは通常家 

U在るを以つて、吾等必す會ふこiを得べし、氣逍ふこビ勿れ〇 

此くて5»起床して©時庭內を步み居たるが、余、心に思へらく、先づヒ， 

•ホクラテースの决心の力を試みんビ。因〇て疑問を提出して日く、ヒ，ボ 



下で代に7 

s«ち由《 
ぞをれつI 
抑んて， 
0¢何ゴ 
ん乙者， 
«て攻ス 

»師b-yボタ7 
T—ス 

彭対MフMVヂ 
T X 

クラテースょ、^Uブロータゴラスの許1:至り、彼れに金錢を拂はんビせ 

boされでも矜が而介せん€する所のブ01タゴラス《は果して何者 

ぞや•又た(*れが君の爲めに成さんビする所は何垠•そや、余に此mを吿け 

ょ〇朽农〇コス人たる^師ヒヲボクラテースの許に至りて金錢を與へん 

VJする時、人あbて*に！iぅて日く、あiヒ，ボタラテースょ、*は彼を以つ 

て何者VJ 〇て、君VJW名なるヒ，•ホクラテースに^の金錢を與ふるやVJO 

之れにftする«の答や如何ん。 

彼れ0く、彼れはW師なて余は彼れに佥錢を與へん。 

彼れはSをして如何なる^iなら•しむるぞ〇 

彼れ日く、P?師vjなら•しめん0 

矜苦-しア〆ゴス人ボリユクレイトス成はT.テーナイ人フ*イ•チアスの許 

に至りて命•«*を與へんSする時、人あ5て哲に問ぅて口く、君は彼れを以 

つて何^ビ〇て此金錢をボリユクレイトス及びフ*イデアKに與へん迄す 

るや¢0君之れ1:對6て何W筏へん£するか0 

余は答へん，彼等を彫刻師soて。 



o 

而〇て彼等u君をして何者たらしめん艺するか。 

勿論彫刻師たらCめん0 

余日く、Wて^も余も共にブロータゴラスの許U至り、呑等君の爲め(: 

ブロータゴラスに金錢を拂はんVJせbo若し?V答瑚備せる所十分に〇 

てJ.;:也れに由つて彼れの心を沿るこSあらば#等大に之れを«ぶものな 

b VJ雖、游〇然ざるに於ては、®等又た君の友人の金錢をも消驳するこビ 

iなるなbo今荇〇假に、再等熱心に31:のn的を迷せん艺試むるに際し、 

人あ kv て吾笠に8flぅて、ソークラクース及びe，•ホクラテ-スょ、?f等はブ 
ロータゴラスを以つて何者Sな〇てtHきて彼れに僉餞を怫はんv>せり 

やビt?ふものあらんにはS答何ミ之れ1:答ふべきや。フ*ィデアスの彫 

刻家たるこSは余之れを知れり、ホメーロスの^人たるこミも余亦た之 

れを知れり〇然b VJ雖、プロータゴラスの名稱に至つては余未だ之れを 

知らざるなり。彼れの稱呼さる！所は«0て何ぞや0 

晚れ答へて日く、ソークラテースょ人々彼れを|7}して『ソフィスト』€砌へ 



然らば吾等は「ソフィストJ0資格の^たi彼れU往いて、金錢を拂はんビ 

するものなる炉〇 

然bo 

され•£も人^〇你ほ逸みて21ふi假定せょ、日く:»等a身は如何ん0 

矜筇荇〇往いて彼れ1:而分せば、ブロータゴジス果〇て若等を0て如何 

なる漭たら乙むるか¢0 

彼れ聊か赤而•して？?へて日く(此時夜漸く明け、彼れをWるを得る1:至 

れby若C前の籾例の如くんばiLfふ1:彼れ佘を「ソフィスト」たら乙むるなら 

ん〇 

余日く、然らば对は「ソフィスト05i格を以つて、全グレシア人の前に立ち 

て典1:耻づ•る所なo€するか。 

ソークラテースょ¥?を【Iはr余は之れを耻づるものなり〇 

ヒッボクラテースょ、何をnつてブロータゴラスの%Wは此性fitのもの 

たるを前定するや。*は文法^^、音樂洛、成は體術家の技術等は、之れを 

職業ビするこVJな•しSも、たr以つて鉍Wの一部Sなし、普通一简の紳士 



St 
スト」に： 

Cするか 

公Rの知らざる可らざるものなるの故を以て之を^ぶが如く、ブロータ 

ゴラスより敎を受るこビ能はざるか0 

晚れ日く、全く然り、而•して余の思ふ所に由れば£れブロータゴラスの 

敎rfの-n相なb ¢0 

余：！！ く、余は^く^は果して何を^•しつiぁるかを知れりや否やを。 

汆は何を爲〇つ！ぁりやS云ふか。 

忍は今ま其W神を1ソフィスト」なるものに委托せんwせり〇されビも君 

は【ソフィスト〇如何なるものなるやを知れ考ふるi能はざろな50 

君荇*し之れを知らすビせば»は自己の符_を啓に托さん€せるや、將た 

又た惡に托さんどせるやをも知らざるべきなbo 

彼れ0く、余は確に之れを知れbis他す。 

然らば余にf?げよ、彼れは站•して如何なる^なりi君は考ふるやをU 

彼れ答へて日く、彼れの名稱の示めせる如く、命は彼れを以つてK坍知 

漭Sなす0 

<?日く、之れ亦溢エ及びエ匠笠にも適用さるべきこビに非中や0彼等 



贷に〇て知なるU非すや。されV」も似定〇て、人?vo©等に問ぅて、溢エ 

は如何なる9»に於てKなbやビ云はr、};11等此く答へて云はん、日く、彼等 

ょく他物を模砹する取に於てKなり、他のJH物に就て云ふも亦之V」同様 

なb VJO侦ほ彼れ進みて『ソプィスト」のty^u如何なるものぞ、而•して其沿 

功の下に15造さるi所のものU何ぞやVJ問はんには、?V等何S之れU答 

ふべきや0 

ソークラテースょ#等如何に答ふべきや〇たr彼れの指導する所は 

人を〇て雄辯なら•しむる術に<5りビ云ふの外他に答ふべきなし。 

余日く、然り、恐くは-nに然らん〇然bvi雎未だ以つて十分なる答Sな 

すべからす、何vjなれば何ほ他の疑問を合めばなり。日く今ソフィストri何 

事に於て人を雄辩なら〇むるや。『タラ」琴の樂帥は之れを彈するこVJU 

關•して人を〇て此の術を了會せしむるに付きて人を〇て雄辯ならしむ。 

之れ然らざるか0 y 

然り。• 
然らばrソフ；卜jは何事に於て人をして雄辯ならしむるや。彼れ其了 



知it:るjrr.民わ 然らば「ソフイスト0知る所は何事に•して、其門弟子を〇て知らしむる所 

は何事なbや。 

未だ知ら％一る者 
に14及ぴ«神 

feis-fia 大危 
19 

彼れ日く、余は答ふる能はす。 

余はT?を進めて此く言へ6、日くWて君は自己の53遇せんビする所の 

危險を悟れりや否や〇君若0自己の一身を或^1:托さんVJするに常k 

此に其人ょb善を得るか、或は又た^を被るかの危殆ぁb VJせば、君は友 

人及び親成の意見を聞き、又た0ら數日のI!a其可否を熟慮するに非らす 

や。然るに今若0身ftaょりも贵$1:0て、君の一切の吉凶の遨く繫•かる 

所の精神に關する問題に於ては、君は之れを君の父にも計らす、兄弟にも 

吿げす、又た君の友人たる吾等の一人にも其意iiを聞くこVJなく、此の外 

W人來るや否や、i£に君は其W神を此外國人の符莩の中に{Sかんvj 〇、君 

の言へるが如く、夜前U彼れの事を聞き、®朝度に彼れの許に至らんso、 

毫も热慮するこVJなく-又た其可否を何人にも問ふこVJもなく、心を决•し 



如 

ry フ4 X 卜 jtl 

15 

Is 

てブロータゴラスの門弟子たらん¢0、右の財產を滇^〇、友人の財產を 

消狎L、如何なる入费を要するも其决心をitかんビせり〇君の^へ&が 

如く例令S未tr彼れを知らざるじも係はらす、彼れVJ言Isを交へざるに 

も係はらす、又た君は彼れ4/ソフイストJe云ひ、而も「ソフイスト©如何なるも 

のなるやをも知らざるに係はらす、而も*は往いて其身を彼れU托せん 

VJせり0 

彼れ余の此首を®きて^ぅて日く、ソークラクーヌよ、思ふに此は君の 

言より引き出さrるべからざる結<|なるベ〇〇 

余は尙ほ言を進めて日く"ヒ，•ホクラテースよAソフイストVJは精神の食物 

の卸W或は小寊を货す者に非すや。余は「ソフイスト】を以つて此樋の人な 

b Vi解す〇 

ソークラテースよ、然らば褚神の食物VIは如何なるものぞ。 

余日く知識はfrにW神の食物なり。宛も卸商或は小寶商が身«の食 

物を^る1:當り、其物品を稱搡するが如く『ソフイスト^も亦其货品を稱揚 

すべければ、一*等其甘言1:欺かれざらんこ式を要す。彼れ商R等は、其迓 



先づ食物の布方 
無-*を明かにせ 

1«§ 

装S 
するよ¥系*-.» 
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力，rスの家に 
»在せる大「y 

7イ X 

,9ヂ'の家の 
EM瀑 

可なるものなるか、成U其it其畤等を明かにじ、然る後之れを食せば、之れ 

をK買するも大害なcviai、今若し知a©H品を購ひたるも、君之れを他 

Sに容れて家に持ち歸るこS能はすeせば、君uKちに之れをB己の拚 

轉中!:容受し、大に*惡を被るか、成は大に利益を受けて其家|:»らざる 

可からす〇此故に吾等t4(に思ひ至办て、之れを吾等の年長«|:鱗する 

の必*を成tるものな卜。何Sなれば、吾等尙ほ年若く、此くの如き事を 

决定するは、自ら其力の足らざるこSを知ればなり〇されViも吾等0企 

てたiがinく、試みにブロータゴラスの許を訪問せん〇而して吾等の聽 

きし所は又た之れを他|:治りて其可否を質すべ，し0何ビなれば力,ァ 

スの家1:滯在せるは、軍にブロ—タゴ，スのみ1:非令Cて：yス人t，ビ 

ァスI在るベ <、又た余の思ふ所に〇て联らすば、ケオス人ブP1デコス 

及び其他數多の智者も在るべし0 > 

吾等此く同意〇て出立•し、力 >ァスの家の空脚前に至れり〇されfも 

道々«つi來り〇も未だ其綸終らざりしを以つて、暫くそこに立ち 

てilttLて其結末をなofil:相了會せb。余思ふに空關番なる侍者は、 



内に人る 

及ぴ箕H弟子 

恐くばS等*>す-№1前1:て^論するをfiiき•しなるべく、又た彼れ^^ソフ“ 

スト^の£2入を困•しむるものi如C0再等支關に訪なひLH.V、®人來A 

て戶を阳き再等を見てつぶやきて日く、彼^ソフィスト」なb ¢0而〇て吾 

笠に云ぅて日く、主人は不在な6¢。直ちにi&•しき昔を立て兩手を以 

つて戶を阳ぢて內に入れり〇吾等之れを以つて再び戶を敲きたるも•今 

MU彼れ戶を開かすして內ょり答へて日く、汝等何んするものぞ余は曩 
こ主Vは不在なりVJ言ひ*しを^かざり•しかS。され*Sも余は日く、吾等 

は『ツ1sィストjに.#す、又た力PTスに而ftせんがJSめにも非す、ぶrブ”1 

タゴラスに僉はん*>爲めに來れり.0願くば此事を通せょ£0遂|:辛ぅ 

して彼をして戶をR!かしむるこビを捋たbe 

•吞等入b見るにブロータゴラスは廊下を敢步C居たb。而L.-C故れ 

の傍こ'方IIはb，•ホ；コスの子カリアス•へリクレースの子にtてカリ 

アスVJIlllBttの兄弟なるパラロス及びグラウコンの子ハ，ミ^1ス步ろ 



ンチモィロスはブnlタゴラス1,!]中のMも^1名なる者に•して、誰辯をw 

つて本業ビ爲さんVJせる*なbo而.して贬衆の一胙ブロータゴラスに 

隨從せり〇是等の多くは他國の人の如くii1.はれたり、之れ昔な常にブロ 

1タゴラスに從つて^都市ょb諸都市に旅行•して此に來れるなり〇ブ 

ロータゴラスは宛も樂一:ォルフ*クスの如く、其昔聲を以つて是等の人々 

ブIVラス の心を^ひ、足等の人々は其引力1:從へるなり〇余は又た是等の人々.の 
の3访勒作H門 

$1 內アテーナィ人.も在り•しこVJをTTひas:かん〇而•して彼等の進退、JS]旋、折 

旋、炽矩に常るを見て、余は喫)5の念然する能はざりき。彼等は力めてブ 

一口 ータゴラスの路を連ぎらざらんこビを力め^:-〇ブPIタゴラス及び 

其隨伴眾、步を彼方に趔らす時は、彼等耽衆の一舴はサ，卜列を左右に別、 

-絕Aずブロータゴラスを〇て、辟衆の先ml:あらしめ、右»は左に廻はり、 

左興は右に姻はbKrl次に步を稃〇てブロータゴラヌの後に美堺に列を 

»へて從ひたbo 

b，ビTK ブロータゴラスを見たるの後、ホメ ーロスの言へるが如く、-•否れ眼を上 

げV•見たるにIUエリス人ヒ，•ヒアス、[10ひの廊下に苹皰なる椅子にザ：乙、其間 



i 

スの父】の時，代 

此室は、家の狭® 

て羊の毛及び夜具の 

ラメィスのパクサニアス坐•し居たり叉パ 

善き対％のいS年若き一人の^年あbき^ 

からんには、彼ら必中溫雅の性泣の者なるベ 

やぅ»)きたりビ信す、彼れ恐くばパクナ-1ア 



スの愛する所の少年なるべし〇此贵年の他に又た二人のアディマント 

スあXSて二はヶビスの子に〇て、他はレ!>n ロフィデースの子なな〇其他 

にもなほ數名の人あbき〇余はブ01デnKのIsれる所を聽か4¢す 

るや切なりき、何eなれば、余は、彼れを以て至货ULて又た天來の人なb 

VJSひたればなbo然ぅミ_余は其室內なる人々の仲問に入るこ£能 

はざb •しビ、又たブローデコスの美賭に•して深®なる聲の室内に反*せ 

るviに由りて、其言ふ所を明lllrrに聽くこビを得ざり•しなbo 

吾等の此«に入るや、否や君が凋へる所のalsgなるアルキビアデース 

も吾等に嫌いて入b來又たカラィスフUスの子なるクタチアスも入 

り來れbo 

余其處に入bて暫く立ち止まbてMIMの光Sを觀、而〇てブロータゴ 

ラスの方に步み行きてST1ぅて日 <、ブロ、タゴラスょ"我友ヒクホクラター 

ス及び余は、君U面會を求めん£匕て此に來れり£0 

彼れ日く、君は佘一人亡對SSせんこ£を好むか、將た又た衆人の面前に 

て4¢5るこiを欲するか。 
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余日く、たr尥の好むがまiに任せん。«は"吾等が乃を扔問*したる目- 

的を®きJub 04何れ1:なも丑自ら之れを决定せょ。 1 

彼れ日く、君等の來りし目的Sは何ぞや〇 

企-^ く、余U先づ我友ヒッ•ホクラタースはアテーナィの人なる^を0»炉 

ざる可らす。彼れはヂボUドーロスの子に•して、贫朵の家に產れ、彼れ自 

身亦天賦の材能あbて、彼れビ同年3Kの如何なる人に比するも、毫も遜色- 

あるこVJな•し。：C彼れは政治上に於て拔舴ならん事を志9!¢む、其目 一i 

的を達するili良の方法は'君ビ對話するこありSせるものi如し。 

之れ！¢1等の來b •し目的なり〇是取|:關•して君の彼れの爲に敎を說くや、 

たr一人のみの席上にてすべきか、將た又た衆人の前にてすべきかは之 

れたr3&の便利に任せんのみ。 - て 

ソークラテースょ、君の豚意1:對〇余は成谢せざるを得す、*に一®の 

他國人が諸bflの大都待に入bて3(:都市の靑年の花£も云ふ可き人々を 

說き<01め、典老若、親戚、知友を離れて、己れvj起臥を共にせ•しめ、己が敎訓に 

ょb、其人々を進步せLめんVJするは、大に用心せざる可からざるIHたる•： 



なり。何亡なれば昤に其の所作に對乙て、大なる嫉妬を招くこビあり、成 

は又た人々の怨恨陰謀を其一身に集ひる?!tあるを以つてなbo蓋「ソフィ 

スト©術なるものは、其由來甚fr遠OS雖、古代に在つては-^ツフ"スト」の敎 

師なるものは、宵な此の怨恨を恐れて、沌々の名稱の下に隱れて自らを晦 

i •し居れり〇而•して成はホメーロス、へシオドス、及びシモニデス®の如 

く、寺人に假扮するあり、或はオダフ*クスムナイクス等の如く^^及び預 

言者に假分するあ^^或はタレンツム人イッコスの如きlitis操敎帥の如き 

者に假扮するあり〇又た近來に於ては、前1:はメガラ人なりし•か今はセリ" 

ムブリア人なるへ1T11デコスの如きも然b、而かもへ1T11デコスの 

如きは實に近代第一流の〔ソフィストJたるなり。君の國人なるアガトクレ 

1スは音樂者を裝ひ•しビ雖、其货は秀出せる「ソフィスト」なりき。ケオス人 

ピユトクレイデ..スも亦然りしなbo其他此種の人少な>らす〇而•して 

皆な之れ余の言へる•か如く、衆人ょb猜疑を受けん事を^れて减々に假 

扮せる^なり〇然bvj雖、余の爲す所は^等ビ趣を與.|:'何ビなれば余 

は•皮^决*して其®扮の目的を完•フする1i能はすご倍也ばなbo. •彼等 



zsfs 

の爲す所は政府を欺かんVJするものなbビ雎、政府は彼等に欺かるiこ 

iなくR衆に至ては更に何の理解力も之れを有せす、たr政府の命する 

所に之れ從ふのみ。抑も危殆に敌みて通走し、通走•して捕へらるJ如き 

は'實Uこれ！eの極に〇て却つて、大いに衆人の忿怒を挑报するものなb。 

何vjなれば人々は彼れに對〇て穐々の興鑲を有するのみならす、之れに 

加ふるに、通走者を以つて惡漢なりビ爲すべければなり。是故に余は全 

然反對の針路を取b、自ら其「ソフィスト^るこS及び人間の敎濞者なる事 

を公言す〇實に余に取つては、此くの如き公然なる吿白は、Bi蔽ょbも勝 

れる瞥戒たるが如〇、余は又た其他の警戒は敢て之れを思らざるなbo 

是故1:余は天の患み1:由b、余*>自ら『ソフィスト」たるこビを吿白するに由 

つて、何の災宵をも被る事なきを期す£余は言ふこSを得ん。余は此窠 

に従事せるこVJ巳1:久L、余の年數を合針せば又た少LVJせす01(0して 

今ま此處に在る所の人々の中、余ょりち年-Sの人ぁるなく、余は寅に諸# 

等の父の如きなり0故に«.し君等にして興存なくんば、余は衆人の前に 

於て、君等ビ談話せんこVJを擇ぶものな-CSO 



余時に位测すらく、彼れ-ブローデコス及びヒ，ビアス等のfflitill:於て聊 

か其平を街らはんiし、又た®等を以つて其頌赞者なるが如く、彼等に見 

せんビするの心ぁbvju之れを以つて余は日く、如何なれば吾等又たブ 

ロー•チコス、及びヒ，ビアス、及び其友人等を此處1:招き、以つて吾等の眯話 

をssか0めざるや¢0 

彼れ日く、大に善•し。 

カリアス日く。吾等此處にfr鑲を阏くものS假定•し、君此會縝に與か 

り而〇て^〇べきな办^〇此事决定されたれば人^皆な此諸^人の談 

論を聪くとを得るを揪«せり0吾等自ら椅子成は腰架を取办、旣に|«に 

椅子及び腰架の！Rき有りし所1:運び、ヒ，ビアスの傍U並べた卜。巧時に 

•してカリアス及びア，キビアデースは、ブローデコスを起こして、其仲W 

の者をも、打揃ぅて此の麻に來らしめたbo 

吾等盡 く 坐に就きし時；ロータゴラス日く、Wて此{一同の者集まみ 

たり、ソークラテースょ、先刻茗*>011ひ•し所の«年に就いて»る所ぁれ。 

余答へてnく、ブロータゴラスょ、余は今ま•典び前言を繰b返へし、君5r 



訪問〇たる主旨を述ふべ•し〇此は我が友ヒヴボクラテースど湖ふ名に乙 

て、君の知遇を辱ぅせんこiを欲•し、又た荇•し*vj交はるに至らば、彼れに 

取つて如何なるこVJあるべきやを知らんVJ欲せるなbo佘の言はんVJ 

する所は之れのみなり〇 

2ブロータゴラス答へて日く、2?き*よ*苦•し余ど交はる時は、“初势面の 

其口よ6、丑の來りこ時よbも進步•したる人ビなbて家に締るを得べく、 

笛二日は初日よりも亦一層進步•し、日々必す其前日よりも進步すべし。 

此言を聽きし跻、余は日く、ブロータゴラスよ、君が此言を爲すは余の敢 

て鷲かざる所なり◦而〇て假令君の如きlusfil>を以つてするも、又た君の 

• 一切の知識を以つてするも^乙他に人ありてSの宋だ知らざる所を敎 

ふる時は、*は此の人に由つて進步するiあるは疑ふべきに非ざるなり。 

然b i雖、願くば、炎りたる方法に於て余に答へよ、IT1•して余は例を以つて 

之れを說明せん。今«•し假定-してヒ，•ホクラテースは君の親交を求めす 

バI •して、此«アテーナィ市に來れる所のへーラクレア人ゼクキシク•ホスなる 

|靑年に親交を求めんi •して、IS-を訪問せ〇如く、彼れを訪問せし時、君が言 
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ひ〇が如く、彼れ又：uヒヴ•ホクラテースにanぅて、若〇彼れビ交際する時は、 

ヒ，ボクラテースは日々善良ミなり、又た2!々進步すべ0ミ云ふ時、ヒ，ボク 

ラクース彼れに問ぅて日く『余は何mに於て進步し、何^に於て成技する 

やJvioゼクキシ，ボス答へて云はん『繪ぶに於てJvio彼れ又た夕—パイ人 

才〆タゴラスの許に至り、M梭のHを聪き、[M]^の問ひを爲•してnく*■余は 

何'1Hに於て日々進步するや』VJ。彼れ答へて云はん『吹笛の術に於てJvi。 

企の今ま尥にMふ所は、!pltlなる答を此夼年VJ、又た此舟年のisめに問答 

•しつiある所の余il:餌へんi之れなり。君は日く、彼れ我•し*.、」交は 

る時は、初分兑の21は、來り、し卟ょりも進步.して来|:^るを得べく、其後日 

々關搽に進步すべ•しio—ブロ—タゴラスょ、何事1:於て又れ何^に№1•し 

て彼れ進歩するならんか0 ' :-? 

ブロータゴラス余の言を肋きて日く、君の問ふ所甚だ善•し、余は此くも 

善く問ひたる所に答ふるは甚だ之れを好めりo«•しヒ，ボタラテースに 

•して余の許に來るSも、或他の「ソフィスト骞が其門弟子を薄待し、或U之れ 

に勞役を爲さ•しむるが如きこVJは余は决•して之れを爲さrるなり〇成 



-ソフ；卜JSRA®*きは-ソフHストJ®«执を厭ひ，其師の許よxv通走0た 

るも、直に捕へられ、再び其師の許に迷ひ返へされ、數學、天文學、幾何學及び 

音樂等を學ば•しめられたり?言ひつiヒ，ビアスの方を顧み、ヒ，ビアス此 

事を言へる由を暗示せ然b vi雖若し彼れ余の許に來らば其學ばん 

VJする所を學ぶこビを得ん。之れ公私の事に於ける慮籾に•して、彼れ最 
I 家 IMを?#rむ 

*の知5姦(も密良なる方法1:由つて一家を喪ふるこビを學ぶを得べく、又た國家の 

彬に剿〇て最も稗く演說〇又た行爲するこビを爭ぶを得べ〇〇 

余日く、君の言ふ所を解すれば、其敎ふる所は政治の術に〇て、君は人を 

Iて#c£lなる阈士たら〇むるこビを約束す¢5ふUあるか。 

ソークラテースよ、其は正さ•しく、余の業務S ■して從事せる所なbo 

余日く、?!:•し此事に關〇て誤謬な•しv>せば、君は责1:高尙なる®術を有 

せる人ビ职ふべ〇〇ブロ—タゴラスよ、Kを以つて君に吿げんに、余は此 
政»の術a%t 

irss^IfTS 果 〇て人に敎へられ得べきものなるやを疑ふ者なりビ雖、されば£ 

て君の確言せる所を信せざらんiせば、如何なる理由を以つてすべきや 

は余の知らざる所なbo佘•か此術は人に傅授•し£れを敎ふるこビ能は 



一ざるものVJなすに就ては二言*U吿げざる可からざるなbo余はBふ？- 

アタ丨ナィ人は他のグレシア人の稱揚する*>如く、理解力に该める人民一 

たるなbo而•して佘の取る所に山れば、アテーナィ人の其集會に會旮す 

るに當り•其時の問迎若乙违築じ關するものなる時は、建築家を以つて其 

一揩敎者vjな.k又若〇問jffi、遊船に關する時は、造船家を招きて其意見を敲 

«匠あるB術 く式姐の諸钱術に〇て蝣も敎へらるべく、又た學ばるべきものは传な此 
S 

くの如くなせbo故に若0人ありて成^に阅〇て衍敎を與へんVi云ふ一 

|こ€あ-^ vjも、人々若•し彼を以つて藝術に熟連せるものビ爲さrるB.Vは、 

彼れたiひ容貌善6.ならん《も、^有ならんビも、又た高Aならん£も、人 

々决6て、彼れの首をJSかす•して、却つて彼れを嘲笑•し、叱斥•し、以つて叫び一 

倒すか、或U彼をして自ら其身を退か•しむる1:至らCむ。然るに彼れ尙 

ほ頑VJLて止iざる時U『ダリュタ-1 Kj?S官等の命を奉•じて聱官之れを曳 

き樣b去るか、成は2:れを拒斥すベ〇〇師匠あるべき藝術に»)する人々 

Iの態度此くの如•し。然雖問題M家の事1:關する11Fは、何人¢0發言11 

MK?lf術一自由にして、大工たれ锻冶たれ、靴直•したれ、水夫たれ、旅客たれ、窗めるも、貧 
」 rkr^ 

プ a —#ゴ，xUHfW 



〇きも^きも.^きも和人ど雖起つて其言を爲すを得べく、何人も前に^ 

ひたる如き、^修せす、師匠を冇せす、而も人1:指敎する所あらんSする*- 

をJB5S-する如きこ£を爲さrるべ〇〇之れ此神の知識は5S:へらるべき 

ものに非すvjの思想ょりして然るのHJ1I2なbo之れたrlla.«に關〇て 

のみn理なるに非す、又た-iai人1:於ても然りビなす。故に®も,it良なる 

我taの國士 i雖、其政治上の知通は之れを他に傅授するこVJ能はざりき0 

•スは此席- 

i く諸名師 

れを其子に^ば•しめこビ雖、自家の^問たる政治に關，して.li、l-Miも之れ 

ごjvjな〇〇眾にCら之れを敎へざboのみに非す、又た之れが 

リ與へす〇て、其子等の<1:!|!の恋志に一任、し、或は彼等0巳に適せ 

i5fi遇するこビもやあらんごの希^を以つて、遍脐するこViを許 

又た他の一例を上げんか我等の友人アルキビアデースの弟に 

Iアスなる:*•あり、其後見人はMC:く夫のべソクレースなb 〇 v 



あるを兌て、クレイニアスを離•してアリ7ロンの家に{Eきて敎f/を受け 

乙めたり。されVjも未だ六^月も經過せざる1:、アリフロン特に彼れを 

敎宵する所を知らす、彼れを家に送り返へせbo此他尙ほ6己は菘良な 

る人なりビ雖、其友人をも、又た他國人をも、何人をも之れを#良なら6め 

ざり•し多くの例證なきに亦ざるな^>。ブロータゴラスょ、是等の事を考 

ふる時は、或は徳袭は敎へられ沿べきものに非すビの成を起すに至りし 

なり〇然b VJ雖、今哲のt?を鹉くに至つては余の心又た©け-CNO而〇て 

思へらく、必中^の®へる所には何物か無かる可からすビ。何VJなれば 

余は君の大に锊驗を冇0、僇問を有〇、又た獨创のjellを^せる人たるを 

f^;米iね知ればなbog くば*_し成6沿べくば^裝の敎へられ沿べきものなる 

こtfを、今少〇 く明瞭に余に鉍へんこViなり。君幸に敎ふるならんか0 

ソークラテースよ、余は敎ふべじ、春びて数ふべし。されV」も君は何れ 

を好むにや。余は自ら長*Sして、若を以つて若き人なし、以つて敎 

訓小說或は神活を|&らんか、或は又た問題に關〇て議論する所あらんか。 

鸱衆の多くは、其何れな攸れ自ら採ばんこSを言へり〇 

y丨ク9r丨ス 
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ブVV—夕•ゴラス日く、然らば余は神话は甚だ典味あるものなbvj©俏 

すViOて說き出〇て日く" 

弯弯たr神々のみにして、諸3k物のなき世ありけり。然るに此後是等 

の猪動物の創造さるi世ビな令、諸神は地球の内部ょb、夫火及び是等兩 

分子の稹々結合せるものを取らて諸!116物を形成せり〇而Cて諸m物形一 

成されて、白日1:持ち出だされんビするに當り、諸神はブロメータクス及 

びエビメーテクスの二神に命》して諸動物を形裝〇、又た其固有性を彼等 

1:分配せ〇めたり。時にエビメーテク^ブロ メーテクスに謂ぅて日く 

「余(i其固有性分sdU任せん、君は其盐銳を爲せ』ビ、兩人此に<¢2意•して、Hビ 

メーテクス其分配を爲せbo而して之れを分配するに當り、或®物1:は： 

强力のみを興ふビ雖速力は之れを與へす、成は速力は之れを與ふ亡雖强 

力は之れを與へす、成者は之れを甲裝•し、或者は無&VJ*し、其無3•のものにI- 

は生存上也の利益をK與し、或は其5§軀を大にしてはルつて防禦の用を 

爲3し«>、成は之れを小に0ては空中を飛ばしめ、又は地中に穴堀ら0ひ、| 

之れ其害物ょり避逝するの方法なり〇此 < て各々ia:所短听、互に相平均 



人|9|0みは«« 

せしめ、以つて其饨族の絕滅を防げboX.ビメーテクス此く彼等の賊性 

を卒均〇て、諸動物相互の間の破滅を防ぐビ同時|:、又た天候に»して自 

己を防衛せ•しめんご欲•し、或は密毛、厚皮を彼等u«せしめ、以つてR寒酷 

*を防/)>••しめ、又た彼等の休息躱眼するの0然の床たらじめ、又た其足こ 

は蹄爪，密毛、®皮を與へたり〇太ビメーテクス次に彼等に種々の食物を 

供絡•し、或^には地のsf草を與へ、成者には果實を與へ、或省には植物の根 

を^へ、又或者には他の動物を食Sして之れを與ふ〇而.して或者は其產 

兒の数を少< すS雖、其食物たる動物の生產は之れを冗多!:し、以つてfs 

族を保存せ*しむ。Mビメ —ククス此く其固有性の分配をな〇.たb i雖 

彼れ其だ?{ならす•して、尙ほ人間はra有性未だ分配されす•して、其順次の 

人RI1に來り時は、分配すべき固有性は巳にII勤物に分配•し盡く•し、人間に 

は分配すべきもの殘り居らすなれり〇此に於て彼れ大に困却せbo工 

ビメーテクヌJibく困却せる時、ブロ メーテクス其の分配の監戚に敕b絡 

g物は凡て形裝され又た固有性を賊與され•しビ雜、獨b人間は揉體にC 

て、1¢なく、床なく、又たは防禦の武器もあるこビなきを見たり〇然^S yj雖、 



人PHIを白Hu持ち出frすの時日は切迫せboブロメ..テクス亦其救濟 

の方を知らt遂に一策を案出.へーファイストス及びアター子—の技術、 

及び垃等ビ共に火を盗み、(へーファイストス及びアター子丨の術は、火なき 

時は何の用をもttさrればな1之を人間に與へたbo此くて人間は生 

命維持の必要なる智怨は之れを得たbvj雖、政治上の智Sは未fr之れを 

得ざり0なり。何£なれば之れ大神ゼクスの藏する所U〇て、ブロ メー 

テクスのカビ雖、能くゼクスの天の居域に入b込むこ£能はt又た其守 

術甚だ锻なればなbo然りtf雎彼れ麻かに、アター子—及びへーファイス 

トス等が其技を施こす所の兩神共通のエ塲に忍び込み、へーファイストス 

の火力を使用するの術、及びアテー子丨の術を盗みて之れを人mに與へ 

たるょり、人間始めて生活の諸方便を得たbo然be雖、ブロ メータクス 

は、エビメI•テクスの失策1:由り、此後盜賊なb VJして捕14されfzり¢15 

ふ0 

人ESI 此くて人は神性の分賦を有•し、諸泐物中神を有するpft一のものなbき。 

而〇て人は神の親族なるを以つて諸神の祭增を說くべきなり。此後久 



〇からすして人間は言焐及び諸名飼を脅明〇、又た家屋、衣服、A靴、臥床等 

を造.^食を地に取れXNO此く»物人間に備はbovj雖、狗ほ分歡〇て生 

活し、未だ村落都市等ぁらざbしな-CSO然りビ羅其分散の生活の結果ビ 

〇て、人間は諸動物の爲めに滅ぼさるiに至れり〇之れ人間の力は之れ 

を野瞅に比すれば*だ弱きものにして、亦手賭fib物VJ®爭を椎績するこ 

VJ能はす、たr漸く自己の生命を維持するの術を知れるのみなるを以つ 

社曾S てなI丑つ衣食は巳に之れを有すvi、sの術をも舍む所の、政府の 

術は未だ之れを有せざるなり。其後自己保存の欲斟は人をot集まb 

て都市を作ら〇む。彼等集41せb V」雖、未だ政府の術を知らざるを以つ 

て、人々互に相惡待0、人W1再び分散破滅に及ばんvjせり。此に於てゼク 

ス人頬の絶滅せんこビを恐れ、ヘルメースの神を人界に下.J、敬神VJ正« 

社WKSの方法ビを以つて都市絲御の法則£な〇、又た友情及び調和の結繩なすこe 

卷*«:神 を敎へ〇めたbo へルメース、大神ゼゥスに問ぅて日1正義€敬神《を 

人間に*iふる方法如何ん、或は技術を分賊する*>如く，天の鈍愛を受け〇 

少數の者にのみ之れを分^するこVJ»師一人ぁbて多數之れ1:て足b、 



な®fi政 

3 *ua 
S£ 

のtil 

力故》 

iEailB:神 wa 
痛蕕衡にL 

て萬人*通な嫌 

少數の技術家ぁりて多數其©なしVJi可なる•か如く、余は此正鶬ビ敬神 

は之れを此方法を以つて分與すべきか、或は又た典人一様に之れを分 

與すべきかVJOゼゥス答へて日く、之れを萬人に分與せょ、吾れ薄人此分 

與を得んこVJを欲す、何VJなれば都市なるものは藝術£異に乙て、若した 

r少數のみ此諸傯を^する時は、决•して存在するを得ざるなり〇且つ吾 

が命令に從つて、帘も敬神正莪vjを逬守せざる茗は、國家の惡疫なbvi 

•して、之れを死刑1:處すeの法律を作れ¢0 

ソークテースょ、之れァテーナィA及び人類一般、其工匠或は機械術等 

に關する時は、たr其少數者を•して、撰擇を爲すを許る0、其他のものJ之 

れに容喙す.£に常つては、君の言ひしが如く、其少數熟達の人|:非ざる以 

上は、人々之れ1:反對，し之れを拒斥す。之れ余の言へるが如く、自然たる 

なbo然るに政治上の德能に至つては、たr之れ正義S智銶¢1:依るも 

のに0て、何人が之れに容哚すご雖、人々敢て興縝するこyjなきは又た自| 

然たるなbo之れ各人«な此徳能を有し、又た各人然 らざるI : 於ては、國11 

家存立するこビ能はすC人々の信せるに由ればなり〇 •ソークラテース 



ょ、余*>此現象の理由を君に說明するこVJ此くの如00 . 

，君は、人皆な各人は正袭及び其他政治上の徳能を有せb vjなすの思想 

を以つて、自ら欺かれたるものなbvj想倮すべからす。余は尙ほ他の證 

を取ぐれば次の如•し。君も巳に知れるが如く、他の称々のm令に於て、?i: 

〇人ありて輿1:其技に熟達せるに非すLて自ら以つて熟達せる笛樂師 

なりビ稱〇、成は其他の技術に熟迷せbビ稱するが如きこiあらんには、 

人皆な彼れを^笑するか、或は彼れを怒るべく、又た其親戚たる者は彼れ 

を以つて狂人ビな〇、柱いて之れを敎戒すべ〇〇然bs雖、若〇其人の正 

啶なるや否やに就き、或は其他彼れの政治上の徳族の疑問に上b •し時は、 

人々素ょり彼れの不正直なるを知るVJ雖、彼れ而も公衆の前に出でlb 

己の不正直なるこVJを晤るこiあらん1:は、他の時に在つては人々の以 

つて明晰なりビせる事S雖、此くの4Uきこビあるに於ては、彼れを以つて 

狂者iなすべ•し。人々传日く、人は自ら正£なるビ然らざるVJU關せす 

必す正Kを公tBせざるベからす〇て、之れを爲さrるものは狂人なりビ〇 

此思想たるや、人は传な正莳の或る度惫を有せざる可からす^t1點の 



此雄の學M«成 
の？irttなるこ)! 

正itLたるなき時U、彼れ世界に存在すベからすS1Kふにぁ-CSO 

人々•か、各人传此秫の傯に寿與するを得べ•しビするは、之れ各人传此抱 

を享有せるに由る€前定せるものにして、其主旨たるや正當なるものな 

るこ亡は余の以上說明したる所な60余は恂ほ進みて、彼等人々は、此尥 

を以つて自然にM與せられ、自由に自發するものSせすしてf學習勉强に 

由つて得らるべきものな.csyjせるこVJをis明せん。見ょ、不正箱は人之 

れをsltVJ雖、自然成は1R然に來る所の不幸は、人々敢て之れを敎訓せす、 

譴贵せす、忿怒せす、又た之れを變改せんSなさす〇て、たr之れを憐れひ 

なb。人若.し溶脘の醜、身艄の倭少、虛弱なるを■資し或は之れを敎誨す 

VJせば、愚も亦甚〇 VJ言はざる可からす〇是故に此钝の菩惡は人々皆な 

自然俩然に來れるものなるを知るS雎、人若•し學修勉强せば、得らるべき 

所の莕良なる性質を缺損0、却つてた1*不良なる性質を有す£せば、人々 

彼れを怒彼れを罰し、又た彼れを繾資す。而.して不正II及び不敬神は 

是等の不良なる性質の一に•して、政治上の德蘸1:反せるものVJなす〇此 

<人が他人の行爲に»し、或は忿怒6、或は之れを繾责するゃ£れ學修勉 



Is 

强に由つて自己に缺損せる德義を修得•し得べOVJの思想よbするもの 

なるや明かなboソークラタ1スよ、君^じ不良なる行爲の人に加へた 

る貴酹の結果を思ふ時は、人々•か以つて德*は敎へられ得べし亡なす所 

の說を解するこSを得ん。人が不良なる行爲の人を罰す&や、たr彼れ 

悪を爲したる故に期すVJの觀念成は逍理に由つて爲すものに非^—之 

れ不遒理の忿怒II•して、動物等の爲す所に外ならざるな-^然b艺雕夫 

の道理ある贵罰を行はんiするものは、决して遇去の恶をflrはん艺する 

に彝らざるなbo何ビなれば、遂げられたる取は遂げられたるこ£に•し 

て、又た如何んVJもなすこVJfiはざればなり〇たr其主！13¢する所は將 

來じ〇て、所-snされたる者及び、其を見たる者をして、將來に於て再び同一 

惡を行はざらしめん•か爲めなり〇此く將來の®の豫防の爲め|:荆す& 

は、之れ德雜は«:へられ得べきこ€を含むものなbo之れ公私责罰の思 

想れるなbo而•してァテーナィ人も亦他K人の如く、不良なる行爲の人 

に資罰を加ふ、之れ亦德鴒は敎へられ.得べしi思惟する鑰者tcるなbo 

ソークラ，丨スよ、若t余に〇て8らすSせば、君の团人がfi治成はII* 



プU丨身ゴ7ス 

紐—可能 

artaa 人>rlせ 

ざるPJからざる 
JV0 

•し等にも政事上の怠見を陳述するを許容し、又た徳義は敎へられ、修得S 

れ得べきものなせる事の正當なるは、十分明腧1:論誼せりミ信す0 

然b VJ雖尙ほ一の難問殘れb、之れ君が提出Cたる所の#良なる人の 

子の問題たるなbo乃ち番良なる人は、師匠 よ.^ 學ばれ得べき知識は之 

れを其子に«へ、其子を0て其れ等に貺0て货なら.しむる€雖、自己の秀 

出せる所0鞒徳莪に於ては、«も之れを其子に敎へT之れを進步せCめ： 

んvjせざるは何故なりやビ8Wふこど之れなり〇余は此に至つては、R訓j 

小Isを止めて饑論の態度を取らん〇借問す、こi U都市あ5、而〇て其全一一 

都の人士一般、必す苷通1:有せざる可からざる或一饨の性質なるものあ1一 

りや：4rlや〕若〇此問©に〇て解决さnんには*の提出せる難問も自然 

に其內に含まれて解决5れ、其他に解答の方あるこビな今若〇此く 

の如き件-Kなるものあbvjせば、此件質或はI致なるものは、决.6て大丁:_ 

の術に非す、沿冶の術に非,t又た陶工の術にもあらすじて、必すや正«節 

取りび#^,等なるベく、一言以つて之れを蔽へば人間の徳«ls云ふ•へ•し0 

若〇是“A'人有せざる可からざるものたり〇又た是れ疼他の®m勿を 



學修〇、或は行爲するの具の侬件なbvjせば、小兒Vi雖、成長•したる男子ビ 

雖、女子VJ雖、若し是の梅を缺很せるWは、必す之れを敎へ、或は81J•し、罰.Cて 
1 - 

S0S 以つて彼れ善良なる人vjなる表では之れを力めざる可からざるなb.° 

若し人此敎訓及び贵荆じ反く»:於ては、遂に彼れ治療すべからざるもの 

Viな〇、或は國外に放，逐〇、或は之れを•死?Hに處す。•余は言ふ、若•し余の言 

に0て輿なbyjせば、かの善良なる人士に〇て、其子に敎ふる^他事を以 

〇てして此mを以てせすSせば、實に之れ意外の事£言はざるを得ざる 

なり〇人传な公に私1:徳IIは敎へ得べきものなbvj思惟せるにかiは 

らす、而も夫の善良なる人士が其子に敎ふるに、些事之れを知らすSも、死 

刑にまでは至らざるものを以つて〇て、其必要なるものは、之れを知らざ 

る時は或は死刑に處せられ或は追放せられ_|pa沒せられ或は死刑に處 

せられ、一家の破滅を來らす所の事はI之れを學習せCむるに至極の注 

怠を用ゐすVJは、*J-考ふ可からざるこVJなり〇 ソークラテ1ス〇 

s£ir敎育及び訓戒は小兒の-初生第一年ょり始まりて其死に至るまで續づ 

ぐべきものなbo小兒の琪物を理會するに至るや、母及び乳母、父及び師 
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#美の品性 

H法1T戴ふ 

に『，ラ」琴の使用を«へ終らば、弟子をtて他の秀絕なる琴曲詩人の3$を 

11ましめ、又た之れを音麋に合aせて其調和及び韻律を小兒に熟知せ•し 

»«つて其言语勸作を®美に、整和に、又た®律の如くならLむ。次に小 

airit操敎師に托し、其身艙は最も善く®IIの心怠に服役するものな 

らんこSを力め、虚弱にして爲めに戰塢或は其他の塲合に於て怯懦なる 

行鳶を1$さrるを得ざるが如きここ勿ら•しむ。之れ資產あるもの*爲 

す所の方法に6て"最も早く小兒の敎育を始め、最も運く之れをIkむるな 

り〇諸敎師の敎育CLに終らは、次に國家は之れ1:國法を學ぶこSを强制 

•kH法の制定する所に從つて行爲C、自己の想像に由つて行爲するこi 

勿ら〇む。宛も習字を學ぶに當b其師E先づ*步の者の爲めに*字形 

の線を<き其手本を與へ以つて生徒を0て其線に從はしむるが如く、都 

市たる％のも亦た法律を制定す、之れ古代に在つて善良なる立法者の發 

明にものにして、是等は之れを靑年に與へ、成は治者た又た被治者 

たるものJff9たらしむ〇而〇て若•し*法律を犯すものは矯正されざ 

る可からざるな語以つて之れを两は•1、即ちこれ通霣ビ云ふものに 



•して此言15たるや眾に君のK3に使用さるメのみに非txた他の諸國に 

も行はるiものビなす〇此く公私の徳義1:就いて注意至らざるなく t 

て、ソークラテースよ、君は何故に徳袭は敎へられ得べきものなうや、否や 

を^き£.つMふや。疑ふこごを止めよ、此反對は却つて 一くべけri 

ばなbo 

然bs雖窖良なる父の子に•して、往々不良の徒ミなるは何故ぞ之れ余 

のK明せんVJする所なり—而•して余の言へるが如く、若6國家の存在な 

る意箱の內には此徳義は或個人の一個の所有すべきものに非ざるこ£ 

を包含するに於ては、之れ別1:驚くべきこSに非ざるなり〇若之れ叮こ 

•して、i此他之れI:優れる!n[-なるこビな•し£せばI說明の爲めに余は君 

1:請ふに、同•.しK家rf在の必要肤件たるべきもの，^假定する所のftる 

他科の知識の平得なるものi想像を以つてせん〇今若•し國家なるもの 

は、谷人fi く吹？ir名たるに非すんば成立せすビ假定•し、各人又fた吹笛の能 

力ありビせば、公に私に各人隨意に互に敎ふるU其の術を以つて•し、不良 

なる吹笛者は隨尨に又た公然S之れを戒め•しむるこビ、宛も今BE爽及 



法?t及び\遒を 
»(られたる.-«* 

さ«<られざる 
の务異 

び法汴を敎ふるに常り、他の技術の互に相隱くす如きこVJなく、之れを«: 

ふる如くなすべしし之れ吾等谷人の正*及び傯雜は、相互に利害の閲係 

を有するを以ってなbo之れ各人好みて正*及び法^を敎ふる所以な 

bo又た©定6て、吹笛術を敎ふるに於ても、同•じく人々喜びて好意を以 

つて之れを1Sすビせば、ソークラテースょ、君は果•して如何に思考するや。 

善iiなる吹笛者の子は不良なる吹笛者の子ょb.は、善き吹m者ビなるべ 

しこなすや如何ん。余は然らすビ思惟す。彼等の子は吹笛帥VJ •して天 

赋の能力に從ひ、或は有名なるものビなり、或は初名ならざる者VJして成 

長〇、梁良なる吹笛師の子も惡吹笛者VJなり、惡吹笛者の子も、時に善吹笛 

者VJなるこVJあるに非すや。然bs雖如何なる吹笛者¢81、之れ.を吹笛 

の術を知らざるものに比する時は、必す優れる所あるにはあらざ&か。 

之れVJ同Cく^の一考を煩はさri可からざるこごは、君の眼ょりする 

時は、夫の法律及び人道を敎へられたる者の中の最も劣惡な見ゆる 

者S雖、之れを夫の敎宵なく、法廷の經驗なく、法律を知らす、其他徳莪を* 

踐せしむるに彼等を制御するものなきの«_即ち例せば昨年の”1ナ 



7M レタ7T丨 

外通初かの敢w 

ィア祭の時^人フ*レクラテースが舞焱に演•じたる如き野迢人等に比較 

する時は、尙ほ正範の人たり又た正義を熟知せ6人tf見ゆべ•し。若6君 

此詩人の歌曲中のA嫌ひ®如き人間中に生活せb VJせば、君U必す名ク 

リバテース及びフリユノーンダス等に逢ふこtを以つて無上の喜びVJな 

0、悲〇むべくも君は世界上此地方の下等なる狀態を欲する1:至らん0 

ソークラテースょ»は不平なるか«は何故ぞ0谷人箭其自己の能力に 

從ひて'切の人传徳莪の敎師なるが故に、茗は技に敎師なるものな0 V 

するか。君は又た此く問はん。グレシア焐の敎帥は誰ぞや¢0グレシ 

アに在つてU別にグレシア；鉛の敎師なるものJbらざるべ•しa君又れ問 

はん、种々の工匠は其父ょり學びたる所のH«は、之れを其子に敎ふるは 

誰か之れを爲すぞvio披れ父たるもの及び其弟子等成らん限b能く之 

れを敎ふるなb——然b VJ雖其技能を0て今一屑進步せしめんVi欲せば 

泷か之れを爲すべきぞ〇ソークラテースょ、此に至らば必す君は彼の良 

敎師を得るに困難を•成すベ0。され)rも全く未：u學ばざるtl步のもの 

ょ敎師を得るは、毫も難きこVJぁらざるなり〇之れ亦tt義及び其他の寧 



〇ブ なし名自ブ 
す人のら》 
に教狀I 
»師步夕 
れなしゴ 
り9た7 

に適用0て誤らざるベ•し。若6人あれて吾等が德義の進步を£さじむ 

るに於て効果甚だ少きに比乙て»れる所あb£せば、之れ寅に吾等の缒 

む所なり〇此純の敎帥たるは、余の自ら任する所に•して余は人を•して高 

尉替良ならCむる知讖を有するに於て、他人に優れる所あbslgto余 

は余の門弟子に授くるに其金拥にEする知織を以て•し、或は金額以上を 

與ふるこtfは彼等自ら言へる所なり。故に余は左の報酬支拂の方法を 

狡けたb、即ち_人若.し余の門弟子たる時は、彼若.し好iば余のffi格を«5 

ふべきこV/されで4之れ敢て强制するに非す。彼若C此惯前を拂ふこ 

Sを好まざる時は、彼れたr神社に參詣〇て余の敎授の(1健の宣誓を爲 

乙、其彼等のfa値以上を拂ふこビを要せす。 

ソークラテースょ、以上は余の敎訓小話なり。而〇て之れ德蕤は敎へ 

られ得べOVJなす所の余の縝論に〇て、又た之れアテーナイ人の意見た 

るなbo余は又た善良なる父に•して不良なる子を有し、善良.なる子にC 

て不良なる父を有せるこビの別に驚 V^II足らざるこ ビを證明せり。之 

れ•ホリユクレイトスの子等に見らる！の例たるな-CNO ボ，/レイトスの 



子等の年齡を以つてせば、吾等の友パラ13ス及びキサンチてホス等yi殆r 

同！JVi雖、其父に劣れるこS甚〇〇其他の藝術家に於ても亦此くの如き 

こVJ少なからす、然bビ雖、余はパラTIス及びキサンチ，ボスに就いて同日 

の論を爲さんSする1:非す、何ごなれば兩人年Ityほ若かくじて前途に希 

9i存せばなり？ ， .，• 、 

•.ブロータゴラス語り終へftり〇然byj雖余の耳には、尙ほ 

5彼れのまよはす計りの美6き*は殘り、暫.しが程は、彼れ151ほ焐： 

り居るかV」、其を聽かんVIしてい£も»かに立ち居たbjo 

然bvj雖遂に彼れ^に語り終りしこVJを知b、余は漸くに•して意織を回 

m*kヒッ•ホクラテースに向ひてgHぅて日く、あ1ア•ホロド！ロスの子なる 

界よ、君*>余を〇て此處に來らLめ•しは余の大1:謝する所なり、余はブロ 

1タゴラスの談話は大要之れを誤解せざり•しこビを信す〇而•して余は 

從冻心1:思ふらく、人力以つて人を善良なら•しむるこi能はすビ、然るに 

人丨ま能く其のKの^を明かにするiを得;2り。されv>も余U钶i j個 

の小疑問あブロータゴラス巳に甚だ多く說明する折あb ■しより考ふ 



物餚 

れば、此の疑問に關しても，必すや亦說明を與ふべ6¢信す〇人荞乙べリ 

クレース或は其他の雄辩の大家の許に至bて是等の琳U關〇て其3X見 

を問ふこSあらんには、彼必す其答へVIして一種美Mなる演說を聽くこ 

£を得んU然りビ雖若〇符通の演說家の許に至りて問ふこSあらんに 

は、彼等殆ざ書物の如く無言に〇て、答ふるこビなく、又た問ふ所もなかる 

ベく、若〇人彼等の®{說中の一小些事なりミも之れに對〇て挑戰するこ 

ビあらんには、彼等Kに滔々VJ長ffl說を爲して大潍狨々たるこビ宛も典 

鍮«の壺の、一度打擊せられて嗚り始めたる時は、何人か手を之れ1:觸る 

iまでは鳴り續づくるが如きなり〇芥友ブロータゴラスは、mu好妙な 

る演說を爲すのみ1:非す、又たH問にECて短き答へを與ふるこvia前 

己に吾等の知る所なり〇而〇て彼れ若6人の窓Mを^く時は必す其人 

の答ふるを待ち、又た能く之れを聽き入るべし、之れKに多ビす•へき所な 

bo扨てブロータゴラスょ、余は君1:尋ねんvjする一小疑問を有せり、君 

*し之れに答ふるあらんには余は甚だ滿足なbeす。矜は徳莪のftへ 

らるべきものなるこtfを首へb、余は信じて君の言に從はん、君を措きて 



一物のn分 

部分Qnr意味 

婊；に信tベ令Xあらぎればな6メ：されvlt,Jm余の心の安んせざる听 

のものあ君之れを說明0t幸に余の心を15?めよ〇即ち、我は大神ぜ 

クスは正莪及び敬神を人問界に送與〇たるfを語力、又た正莪、節制、神杂 

等凡て是等の性質は、之れを總括〇て徳莪^搆成するものなるかの如く 

言ひ〇は、君の嫌^中數次余の|»きたる所なboされば幸に此事を余に 

敎へょ、乃ち徳钱なるものは一全fffiのものに•して、正转、W制及び神?»等は 

其一部分なり£謂ふべきか、將た又た凡て®等は一物の數名にして、其¥f 

同一物なbsmふべきか、之れ余の心中1:殘衍する所の疑念なko 

ソークラテースょ、此れ別に雌mに非す、君の言へる所の諸性Kは、德转 

€云へる一物の部分た&'なbo 

余日く、其一物の部分たるや、tft*もIf、目、口、^はM而の一部なり£811ふが 

如き35:味なるか、或は是等諸性質は黄金の|部分に〇て、其5の大小の差 

Wあるにrflb、全體ビは典り、又た各部分Sも異るビ云ふ*>如き^味なる 

か、*Cて何れぞや〇 . 、ベ：^* 

汆はDふ、ソークラテーKょ、前者の想IUCの如く、顏面のI部分i .して1/! 



於51 

緒teの甘能«同 
一なVや否や 

• ♦一泰隹 

面全ffil:[wせる如きな-CSO.• • V • - • • • ^ ^ 

成は人々は徳莪の或る一部分を有〇、又た他の部分は他人之れを有す 

るか、成は人荇〇一部分を有せば、彼れ又た他の部分全舱を有せざる可か 

らざるか〇 

彼れHく、何ぞ然らん。多くの人5J氣なる，3 bvj雖必じも正莪ならす、 

成は正莪なるありビ雖必乙も赀ならす0 

余日く、然らば又た9}氣及び»怒も抱莪の一部分なるか0 

彼れ日く、其は；g{ふを要せす11つ智怒は其中最も商何なる部分なり〇 

'余日く、S等互に相界ぅや否や〇 • . •.. 

然り。 ，••卜. '•- -ブ： 

•而•して是等传なIff面睹部分の如く、各々其1LT能を有するこビ、例へば目- 

は耳VJ興1:乙て其官能を同ぅせす、其他の諸部分传な其官能及び其他の 

银に於て一Vi •して、同一ならざる如きか〇徳莪の諸部分も、亦今ま佘の睾 

げたる例の如 <、互に其官能を興にせざるや如何ん、之れ余の知6んこビ 

を願ふ所なbo ,し V • ,i 





itfeKなbvio君之れl:fj成するか0 

彼れ日く、然bo 

其人尙ほ進みて此く-Sふvj假定せん^日くr神现なるものありや否やj 

¢0¢;•し佘1:•して誤りなし《せば#等答へて云はん『然bjso 

彼れ日く、然り〇 

又た之れ一Mの物なるこvjを筘は*瓸するか。呑笠之れを前定じて 

可ならんか。 

彼れ承諾せり。 

其人又た問ぅて日く•!此物#港なる性質のものなるか、或は神®ならざ 

る性nのものなるか』¢0其人此くの如き疑問を提出Cたるに就いて余 

は怒つて云はん『默せ、若L神欺なるこビが神密に非すSせば、天下何物か 

神?ft:なるものあらんJvio君此れに就いて何Sか言ふ、又た同樣の答を钧 

すや如何ん。 • 

彼れ日く、然bo S- 

核らば次に假定〇て、其人吾等に來bて問5viせん、日く r君等は今何VJ 



nttallIQSli 

真多<»ち正ft 
Gザ»0觭ぎ相 

icur:* 

言ひ〇にや、?fれ或は正•しく聽かざboやも訐られすS雖Jiu余st 

て、徳箱の諸部分は、互に问一に非す£言ひ0/)>如く瓜ふな0』£0余は答 

へて云はん^；?必す、.しか貢ひ•し•か如く聽き.しならんVJ錐、界•か倍する如く、 

余が*しか言ひ•しこVJは之れを聽かざり0なるべ-60何£なればプロー 

タゴラス答へ、余はH問•したるものなればなり』VJ" 〇而Lて•又たfil«せん 

に、彼れ君の方に向ひて日く『ブロータゴラスよ、此は眞なる*:君は徳義の 

一部は他の部分vj異なるこビを主張するか〇此は思の位SなりやJSO 

君は如何に彼れ1:答へんVJするか0 

ジークラテースよ、余は其人の言ふ所の正常なるを承認せざる能はざ 

るなbo . •...'ノン 

然らばブロータゴラスよ、此珙を•しか定めSき、其人尙ほ進みて此く言 

ふ£假定せん、日く『然らば祌坐なるこ£は正袋の性質に非す、正砖は神维 

なるこVJの性質に非すCて神幽ならざるこSの性質のものなり〇而し 

てなるこごは：止1:非らざるものi性nなるを以つて、不正の性質の 

ものなるベく•不正なるものは不神帮なり£云ふ•へ.しa.VJO呑等如坷に之 



れに^ふべき0艺〇余の货めの點より其人1:答へんvjせば、余は云はん、 

正義は神帮なり、神勘なるものは正兹なり¢0苏•し又た艿の爲め•の點よ 

り云ふこSを余に許るすSせば、正義は神帮ど同一なるか、或U殆ざ同一 

に近きかなb、余awf言す正驼は神帮に似たb、神勘は正族1:似たb vio 

君は余に許るして^の爲めに此の答を爲さしむるか、或は君は余に同意 

なbや、之れ余の鸱かんビする所なbo ‘ 

彼れ答へて日く、ソークラタースよ、余は夫の正箱は神型なb、神勘は正 

義なの总兑Uは簡mに一致するこvj能はざるなり〇何vjなれば佘 

は此兩漭の問に差興ある如きを成すればなり。然り亡雖何事ぞや？た 

r君の意のまiなり、余炎存あるな•し、君若•し好まば1E箱は神®なb、神帮 

は正莪なりS云ふこiを假定Cて可なるのみ。 •/.* 

佘日く、願くば容赦せよ、r若〇君^まばj r若羿欲せばbVJ云ふ如き鏑綸は 

佘は之れを論證せん£欲せざるなり〇余の目的yjせる所は、君及び余の 

論證されんこビな-^之れ『茬しjなき時はsft鯓*もよく^詆さ6 iを以つ 



彼れ日く、余は正莪は祌畨VJ+n似れるを許容せん、何vjなれば成rfllri點 

ょりする時は、如何なるものも互1:他のものビ桕似るの«を有するもの 

に〇て、白も或方法に於ては思の如く、剛も柔の如く、£iも反對せるものも 

或啓通の性質を有するなれ〇鉀面諸部分の如き、前に吞等の宫ひしが如 

く、各部传な興に〇て、又た其官能も興りビ雖、或見梭に山る時は、同榇なる 

ものあbて、彼等ilに相似たる所なきに非す〇此くて离物互に相似る€ 

云ふ所の同一W理にlilb、正^及び神帮たるこビの相似たるものなるこ 

VJを證すべきなり〇然b VJ雖ボ物若〇或特殊の點に於て同|なb ¢01、 

莳に以て其物同一な6ビ跗ふ可からす、又た或る特殊の點に於て、如何に 

*少なbvjも異る點あればビて、1ftに以つて其物興れりビ跗ふ可からざ 

るなbo 

余は驚愕のIs調を以つて謂ぅて日く、夫の正義及び神®は、たrl?少の 

同似あるのみなるか。 

彼れ日く、否な。然bi雖余は君の見解なるベ6¢信する所urM]意せ. 

ざるも©なbo . 

二八〇 



企日く、此問Kflu就いては荇は聊か困雅を成せるもの一如.し、之れを以 

つて?f笠他の例を取りて若に問はん、君は愚昧yj稱するものは存在せり 

€なすか0 

然 bo ^ ^ 

而乙て智慈は愚昧の正反對にはあらざるか0 

彼れ日く、然り〇 

人若し正0く且つ利益あるやぅ行爲する時は、君は是等の人を以つて 

節制の人なするか0 

彼れ日く，然bo 

而〇て節制たるこビは、彼を〇て節制ならしむるか〇 

然り〇 

かの正しく行爲せすして却つて愚昧に行爲する時は、之れ節制にはあ 

らざるべし〇 

彼れ日く、然bo , 

钱らば愚昧に行爲するこVJは節制に行爲するこSの反對なるか。 



彼れ之れ1:同您せbo r : ...二. 
而Cて®昧なる行爲はIs味なるこVIに由つて行ひ、節制なる行爲は節 

制に由つて爲〇たる行爲なるか0 

彼れIB1总せり.°ぺ - :、 •••こ 

かの强く爲•したるこ£は力に由つて爲し、弱く爲〇たるこvjは弱きこ 

に山つて«したるこVJなるか〇 ... • 

彼れ同3Sせb。 

かの迅速を以つて爲IたるこSは速か1:爲〇、運鈍を以つて爲〇たる 

こビは又た迎鈍にC•したるこ芒なるか〇 •;: 

彼れ之れを承認frり0 

泔物^•しnillの方法を以つて之れを爲したbvjせば、之れ同Iの物»: 

由つr爲•したるものた5、又た若0反對の方法を以つて货Lたbeせば、 

此は反對のものに111つて爲したるものなるか0 

彼れ同窓せり〇 - 

余日く、今一つの問ふこ亡ぁりゼなるも〇ぁ办や〇 



其唯■一の反對は醜なりやo 

り其他たるこVI能はす0 

啓なるものあ b や。./ •:..、： .%.: : V V. 

之れあり0 

ゾ其睢一の反對は媒江りや〇 • . ••、 

惡の他4)らざるな bo - こ.** ‘ 

音怨に銳きものあ*^や0 

之れあbo " •• •• 

其反對は淼嚴なるものに非すや。. •::. 

彼れ日く、其他あるこSなし。 

然らば凡て反對なるものは、たr•一の反對のみを有して其れ以上あら 

ざるか。 ,**.'、• •••••* .<“.：， 

彼れ然b Sなせり〇 

余日く、然らば前言を爯述せんに、第1吾等凡ての物は唯だ一の反對の 



みを有〇、其れ以上を有せざるこビを承聪したるなるべじ。 

吾等之れに同意せり〇 

1¢等又た凡て反對の方法に由つて爲6たるものは、反對のものに由つ 

て其•したるものなるこ£を承昭0たるにあら个や0 

然り〇 
W 

かの愚昧に爲•したる事は、吾等前に承認•したる如く、節制U爲したる事 

S反對の方法に由つて爲したるものなるか〇 

然bo 

夫の節制に爲〇たる亊は節制に由つて爲したる事にして、愚昧に爲じ 

たるこVJは愚昧に由つて® Lたるものなるか〇 

故れ同意せり〇 

炉の反對の仕方に由つて爲〇たるものは、反對のものに由つて爲じた 

&こVJなるか。 

然り〇 

而•して一物ii節制に由つて之れを爲〇、又た全く與る听のものはa昧 



uttlつて爲〇たるもなのるか0 

然be 

而〇て其®は全く反對の方法1:由りしものなるか〇 

確かに然り〇 

故に又た反對のものに由つて之れを爲したbvl云ふべきか〇丑つ愚 

味は節制の反對な％〇か0 

明かに然り〇 

愚昧は智慈の反對なるこVJは、吾等巳に承認〇たるこVJを君記值せる 

か。 

彼れ承铱せbo 

吾等又た凡ての物はたr一の反對を有せるこSを言ひたbo 

然bo . 

然らばブロータゴラスょ、此兩晰定中、吾等何れを取り何れを含てん0 

即ち、其の一は日く、凡ての物は唯だ一の反對を有せりS、其の他は日く、智 

慈£節制vjは興れり、而〇て是等兩者共r-徳莪の部分なつ是等はm 





君ビ綸すべきか0 

彼れ日く、余は)It•ろ琪む、君若し好まば、先づ彼等せんを。 

若〇君に乙て彼等Vi同一意見なりや否やを余に答ふるならんには、余 

の何れ£論すべきやはたr君の好むがまiに一任せん〇余の目的た& 

や、»鑲の正否を試みんVJするにあり、而して其結果たるや、互に問答せる 

余も君も、尙ほ審問中にあるものVJmふべきなbo 

ブロータゴヲス始め討論は好ま)QII1を謂ひて之れを拒むの趣ありし 

も、遂1:余の問に答ふるこVJU间窓〇たbo 

佘日く、然らば始めょb始めん、而〇て余の問ふ所に答へょ〇君は或人 

は節制なb S雖、又同時fi不正なるこビありビ思惟せるか0 

彼れ日く、然b、oか定めKくべ00 

節制は明晰なるか,?'： V，:/ 

然 bo / ;•,.•• • •.,• 

明晰は不正を行ふに當b善良なる協議者な6か0 

然办ビ許??すべし,97:ラ: 



»なる40 

»a有ftなる4 
0なるか 

tfa所に由： 

余日く、其は不正の成功〇たる時をgふか、或は成功せざり〇時を8Wふ 

成功せこ時なbo 

君は諸善の存在を許容するか0 

人問1:有益なるものは啓なbや0 

彼れ日 <、然り、然りビ雖有益ならざるものに，Jて、吾等尙ほ善vifi?する 

こ-こあbo 

余尨ふにブロータゴラス精神攪亂〇、激昂〇來れる如く、潮く115爭の舷 

度を取るU至れるを見る。是故に余は余の此に來れる目的を思ひ温和 

1:言ぅて日く 0 

ブロータゴラスょ、君が有益ならざる物をも兽なhi云ふは、之れたr 

人問のみに有益ならざるものを云ふか。或は又た一切のものに有益な 

らざるものを云ふか。而〇て君は此後者をも善S云ふか0 

彼れ日く、後者は然らす。余は、肉類、飲料、槃劑及び其他数千の物の、人[In 



に取つては成部分は有益なるも、又た或部分は有益ならざるものあるを 

知る。成物は馬に有益なbvj雄、人問には然らざるあbe成物は牛にの 

み、或物は犬にのみ、或物は一切動物には然らざるも植物に有益な るあり〇 

成物は植物の根には有益なるも其枝葉には然らざるあXN、例せば肥料は 

根»:有益なb Vi雎、之れを其の若き條枝及び萠芽等に注ぐ時は甚だ有害 

たるなり〇橄«油は一切の植物に有害に6て、又た人問の髮を除き諸動 

®毛髮には最も有害なるものな办ビ雖、人問の毛髮及び身fiaには其だ有 

益ftり€す。此く善恶の性質の種々にして礙化すべきものなるiは、此 

數例に由つても之を知るベ〇〇而〇て人«外部に有益なるも其內部に 

は甚tr有害なるものあり0故に«師は常に患者に油頻の食用を禁(;た 

r肉類、*類等の不快なる臭氣を泔す爲めに、®めて少量を許るすに過ぎ 

す？ 一... A で * •. 

ブロータ•ゴラス語り終へし時X々传歎稱せbo時に余は日く、ブロー 

夕：ゴ.ラスょ、余は記值甚だ不良なるを以つて、人若〇長談活を爲す時は、殆 

v>,其何を*5り〇やを記taするi能はざるなり。游•し余にじて»者なら 



は*余»らんVJせば、必中其聲を大にするが如/、、*し記值恶乙き 

fgsこvjを承諾せば、願くば君の答言を短か{せょ0 

れ日く、君の首ふ所の意味*何ん。余の答言を短かく爲すべLviの 

なるか〇然らば余は短に遇ぐるやぅなすべきか0 

日く然ら令。 

れ日く、然らば短かく爲6得る限.cs短か <爲すべし《首ふか• 

日く、然ら〇 

らば余に取つて短か0¢見^る短)tpさ1:爲すべきか成は君が見て 

otfする短かさに爲すべきか。 

日 <，余のM<所に由れば、君は同一寧物を人にftへ成は語るに常り、 

之れを長 <oて言K*も讓るこ€なく、成は之れを短<して何人％ 

縮め能はざるやぅなすこVIを得べovio然らば願くば後者に由つ 

常の方法を用ゐんこ€を。 

れ答へて日く、余は首fgの戰爭は數々之れを戰ひたり、然雄腧歒 

君が要求するが釦<、封瑜の方法|:從ふ時は、余は决して炮»:«れる 



求て趨メ 所ぁるな<、rtllタゴラスのブPIタゴラスたる名聲は何處»:も之れ 

有るこ>i無けん〇 

彼れ以前1:爲Cたる答に91足せす、今後は成らん限り答辯漭たらざら 

んiを求むるを余は見たbo而〇て思考すらく、Bu»活を繼«するの 

«みな•しC0因つて余はブロ*タゴラスにn 5て日 <、君若〇欲せすん 

ば余はHひて君Vi對^するiを欲せす〇され\rも君若し余が君U附隨 

乙て了3?〇得る方法|:於て余艺鎗せん艺せば、余は喜んで君ビ晤らん0 

Sは人もinひ、又た自らもInへるがtuく、狡活は或は之れを長く 6、又た之 

れを短かく•し、其長短は自在なるベ之れ君は知識の大家たればなbo 

然るに余は此< の如き長01說は之れを扱ふこS能はざるを以つて、たr 

余の能<o得る所を錤むのみ〇君は之れを長く 6、又た短かくするは自 

在なるの人なれば、余の如ふが如く、之れを短かくして可なるに弗すや〇 

然らば余は共に25-るべ.J。然るに君は之れを好まざるが如to余は5 

の典»をK くは/aも好ひ所なbs雖、用務ぁれ、他に行かざる可からす、長 

く此處に止まりて聽くこビ能はざるなbo 



が言»を钳扒く 
す t ¢1:主 is-r 

此く余はr?ひて椅子ょり起たんvjせる時、カリアス余の手を振h/左手 

に佘の此の古びたる上衣を扣へて日く、ソークラタースょ、呑等君をMへ 

さrるなbo者^•しMらば議論此に終る可ければなり。故に余は君に 

願ふに、此ぶに止まるこVJを以つてせざる可からす。®fに君ビブ17丨夕 

ゴラスVJの兩人の淡話を騐くは佘の無上の樂•しみSする所なり〇君は 

此快樂を吾等の友人等に否ひこS勿れ。 •？::' 

余は起立•して殆Vi祕らんビせり〇而して答へて日く、ヒッボニコスの子 

なる君、余は帒.に君の哲學の精神に富めるを稱賛し、又た今ま衷情ょり之 

れを稱換し又た之れを愛す。余若し能ふべくんば君の言1:從ふべLVJ 

雖、»能はざるなbo而〇て君の余に請ふ所は余に取つては大なる不能 

の事にLて、宛も之れヒメラのクリソンの血氣旺なるの時"彼れ艺親走す 

るか、或は他の人2共に終日の長時K走を爲せビ命する如きものたるな 

bo余は之れに答へて此く云はん、余は丁寧に佘の兩脚に懇顋したりC 

雖、兩脚肱じ能はざるなbvio故に君若〇クyソンVJ余ビを冏一躱走塲 

?|に兑んVJ欲せば、君はタリソンに願ひて其速1£を緩るめて余0速度に 



0ル 

行キ 

-さしめざる可からす。何VJなれば余は速かに走り能はすビsi、彼れは 

々に走り能ふを以つてなり〇之れi間C;く、君若0余？グロータゴラ 

Viの鑲腧を聪かんこVIを欲せば、君は彼れに®ひて其の答言を短かく 

、彼れの始めに爲Cたるまでビなさrる可からす、然らざれば如何で‘か 

;»たるこビを得んや〇何Sなれば余の思ふ所に由れば、錶»ビ演說ビ 

全く別物たればなbo 

力yアス日く、然bvi雖ソークラテースょ、君は自己の流儀1:由つてK 

するこビを主趿するが如く、ブロータゴラスも亦其自己の流儀1:由つ 

淡話するこVJを主强〇得るに非すや0 

玆にアルキビアデース言を揷みて日く、カリアスょ、君の言は此塲合の 

をs$rるなり〇吾等の友人ソークラクースは^說を爲.し能はざる 

«を自白せりI此點に於ては彼れブロータゴラスに名#の月桂冠を 

り〇者なbo然bビ雖ソークラテース•か縞^を榱づけ、之れを捕ふる 

力に於て、之れを現存せる人物に踉るミせば片に之れ奇奥の事ビすべ 

なり〇如何んぞ彼れ之れを»らん。今ま若〇ブP1タゴラスに•して 



N1の自白を爲し、»論の巧妙なるこVJU於ては"到底ソークラテースに 

勝つ£VJ能はすVJせば、ソークラテースは此れに滿足すべ6VJ雖、ブロー 

タゴラス简«袋論に於ても®勝漭なり£謂は1*、ブロータゴラスを6て 

問答せ•しめょ〇荇〇質問提出され•し時は、决〇て詭計或は遁辭を爲すこ 

VJなく、又は長演說を爲〇て、K衆の多くを〇て始めの問®の怠味を忘れ 

〇むるinきこビを篇さrらんこ£を要す〇 (ソークラタース•か|£值なく 

忘れ易しvj云ひて、成は滑稽を行ふこvjあらんvj雖、彼れのK位不良ミ言 

ふiは信すベからす〕〇而〇て余の見る所に由れば、ソークラテースはグ 
t 

ロータゴラスょbも正當なる•か如•し〇余の意見此く Q如乙、諸君亦各思 

ふ所を首ふべきなbo 

アダキビアデースJg.cs終ぅt時、成人I余はクJチアスなるべしS信 

す_鯛うて日く、あJブローデコス及びヒ，ビァスょ、力，ァスはブロ|夕 

ゴラスに黨せるものJ如〇、是れが爲めに反對を好むアグキビアデース 

U其反^側に立ち0な々。されざも吞等はソークラテ.，-スにもブ”1 

タゴ，スに气兩人何れ1:も不is不黨なるを以つて、吾等I致.JてS人0 



子の爭ひr:ll 

云ふ 

雄論を中止するこi勿らんこvjを懇顧せん。 

ブp丨•チコス之れU加へ：て日く/，チァスの言甚だ可なり、何人£雖 

此くの如き纗鎗を聽く者は必すや不偈不黨ならざる可からす。然 

雖、不偏不黨は平等の網に非す•して、其聪くや索よb不偈不黛なbビ雖、兩 

論者に與ふる裹稱は必しも同一に非ずして、大賢には高き褒稱を與へ、小 

赀には低き褒|»を與ふべきなり。ブロ--タゴラス及びソータラタ—ス 

よ、余もクyチァスも共に君等1:願ふ所は、吾等の願ふ所を容れて兩人共 

に縝綸せんこビなり、决〇て爭論すベからす。何Sなれば朋友の加友ご 

共に綸するや、好龙を以つてすべきものに0て、反對奢及び敵者のみ爭綸 

するものなればなり。若6此くの釦〇ビせば、吾等の此の#合は甚だ喜 

ぶべく、談話者たる君等は、取に聽衆たる呑等よb普类を受< るのみに非 

すLて、又た«敬を受くべきなboこt‘u余は#敬€云へり、何Sなれば 

尊敬はat衆の哀心より出づる確信なb S雖焚美は時に自己の意志に反 

したる首3Sを用ゐ奠卒ならざるこ2あるを以つてなbo而して吾等勘 

衆は快樂ビ云はんよbも滿足なるベ.JO何ミなれば滿足なるものは智 



»及び知誠を沿たるB.Vの心の狀態なbvj雖、快樂なるものは飲食成は其 

他身115上の偸快を感するものなればなり〇ブ&1•チコス此く語り人々 

其言を喝采せbo 

次に勘人の目あるヒ，ビアス日く、此席，に列なる諸君は、意ふに皆な親類 

なり、朋友な6、又た同|國人たるべ.し、之れ自然の性に由つて然るものに 

Lて法律1:山るに非ざるなり。何ビなれば吾等天性に由つて同は同£ 

親乙むビ雖、法titは人Bnの典制2J主に•して往々に〇て吾等の性に逆ひて 

事を爲さ•しむるこVJあり。呑等能く物の性を知り、又たグレシア人中の 

最赀なる者•か、此智nの酋府に於て、又市内最大に0て榮#ある此家に會 

合6て、而も何^も其商Wなる品位に和Eは•しきiを爲すなく、却て、下等 

人間の爲すi>如く爭論するVJは、益之れ耻づべきの至ならすや〇余はS 

等に願ひ、又た忠吿す、汝ブロータゴラス、汝ソークラテース、各々»步和睦 

するMJI:同窓せょ、吾等君等の仲裁者たらん〇而•してソークラタースょ. 

若0ブn1タゴラス異存あらんには嫌論の嚴ffil:極端に短かからん1 

を目的vjせす、君も自ら淡活の手網を弛るめて走ら•しむべ〇〇之rt反つ 



rraの&铒を中 
XKにせよふ 

rra のttii及び 
»决我を®くt 

LdlKふ 

>丨タヲT丨ス 
时珀《决*_£ 

くの不杌やなる 
を云ふ 

て苕の言65の莊大£な君に取つて宜しきこVJたるなり〇又た汝フロ 

丨タゴラスよ、君も亦順風に_切の帆を黎き上げて睦地を雔れて言SS© 

大海に快走するなく、兩人の見て以つて中illfビする所を守るベ•し。余の 

言をK-行せよ。且つ余»i想ひ出せるは、君等の裁决老、钹査人或は議撻を 

選び以つて君等の言Isを注意-^其通常なる長さを得しむるこeを力め 

しめんこビ之れなbo ..:; 

此提謎は一同大じ赞成する所Sなり、ヵリアスは决じて余を歸らしめ 

すVJ言ひ余をして栽决者を選ば0めたbo然5¢雖、余は議論の•栽决者 

を31ぶを不都合なbvj •して日く、若6其戏决漭に•して吾等に劣nるもの 

ならん1:は、劣者は以つて吾等の上に立つて裁決すべきに非す^C吾等 

VJ同等の者を選ぶビせんか、果tて何の善きこビある、®等VJ同等のもの 

i爲す所は又た吾等の爲す所VJ異るiな0、此くの如き者を選定するの 

用何處にかある。諸君若•し、吾等よりも『婭等なる人を選べ.IVJ云はんか、余 

は答へて云はん、諸君はブロータゴラス以上の賢者ある裏能はすビなさ 

ん〇又た若•し諸若に*して、典U優れる者ならすビ雖だr優れり《爲して、 



其人をブPIタゴラス0上にSき、ブタゴラスを以つて其、よりも 

劣れるものi如くせんか、余に於ては何事もあらすS雖、グロータゴラス 
• 各 

に對〇ては必すや不快なる政®を與ふべきなbo然らば如何にせば諸 

呑の欲する如く、談话及び'II箱を進行せ，，しむるiを得6やを考ふる|:、令 

•しブP1タゴラス答ふるiを好ますyjせば、彼れ問ひ#れ答へん〇又た 

余が主張せる*>如く、E時にブp1タゴラスが如何U余に答ふ可きやの 

方法をも示めすこごを力めん〇而•して彼れ好むがま{に問ひて余之れ 

に答へCならんUは、次は彼れ余の問ふ所に答ふるやぅ爲さん〇残るに 

彼ね^C正確なる疑問に答ふるこ£を爲さrるに»ては、嫌&をs Qせ 

ざるやぅ、II君•か佘に一§ひたる•か如く、余も諸君もI同一致Cて、吾等に答 

辩せんこ£をブタゴラスに願ふこVJJ爲さん〇此くの釦CせV4f.j 

ぞ特に裁决悉を要せん、諸君一同裁决者たるべきなり€0一同之れに同 

意せ7。然る|:ブ&1タゴラス意甚だ悅ばすビ雖、止むを得すじて質問 

するこeに间怼〇、若干數のa問を試み〇後は、又たジークラクースの質 

問に短かく答ふるこt Jな乙、先づ次のS問を爲〇て日く I 



熗迅を9ヒて聆 
f始ぜん»す 

レモニヂスの» 

テースょ、余は此窓見を有す、乃ち詩學1:熟逮するこ 

部分に•して、詩學vjは時人の如何なる作は正0 く、如 

ざるやを知り•之如を阽圳〇、又た其理由を問はれた 

る力な云ふ1:あり。而Cて吾等是れまで德袭 

るが、今や®目を一轉して、詩人の作に關〇、詩學の範 

所あらん£す0時人シモ11デス/，ナリアのクレオ 

パスに撕ぅて日く— 

fu#sなるこビは難し〇手にも足にも"又た精 

事業たる、四角四面をfli立するは、甚だ難事なbj 

bや、或は全文を再讓せんか。 

は熱心に此詩を研究•したるを以て之れを熟知せり。 

は此詩は善良なる作に〇て又ftAなbeなすか。 

ttkvo 

矛*する所あ-CNSせば、此時は赛たb又たItたるi 



レモ=ヂス0» 

G他のK分 

1P丨タゴラス 

此»人の爵に矛 
喚なきやを¢3ふ 

余答へて日く、其時は然らす0 

彼れ日く、此詩中矛盾せる所はあらざるか、熟考すべし。 •:•• 

我友、余は之れを熟考せbo 

詩人何ほ進みて此く言はざるか、日くr假令賢人の言なb i雖、余はビ，夕 

コスの人は善にてあり捋るこvjは難oyyjの言に同意するこS能はざる 

なbJVJO之れ间一詩人の言へる所なるは君の知る所なるべし0 

余は之れを知れり〇 :. 

彼れ日く、君は此二個の言は果して矛盾な•しビするか0 

余日く、然り、矛/ffなO VJ信文此時余はブロータゴラスの言中何事か深 

長のS;味あらんかiの恐れを禁？し能はざりき) 〇君は然らずVJなすか0 

彼れ日く、彼れの此二個の言は果〇て能く矛盾なきを播るか。彼れ先 

づ自己のffl想VJ •して前提〇て日く！•人は典に善VJなるiは難OJVJ、而〇て 

同一特中1:少しく進みたる塲所には、自己の前に言ひたる事を忘却•し、ビ, 

タコスを菲難し"1人は善にて|)り得るこ€は難0,|亡言ひて、自家の言へる 

所VJrMllなるにffi]せす、之れに不同意を唱ふ。若〇自己ビ间一なる言Is 



を非難せば、之れ彼れ自己を非難するものU.して、彼れ其前に言へる所を 

誤Sビするか、或は其の後の言を惡〇ビするか、兩者何れ•かならざる可が 

らす〇 • t . • • : :- •: , 

•舫衆の多數此言を喝釆せbo余は彼れのa浯及び聦衆の喝采の音を 

鸱き〇時、始めは宛も熟逯せ"i箏閲者の手痛き打擊を被bたる*>如く、眩 

帒失神を成C;たboKを言はr余は此詩人の总味せる所は、％ Cて具に 

何事なるやを思考するの時rlaを耍•したり〇なり。故に余はブロー•チコ 

ヌに向ひ呼びて日く、ブローデコスょ、シモ-ーデスは君ビ同國の人なbo 

君は彼れの救助に來らざる可からざるなbo余は君を呼び出して余の 

加势Sなさrる可からすビ信す。宛も之れホメーロスの詩中スカマン 

デ〆河ヂヒ：レクスに攻め立てられ•し時、按をシモイスに求め•し時の言に 

『愛する兄弟、吾等與に力を協せて英雄の勢を防止せざる可から 

.-•す.！•バ ‘：：：；‘：•：：，パ/, •:--• - V ■ ; •; 

€言へる時の如じ。余は君を呼ひ出さん、何ビなればブ〇1タゴラスは 

ジモニデスの終焉を爲さ•しめんVJすればなり0今や君が『意志す/欲す』 



所の、夫©偷快 の哲學を應用•して"シ 

▽第ーブローデコスょ、君の意見に由れは『存在J 

なすや否や、® くば之れを語れ。 

コス日く、决乙て同一に非ざるなbo 

スは始めrl自己の意見«して、■!人は輿に善SなS 



K矛® り。若0此兩!s同一ならすVJせば、i/モユデス敢て矛盾せ云ふ可か 

らざるな-CNO余は敢て首ふ、ブn1デnス及び他の多< の人々はへシオ 

ドスの言の如1 

M方にはAは啓wなるこ«は_亊な何£なれば神は« 

醆をII勞の報酬eな•しftればなbo然^SS鐵一方UU人若 

〇頂上に登り•しHは、之れを得る1:は困難なbしも之れを保 

つは容易れるな 

Vi言はん0 

ブローデゴス は聽 きて之IIをftfsせbv>雖、ブロータゴラス)1之れ4f 

Rして日くジ—クラ.K tスょ、君の正媒Cたる所には*が正さん>icた 

る所の文章中の誤3ょbも一層大な6ものあるな卜〇 

余日ぐ、あJブft丨タゴラスょ、然らば余は想しむべきWWに£,て、治療 

せん€〇て却つて疾病を*<した％0もの€撕ふべし0 

彼れ日<、事»余が云へるが如to 

余問5て日く、其事如何ん。 



nf 

彼れ答へて日乂此詩人は、人々•か一切©事物中至難なりsせる^栽は、 

容具に之れを得べし艺云ふが如き誤HSは、决•して之を爲6能はざるなり〇 

余日く、ブロ..1デコスの此處に在るは時に取つ•て吾等の幸運なり、何VJ 

なればブロータゴラスょ、ブローデコスは余の想ふ所に由れば"人間以上 

に•して、且つ甚だ古代シモニデス、或は其の以前にまで溯bたる古代の智 

Sを^せる人なればなbo君は多くの物を學知せbvj雖、此事に就いて 

は恐くは知らざるものi如•し、されでも余は之を知れり、何iなれば余は 

ブローデコスの門弟子なればなbo若•し佘にして誤るこtfな•し£せば、 
t 

君はシモニデス•か31-!¢ -したる『難Oj (XL3J:なるKを解せざるものi如 

し，故に余*>甞て稱賛の15ミして1恐るべき.|(0#爸|;なる晤を用ゐし時；口 

1デコス*>之れを正•したる*>如く、余は今ま君を正さrるを得ざるなり〇 

今»•し余にじて、ブロータゴラス或は其他何人なb eも、之を稱0て恐る 

べきH人なb SW云はく彼れ余に問ぅて云はん，余はかの善きものを呼ぶ 
にr恐ろ〇きjなる言S5を使用〇て耻ぢざるかビ〇而〇て*1恐ろ〇きjなる言 

路は常に惡の怠味に使用さるi者にして、恐るべき健康、恐るべき宫、恐る 



べき2:赉どは云はす〇て、恐るべきなる語は之れを惡の窓味に使用して、 

恐るべき®爭、恐るべき貧®、恐るべき疾病ピ湖ふ唞等を說明せん。意ふ 

にシモ-1デス及び其3；人たるヶォス人等が『難Ojなる55を使用するや" 

之れ•!惡』或は一純未だ君の知らざる总味に使用するなり〇吾等ブロ I 

•チコスに問Kん、何ビなれば；ブローデコスは能くシモニデスの方言に[W 

する疑問に答へ得べき人なればなり。ブローデコスよジVニデスの用 

ゐたるr難.し!.なる語は、彼れ果して如何なる意味にて使用したるものぞ。 

ブローデnス日く、恶の意味なり。 

余日 <、故にブローデゴスよ、i/モ*ー デス•か、ビ，夕nスを難せしは、其の『普 

は«•しJiの言は、之れ•■善は惡なbJVJ云ふに等•しきを以つてなbo 

彼れ日く、然れ明かにシモ11•テスの意味な50而してi/モニデス 

はビ，タコスの言sgの使用を知らざるを嘲笑せり〇され)rも之れ野^晤 

を使用するに慣れたるレスボス人に取つては自然たるなり〇 

余問ぅて日く、ブXI—タゴラスよ、君は呑等の友グローデコスの言ひ•し 

所を聽きしや。君は彼れに答るこiを得るか。 



ブロータゴラス日く、ブローデコスょffは凡て誤れり。余は知る'シモ 

ニデスの『難CJなるIftを使川するは、?V等人々*'意味する所ど同一に6 

て、决して惡の忽味1:は非す•して、容舄ならすS云ふこViを窓味し大にぼ 

勢せ•さる可からざるを窓味せるこiを。余は此琳に就いて斷Kす。 

余日<、ブ”1タゴラスょ、余も亦£れシモ-ーデスの意味せる所なり£ 

迅惟す〇孖等の友ブロー•チコスは十分此祺を知盡せるも^•か果•して其 

所說を主极するや否やを試みんS、して"好謔を爲せるなb。其シモ-ーデ 

スが经に宫へる如き^呔の外总呔せざるiは、!01L:く其詩中に、『たr神の 

みlib能力を有せbjiの句あるにHIつて^»!!)するを得べCO故にシモニ 

デス•か後の句に、たr#のみ此能力を^•し、之れ神の性nに•して决•して他 

のもの一tkrfたらす云ふは、决•して*a科にてあるごごUSなり』ビ3S味せ 

ざるや明かなbo^•し夫れ然らすビせば、ブローデコスはシモニデスに 

ftは〇むるに無迅砥の性打ミ云へる惡名を以つてする^ならざる可力 

らす、されざも此くの如きは其^1人の性!51:なき所なり。故に打^.し從 

の一一cへる所の方法に從って、余が.1«:•して詩^に迖せりや否やを^みん•己 



ap焉秘密 

ラケダイ«1 V 
rA叩武力に弗^ 

ff渴にてm界を 
支Reす 

せば、余はシモ-1デスの此詩のft总なりビ信せる所を沿らんsro然b 
vj雖荇〇君牾らば、余は祺ろ之れを魏聪せんこSを欲す0 

ゾロータゴラス余の言を3SきてHく、再の好む•か如く爲せミ〇而乙て 

ヒッビアス、ブローデコス及び其他の諸子竹な余が言ひたる如くすべしVi 
宫へり0 

余日く、然らば余は此詩に關する您illを3Sらんに〇盏、クレテ—及びラ 

ケタィモーンに於ては、他のグレシア潘國よりも祐だ古代の対^大に研 

究せられ、-111界上^乎者の多かり•しも亦是等の國なbo然b-w雖ラケダ 
ィモーン人は之れを秘密VJな0、决•して赴^な•しS打消•し、以つて自ら愚 

を^へり。之れ前にブロータゴラスの活•したる所の「ソフィスト」の如く、ラ 

ケダィモーン人等は武力を以つて世界を支配せるに非す•して标怨l:ltl 

つて之れを爲すものなるこvjをit問に®られ31:鳋勝なる理山は世界の 

知る所Sな'他の諸國亦之れに傚ひ、其衩銶を货行せんこ2を恐るょに 

由る〇故に此秘密はラケダィモーンを換擬せんビせる他の諸都市の人 

の知®する所Sならざるなり〇而•して他の諸都市の馍擬漭U斯らぐラ 



らば、一切 

靑年の他圃の 

の諸都市 

意すべき段 

を他のグレシア諸國に稱•し得るは、必す武力上 

:るビ。故に彼等#r#擊琅を其の手に緊結し"常»: 

>方〇て、以つてラヶダィモーン人を學べbビ思 

.ン、こして涵限なく、自由に其國の智者赀洛笠 

J法に由つて之れを爲すに不滿足を成するに至 

:びWWに來れる他®人は盡く之れを逐ひ比*し 

ヮ炉らざる哲岑上の付诫を爲せ^^而して又た 

?こVJを禁せり、之れ其敎へた4所を他固人の平 

中に脚•してはクレテー人も亦同C)〇而Lて是等 

い刃子のみに非今、女子も亦商Wなる敎VIを受け 

ソダィモーX人の铒學上に秀出せるiを稱赞す 

2、ラヶダィモーン人ビ淡話するふに山つて之れ 

し许通のラヶダィモーン人ビ談話せん^1»通の 

守の尜をも發Mせ个ビ雖、或耍點に到らば、彼れ注 

.して深设なるS味あb、iLつ正热を火はざる名3-を發射 



e>デ 

せん、}111)•して3t.缺站せる人は、手を引ける小H7Lの如きを見るベ〇◦足に11! 

つて之れを觖るも、ラヶダイモーン人の哲平に長せるを知るベ〇〇而〇 

て吾等の常時の人も、亦前代の人も多く典のラヶダイモーン人の特怍は、 

哲^の愛はlift術の愛ょりも强きこどを注意•し、此くの如き名言を爲•し!!> 

る^は、必すや完全なる敎ffを受けたる^ならざる可からざるこSを知 

れり。ミレートス人タレース、ミユチレ子人ビッタロス、ブリエ子人ビアス、又 

た我國のソローン、リユヂア人クレオブロス、へニア人ミユンーン等赀な此く 

の如き人なb、而〇て七yt人のH^屮の節七はラヶダイモーン人へイロ 

1ンなす。足^の^人は钓な之れラヶダイ#1ンの學問の愛名た 

b、s-^^たり、又た弟子にこて、何人V」雖、赴等諸¥f人の知怒は、宵なラケダ 

イモーンの氣Mを游び、彼等一個人の發する如き、8d值すべ.き格言の文京 

ょり成るものvjす。而して彼答集矜•して、彼等の智慈の効采soて、有名 

なる格言をデグフォイのア•ホローンの祌社に献納す、之れ人口に炙^乙 

『己れを知れ』及び『何取も過皮-^£る勿れjvjの格言なbo • 

余が此く凡てのmを宮ふは、夫のラヶダイ#丨ン人の簡短主較は、古代 



レ乇ニヂス 
の野心 

レモrlデスの期 
神に據Vて*W 

を解すペL 

锊乎の流莪たり•しこiを說明せんが爲めなbo而•してビ，タコスの『善に 

て在るこVJは難•しJiのnli私かに流布•して其讶者の栩tfする所ごなり 

居たり〇然るにシモニ•テス籾怨の名稃を得ん£の大琪を起0、界〇ビクタ 

nスの此言を打破•したらんには、宛もis名なるfls力家に打勝ちたるに等 

•しく、名•桃をllltに^かすを，$ベ，しV」考へたbo而•して荇.し余の兌る所 

に•して^るMJな*しVJせば、シモニ，テスは、•ヒッタコスの此の首を破^せん•か 

爲めに、其時全肪を作b tものなりビす0 ' e. 

されば?f等一同一致-してシモ-ーデスの言を討撿•し余の言の坑否を叨 

かにせざる可からす。若•しシモ-ーデスに*して、たr善にてあるこビは難. 

-JVJ言はんVJするのみの®めに、其詩のWめの言に/^即ち二方には』の 

晤〔一方には#ごなるこVJは難•し】を柿入したりビせば、彼れや狂人たらざ 

る可からす。故にシモ•ーデスはビ，タコスの言U反對の精神あb VJなす 

»:非ざれば、其の/^なる25を挿入•し來るのJ1I1Iを解する能はざるなbo 

ピクタゴスは日く,,II啓にて4)るこvjは難OJVioシモニデス之れに反對して 

日く-;否な、ビ，タコスょ、•]»に難き取は啓Sなるこビなビ〇-i典に』は之れ 



MBQS 

を^^u紡ばすむて『■•しJl:結ぶべきなbo其のlit上典1:啓なる人あ 

k又た務なりビ雖、典に善ならざる人iるかの如く、難きは^に兹にてあ 

るこビなりビ云ふ1:非ざるなり〇 (之れ甚だm純なる脱察に•して、シモ-一 

デスには相應はしからざるなり)。故に今まシモニススは4典にj (&^f*l.so 

なる|»の稍诳を行ひビ，タコスの言を此く排列すビ假定せん&(ビ，タコス 

giり、シモー1デス答ふるもの£想倮す)b*，夕nスEく『あi吾友#にてある 

こiは難Ojビ〇 シモニデス答へてE く『ビ，タコスよ"汝は誤れb、難きは 

啓にてあるこ¢1:あら中*して、一方に於て、^?A*なく# £な\手、足及び心 

总の四角ビなる1なり——之れ具に^Ojビレ此句を此く讀まば'ftt"EPち 

二方に於て』なるBSの柿入の理由を解•し、义た『典にjなる3Sは此の處I:從 

くの正常なるを知るべし〇此くて此の特の摁这葙は余の茛へる如きも 

のなるを證するを得べ•し〇茬•し^細に此詩を稱贷せんSせば、茌だ多く 

首ふべき^あboffに之れ興味ibる名作に〇て、独だ完きものなり£雖、 

詳細の秫熒は長きを厭ひて此に界さん、然りビ雖此時全taのB的は、ビヴタ 

コスの言を打破せん•か爲めに作れるものなるは之れを明示せんビ欲す。 
^nn-nn - 



永久»にてある 
r人のf境 

Hに由つて®す 

る 

シモニデスはそれょり少しく進みたる詩の部分に、假令啓ビなるこビは 

難しビ雖、暫時、た1#.啊時善たるこビは不能のこビに非ざるを酴するもの 

i如き言を爲せり〇其窓を推すに、ビ，タコスょ汝の晰言せる•か如く、善£ 

成り#の狀態に存し#にてあるこSは、不能の事にして、此は人間に許る 

されす、たr神のみ、之れを能くす。『人は^遇の勢力の爲めに制Mさるi 

時は、Kたるこビを免れ能はざるなり,-〇今ま若C船を運轉するに常b、挺 

遇の勢力はM•して何人を左右するものぞ0 —一私人に非ざるベ•し、何ビな 

れば一私人は常に左右され厉るを以てなり〇夫の己に平伏せるものは 

傾倒さるiものに非tして、必个や¢1立せるものたるべく、平伏せるもの 

は傾倒さるi能はざるなり。此くて抵遇の勢力の人物を倒ほすや、必す 

賴む所あるものにして、钮む所なきものは决•して然らざるなb。鉍風一 

度起るや運轉手も又た如何£もするなく、天候»烈なる|:-當つてや、&夫 

も锊師も亦如何んビもするなし。何eなれば"他の詩Aの 

VJ云へる如く、啓は又た惡iなればなり〇されでも惡人は惡VJなるiな 



し之れ巳に常に惡たればなり。此くて境遇の勢力*>Mむ所あり、熟練あ 

り、梅義ある人を制膘するに當つてや、惡たらざらんビ欲すビ雖能はざる 

なり〇而してビ，夕nスょ、汝は"I善にてあるこSは難云へり〇而•して 

善€なるこVJは難しS雖何ほ之れ可能のこVJなるなboされVjも钓に 

て在るこViは寧ろ不能に臈す。 

『何VJなれば善くなす者は善人にして、惡しく爲す者は惡人たれ 

ばなbj 

¢0然りビ雖文字に關する善Sは如何なる行爲なるか。如何なる行爲 

は文字に關•して人を乙て善なら•しむるや。日く、文字を知るこビなるや 

明かなり。然らば如何なるM籾の#行は、人をtて良裕たらCむるや。 

日く、换病を治療するの術を知るこビなるや明かなbo r然り£雖惡.しく 

爲す所の者は惡人なbjo然らば如何なる者*>惡锊VIなるや〇日く、^一 

には树師なb、第二には良锊なk何ビなれば彼れ又た骐锊ビなb得るを 

以つてなり〇然bi雖乔等熟練を有せざる人々は如何に多く惡•しくrr 

ひたればSて不良なる工匠成は此稞のものSなるに止まり到底W師た 



人a永久答たる 
こ»能aす 

不龕の事を求め 
ず 

るこvj能はす〇而〇て如何に恶しく行爲するビも决して摊帥iなるこ 

S能はざる^は、又たM捋たるこstrも能はざるや明かなbo之れV」M 

じく#人も年月に山り、勞苦に出り、或は其他の理由の尨め|:惡ビなるこ 

ビぁ上たr眞の®•しきrr爲は知識の失喪なりビす、されざもS人は决 

-して惡ビなるこビなし、何ビなれば拽れ巳に惡たればなり。蒞*し彼れ惡 

VJなるvjせば彼れ以前に辨たらざる可から中。此くて此詩の言へる所 

は一方には人は永久善たるこS能はt-VJ®!時に#£なb、D.¥u又た惡ど 

なるこVJあり-又た 

『沿も長くiliも.Uき者は、之れ神々の愛する所』 

たるを誼せんビするものなり」 
是答はピプタコス1:關せるこyjに，して、尙ほ後文に由つて12するこビを 

得べ-し。彼れシモーーデK1AIほ言を加へて阳ぅてUく 

••故に余U有b得べからざるこビを诏み、先全^缺の人を徙ら1:， 

诹き胸なる土地の結果を分得せる洛の中に求め、以つて一生を 

iff!tする*>如きこビを爲さrるべ〇〇若し此饨の人を發見せ 



ば、佘は之れを汝I:吿げんOJ 

(之れシモ-ーデスの全詩を通£;て"ビ，タコスを攻粮する激烈なるris度Sな 

す}0 

r然りyj雖、惡を爲さrる^は心よb余は之れを稱赞0£れを愛 

す、神ビ雖必然に對しては爭ふこSなかるべ*Jj 

ullt«frK05 VJO凡て之れ同|ホ；行を布せるものな.^〇何vjなればシモ-1•テスは、世 

上心よb®を货すものあるより、心よb惡を货さrるものを稱极するが 

如き、無？?の人に非ざるなb。何Sなれば、余の信する所に山れば、如何な 

る^^ビ雖、何人も心より旗るものあb、又た心より不善及び不名猓の行 

爲を爲すものあbビ云ふこvjなかるべく、夫の不務及び不名猓なる^を 

行ふ^は、传な之れ0己の窓志に逆つて之れを爲せるものなるを知る。 

而.してシ#ニデスも决.して心より不#を行はざるものを稱拗すビ云は 
5l,s^^J§oざるなり。之れp心より』なる龉は、彼れ自己に適用じて其の胸中を云へ 

るものなればなり。何ビなれば#人は往々彼れを强ゐて他人を愛せ•し 

め又た稱揚せ0むるこビあるを成するを以つて、時には心ならざる愛あ 



6ベければなり。例へば拙劣なる父Wに對C、國に對し、或は其他此钝® 

ものに對〇て往々人の威する所なりビす。而乙て惡人は其父母及び^ 

家*>成缺點を存する時は、之れを觀て?fび、之れを他人に腿潢•し、其過失を 

菸兑〇、之れを惡言o、3つて人々をして與に彼等を事業に携はらざら•し 

め、又た之れを«斥せ己めんSせり。之れを以つて典缺點を誇大•して牾 

り、以つて人々を•して、彼等を嫌恶するの威を起さ•しめんSせり。然b VJ 

雖粦人は其威情をit•し、自ら制〇て人を稱美、し、人々己を^•して爲めに怒 

るこビぁりご雖、能く其怒を錤めて人i和睦owつて己を愛，0、己れの血 

ご肉ごをli?»するこごを力む。シモニデス、時に心ならすもW-制若主及 

び其他の人をw^tt帯むたb S瓜ふこVJ、盖之れなきに非ざるベ〇〇而 

•して又たビクタnスに對〇て、自己は批難の总なく、又たビ，タコスを批難せ 

んビするものに非ざるこビを酿承せんこ*VJを求むるものi如•し。故に 

シモニデス日く 

「何ビなれば、人若〇恶に非す、成は非常に頑其に非す、能く正莪を 

知夂之れ阈家の健康なbx而して健谈なる心怠を有せるに於て 



藝is 

媢蠢足 

足i峡0人な 

は、余は之れに滿足L、决•して其缺點を骽見せん*^は^さrるな 

bo何vjなれば、余は他人の缺點を發Mせんが爲めに人生に在 

るに非ざればなり。世上®昧の者甚だ多•しJ 

ビ〇 (其总味たる、若•しシモ-ーデスに•して、他人の缺點を批難tるを快ビせ 

ば、彼れ其缺點を發見するの機會にKCからざるベ6¢云ふにあb)c又 

日く 

•し惡の®入せざる以上は、茁物传な善なり』 

tfoされrも之れ惡のot入せざる時は%物竹善なるこビ*1黑のa入せざ 

るものは、典物皆白云ふ*>如きの总味に非す、此くの如きは滑稽なり 

VJ云ふべ•し、今彼れの窓味する所を考ふるに人若•し適度中庸ならんには、 

彼れ之れ1:滿足し"敢て其缺點を發見するこビを爲さrるべし€云ふに 

あbo彼れ日く 

5は完全無缺の人を、廣き胸なる土地の結%を分得せる者の中 

K求め£んは爲さrるなり(若し此种の人を發見せば之れを汝 

に吿げん〇此Is味に於て余は何人をも稱«せざるなり。然り 



i雖かの透1¢(:,して#良1:、而0て惡を爲さ.1*る者は、佘に取つ 

ては十分に、して、余は之れを愛•し锊な之れを嘉稱す】 

レ1^れの方0ビ〇(此|:汁总せよ、彼れレスボス|§たるを5,邊二痛稱す)なる蹈を使用せ 

り、之れビ，タコスに對•して言へるものなればなり1其の 

『惡を爲さrる^は、心より余は之れを®.し、传な之れを！§稱す1. 

Viのい心よの奶は、シモニデス彼れ0身の心よbする意味の文章の位» 

にfrtかざる可からす)。又日く r然b i雖、余は又た心ならt*も#?iij■し、又た 

愛する^なきに非す。汝ビ，タコスよ、茬〇適度に锊に.して眞.なるこSを 

扔り0ならんには、余は敢て符むる所ぁらすビ雖、た.1#汝が最大なる取に 

關して與现の外貌を裝ひゝ以って不與理を龉れるが故に余は汝を非難す 

る^なb』VJO余日く、ブロ—デnス及びブロータゴラスよ、企は之れを以 

つてシモ11デスの詩の典意箱なbvjなす0 

ヒッビアス日く、ソークラテースよ、君の此詩に對•して下したる說明や甚 

だ钓〇、余も亦此詩にgoて巧妙なる解释を有す、君若〇許可せば^は之 

一れを35らんか0 



■I 
〇す所 

交際には板妓晚 
物を霣せすc 

己Qrtrwを以つ 

|寒S 

アルキビアデース日く、小：なヒッビアスょ、此は今»:非す0て他口に啟り 

て然るべきなりし今は®®約に從ひソークラテースVJブロータゴラス 

ビのIJnの問答を進行せ•しめ、ブロータゴラスに•して問ふ以上は、ソークラ 

テースを•して答へ〇め、彼れ荞し答へんSせば、ソークラスを〇て問 

は•しめざる可からす。 

余0く、余はブロータゴラス*!其好む所に從つて、成は問ひ或は答へん 

こVJを欲す〇然bvj雖余は詩歌に關•しては巳に十分問答したる可けれ 

ば、ブロータゴラスょ、».し矜に乙て興存なくんば、余が始めに君に質問.し 

居たる問迎に立ち歸6、君の肋力に由つて其結末を爲さんこSを欲す0 

かの詩人に關する淡話の如きは、{Y1V人凡俗^流の慰樂なるのみ、彼等紫味 

愚鈍なるを以つて、其飲食するに常つても、彼等自己の音聲及び談話に[II 

つて、互に諛活〇7/;l:槊〇むこビを能くせす•して、徒らに吹笛飭妓の相塢 

を商め、商額の金を怫ひて、n家の音??5に非ざる笛の音を傭ひ來て以つて 

交際の媒助ビなす。然るに典に敎yrある紳士の會命には、吹笛妓あるな 

く、舞妓あるなく揷琴妓あるなく、一の無意味なるものあるなく、又た勝ft 



一 
の遊戯等あるなく、竹能く自家の音聲を以つて媒介の具iな相互の淡 

話を以つて滿足•し、順次に談話•し、飲酒は自由なり <雖宴席秩然たb。而 

〇て5等の如き付合"及び吞等の如き身分を®んする紳士たるものは如 

何ぞ他の苷聲を借b、或は其意味さへも不明瞭なる詩人等を傭ひ來るを 

要せん〇而•して是等の詩を引用する铋は、十分に其意義を明かにせす、(或 

者は之れを解〇て是れなりビし、或^は彼れなり艺而して爭論生じて 

其正否を證する能はざるなり〇敎育ある紳士は此の如き慰樂を舍き、互 

に淡S5して互に其典JP1!を試むるこvjをなす。此くの如きは.模範なり、お 

も余も與に之れ1:傚ひ、詩人等のこeは之れを中止以つて吾等自家の 

淡話を以つて、各自及び典?8の證明を試むべきなり〇若•し君問はんSせ 

ば余は直に答ふべ*し、芳し君答へんビせば答へ、余をして以前の未完の問 

題を再び此に提出して，以つて之れを完結するの機會を得る所あらしめ 

i 

余は此くの如き談話を爲せbo然るにブロータゴラス、明Bfll:其何れ 

を爲さんかを云はざbき〇此U於てアグキビアデース、カリアスに向つ 



んにプ 

て謂ぅて日く、カタ7スょ、ブロータゴラス•か、dl:答ふるや否やを言ふこvi 

を否めるはS常なりビなすか。余は此點に於てブロータゴラスは〇常 

ならすi信す。彼れ進みて論するか、成は進みて論するこビを报むか、常 

然其意志を五1.1等に明かにする所あるべきなbo然らばソークラテース 

は他の人，1淡話0、又た荇笠一叼は自山に11に扣敌話するを得べ00 

余思ふに、7〆キビアデースの此言1:山つて、ブロータゴラスは典1:赤 

面〇たる•か如〇〇而•して力9ァス及び其他一同の®^1:山り、彼れ遂に 

硪ぬするこVJ iなり、余は問ひ、彼れ答ふべ〇ビ云へbo 

此に於て余は8nうて日く、ブロータゴラスよ、余が君にH問するに就い 

ては、他1:目的あbvj思ふこビ勿れ〇余はたr自己のII解VJせる所を明 

かにせんV3するにあるのみ〇余はホメーロスの.IIを以〇て名営ビなす、 

■«兩人與に行く時は二人は先づ見るものなり.|ビ0 

VI。之れ人皆な友を有する時は、其行芎首通及び瓜想に於て敏铨なるも 

のなればなbo然bvjai若〇人 



,:!人なる時成物を晃: く • 、 • • 

時は，彼れieに行いて成-Aを求め、之れに其？！；Jlioたる所を吿げ、而して其 

辦を確¥fにせんVJす。余は他人ょ-^も、若VJ共に^^んこSを欲す、何S 

なれば#人の知れるべき所の多くのもの、殊|:德銕に關〇て知れるこ>0 

他にSに设れる人あらざればなり〇夫の自ら以つて善人なb紳士なb 

ビするのみに非す、又たnつて他を*して咨riなら•しむるの力あbviせる 

教は、君を舍いて將た何«::沪6るOSは竹1:•たrB己のみ^なるに非 

す〇て、又た以つて他人の科の•!«因たる人なbo且つ他のrソフィスト」等は 

其自己の業務を6-3敝せ-^ビ雖、«は全グレシァ人に面0て自己は~»ソフィス 

卜」なb徳莪及び敎rfの敎師なりビの自任を布6、«報酬S •して金錢を耍 

求せ〇说初の人なbo故(:余は此t?の問^にrao、-QにはM•して之れを 

試驗o、Rp!Iを提出•して其Iff敎を仰がす〇て可ならんやo^vはHに之れ 

を爲さrる可からざるなXSO而〇て余は以前に問ひつiあbo問fi3に 

關0«顧くは再び余の記位を新|:0、以つて是等を思考するこビ|:於て 

君の助力を得んこビを願ふものなbo??o余に0て誤るこ£なしミせ 



は、問«3はJibくの如くなりしか、□く、教兑節！s、刃策、正義、神®たるこビは、rrfl 

|物の五名なるか、或は£-银諸名の裡面|:は、择別々に«名に和當せる固 

有の官拒あbて、te互和同じからざる*fiftありビなすべきか〇哲は前に 

湖ふて日く、此五つの名稱は同一物の興名に非すして、传な別々の«舱を 

有•し、而•して是等传な徳義の部分たり、然りビ雖、其關係たるや、黄金の^部 

分は、互1:相同〇 く、其全ftsl:對しては其部分な云ふ•か如きに非1し 

てr/l面の諸部分は其全將の部分なbvj雖、相互に同Cからす、是等又た興 

りたる官能を有せる如きなりビ〇之れ君の前に言ひ〇所なる*>、今も尙 

ほ此說なbや、余は之れを知らんこSを欲す〇若〇之れ君の今の說に非 

すビせば、君其變510たる說明を與へょ、然らば余は右0-前說を■ふるの 

徒勞を爲さrるべ•し〇佘は敢へて云liん»は余を試みん•か®めに成は 

かの前言を爲せ〇ものならん¢0 

彼れ日くジークラテースょ、余は答へて云はん、凡て是等の性Kはts较 

の一部分にして、五者中の四者は成範圍までは冏樣なりビ82、九饰五漭た 

る勇氣は、teの四者Cは大に趣をKI:せるなり、其isたる、吞等夫の多くの 



3-5 

!Rll*-a如何な 
る4のぞ 

MAaallK な 

人の、全然不正eに、不神勒に、不節制に、又た無學なるに係は&•す，、尙a其毋 

氣に於て著きものあるを見るを以てなり〇 

佘日く、r/く待て、此は一考を嬰するこビなり〇君の所朔贝氣ある人ど 

は大Mなるこ£を恣味せるか、或は他の抑®iの性Kを謂ふか。 

彼れ日く、然b、irj猛にして、他人の近づくを恐る1.所|:毡進する所の性 

質をgrlふ〇 • 

次に、转は、徳鵷は務なるもの£な〇、而〇て荇は其善なるものift師な 

bvl自ら確言するならん0 • 

彼れ日く、然b、余は云はん、徳義は海物中の：gも辂きものなり£。»6 

然ら中t云はr，之れ狂なb VJ8FIふべ•し。 

余日く、«物一部は善に•して一部は惡なるか、或は又た全部善なるか0 

全部善{:•してaつ至商の席»;於いて善なり〇 

然らば余に吿げょ、井中に沼水するに當り、何人か&も大膽なるかを。 

余は云はん潜水者なb so 

其JB山たる、彼等潛水に№1せる知識ある1:由るか。 





然らば35氣ある人ビは如何なる人ぞ。彼等大膽なる人には非ざるか。 

彼れ日く、然り、余は何ほ其3S見を〇せり。 

余日く、此くの如く知S2なく 〇て大脑なる人はRI:刃叙(bるに.非す•し 

て、狂せるなり。此くの如き塢合に於ては、敢も知識ある人は亦最も大膽 

なる人に*して、aも大膽なる.Aは、又たfiiも®氣あbslliliふべく、此見解よ 

りする時は、再び知識は觅氣なfvj調はざる可からざるに至る。 

ブロータゴラス答へて日く"否なソークラテ-スよ通は佘の言ひ•し所 

を記位する|:誤れりビなす。君の余|:問ひし時、余は確かに調ぅて日く、 

與氣ある者は大膽なる^なb so然bvj雖、君は大膽なる人は®氣ある 

人なりや否やは之れを余に間はざbき。^〇芯之れを問ひ乙ならんに 

は、余は答へて云はん1否な，彼等の凡ては然らt-Jご。索より君は、知識を冇 

せる者は、知識を有せざる前よりは、又た知識なきものよbは®氣あるを 

肢明•したb €雖、余が答へたる所はfv未だ之れを誤謬なり€證明せざる 

なbo而•して?0へらく、5J氣は知識VJ同一物なりビ〇然りビ雖此く^如 

き綸法を以つてする時は、#?は成U强力は知^なb dfflmするに至るi 



を得ん。君又た、强力は能力なbや否やごの問を起こさば，余は『然VJ 

答へん、然らば次1:又た問ふて、相憤術を知る所の逍li、+u茯術を知らざる 

济よbも、角力するに於て1M能力あるに非すや、又た:Jt術を^び〇後は 

學ばざる前よbも 一«能力あるにあらすやV」云はんには、余之れに网怼 

すべ〇。而して余に，して之れを許容せば、界は众の許容を利用Lて、余は 

知識は«?力なりビの葸見を有する漭なりビの證ビなすべ〇〇然りビ雖、 

此塲合に於ては、余は强力は能力なbvjは許^すS雖、此以上、能力は强力 

な.CS^Jは許容せざるべきなbo何VIなれば^力yj强力VIは^一に非中、 

前^は知識及び狂気或は忿怒等よb生ずるものなb £雖、强力は自然及 

び身肪の{/Bmなる狀態より生^るものなればなり。之れS同じく余は 

云はん、大财氣via又た同一物に非ざるなりビ。•而して佘は3)氣あ 

る人は、火船なる人なb S云ふ¢8$.、大防なる凡ての人は、a氣ある人なb 

ufli.llfstf®*»«lts«Sは云はざるなbo何ビなれば大^なるこ£は技術|:山つて人問に與 

へられ得べく、又た能力の如く，忿恐及び狂氣:!:由つ•て，與へふ名べき.tの 

一なb VJ雖、is策はW神の自然及び健谈なる狀旅より生ずるものなればな 



余日く、ブ&1タゴラスょ、君U成人は窖く生活〇、或人は躱乙{生活す 

るこViあるを許容するか〇 

彼れ然なせ-CNO 

教は、善く生活する人は苦痛悲哀1:生活すsJn考するや如何ん0 

否な。. I 

芯〇彼ril生を終るまで樂〇く生活0たbvjせば、此くの如き垛旮に 

於ては#は之れを善く生活.したbyi思はざるか0 

然り余は然り€思へり。 

然らば樂〇 く生活するは1?に〇て、樂〇からす生活するのは惡なるか0 

彼れ日く、然り、^〇快樂なるものは#JLつ尊敬すべきものならんには、 

然り〇 

ブロータゴラスょ^はlltRn一般の人々の首ふが如く、成る快樂なるも 

のを惡ビ稱〇,成る苦痛なるものを務VJIBするiありや0—^は、物*〇他 

の种類の結果來らす•して、快槊なる以上は'其物を铸vj稱〇、苦痛なる以上 



は其物を惡Vi稱せんVJto 

彼れ日く、ソークラテースょ、余は一槪〇て快樂は鞞な〇、苦0は恶なり 

亡晰言〇得るや否やを知らざるなり〇然bvi雖、芳•し、快梁なるものに善 

ならざるあり、苦痛なるものに務なるあり、善ならざるあえ又た成ものは 

f；Cにもあらす^gにもあらざるものあbe言ひて之れに誤asな.しSせば、 

之れ眾に余の目下の答へvjoて、又余の將來の爲めV」〇て大に安全なろ 

ベじVJ侰す〇 

余日く^は快樂に關係〇、又は快樂を生するものを樂〇ビ云ふか。 

彼日く、然り。 

然らば余の1S味する所は、赴等のものi快樂なる以上は是等のものは 

卺なbvj云ふにあb。而•して余の問題中には、快樂は其物自身に於て善 

なbvj云ふこVJをも含有すベ•し。 • 

彼れ日く、ソークラクースょ、君の得怼なる!§•法に由りてr呑等此事にIW 

して研究せん％而〇て研究の結果にじて，快樂€善£は具に阏一 なる；と 

其研5進J を證明すVJせば#等同意I致すベOVJ雖、若し夫れ然らざるr.於ては® 

快欒％|籌|£0同 
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等相綸すべきなb。 

余日く、討究は君より之れを始めんか、成は余より之れを始めんか。 

彼れ日く、先づ君より始めよ、君は謫論の發起人なればなり。 

余日く、余は說明の爲めに一例を使用•して云はんに〇假定〇て今人あ 

bて或他の人のftl版或は其他の身！gの性質を診察せんvjするに常b、彼 

H其人の?fi而を見梢端を見、而•して日く、W十分診察〇得ん*>爲めに胸部 

及び背部を滿出せよビ〇此くの如きU此研究に於て余の願ふ所たるな 

り〇余は今ま君の秀S快樂v>に關する^Wを知れり、而〇て君に謂ぅて 

日はん、ブロータゴラスよ、君の心を開きて、知識に關■して君の念見を發表 

〇、以つて余を•して矜の葸見は一般の人々の葸見S一致せりや否やを知 

ら.しめよビ〇今世上の人々の知識に關する；®見を見るに、知識は之れを 

力、法則或は命令のM坪ビなさす〇て、其之れに對する觀念たるや、人は知 

識を有•し得るi雖、其の知識は、忿怒、快樂、苦痛、想愛、成は恐くば又た恐怖の 

支fidする所VJなbて、知識は宛も奴隷の如く、左右に曳き绢はさるょもの 

なbvjなす。之れ；！；5の窓見£す4听なるか、成は君は知識を以つて、高何 





に善きものを知りて、而も尙ほ惡•しきものを撰ぶやVi云ふの理由を彼等 

に敎ふるこiなく、而して彼等1:吿げて、友人.諸若、鉼君は誤り、且つ眞なら 

ざるこVJを?Sれbyl云はんには、彼等答へて日はん、ソークラテース及び 

ブロータゴラスよ、^.しW神の此成怙は•!快槃の货めに打勝たるjVi|iはざ 

る時は、此琳如Mんがなる^は如何なる名稱を以つて之れを呼ばんvjす 

るか。荇等に典ntをftげよVJO 

されV」もソークラテースよ、好等何ぞ衆人の說を心に介するのあらん0 

彼等はたr彼等自身に關〇て起りたる所は、何辦も之れを：Kふに遇ぎざ 

るなbo 
# 

余答へて日く、余は、彼等の总Mも亦、切氣ビ徳莪の他の諸部分ビの阅係 

如何んを知るに就いて、Tf^ffを補ふ所あbvjfsす。对若•し佘の言ふ所に 

rpl总ならんには、余は似も善く眞理を發見するを得べ•し€思ふ方法に填 

かん。«rM1意なりや否や。界荞•し之れを好まざれば决•して35:に介する 

こ£勿れ0 

彼れ日く^の言や正し、起の始めた•る如く、其言を進行せよ。 



佘日く、吾等又た假定して、彼等其K問を操b返へ0て云ふvjせんか、日 

く#等の言防たる、快樂に打勝たるビ跗ふこ£は君等如何に之れを銳明 

するか¢0余は彼等に此く答へて云はん、日く、然らば聪け、ブロータゴラ 

ス及び余は之れを褚君に誑明すベ〇〇かの快樂の爲め1:打勝たるViは、 

人»0飲貧其他偸快なる肉腊上の欲绍が、其惡なるを知るも而も之れに 

放谘•して之れ1:打勝たるiこSにはあらざるかビ〇彼等之れを承認せ 

ん〇而•して又た假定.して君S佘vj進みて再び彼等に問ぅて、諸君が是等 

のものを怒£云ふは其の理til如何ん、或は是等は愉快なるものに〇て、其 

瞬間に快梁を與ふるが故1:惡なるか、或は又た是等は疾病を引き起0、貧 

困に昭ら•しめ、其他又た此秭の惡を生する*>故1:惡なるか〇若〇是等の 

ものに•して逢も避〇き結渠を生せtrzr如何なるM類の性質なbiも、 

兎に角快樂の愈；！を與ふるのみなりビするも、fAIほ之れ®Vi缃はざる可 

からざるかVJ云はんには、彼等は此く答ふる1:は非ざるか、日く、是等のも 

のuiau.快樂を與ふるが故に惡〇き1:非す0て、たr其後に生する結果 

たる疾祸或は此饨の如きものある1:因つて惡たるなbio 



S8S 

苦痛にLr»さ 
isあ の寒 

« 

ブロータゴラス日く、余は信す、lit人1.般必す此く答ふべ•し¢0 

若.し疾病を惹き起すどせば垃等のものは苦痛を生するに非すや、若•し 

貧困に阳らこむるiせば、&等のものは又た苦痛を生するに非すや、若C 

余の見に•して誤らすVJせば、彼等人々亦此の言に反對せざるぺC0 

ブロータゴラス然なす。 

然らば余は余の名ビ君の名ビを以つて彼等に答へて云はん、日く、諸君、 

は是等のものは苦痛に終又た吾等の他の快樂を奪ひ去るの理由以外、 

別U其の惡なるのM山ぁ思ふかビ〇彼答人々又た之itを承S3すべ 

〇〇 

•科等兩人亦彼等の承認すべきを信じたbo 

次に余は反對の點ょり疑問を设出•して云Uん。友人緒转、諸«が啓を 

以つて？?•?!»な^者なbs云ひtは、之れ锊術上の#を湖へるものなるか、 

11操の練^及び兵役に服するこiを^へるものなるか、或はm帥が灼烙 

0,3蜥0、.^嘞せ•しめ乂た龄食する等のこビを湖へるものなるか◦是等 

は^なb S雖、苦0なるものなるか。彼等人々之れを承^すべきや如何 



tt«0» 

快*^cの特粱 gl 

彼れ、承認すベ.Jビなす0 

而乙て諸対が是等を#な湖ふは，、Iri接なる/li大苦痛を生するが故 

なるか、成は後に至つて是等は能く人を健ml:〇、身liftを强壯に•し、一圃を 

救ひ、帝^を^んに•し、该强を致さ•しむるに由るか。若〇氽のiiる所にじ 

て誤らすんば、彼等人々必す之れ1:同33:すべじ《信す0 

彼れ同窓せ6。 

而•して楚等のものを稱•して裨なbvj云ふは、其能く快樂に終り、苦痛を 

除却する故|:外ならすビするか、或は快樂苦痛以外、池に是等を稱.して善 

ビ謂ふ所の^璀ぁbeなすか。彼等人々は此他に標準なする1:同 

意すべきや否や〇 

ブロータゴラス日く、意ふ1:彼等之れに同意なるベ〇〇 

諸君は快樂を以つて#なbvioて之れを追求0、苦痛を以つて惡なb 

して之れを避くるか0 / 

彼れ然b Sなす。 



快S苦痛の大小 然らば諸©は^痛は惡な乂快樂は善なするものに•して、而も或快M 

樂1:して、却て他の大なる快樂を失はせ、又は其快樂が輿ふる快樂よりも 

1層大なる苦痛を與ふる昤、諸君は此快樂をも惡ビなす"然り£雖若し 

諸转»:0て、成他の目的或は2|増|:關.して、快樂を以つて惡ミなすには、必 

中其楞增を吞等に示めすこ，を得べ〇ビ雖、諸君は之れを示めすこS能 

はざるベC0 •-|.^5 

ブロータゴラスPく，然り、彼等其棣増を^せbvjも思はれす〇 ! 

苦笳に關0ても同0く义た此く云ひ份るには非ざるか、諸君は咎沾が一 

其mふる苦痛よりも他の一府大なる苦痛を去り、或は苦痛よb.も1M大一 

なる快樂をalふる時は、此苦痛をも稱〇て善なりvj云へり〇而して諸^一 

が此の現在の苦痛をIs〇て普なbvj云ふU就いて、快槃、苦痛以外別に典 

檫璜あb Viせば•諸君は其の如何なるものなりやを®等に示めす所ある 

べきなbo然るに諸君は能はざるなり'〇 

ブロータゴラス日く、然^/其はJrlな，90 | 

余日く、假定.して、世界は佘に向つて此く言ふ£せんか、日く如何なれば！ 





M ちIf打ち»f: 

SAIDflr由つ 
て 

『善に由フr打 
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て之れを言はん。此く此事を前定03き、而して余は遺みて云はんXは 

自ら悪を爲せるこどを知boiも悪を行ふこSあり¢0然トビ雖成者 

問ふて云はん、其故如何んビ〇日く彼れ打ち勝たれたるが故なbviは第 

一の答へなるべし〇 K問者尙ほ進みて云はん、日く、何1:由〇て彼れ打ち 

勝たれたbや€吾等今やr快築1:由つて•.打勝たれたり£言ふこi能はざ 

るなb、何Sなれば、快樂なる名稱は前巳に兽e云へる名稱艺交換された 

るを以つてなり〇之れを以つて吾等の答へ得る所は、たr彼れ打ち滕た 

れた云ふべきあるのみ。然るに彼の人之れを打ち消6て問ふて云 

はん-■何に由つてj打ち勝fzれたbやVJO吾等『啓に由つて答ふるあSの 

みにして、吾等實に此く答へざるべからざるなり〇然6¢雖吾等のR問 

者若〇大言壯語者ならんには、冷笑〇つiffiぅて云はんrAはITに}«稽な 

り、人が善に打ち勝たれたるが爲めに、其の爲すベからざる時n:於て、惡S 

知bつi之れを行ふが如きは寅に滑稽なbJVJ、而して問ぅてSはんr*は 

轉は惡に勝つの價銥あるに由るか、成はffi値なきに由6かJVJO吾等明瞭 

に之れに答へて云はん、此は價Mなきに由つてな何Sなれば、若〇之れ 



ffififiぁらん1:は、吾等の首へる如く、かの快樂r-打脐たれた6者は惡に非 

ざりしなるベ0€0彼れ答へて云はん、日く『然りビ雖、如何なれば善は惡 

に對〇て價«なく惡は夥I:對〇てIn値なきやJio具の說明は是等は相 

方ょb見て其割^の正を得す、大に»ぐるか小に遇ぐるか、多に遇ぐ6か、 

少に遇ぐるかの酤にはぁらざるか〇之れ吾等の否む能はざる所〇君芳 

し打ち勝たれたbvj云はんUは、彼れ此く云はん,,f諸君の尨味せる所如何 

ん〇賭君は少替ビ交換•して一靨大なる悪を採ばんVJ-rるかJSO此に於 

てS等善惡の名稱e交換するに快樂、苦痛の名稱を以つて•し、前の如く人 

は惡ビ知bつi之れを爲すビ云はすLて、人は苦痛VJ知bつi之れを行 

ふ、之れ、彼れ快樂に打ち勝たれたるに由るものに〇て、快樂は打ち勝〇の 

價値なきものなればなbvj言はんか〇快樂ビ苦痛VIの№1係たるや、たr 

之れ過不及1:して、是等の大に過ぎ、小に過ぎ，多に過ぎ少に過ぐる等、此程 

度の問題以外に尺度檫準果〇てぁりや如何ん。若〇人ぁ5て^然り、ソー 

クラタース、热bビ雖、tfi接の快樂は將來の快樂苦痛£は大に興るものな 

bji云はん1:.は。——余は之れ1:答へて云はん、日く、是等は快樂苦痛の理由 



11 

多少ffl近のis童 

. aao-^ 

以外、別u與る桤堆あbや否や、决〇て他に標堪あらざるべ0〇而•して君 

は、熟練なろ權衡使用米の如く、快樂、苦痛、近き、遠きを天秤1:載せ、是等を秤 

り、而して何れか其垃に過不及あるを言ふなるべし。君若C快樂£快樂 

ビを秤る時は、勿淪多にして大なる方を擇ぶべく、若し苦痛ビ苦痛Sを秤：一 

る時は、勿^少にして小なる方を取るべく、茜し快樂e苦痛Sを秤る時は、 

快樂•か苦？lb-よりも、多き行爲を採ぶベ•し。而•して其快樂の、近きものは遙 

かなるものに胳り、遙かなるものは近きものに勝るSも、孰れなb i可な 

b、快樂多き方を撣ぶベく、而•して快樂よりも苦痛多き行爲は之れを取ら 

ざるべ*し。友人諸君、此は典理なbe許容するや否やVJO余思ふ»:彼等_ 

人々之^を否み能はざるべ〇〇 

ブロータゴラス佘の言に一致せり〇 

然らば君若C之れを許容せば余は云はん、幸に佘の問ふ所に答へよ。 

今ま、同j大さの物も、近き時は大£見へ、遠き時は小w見ゆるに非t-やVJ 

云はr彼等之れを承肪すべし0厚さ及び數に於ても同じく、4121SI1:於て 

も、其の物同一なり亡雖近き時は大にして遠き時は小なbvj云はr、彼等； 



1人s 

lt«術* 外» 

知雄alt量 

又た之れを承路せん〇假定〇て、幸福は大なる方を裸び、又た之れを爲す 

に由つて成立す迖せば、人問の生命を救助する®理たるべきものは何物 

ぞゃ。針量するの術は、生命救助の原理たるべきか、成は外觀の力は1kれ 

なるか。此後者は之れ雅欺の術に•して、吾等を•して彼方此方にさまょは 

せ、行爲に於てボ物に於て、大Sなく小ごなく二をfflび、他に侮むこiを爲 

ふしむるもの1:ぁらすや〇然bvj雖計ft法なるものは•外觀诈欺の術を 

〇て其力を失は〇め、典理を示めし、人を敎へて其精神を•して遂に典理中 

に安心を得〇め«つて吾等の生命を救助すべし。人間一般此垠を爲さ 

じむる術を聪めて計量法なbvi謂ふには非ざるか。 

彼れ日く、然り、之れ針ftの法なbe 

又た假定せんに、若しAnn生命の救助は奇數偶數の撰擇なるか、或は又 

た人間各自成は自他に關•して、遠近大小を撰採する1:ぁbviせば、人命救 

肋の府柙は果〇て、何物なるべきぞ0之れ知識にはぁらざるかI豸L之 

れ過不及の問題ならんには、此は針量の知識に〇て、若•し之れ奇數偶數の 

問迎ならんには、此は數の知識|:ぁらすや0世人は之れを承瞇するなら 



lll»aA« 者な 

んか、或は否定するならんか。 

ブロ Iタゴラス、世人の之れを承S2するこiを許容せbo 

然らば、友人諸君、佘は彼^に云はん、人命救助なるものは、快樂苦痛の正 

常なるmfflに因るものなるを發見せり。——其多少、大小、遠近等を撰擇する 

に常りて、此の計®なるものは、和互の關係上過、不及及び均等の計慮なら 

ざる可からざるにはあらざるか〇 

ftは否むべからざる*理なbo 

而して此針货法なるものは、技術«同時1:又た學術たるは否むベから 

ざるにあらすや。 

彼等之れに同意すべし〇 • 

此技術成は學術の性Kは、將來の考慮の問翅たるべく、此くの如き學術 

の存在の證明は諸君が、余及びブロータゴラスに問ひたる所の質問に對 

する十分の答辯たるなり◦諸君•か質間を货せ〇時、諸若之れを記位せる 

か等兩人は知aょり有力なる*他に之れな0¢凋ふ意見1:於て一 

致•しdoて其の知識た4や、何物に關〇たる拽識なりVJも必す快樂及び 
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其他一切の物に勝らざる可からすせるiを。然る1:芄時*SIVは日く、 

快樂は往々にして知識ある人1:も勝てbso而してS等之れを許容す 

るこVJを否み-J時猪君は日く、あiブロータゴラス及びソークラテース， 

若•し之れ快樂に打ち勝たれたるものなbs云ふ»:非すんば、然らば此は 

果〇て何•そや、君等は之れを何vjかanふ¢0若し吾等其時疽ちに、之れr無 

智なbivi云はん1:は、猪君は必中吾等を笑ひたるなるべ6¢雖、今若し吾 

等を笑はr之れ諸君等自己を笑ふものに外ならざるなり〇諸君等前き 

に許容•して、人は快樂苦痛の撰撣に誤るこWあbvjせり、之れ知識の缺拟 

より、彼等の择惡の撰擇に淇boなり。諸君等又た許容0て、人はmに| 

般の知識の袂拟のみに非す、又た針iiビ稱する所の特殊の知31の缺損よ 

b其撰擇を誤るこvil>btなせbo緒君等又た撰擇を誤る所の行爲は、 

知Iftなきよ-^之れを爲Q無智なるより之れを爲すものなるこiを覺知 

せり〇之れ快樂に打ち勝たるt云ふ宮焐の意味に•して、—要tる1:之れ 

無智なり、之れ誤ffiの最大原因たるなbo而•して呑等のブロータゴラス、 

ブローデコス及びヒ，ビアス等は皆な無智者を治療して智漭たら〇めん 



Viする锊師たるこビを宣言せbo然るに汝等無智はis因に非すSの誤 

Sなる思想を有せるのSEは、是等のものt•敎師たる「ソフィスト」諸子に學ば 

んsoて自ら行くこtもなく、又た其子弟を•して就いて爭ば•しめんSも 

爲さiるべ〇〇諸君其金錢U注意0、一錢ビ雖之れをrソフィスト^.人に與 

ふるこビ勿れ。而〇て其結果や諸君は公；の生活上劣惡の人ビ.して終 

らんのみービ、之れ吾等の世界一般に對〇て答ふる所なりVJ想倮せんVJ 

欲す。然b VJ雖佘の、Wヒ，ビアス、術ブローデコス及びブロータゴラス等一 

に聽かんする所は(縞綸は吾等のものたるビ共に、又た諸君のものなれI 

ば)諸君は余の言を以つて具理なりVi思考するか、或は具理ならすミ思考一 

するかに就いてなbo 

彼等一同余の言を以つて全然其理なbyi思考せbo 

余日く、然らば諸君は、快樂は善にして、苦痛は惡なるこiに一致せbo 

然り¢1111吾友ブロ Iデnスに願ふ所は、君は或は快樂、歡喜、喜悦等諸名詞 

をK別こて論-^んSの意あるべ0¢雖、今ま此には此^!を爲さrらんこ 

ミな办。彼れ如何なる名稱を以つて是等を呼ぶvjも其は隨意VJJSt^ 
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得る時他のf 
ft-ftき€の紀 

は君に問はん、fiも®:敬するブロ—デコスょ"願くば余の窓味1:て之れu 

答へょ。 

グローデコス笑ひ〇i承諾C、人々亦笑ひたり。 

余日く、然らば吾友、君は此れに就いて何i云は4/¢するや。凡て生活 

をして苦痛なく、快樂ならしむる傾向ある所の行爲は錄敬すべく又た有 

用なbvj謂ふべきか。*敬すべき事業は又た有用UCて挎な阳ふ 

ベきか0 

彼れ許容せbo 

余日く、若6快樂は*なb vjせば、何人たbビも、其一解窖きこビを爲し 

将る時に窜り他の或取は之れに疫りて善なりビ0、又た之れを捋べし艺 

の觀念成は確信を*以つて、何垠をも之れを爲さrるなり〇人の彼れに劣 

れるは、之れたr無智に由るものなるi、揪ほ人の彼れに優れるは、之れた 

r智怒たるが如きなbo • > 

彼等一同同意せbo 

無知vjは誤謬なる意見を有せるが爲めに、重®なる事件U於て欺かる 



a人性に非す 

彼等一间全然同意せbe 

余日く、然らば何人S雖、心よb惡、或は惡VJ思ふ所のものを求むるもの 

なC0薄よりも惡を擇ぶは之れ人性1:¢)らざるなbo故に人若•し兩惡 

中楚非iも其一を取らざる可からざる時は、其小なる方を取り得る時、誰 

か其大なる方を取らんや0 

一同余の一語一句* く之れU同意せり〇 

余日く、恐懼或は恐怖なるものあり、ブローデコスよ、余は此恐懼或は恐 

怖を定解•して惡の豫想^•bvjなす、君は此定解に同意なぅや否や、之れ特 

に余の聽かん艺する所なbo 
备 

ブ171タゴ，ス及びヒ,ビァス之れに同怠0た办ミ雖、ブ1»|ヂゴスは 

日く、是れ恐懼なb、恐怖に非すVJO 

余日く、ブロ、•チコスよ、其E別は余の問ふ所に非す、たr余の問はんS 

する所は、若•し余の此の斷定にして典ならん1:は、人は其必耍なき時、其恐 

るi所のものを求むるや否やS云ふにあ-CNO若乙之れを求ひSせば是 



す» 
れ巳に前定.したる所の、其の恐るJ所のものは惡なbviのこSに矛盾せ 

るには非ざるか〇而〇て何人S雖、好んで其惡なb VJ思ふ所のものを求 

むるものUあらざるベ00 

一同又ft此言を然り£せ卜。 

余日く、然らばヒ，ビアス及びブロー •チコスょ、余は是等を以つて余の前 

提iせん、而6て、ブロータゴラスに！Sふ所は、其初めに言ひし所は果tて 

正當なbや否やを說明せんこビなり。されrもiaも始めに言ひたる取 

Uは非ざるな其烺も始めに言ひし所は、君も記taせる♦か如く、德莪.II五 

部分あ-CS、是等膂なIビ〇て相间Uきものなく、皆別々に其官能を有すVJ 

云ふにあ-CSO然bvj雖余は今ま之れに就いて聪かんVJするに非すして、 

余の聽かんViする所は、其の後の斷定たる是等の五徳中、四者は殆V」相近 

似せりビ雖、獨b第五者たるis氣は他の四teeは大に奥れり2云ふにあ 

b。而して之に就きて彼れ腧證〇て日く、ソークラテースょ、君は人間中 

成最も不敬神なる、不正直なる、不節制なる、又た無智なる輩•か最も男氣あ 

bvi稱せら& i人々の中にあるこVJを見ん。之れ勇氣は他の諸徳ビ大 



に興るの證なbvjo其時余は彼れの此言に鹜きたるが、今余は尙ほ一層 

驚けるは余が、君i共に此事を綸CたるこVJiなす〇之れを以つて余は 

彼れに問ふ1:5}氣vjは大膽の車なりやを以〇てせbo彼れ答へて然り 

ViなC、又た！3猛tfi進の人な.CNtfせ^>09ロータゴラスょ、之れ君の答へ 

たる所なるはK位せS所ならん、 

彼れ之れを承昭せり〇 

余日く、然らばiri氣ある人は何(:向つて直進するやを余に敎へょ_^ 

は怯¢6なる蜚ビ同一ならや如何ん0 • • 

彼れ答へて日く、否。 

然らば其れりたるものに對〇てなるか0 

&れ日く、然り〇 

然らば怯懦なる!£は安全なる所に進み、毋氣ある者は危故存する所に 

進むなるか。 cvj 

然卜、ソークラタース、之れ人々の云ふ所な，CSO 

余：！！ く、夫れ然り、然bvj雖觅氣ある人は果して何に對.して直進するい 



——危難を危難知りつi之れ1:向つて直進するか、或U危難ならざるも 

のに對〇て£:進するか0 

彼れ日く、否な、其の不能なるこSは君の前餘に由つて巳1:誑明された 

kvo 

余答へて日く、其は又た典なbo而して若し此事の、誼明にして正當な 

b VJせば、何人も其危雛VJせる所に向つてifi:進するものはあらざるベCO 

SSV 何VJなれば??〇人自制力を缺损•し、徒らに危難に面する•か如きは、之れ無 

智の人たるべければなbo 

彼れ之れを承Eせbo 

然bvj雖贝氣ある者も怯懦なる者も、其の自信せる所の事に面して直 

進するや同Cく、此の點ょり兑る時は怯懦なるものも5J氣あるものも、间 

Iなるものに面す€云ふも可なり。 

ブロータゴラス日く、然bs雖ソ—クラテースょ、夫の怯懦なる浓の行 

く所VJ、®氣の人の行く所Sは其趣を興に0、例せば、與者は戰塲に赶進す 

vj雖、懦者は直進せざるなり〇 



simr 

isSKr 

余oく、戰俄にIfi進するこViは敬すべきこyjなるか或は敬すベからざ 

Sこ£なるか〇 

彼れ日く、敬すべきこVIな.CSO 

??0之れ敬すべきこVIなbvjせば、其の善なるは巳に前定■したる所な 

b、何VJなれば敬すべき行爲は、：S等巳に#なb VJ許容したればなbo 

之れ具理な之れ余の常に執れる所の說なbo 

余日く、然-CN、然りVJ雖楚等兩者の中君の言へる如く、©垅に浐進するを 

柢ふものは何れぞや#に•して敬すべきものなるか0 

彼答へて日く、怯懦の徒なり〇 

余日く、然りビ雎善に•して敬すべきものも亦倫快なるにぁらすや0 

彼れ日く、然り之れ確かに許容せ〇こVJなり0 

然るに怯ffiのffiは知りつiも|層高尙なる'®儉快なる、又たIM蓉 

良なる方に柱くこ€を嫌ふものなるか0 

彼れ日く，其琪の許容は、巳に吾等の前の許容中に含有されて存す〇 

然bvi雖1B者も又た一曆痤良なる二靨倫快なる、|層高尙なる方こ面 



じて往くにあらざるか0 

然b、此は許溶されざる可からす。 

觅者は卑劣なる恐懼、*劣なる大»を有せざるか® 

彼れ答へて日く、具に然ぅ〇 

庳劣に非ざれば、尊敬すべきものなるか0 

彼れ然beなせbo - • 

若0#敬すべしtfせば之れ善なるか。 ..ご 

然も 

されViも之れに反〇て、fil者、愚刃者、狂*等の大膊は庳劣なるか。 

彼れ然bviなせbo 

而〇て是等庳しむべき恐ffl及び大膽は、無智及び無敎育に生ずるもの 

なるか〇 

•彼れ日く、典に然り〇 

然らば懦者の行爲する心意は、君は»痢なb«稱するか、成は勇氣なり 

e稱するか0 



•彼れ答へて日く、余は之れを腿病なbvj云はん。 

而乙て彼等の腿病なるは、其/d:雛に№1して無哲なるに由るは明かなる 

にあらすや〇"*... • 

•彼れ日く、確かに然り。 

故に彼等無智なるを以つて怯懦なるか0 :、，：， 

彼れ同意せbo 

而して彼等の怯懦なるは、其心意のm病なるに由るものなるは君の許 

容する所なるか。 . 

彼れ同窓せり〇 

然らば何物は危難たり、又た何物は尨難たらざるやを知らざるものは 

腿病なるか0 • 

彼れtrtrせ bo 

余日く、然bビ雖贝氣Vi旭病€の«るは確實なbo 

然办〇 

而〇て何物は危難たり、又た何物は危難たらざるやを知るこSは、其れ 



等を知らざるこvii反對なる1:あらざるか〇 

彼れ再び之れを首Itせbo • 

而〇て是等を知らざる，JVJは®病なるか0 

彼れ溢bな•から廿肯せ^sO 

而•して何物*>危難たるや危難たらざるやを知6こy>は勇氣1:0て、是 

等に關〇て無智なるCは反對なるか0 

問答此點に至つてブ01タゴラス首肯せすたr無言なbき0 

佘日く、ブロータゴラスょ、如何なれば君は承諾も爲さす、又反對をも爲 

さrるや〇 

彼れ日く、議論は君獨b自ら之れを終結すベ•し〇 

余日く"余は今またr j事問はんビするこあり。——君は今まも尙i S 

も無®にて而も觖も勇氣ある人あbyj思ふや如何ん、之れ余の知らん 

w欲する所なbo 

ソークラテースょ、君は佘を6て答へしめんviするに甚tr热心なる人 

なるかな。余は爲めに君を滿足せ〇めん、而〇て云はん、此は兩立するこ 



外Qiosoなす 

^tt の U的 dtt 

人*に行き速( 

k能はざるものなb VJ余は倍令VJO •• • .: 

•余日く、佘が此にSS論を繼續〇•たる唯'10目的.は、徳莪及び徳莪の主要 

.なる怍Hの|#1係を確知せん•か爲めな办〇今ま荇C此問迎にして明解さ 

れんに.は、兩人妊時問をnやして^は徳義は敎へらるべきものVJな•し、余 

は之れを否定した.る^56も、亦自然に明瞭なるこViを得ん。然るに•此の 

謎論の結果をaて^は竹•に坏異なb vitfiす.るものなり。今ま^•し^論, 

..なる兔^に0て，人閲の昔猓を有するものならんには、^等を嗍^.して此 

く云はん。日く"ブ.ロータゴ.ラス及び•ソー•クラテースょ0艿等は奇妙の 

人なるかな•一方には偲^は敎へらるべき求に非す《なし-.方、には之れ 

に矛盾OT凡ての者锖な知識なb、正箱も節制も、5}氣も昔知識なb VJ云 

へり。其是等を知識なりビなすの説は、抱箱は敎へら志iものなtダ證 

明するものたるなり〇今ま若〇ブロータゴラスのgs明せんピカめたる 

•か如く®莪は知識ょbもfl&のものならビせば、此は徳较は馼へられ能は 

ざるものたるや明かなり〇然るに若•し汝ソークラテースの論誼せんyj 

したる如く、徳莪は全然知識なりビせば、余はfe雜を以つて敎へられ得べ 



きものなbvi想像せ?•る能はざるなり〇ブロータゴラスは始め；|3接i 

敎へらるべきものsoて出立〇たbvj雖、今は却つて徳莪は知識よりも 

他のものなbvj證明せんこ£に勞せbo若•し然りビせば、之れs«は全 

く敎へられ得べからざるものたるなb violsてブロータゴラスよ〇余 

は思想の此の恐るべき酕«1を見て之れを明liftにせんビするの心切なり0 

故1:余は抱轮Viは如何なるものなりや、抱琏は敎へられ得べきものなb 

やt5やを論£:續け、以つて体說中のJC.ビメーテゥス•か#等人間を忘れた 

6 •か如く、又た議論に於て荇等を跗かせ又た吾等を欺くこi勿らCめん 

e欲せり〇而して余は君の賧活中なるユビメータクスよりもブロ メー 

テクスを好むものな-CNO何VJなれば佘自身の處lit上、ブ13メータクスの 

莳理の下にある所の是等の問£3に1]6て多忙なる時は、何時なり€も汝 

れを使用すベければなり〇若〇君に，Jて興縝な•し艺せば佘の始めに云 

ひしが如く、此研究に於て幸1:余に助力する所あれ0 

フロータゴラス答へて日く、ソ..クラタースよ、余は*6むべき性質の 

者に非す、而〇て世間よb羡まるi有名なる人等の*も後に麥れる者な 



bo余は君•か嫌論»:熱心なるS、又た其行爲ミを稱赞禁する能はざるな 

り〇余の*々言へるが如く、余は知れる人々の內、確かに君€同年齡の人 

々の内、最も高く君を稱揚す。而•して余は信す、君は?f學に於て最も卓絕 

の人《なるべCVJO吾等後日又た此問題に就いて»するこ¢6らん〇 

今は吾等話頭を他事に轉せん,° 

余日く、若〇君の总然b VJせば、其如く爲さんのみ。余も亦前に言へる 

如く、他に約束•したる時を運れたり。た*i敬するカリアスの懇Mを拒む 

能はすして留ibcなり¢0此れにて對話を終り吾等は歸途に就けり〇 







Hウチユデーモス解題 
: 

本篇のex 本^はブラトーンの*^中、ブラトーンのMも沿稽詩人に近き趣ある 

ものなり〇全B^l:滑稽3氣に充ち、老齡に述せるソークラクースビニ 

人の「ソフィスト」iの對照の如きMも頒著なるもの1:〇て、其の反Isn刺を 

以つて『ソフィスト」を嘲弄せるや、假令I1L接筇骨に非すVJ雖、•«£ろ其切痛なる 

ものあb VIなす〇 

is 本書の立て：??は•テオ^ソドーロス(兄)及びHクチユデー-eス(弟)兩兄弟の 

『ソフィストjなり〇 此兩人liヒオス人に〇て、ツ ジイ ょり放isせられ、以前に 

一度アテーナイ市に出現〇、修辭學ご嘥劍術Sを敎授すビ公言•し居たる 

iあり〇 •か、今Ini再びアテーナイ市に來b以前の^餡に加ふるに戰關の 

一新法即ち言8Sに山つて關ふの術を以つて〇、又た^も短少の8$日に於 

てSも巧妙なる方法に由bて徳莪を敎へ得るiを公言せり〇此に於て 

常に徳雜の敎•帥を得んこVJを目的ビせるソークラテースは、大アグキビ 

アデースの孫なるクレイニアス€云へる少年、此兩兄弟の敎へを受けん 

1二五九 



Sせ6を機ビ•し、兩兄弟i問答せbo而•して本*は、ソークラテースが其 

問答の結果を友人タリトーンにBSるこ艺をEるせるものなり〇 

人々群集せb、其の中央にソークラテース、エクチJir1モス兄弟、少年ク 

レイニアス及び其の愛洛クテシ，•ホス、及び其の他の人々あり◦兩兄•弟の 

クレイ-ーアスに敎ふるや、問答を以つてすSなし/レイニアスに問ふに 

平問する人は5?者なるか、否か、^ぶビは知れるこ€を學ぶか、知らざるこ 

vjを^ぶか等を以って•し、クレイユアス數回at答ふべき所、當を失.k其II.V 

毎に、兩兄弟の頌赞者笠の郫を扱げて笑ふ所ごなり、大に失绍の趣あb。 

ソークヲテース之れをiAて，クレイ-ーアスの失S/•せんこビを恐れ、クレ 

イニアスに說明するに、此兩兄弟の今まで爲し來り.し問答は、Ka典面H 

のものに非す二?«1«の遊戯に•して、••ソフィストjの锁式^のものビ見て可な 

而•して此俅式は以上の問答1:て終りたれば、是ょりは兩兄弟は典面目に 

クレイ-ーアスに敎ふる所あるべきを以つて-し、丑つクレイニアスビ問答 

するは此くの如くすベ〇 VJ、例を兩兄弟に示めせり〇 

其問答の大要は人々の啓を欲するこビ# £は善物を有するこS、抱^ 



及び知識の必要等を論•じ、又た善き幸運はiliも大なる^なりビ.kされ^ 

も巳に知識を有せば之れ啓き幸運に•して其他の章運を要せざるにあら 

すやiなし。又たmに諸啓物を有するのみに非中、之れを正用せざれば 

善も善たら中、其正用を得〇むるは知識なり。所SW諸善物は其物自身に 

善にも非t惡にも非す、知識及び皙尨こそは典の薄1:•して、無知S愚味i 

は輿の惡なbsな〇、結論〇て吞等知識を得ざる可からす。人は竹^者 

乃ち知識を愛するものたらざる可からすiなし、クレイ-ーアス、然り之れ 

を事ViせんVi答ふ。 

ソークラテース0家の使用せる問答法の例を與へし後、*兄弟徳義の 

奬動なるものを始む。之れに前き立ち兩兄弟ツークラテースにgnぅて 

日く，君はクレイニアスの智者たらんこVIを欲するか、前に未だ智者たら 

ざる者を、今ま飪者たらしめんVJ欲するは論理上クレイ1ー アスの滅JJを 

希ふものなり〇クレイニアスの愛漭も其他の人々も传な之れを希ふも 

のミ云はざる可から中so 

クレイニアスの愛渚クタシ，ボス此言を38きて大に怒り，無iftなり不作 





が其本#本性に反へらんこVJを希Siせざるを份ざる山を抓ひて、此兩人 

の言給の1!¢せざるを嘲弄せbo 

ソークラテ..ス、クレィ•ー アスビ論jして、逨I:哲卑U研究せざる可から 

すiの結ttに達せ り0而0て暂^€は知識を份る1»:して、知^は冇益 

なるiのたらざる可からす。而•して知識VJKfflcは一致するものたる 

ベ〇ビなす0然らば此くの如き性51の知诫は來して何颭にかある。此 

知識や純々一偈の技術に在らす、又は演說を仕組み、之れをS くこビを得 

るも、之れを演說するこt能はざち所のものにも在らす、然b i雖此くの 

*き人物は野猷を魅する術を知れる*S同一なるは素ょり之れを許る 

さrる可からすSなす。而〇て又た乔等の求むる所の知識a大將たら 

んビするの知識に非すビなす。此くてクレィニアス及びソークラテ- 

スの 兩 研究家は、處 世の術及び幸 IU を求めて荒野にさまやぅ 者の如しS 

な〇、遂に帝王術は其求むる所の知識ならん¢5ふに達せり。されざも 

其與ふる所の知識は势にも非す惡Uもあらざるもの1:•して、又た^•し此 

帝王術は人をして賢ならしむるSせば、何mu於て人を乙てRならしむ 



o 

wか^〇韁なbvjせば、何事に於て答なるか、遂に兩人了解を得すして* 

I兩兄弟に求む0 

エクチュテーモス、ソークラテースに成物を知るやを問ひ、或物を知らば 

切のものは之れを知れるなbvlの詭辯を弄せboソークラテース問 

て、然らば靴£6の術も何も盡く知るかビ云は5^彼れ之れを知るを答 

此に於てクタシ，•ホス信せす、此兄弟互に各J其齒の數を云ひ常つベ 

r K f:^,、，'!!< i •ひ^るこiあらんには其他の言をも言4Jんyjな 

〇ソークラ.K丨スも亦兩兄弟を冷笑する所なきに非すS雖、尙ほ或は 

ぶ所あらば幸なb VJ乙、以つて嗍笑を制止せり〇されざも兩兄弟の或 

のを知るはHPち一切を知れるなりビの言を締11¢な•しr善は不正iる 

のなbJVJのこVJは知るこVJを得すVJな〇、エクチJir1モスを沈吠せ•し 

たり。兄デォ1ソドーロス沒助に來り、談活又々からまつて甥、兄弟、父 

等の»ビなり、クテシ，•ホスは嘲弄〇て此兩兄弟の父母は犬の父取なり、 

の妖怪の父母なbo而•して此兩兄弟の父は甚だ多くの#を其子犬等 

知識ょb得た$亡嘲弄せり〇 



をSTIひ、黄金 

を論じ、殆r 

出だ〇たれ 

ふ可からざ 

ものありや 

ょり、兩人は、 

る言語を爲 

鹿ら〇さに" 

らざる人な 

«けbo而 



*其常時 

所のfr^ 

j中に之れ 

者の從事せ 

は兩兄弟の如 

、而Lて次に來る 

ものは5»に言Is 

、假令哲學の敎帥 

ス此批評 

雖、蜇學其 

だ劣等の 

常時前代の哲學は袞微 

礎を®めす、所！it$^者な 



の勢を有〇、以つて人心を浞亂せ〇め、困ら•しめ居たるものi如•し。宛も 

支那1P5國の時代に於てSArp]^白2r也1:非す、卵1:毛ぁり等の空言虛論 

の詭辯の流rr•したる*>如きなり〇而•して此の如き詭辯^:絶滅せんには、 

此くの如き滑稽嘲論を以つて格り上げ、封じ込み、敬•して泣ざくるの方法 

は、Mも冇力なる攻擊たるなり。殊に常時のff學漭等かボK、或はlli-物に 

掳らす0て、.^1:宫始の您に山つて論辯せるを攻擊し、『遂に将る所な6」ビ 

したるは、今日の竹^に於ても敁も注意すべき點なりビす。吾人は今日 

の饵學丨純正料學は勿論、心理乎、倫理學、美學等に於ても、宫焐の爭ひ、用15 

の冗茲なる定解及びW別等を以つてmを祓雜に〇、苑も術焐字^然たる 

もの少なからざるを見る、之れ亦吞人のW代は、ブラトーンの貶盯を受け 

ざる可からざる所なる*>如•し。又たソークラタース(或はブラトーン)の 

敎育のM神を兑るに、被敎宵者にrill情を表0、之れを奬勦誘掖するの趣や、 

竹に愛Wの温かなるものぁりて4ソフィスト.券の、少年を打擊乙斃ほす流儀 

via全く反對なるは、又た之れIRるべきの^Sなto而*して本丧に於て 

は^^を論L:て未だ典如何なるものなるやの結綸に連せすv>雖、樹ほ人 



々を勋ま〇、兎にも角にも研究討撿すべo VJなし、後に至-c/ r理想固』及び 

『政治論』の篇に至つて之れを解釋するこビiなせり。 

〇 

此對話杏に於けるソークラテースは老人して現はる〇其對活を聦 

く所のクリトーンも亦ソークラテースvj殆VJra年の老人に〇て、クリトブ 

ロスビ云へる少年の父、ソークラテースビ同Kの住人に乙て、金儲けをm 

ビせる人なり〇ソークラテース對Is中、時々金aけの事を言ひて滑铋を 

試むるあり。少年クレィニアスはアルキビアデースの孫1:して、宛もソユ 

シスノルミデース、メ子キセノス及び其他の怜悧なる少年の•如く、ソーク 

ラテースは同悄を以つて、彼れのUょり其知識を引だすこ£を爲せり〇 

クレィニアスの愛^クタシ，•ホスは、巳に•!リ广ゾスJ中1:出でたる人^に•し 

て稍々物に激-し易き性Kの人なるは對話中に明かに觀るべ〇〇されV」 

も此對活中の主®なるは兩兄弟の詭辯無頓若厚顏の人物にして、其詭辯 

、無頓^VJ、厚1/1なるSには、流石のクタシ，•ホスも敵すベからすvim 口し 

て嘲弄的降參をな*したる程の人物たるなり〇而•して彼等兩兄弟中、弟H 



クチJiァーモスは、其兄の默〇たる後も尙ほ綸辯を繼績せるょb見れば，其 

程度に於て聊か锻れる所あるょり、こtl:弟の名を取bて此對話班の題 

號Sなせ•しものi如し〇 

の仕姐み 此對话卉の結末は、聊か全IK}の仕組€一致せすvjの批評を試むるもの 

4)bビ雖、之れ對話書1:許るす範囡を狹嗌に見たるものt言ふ所に•して、 

ブラトーン©ドラマ」を仕組む力のfta多なる、戯題中に戯題あるが如く，縝一 

論中に又た鑲論C5る*>如きなり〇而して大腊を論1;て、序を以つて之れ 

|に附加0て、又た常時一方の階紱を作れる不良なる平寐即ち©平£政治 

£の中間|:立ちて己れの位31を利せる名、而も其寶兩洛共に短なる敗を| 

攻犋せるのみ。又たブラトーンの初期U15き•し對話卉中には、Mも敎wj 

に、注意せるの桢祌あるは、ク9トーンが其二兒の敎-ffに心を碎けるの記一 

蝌に山つても之れをfeるこtを将るなbe 

H-iハ九 





エウチュデ丨モス 

對話者 

ソークラテース—琰活潘 デオ-Mソドーロス 

クリトーン 

HクチJ:プーモス 

壤—，*ケイオン 

クラテースよ、昨日Jユケイオンにて君ビ與に語り居bし 

人は誰ぞや〇君の周圔には多くの人々群集〇爲めに余 
は君の淡活を聽き得るまでの近くに至るこビ能はざりき。されV」も人 

々の頭12しに彼れを見たbe思ふに君《與に牾り居り0人は他a人に 



P及令 はあらざboか〇彼れ何求ぞや〇 

VI クリトーンょ、其所に二人あり•しが、君の言ふ所は何れぞや〇 

クリ 君の右側の铅二番に坐せ〇人なり〇中央にアクシォスの子 

クレイ-ーアスあり。彼れ甚だ成長せり、年齟は我子クリトブロスVJl&vi 

同1;かるべ•し亡雖、性敏焓に•して又た其容聣や甚だ美なbo我子は极せ 

たる胳格に〇てクレイニアスに比すれば稍年少の如く見ゆるなbo 

ソI クリトーンょ、君の言へる所はHクチユデーモスビ云へるものに 

0て、又た余の左側1-在b.しは、其兄弟•チォーニソドーロスビ云ふ者なれ、之 

れ亦吾等£共に淡話•し居たる者なbo 

クリ ソークラテース、余は进等兩人に就いては知る所なし〇されV」 

も佘の想倮する所にょれば、彼等は『ソフィスト0新糠入なるベし。彼等の 

本國は如何ん、又た其學問の稱類は如何ん。 

yI 其本阈1:關•しては、余の思ふ所に由れば、間C;くグレシアの人に 

0て，ヒォスょりツリイに移住0居たるが、事の爲めにツタイょ6放逐せ 

られて數年此の地方に住居せるものi如乙〇君の問へる所の學問1:關 



WI? •しては彼等KI:糠くべきものにして、殆VJffsめざる所な〇〇余は此くの 

如き典の格闘家は未だ曾て知らざ6所なり〇從來の格№1家は取に闞ふ 

のみなb £雖、此兄弟は、アカルナニアの兄弟の、たr身體のみを以つて鬪 

ふ£は興にCて、其身體の使用1:於ては間然する所なく、其他一切の格鬪 

;術家 術通せざる所な〇〇何ビなれば彼等甲2Tを若〇てIMふに名人たるのみ 

• ならす、又た金錢を拂ふ者には、何人たbviも之れを敎ふべければな-^。 

彼等單に此种の劍術1:長世るのみに非す•して、又た法律上の劍術に長じ 

fss 法底の戰爭に於て敵するものな•し。ifnこて彼等自ら演說法、辨護法及び 

演說を書くこ2を能く 〇、又た之れを人に敎ふ。之れ彼等の學問のtl段 

に遇rすe雖、彼等は格闕術を其終局にまで發Mせ〇めて、從來人々の棄 

て-顧みざり〇所の覿鬪術を自得せり〇之れが爲めに人々恐れて彼等 

に反對するこt能はざるなbo此くの如きは實に彼等が言語戰爭に於 

て有せる所の大なる熟練にLて、彼等は真たれ{&たれ、如何なる問題なり 

S必勝家 • VJも伤も提出されたる所のものは，必す之れを破•し得るなboク，卜 

1ンょ、余は我身を彼等の手に委しJUつて敎宵を受けん£せり、何iなれ 



ば、彼等短時日を以つて其技術を何人1:たりビも敎ふべ•しビ云へ 

クり 然り^雖、ソークラテースょ、それに就いては君は餘りに老たる 

に3>らすや、余は之れを憂ふるものなり〇 

VI クリトーンょ、然らす、余は之れを君に誼せん。余は自ら老年S 

云ひ得る此の年齢に至つて、切に欲する所の討綸法なるものを彼等の開 

始•したるを知り、大に客べbo昨年或は一昨年までは、彼等兩兄弟は此の 

新學問を知らざboなり。たr余の恐るr所は、吾等が就いて學ぶ時は 

吾等の顢係に由つて彼等を不評判なら•しむるこ£あらざるやミ云ふこ 

ビなり◦余はeきに此くの如き塔合あbき、乃ちメトロビクスの子なる 

コンノスは立琴の诹奏者に-して、今も尙ほ余の琴の帥阡なる•か、小兒等の 

行いて彼れに學ぶ洛、余が此師匠の許1:至るを見て、余を笑ひ、又た此師匠 

を稱•して老祖父の敎師《凋ひ、爲めに此敎帥多少迷戚を成じたbしなら 

ん。故に余は又た他固ょり來れる此兩兄弟に、前ビ同樣なる迷戚を成：•せ 

•しむるを欲せす、彼等も亦此理由を以つて余の願を*鍩するiを好まざ 

るべ•し。故に余は他の老人幾名かを®誘•して、余ビ共に彼等兄弟の許に 
t 

〇 



y I夕 CNr— ス| 

此M3?^に會合 
Lnる時のこtt 

£0t 

至るこぐ余6>曩きにコンノスの許|:至りし時の如くせんビ欲す。而し 

て君も亦其一人Viな又た君の子息等を伴ひて兩兄弟の好河ビせば二 

層宜〇かるべ0、何Viなれば彼等は1H-年の門弟子を得んこSを欲•し、其A 

年の爲めに寄等老人をも亦彼答の門弟子t •して受くるこミぁる可けt 

ばなbo 

クリ ソークラテースよ。余は別に興級なし〇されでも吾等至SU 

先き立ち、彼等兄弟の^問は如何なるものなるやを語り聆かせよ。 

V I 余はn£にSSるべ.し、余は彼等の言を53きCこビな0¢!?ふこ 

能はざればなり0*に余は彼等に對•して大に注意•したれば、能く其時の 

亊を記值•し«るを以つて4:]¢全flftの事を君に語らんに_余は時に運好 

くも、i.*が昨日吾等を見たる所のリュケィオンの衣裝室に獨b坐し居たり、 

余は將に歸らんS •して起ち上りし時、例の神徵を見たるよb、再び坐し居 

たりしに"暫!^し乙て>1クチ；—モス及びヂオ^ソドーロス兄弟及«他 

•數名の求人り來れbo此數名の^は彼等兄弟の円人なるベ•し•匕®はれ 

たbolrd•して彼等蔽ひたる空地を彼方此方に散步するこS兩三113せ^^ 



タレ-fニア？<« 
クTレプボス 

ン丨タラT丨ス 
此M兄弟の格鬪 

名人なるを^ふ 

0.?にクレイーーァス人り來れ〇〇赏に於の云へるが如く、彼れ其だ進步せ 

j bo而〇てクレイニァスの後方には多數の愛者附随こ來れboパイア 

_ -ーアWの人クテシ，ボスも其一人なり。此ク-アン，•ホスは啓く敎宵された 

る^年なb VJ維、亦聊か血氣にはやる所あ5。クレイーーアスは戶口ょ 

余一人坐•し居るを見て、iffちに來って、君の首へるが如く、余の右側に坐せ 

b"デォニユソド— ロス及びJC.クチユデ—モスの兩人、クレイニアスを見て、 

始めは沔時立ち止まり、又た步み居たる•か、余の煞心に彼等兄弟を眺め^ 

たるを見て、エクチ-:アーモス先づ來つてクレイ,ーアスの側に^〇、デオニユ 

ソドーロスは余の左側に坐こ、其他の人々は諸所に坐を取りたり〇此兩 

兄弟は久〇く見ざり•し所1:むて、余は彼れ1:挨抄•し、而•してクレイーーアス 

にffl•フて日く、クレイ-ーアスょ、エクチユデーモス及びデオ-1ユソドーロス此 

兩人は其知通决.して小にあらす〇て其だ大なk何VJなれば此1#人はI 

切の取^上の亊は-^く之れを熟知せるを以ってなりI乃ち求隊の隊伍 

を*へ、成li之れを命分する^、^も將官たるものi知らざる可からざる 

所のものは勿綸、& 2：を3»〇て關ふの術等も之れを知又た法嗲をも之 



Hウチf!r—乇 
ス格拥斯um二 

技の事Sな-t 

れを知り右•し拟迸を被る時は法廷にてR5]ふ武器の使用をも熟知せるを 

以つてなり〇 

彼等余が此く言ひ〇を聪きC時、余は彼等に卑tめられたbo彼等瓦に 

相見て余を笑へり〇而〇てエクチュデーモス日くジークラテースよ、其等 

は余のRに力を用ゆる所に非す•して、IV等に取つては第二段の事たるな 

JCウチュデー名 
ス««乃软锊a 

ndの第一の* 
msなす 

y— ク7TIA 

Kitの9の瘰成 
5TH ふ 

余日く、??〇此くの如き職業をも君は第二段Sせば、其主要なる第一の 

ものは何ぞや、卿くは其萵何なる乎問の何たるやを佘に吿げよ。 

彼れ答へて日く，ソークラテースよ、徳義の敎育は余の笫一の職業VJせ 

る所に〇て#等は之れを人に敎ふるに他の人々の爲すよbも善良に、又 

た速かにするこVJを得べしVi信す。 • 

余日く、あi君等は何*にて其法^.學びしや。余は今まも言ひし•か如 

く、君等の«門の學問は甲锊を右•して脚ふの術なりビ思ひ居たり。故に 

余*>君等1:就いて^さする時は、常に此事を以てせり。而して君•か前回 

此地に來り•し時は、料ら是れを職業Sなせ•しを余は記位せbo然るに今 



y —夕，r丨ス 
1E兄弟に學ばん 

wす 

や君等はnに他の知識を有せbvjせば、幸に余の前言を免るせ〇余は人 

間以上の者に願ふ*>如く、君等に願ふ»:佘の前言の不敬の罪を免るさん 

こViを以〇てす。されViも君等は、果•して其言ふが如きの實あるこSを 

澌；.；一11するか。君等の約束する所は甚だ大に•して、篇めに疑念余の胸中に 

起れり〇 
9 

ソークラテースよ、君は余の言を信て可なり0 

余日く、思ふに#tは此くの如き贵mなる资Kを有するの幸福は、大王*> 

其王®を有する幸顧よりも一屏幸福なるベ•しolfij•して君は其知豉を發 

表せんVJせるか、將た又た之れを如何にせんビするか、勘くば余に告げよ。 

彼C日くジークラテースよ、余の此こに來れるは其事なり、余の目的た 

るや、.^に之れを發表するのみに止まらす〇て、又た何Aビ雖^ばんSす 

る者に敎へんSするなり〇 

余日<、余は君に約せん|:、凡ての徳行ならざる人は、必すや來0て君こI 

學ぶべきな-CNO佘は其先获第一なbo而〇て此に靑年クレィニァスあ： 

り、クタシ，ボスあb e云ひつi、吾等の四周に集まり來れる愛人等を指.し 



つ{nlぅて日く、彼方にも又た數名あbvjo時1:クタV，•ホスはクレイ- 

ァスより少〇 く 隔たりたる所に坐.し居たる6>、エゥチュデーモスの佘€? 

らんビして典身を前方1:傾け0•より、吾等の中問にあり•しクレイ ーー7- 

を遮りて見るこVJを得ざるに至b •しより、其愛者を見んVJするの情'p 

た吾等の味SSに興味を威する€より、踊起•して吾等の反針の所に立ち， 

かば、クレイニァスの其他の稱換者及び文クチュデーモス及びデォ'ソー 

1ロスの門人等も亦た之れに傚ひたり〇佘は是等の人々は^な熟心一 

學ばんビせるものなるこVJをエクチJ:アーモスに語bたれば、クテシ，•ホ 

及び其他一同は、異口(H1昔熱心に之れに同总c3e知識の力を發表せん- 

iを睃等1:請へり〇此に於て余は日く"あiエクチュデーそス及びデォユ 

ソドーロスよ、幸に佘及び友人等に、君の知識の力を示めさんこ艺を余a 

懇顋に堪ねざるなbo其全65を示めすには或U煩勞なるべければ、佘一 

た1#1事、乃ち——君は、君に就いて學ばざるべからすビ確侰せる人々の- 

を昝人 S 爲すを得る か、將た又た德莪は决して敎 へらるべきものに非 k 

Sな〇、又或は君等兩人は其敎師たるべき人物に非すSするより、此確h 



を起こさrる人々をも^人SなすこVJを得るか〇琚等の術は能く比く 

の如き人々をも^伏するに、徳莪は敎へられ得るこビを以つてし、又た君 

等は、就いて平ぶべきMも^常なる人物なるこビを信せ•しむるを得るか 

を余に告げよ。 

デオニユソド..ロス日ク、ソークラテースよ、此はHに吾等の術たるな 

豈他ゐらんや。 

余日く、デオ'ソドーロスよ^は现存の人物中V最も薄く人を勋ま•して 

I哲學を求め〇め、又た德莪を修め〇ひる人物なるか0 

I 供b、ソークラ*N1スよ-吾等は^人な-^smto 

然らば教の技能の他の部分の發表は、今ま此に?5く措き、たr試みに君 

の見る如く、此處に在る所の靑年に說くに、哲學を學び、徳栽を修むべきこ 

Sを以つてせんiは余の願ふ所なり〇忍若C其能力を發表せば、實に之 

れ余及び此處に在る所の一间のものに取りては大なる恩惠なbビす〇 

何Sなれば吾等一同は此靑年*>眞に薄良なるものたらんこSに、非常に 

-配慮せるものなればなり〇靑年名をクレィ-ーアスビHWひ、アクシオ，ホス 



の子、老アグキビアデースの孫にして、若きア〆キビアデースの從兄弟な 

bo彼れの年齡甚だ若0、故に*:•し不良の徒ありて吾等の注目を避けて 

私かに、靑年の心を惡に向は•しめ、遂に其身を破滅に至ら•しむるiあらん 

かを憂®するは吾等自然の情たるなbo是故に君筝の此地1:來りCは 

我等以つて好機會ミな0、君にして興存なくんば、此靑年を試問C、吾等の 

面前に於て彼れ£共に淡活せんこSは余の大に希3iする所なり。 

余は大要此くの如き調子を以つて淡話せり。而•してHクチぅテーモス 

は商极せるVJI31時に樂しげなるIs調を以つて答へて日くソークラテI 

スょ、若•し此靑年にして余の問ふ所に答ふるこiを好まば•企に於ては異 

存あるなし0 

余は答へて日く、彼れ此事には十分習熟•し居るなbo何ビなれば其朋 

友は數々來りて彼れに問ひ、彼れVJ»するを以つて、彼れ此糚の問ひに答 

ふるこvjは容易たるなり〇 

クリトーンょ、之れょb後如何なるこv>あり•しやに就いては、余如何に 

•して正確に語るこVJを得ん。無限の知識をこぶに洱演するは容具の事 



に非す、故に余は詩人の如く、余の談話は之れを記馅ズの諸神¢1: 

祈31Cて之れを始めんに、若0佘の記位|:0て正0どせば、エクチぅテーモ 

ス、大要此くの如く問答を始めて日く"クレイニァスよ、夫の學問するもの 

は知者なるか、或は又た無举者なるか¢0 

クレイニァス此疑間に由つて舸を赤らめ、當或•して余を見て援助を求 

むるものi如〇、而•して余は波れの%亂せるを知り6が故に、彼れに謂ふ 

て日く、クレイニアスよ何の恐るょこvjかあらん、たr何れなりビも其ffl 

ふ所を答ふれば可なるのみ、思ふに君は此問答に由つて大なる利益を将 

ベO VJ0 

デォ-一*'ソドー ロスは身を余の耳の方に傾けて、笑ひつis?lぅて日く、ソ 

丨クラテースよ、彼れ如何1:答ふる£も、余は必す之<1を綸破せんこVJを 

m言すVJO 

彼れ余に語りじ時、クレイニァス其答を爲せり。而6て金は彼れの位 

EU就いて聱戒を與ふるの機會あらざりLよ办、彼れ答ふるに、學問0た 

るものは«者なるこビを以てせbo 



HクチJir丨モス進み問ぅて日く、君等の所s?l敎帥なるものあbや否や〇 

靑年、あb 答ふ0 

敎師は學ぶものi敎師にして、文法敎帥、飛琴敎師等は、君及び其他の少 

年を敎ふるものに•して、君等は學ぶ者なるか。 

然り〇 

君等生徒たる者U其學修する所0ものに就いては、未だ之れを知らざ 

るものなるか〇 

彼れ日く、未だ知らす。 

然らば君等は知者なるか〇 

彼れ日く、否。 

君若〇知渚に非すビせば未學者なるか。 

然らば君は末だ知らざり6所を學ぶもの|:0て、其學ぶに常つてや、未 

tr學ばざり〇なり〇 

少年首肯せbo 



明兄弟の門弟子 
タレイーーTスを 

人实T 

wl<lr ひAtr 

然らばクレィニアスよ、君の想倮する•か如く、夫の學ぶ漭は未だ學ばざ 

りし者にして、知者は學ばざるなbo 

此に於て、余•か前に言ひたるエクチュデーモスの門弟等は、其指令者の命 

令に從つて一時に合奏の如く笑®を揚げたり。少年其心氣をK後する 

の前、デォニュソドー ロス，少年の手を執りて謂ぅて日く、然りクレィニアス 

よ、芳し文法敎師ゼに咨取を敎ふSせば、此少年は知者なるか成は未fr學 

ばざbしが故に咨取を學び•しか。 

ク〆ィIIアス答へて日く、知漭なり〇 

然らば、要するに^ぶ者は知者なり、未舉者に非ざるなbvjせば、君が♦一 

クチJ:アーモスに爲〇たる最後の答は誤れbiSFIはざる可からtc 

此に於て笑ひの坻みは再び兩人のIB趦劣等より起れり。彼等は»に 

兩人の知識に心酢せるものな60然るにS等は呆然V」•して沈默せるの 

み。エクチュデーモス之れを觀て、尙ほも此少年を追窮せんど决心〇"他の 

同樣なる疑問を以つて此少年を困まらせ、以つて又々笑を高«んビせり0 

此少年の此時の狀態は、宛も之れ最も熟速せる舞踏者2共に、再度の舞踏 



の順に當れるに比すべ•し。彼れ問ぅて日く、かの乎修するものは、己れ知 

る所のものを學ぶ*:將た又た其知らざる所のものを學ぶか0 

•チオニコソドー ロス余にさiやきて日く、ソークラテースょ、彼れ又た前 

回の如く笑の槐€なるべ0ビ0 

余日く、ぁi君の最後の問ひや寶に善〇〇 

彼れ答へて日く、ソークラタースょ、凡て吾等が货〇たる其他の質問の 

如く、之れ避くべからざるなり〇 

余13く?？等が此くも君の門弟子問に名^商き所以は今にして余はA 

めて之れを悟れbo 

f5時に〇てクレィニアスは*クチュデーモスに答ふるに、夫の爭飪する 

者は、自己の知らざる所を學ぶ者なる炎を以つてせXNO而〇てエクチュデ 

1モスはクレィ-ーァスに向つて數多の問迎を出すi前の如くなせbo 

エクチュデーモス問ぅて日く*は文字を知れbや0 

彼れ然りビ答ふ〇 

凡ての文字を知れbや0 



若〇君凡ての文字を知れb«せば"敎帥は君の知れる所の文字を畜 

取らしむるU非すや。 

彼れ又た然りViなす0 

ェクチぅテーモス日く、然らば君は敎師の寄 き取ら•しむる所は之れ^ 

ぶこょぁらざるぃ0然るじ學問するは、其未だ知らざる者の爲す所に 

非ざるか0 

ス日く、否。然bvj雖余は學べt 

ば君の冷 

此言未だ彼れの 



宛も球戯|:於いて球を受け取るゃ否や、^|:之れを投げ付<るが如く、絞 

時の拊!5も與へす〇て、少年にrMJつて問ぅて日く、クレィニァスょ、エクチュ 

デーモスは君を欺けるなbo余に此琪を吿げょ，學問€は其學ぶ所の物 

の知識を得るこiにあらすや〇 

クレィニアス然り€なす。 

知るこVJ iは、其時知通を有するこVIなるか0 

彼れ同总せ 

知らざるこVJ i は、其時知idを有せざるこSなるか〇 

彼れ然りビなす。 

尺て物を得んビする者は、之れを有せる洛なるか、麻た又た有せざるi 

のなるか。 

之れを；？せざるものなり〇 

かの知らざる所の渚は、かの有せざる洛sralR?級のものたるは君の 

許容する所ならすや0 

彼れ之れを竹1?せり〇 





SI 

ff班の+胶取“ 

に入れんビするなbo此時に於ては，君は之れブローヂnスv入門を以 

つて始め、而〇て言措の正當なる使用に及ぶビ言へる所のクフィスト」の锱 

式の始めの部分を通遇せるものVJffiはざる可からす。此の兩紳士は、君 

は未だ知らざるを以つて、『平問す&-VJ云ふ言15に二個の意味ありて、二樣1: 

用ゐらるi事を說明せんビするなれ、其第Iの总味は»の未tr知らざる 

琳物の知識を得るiucて、策二は君若〇知識を有する時、其言行〇たる 

所の2n物を、此新份の知識の光に依つて復??するiなbsす〇而して後 

者は一般1:『學問云はんょりも、^ろr知るこyjjvj稱せらるiものなbvj 

雎尙ほ『昂問jなる?5を使用するiあbo今此兩人*>說明せる如く、此焐は 

知る所の人、知らざる所の人UE方共に使用され居るも、君は之れを知らざ 

り〇なbo第二の問越たるAは其の知る所を取ぶか、或は其の知らざる 

所を學ぶかビの言に於ても亦兩人の狡計あり。されざも此點其面目に 

非ざるを以つて是等兩神士はたr君ビ戲言せるのみなbvjす〇人假令 

從來存せ〇所の一切の知識を有〇たbse、其人必すしも^者に非すし 

て、たr徒らに人を弄び、言蹐使用の•除別を以つて人の小股を取b、之れを 



yf ,サr— ス 
na答の方法の見 

本IT求めす 

倒ほ•して以つて巷びVJせる者なるのみ6彼れの如きは、宛かも友人が椅 

子に腰をS5けんミせる時、窃かに其友人の背後に廻はりて^子を取—去 

bie人の股を廣げて倒れて尻餅つくをMて手を拍つて容び、哄然S •して 

笑ひを揚ぐるisの如•し。而•して君は、今までの事は全く此くの如き遊戯 

なりざ見て可なり〇然bvj雖、瓜ふに、今よりは雨人其本職に右手•し、其約 

を守るべし〇 (余は如何に兩人が約〇たるやを^せん) 0Wにm人は余に 

皴舞奬勋の哲半の見本を與へんこどを約したればなり〇されでも余の 

想倮する所に由れば、兩人先づ«i遊aを爲さん£せ•しものi如•し¢0 

而*して余は兩人に向つて謂ぅて日く、エクチJ:ァーモス及び•チォ"Lソドー 

ロスよ、余は此遊戯は巳に十分之れを爲せり、g くば、君が靑年を*して徳義 

及び知識の研究に其身を委ねしむる方法を敎ふるの趣を余に示めせ。 

而•して余は先づ此斟業の性質に對•して如何なる觀念を有するか、又た、如 

何なるこVJを^よb«sかんMJを欲するかを君に示めす所あらんVJす'〇 

而•して余の之れを爲すに常りて、或は修飾なく、或は滑稽なる態皮を以つ 

てするこ€あらんVJも、願くばn笠余を笑ふこS勿れ、何Viなれば余はた 



rll等の知識を^く iを切5fするの餘今まこiに口に任せてfi等の 

前に陳述するものなればなho故に右g くば餅かに余の言を聦け、又た 

君の門弟子等を〇て靜かに傾^する所あら•しめよ。扨て、然らば、アキシ 

才，ホスの子よ、余は君に問はん。凡ての人は幸福を欲するものなbや否 

や。然bビ雖、此くの如き問迎は恐くは滑稽i思はるべく"余は率ろ之れ 

を問ふこiを惮るものに〇て、多少思考力ある人の、决•して問はざる所の 

簡眾なる問題なりビす〇何VJなれば如何なる人Vi雖幸顧を欲せざる人 

あらざればなbo 

クレィ•ーアス日く、何人ビ雖幸福を欲せざる者あらざるベ•し。 

余日く、然らば吾等锜な幸福を欲せざるこVJな02せば、如何にせば幸 

福なるを得べきやは、次に來る問題なb VJす。吾^多くの*き物を有せ 

ば幸福なるには非ざるか〇此は前の問題よbも簡祺に己て、其答へに疑 

ふべき所あらざるベ〇〇 

彼れ同意せ 

然らば吾等如何なるものを善Viなすや。之れ容易に答へらるべき事に 



3 

己て、%正なる^知の人を待つを要せざるベ•し、何vjなれば人饵な宫を以 

つて善なbe凋へばなり〇 

彼れ日く、然り。 

又た健旗及び^、及び其他身its上の天賦も亦善1:あらざるか。 

彼れ、!P1意せり。 

門間、他勢、及び其他に於ける名饗等も亦善にはあらざるか。 

彼れ然b なす。 ♦ 
參 

余日く、其他にもIAIほ辨あるべし、そは何ぞや。正義、節制、^氣等に關•し 

て君は之れを何ssふか。クレィ-ーアスょ、若は是等のものを善屮に赞 

類せざるょりも、*中に^傾するは、E1:正常なbvj思考せざるや〇此點 

を决定かざる時は、或は^論起るこビあらん〇君は何£か之れを云 

ふ0 

クレィニアス日く、是等は薄なり〇 

余日く、然らは智恝は如何なるものi中に贷類すべきや。#の中なり 

や、否や0 



转の中に。 

余日く、V.Jほ此他諸#を枚取するにisAaなきや如何ん。 

クレィ*Iアス日く、余は遺漏なCVJ考ふ〇 

余日く、余思考せ•しに、講善中谈大なるものを通れたるを知れ办〇 

彼れ日く、其は何ぞや。 

余答へて日く、クレィ-ーアスょ、其は幸運なりVJす。此幸連なるものは 

圾®の人£雖尙ほ諸啓中の最大なるものたるを許るすべ6C 

彼れ日く、典に然b。 

余又た言を加へて日く、アキシオ，ホスの子ょ、佘は再考せtに、贫に君も 

余も、辛くも他W人の笑柄vjなるこビを免かnたるかな。 

其は何?Hを言へるなるか。 

呑等旣に幸運の^は之れを言へk而•して今ま又た吾等之れを繰 

へ〇て言へbo 

君の窓味する所如何0 

再びこiに幸運なるものを言ひ出•し、同一事物を二度も^り返へして 

7f-lユデ丨w> <HI九三 

返 



言ふが如きは、Wに一饨の滑稽な.csiの網ひなbe 

彼れ、佘の此言の何を;a味せるやを問ふ0 

佘答へて日く、典の柯^なるものが#良なる幸運なるこ£は小兒ビ雖 

知れる所なbo 

K朴なる少年は余の言に«£けb、之れを見て、余は彼れに謂ぅて日く，ク 

レィ-1ァスょ、君は吹笛者は笛を吹きて樂を奕するに於ては、Sも幸運に 

して成功Cたるものなは爲さrるか0 

彼れ然b vjなす0 

^記はsa游、总字に於ては最も幸運なるものにはあらざるか0 

然も 

海上に危難に逍遇するに常つてや、全«5ょり云はギ货明なる水先尜內 

ょb幸運なるものありや否や0 

な•し。 

硪塢に在つては忍は如何なる者VJ共に危難を0かさんSするか—寶 

明なる將官か、將た又た!»昧なる將&か0 



K明なる將官S興にせん。 

±n若こ疾病あるに常b波生命の危aなる時の伴侶ビするは、,ef明なる 

»師なるか、或は又た無乎なるP?師なるか0 

贤明なる锊師なbo • • 

余日く、恶は賢明なる人亡事を與にするは無平なる人i與にするょb 

も幸運なb S思ふか。 

彼れ然6¢なす。 

余日く、然らば智Sは常に人を•して幸運なら•しむるものに•して鉍窈に 

由つて人は决•して誤るこビあらざるベく、正常に行«•しWつて成切すベ 

きなり〇若し夫れ然らざる時は、其智びは已に籾にあらざるなり¢0 

而•して呑等遂に智};1を有するものは、此上別に幸運を求むる要な•し£の 

總結^にra恋せんビせり。此に於いて、佘は以前の問題を彼れの心中1: 

呼び返へじて日く、若、し多くの善良なる物、吾等S共に在る時は、吾等は幸 

福幸連のものなるこ£は、以前に?f等の許る•したる所なるは君の記值せ 

S所ならん0 



彼れ同总せbo # 

然bvj雖若〇其等善良なる物に〇て、吾等を利益するこVJなからんVJ 

も、又た呑等を利益するこ£あらんビも、何れにするも、其の是等あるこビ 

は吾等の幸福たるべきか。 

彼れ日く、若0是等の物吾等を利益すれば^等は幸福たるなbo 

Jge)所*S 若し吾等vaに之れを所有するのみに•して、之れを使用するこビな•しビ 

するも、是等果〇て吾等を益するや如何ん〇例せば#等多摄の食品を有 

するSも食ふこSなく、多最の飲料を有するVJも飲むこViな.くんば、吾等 

之れIt由つて利益を受けたbvj謂ふべきか0 

彼れ日く、决•して然らす0 
. 

若、し人今ま言ひ〇如き財產及び其他の善き物を有〇て、而も之れを使 

用せざる時、其の人は艰に之れを有せり£の理由を以つて幸顧なるべき 

か。 

ソークラテ—スょ、决じて然らす。 I 

余aく、然らば人^.し幸福ならんビせば、たドに多くの啓き物を-ft*せるI 



©みi:非す乙て、又た之れを使用せざる可からす。取»:£*等のものを有|一 

するのみにしては、果して何の利益かあらん0 1一 

典に然bo j| 

然らばクレィニアスょ〇君荇•し#き物を所有するi同時に又れ之れ 一j 
を使用す£せば、以つて十分幸福なるを坍2)¢なすか0 一 

余の思ふ所に由れば然bsなす。 

正用 人は是等善き物を正しく使用すべきか、將た又た惡しく使用すべきか。 

彼れ正しく使用せざる可からす0 

感3 余日く，典に然り、是等のものi 3g用は使用せざるょりも惡な-CNO之れ 

一は惡なりビ雖、他は善1:もあらす惡にもあざらればなり。君之れを然り 

达なすか〇 

彼れ同怠せb。 

知58の正 かの材木を使用0て物を2iるに常b、其正當なる用途を敎ふる 

之れ大工に閲する知識にあら今や。 

彼れ日く、然bo • 



舶舶を製造するに常り、知識は船舶製造の正常なる方法を與ふるは、確 

かなる事にはあらざるか。 I 

彼れ：2意せbo • 

然らば始めに言ひたる如き、財產、健康、及び美等の諸善を使用するに當 

り、其正當なる使用法を揹敎•し、其竹^U於て吾等を蹲くものは知識には： 

6らざるか。 

彼れ答へて日く、知11なbo 

然らば物の凡ての所有凡ての使用に於て、たrに人に善良なる幸®を 

與ふるのみに非す、又た之れを成功せ〇むるものは知識にはあらざるか°_ 

彼れ同意せbo • 

余日く，此唞を余に吿げょ、人若0理解力も过怨をも有せすどせば、物の 

所有^〇て何の利益かある。人は知識なく 〇て多くの事物を所有〇、又 

た之れを行ふV」、知識を有〇て俤少を行ふVJ果〇て何れか可なる〇此く 

觀察せば如何ん—-人？？〇馑少の事を其せば其過誤亦f!s少なるにあらすj 

や。若〇過誤通少なせば、其不幸も亦f*少なるにあらすや〇茬し不 



幸偾少なbビせば、其ill難も亦係少なるにあらすや。 

彼れ日く、然り。 • 

钱らば如何なる人は最も值少なるこビを爲すかI貧人なるか富人な 

るか0 

貧人なbo 

弱き人か、强き人か® 

弱き人なbo 

茈贵の人か庳较の人炉C 

戽肤の人なbo 

而〇てffi病なる者は、勇氣あ&人及び節Mの人よbも值少なる_を爲 

すか。 

怠悄なる人は活aなる人よりも值少なるmを爲す炉0 

然り〇 •:. / 7, 

運鈍の者は敏捷の者よb、視聆の鈍なる*は銳敏なる者よbもか0 
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凡て是等s筏相互1:許容せbo 

余日く、然らばクレィニァスょ、®するに前に吾等の謂ひし所の諸善は、 

其物自身は善なるにぁらす〇て、其善惡の度の關する所は、是等の物が知 

識の指導の下にぁりや否や1:ぁり〇故に若.し是等諸物にして無知の#? 

導の下にぁらんには、是等の反對のものょりも大なる惡たるべ，之れ其 

指導支：fillする所のものたる悪]«理の用を®すものなればなり〇又た若 

6知識ビ徳義£の指導の下にぁる時は、其物自身は何物»:もぁらす£雖、 

是等は大なる善たるなり〇 

彼れ日く其は典なる如00 

余日く、然らば吾等の問答の結果は如何ん〇日く，是等諸物は凡て答に 

も非す恋にもぁらす〇て、初怒は睢一の善たち無學は唯Iの惡たるには 

あら?るかQ 

彼れ同窓せbo : 

余日く、余は尙ほ此點に就いて進みて考究せんに、人は幸福を欲6、氣覦 

は前に云ひ0*>如く、人生諸車物の使用upち正當なる使明に由つて之れ 



を栉、而Cて是等を正常に使用〇、其使用上の幸®なるを得るは、知rir-rtl 

つて之れを得るものなるを知るに於ては、吾等は有らゆる方を盡く乙て、 

及ぶ限り知5|ぁる人たるこビを力めざる可からすご結»するなり0 

彼れ日く、然办〇 

余日く、クレィニァスょ、此財*を得んビの願琪は、命錢ょりも迤かに贵 

mなる物なるを以つて、父たる者.後見人たる^、朋友たる漭、愛^たるもの、 

國人たれ、他國人たれ、是等凡ての人々が*に與ふるに知識を以つてせん 

こiを此兩兄弟に依賴するも、决•して辱づべ > こvjに非ざるなり〇又た 

若〇其目的に〇て知識ならんには、其人は己れを愛する者なるも又た然 

らざるも、何人に對•しても«敬すべき勞役を為すは、决•して庳•しむべきこ 

vjに非す€なす、君は之れに同意なりや如何ん。 

彼れ日く、余は全然君に间意t又た君の言へる所は正當なりVJ信す。 

余日く、然bクレィニァスょ^•し知IHIなるものは之を人に敎へ得べき 

ものに6て、突然人に來るものに^すSせば、君Vi佘vは或は其S見一致 

せりVJ云ふべしVJ雖、此點何li考究せざる可からざる所に•して、君S余S 



の未だ一致せざる所なbviす。 ， V 

汝れ日く、然雖ソークラタ1スょ、佘は、知iiは敎へらるべきものな 

b Vi思考す。 ノ 

余日く、人間中ift良なる者ょ、余は君の其言を聽くを喜び、又た知識は敎 

へられ得べきものなりや否やU就いて、余の久しき困惓なる思考ょり佘 

を救ひ出.したるは、君に谢する所なbo而•して君の思考する*>如く、智S 

は敎へられ得べきものたり、又た籾^のみは能く人をして幸福且つ幸運 

ならしめ得るビせば、香等传な1?慈を愛せざる可からす、又た君は殊1:此 

&を以つて心Viな〇、智慈を愛するこビを勗めざる可からざるこビを君 

は承貶するや否や。 

彼れ日く"寶にソークラテースょ、佘は余の爲乙得る限りを爲さん。 

余は之れを聽きて大に容び、•チォ1ソドーロス及びエクチJir1モスに 

向ひて日く、此くの如きは余の君に示めさんSせる獎W誘掖の方法の一 

例なり、其緩®冗長なるは自ら之れを知れり〇而〇て佘の願ふ所は、»等 

の内一人、余の言ひし所に就きて、一屏巧みに之れを爲さんこビなり〇兎 



兄ヂオニュプ•卜 
丨aス*8す 

に角に、余の殘したる所に就いて研究を進め，而〇て次U靑年1:敎ふるに 

彼れ1切の知識を有せざるべからざるか、或は知識はた.ょ1種にして、ょ 

く彼をじて1?たらCめ又た章；-gたら〇むるや否や、而して又た其知譎の 

何たるやを以つてせょ〇實に佘は始めに宵ひ〇が如く、此の靑年の知徳 

1:於て進步せんこSは、吾等の心Sする所たるなり〇 

クリトーンょ、余は此く語b、而〇て如何になb行くやを注意〇居たり〇 

佘は彼等兄弟が如何にして問題に近づくや、又た靑年を〇て智3SVJ徳義 

ビを實行せCむる獎動は如何なる點ょ-CN始むるやを知らんVJせbo兄 

な£•チオ-1ユソドーロス先づ語れbo人々皆目を彼れに注ぎ何祺か黧く 

べき見事なるこ£必すあるべOS期待せり〇而.して人々の其期待せL 

所や甚•しく誤らざbき、何VJなればクットーンょ、彼れ•テオ,I11ソドーロス 

甚だ見事にして十分傾聪するの價値ある談話を爲〇、而•して之れ徳狻の 

奬動VJむて、*に驚くべき成動力あるものたboを以つてなり〇 

彼れ日く、ソークラクース及び、其他、此靑年は哲者ビならんこSを要す 

VJせる人々ょ、賭君は具面目に其事を言へるなるか、或は又た之れ一塢の 



戯首に過ぎざるか、之れ光づ佘の知らんこミを欲する所なbe 

基れに山つて之れを觀れば、彼等兄弟は、吾等*>此兄弟に、此靑年€諛話 

せんこVJを依賴じたるは、全く戯言なりi想像•したるものにして、之れが 

爲めに彼等は戯^遊始を爲せしならん〇此に於て余は益々"熱心典面目 

なる者たるを言はんV3决心せデオ-ーユソドーロス日く、 

ソークラテース«嫌せょ、君は自ら其の言ふ所を否定せん£せり0 

余日く、余讲慮せり、决•して余の言を否定せるこSなし。 

晚れ日く、而•して、君はクレイ-ーアスは智者たらんこミを欲す€言はん 

Sするか。 

疑ふまでもな〇〇 

而〇て彼れ未tr智漭には非ざる炉〇 

少なく £も，彼れ謙»して、自ら3?漭なりビ云ふこビは之れを爲さ广る 

•へし0 

皮れ日く、君は彼れの转渚ViなるこCを希91無智者Sなるこiをrj 

はざるか0 



四 
〇 
五 

君は、彼れの未だ然らざる所の者VJならんこVJを欲するか、或は現在然 

る•かまiの者たらんこVJを欲するか0 

此の言1:於て、余はftl:攪亂されたり〇 

彼れ余の楂亂されたる»:乘£;て謂ぅて日く、君は彼れの現在然る：&ま 

iの^たるこvjを顋はすビは、之れ、君は此靑年の滅亡を欲するこSを意 

味せるに外ならざるなり〇親愛なる愛者及び朋友等は其愛人の滅Cを 

欲するものたるなbo 

クタシ，ボス此¢2を舫きて大に怒れ上之れ愛漭に有り勝ちの事なb)o 

而•して日く、ツリィの 他阙人ょ——若•しipa袭1:•して余に許るすビせば_汝 

は诈欺の言を爲す漭なり、汝は何者なれば此に繰b返へすも忌まはしき 

宵なる、余はクレィニアスの滅Cを欲すVi云ふが如きこViを以つて佘及 

び其他の人々を®ふるが如き虛言を爲すや0 

戈クチぅテーモス答へて日く、クタシ，ボスょ、君は虛言なるものは、有4^得 

べき4»なbvj思へるか0 





の 

Hクチ*デーモス日く，有らざる所のものは無な^^ 

然bo 

有らざる所のものは何處にも無きにぁらすや。 

然り、何處にも6るこvjなし〇 

誰れか存在せざるものを以つて何取をか爲C得ん、又た有bもせす、何 

處|:もなき所のものを以つて/レィニァスに對•して何をか爲C得ん。 

クタシ，•ホス日く，然b何取をも爲し得ざるべし。 

然b VJ雖修辭家等がft衆の前に演說す6時、彼れ何事をも爲5で6か。 

彼れ日く、否な彼等何2Uをか爲せbo 

而して爲すこVJは又た作すこVJなるか。 

彼れ同意せb。 

然らば何人ビ雖、有らざる所のものは之を言ふこビな•し〇何€なれば" 

其を言ふVJも、之れ何物にもぁらざるこVJを爲すこ£なればなbo而し 

て君は、何人S雖、有らざる所のこViを爲，す能はざるは巳に之れを許»せ 

bo故に君自身の論ffiに由り、何人も虚言を言ふものなLiなす。然り 

♦チ集ヂ丨鵰K WOA 



0 

ビ雖若•し•チォtソドーロスにして何事をか言ふViせば、彼れ典なるもの 

及び有る所のものを言ふなbo 

クタシ，•ホス日く、それ然6、エクチュデーモスょ、然り£雖、彼れの言ふや1 

種の方法及び態度を以つて之れを言ひ、其物典に然る*>まiに之れを言 

はざるなbo 

デォニュソドーロス日く、何ぞやクテシ，ボスょ^は何人か事物をありの 

ま！に宫ふものあ-^£営ふか。 

彼れ日く、然り、凡ての紳士及び典理を25る者は俦な然り。. 

而して敦き物は啓に〇て惡〇きものは惡にあらすや0 

彼れ然なせり〇 

而むて君は紳士なるものは^物をありのまiに晤る€云ふか0 

然らば彼等苦〇琪物をありのまiに牾るSせば#人は®しき物は之 

れを惡0く言ふか0 

彼れ日く、责に然\素ょb善人は惡人を惡〇 く調ふなり。故に余U君 



に一片の忠吿を呈せんに、^^li彼^より惡•しく云はれざるやぅ注总•し 

て可なb、何VJなれば啓人は惡人を^しく云ふものなればなり〇 

エゥチュデーモス□く、彼等又た大なるものを大なbvj謂ひ、溫暖なるも 

のを温暖なb€SVJふか。 

クテシ，ボス日く、然b、彼等は乾^無味1:•して冷淡なる論辯家を冷淡に 

言ひ去るなり〇 

無)PSなり、クテシ，ボス〇界は無鱧なb。 

皮れrl?へて日く，ヂォ-1ュソドーロスよ、佘は决•して無禮を行ふものに# 

す〇对を愛すれlrこそ"友情よb出でたる忠Bを呈したるなれ。芯•し余 

にして能く •し得べかり〇ならんには、君*>余を目•して.余*>凡ての人より 

もiliも大3}tごせる愛人の滅Cせんこvjを希9!せる^なbvjなす*>如き 

無«9なるBSSは、决•して之れを爲すこビ勿ら乙め•しものを。 

兩人此く互に怒れるを見て、余は滑稽を以つてして??Iぅて日く、あiク 

タシてホスよ、他^人には彼笠自阈の言語を爲すこミを許る6、言25に關•し 

て爭ふこ€なく•彼答•か吾等じ盡くさんビせる所を謝すべきなり。彼^ 



亦夕 デ=« 

若〇惡人成は愚人ょb#良初識の人を造b出さん*>爲めに、此くの如き 

の方法を以つて人を滅ぼすの術を知れ-CSVJせば—又た此の術は彼等自 

ら發明•したる所なるか、成は他ょり學びたる所なるか、其何れなbやは之 

れをfillふの要なく、此術は惡人を除き、善人を以つて之れに代ぅるを得る 

ものなbvjの由なればI彼等に〇て若.し此術を知れbsせばへ彼等之れ 

を知れb、——兎に角、彼等此術を以つて新發明の秘術なbvjは今ま此に之 

れを言へり)—彼等のHに從つて此W年を破滅〇て贤明の人たら〇め、彼 

れV」共にff等をもK明の济ビなさんこビは余の求むる所な.bo然hi 

4を以フて實牧雖^:0靑年諸*に0て、彼等兩兄弟を信するこ£を好まざらんには、余は 
に供せん)!1Kふ 

身を以つて試驗の材料に供•し、nら彼等の手術を施こすべき所のカリア 

人たらん。此くて余U此の老！Sを•チォ-1*ソドーロス1:献すベければ、彼 

れ荇〇佘を善iなさんには、nグヒスのメーデイアの如く、余を壺中し入 

れ、余を殺•し、余を鹽潢に〇、又た余を貧ふビも可なり〇 

ク7-シ，•ホス日く、ソークラテースよ、余も亦我身を他3g人たる彼等に委 

せん◦彼等若し欲せば活きな•から余を皮剝ぐvjも可なA余は旣に可な 

の術aa 
人を52&て務人 

aなマte) 



A 

b刹がれたb茗•し余の剝がれたる皮に•して、終に^.，5/ャスの皮の如く 

柔皮の1*3ビなすiなくfa^の一片S域化せ•しめらるtならん1:は、彼等 

余の皮をWぐ >」も可なり。而•してデォ•ニソドーロス^をnつて成は彼 

れI:對•して怒る所ある^S想傑せん。され•£も其W余は毫も怒る所あ 

らざるなbo而して余はたr彼れ•か余1:對•してIs常ならざる言辟を爲 

せb £思ふ時|:、余は彼れ|:反對するのみ0あぶ有名なるヂォーーュソドー 

ロスょ、荇は無»9ビ反對ど4?|沘同する1勿れ、是等は全く別物たるなり。 

デォ^ソドーロス日く"反對なbビ云ふか。何mぞや、此に反射なるも 

の無かり0にあらすや〇 

彼れ日く、確かに之れ有bliふ可からす。•チォ1.ソドー”スょ、君は之 

れな•しi主張するか0 

:Kれ日く、君は、何人が、何人に反對しれるこ《を聽きれるの證明をも、余 

に與ふるこビあらざるベCO • 

ククシ，ボス日く"余*>デォニュソドーロスU反對するこiは、兹の聽き•し 

听ならん。 



君は其れを82明するの«悟あるか。 

彼れ日く、然り〇 • • - *i 

而〇て凡ての¥物は其を表出するの首Isを有せるもの1:あらすや0 

然り〇 , 

3¢は事物の存在に關•してなるか、或は無在に關〇てなるか0 

其rr*在1:脚•してなbo何V」なればクテシてホスょ、君も*iltsせるが如く、 

人は消3:無在を確HするこV」能Uざるべ0、之れ何人VJ雖、有らざるもの 

を確言するこ£能はざればなり〇 

クテシ，•ホス日く01:は何をか意味す〇君S余VJは其れに關〇て同Cく 

反對たるべ〇〇 

线狄5*なる•チ*H二1ソド* & K日く、然办ビ雖#等兩人同|物を言述する時、互に相 

反對なるを得る•か〇荇等必す同I物を抓ひ居るに非すや0 

彼れ然b VJなす。 

或は呑等の内、何れも間一物を砌ひ«らざる時は如何ん0然らば吾等 

の中何れも、法も其物に就いて8Hふ听なきにあら中や0 



彼れ亦之れを許容せbo 

然りS雖佘若•し或物に就いて謂ひ.君は仏の物に就いてgnふか、或は佘 

は成物に就いて抓ひ^は何物に就いてもSWふ所なき時は、此に君ビ余i 

の問に反對あbvjなすか。言ふ所の者£、言はざる所のものSは如何に 

して反對たるを得るか。 

こiにクテシ，ボス钺默せり〇余は驚？て日く、デオ1ソドーロスよ、君 

の謂ふ所は何をか总呔to君の如きの言U余の廪々聽く所に•して、又た 

鷲く所なり〇此くの如きの言はブロータゴラスの門弟、及び其の以前の 

人々の叭道•し使川する所に•して、余より•してMる時は、KI:J«くべきの言 

なり、自殺の言なり、又た破滅の言なりvj成せらる。而乙て今や余は此れ 

に關したる典理を哲より聪かんこVJを欲す〇抑も虚馏なるもの無•しi 

は之れ君の晰定せんビする所に•して、人は典を踣るか、然らざれば言ふ所 

なきものなbvi云ふにあXNO之れ*の立垅にあらすや。 

彼れ承諾せ办〇 

若乙人虛俄を言ふこビ能はすビせば、彼れ又た虛偁を考ふるこミ能は 





Hクチュデーモス日<、责に然り0 

デォーーュソドーロス日く余は、今ま君|:、余を論破せょ艺言ひし士もな.し、何 

VJなれば余は有らざる所の老を君1:爲せ€言ふi能はざればなり。 

余日く、あiエクチJ;ァーモスょ、余は此くの如き知識の巧妙卓絕なる發 

明を悟るに迦鈍に•して"或は之れを了解するこビ能はざるを恐る。故に 

若-し余に0て甚だ頑冥不逬の質問を爲すこ€あらんミも、君顧バば之れ 

を«■假する所あれ。今ま2?00辟成は誤謬の位說、或は無知VJ云ふもの 

；?るこビな*しvjせば、又た誤謬のrr爲なるものもあらざるベし〇何Sな 

れば人は其行爲するW、其行爲に誤るこe能はざるべければなb«は、之 

れ君の意味する所か。 

彼れ答へで日く、然り。 

余日く、余は今ま頑冥なるK問を爲さんに、芯•し淇Isなるもの、行爲にも、 

言15にも、思想にもなきものなりビせば、善たるこビの名に於て、何事を钕 

へんVJCて君は此地に來りしか。而じて君は今ま、何人なり£も學び得 

•る者1:は、凡ての人Rn中设も善く徳鵷を敎へ得るこどを言しにはあらざ 



るか0 

ヂオニュソドーロス□く、ソークラター スよ，君は、余が始めに言ひじ所を 

今ま此に繰り返へCて3ふ6>如き、8に愚味なる老人なるかな——若.し余 

に〇て何琳をか昨年言ひたり6¢するも、总ふに君は忘れす〇て其れを 

も再びこ！に持ち出trすならんI然byi雖余•か今まtrひ•し所に窀も加 

ふる所あらざるなb〇 

企日く、あi&くの如きに答ふるは»に容Mの^に非す。何v,なれば 

是等は53:*のt?たればなbo而.して余は君が£i後に言ひたるr余•か今ま 

言ひ〇所に亳も加ふる所なOJCの言の窓味の了會に苦乙む者なり〇デ 

才，-1ソドーロスよ、君のかの言何をか3£味す〇恐くは、^は若のB4論を論 

破するこS能はすvjの意味なるベ〇〇或は他に3S呔ありや〇願くば之 

れを敎へよ。 

彼れ日く、然り、之れ余の;G味する所な卜、而6て佘は3Jの答へんこvjを 

欲す。 

余日く、デォニュソドーロスよ、何•そや、哲の答ふる前、先づ余は拉ふべきい0 



彼れ日く、答へよ。 

其はIs常なり€砌ふべきか€> 

彼れ日く、然り全くIs常なり• 

余日く、如何なる1«埋に1|!つて然るか0佘は贲に君を以つて、甚だ«明 

なる人に〇て、大論理家のff格を以〇て吾等1:來り、答く其答ふべき時、叉 

た答ふ可からざるWを知れる人なるを想像するをWるなbo—而.して今 

や遂に茗はUを開かざるな之れ恶は其發宵す•へからざる時なるを知 

れるに由るならん0 

彼れ日く、君は答へす〇て人を馬Sせり〇然b VJ羅善良な，〇君よ*若 

し余を以つて货者なb Sせば、余の言ふ所に答へよ0 

余は君の言1:從はざる可からすVi想像す、君は先生なればなb 〇問ふ 

所ぁれ0 

「g^*i?^s^」.ldかの童思を有せる所のものは生jbるものなbや、成は生なきものなb 
• S用 

や0 

&等は生あ&ものなbo 

ヂオ-1 < 

b X自らK者な 
VJOSふ 



•?ヂ/言5 

firt生.^•在肯辑^冬Aのあるこどを知るか。 

Y“佘は知らざるなり。 

然、シ.ば君ば何¥以て余や言は如何なる息思を有せるやを問ひじか6 

•V余は頑冥1:•して過誤を爲•したればなり〇然bビ雖言5Sは意思を有せ 

b Vi首ふも、恐くば結局正常なるベ•し——贤人のS以つて如何ビなす〇若 

し余に〇て.誤iisr.paるな•しSせば、君ビ雖余を論破するiなく、凡て君の 

知mは毫も加ふる所あらざるべし。然るに*:•し余1:して誤SSに焰るビ 

せば^が以て世上に誤謬なるものな•しiせる所の言は誤Is-tarlはざる 

可からざるなり——之れ一年にも足らざる以前1:君の發言せし所なbo 

然^si雖デオ-ーュソドーロス及びJC.クチュデーモスょ、思ふ1:此くの如き言 

論は亳も進步するこビあらざるベ*し。君の論法1:於ける鹜くぺき巧妙 

なるこVJを以てするも、尙ほ且つ人を投げ倒ほ0、而•して自ら倒れざるの 

法を發見するこビ能はざるなり〇 

此に於てクタシ，•ホス日く、ヒオスジリィ、或は君等自ら如何に、又た何t 

ffl呼せるかは余の關する所に非すの人々ょ。實に君等は無意味なるこ 



15プa — 
ナウスの如<數 

♦ Sす 

7丨_ラ！K丨ス 
«タレイニT▲ 

ISIHび前論を« 一IT 

ざを談話Cて"何の目的をも^せざる人々なるかな。 

余はクテシ，ボスの或は無贛なる言語を爲さんこVJを恐れ/テシクボス 

を慰^*して日く、クタシ，ボスょ、余は前にクレィ,ーァスに言ひ•し所を、再び 

巷に言はざる可からざるなbo—其は*は此Klrf學洛の特殊の點ぁるこ 

ビを了^せざるこ£ょなす〇此兩人は«は典瓯0に非す乙て、宛もエジ 

ブトの妖術者ブロータゥスの如く、純々其形狀较姿を變？して31:妖術を以 

つて^等を欺くなり。故に吾等メ子ラォスの如く、彼等が*:本形本性を 

吾等1:表はすまでは、彼等を〇て行か〇むる勿らんこ：を要す◦彼等^ 

〇热心なる1:至らば其美の全fieは發現すべく波時再铧懇勉嬰求Cて典 

でを輝かさ〇むるこSを力めん〇而〇て余は、如何なる形恣に於ける彼 

等を見んこビを顧ふやに就いて®等の見んS欲する所の形洛を、今一度 

彼等に示めすは宜〇かるべ0¢信to故に余は拒ふ限り、步を想めて、W 

前に立ち去りじ所に至らば、以つて或は彼等の威情を動か•し、又た彼等を 

して吾等を情れむの情を起さ0むるこVIのS3みなきに非す〇电くじて 

彼等若乙呑等の深く1(面目なるを見ば、彼等も亦II面目VJなるぺ-、し〇汝 



クf*酞ヂ 1«為 _:»! —-']<?•-- I - - 
—- - 

クレィ！ーアスょ、余は如HなるUに於て以前の論點を措きしや—哲學は 

研究さるべきものなるこ€に、吾等1致したるに非すや"又た之れ吾等の 

結論には非ざb Cか〇 •.'て' i 

彼れ日く、然bo / •、， 

而して哲率Viは知識を得るこSなるか。 

彼れ日く、然b。 I 

然らば®笠は如何なる知識を得べき〇此は簡單なる答へならすや、日一 

く#等1:善を爲す知1SIならすや。 • • 

彼れ日く、然り。 

若〇多妖の貲金のegくしある所を知れせば、之れ某tr宜•しきこ€ 

にあらすや0 

彼れ日く、甚だ宜、しかるべ〇〇 

余日く、假令勞苦なくして地中»:ある所の黄金を掘り出だ•し、而*してH- 

て之れを吾等の有ビなし得るiも、吾等1:何の益するこビもなきは余の 

旣に證明せ•し所なり〇又た苦•し吾等石を化tて黃金iなすの方法を知 



るビ?1、再等之れを使用するの方途を知らざる1:於ては、其s jgは吾等に 

何の價値だにあらざるなり。君之れをBiittせるか0 

彼れ日く、余は十分之れをK值せbo 

其雉の知識たれ、金铋けたれ、脊學たれ成は其他の技術たれ、たr其物を 

作すのみを知りて、其の作〇たる所のものを使用するこeを知らざる時 

は、之れ亦-7f等に*も價Mなきもの€云ふべ，〇〇钱らすや〇 

彼れ间意せbo 

今若0こil:人を〇て不死なら，しひる知識ありy,するも、»c K下^ 

を利用す^の知蝨なき時は，前例VJM{»たり€せば、不死毫も用なきにあ 

らすや〇 
90 - 

死て彼れ同意せり。 

余日く、然らば、愛する少年ょ、吾等の®する所の知識は、其物を作すe同 

時に又たat:2Mを使用する所の知aたらざるベからt-o ， 

彼れ日く、然九 . 
而して吞等の欲する所U熟練なる「Vラ51!の»造人或は此秘の技蕤家， 

•ク1.产デ—^K .BIIIZII 



たらんVJするに非す〇て、尙ほ他にあり€爲す。何ビなれば彼等の技® 

は、其の之れを製造するの術S其の之れを使;IIするの術Sは全く別物た 

ればなbo彼等同一物を作さんS.して其術や別なり〇之れ其「リラ.琴製 

造の術VJ、之れを彈くの術ビは互に大に興ればなり〇然らすすや。 

彼れ同意せb。 

吾等又た笛を製造するの術を乎ばんtするものに非す、之れ^9ラj琴 

tf间様な&他のものなればなbo 

彼れ同意せbo 

佘日く、^笱若0演說を爲すの術を埸ばんミせゥビ假定せんか、|此術 

は吾等をして幸福ならじむるものなりや如何ん。 

クレィ-1アス日く、余は然b S思はす。 •； ‘ 

余問ぅて日く、其れ1:就いて如何なる證據かある0 

彼れ答へて日く、演說に於ては、一方1:は演說の草稿作者なるものあり 

て、彼れ其作bたる所を演說に用ゆる能はざるこv>、宛も「9ラ」琴製造者が 

其f!したる『リラ」を使用〇痛奏するこ€能はざるが如きあり〇又た一 



Uは自らW說を仕紐むこ*^能はすビ雖も"他人の作bたる仕組みを吾が 

物VJ •して演說するこ亡は之れを能くする者あり。之れ余の知る所なb、 

而〇て之れ演說を作るこi"之を使用するこは全く別物なるを示 

めすものな-^ 〇 

余日く、然り、之れ»に演說を作る所の術尖人を幸顧なら*しむ6術ごは 

別物たるを示す十分の證據なりビ艄ふべCO然り2雖も余は思ふに# 

等の今こ1じ求め0{ある所の術は、其方向に於て發兑さるべ乙€0何 

VJなれば、クレィニァスょ、余•か此の神の演說を仕組む人々1:會する毎に、 

常U其れ等の人々はKU找讯の人の如く威せらる"而CてMく勿れ、其術 

や商柯神勒なり0實に彼筇の術たるや魔法なる大技術の一部にして"魔 

法VJ伯仲の問1:ありVJなす。而•して魔術^の術を施こすや、宛も之れ^ 

忒する蛇、物蛛、蚊、及.び其他の魔物及び疫病の如き趣を有し、其術はザ‘ヵス 

テースの諸法官及び•エ，タレーシァ(7--矜通議會"及び其他人民の諸圓體を 

動かし，能-:之れを魅减ム又れ之れを慰偸するな.{>0,«は余の言1:同念 

な* や如何.ん〇>•-, r'v..;v:;;v/•ぐ•v.;i く > 



彼れ日く、然り，君の言ふ所盡く正常なbo 

余日く、然らば萍等何れに1rき、又た如何なるものを採ぶべきや0 

彼れ日く、余はJC途を知ら个〇 • 

氽は答へて0く、然bvj雖も佘は其途を知b得ざるに非す£信す〇 

クレィニァス間ぅてHく、其の思想や如何ん。 

余思ふ1:將官の術は人を•して幸；一なら〇むる所のものなb so 

彼れ日く、余は然b S考へ中0 

余日く、何故に然らすVi爲すか0 

恥官の術は人を獵するの術たるや確Wなり。 . 

余日く、何を以つて然るか0 

彼れ日く、何VJなれば、如何なる狩獗S雖&、之れを* 0、之れを捕ふる以 

上の亊あらす〇て^ff物を獲るVi雖もM者之れを用ゆる能はず、獵者漁 

者必す之れを調理人に致すなり。かの幾何學考天文爭者及び計算者等 

(是答传な狩獵者の附級に®するものにして、之れ彼等自ら阅式を作るに 

非中•して、前以つて圖式中に存在せる所のものを發見するぢ0なな 



bv*—余はBnふ、彼等はたr其败物をnるこビをfisくするのみに•して、之れ 

を使JI1するこVJ能はす、其獲•し所1:或る尨妹存するに於ては、之れを論辯 

家に致0て應州せ•しむるなり〇 , 

笞•し、iliも美にして又た最も5¢なるクレイニアスょ£れ典に然るか。 

hlfgas 彼れ日く成に之れ大將たる者都市成は陴铎を陷れ•し時、其新に獾たる 

所は盡く之れを政治家の手に委し去るが如きなbo何Sなれば大將は 

戰勝は之れを爲すヒ雖も其獲たる所を使用する方を知らざればなり。 

又た之れ、独を捕ふる漭は之れを■らへて®飼養者に渡す•か如•し。故に 

苦〇吾等を•して幸福ならCめ、之れを作b、之れを獾て又た之れを利用せ 

しむる所の術を得んビせば、大將たるの術は决Cて其目的に令せるもの 

に非す0て、吾等之れを他に求めざる可からざるなり〇 • : 

クリ ソ—クラタースょ、君の言ひ〇所は、之れ少年クレイニアスの言 

ひじ所なるか〇 

V丨 クジトIンょ：君は之れを疑ふか。 

クy 余は之れを疑ふ者な若し彼れ此等の首を爲せLeせば、彼れ 



や、其敎師Vi 〇て巳にエクチユァーモス成U其他何人をも要せざるべきな 
%• 

如:0丨 ••••:? く r> • 

ソ|、あi余は忘れた-〇しならん〇典の答辯者はクタシ，•ホスなbき0 

クリ クテシ，ボスなりViか〇あ！何寧ぞや〇 、•••.. 二• •争 

V— 兎に角余の知れる所は、余•か是等の言を聪き〇こVJUOて、是等 

の言はHクチJir1モスの言ひ•し所にも非す、又たデォニュソドーロスの貫 

ひ•し所1:も非す。タリトーンよ、余は敢て言ふ，是等は或る優れる人間の 

言ひ•し所に•して、余*>之れを聪き！，しこビは確かなり〇 • 
# 

クリ然bジークラテースよ、必中或る大に礙りたる人の言ひし所な 

るべし€は余も亦思ふ所なり〇されVjも君は其研究を進め、其求めつi 

ぁり〇所の術を發見〇た.〇や否や0 

ソー親愛なる君よ。余は其術を發見〇たりやVJか〇否な發見せざ 

りしなり。吾等»に自ら滑稽なbvi威せり〇宛も小兒の雲雀を捕へん 

VJする•か如く、殆Vi此術を得んビ〇て常に之れを逸•し去ら•しむるが如く 

な-CVき。されV」も余U此活〇を盡く爲さ1#る可からざる炉0吾等»£; 



論•じて終に帝王の術1:及べbo而•して此術-ili•して人を•して幸faなら•し 

むるものなbや否やを問ふや#等此こに迷路殿に入り•し/)>如く、已»:其 

終/M;の點に速•したりsmふや"忽然又た始めの所に出で来b、Mli其途を 

たV」らざる可からざるなり〇 .•-:.• 

クリ ソークラテースよ"其れよ^S如何になりしか。 

V I 余は君にisるべし。帝王の術は政治sra一なるものふこ 

iに歸若せb.°: ' V-い 

クり 而じて其れよb，如何になb OZP0 

ゾー 屯帝王のW成は政治の術なるものは、自ら造り乙所のものを使 

用するものなりビ•し、大將たるの術も、其他渚饨の術も其のili廢椒を之れ 

に»與せ60之れ®等の求めつiぁり•し其術なる*>如く©はれたり。 

此好や贲に薄夂府の1S因に•して、アィスヒュロスの宵を以つて云ふ時は、彼 

れ一人、网家なる船の雎に立ちて一切の車物を運wQ絲御し、又た之れを 

利用OOJぁbvj3wふべきなれ〇 

クり 而して其論正常なる1:非すや、ソークラテー，よ0 



す帝 
*王 
0術 ソー ク？トーンょ^若〇此後如何なる鑲腧あり-6やを聪くを好ま 

は君之れを刿哳すべし。吾等再び研究を進め、此くの如きK問は提出さ 

れたり、日く、此の进婭横を^せる帝王の術なるものは%して吾等に益す 

る所あ-CSや而して、確かに然bvlは其答へな-^き。クリトーンょ、君 

亦№1様の答へを爲さrるか。 

クリ然り同£;く余は答へん。 

VI 帝王術U何を爲すものなbs君は言はんwするか〇转〇锊術 

は其れに附随する諸技術1:對•して最後權を釘するものビ假定〇て、间樣 

なる質問を君に提出する時、君は齊術は健旗を生するものなbvi答ふる 

ならん〇 

クリ 然ぇ余は•しか答へん0 

ソー又た矜•し若の本職たる0業術は、其れに從Mする諸技術•に對じ 

て**樣を有せる者i假定せば、農業術は果〇て何を爲すものなるか。 

土地の收穰を以つて吾等U供粉するものにはあらざるか。 



ふる40なる^ 

V I 然らば最優權なるものは帝王術に附與され〇ビせは、此術果c 

て何^をか爲す。恐くば君は即答するこS能はざるべ〇〇 

クり 然b、irLl:答ふる能はす。 

V I クリトIンょ#等に於ても然beなり〇然-cvi雖、兎に角、若し 

此術にして?f等の求むる所のものなり艺せば、其有益なるものたるべき 

は君の知れる所なるベ 

クリ 残.CS0-- 

V I 必中や吾等に、成善を®すべきものたるべきにtらすや〇 

クリ 然kylクラテース〇 - 

VI 而〇てクレィ-ーアスビ余Viは、知識は唯一の善なbviの結411: 

達〇たるにあらすや。 

クり 然り、此は君の言ひ〇所なり〇 

V I 政治の其他の•一切の結果は、其數甚だ多く、例せば撝產、自由、平安 

等の如きは、其物S身は善Uもあらす乂た惡Uもあらざるものなり€雎 

若し政治の學術にじて、典に吾等»:善を爲•し、吾等を幸顧ならじひるもの 



內空の知* 

なbビせば、此の^術は又た吾等を•して钗なら〇め、又た吾等に知識を與 

ふるものfzらざる可からす。 ••.• -‘ ノ .1 ，L'^ 

クリ 然b、君の報吿に由れば、之れ君の達したる結綸なり。 

VI 而〇て帝王術は人を•して賢なら〇め、又た兽なら〇むるものな 

bや如何ん。 

クリ 何故に然らざる。ソークラテース〇 

VI 何ぞや0此帝王術は1.切の人を、柯々の關係|:於いて然かなし、 

大エの術、«1:贫*し及び其他一切の技術を敎ふるものなりや如何ん。 

ゥリ 余は其事を爲すvj考へざるなりジークラテーKょ。 

ソー 然らば帝王術の知識なるものは如何なるものに•して#筏は是 

れを以つて何^を爲さんSするか。何どなれば此術は善にも非す惡に 

もあらざる所の如何なる職業の基礎にもあらす、又たは如何なる知識に 

もあらすして、たr知識其物の知識たるのみなればなり。果•して然らば 

此物何た-6を^るか。?S1等又之れを以つて何を爲さんvjするか〇クリ 

トーンょ、成は?V等此術を以つて、他人を啓ならtむる所のものなbem 



はんかC 一 _ 

クリ 觅も角も0 

ソー然らば彼等何琳に啓に•して有益の人たるべきか。而•して0¢萑 

Sは果して何事に^なるべきやは之れを决定するこビなく •して、五rI等又 

た之れを反復•して、彼等を•して又た他の人々を善なら•しめ、典人々は又た 

他の人々を^ならしひVJSWふ可きか。何ビなれば吾等は所剃政治の結 

果なるものは^いて之れを顧みざbeを以つてなり〇あょ之れ赀〇昔 

〇の歌をこiに級b返へすもの1:•してS等は幸福の技術或は學術の知 

讁を去るこVJ-W前よbもより遠•しビ云ふには非すVJ雖、1AIほ依然VJ Cて 

进き»:あ.CN VJ云ふべ.JO • へて • 

クリ ソークラテースよ、哲は»に大なる困難に陷りし者なるかな〇 

VI あに於てク9トーシよ、余は自ら難船の位fflにあ-^ミ成じ、大聲 

を發6て、热心に呼び、此のm淪の渦中よ-^余及びクレィーーァスを救ひ出 

さんこSを此他國八たを兩兄弟に求めたり〇而Cて佘は彼等を以つて 

大#ゼクスの雙兒カストー〆及び•ホリュデクヶースに比し、彼等が典面目 



に熱心に、今後ff等の生活を〇て幸鰌1:送るこSを得.しむる所の知馘を 

再等に與へんこビを顋へbo .人..• 

クリ 文ゥtデーモスは君に其知通を示めしたるか0 : . • 

VI 然り、彼れ高Wなる8§調を以つて此く謂ぅて日く、ソークラ，K丨 

スょ、余は打が疑へる所の此の知IAを君に敎示すべきか、將た又た荇はti 

に自ら此知識を有せるこビを證明すべきか0 

余日く、若は又た此くの如き事をも爲•し得る力を有せる所の幸福なる 

人なるか0 

然b余は此の力を有せるものなり〇 
參 

然らば、寧ろ余は自ら此の知織を有せるこiを余に謎明せんこiをKQ 

ふ、余の如き老年に在つては、今Eら學問するの勞ぁらん ょ.cvも^nら巳(: 

此知識を有せりビならば、以つて大に愉快なりvjなす〇 • 

彼れ日く、然らば余に吿げょftは或物を知れりや0 

余：：！ く、然り余は數多のものを知れり、然りビ雖左程JS®なるものを知 

れるには非ざるなり〇 



彼れ日くょCo 而、して何物たbvjも有るものれるビ同時|:、又れ有ら 

ざるものたるこSを許?fするか。 

否な"决•して〇 必 

君は又た或物を知れbvj言ひしに非すや。 

然り余はしか云へbo 

君若し知らば之れ知れるなbo ‘ 

然余の有せる所の知譎を知るな-CSO 

其は差我を爲すこビな〇、君苦〇知れりSせば、又た之れ一切のもの爹 

知れるものたらざる可からざるには2)らざるか0 

余日く、决〇て然らす、何VJなれば、此他に余の知らざる所の數多のもの 

あればな- 

君若し知らす€せば、君は知らざるなbo 

余日く、然友ょ、余の知らざる所のものU余の知らざる所なbo 

君は知らざる所あり、而して今ま前4:知れる所あbvj云へる1:由つて 

觀4時はS一事物に就いて，15時に知-^又た知らざるものSSふべ〇〇 



，•工•ゥチュヂrモスよ祐ffl適Kの多宫i■は趑め事なb.°*sれVjも尙ほ君 

に！Sはざる可からざる所は、余の求むi1所の其の知識を余自已に之れを 

有せるこvjの證明なり£す。君の念味せる所は—凡て物UIP]時に有た 

b又た無たるこVJffiはす、余^•し一物を知らば又た一切の物を知る、何i 

なれば"余は知る時に知らざるこi能はざればな^^Ifjjして^〇余1: 

〇て一切の物を知るビせば、余は又たその知listを^せざる可からすe云 

ふにあるかL之れ*の巧妙なる®想なりビ•して可なるべきか。 
彼rl日く、然り、ソークラテースよ、^の口よb自ら云へる*>•如きな 

余Uく、HクチJtr丨モスよ、然りご雖、此琳又た君等に於ても然る1:はあ 

らざるか。苦〇余にして哲及び谀愛なる•チオニ"ソドーロス等ilpl一な 

る岛合にあらんには、余は不滿なるこビ能はざるなbo然らば*筏-PR人 

余にft*げよ、^等は成物は之れを知 '成物は之れを知らざるこビなきや 

デオー-Iソドーロス日く、y1クラテースょ决して其事なし。 

余日く*の言ふ所の总味や如何ん^は何物も知らすビ云ふか。 



一切の4の印ら 
ざるな-- % ®云ふ 

彼れ答へて日く、否な•余は或物を知れbo 

余日く、然らば何物たれ之れを知らば、荇は典他一切のものを知れ办€ 

なすか〇 

彼れ日く、然り二切のものを知る。之れ余等に於て然る如く、君に於て 

も亦然り〇 

余日く、あ一如何にも驚くべき艰なるかな、又た如何にも大なる幸福な 

るかな。而•して其他一切の人々、传な一切の事物を知るか、或は然らざれ 

ば"何物をも知らざるものなるか0 

飧れ答へて日く、?ru然り、人U或物を知るi同時に又た其他を知らざ 

るこi能はす。知るビ同時に知らざるこビ能はざればなり〇 

余日く、然らば其推論は如何んビなす0 

彼れ答へて日く、彼等一切の人若〇成一物を知らば、又た一切の事物を 

知るなり〇 

佘日く、あiデォ•ークドーロスょ、余は今始めて君の熱心に〇て典面目 

なるを知れk余は辛くも君を此黏Uまで致すこビを得たり〇而〇て君 



麵-m r礞 « I- 4 «—- 

〇スー知知らざ 
る所な4Vわ、X 

■も、*itも、 
ftALt、*の 
數* 

ボスM 

は具に一切の取物を知る炉I大工の事も®皮を切斷するの術をも0 

彼れ日又然bo , 、ャ： ' - • 

裁楗も君亦之れを知るか0 

然b之れを知れ-^〇 , 

fftKOの術も亦0 

然bo 

天上星辰の數、地上#石のftをも之れを知るか〇 

然り，君は、?V等を以つて、此くの如きこVJに對〇て、知らすi.答ふるもの 

なりS思ふか〇 

此こ1:クテシ，•ホス言を介みて日く、ゼクスの神かけて、余の願ふ所は、君 

は其の首へる所の果0て與なりや否やを知るに足るべき或る瞪據を余 

I:與へんこVJなbo •こ 

彼れ日く、如何なる證掂を君に與へんか。 

此唞を余に吿げょ^はエクチJtァーモスの®の數幾何なbや，v而〇て 

エクチぅテーモスは又た*の齒の數幾何なりやを首ひ當ソベ■し0 



fにS問舞 

すす«用、 
«る蛤す刀 
云このる« 
ふ霣上この 

君は、5等が一切のmを知れbvj云ふこビを倌せざるか0 

クタシてホス日く、確かに：Sせす。丑つ君は此一事を余等に吿げざる可 

からす。さすれば呑等#は典理を焐る人なbylせん.0君荞•し銳の數を 

云は1*、再等之れを數へ、而して君等誤る？-なしミせば、菩等又た君の其他 

の営をもfflすべしvj〇而•して兩人はクタシヲボスを以つて戯言を爲せる 

ものなりV」想像.^、クテシ，.ホスの言ふ所を行ふこビを爲さす、又た其質問 

に對Cて答ふるこビなく、たr彼等一切の^知らざるなしビ言ふをWつ 

て自ら滿足せり〇此に於てクテシ寶ボス今や其^Hを制Mするこvjを弛 

るめ始めたり〇而〇て如何なる«問£雖、クタシッボスは之れに避易する 

者に非个〕彼れ兩人に向つて世上最愚の漭を知るかを問ふや、兩人宛も 

野猪の突進するが如く、总憚なく、知れりビ答へたり。クリトーンょ。余 

も亦自ら兩人の言を信する能はすなり、遂にエクチJiプーモス1:問ぅて日 

く、デォニラソドーロスは舞踏するこミを得るやVJO 

彼れ確か1:能ふV」答へぬ。.•一.、，：い•ノ 

佘は、又た問ぅて日く彼れ其の年齡に於て，多くの>1劍の問、に跳蹣しボ 



輪の上にPI轉し、又た彼れ此くの如き至大の熟練に速〇たりゃビ〇 

彼れ日く彼れ何蝌なりビも之れを爲〇得ベ00 

生れID前に4知 
S■居T:*>tt云ふ 

—スょ、«は货に疑ひ深き人なるかな。 

余日く、然り、游•し余に〇て君の,it:wの人たるこiを知らざり〇ならん 

には、余或は疑ひ深きものたり〇なるベ00 

彼れ日く^^•し余の言に答へば、佘は君を〇て之れビ同樣なる^くべ 

き自白を爲さ•しめん0 

余日く、余は此事に關〇て自ら確信するを得ば、實に之れ余の最も幸VJ 

する所なbo若し余は-ftに貨明の人たb OVJ雖、前には自ら之れを知ら 

す、而•して君は余が一切のS■を知b、又た以前より之れを知bscたるiを 

君は以前ょり之れを知れるか。 

彼れ日くJU前ょり然り〇 

君の小兒なb .し時、君の生れ6時にも然るか0 

彼等：W人共1:答へて日く、小兒なり〇時にも生れ〇時にも知り居たbo 

余は之れを^c能はざ5き。然る|:エクチュデーモス日く、ソークラテ 



Sr?知れ 

15明せば、余の一生1:於いて之れに勝れる^oきこvjあらざるなbo 

彼れ日く、然らば答へよ0 

余日く、問へ、然らば答へん。 

ソークラテースよ、ivは或物を知れるか、成は又た何物をも知らざるか0 

佘日く、或物を知れり。 • 

nは君の知れる所のものにて知れるか、或は典他の成物にて知れる^ 

余の知れる所のものにて知れ而〇て?5-の®:味する所は余の稍神に 

てビ調へるなるか。 

ソークラテースよ^はB己1:問はれたる所をpilひ返へすこ亡は耻好 

なb VJfflはざるか0 

余日く、余Uたぐ^の命する所に唯れ從はんビせり〇今^乙??の；ふ 

所の何たるやを知らす、而も^は筏へよビ•して、其問£9の;IK味を問ひ返べ 

すこS勿れ£せば、然らば余は何を爲Sば可ならんか0 

彼れPく、?3-は余のnひ•し所に,•して、何答か思想あるに^155なかるベ 

じ〇 

wr I ns 



余答へて日く、然bo 

然らば君の解したる所に由つて、余の3£呔する所1:、答へょ。 

企Pく、夫れ然り、然りv>雖、君の一方の意味にて問ひ〇所を、余は他の意 

味に解0て之れ|:答へ、以つて其正搞を得ざる時は、»は果0て夫れを容 

ぶか0 

之れ共だ余の巷ぶ所なり〇されV」も想ふに此は级•しく君を容ば、しめ 

ざるべ00 

余日く、君の言ふ所を了解するに非ざるよりは、余は决•して答へざるべ 

彼れ日く、君は空^家なり、又た老物なり、故に君の解むたる所を以つて 

佘に答へん£せざるなり£。 

彼れ前1:言蹐の係蹄に山つて余を捕へん£せし時、余之れを明哳にせ 

しょb彼れ余に怒れるなbo余8きにコンノス»:反對■したる時、nンノ 

ス常に余に怒る所ぁり、又た余を以つて頑宾不进VJなし、以つて余を疎ん 

?したるを記馅せり0而0て余のエクチュデーモスを師ビせん€するや、余 



思へらく、彼れ余を以つて鈍物なbvjoilaoて佘を門弟子VJ •して容受す 

るを拒むこ¢3)らんこVJを恐れ、彼れを•して典好むがまiに爲さじむるf 

U若かすビせり〇而•して余は5Hぅて日く、エクチJIァーモスよ％?は佘より 

も 一M上逹せる辯論家なbo何vjなれば、余は此術を以って余の«門vj 

せざるを以つてなり〇故に今一度び問ふ所ぁれ、余は答ふべし。 

彼れ日く、然らば今一度答へよ、若は、知れる所のものは成物にて之れを 

知るか、或は何物にてもなき物にて之れを知る炉〇 

余日く•然み余は余の精神にて之れを知れり〇 

彼れ日く、人は質問以上の^を答ふるものかな〇何ビなれば余の問ひ 

•しは君が何にて知れりや£問ひ•しに非t-•して君は或物にて知れりやビ 

問ひも©なればなり〇 

余日く'余愚に•して君の問ひ•し以上の事を答へたり、然りi雖君幸に之 

れを免るせ。而•して今や余はたr答ふるに、余の知れ6所の物は、成る物 

にて知れるこSを以つてせん〇 • 

彼れ日く、其の或物は常1:同一物なる&、或は、或時は一物たり，又た或8.¥フ 



は他物たりや如何ん。 

余答へて日く、余の知る時は佘は常II是Uて知れり〇 

荇は尙ほ其答言に冗35を添加するこVJを止*ざるか〇 

恐くはr笊に』なるSSは、余を.して困難に陷ら6めしならん0 

君に在つては盖〇然らん、然りど雖、吾等に在つては然らざるなり〇又 

た次に答へょ君は常に之れを知れるか。 

常に知れbvj云はん。何£なれば余はr知る時』なる龉を撖回せょ亡言 

はれたるを以つてなり〇 

荇は常に是れにて知るか、或は馆に知るは、或物は是れにて知り、№6て 

或物は他の成物にて之れを知るか、成は君は凡てのもの宵な是れにて知 
) 3 る力 

余答へて日く^の知れる所のものは、余は凡て是れにて知れり〇 

彼れ日く、ソ—クラクースょ、君又た冗賭をなせり〇 

余日く、然らばr余の知れる所のもの』なる35を撖回せん0 

否な何SSをも撤间するの要な0、余は^に哀を乞はんvjはせざるな 



されでも余は問はん^は一切のものを知らす•して一切のものを知るこ 

Viを得るiなすか0 

之れ不能のこiなり〇 1. •••, ••••• 

彼れ日く、君は自ら一切の物を知れbvj自白せる人なるを以つて、君の 

好む所の如何なる言3Sなも添加•して可なbo 

余日く^•し•■余の知る所のもの』なる言8ft中1:合有せる余の條件に〇て 

成立するこ£を許容されす^せば、艿の言へる所や具に.して、余は一切の 

ものを知れb S言ふべ〇〇 

界はを知る時」なる言を加ふるも加へざるも、其の知れる所のもの 

にて讲に一切のものを知れる、とを許容せ•しに非すや。•何iなれば君は 

常に又た一時に一切のものを知れるこミを承認せ•しを以つてな-^乃ち 

君は其小兒なり•しB.Vも、其遇生〇たる時も、其成長〇たる時も、其未だ生れ 

ざり〇前も，又た天地の存在せざりし前にも、君は一切のものを知も 

のなるベく、又た余若〇君をして今も其知れるこピを維laせ•しめんビす 

るのifrあらん1:は、又た其の如くなすを得るは余の誓つて言ふ所なり〇 



余日く、敬すべきHクチュデー#スよ、君若〇眞に典.理を語りつiある者 

ならんには、其心にて有らんIは余の希绍する所なり〇然b S雖、君荇〇 

矜の设兄デォ之ソドーロスの援助あるに非ざるよ办は、君の之れを成す 

の-;;あるこビ1:付いては"余は何ほ疑ひなきこS能はざるなり〇君若•し 

径兄の找助あらば、此のInを货すを^ん。余は君等如き脓くべき知識あ 

る人に然か敎へられたるを以つて大{»»:於ては、典に一切の^物を知れ 

るここを疑ひ能はすVJ雖2クチJiァーモスよ、一^は不正なbvi云ふ•か如 

きこビは、余は如何|:0て之れを知るを得べきや0佘は之れを知れりや 

否や〇.• 

君の之れを知れるや確Kなり0 

佘は何を知れりや。 

善は不正に非すVJSふこ€なり〇 . 

余日く^に然り、余は此琪は以前より知b居たbvi雖•余の問ふ所は善 

は不正な6¢云ふこビは、何^にて之れを學びたりやビ云ふにあbo 

デォ•ニソド^. ロス日く、M處にても乎ばざるな50 



ヂオIt 4 y貧 
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余日く、然らば余は此事を知らす0 

此に於てHクチュデーモス、•チオtソドーロス1:掀ぅて日 <"汝は自ら81 

獪を破滅せ•しめつ立あり。之れ•か®めにソークラタースの知らざるこ 

iはE明され、且つ又た、遂には、彼れ知れるw同時に又た知らざるこVJi 

なるなbo 

•チォM iソド|ロス赤面せbo 

此に於て余はエクチュデーモスに向つて謂ぅて日く、君は如何に考ふる 

や。君の全知の技兄a誤謬を爲せ〇ものi如きにあらすや。 

デォニュソドーロス直に答へて日く、何iか云ふ、余は果Cてエクチぅテー 

モスの兄なるか。 

此に於て余は日く#良なる友ょ、願くば余VJエクチュデーモスVJのK活 

を中3Sするこvj勿れ。又たHクチュデーモスは、余1;不正の#たるこ€を 

知れる由を誼明せんVJCつ！2>れば、顧くは其をttぐる，J€勿れ。君幸 

に余が此くの如き學科を學び得るこ€を許可せょ0 

ヂォニュソドー ロス日く、ソークラタ—スょ、君は通走せん¢0て答ふる 



こvjを否めるなりo 

余日く、敢て異.しむを耍せt余は已に君等の中一人»:だも败する各能 

はざれば^や、二人に對•しては通れざるを得ざるは一層明瞭のi Sなす0 

余はへーラクレースに非す0 へーラクレースの如き英雄を以つてする 

も、fArほ且つヒユドラビ戰ふこビ能はざなき。ヒユドラは維14の「ソフィスト1: 

して、一舱に〇て數頭を有•し、其中一頭を斬b去るVJも、其斬り□より又々 

數頭を数芽するの能力を有せり。次にへーラクレースは第二の伴•物た 

る巨大なる海0!に出會ひたり〇此海!»亦「ソフィスト」にして新に航海より 

到？?〇たるものi如く見へたり〇而•して此怪物其巨口を開き、咬まんビ 

して左側よりへーラクレースに迫るや、流石のへーラクレースも大に避 

招•し、其甥イオラオス»:按助を求めければ、イオラオス來bて彼れを救へ 

り〇然るに若•し余のイオラオスたる彫刻師パトロクレース來るぁらば、 

惡〇きmを1M惡〇く爲すの外ぁらざるベ〇〇 

•チオ-1ユソドーPス日く、君今ま此言を爲せぅ〇かのイオラオスは丑の 

甥U非す〇て、褀ろへーラクレースの甥な-CS •しか。 



余日く、デオニユソドーロスょ、?5は、余がエクチ-:ブーモスの知識を^ばん 

vjするを嫉妬•し、之れを妨げんが奴めに切5に問はんビせるは余之れを 

知る、故に佘は琳ろ答ふるを以つて可iなす〇 

彼れ日く、然らば答へょ。 

余日く、然らば余はたr答へて云はん、イオラオスは决〇て我甥1:非す 

してへーラクレースの甥なり〇而して其の父は我が兄弟パトロタレー 

ス1:非す.してイフィクレースなり〇イフィクレースはへーヲクレースの兄 

弟にCて、其名も亦近似せbsSRふべ00 

彼れ日く、パト〇クレースは君の兄弟なるか。 

余日く、然り、彼れ余の興父CD兄弟なb、而•して母の子に〇て父の子には 

非す。 

然らば彼れ君の兄弟たb、又た兄弟たらざるなり〇 

余日く®する薄人ょ、父を同ぅせざるなり〇彼れの父はハイレデーモ 

スにCて余の父はソフロニスnスなbo 

然らばソフロ-1スnスもハイレデ1#スも同Cく父なるい。 



余日く、然b、前者は余の父にして後考は彼れの父なb.°.' 

彼れ日く，然らばハイレデ—モスは父に非す。 

佘日く、彼れは余の父には非ざるなり。 ••へ ： 

然h.yi雖、父は父たらざるを得るか。或は君は石€同Cきか。 

余日く^假令余は石なbvj鎗Iso得るこv>あらんビも、余は自ら石な 

りビ思ふこi能はざるなり〇 , 

君は石VJは別物にはあらざるか0 

然b石«は別物な-csO 

石VJは別物なbeせば君は石に非ざるなり。黄金Viは別物なり€せ 

ば君は黄金に非ざるなり〇 

典に然办〇 •. 

彼れ日く、此くてハイレデーモスは父C別物なbeせば父に非ざるな 

h^o 

余答へて日く、思ふに彼れ父に非ざるベ60 

エクチユデーモス»論を繼承、して日く、何yjなれば今ま若しハイレデー 



0S 

モスをnつて父なbごせば、ソフロ iースコスは、父ビは別物にして父こよ 

非す。而•してソークラテースよ，君は父なき人tfなる可ければな^No 

クテ.シブ•ホス^論を引き取bて日く^の父は余の父ビは別物なりビせ 

ば、nの父に就いて云ふも亦riil日の論にあらすや0 

エクチュデー#ヌ日く、確かに父に非す0 

然らば彼れ同C;きか0 

彼れ同CO 

エクチぅテーモスよ、佘は親族たるを好ひS言ふこi能はす〇然bs准 

彼れたr余の父たるのみなbや、或は又た其他一切の人々の父たるか0 

彼れ答へて日く^他一切の人々の父なbo君は彼れを以って父なb 

又た父に非すVJ想へるか0 

クタシッ•ホス日く、余はfrに其の如く想へり〇 

君は货金は货金に非t人は人に非すビ想ふか0 ••. ' 

タテシヲ•ホス日く、エゥチ^1•テーモスよ、赴等は同階級なる物に非ざるなり。 

君は大に注意•して可なbol;fに君の父は^人の父なbyjiiflふ*>如きは. 



四五0 

ぶウナUデ 

スの父は又rtK 

他の動物の«な 

亦一 
母なV 
の 

负4-H5も豪4 
ttnウチュデー 

モ スの 〇® 

S0RU犬な： 

奇怪な4論Vi云はざる可からす。 

彼れ日く-され^も然るを如何にせん。 

クテシてホス日く、何Sか云ふ。君の父は單に人間のみの父なるか。成 

は又た馬及び其他の動物の父なるか。 

凡ての物の父なり〇 

*のWも亦凡てのものi母なるか。 

母も亦た然bo v 

然り、而•して若のWは又た海脆の子孫を有せるか。 - 

彼れ日く。君の母も亦然bo 

ST私小狗も、豕も传な之れ君の兄弟なbo 

然り、又た君の兄弟なり。 

君の父は犬なbo: 

彼れ日く、君の父も然bo r . 

デォ1ソドーロス日く/テシ，•ホスよ"君若•し余の問ふ所に答ふるなら 

んには、余は直1:教をして同樣なる*昭を爲さしむべし。君は犬を有す 



艺云へ 

スの*なJ 

1赛 

クタシ，ボス日く、然り二匹之れを有せり0 

其犬兒狗を有せるか。 . 

然b、而〇て彼等甚だ親犬に似たb0 

其犬は兒狗等の父なるか。 

彼れ日く、然り、余は、此犬は糙か1:兒狗等の父に0て、又た其の母も共に 

來れるを見たり0 . 

•而Cて3t犬は斿の有にあらすや0 

然b確かに余の有なり〇 

然らば此犬は父に〇て、又た君の有なり、故に此犬は君の父なb、兒狗等 

は君の兄弟な.CNO • r- • , .，•ハ 

デオー|ュソド|ロスはクタシ,ボスの未だ發言せざる內に豸ぎて兩人の 

問答中|:.割り込みて阳5て日く、余は一小質問を爲さん、日く、君は其犬を 

打つこtfあbや0 

クテシ，ボス笑ひながら謂ぅて日く、然り打つこ^あり、然り€雖余は犬 



を打たんよりも311ろ犬の代り1:君を打たんこ£を欲す。 

彼れ日くaの犬を打つは君の父を打つに外ならす0 

クテシ，ボス日く、余は^ろ君の父を打つべき多くの理由を有す。君の 

父は苕の如き此くも货明なる子等を生むの時、果して何を考へ居た66 

ならん。君及び君の兄弟たる兒狗等の此父は、君の此知識よb甚tr大な 

る#を得たりしならん0 ，- i. 

然bビ雖、クテシ，•ホスよ、彼も君も多くの啓を要せざるなり。 

彼れ日く^クチJ;ァーモスよ，君は又た之れを要せざるか。• 

余及び其他何人も之れを要せざるベ•し。扨て"クテシッ•ホスん余に此事 

を迸げよ、人»•し病める時服明するは善なるか成は惡なるか、又た戰爭に 

出づるに當办、武裝して行くは武裝せす•して行くよりも#なるか或は惡 

なるか〇 

余は日はん兹なりビ〇然b £雖佘は君等の巧妙なる術|:陷るこ艺を 

知るリ 

彼れ答へて日く^若し余の言に答へなば骹aする所ある•へ*し。君は 
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人^0其必要ある時はHii^するは辑なbvjnへり、然らば其檗劑は成ら 

ん限り多Itl:之れを服用するは辑なるか。へレボロスを一取赃服用す 

るも其人には過景»:はあらざるか。 

クタシ，ボス日く、エゥチュデI名スょ、人若•しデグフォィの神保の如き大多 

量を服用すiせば，之れ决〇て善に非す0 

彼れ日く^〇出陣する時li武器を携游す4が鞞な0¢せば拚も楯も 

能ふ限り多數に之れを携郴すべきか0 

クテシ，ボス日く、然bftは出陴するWはたr1楣、一槍の外携Wすべか 

らすVJなすか。 . .» ^ 

然も 

君はゲオーン及びブSNアレオス等を武裝するにJ枪一楣を以つ 

てせんVJするか着及び君の仲間の人々等は、武器を以つて闘ふの術に長 

せる人なる可ければ此事にRnoては苕等却つて熟知せる所なるベCVJO 

此にェクチうテー名ス緘獻し、デオ11，ドーロス以前の答1?に歸XNて問う 

て日く〇 

亡 3デ丨< |< 四五三 



X今狐チr- 

黃金〇顔轚 

MるこHにIIい 
て 

君は黄金を所有するは莕なりe思ふや如何ん。 

タテシ，ボス日く、然k而Lて多く所有するは益々善なり〇 

何れの處にも又た何時にても金鉉を有するは善なるか。 

彼れ日く、«に之れ大锊なり0 

君は黄金は善なb vjなすか。 

彼れ答へて日く、然り余は#なbsなす0 

然らば人は何處1:も、又た何時も、能ふ限り多くの黄金を所有すべく、其 

政中には三タレント、其阳中にはータレント、又た其兩眼中1:は各ースタ 

クーダの金貨を»するものは幸輻の人なbvjsnひて可なるべきか。 

タテシ，•ホス日く、然りエクチ，デーモスょ。スキュチア人は其頭蓋中に黄 

金を冇するものを以つて最も幸顧に〇て又た最も勇敢なる人芒なせり〇 

(之れ^*>犬VJ父£の事を言へる君の語法の一例たるU遇ぎす'〇而して 

何ほ一M方外なるは、彼等は金箔にて绝飾せる自己の頭蓋ょb呑み、能く 

自己の頭中を觀、又た其手中|:自己の阳を保持するなり0 

Hゥチュデ—モス日く乂キュキァ人及び«他の人々は、親覺の性質を有せる 



ものをliるか、成はMfiの性Kを有せざるものを鯢るか。 

|»炊のn:Kを有せるものなるや明かなbo 

彼れ日く、君も亦視覺の性Kを有せる所のものを視るか0 

然らば君は吾等の衣服を親るか0 

iK 
に有ff 

然らば吾等の衣服は視«の性質を有せbo 

クテシッボス日く、彼等は如何なる範[¢1¢雖之れを視るiを得るなbo 

彼等何を見るこVJを得るや。 

何物をも見るi能はす。然り¢11も#人たる君ょ、君或は彼等を以つ 

て視ざるものビ想はん。されV」もエクチぅテーモスょ，若し言晤するビ同， 

時|:、又た何事をも言はざるを得る£せば、君は睡眠せざる時は、坐睡0居 

たる者なb —之れ君の爲せる所丨ビ佘に見ゆるなbo 

•チォ1ソドーロス日く、联活する者に*して無言なるi有り能はざるか0 

タクシ，•ホス日く、能はす。 



又た無言なる者|:已て言ふこ£有り能はざるか0 

彼れ日く、此は一屏あり得べからざるこビなbo 

然りe雖も、木石趑條等1:就いて湖ふ時は、君は是等を以て無aのもの 

なりVJ言ふあらすや0 

否な"余が、鍛冶屋の前を通行せ〇時は然らざり•しなbo鐡條は之れに. 

觸れ•し時は恐ろ0き音雄を發〇大猓以て叫びたり〇是に由つて之れを 

觀れば^の知識は不思饼にも誤れる*>如•し〇然bvj雖、願くば、君*>談話 

せる時無首たるを得るViの論を余に敎へょso (余思ふに愛人クレィ11 

ァス此塲1:在るを以つて、クタシブボスは此1:其の性急なる氣質を制0居 

たるものi如.し) 

Hクチュデ..モス日く、君の無言なる時は二切の斟物無言なるにはあら 

ざ6か。 

彼れ日く、然办〇 | 

然らば、游〇吾等の釾bつiある所の^物は一切の事物中に含まれS 

るものなb Viせば、言^するこ£はH1Jち無言たるなbo 



ク-Nシッボスnく、何ぞやn然らば、一切のiH物は無eなる1:はcbらざる 

エクチュデ—モス日く、决〇て無宵に非す。 

锊良なる友ょ、然らば&等一切の取物は言3Sするか0 

然り。B-ISするものは宮85するなbo 

クグシ，ボス日く、否；^余の問ふ所は、是等一切の事物は無言なるか、有言 

なるか《云ふにあり〇 

デォ1ソドーロスaJ:言35を介みて日く、無言に非す、有言に非t無n 

に〇て有言なb。されV」も此く言ふ時は君は此答言を以つてr益する所 

なOJC云はん0 

此»:於てクタシ，ボスは其性找の如く、大雔以つて破笑.して日く、釕の兄 

弟なるユクチュデーモスは進退維れ谷まbたるブレ®:tの危遒にFaoたれ 

ば全く彼れ©論や終結せるものなb VJO此宵大にクレィ-ーァスを悅ば 

せ笑はせければ、クタシ，ボスは十倍の哈噪を坩せり〇され£•も余は彼れ 

•か兩兄弟ょれ、必す此の答首を拾ひ上ぐベc v>思ふこVJを禁.じ母ざbき〇 



何VIなれば常今、他に彼等兩人の如き知識ある者あらざればな 

余は日く、クレイ•ーアヌよ、君は何故に此く嚴格にて美なるも 

*4*40 

や 

ヂオ11ュソドーロス日く、何ぞや、ソークラテース、君は世上美な 

見たるか0 

余答へて日く、然りデオ11ュソドーロスよ、佘は多くの美なるも 

牛*|0|浮せぱ» 
a牛な瀑扒 

其等は美以外のものなる〗か、成は美S間Iのものなるか。 

余は此疑問に答へざる可からざるに付いて大に困却せり〇 

へら <、之れ余が口を開きたる罪の報ひなるを如何にせんビ〇 

佘は谷へて日く、是等は«對の美Sは同一K非す2雖、各々是等 

せる所の美を有せるなb VIO 

然らば牡牛若•し君VJ共に在る時は君は牡牛なるか、•チオー-;ソ 

苦し君ビ共に在る時は35-はデオ";ソドーロスなるか。 

余答へて日く、决〇て然らす0 



彼れ日く、然bvj雖一物他のものsiau#せる1:由bて、其物は他のも 

のfzるの理由や如何ん。 

之れ君の難解ビせる所な6かS余は云へり。何Viなれば余は心を决 

して彼等兩人の熟速せる術の议倣を始めたればなり。 

彼れ答へて日く、勿論、余を始めVJして、全世界の人传な存在せざる所の 

ものU就いては難解VJせり。 

余日く、デォMュソドーロスよ"君は何をか意味す。It敬すべきこCは筇 

敬すベ きこVJな〇きこVIは*0きこVJI:あらすや。 

彼れ日く、其は余のSぶ所なり〇 

君は其れを喜ぶか。 

彼れ日く、然り。 

君は又た同は同に•して、他は他なるこiを承認する&、之れ必中他は同 

に非ざればなり。意ふに此事|:關0ては小兒VJ雖敢て解し難CVJせざ 

る所なるベ•し。然bvj雉デォ1ソドーロスよ、君は故怼を以つて最後の 

問越を誤りたるものi如じ。何tfなれば全fisより見る時は、君及び君の 

W五九 



兄弟は、其堪門の業に於ける誨良なる職人|:0て、辩綸家の業を爲すには 

&も秀出したる人なるが如ければな-CNO 

彼れ日く、然らば锊良なる峨人の業Sは何ぞや、先づ筘1、鎚を使用する 

は何者の業なるぞ之れを吿げょ。 

鍛冶の業なbo 

壺を作るは何者の業なるぞ〇 

陶工の業なら。 

或/i殺〇、成は皮剝ぎ、或は割り、成は烹、而•して料理するは何者の業なる 

余日^*理人の業なり。 

人若•し其業を爲す時は、之れ正〇く行爲〇たるものVJBHふべきか。 

然り。 ふ 

而•して料理人の案は或は#1り、成は皮剝ぐこビなるは^の許容せる所 

なるか〇 

然り、余は之れを承認す〇然bvi雖再は餘りに余を困ら0ひるi勿れ〇 



嘲#的に頌美す 

B有美 

今若0人ありて料理人を殺.し、之れを割り、之れを烹、之れを饺くビせば， 

波れ其業を爲せ〇者ビ斯ふべきか。彼れ又た鍛冶を鎚打ち、陶工を壺に 

すビせば、彼れ其の業を爲せしものビ裯ふべきか。 

佘日く、ボセィドンの神かけて、あi此言や實に知識の寶冠ビ云ふべし0 

佘は自己の有ビして、此{の如き知Mを得んビは寶1:3!外のこ《なりき0 

彼れ臼く、而〇てy1クラテースょ、君は此の知識*>君のもの£なbo 

時其を趄むるこViを得るか。 ，：••< 

佘日く、然b、君若0其を許るさば我物たるを認ひSこVJを得るなり〇 

彼れ日く、如何1:ぞや。君は、自己の物vは如何なるものなるかを知れ 

b vj思へるか0 

然り、君の盯正を得て，以つて我物たるを知れり〇實に君は余の一切の 

知識の基礎に〇て；クチJ:ァーモスは其頂上たるなり〇 

彼れ日く、元來自己の布ビは、自己の權力內にありて自己の使用せんVJ 

する時は自由に之れを使用〇得る所のものにはあらざるか。例せば牛 

羊の如き、苒荇.し其欲する時は、自由に之を人に資6、人に與へ、或は神に奉 



納するこビを得るものは、再の有に〇て、自由に之れを货るi能はす、與ふ 

るi能はす"泰納するMi能はざるものは、君の權力內にぁらざるものVJ思 

はざるか0 • •• • * 

余は然b VJ云へ支何ビなれば余が切に聪かんこtfを#错せる何事か 

の挎事は、此問ひょり來るべ0¢確信〇たればなり、然り〇此くの如き 

ものiみ自己の有たるなbo 

^*0^5* 彼れ日く、然bo君は動物€は活けSものなbviなすか0 

余日く、然り〇 

然らば君は、余が今ま言ひ〇所の、凡ての珙を行ふの權力ぁる所の動物 

のみは君の有なb VJなすか0 

• 然 b。 

此に彼れ暫く言焐を中止■し、其問に一祯の大なるこViを考へ出だせる 

ものi如•し。乃ち日く，君は祖宗のゼクKの神を有せるかVJO之れ乃ち 

彼れが最後の手段を以つて佘を一網にせんViの増備たるなbe之れを 

以つて余は之れを通れんWOて必死の力を以つて答へて日く、否な、デォ 





余日く、然bo 、..ご 、 

彼れ日く、是等は荇の神なbo•. :- 

余日く、然り、吾等の主なb又た祖先なbo 

彼れ日く、免に角、是等の諸神は君の神たるこビは君之れを承認するか0 

佘日く，余之れを承ftsせ^/然らば何事か余のI身に起らんビするぞ〇 

是等諸祌は動物にあらすや。何ビなれば君は|切生あるものは16物 

なるこSを承認〇たればなり、而6て是等賭神は生命を有せざるか〇 . 

余日く、諸神は生命を有せり。 

然らば諸神は動物にあらすや。 

余日く、請神は励物なり〇 

君は其等刺物に就き、其欲するま一に之れを人に與へ、人に«6、或は# 

に献納•し得る所のものは君の-WなるこVJを承51 〇たる1:あらt*や0 

エゥチぅテーモスょ、余は其^を承認せり、余は他に逃るべき途な■し0 

彼れ日<、然らば«0矜、ゼクス及び其他諸神は君の有たるこ£を承認 

せば他の動物を扱ふが如く、君の欲する所に從ひ、是等諸神も、或は之れを 



淹石の夕rレ， 
ポスiguす 

會集 
手大一 

Kb、或は之れを人U典へ威は其他欲するまiu爲すを得るか〇 

•クソトーンょ、此言を聽きて余は全然沈默して平伏せり〇而Cてクタ 

シヲボみ桉助1;來れbo 

搴 
ビ〜1‘スタなへーラクレース、»に大膽の言焐なbo 

デオーーユソド..ロス日く、豪勢なるへーラクレースビ云ふか、或はへーラ 

クースはlfsfの豪勢alなb yj云ふか0 - 

クテシてホス日 <、ボセィドンの神かけて、cbi恐ろ•しき區別なるかな。 

余は<rや彼等に對乙て言ふこビなけん、此兄弟はKに敵すベジらざる八 

物VJ謂ふべ〇〇 

轵设なるクソトーンょ、此に於て會集一同は兩人及び其の言SSを稱贷 

0、拍手喝釆歡苕の笑は淼きわたり、兩人殆V」其の聲に雁されたり〇而•し| 

T言でf来は車に彼等の.仲間©人々が#時々に爲.したる者な| 

り£雖、今回は滿堂?).拍手喝采£.大笑高叫卩乙て，其音リHケィオンの，四方i 

の«にひ1^|も«めに彼等の歡打|:冏怙を表するもの1如くな办&0| 

一： シ：iid K1I:神氣ri拫•して一捣の«說を試み、此兄弟の知鉍の如き 



は未だ甘て見ざる所なるを承Kg〇、余は彼等の從仅UCて、平伏して彼等' 

Maia^sマをJJI1Jせbo而〇て日く —如何なる巧妙なる才知ありて、君等兩人をじ 

て此かる短日月に於いて此かる完全なる術の熟練を得*しめCならん0 

HクチJJr1モス及びデォニュソドーロスよ、君等の言85に於ては索よbfsl 

贷すべきこ£甚だ少なからすビ雖、佘の1»稱赞に堪ぇざる所は君等が、 

如何に多數の3?.見ならんtも、如何に嚴格なる人の想見ならん£も、如何 

lltt敬すべき人の总見ならんiも、切も君等ビ同桡なる人の意見に非ざ 

るよりは、一切如何なる3S見をも之れを不問に付する所の大度ftあるこ 

ビ之れなり〇余U佶tTi:に於答の如き人物は天下に稀なるベく、又た君 

等の硪腧を稱揚是聪する老も亦少數なるべCO之れ人問の多數は愚に 

•して、君等の？§綸の位値を知らす、货めに忿竦の談論»:由って論破さる1 

€も、-15tろ#f等のm論を使用して、他人を論破するこビを耻Rビなせばな 

り〇余*>尙ほ逝みて君等を稱赞するの窓を發表せんViするは、君等•か翁 

たれ惡た.れ、r:lたれmたれ、其他何琪た6¢も一切の差別を一抹否定せん 

Sする听の、親切に〇て且つ公共心に贫めるこVJにじて、其結果たるや、K 



l:^«-の苜へるが如く、衆口を棋むるifsるなbo而して*n等自身 

に在つても、亦其例1:洩るiceなく、共UPを^み、以つて寬大にも他人 

の例1:做はんVJ •し、因つて以つて一切の反對を取b去るなbo然り€雖 

IU上是等の唞ょbも、一層深く余を威せしめたる所は、君等の此術の發明 

は、Mも之れを巧妙に仕組み、僅少なる時日を以つて之れを人々U体授す 

るを得るこ£にあなす。クタシ，ボスは日ならすして君等の術を桟 

位せんこVJを^ぶべCO寶に体習の速かなるを得るは、君等の技術の特 

•4{なbビ雖、佘は之れ1:付いて君等1:忠告を呈せざ可からるiは^人稠 

坐の場合1:於て其術を發表せざるやぅ爲すなす〇何ビなれX屯く 

の如く较易に修め得るの點ょboて、人々或は此術を枝視•し、之れ*>(aM 

,>-«詻するの恐れあればなbo故に此術を發表するl:si>^^きは其a 

<1はたr君等兩人間1:のみ止めんこ€なboされ^」も游•し他に傍a«- 

なかる可からすSせば、多餌の報酬を拂ふ人のみに其席に出づるこSを 

-抒るせ一此iHは界等Aiも注意せざる可からす—若乙君等tf港ならんに 

は?,^は31門弟子を〇て决乙て他人sttKせCむるこビなく、たr君^ 

❖ 
R六七 



春るん以唞 
なm兄 

却人入の 
つにIrK* 
て砗破法 
名ららを 

ソ丨#9r丨ス 
k兄弟のn笫子 

t:らん30云ふ 

ン—タサテ—ス 
タリト丨><ffa 

誘LてW兄弟に 
學ばLめん技す 

.5»\八 

及び彼等の間にのみ淪談せ•しむべきなな。何ビなればたド稀少なる物 

•のみ高1Hなるも¢>1:•して、ビンダロスの言へる如く、水U我物中iiも有用 

のものなb i雖、其多きを以つて安ffiたるなり。而•して佘のたrKnふ所 
はクレィ-ーァス及び余を君等の門弟子中U容受せ•んこiたるなbleo 

クリトーンよ#等の級論せ•し所大要此くの如己、尙ほ數牾談話を交へ 

てW等立ち別れたbe余の希91する所は君が佘VJ共に往いて彼等兩人 

に中ばんこiなり、彼等は、如何に老たも頑5¢不趦なbviも、何人€雖 

切も金錢を拂ふ者には敎ふる所あるべ6S言へるを以〇てなり。特に 

一：：^!L7の8めに有益なるこビは、金儲けを«1ビせる君の如き者€雖、彼 

等の知識を^ぶには敢て妨げすビのこビなりビなす。 

クリ ソークラタースよ、余は好奇心もあり、又たi£に就いて學ぶべし 

ビ雖、余はエゥチJ;ァーモスS同心の^に非すして、他の思想を打せるもの 

なるよb、君の言ひ•し*>如く、此くの如きの？g論を使用して人を^破せん 

Jりも、第ろ之れに由つて^破さる！を翅むに至らんこビを恐る。iLつ 

余は]H:かるこVJを君に忠吿するは聊か滑fsの嫌なきに非すビ雖、信tベ 
一一 



き；人に〇て法^:上のfii(說を典問iせる^、余•か彼方此方に步み居りc 

時^等の群衆中ょb出で來りて余にsgり〇所の言を聦け〇乃ち彼れ余 

に⑽ぅて日く-1クリトーンょSは^:等のK洛の锬轱を舫き：®たるか%余 

答へて日く『否な、抑衆多くして^き^る所に入り込むこVJ能はざりきJO 

■»君若•し之れを總き〇ならんには、必すや有益なるこVJを聪きじなる•へOJ0 

余日く『其は何?Hぞや』0『君は修擗術のii節一の大家等の肢綸を聽くこ 

VJを得たり.しならんJO余日く『彼等に對する君の意見如何ん|.0|-彼等に對 

する余の总見ごか。彼等無;&味の唞を?5办、何琳|:も非ざる事に«き立 

つる•か如きをilば、W人V」雖果•して如何に瓜ふべきJi之れ彼れの首Kの 

調子たるな0り余日く『必すや竹^は愉快なるものなり"0彼れ日く！-偸快 

なるものなb VJか、何ぞ恩^るや〇衍學艺は何物にて&有らざる物なり〇 

余思ふに矜荇•し此席1:あ.^ •しならんには、必すや葙の友人の爲めに大1:. 

耻づ乙所あり〇なるベ〇-彼れの來勸やKI:奇肢に〇て、彼等ill人は5E 

己の貢ふ所に全然無©^無货任な•るに阴せt彼れはAら31:身を*下〇、 

哀卸する所あるが如く、彼等の無ft任なるH55U一々應答せboifn•して 



是等兩人は、余i)>言ひ•しi)>如く、常時の大學者なbs想像され居るなb。 

然bvj雖、クリトーンょ、Kに其^も其人も兩漭典に下等に•して滑稽なbj 

VJ。ソークラテースょ、此琢科に對する鍵吿は、彼れの言なbviも亦他人 

の宮なb VJも、佘の見を以つてする時は、不當の如く思はるivj雖、此くの 

如き人問ミ公衆の前に立つて硪綸するは宂〇からす^の窓見に至つて 

は、余は彼れの言の正常なるを£3むるものなり〇 

VI あ！クリトょ、竹に彼笠兄弟は驚くべき人物たるなり〇さ 

れV」も余は何袱をTTはんビ〇て在boものなるか0笫一余の知らんvj 

する所は、かの、矜に來bて竹平を稗齿•したるは如何なる趣の人なるか。 

彼れC：ら法廷にて其術を?f施する人なるか。或は依つて以つて戰ふ所 

の演說を货さん艺する尜に雄辩術を戢ふる漭なるか。 

クリ 彼れ决〇て演說家U非t又れ其法)廷に出入するや否やは余の 

疑ふ所なり〇然6ビ雖人々のBふ所r.山れば、彼れ-IIBく自己の琳業を知 

て其；U機敏の人にして、又た^くべき«說を紐み立つるこSを能くす€ 



ATkii 

-12 

拉れMrtよ 
平*をE©せる 

なV 

Eli人主0 

V I クリトーンよ、此人は水陡阑栳動物の一に•して、之れ方U汆のm 

はんs-y-o所—ブロー•チコスの所阳fr^者ビ政治家vjの中問1:在る^ 

にして—彼等自ら人問中至Kの米なりご思ひ、世IK1も亦彼等を以て至K 

の人VJなせ而〇て唯哲平者等を除くの^何人も彼等の反對に立つ 

名なし。之れを以つて彼等*:こ$f學の無用の物なるiを^明せば、何人 

も彼等に對〇て知織の名棵の稱號を肢爭する^なじビ思へbo彼等^ 

し共1:銥砧する時は、假令Jtクチュデーモス及び31:友人等1:打捩さるivj 

雖'彼^K際に至¥tの^なりvjcz任せるなり。彼等*>此く自己の知識に 

關〇て自慢の心あるは粢より其A然に•して、彼等一方には竹^の|部を 

知り、又た一方には政治に№1する一部の知識を^すればなbo而〇て彼 

等の則ふ所一理なきに非ざるなり、何£なれば彼等m方面1:適^する» 

を爲•し、凡ての闲難及び銜突を避け、以つて淇果を收むるを以つてなbo 

クリ ソークラクースよ、君は此种の人を何Sか云ふ。彼等の思想中 

必すや何^か似而非なるものあるべし。 ... 

ソー 然り、クリトーン〇:典?10£云はんよりも^ろ似而非なるもの有 



す折 

りビ荆ふべ0。而.〇て彼等中問琳物の性钗を斛する能はざるの徒たる 

なり。Wに兩.^物の中nn-に在りて、兩漭の性nをれする所の人間及び事 

物はI劳〇其の兩漭の一方诗に.して他方惡rる時は^一方のものよb 

は#に•して他のものよりは涊たるなbo又た??.;し其B--的を同デせざる 

所の二fflの#:^物の巾Ilnl:在る時は、中問者は其目的を達するに於て、兩 

漭の何れよbも劣れるものなり〇たr??.し兩求其目的•の傾向を同ぅせ 

す0て惡なる時は、其之れを分有せる漪ば、兩漭の何.れよ6も善な^^」す0 

今ま若〇哲平及び政治上の行爲に.して兩者共に善なりi雖、其目的を同 

ぅせす浦も兩:*を分有•し、兩者の中問にぁbvjせば、彼等の言ふ所や瞄龉 

たるなり〇之れ兩者の何れよbも惡たればなり〇又た茬〇一方のもの 

善に0て他方，のもの婼なる時ば、其中問洛は、一方のものよりは啓1:0て、 

他方のものよbはM-f2るなboたr兩漪惡なbvjの假定1:基さ、如何に. 

•して彼等の言|:典利.ぁるを得んや0余は<彼等の兩者の追求は、全邡も一 

部も:Sなるiを彼等7^.h3すべ•しビ侰せざるなり。然b V」雖运等の兩目 

的を^せる竹平^.,政治家は、其14113的何れをも之れを违する|:於て祐だ 





云はr具に法外なる亂暴漭にして到底子弟を托するに足らざるなり0 

此くて余は小兒等1:勸むるに哲學の研究を以つてする所以を知らざる 

ソー親愛のクリトーンよ、素より各秤の職業中下等なるものは其數 

某だ多〇 vj雖、之れ何の川をも爲さrるなbo而して^良なるK^Ji其 

數少く 〇て其似格やnふべからざるなり〇例へばr術、修辭^金儲け法 

及び大將の術等^答は萵尙なるものには非ざるか0 

クリ余の判斷に由る時は、是笠はWに商尙なる職業なり〇 

VI 然bvi雖赴等の商尙なる技術に於ても、之れを衆ビせる者の多 

くは尙ほ且つ沿稍なる人物等にはあらざるか0 

クリ 然り、典に然り〇 

ソー然らば此くの如き事情なるの故を以つて、君は一切是等の典門 

は之れを排斥owつて君の子等を•して、全然赶等の修業を爲さじめすVJ 

なすか〇 

クリ ソークラクースよ、其は素より道理に41せざる折なbo 



a之れ^研究せ 

7 I クJトーンょ、然らば能く其进理1:由b、対^を0:へんi公言せ 

る敎師等は或は啓たり惡たりビも、此くの如きは心に介せす、ただ哲平其 

物のみを思はr可なbo能く精密に哲學の如何なるものなるやを討驗 

〇、若•し哲學に0て不良のものならんには、たrl:君の子等を〇て之れを 

修學せ乙めざるのみに非す、又た以つて天下の人々を〇て之れを學ふこ 

i勿ら〇めんこVJを力めょ、又た若〇対平にして、余の思ふ4>如き高尙有 

益なるものなりVJせば、格言の言へる*>如く、君を始め、君の一家1:至るま 

で、传な善く、哲學の遒に從ひ、又た«學|:仕ふるこ€を爲し、决6て落|»す 

るこi勿れ〇 









o 
イオ—>解題 

『イオーンJはブラトーンの著書中最も短かきものなbtf雖"其氣品i 

優美なるこS立は、優にブラトーンの沓たるを誼〇て餘ありビなす。仕 

紐みは其frfffi眾なりビ雖、其フトラマ>しての味は、ソーク，タースの反語 

«刺S、史時吟誦家イオーンなる者の小兒の如き¢3蔽するなき虛钸v>の 

對照にあ^s «なす。 

イオーンなる史詩吟踊家、Hビダク17スなるアスクレーピオスの饫禮 

に其技を演じ居たるが、今ま又たアクーナイ市1:來bxンアクーナイア 

なるアテー子1女神の祭¢5U其の技を演せんSせり。吟誦家なるもの 

は常に美衣を^美容をisせり、又た彼れホメーロス流派の詩人等vj上等 

の交際を爲せるょb、ソークラテース之れを稱赞して衮やみたり。談話 

中イオーン、其の長せる所はホメーロスのみにこて、其他の詩人等uRfl乙 

ては何の趣味もなく、たr睡眠を催すのみ€云へり。然bvj雖ソークラ 

タースは綸〇て日く#を批到するものは又た惡をも批判するものなら 

イ t lyMfHInlt 九 



四八o 



クラテース决〇て彼れを狂氣せり亡考へざるベCのこ亡を以つてせbo 

ソークラタ丨ス問ぅ|:、彼れ、ホメーロスに關する|切の事を知れりやを 

以つてす。彼れ一切の事解释するを得べOSなす〇ソークラクース問 

ぅて日く、®雄の奴術、傅術、航海、及び預言等i:關•したるこSに•於ては、吟誦 

家、こ、JK.-^lifJlr、®^^等VJ、熟れか薄く之れを知れる¢0イオーン吟iris民 

よbも:JIW-門の人々之れを能くすビ答へざる可からざbeなbo浓り 

•匕雖イオーンWほ大將の術は吟誦家の知る所な.evtfし、答良なる吟rig良 

は#-Uなる大將な-〇ビ云へり。此に於てソークラテース問ぅて日 <、イ 

オーンは大將たるのf3fを以つて、何故<:たr吟讁家vjoて賭方を通赛せ 

るのみなbやビ〇イオーン答ふるに、其C：阈は大將を要せす、アテーナイ 

及びスバ〆夕は他阈人たる彼れを大將eなすこSなきを以つてす0ソ 

1クラテース然らす£ 〇て日{、イオーンは言諭を弄せる漭なり；111 

テクスの怿物の如く、fa々の铤形を爲し、今や大將に假扮して余よb脫れ 

去らんビせるものなbo故に此&よb云はr彼れや不正庇なba若.し 

然らす•して、自己は無意識に〇て、たr『インスピレーシ■どに由つてホメ1 



SSI上の 

ーロスを讀美すtのならん•しは、之れ【イン•ス•ヒ^qツ 

其何れの名稱を擇ぷや¢0 -イォrン「インスビレ！ゾ■ツ為名を擇へ""' 

〇•—— :•: • ••:;、 •.,:•:•:し 
rイォーン』はブラトーン0他の初期の著杏に等しく、沿稽S典面目-i 

のSせtのに•して，確定したる結論は之れなし—一秫ソ'クラ， 

丨ス的、ブラトム的の輿S?して存するは之れを見るSベし。 

み、irインスビレーシ•ン1:由るものなり£の說は、詩歌に關する典理な 

らビす。天才なるものは往々自己は無意®なるこだあり、又た•天オビ狂 
氣eは甚だ相近じミは近代世人の格言なboブラトーン能く此點に注 

t»人 意.し|^證乂アボロギア毕に、時人は自己の搭物の最も惡しき批詳家なる 

を言ひ、又；^羽»ある_携なるさなりビ云ふS雖、7ァイドロス』中には詩 

人の作中に狂鉍の分子あbeな•し、有らゆる•?!傾の鈐敬を以つて之れを 

待遇すベ.雖"151想國j中には秩序ある社會には住居せtむべからすi 

なせbo - • •• 

啊嚤这BRHの 歌VIの纷爭は、遂に•!埋15國jに於ては分雌するこなるも 

知aHィVスビ 



中LLI:ゾラトーンの阳腦中1:は此B想存在〇て、ソ 
# 

丨ンiの對照に之れを-T?るを^ベ•し、されVjもr理想 

，丨スは佝は盼耿的性Kには间佾を表せるなり〇 





ソークラタース 才丨5V 

y I 

%<傷 

1ォーンょ、余は若を歡迎す〇君は其フ*ソスなる君の本阈 

才 否ソークラテースょ、余はアスクレービォス神社の^WI:至b、 -EBB& .漏®^^^^^^^^ I 
*ビダクftスょb來れbo - 

VI 祭IQI:はHビダクロス人は詩吟の胶技を行ひしか。 

4 * 然り、又た一切の昔樂上の演飪もあ5き。： 

V I 君は競技者のJ人^り〇か、！！K:た其肤按には成功したるか。 

hi八五 



tt技 I9K 

ソ丨夕9r丨X 

SSI 

ち— 

4オ ソークラタースよ、余は實1:1等赏を得たbo 

ソー 其は祝すベ•し。而•して余は又た君•かパンアタ1ナイアの帑鶫 

にも其の如くあらんこvjを^む0 

.‘4才•余は之れを力めん。 

ソー イオーンよ、余は數々史詩吟瞄家の術を羡やむものなえ何Sな 

れば君a常に美Mなる衣裳を漭〇、又た成らん限b容儀を修するは君の 

術疼たればなり。又た君は不斷數多の善良なる時人、殊に詩人中の最上 

に•して最も神勘なるホメーロスの詩家の如き人S交a-c/mu吟誦に山 
t 

つて乎ぶのみに非す•して、又た能くホメーロスを解せるi>如き、Kに^や 

むべきこVJimふべ.しOJLつ人は其詩人の具意を解するに非ざるよb 

は、决•して史詩吟誦家たるこVJ能はざるものUOて、史詩吟誦家なるもの 

はiGi詩人の精神を聪籴に通辯するものなるを以つて、能く其詩人の意味 

を知るに非ざれば决して货〇枒ざる所なゎ〇而して凡て是等は大に羡 

やまCきこvj Iなす〇 

イオ ソークラクースよ、其はKに然bvjなす〇而〇て之れ亦余の錄 



術中の最も困難なる所たるなbo余は自ら侰すらく，ホメーロス1: 

て-»i余は如何なる人ょりも最も精達せるものなb vio而〇てラム 

コス人メトロドーロスも"タソス人スタシムブロートスも、又はグラ 

ンも、其他以前に在り〇所の人々も、决〇てホメーロスに關〇て、余が 

る如き啓良なる奴念を有せるこビなく、又た余*>有せる如き多數の 

を有せざるベ•し〇 

ソー 小オーンょ、佘は此坩を^くこViを彩ぶ。且つ君はホメー 

に關〇て苕の得たる所を余に示めすこSを否まざるベCO • 

Ko修 ィオ 然办、ソークラタ1ス〇君は具U余のホメー.ロスの修飾を 

んこビを欲すべきなbosふにホメ112ス派の人々は佘の此の修 

對して金冠を與ふるならん0 

VI 余は他日教の其修飾を聽くの好機ぁらんこVJ希SIす〇然 

雌、目下余の問Uんビする所は、君の技術は又たヘシォドス及びアグ 

*ス等にも及べるか將た又たml:ホメ —Pスに止まるか。 

4方 ホメロースのみな而•して余思ふにホメ— ロスのみにて 一 



Vり€ 

VI ホメ tIlスVJへシオドスビの肋、何等か1致する听ぁり$如何 

レオドス2Sの解 
R 

4才余の意見を以つてすれば、一致する所少なから个eなす0 

y I而•して此一致する點に就ては、君はホメーロスVJ、へシオドスlyj、 

何れか最もょく解秤〇得るビなす0 

ィオソークラテースょ、其の彼等の一致せる點に於ては、余は兩者何 

れも同梭に解释〇捋るなbo • 
會 

ソー然りビ雖兩時人の一致せざる所の事に關〇ては如何んI例へ 

ば卜筮|:|»10て、ホメ丨£スもへシォドスも兩詩人共に跗へる所ぁるに 

あら中や〇 

卜联にnLrQ 
胪 wafsssf か 

者か«n(6 
れる 
ソ げこて砰^の云へる所、1致せるi一致せざるVJU51せす、卜笛 

し關〇たるこiは^S預宮济Sは何れか最も菘き解秤者たるべきぞ〇 

ィオ wrt者の方®れり〇 



何»にホX- 
ス0み记»: 

か 

VI 然りビ雖若0君預宫漭ならんじは、兩訪人の3?;兑|致するビも， 

一致せざるVJも、何れにするも能く之れをfi?界するを桫る1:非すや0 

4才然り明かに之れを解Wするを得べC0 

VI 君•かたrホメーロスのみ1:精連•して、ヘシォドス及び其他の詩 

人は之れを极はざる1:至り〇は其理由果して如何ん0ホメーロスも、其 

他の詩人の歌ふ所の^物を歌へるUは非ざるか〇戰爭はホメーロスの 

大主Jnl:は非ざるか。彼れ又た人間*h貪人Rilの交除、密人惡人、熟速せる 

求熟速せざるもの、路神間の被^、諸#ビ人問ビの嫌活、天上の事|9、地上の 

事狻、諸神の謀•生及び英雄の？！生等を歌へるには非ざるか〇而〇て是笠 

はホメーロスの歌の*！Sビせる所には非ざるか〇 

4才 然办、ソークラテース〇 

ソI 而乙て其他の時人も亦之れS同事物を歌ふにはあらざるか 

4才然り、然bビ雖他の詩人等は、ホX1ロスの歌ふVJ其方法を異U 
せり〇 

yI何ぞや。然らば惡•しき方法に由つて歌へるか〇 



Wを,W知す lo« 

知するIT得イ9 
»なV 

4才 然b、班かU惡〇き方法を3つて。 

-V I 而してホメ丨〇スは皤れるか。 

イオ ホメロースの检れるや、他は以つて比較すべからざるなり〇 

V I 然b艺雖親友イオーンょ、今若〇算術を論するに常り、數多の人 

之れを牾れる內、一人ぁ bて3(;他の人々ょ^〇巧妙ufgるia)bvjせば、人 
| 

は彼れを以つて務く giる人なbvjgylふか。 I 

イオ 然り〇 

VI 其#くKる人を剑斷する者は、又た其惡Cく語る人を剑哳する 

#なるか0 - 

4才然b同C人な.TSO _ 

VI 而して其人は算術家なるか0 

i 然bo 

V I 今若食物の術生を論Tるに常て多數の人々の內、*も#<焐 

る者ぁbビせば、其^くKる^を聪むる所の人は、其惡しく語る者を聪む 

る所の人ビは利る人なるか、或はrM]一の人なるか0 



:i 

4才明かにrpllの人なbo 

ソー其人如何なる人に〇て其名稱を何VJか云ふ0 

4才锊師なり0 

V I 一切の^論に通Cて云はんに、若0同|問題に關0て多數の人 

之れを論せる時#綸者を判知する所の人は、又た惡綸者を利知するの 

にはぁらざるか。又た彼れ惡たるこビを知るに非れば、又た替をも知 

ざるには非ざるか〇 

4才 然り〇 

V I同一人は®も惡も兩者共に熟；；9せるにはぁらざるか。 

4才然り〇 • 

VI 而.して矜は、ホメーロス及び典他へシオドス及びアダヒロ，ホス 

の詩人は、其方法1:於ては同|ならt-vj雖、其歌ふ所は同一なるものを 

:ひ、而もホメーロスは善にして、其他は劣れり艺云ふか0 

ィオ 然^'、此く云ふも誤bな0¢倌す0 

yI君若良なる言K考を知らば、又た以つて劣等なる言炎者の 



ィオ|ン(:ホメ 
丨〇スのみに興 

味を有L其他の 
«人にnL て0 

SSY 

1T2 

劣れるこ€を知れるならん〇-. 

: 然り。 

V I 然らば親愛の友よ。余はィォーンを以〇て、ホメーロス及び其 

他の詩人筇に關して、同Cく热達せる者なbビ〇て誤りなかるべきなbo 

何iなればM一人物は、raliH物に就いて言へる所ある一切の人々の善 

良なる难判*たるこビはィォーン0ら承認せる^以つてなり〇 

4才 然らばソークラテースよ、人??•し他の詩人に就いて3»る時は、余 

は之れr.對〇て注意を货すこVJな！して1)$眠を催•し、全く其れに就いて 

何の覜念をも有せざる1:至る、然雖、一日ーホメーロスの银をBくに於 

は、余は忽ちにして抱RS〇、全注葸を嗅起〇、言はんVJする所又た無量たる 

は何故ぞや〇 

V I 友よ、此は容易に說明さるVきこビな办〇而して君がホメーロ 

スに就いて语るや、再は如何なる技術に由つて之れを爲すにも非す、又た 

知識に由つて云ふ1:も非ざるこビはズ之れを見誤るこSあらざるべし0 

若•しISI:•して、技術の規則U由つて85るものな^.んには，呑は其他一切の 



傅及ぴ扈〇岍究 

ss人に就いても同c<»6こビを得ん、何艺なれば時學なるものは一全 

tlttのものなればな^^ 

4 t 然 ¢0 
- 

y I 若•し人成他の«術を一全！gのもの¢6て之れを修め份るSせ 

ば、時人等も亦之れに同cviffiふべ〇〇イオーンょ、余の言ふ所に說明を 

加へんか。 .こ• • 

4才然り、ソークラテース、君は其言に說明を與へんこvjは佘のMふ 

所なbo«u余は君の如き5¢人ビ談話するは甚だ、好む所なればなゎ0 

ソー イオーン、余は其に货人ビ稱せらる1こ亡を好ひ^雖、«&?に呤 

ては君等史詩吟踊家、俳«及び君•か歌ふ所の詩人等UR人に•して、余の如 

きは常人のみ、wl::i:t:JIをIsるものたるに過ぎざるなbo故1:余の言ふ 

所を考へ見ょ、货にこれ平凡且つ些小のJnに.して何人S雖言ひ得る所た 

るなbo若〇人一全腊の费術を得たらんには薄及び惡の研究は一にし 

て同一なるものたるなbo吾等此點を考窮せんに、繪畜は一全19の術に 

はあらざるか〇 



イオ 然bo 

VI 而〇て窗家の內には巧妙なるもの拙劣なるもの等多數の書家 

ある»:非すや。 • 

4才 然り。 

ソー 此に人ありて能くアグラオフ*ンの子ボJAグノートスの長所短 

所を指摘するには熟練ならビ雖、其他の取家の作は之れを批評するi能 

はす、他の書家の作の成るU常つては睡眠Cて全く注意するtなく、又た 

何の觀念もあるなく、fzr•ホy;ノートスに關乙て，其意見を述べんVJす 

る時、成は其逝家は何人たらんSも、たr此時にのみ覺醒〇、注意を喚起乙、 

又れ其言ふ所多云ふ*>如き、君は此くの如き人あbvi知るか。 

イオ 否な余は此くの如き人あるを知らす.〇 

VI 又た人ありてノチオンの子ダイダロス、パノベ^.オスの子エー 

ペイオス、サキス人タオド—ロス、其他同樣の彫刻家の作のみを批評する 

こVJを善くす£雖、其他のK5刻品の製作さるi時は、直ち1:注意を失ひ、睡 

眠〇て、何^も言ふこ€なき——此くの如き人あbs君は知るか〇 



M他n人 

イオ—vttホメ 
|8スに|||*せ 

2こ900みを|» 
る 

4才 否な余は此くの如き人 

VI 若〇佘の見に〇て誤ら 

耿師、或は史詩蹄吟家等の內、ォリ 

の史詩蹄吟家なるフ：クス等に 

の內一人にも會分〇て眯綸する 

S共に鈸綸する所あらんVJして 

C、彼れの長所短所に就いて何の 

4 * ソークラテースょ、佘は 

S-41 

10九《 



乃ち神力あ-CNて君を成動すSこVI恭クタビデースが▼グ子，卜(磁石)Vi稱 

〇"普通にはへーラクレイア石VJOて知らるi所の石の如きものな.csyj 

なす、此石たrに细環を吸引するのみ1:非す.して、又其環に他の趙環を吸 

引するの力を與ふるなり。而〇て锇片及び趙環の數多吸引せられて、宛 

も垃き連Iftを爲せる如きこビあるは君の數々見る所なるベ〇〇而〇て 

Jt吸引懸垂の力は、传な之れ15始の一石より生するものたるなho之れ 

宛もrilズ」が先づrインスビレ！i/•どを人々に與へ、此のrインスビレーシ• 

どを受けたる人々より又た他の人々に及ぼ〇、遂1:「インスビレ！ゾ•どの 

述銷を爲すなbo故に叙事詩も叙情詩も、其秀絕なるものは、决〇て技術 

の*2作ビ•して作らるiに非す〇て、传なrインスビレ！V/•ンV受け、神週-cs 

に山つて成る者なり〇夫のnリ>;ンテス宗の歡樂者答の舞踏するや、之 

れ其正氣よりするに非ざる如く、叙情詩人等が其美鹿なる詩歌を作る時 

も、亦之れ其正氣に非す〇て#樂及び詩句の勢力の制を受け4インスビレ 

—シ"ンJを被り神Mにftつて然るものビす〇又た户才二Hソスの祌女*>其 

デオtソスの成化力を受け居る間は、乳VJ蜜iを諸川より取り出すこS 



ューズの花(a 

Q己の心を矢H 

sf由 

M力%】 

を得4ビ雖も其正氣なる時は’窀ち此力なきが如乙。而Cて叙情時人の 

精神も亦之れしこv,ub、故にSはSU云ぅて日く、彼等 

は其詩曲をミ；の花3及び谷間® 1流るAょ，，26、而〇て繁 
蜂の如く此方に飛び返へるな2。之れaに與なり。雙は光明あb 

们双ある神型なるも®に〇て、其「ィrご >31け日己の感f 

肊H •し、C：己の心を失するにあらざるょりは、何のfilj作もあらざるベく、此 

狀f速せざる時は、時人は何の力もなく、又た其神託をSするこ亡能 

はざるなり。詩人等が極々の行爲に閲〇て云ふ所のB-牾や、frに商尙な 

るもの多きは、君のホメlnスに剁する首踣の如きなbo然b S雖彼f 

の首ふ所は技術の法則に由る1:非す乙て、成興至りて其則作U「ィンスfc* 

rシ•どを與へて生するものな办〇 ¥して或老はS歌を作—者は 
淤艽歌を作り、或漭は合姿5;歌を作り、成者は叙項^及び「ィアンボス#の 

詩を作る。されf其の一に益せるものtも其他SくIにf 

るな-、何wなれば詩人の歌ふや技術よ—るに非す•して、神力に的るも一 

のなれば？。時人f技術の规法に依つて平びたるも®なりせば、彼 

イオ丨 



rafp:*事a神の 
使®する器Mな 

V、故に-C一ら/; 
ひL所の意^tt 

之れを知t>す 

れたrlのみに非す〇て、其他一切の詩歌の秘類uMl;て之れを能く •し-1 

得べきな*Q之れを以つて神は詩人の心情を取り去りて、以つて其用役一 

を爲さ〇むるこVi、卜筑漭及び神^なる預言^を用ゐて、彼等自己は之れ： 

を意識するこビなく*して、而も责1Rなる言Isを爲すは、彼等自己の言ふ1: 

非す〇て祌•か彼等を使用し、彼等を通•して、吾等ビ言語するものなるこ艺 

を知ら〇めんVJする6>如〇〇 ハ〆キデヶー人チュン-ーホスは余•か今ま言 

ひし所の妤適例を吾等に示せり。彼れ一も紀念すべきものを#き•しこ 

iな•しVJ雖、其有名なる神歌は人□に喈炙•し、諸詩歌中のMも美麗なるも 

のにして、實に彼れ自ら言へる如く、必tミrズ』等の作b .しものなるベ•し。 

此くて神は吞等に指示する所ぁり、又た是等の美麗なる詩は人問のもの、1一 

成は人間の事業に非中〇て、神®にして神の言15たるを疑ふこビを許る- 
. 

さrるなbo而•して詩人はたド諸神の秫々に神か1^りするこ£に由り 

て、神尨を人問に通するものたるなり〇而•して神が此く下等なる詩人の： 

口を惜bて詩歌の41上のものを歌ふは、神*>敎へんyjする所の科業には 

あらざるか_ ォーンょ、<$の言正.〇きものUあらざるや如何ん0 



J5'Aml*0iAs 

人、吟^«us 
人のaM人にL 

て‘遁》人€-通» 
人な9 

Wを§するB> 

CXW中の光最人 
•as 合ItL 我If 

4- ^ 然5、ソークテースょ.余u君のaの乎しきを威せり〇げ1:若¢0 

言は余を^せ〇めたり〇 ¢1:かくに藉良なる詩人は諸神の^ンスビレ 

—シ•どを受けたる通辯なの君の言に服す0 

V I而•して史詩吟誦家は猪詩人の通辯なるか。 

4才 其は又た«なbo 

VI然らば君は通辯人の通辯人なるか0 

4才確かに然り〇 , 

•iィオンょ、今ま余の問はんVJする所に對〇、君は心おきなく答へ 

んこごを希ふ。君が1JRる成励すべき一節を吟,:|§•して、聦衆に非常なる成 

勤をれふる時、例へば—•オザユ，セニの幻影出現•して牀板上に跳瑚•し、想 

愛^等之れをiiてオザ？セウスの矢を其足Pがけて投げ付くる一節の 

如き、或はア41レクス；£,ヘクトムを突擊する一節の如き、或はアンド® 

マf、へ力べ•1或はブ，アモスの悲哀の一節の如き、此雄の節を吟誦す 

るR.v、?iは果〇て自己の正氣に於て之れを爲すか、成UVIU全く自己を失 

ひ、恍惚VJ Cて詩中の人物S共»:あb成は詩中のィタカ、或はトロヤ或は 



nnn 

汲isれ心all作 

fcJF.Aの沙汰に井I 

a衆のffiMtf^ 
M家の热情 

其他の詩中の16所1:あるが如き、情態»:在らざるか。 

4*ソークラテ-スょ、其のis明は實に善く當れbvj網ふべ〇〇佘 

は自白す、余の、あわれなる詩を吟誦する時はffGaは棂を谌ゆるなb、其の 

恐ろ〇き一節を吟誦する時は、我毛髮は逆か立ち、我が心)»は泐悸するな 

kvo 

VIィォーンょ、若•し人侪赡の铋牲を供するに常bg服を着〇金冠 

を截けるの時、何人も彼れを椋奪するなく、何人も彼れを^するこVJなく、 

殆-S二典人以上の友价ある容貌の人々の前に立ちて、成は滞泣或は驚愕 

の狀態をSする時、彼れ其正5liに心b Vi云ふべきか、或は然らざるか。 

ィオ 否なソIクラテース、g密に跗ふ時は彼れ正氣にあらすvj云ふ 

ベ00 

ソー 料は之れS同校なる成励を聽衆に與へ得べ〇ビ思へるか。 

4才 然6佘は之れを爲0得るを知る0何ビなれば、佘の吟誦せる時、 

舞®ょり聪衆を«下す|:、成は哀悯、或は铱愕、成は嚴肅なるこ£等、«時|: 

應じて聪衆の顏而に表はる一をWればなbo而して余は又た之れを注 



■«、岭||家、辟 
沒、音*11r詩 

人、ミュ—ズ» 
のイVXビレ丨 

dの 如 Hsm 

ITS 

意するの必要ありて存す。何v>なれば若0余|:0て鹅衆を泣か，しむる 

に非すんば、余は笑ふ可からす、余若〇鹉衆を笑は•しむる時は、余は給料日 

に於て自ら泣かざる可からざればなり〇 

V I前に官ひ•しが如く、聽衆は笛一磁石よb、其吸引力を受けたる鐵 

環のiti終のものに•して、羿の如き史詩吟誦家及び俳優等は中間の逆環た 

人は其の第一環たるこビを哲は知れるか〇而じて一切是等を通>#し 

て神はmふ*>まiに人の精神を支配or二人は他人より懸乘せ0ひる 

こVJsa環の磁石1:連なる如くなせbo此他又た棘踏*、師匠、助手等の連 

鋇ありて又た其傍に懸br rズlb懸骓する述鋇の環を爲せるあbo 

而•して何れの時人もffな或るrilズ」を有〇之れより懸垂orrズ」の神 

かiる所ビなb、殆VJ「i Iズ3¢物VJrpllビなれり。此くて詩人たる筘一 

環よ-^其他のものは懸乘•し、或^はオルフ*クスより「ィンスビレーシ•ン1 

得、又た成求はムサィオスより之れを得るあbvi雖、其大多數はホメロー 

スの憑移する所sなれ-〇〇而〇て荇は其«後に云ひ〇漭の一人に•して、 

ホメーロスのMり移つる所ビなれるなXSO而•して人若〇他の詩人の持 



の 





の子アンチ：一，ホスに、^取の方向轉tillの所作を敎へたる時のこビを余に 

吿げょ〇 

ィオ ホメ10ス日く、 

争 
『光bかrやく 1g4tに^:徐々ご〇て他取の左方に方向を轉曲 

0、右側の^に鞭をあて、>8をかけつを動ま•し、之れVJIH]時に 

手網を弛るめょ。汝决勝槪に530たる時は、左侧の烬を近く引 

き寄せ、製作巧妙なる取輪の毅は其端に觸る一如くも見へざら 

〇め、又た注窓•して石を避けょ0』 

V I 夫れにて十分なり〇然らばィォーンょ、此詩の當否を判するに 

常りて、馭者tf踯師VJ熟れか最も適常なる0 

4才 馭老たるや明かなbo 

ソー其理由たる彼れは奴*なるが故な&か、將た又た他に理由あb 

や如何んa 

4才否fillに理由な〇〇 

I ソ| 如何なる塔術も诗なB»る竹！？|をftすべきは神の衔命せる所に 



じて、水先案內の術U由つて知る所のmはM術に11!つて之れを知るこ 

ビなきにめらざるか0 

4才 然b知るこVJな〇〇 

ソー 辫術U山つて知る所の4tは工匠の術にIhつて之れを知るこS 

あらざるべ.JO 

4才 然b知るこViな00 
知纊の9111の^ 

glpg* ッ■之れ凡ての技術に通•じて，然るこどに〇て、5一の技術を以つ 

て知る所は、他の技術を以て•しては之れを知るこビな0ビ抓ふべきか。 

然り£雖先づ他の問題を問はんに、君は諸技術に盔違なるものゐり亡な 

すか。 

i 然bo 

VI 君も亦余の如く知識の問迎興る時は、其技術も亦興論する 

か0 f 

ィオ 然り〇 

ソI 然り〇若0知識の主靼同|に〇て、兩老共に同一の知誠を與ふ 



ビせば^も其技術に差興あ云ふの要なCo例せば余は此に五指ある 

を知0、君亦^]0く之れを知る。而.して余は、余及び君は阏|なる箅術の 

乎.^のWけを以つて此?HWを知るに至boやビ問はば、君は吾等3t:rtII 

由つて知るに至れりビなすか0 

#殊の技術の知 
UなさもGax 

れにwrる利！5 
力な，？?な9 

».|:8|:.| 
〇吟一 
劣 

VI 然らば、今ま余•か問はんViする所に答へょ乃ちI此事は天下一 

❸に通£;て然bや否や。同一技術は知^のIP]一なる主題を有•し、他の技 

術は知！Sの他の主迎を有せざる可からざるか0 

ィオ ソークラテースょ、此は佘の意iiVJするrrなり〇 

ソー然らば成特殊の技術の知識を有せざるものは、其技術に關する 

言行に對〇て正常なる判晰をWせすSなすか〇 

ィオ ^ kvo 

ソー然らば君•か今ま吟誦•したるホメーロスの詩を判K»す6に正常 

なるものは、君なるか將た又た馭者なるか、孰れぞや〇 

4才 馭者な.CSO 
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y1 ホメーロス又た日く—— 

『宛も®f邊一^べる牡牛の角中につぎ込みて製りたる鉛$1の如 

く、彼女は海底深く突入〇、死人を運びて餓えたる^類の群中U 

閲入〇以つて之れに兑は0めんVJせXSJ 

¢0今此詩の常否を判せんビせば、吟踊家の術VJ漁者の術Vi孰れか最も 

適せ-CSビなす〇 

4オ ソ—クラテースょ、明かに之れ漁者の術なり〇 

ソー 然らば今ま君*余にrnjつて此く云ふビ假定せんか、日く、ソークラ 

タースょ、君はホメーロス中の饨々の句を取り來りて、能く夫れ々々の藝 

術にfid常するに技^るを以つて、今ま余のMふ所は、預-3者或は預言術を 

以つて批判せば其美を姓揮するにMも適常せるは何れの句なりやを佘 

に問はんこビなり〇而〇て2Jは余が^:$に又た典に之れに答へ^るこ 

•/Jを見るベ60此くの如き句は特に*51オデ，セクス』のt*F中に少なからざる 

なり。例せばメラン•ホスの家なるテオタリ/1ノス*>!«愛^にrnjつて 

ハムへる所に日く- 



神说热诹にWL 
て»~11ぁ50旳^ 

家の保劣 

f不幸なる人々ょ〇汝等の一身上に起らんするは何^ぞ〇ぁ 

io汝等の！gも餌も又た四肢も、盡く夜〇.間黒に蔽はれ去り、悲 

秋の卵は破裂•して起b、汝等の頰には奴沫る〇安關Uも廣問に 

も、エレボスの除府に降り行く幽霣究滿〇、太腸は天に消滅し不 

祥の洚は四周にffiれ 

VJ◦此くの如き句は又たrィリアス』中にも少なからす。例せば城骐近 

の戰爭を記せる所1:日 <—— 

『彼等塹を越えんvjする時一異兆出現せ-cfliljち其5¢の左側に 

當6て一の大躲鮮血に飨る{も你ほ生きて喘げる一大褪を、其 

爪に引つ提げ握bて、空屮亮く翱翔せるぁbo然りS雖褪尙ほ 

未だ戰閼を息めす喊を錤げて?|&く鷲の朐を打唳せ•しかば、炫は 

痛みに堪Aす〇て手ょり能を放ち〇かば、能は地上の人々の群 

衆中に&:落〇螃は叫びて風に吹かれて彼方に去れり., 

so是等は余の以つて預首者が批判すべき坳所なbvjする所なbo 

ィオ 君の言へる所正CMgwふべ〇〇 



ホy丨〇ス中吟 

旬あるか 

ソ| 然イオーンよ、君の首も亦正〇きな50而して余は-*イタアス&• 

及び〗‘才•チプセウス』中より、预言者敉師及び漁央等の^Sする所を記るせる 

句を拔萃〇たり〇而〇て«はホメーロスを熟知せるは、遙かに余等の及 

ばざる所なれば、3 くば余の爲めに、吟_家及び吟誦術に關〇たる句に0 

て吟踊家の討窮批刿は、Mの人々の批判よりも贫〇かる•へきものを拔萃 

せんこSを0 

4オ ソークラテースよ、余は言ふ、凡ての句皆な然らざるな■し亡〇 

ソー イオーンよ、总ふに必个や凡ての句然•るに非ざる•へ•し〇君は早 

くも其の言ひ•し所を忘れたるか。吟誦家は袈良なる記位を有すべきに 

あらすや〇 

イオ 何ぞや〇余は何をか忘れたる0 

VI 君は、吟y家の術S馭洛の術ビは興なbe云ひ0こビをiatfiせ 

ざるか0 

イオ然り、余はgtsせり。 .； 
f % SW 

VI 然らば、おの論證に據つて云ふも、吟fill家及び吟鋪術は一切の料 



を知るもの1:は非ざるなり。 

4オ ソークラテースょ、金は言はん、除外すべきこVJあ^> VIO 

ソー 君の意味せる所は、彼れ吟誦家は他の諸技術の主33iせる所を 

知らざるベ.しVJ言ふにあるか〇又た彼れ是等の凡てを知らざるが故に、 

彼れは是箅の內の何れをか知れ6¢なす0 

イオ 彼れ-W子の言ふべき所、女子の首ふべき所、公民の言ふべき所、奴 

隸の言ふべき所、支配者の言ふべき所、支配さるi者の言ふべき所の事を 

知るベCO • 

ソー然らば海上波：3の爲めUS?搖せる船舶の支配者の言ふべき所 

は.51轉手ょbも^踊^は神く之れを知れbvjなすか。 

イオ 否な、連1#手の方费く之れを知れbe 

ソI 然らば病人の支K者の言ふぺき所の琳に關乙ては#師ょbも 

吟？一家は善く之れを知れbvjなすか0 

イオ 否な0 

VI-然らば彼れ奴隸の言ふべき听を知れるならん沪〇 



牧牛曹2家 ソー今游•し奴隸に〇て牧牛*なる時は、激怒せる牛を靜めんが爲め 

に言ふべき所は、吟誦家は牧牛者ょbも善く之れを知れbsなすか。 

ィオ 否な^れ及ばす0 

1,5 VI 然らば毛糸を紐ぐこSに開〇て、吟|£家は紡紐女工の貢ふべき 

听を知れb iなすか。 

8i 

4- * 否な0 

ソI 兵士を激動する1:常b、吟踊家は大將の言ふべき所を知れり£ 

なすか〇 • 

< * 然b、之rt吟誦家の知る所の 一S事な60 

ソー 然らば、吟誦家の術は大將の術ビ同一なるか0 

ィオ 众は保證す'余は大將の首ふべき所を知らざる可からす£0 

V I 夫れ然り、ィオーンょ、右は或は火將の知iiiを有•し得るの點ょb 

せば、又た「9ラ^を薄くする如く^術をも之れを善くするなるベく、而•し 

て^を扱ふのri否は又た之れを知れろなるベ-し〇然りビ雖余は圯く問 



崎»家の術a. 

胙の術*一J 
一Hふ 

ふビ假定せんに、ィオーンょ、5?の所理の良否を知らん1:は、君は何れの術 

の助けに由るSなすか。成は*の馬術者VJCての熟練なるか、將た又た 

『リラ牵の名人たるこ¢1:山るか"何れぞや〇 

ィオ 余は•梅術^¢0てな答へん。 

ソー 君若0『Vラ^の樂師を批剑せんSせば君は彼等を以つて樂師 

VJ 〇て批判〇、决〇てW術師ビLて批判するこVJあらざるベ00 

V— 大將の術を批判するに常り、君は之れを大將VJして批判するか、 

將た又た吟誦家VJOて批判すSか。 

4才余U凡て是等同一なるが如く信す。 

ソー 矜の意味する所如何ん。君は吟師家の術も大將の術も同一な| 

be云ふか0 一 

4- * 然b二nして同じ〇 

VI 然らは善良なる大將は、又た«良なる吟踊家4云ふべきか0 

ィオ 否な、余は然トビは云はす0 



3h淋をーィ 
一以の：r 
のつ昤I 
太て*レ 
W又* tt 
なたな# 

0i 
VI 

〇か 

VI 

4才 

VI 

然雖啓良なる吟H家は又た鞞良なる大將なbvj云Uざb 

然&首へり。 

然らば君は全グレシア中のM第一の吟誦家なるか0 

ソークラテースよ、實|:遙かU最笫Jなbo 

イオーンよ、然らば君は最笫Iの大將なるか0 

確かに然b、ソークラテースよ。而Cてホメー ロスは我が®な 

ソ• T Tンょ、君は最5の吟®家たる二に、又た坑一3大將た一 

钟故に»!2せるるに№1はらす、如何なれば大將SはならすCて、眾1:吟誦家£なXNて諸方| 

に遍Mせるにや。グレシア人は金冠を^く吟繭家を要す£雖、大將は之I 

れを耍するこSな〇ビ君は©ふか。 | 

ィオ何ぞやジークラクースょ"其理由たるや"吾本^エフ*ソス人勢はj 

ア7-1ナィ人の從俣たb兵卒たるを以つて大將を耍せす、而Cて®の(is 

もスパルタも、LLに君のila人の大將1:於て足れるを以つてf余を大將iな 



す；Viなからんo 

VI 親愛のイオ—ンょ©はキジnスのアギロドーロスの寧をHか 

ざるか0 

4才 彼れ如何なる人なるぞ〇 

V I 彼れ假令他lia人なbLVJ雖、アテーナイ人の大將に任撰された 

り。又たアンド&-ス人ファノステ子ース、クラゾメナイ人へーヲクレイ 

デース等亦d國人なりt雖、其自家の能力を示めtたるを以つて、アクー 

ナイ人の陡箪の拊令官及び31:他の官に任せられたり〇之れを以つて君 

若し其能力を示めすこビあらんには、アテーナイ人如何でか*フェソス人 

た-CNVJもイオーンを其大將に任せざるこSあらんや0 エフ*•ソス人は元 

ビはアテーナイ人1:はあらざるか〇而してJt.フ羞ソスは决Lて*Cき都 

市U非ざるなbo然bvi雖イオーンょ、若•し君技術及び^術1:由て、* メ 

丨ロスを联美するを能くすビ言ふ所Uして正確なるものなbeせば、君 

は佘に對して正£なり〇ものビ云ふべからす。且つホメーPスにW •し 

たる多くの光榮なる爭を知れb VIの君の一切の«茛及び、君•か余に其知 



數Iイ 

せのは 
V如ブ 

< 〇 

.✓ I # 7TI 

スT vVス•ヒレ 
Iレ•VJを冷 

WT 

翻及び技術を示めさんviTTひ〇約來もがばたr之れ余を欺き〇もの^ 

云ふべく、余の熱心に願ひたるに關はらす、?iのUせる所の術を余1:說明• 

するこビだに爲さrり0ビ云はVvる可からざるなり〇矜は文字通bに 

ブローチゥスの如く數多の肋形を有.し、种々の狀悠を裝ひ、或は|!1|り、成は 

歪み、又はブローテクスの如く、一時に人の一切の狀態を裝ひ、遂に大將の. 

假份を®.して余の^何ょb脫出し、以つてホメ1Pスの知識を#表する 

こビをifiれんビせり。若〇余がtrひ〇如く、君は技術を有せbvjせば、君 

がホメー&スに關〇て31:發表せんこiを約•したるは全く廉欺1:.して、君 

は余に正irlならざるものsarlふべ〇〇然bビ雖、余*>信せる如く、君若〇 

其技怵を介せす〇て、ホメーロスにIfMする所の美辭鹿言は、君に於ては無 

总識に、たrホメーロスのrインスビレーシ•どなるもの1:由つて之れを3& 

るものなb VJせば、余は苒を以つて不正IrLなbvj言はざるべ〇ビ0、其の 

代りに^はーインスビレーシ**rを*3?けたるものビ云はん〇呑は何れに考 

へらるiを锊ばんSするぞ、不正K漢か成はrインスビレti/■ど？れ，しも 

のか。 



オ ソ-クラテースょ、m渚のIW1大なる差興あbo rインスピレーシa 

比校上遙かに高尙なbSす〇 

I 然らばイオーンよ、余は其1%尙なbsせる一方を取b、君のホメ 

スをaJ5するこVJは、之れ「インスビレーシ•どに出づるものにCて、技 

由るものに非すVI8Wはん0 

3*1ヤ七 









木IIのeh 

本®の* 

メノ丨>解！® 

，德莪は敎へらるべきものなbやjVJのメノーンのソ1クラテ|スに對す 

る問題を以つて木〇を開始す〇ソ|クラテース答ふるに、其の自己の未 

だ徳義の如何なるものなbやを知らす、又た之れを知れる人を知らざる 

由を以てす〇メノーン問ふrゴダギアスに逢ひ0こVJなきや、彼れは1?者 

なbjvloソークラテース答へて日く、然b逢ひoiあ雖、sata不良な 

るを以つて彼れの言ひ〇所を忘れたbo君はゴ，ギアスの言ふ所は之 

れを熟知せる人なるを以つて、君の言ふ所Uゴダギアスの言ふ所に遠か 

らざるべOVJ0 メ ノ-ン答へて日く、其は^易なるこVJなり、男子の徳義、 

女子の徳莪、老人の徳雜、小兒の徳袭、其他年齡坻遇に應する徳箱なbso • 

ソークラテースノノーンの言を以つてnハ之れ諸徳の枚皋に過ぎすして、 

定解visふ可からすビなす。此に於てメノーV徳義を以つて-■命令力 

定解す。ソークラテース批評じて子の父母に、僕の主人に從ふ如き服從 

の德箱あらざるやを問ひ、メノ ーンこil:命令中にも余外の例*b6¢な 



す。ソークラテース又た命令は正〇き命令も正からざる命令も何れな 

bvjも可なbやi問ひノノーン正しき命令のみビなじ次で正莪は徳转 

なbvj云へり。而して次に正莪は徳莪全胳なるか成は,,1一の徳莪Iなるか 

の^ビな^例を形象及び色に取りてメノーンを〇て答へを爲さ乙む〇 

メノーン其の能くせざるを0白〇、尙ほ數回の問答の後、ソークラテース、 

物を定茂するの方法を敎へ^多数中の同^なる！5を取るIU.こ£なbvio^J形 

mJを定莪し，色を定莪し、之れを定-1^するにゴ〆ギアス及びエンべドクレ 

丨ス流のnJSを以つてこノノーンを〇て解し^から〇む〇之れメノー 

ンの親•しく«5きtttれたる鞒風なればなり0 : 

此くてメノーンー般の定筏法を知り、グレシア紳士の精神を以つて^ 

雒を定丧•してrt«莪ビは名^なるこvjを宥び、之れを得&の力を有するこ 

VJ』vjなす〇ソークラテース轮.じて日く なるものは#きものな.〇/教 

きものは人SIJ之れを欲せざるな〇"故に論點は*1之れを得るの.RJtf云ふ1: 

ぁb、而•して之れを得るに常つては正しく y>も又た不正なbviも可なら 

やS〇此に於て定拽は此くなれb、日くr抱蕤£は正莪を以つて善きもの 





て一切のこvjを記ta间想するiを得べ〇、而•して人間各自は传な知識の 

楝子を有•し、發速せ•しめて以つて全般の知識Sなすを得べしsoソーク 

ラテース之れをisせんVJCてメノーンの奴鑲なる小供2淡諸-し、ビタゴ 

ラスの發見〇たる所なりifftふるr正方形の釣角線の自乘は邊の自乘の 

二倍な^^^の苻名なる定项—此定理は初期の蚊平上の大發見にして乏 

れが成謝の爲めにピタゴラスは神に?I頭の牛を^牲に供•したbs云ふ 

Iソークラテースは此定坪を奴^の子供の铳隸ょり引き出trせり〇而 

じて日く、此小兒煺何^を^ばす0て能く之れを知れるは、之れ前世に平 

びたるにM因せすんばあらすVJ。(rファィドーンJ您照)此くてAの堆ぶビ 

は前世の知讁を記位0出すこ艺1なす0 

蝌ぶこv/敎ふるこビの典相此くの如〇、此に於てソークラタース徳莪 

はttへらるべきものなbやの問fiaに^へり〇似/£說を设きて之れを論 

?し始めんVJ 〇、先づ恭〇槐義は知^なbyiせば«へらるべきものなbvj 

r/定M之れnブロータゴラスJの結論に於ける譏論の段階なり) 

ソークラテース、德施の濘なるものたるを05明するに敢て困難をtsす 





有«の人勿ビせんVJ欲せざるiなかるベ*し、然るU此等の大人物は其子 

に2 くる1:價値ぁる科業を以つてするこミ能はざり•しi:山りて觀るB$ 

i"或次德義は敎へらる可からざるものi如•しビ0ァーーュトス此KをWつ 

て0己の好める政治家を侮辱併せて、又た自己をも侮砑するものな5 

Vi解しジークラテースに對•して竹迫の言を放てり。 

ソークラテース又た前の『徳莪は敎へらるべきものなりや』ビの22題に 

Mへり、メノーンにS5るに敎師なきを以つて©莪は鉍へらる可からすビ 

な支何どなればジフィストU敎師£なすに足らすflliの人々は自ら敎師を 

Wつて業ビせざるを以つてなり)。次に、徳莪は知識のみな^^、又た『览見之一 

なるもの1:山つて衍^さる{こビぁるを言ひ、正*しき总兄ビ知？1ビの異 

る所は、意}Aなる洛は•]«因の結繩に山つて、鼓f//されざる^なるをIIつて 

逸出し去るの恐れぁるもの£なす。かの世R11の所朔徳获なるものは、之 

れ知識に基かす一秫の「インスピレーシ■どにU]り•し潘に•して、神勒なり£ 

なす、之れ嘲笑の意なり〇而•して知識VJrpl一物たる“；SWなるta蕺は理想 

なbvjto又た若〇政治家UOて此知踫を有せんには、彼れ31:の知る所 



水aのa理 

知璇をv 
Kビレ—レ9ン 

天才«备*8?す 

置不死前i 

W因0知騸 

啓*主*0敎宵 

を人に；®ふるこ«を得V く、宛も黄泉に於けるチレージアスの如く r理解 

力を布せるものは只だ此チレージアスのみ|:1て、其他は影の如く飛び 

行くものjたるのみSなす0 

〇 • ,•;,:-▲ 

本^の終bの部分に於てブラトーンfi自然の^或は神力等の如き者 

は人01のS基f爲すに足ら1す知siに依らざる可か 

らすVJなす0フラトーンにあつては知識は飛も贵3£なるものたるなり〇 

而•して.ft{の知識を^するものはたrrr取老のみ1:6て、政治家及び詩人 

等は「ィンスビレーシ•どされたるものなbo而してブラト—ンは『ィンス 

ヒレーションJ成U天才等の如きは艰に適然のものにして赍ぶに足らすビ 
なすの怠あり〇 

银魂不死及び前世記ta說は始めて本篇に現はる〇此內(一苜然界の离 

物はILI:4U關聯〇、以つて一大全^を«せるi、之れょりして(二)知111の絲 

一せるこ、及び觀念聯想の說、(三)典の知識はM因の知識なるこビペ@鉍矜 

は职に人に物を*?;4へ込むに非す6て、啓»0、引き出すべきちの^,るこど、 



(之れ前世記位說に基づくものなb)の學理ありて存す。近代の學術上亦 

價値：あるの說Sなす。 

本篇に於ける『觀念©fr學は之れを1フ/ドーンj及び•«ファィドロスj等に 

比する時は朱：u十分發逯〇たる狀態にあらすSなす。而Lて正莪、節制 

及び其他の諸觀念の前世ょり存在せるiu言ひ及ぶこSな-^又たソー 

クラテースは何事も進みて云ふこビなく、たr研究の接務あなすの 

み0 

〇 
本篇U於けるソークラテースは老人なbo メノーンの性格は彼れの 

!fr際の生活上のm情£は關係を有せざるものutて、キセノフ*ンはメノ 

1ンのM鹆のグレシア軍JI:對じて媒反の行爲ありしこSを記るすビ雖、 

ブラトーンは此珙を首ふこビなきこVJ、又たクソチアスの罪行を言ふこ 

tfなきが如•し。メ•ノーンは實にテプナリアのア，キビアデースViも云ふ 

べき者に〇て、家當み、#侈に長し、*■大王の世»の朋友Jビ稱せられたり。而 

して又たアグキビアデースの如く知識を好愛するの情に鼓吹されソー 





宄に及び、其の槪念を得んごするの程度に至れる陆段を示めせbo 

又た知識の本®を說明するに當つて、知識の前世に言ひ及ぶ•か如 

れ亦ブラ > 1ンの©想の進境を示め.し、此對括害の前藉«|今％1 

みたる程皮III)るを示めすiのな-^ 





ス先生 

BttrKsI知！！の貧 
0 

誤らすVJせば、當今テッサリア人は又た其知Mを以つて冇名に•して、殊に君 

の友人アリスチ，•ホスの^里たるラリサに於いて然りVJなす〇之れ即ち 

ゴルギアスに原因するものにじて、彼れの其の處に到るやヂレクアダイ 

家の花にしてIJの戀愛漭たるアリスチ，ボス、及び其他のテ，サリアの名門 

等は、ゴ，ギアスの知ai2を戀愛するに至れり〇而〇て彼れ君に敎ふるに 

M々の疑問に對Lて宏莊大膽なる語調を以つて之れに答ふるこどを以 

つてせり〇此語諷たるや、之れを知る者盡く之れを行ひ、又た凡て來b問 

ふ所の者に對〇て彼れ自ら答ふる所の25調に〇て、グレシア人たる者は 

何人ビ雖、％問せんvj欲するものは、何事なりビも之れを質WするこSを 

得るなり〇親愛なるメノーンよ、如何に人の塊遇は興るものなるかな3 

今や此アテーナイ市には物：：iの»乏ぁりて、|切の知識はアタ1ナイ市 

より君の本®の方に移住〇たるもの1如C0君茬乙アテーナイ人に向 

つて德範は自然なるか、或は修得さるべきものなるかを問ふ*>如きこtf 

ぁらんには、彼れ必中君の顔を見詰めて笑ぅて云はんI他^人 よ、 君は余 

よりも遙かに资良なる意見を有せり〇されVIも^•し余に•してrインスビ 





メノ 然らばゴ，ギアスのアテーナィ市にあbo時、君はゴル^アメ 

に會ひ•しこiあらざbこか0 

VI 佘は會ひしこ€あり〇 

メノ 君はゴダギアスを以つて徳箱の何たるやを知らざしものVJ 

8Wふか。 

V I メノ —ンょ、余は記位甚だ不良なるを以つて、ゴダギアスI:閲.し 

厂-nへのii.v如何なる思想を有〇た.〇 .しやは、今まこIに言ふこ€を导ざる 

な余は敢て云はん，彼れは徳義を知れり，又た君は彼れの言ひし所を 

知れり¢0故に願くば君は彼れの言ひし所を繰り返へ〇てr余をしてS 

起する所あらしめよ、或は然せすSも、寧ろ君自己の意見を余に聽か亡よ、 

何£なれば君の窓見はゴ，ギアヌVJ殆VJN1なるベ02余は思へばな 

JIノ具に然办。 

ツーゴグギアス此處にあらざれば惮るこViなく余に搛れ〇メノー 

ンょ、顆くば饱旄の何たるやを余に敎へょ0何ビなれば余は前に言ひた 



る如<、何人も德義を知るものなし€せ&內に在つて、君及びゴルギァス 

の奠に德*を知れるものあるを知b、以つて余の意見の誤謬なbしを正 

すこ«を得ば、實|:滿足に成するものなればなみ0 

JIノ ソーク，タースょ№11に答ふるは難事に非す。先づ男子©德 

鵪を一Kur，其徳隹たる、供<团家を治IT&こwを知ら、朋友をa •し、IIを害 

し-又た自己に損害を被らざらんこWを注意するこビ之れな卜。女子の 

»鶬も敢て之れを首ふにB®あるこSなく、女子は#く其家を齊へ、家事 

に注意0，夫に從順なるにあり。凡ての年齡Aて©事情、老たるも若きも" 

男子も女子も，公民も奴轅も、脊各興る徳雜あkて、德義©歙ゃ無歎VJ謂ふ 

ベく、又た之れが定解や敢て典す6こSあらざるなbo何Sなれば徳鴒 

なるものは其之れを行ふ所の吾等の行JI及び年»VJ相！！®koたれば 

な卜〇面〇て通も夯此くの匆きなり；1クラタ->ょ0 

•VI メノーンょ，余は實に幸福なhi謂ふべ.u>、余は一の黴鵷を問ひ 

て君は余1:示めすに钱群の如く，無數の德義を以てせれ、此の答言li'之れ 

從來君の貯IIし居たる所なるべし尸假定〇て、蜂銶の形容を以〇て例S 



定解法tfftふ 

共通^Iの 

•して君に問はんに、蜂のft*質ビは如何なるものぞ€0君は答へて云はん、 

蜂には多ぐの稀類，©りビ〇余は云はん，然〃亡雄多ぐの種類あれ艺の理 

油を以つて、蜂は蜂VJOて異る所あるか、寧ろ蜂は蜂な6¢雖、彼等のK別 

さるiは、成は能の性質例へば其美惡、其大小、其形肤等の如きものに由つ 

て區別さるiIIはあらざるか〇君如何に之れ1:答へん亡す4か。 

メノ余は答へん、蜂は蜂して互に興る»:非ざるな.〇 ¢0 

V I今ま此ぐ言ふビ假定せんに—メ ノーンょ、其點余の知らんWす 
る所なb、g くば其彼等相互1:與らす•して冗て同6¢云ふ所の性質を余 

I:敎へょ、右は之れを答ふるこCを得ん0 - 

メ ノ 余は答へん。 

VI徳*1:於ても亦然bo描義は如何に其數多く〇て典るものあ 

りビ雖、是等をして費な徳鵪たらCむる所の普通の性質を有すべきなbo 

夫の-ttt義は和ぞやkVJの疑問に答へんiするものは、替く此Bこ若艮rる 
こSを要す〇君余の言を了會•したるか0 

メノ余は渐く 了會.し來れ办〇然ivj雄余が願ふがinく、未だ十子こ 



此の疑問を會捋〇能はざるなbo 

ソー メノーンょ、君は日ふ、男子の徳接あ女子の徳莪あI小兒の徳 

莪あ-CS、餘は之れに増すS、而6て之れたr徳義のみのIなるか、或は健^、 

大小、强弱等にも之れを適用するを得べ〇ビなすか〇或は然らすして砝 

谈の性質は常に男子にも女子にも同一ななすか0 

メノ 余は云はん"健康を健康¢0て見る時は男子たbvjも女子たb 

ビも同一たるなbo 

V I 之れ亦大小强弱1:も通Cて然らざるか。若〇女子に〇て强力 

ならんか、之れ男子に於いて存するど同一なる形狀、及び同一なる力量の 

理由に由つて强力たるなbo即ち强力を强力て云ふ時は、男子も女 

子も同一なbvi云ふなり〇或は君は同一ならすどするか0 •” 

メ ノ 同一ならす考へす0 

VI德義を徳義Sして云ふ時は、小兒に於ても、成人に於ても、男子に 

於ても、女子に於てもtfな同Iなるにあらざるか0 

メノ ソークラテースょ、此塲41は他ビ同一なbyl成t*るこVJ拒iざ 





J 

メノ 否な善人たるこビ能はto 

VI 彼等節制且つ正義ならざる可からざるか0 

irノ bo 

y I 然らば人*な同一なる方法に於て，又た同一なる德莪を有する 

こ€に於て#なる炉〇 

メ ノ 推綸上然bo 

ソー之れS同じく、人苏•し其梅II同一ならざる時は决して善に非ざ 

るべきか0 :'^ 

xノ 然b善に非す0 

ソー此くて一切の梅義の同一なるこVIは諏明されたり。故に君及 

びゴルギアスが梅装の釦何なるものなbやを云ひ•し所をKtsoて試驗 

せょ0 

メノ 君は是等凡ての徳鵷の一定IIを有せるか。 ， 

VI 之れ乃ち余の求めつiぁる所な卜〇 

メノ 德鴒は人問を支配する力な云ふこyj能はざるか。 

Mmw 



冰%及ぴ奴»:1 

fil 

•9正 す 

藝S 

V I此の徳義の定義は一切の德莪を含有せるものなるか〇メノー 

ンょ、小兒の徳義VJ奴隸の徳義VJ同Iなるか0小兒は其父を支配6、奴隸 

も亦其主人を支配0、從來支配され居る者は、今ょりは奴隸たるを，&せす 

Wすべきか0 

メ ノ ソ—クラタ1スょ、余は•しか考へざるなり〇 

ソー實に然らす。其內或は些少の理由は之れ6らん〇然り£雖爱 

すょ、今ま一度問はんに、君の言1:從つて^莪は，.支配する力』なりSす 

るも、君は之れに-1正しく j而Cて不正ならすにビ云ふ言龉を加ふるこSを 
爲さrるか。 

，ノ 然办、ソ曹クラタ1スょ、余は之れに同总す、何yjなれば正^は徳 

装なればなり〇 

VI メノーンょ、君はこi. U槪言6てr抱IIJC云ふか、或はmUr一の 
德鷂JS云ふかC 

メノ 君の意味や如何ん。 

VI余の3?:队する所は、何物に就いて云ふvjも可な^/例へばel杉£ 



云はr『一の形象Jl:oて犁に-*形象j t云ふ可からす、之れla形以外他の 

形象あるを以つてなbo 

メノ 然り、之れ余が今ま德族に就いて云はんvjo居か•るWに〇て75 

ち正莪CMCく他の徳蕤あるこビなり〇 

VI 是等は何ぞゃ余に其名稱を吿げょ、君若〇余に問ふに他の形象 

の名稱を問はんには、余は之れを君に吿ぐV 〇〇 

メノ 勇氣、節制、智葵及び宽大等は徳莪に0て、其の他尙ほ多くあるな 

kvo • ， 
V I メ ノーン、夫れ然b、然り€雖吾等又た前Vi同楼の塢合にあり 

網ふべきなり、乃ち、以前の塲旮^は同一なる方法に非すVJM、吾等一徳接 

を考究して數多の徳義を見出したり〇而〇て吾等は凡て是等の諸梅を 

»通せる所の普通の成分を發見するこSは未だ能くせざるなbo. • 

ilノ 何ぞや、ソークラテースょ、余は今に至るも尙ほ君の言へる如く、 

諸物S同cく、德莪の一の普通の槪念なるものを得んVJす*所の君に隨 

從するこw能はざるなbo 



0 定莪する 

V I こは* くを要せす〇され^も若〇佘に〇て能くし得べくんば 

聊か其近きあたbに達するこVJを力めん、何tなれば«は、凡ての物皆な 

一の普通の槪念を有せるこeを知れるを以つてなbo今人ありて前r. 

佘•か問ひたる所の質問を君に試みるS假定せんに、彼れ0<ノ ノーnよ 

形象vili何ぞやVi。而L君之れに答ふるU『[BIきこvjjなりビせば、彼れ余 

が宫ひし£同1;く彼の人君に向って問ぅて云はん、圓きこ《は之れ「形象』 

なるか、或は-11の形象.|なるかビ0而して君は二の形象.|なれ£答へん0 

y I 此理由に由つて見る時は！他に尙ほ形象あり£なすか 

15 

V 1 

もん0 

彼れ侦ほ進みて、其他の形象如何ん«云はガ、君之れに答ふるな 

メ ノ 想b答ふべ〇〇 

VI 若し彼れ取に色は如何なるものなりやvj問はん時、君之れにe. 

なり€答ふビせば、彼れ云はん、君は白は色なり艺云ふか、或は一の色な备 



W云ふかsofiは答へて云はん一の色なリ、何亡なれば白以外他の諸色 

2)るを以つてな-^ 

irノ 然^> 

ソー 彼れ又た余«同樣なる方法を以つて讅»を進めて此く首ふS 

假定せんか、日く——吾等柱々にして特殊事物に深か入りせり、之れ余の留• 

む所に非す。君は是等諸形象を呼稱するじ普通名：5を以つてし、是等を 

以つて盡く形象な>€云へ'面0て其形狀は互に同しからす、時には相 

反する如きものをも形象vmkへ^No君の形象vj稱呼するものi普ialの 

性Kはt)何なるものぞ〇而〇て其形象中には£なるあbHなSあぅ。 

而も一は他のものよりも以上のものなbe云ふには#す£ I之れ君の 

首ふ所なるか。 - 

メ ノ 然 >.o 

V I 死て之れを形象£云ふ雖_形は、度形よ♦も以上に®形なb、 

又た£形はH形よbも以上に直形なbs云ふにはあらざるベto 

メノ 然t其事を云ふに葬す0 
• __ 

玉S三 



多Itにatr同 
一點を求むると 

V I •君の斷定する所は、たr圓形の形象たるや、直形の形象たるより 

も以上の形象»:非t又た直形の形mたるや圓形の形象たるよりも以上 

の形象に非す其形象の形象たるや一なbvi云ふにあるか〇 

•JIノ 然 bo 

VI 然らば形象なるものは如何なるものぞ讀ふ試みに之れを語れ〇 

人^*し君1:問Jに^象及び色を以つてする時、君此く答ふるV」假定せん 

か、日く、人よ、余は君の余に求むる所を知らず、又た君の言ふ所を解せざる 

なb 然らば彼の人黧きて云はん余はr多數中より同一なるもの』を求 

めつiあるこビを君は解せざるか¢0而乙て其の人他路以つて君1:罚 

ぅて云はん、日く、メ ノーンよ、取に1®形直形のみに非す、如何なるものをも 

包含6て、君が以つて形象ビ稱する所のものir多數中の同一なるもの』は 

如何なるものぞ〇メノーンよ、君は之れに答へ能はざるか〇余は君の之 

れを試みんこSを希頦す。又た之れ徳莪に關する答を爲すの練修たる 

べし¢0^ 

メノ ソークラテ—スよ、余は寧ろ君が答へんこ«を望む0 



V I 

y I 

V I 

然らば余は君の窓に從はざるべからざるか0 

願くば是非。 

然らば君は徳義に就いて答ふるか0 

余は答へん。 

然らば褒美あるべければ余の成0捋る限b善くSさし0 

VI然らば今や形象の如何なるものなるやを君に吿げんか〇豸は 

此答に對〇て何VJか云ふ、日-形象ビは常に色に附随する所の唯一の 

ものなりビ。君は此定解を以つて滿足せりや否や〇君若乙徳钱に付き 

て间樣なる定解を爲したる時には、余も亦それを以つて必ず滿足すベむ( 

メノ ソーククースょ、此は餘bu簡取なる答へ1:非すや〇 

V I 何故に«眾なる〇 

irノ 衝ビなれば、形象は常»:色1:附随するものなbvj君は«へbo 

9!承 K すvs• 

メノ 然りビ雖若しA形«の何たるょbも，色の何12るやを，®らすビ 



云^蛑は^は如树筇名咎^^此^12爲各んビ.ずな：$^<-9-3-\へ6个3 

y— 余はK理を彼れ1:語らん◦茬•し彼れ議論を好み、宰論を茛ぶfR 

類.の锊學潘ならんUは、余は彼れ1J答べT1云はん、Bぐ、游t余にUで^,謬 

あ'んにU、君之れを批評•し、以つて佘の論を破れば可なb、之れ君の役目 

なりビ〇 ?れ•？.•も.今：ま君の如き友•人llflの論に在つ.ては、余は一府温和な 

る調子を以つて論理家の爲す*>知き方法を以つT-答へん、乃ち余はたr 

與砰を2,1るのみに止まらす、何ほ丑つ其の質問したる所の潘の、容び.て許 

容すべき所の前抛を使川するこビを爲さん。之れ余が君に接近す％^の 

方法Sなす。君は終止なるもの、終結なるもの、掙端なるもの等あるは其 

認むる所なるベ己、然らやや0—は是笠の語はP1一意莪に使用す£#ブ 
蠢 

ロー•チコスを〇てnは•しむる時は、谷々異る字義あbvjoて議^あるべ 

己。然りざ雖君は物»:就きて8V1ふ時に、終止せり、或は終結せb i云はん- 

―^れ凡て余の云へる所に•して——別に困雅なる問題に非ざるなり〇 

メノ 然り、余は此取を首へbo而して余は君の意味する所を了會〇 

たbビ信中。 



形象の定典IT下 

色 MaM 

ふ 

VI君li又た幾何學等に於ける如く、成は而成は立«ft等1:就いて云 

ふこSあらん〇 

メノ然 bo ^ 

丨此に於て矜は今や余の下〇たる形象の定莪を理解する條件の 

下r-ぁりV」柳ふべ〇〇余は定解Cて、形象ごは其內U立Wの終止する所 
のものなり、換言せば形象ビは立船の限界な6ビ阳はん0 

yノ 然らばソークラテ—スょ、色€は何ぞや0 

ソ|君はnらゴ〆ギアスの爲.したる徳袭の定莪を記位•して，余に言 

ひ砂かすこビを爲さす•して、却つて佘を•してr答へ•しめんビして、此老Vを 

困まらす*>如き、何ぞ君の聪なるや0 - 

ydソークラテースょ、君若〇余の問ひC所に答へなば佘も亦君に 

答ふべきなbo , 

リ ⑴..{せ、っUたる人£雖、た5^君の言語を聪くのみにして、直に 

君の美少年U 〇て、又た數多の情人を有せるこSを知らん0 

メノ 何故に其の如きこビを言ふや0 r, 





vj あ b VJSFIふかo 

x ノ 浓 bo 

ソー 親覺なるもの4)るか0 

メノ 残.CVO , 

VI 而〇てビンダロスの言へる如く『佘の意味を讚めJOI色VIは形 

狀の流出に〇て視覺を以つて針最して成%さるべきものなbo 

メノ ソークラテース、此は宵|:完全なる答の如し0 

VI 何ビなれば之れ君が笊に聽き惯れたる言晤に似たるを以つて 

なり〇而•して君の才昝を以つてせば同一なる方法を以つて、音！T臭*及 

び其他同様なる现象の性質を說明するこvjを得べし〇 

メノ 具に然り〇 

V I メ ノーンよ、此答へは^に正絲厳格なるものなりしを以つて、君 

に取つては形狀に關する他の答へよりも、一曆承® •し易かbLなり。 

メノ SS り〇^ 

VI 然bvi雖ァレキシデーモスの子よ、余はWほ他の答へは又た一 



1鹗かり•しVJ考へざるを得ざるなbo想ふ1:若*f•し矜く衍まりて入1 

〇て、昨：：：.7Vの云ひ•しが如 <、不思儀の前を避けざる可からざるや•フ强制 

せらる！こVJなくんば、君も亦同|說たるや佘の保證する所なり〇 

メノ ソークラタ丨スょ、君*•し余に多くの此くの如き答へを與へん 

には、余は莽びて留まるベ00 

ソー然らば、余D身の爲め及び君の爲めに、余は成らん限り敦く爲す 

へ•し然^'•匕at余は?s-u^だ多くを與へ|!>ざるこSをaる〇而•して今 

や君の順番なれば対は其約を守bfi我の如何なるものなりやを總沒短 

通のSSをWつて說明せざる可から,V0而.して物を破碎する*>如く、m欺 

なるものを祓數ご坊すこビなく、完全に徳莪を存•し、决.して之れを片々に 

破碎するこSなく、以つて之れを余に手渡すベ•し〇余は其捞範は前に之 

れを與へたり〇 
# 

^ J ソークラテースょ、余の解する所を以つてすれば、徳轮Sは名# 

なるこSに速するにありて、余の說は詩人の首sful一たるなら、其詩に日j 



1 

『徳義rは名ffなるこ亡に逑せんビする所の欲錤及び力な 

ソー 名饔なるこViをKBSIする所の者は、又た啓たるこViを願91する 

メノ 然り〇 

V I 然らば或者は惡を願望〇、又た或者は啓を願塑するものぁ&や_ 

愛する友ょ、一切の人は善を！§51!せざるか• 

メノ 否、余は然か考へす。 ■ 

VI 然らば惡を願翔する者あるか0 

，ソー 其人は惡を以つて願ふべき翦なbe既解して之れを！iふか、或 

は惡£知りつi之れ.を願菝するか:0/」.、；..V1: ン： 

メノ 窓ふに兩者なるべ00. ./.ご 

V H メメ rンょ、人.li:sを溢^知bey人其悪な6に係乜、らす尙ほ之 

れを顧a^s、君は1(に®作るか;? 



を求むるな¥ 

^ i 然b余は典に其如く思へbo 

V I 而してW餅€は之れを所有せんet4こSな6か0 

メノ 然b^有するこSのGsgiなbo 

ソI而•して®は、之れを有せる其人に薄を爲す¢3¢人考るなるか、或 
は害惡なるベ-Jt考ふるか0 

• メノ 成人はMも自己に钩を爲すべCビ考ふるあ-CS、成人は害惡をS 

すべ〇ビ考ふるもあbo 

ソ丨かの、齡•か其人に齊を爲すVi思へる人は、果〇て是等は惡ビ知り 

て之れを求むる者VJnは思ふか0 

メノ 否、余は思はざるなり〇 

V I かの、赴等の惡たるこVJを知らざる所のものは、惡？して之れを 

sa#するに非す〇て、^Kたビひ惡なbvjも、善ビ信Cて之れを求むるな 

ぅ。故に彼等??〇其判晰を睽り^を«つて善なbtf思ふこSあbeも、 

其K善を求むるものたるや掙めて明Keなるこ£に0て、之れ|:逯りて、明 

瞭なるこビあらざべ00 



VI 

冇卞-rfな 

然り、其*5食1:於ては然bo 

然らば?Jの言へるが如く、避を！J^o、而•して惡U其の所有漭に 

vj思ふ者は、又た自己は惡の爲めに害さるょこ Viを知る ならん 

メノ 彼等必中や之れを知らん〇 

V I 彼筇义た其•??されたる度の多少1-由つて、自己を以つて不幸な 

る？？な思ふならんか〇 

ソ— 

必中や亦〇か思ふべ00 

不幸なる者は不運の人にあらすや0 

nに然り〇 

VI 人は不幸丑つ不運を顋91するものなるか0 

x ノ ソークラタ1スょ、余は否€云はん0 . 

ソー荇•し不幸たるこ£を願錤する者なOSせばiiip又た惡を顧羧 

するもの1)らん。何ビなれば不幸£は恶を願錤乙て之れを所有するこ 

vjたればなbe 

VI 





»«tt 金 afc 得 
るの*なる扒 

麵法 tt 

然之れを稍尨す〇 

ソー然らば次に余は此の觀察は拟•して典なbや否やを、他の觀察點 

ょり)iん£欲す〇何ビなれば余はrfて^を以つて正fgなりビ言ふもの 

なればなり〇荇の君ふ所は、¢3莪VJは善を^るの力なりVJ謂ふにある*>〇 

メノ 残.CNO - 

V— 君の所^窖ビは例へば健^從有金銀、及びpis家の官職及び名墀 

等——是等は君の所SW善なるものなるか。 

>(ノ 然り、赴e?凡て兹なり〇 

V I 然らば大王のlitllの友たる汝ノノーンの說に由る時はta莪vj 

は金銀を沿るの力VJSFIふべじ。而•して君は此金銀を得るに於ては，狡# 

に見つ正葙に之れを得べしビなすか、或は此くの如きこビを耍せず•して、 

之れを^:るの方ricは、成は不正^な-cvビも、义た不正iffなb Sも、鬼にもめ 

にも金銀を得るに於ては、之れ抱我なbvJJSふべきか。 

メノ ソークラテース、此くの如きは之れ徳袭に非すtて惡行なり〇 

ソー然らば金鋲を得るに於ては，正||、節制、神杂、或は其他の徳雜の一 

五五玉 



1^ 

部分は必中之れに附Baせざる可からす、而して、是等なくじて單に金銀を 

得るこvjは徳aに非ざるが如CO 

メノ 何ぞや〇是®のものなく 〇て、如何でか徳我たるこvjを得んや。 

V— 不名猓なる方法を以てCて、金銭を得るこyiを首てせざるは、等 

•しく之れ徳義なるか0 

メノ然 bo 

y I 然らば此くの如きの^をriるこビは之れを^ざるこvjに比0 

て別に徳莪たるに非す〇て、正義、正itt等の隨伴する所のものは善たり、正 

莪を缺損せる所のものは惡たるか〇 

メノ 余の判晰に由る時は、其事に就いては疑なきが如•し0 

ソー吾等今ま、正義、節制、及び其他£•等のものは、竹な徳義の一部分な 

bvj云ひしに非すや。 • 

ソー メノーンょ、此くて之れ君*>余を嘲弄せ〕る所以な；bo 

メノ ソークラタースょ、何を以,?て此言を爲す。 



a 
五 
七 

V I 何€なれば余は君に願ふに、抱莪を完全に存し、之れを破碎する 

iなく余の手に渡さんこSを以つて〇、而して余は君*>答85を形成せん 

*'爲め1:其桟範を哲に與へたり。然るに君はttに之れを忘れ、余に吿ぐ 

るに徳雜ビは正ifLに或は正莪を以つて善を得るこvjなるを以つてし、此 

くて正義を以つて徳莪の一部分なるこSを承Is.せbo 

メノ 然り〇 

ソー 然らば徳義via抱旄の一部を以つて爲す所の行爲なりビは君 

の前定〇たる所ょり繼き來る所なり、何ビなれば正莪及び其他是等のも 

のは徳義の一部分なHばなり〇 

メノ 然らば何ぞや。 

V I 然らば何ぞやVJか。余は全Wビしての徳雜の性質を問ひOU 

非すや。：irn•してたビひ君の言ふ所は、宛も巳に徳義の全Mを佘に語り、余 

は又た之れが細片に破碎されし時、徳義全體を知るものなるかの如く龉 

れ雖、aの答ふる所は遠く徳莪全腌ビ云ふの點を離れ、徳铤の一部分 

を以つて爲6たる行爲は德莪なbvHKへり〇之れを以つて愛するメノ 



杵容されざる3 
站の使用〇軛^ 

1ンょ、^は4¢びsxpilを始め、抱^Sは何ぞやvjの疑問を繰b返へさrる 

を得ざるなり。然らすんば余はたド、饱莪の|部を以つて爲.したる行8 

は抱^なbvj云ふを^るのみ。而乙て、正^を以つて爲乙たる〗r爲は返 

袭なりビの：11|:は、成は何ほ他の尨味ぁりや如何ん0君は質問じ繰り返 

へすの要な〇 vjなすか。_れか德我を知らざるもの1:して、徳義のl«B 

分を知り^るものぞ0 

メノ??な、余は知•りWるものな-しビ云はん0 

ソー余は例を：形象に取bo時、旬も未だ試驗を經す又た許鉍されざ 

る所の宫giを以つて〇たる答牾は、一iJJ之れを拒絕，したるはS-之れを記 

位せ-〇や如何ん。 こ 

メノ 然り、ソークラタース、而〇てS等其如く爲したるは正•し£云ふ 

y Iだらば^ょ、令*>其時爲Lたる如く爲せ。而Cて全^soての 

枝^のt1:Kを^明するに常り、未だ說明を經ざる所の徳教の|部分、成1 

其他此M類のものに依つてtては、抱碗は之れを說明乙伢らるべ乙£思 





U妖術者1!せら 
れん 

我痒rttの比fに 

ざるなり〇思ふに若が航海•し旅行.して他阏に到らざるは大に贽こきこ 

ビなb vjす、何Sなれば、哲«•し他^に到りてァクーナィに於て行ひたる 

ビrlil梭の1Hを行ふこビぁらんには、他阈人は若を以つて妖術者€なし、度 

に牢獄に役すベければな¢0 .•こ .J 

ソー メ ノーンょ、君U惡ものなるかな、他の人々は或は之れを補へ得 

ベ•しビ雖、余は捕へ得ざるベ〇〇 

メノ ソークラテ1Kょ、其は何をか意味す。 

ソー 朽が余1:就いて比喩を作りたる2fの怠中は、佘は能く之れを知 

れ-CNO . 

メノ 何を以つて君は•しかiaふや0 

ソー 即ち君は余を〇て君に關する他の比喩をなさ〇めんが爲めな 

るべ0。何V」なれば凡て靑年紳士なるものは、自己に關する愛すべき比 

喻を好むものなればなり〇之れ可なbo然bvj雖余は若に^禮¢0て 

別に^の比喩を爲さrるべLO余の麻癉鲼たるこViに就いて云はく麻 

埯wiu他を〇て：麻炻せ•しむる]«因たるビ共に、又た自己も麻^せ云 



It究する• 
0ず*0r 

スト— 

ふならん1:は、余は麻渖找たるべく、其他何^Uてもあらざるなり〇佘•か 

<111人を攒KIするは、余Aら明瞭なるの//¢1:非す〇て、企ftら全く攪飢され 

居るを以つての故なbo而して今ま余は徳葙の如何なるものなるやを 

知らす、又た君は余に接阀せざる前は、能く之れを知れりビ雖、今は余ビ同 

•じく之れを知らざるが如〇〇然b yj雖余は君ビ共に討究するに於ては 

興存あるこViな-〇〇 

ソノ ソークラテースよ、如何に乙てnは其の知らざる所のものi討 

究に巡むの^なbや。又たを何討究のH的VJOて進むの窓なりや〇又 

た^〇其求め〇所を發見〇たる時は、如何にして此物は君の知らざり乙 

所のものたるこVJを知るや。 

VI メノーンよ、余は君の言の总味を如る然bvj雖、君は又た甚だ煩 

は〇き^^を提出せるをるなり0今ま君の燄論を朔は1#，人は其知れ 

る所及び3¢知らざる所、何れも之れを討究するこビ能はざるものなり、吃 

〇人巳に知らば之れ巳に討究の要あるこビなく、又た知らざるものに就 

いては其^究すべき所のものを知らざればな，Csyj云ふにあるべ■し0 



JIノ ソークラテ—スょ"此勘正當ならざるか。 

VI 余a正當な思はす〇 

メノ 何故に正當ならざる0 

5光*i 了^は其M山を云はん。余は數多のK人S女に一?®神聖なるこ 

vjを33きたbo 

メノ 彼等何ビか云ひし0 

ソー 企の解する所1:由れば彼等の首ひ6所はffに光榮ある典理な 

kvo 

メノ 其の典理¢11如何なる6のぞ、又た其の言ひ•し所の人は何人ぞ 

や0 

V I 其内の或漭は饫司或U女饫司にして，其自家の專門Viせる事業 

に道理あらしめんこiを學びたる人なk又た^他には詩人ビンダロス 

及び其他『ィンスビレーシ*ン」を受けたる人もあり〇其萏ひ〇所は左の如 

翳死1 し—君之れに注3Xせょ、其言果0て典なbやUOI彼等日くAの铤魂は不 

死にして、成時Uは終るこ£あbて之れを死vj稱〇、成時には又た再び生 

ソ丨タラr**ス 

之れにEす 



SR 

n世の知tt 

一切の40を一 
のsataょ991$ 

出-f 

卜切のW究之れ 
KilIEtcなる^ 

み 

るiこVJあb S雖决Cて滅亡〇了るには非ざるなり〇而して逬彷ビは 

人はvivl:%^に神^なる生活をなすべきものなりビ云ふこ£なり〇『何 

どなれば女神ペルセフォ子丨は陰府に在bて、死洛の過ぎにC罪の刑罰を 

受け.しものJ驻魂は、九年^に再び之れを此世界の光明に送b返へすこ 

VJを^す。此くて送り返へされたる茲魂は、乃ち之れ此後#贵なる帝王、 

fl*v火なる人物、大知趟の人ビなるべきもの1:して、後代1:は_型なる典雄 

VJWせらるiなり％此くて^魂は不死に.して^度も生れ^b5i世界た 

れ、pii府たれ^の處に办在せる一切の物を兑、沿等凡ての知讁を有せり0 

之れを以つて此迢魂•か以前に知り〇所の^莪及び其他の諸物を記位1: 

喚び出すこVJを52するSも^て^くを®せざるなり〇丑つ一切の自然 

?i杓はM/4のも0に•して、段魂は一切の唞物をゆ知せるを以つてズ荇し 

麽忍不找ならん|:は、一切のものを|の^^ょり引き出だ0、成は人々の 

rflii*l^ぶこviuttて雌0 Sせざるなり〇何ビなれば一切の討究も 一tfl. 

の^修も恃な之れ*-V1IIL位Rn想に外ならさればなbo故に?f^は此討究は 

不可能なb VJの「ソフィス-^流の%^に间恋するこtf能はざるなboKこ 



?vの硪論の如きはrv等をEfffならLtrるものに•してEtfi*流のみ1:は 

偸快ならんS雖、今余がfflひし所の說は、荇笠を〇て活揪進取ならしむ乙 

ものなり〇余U此く信せぇ之れを以つて徳琏の性Kに關•し、咨んで1?¢ 
/ 

共に研究せんVJ欲するなり〇 

メノ 夫れ然りソークラテース〇然bビ雖苒の言たる、»等學ぶに非 

す#笠の^ぶビ秘するものは、たド之れ記位の方法たるのみミは果して 

何をか3a呔す、对之れを余に敎ふるこSを得るか。 

ソ丨 メ ノ丨ンょゼSものなるこvjは余は前に云ひたるこどなる 
# 

•か、余*>一切の知龅はwiに記值なるのみ、敎授なるも®な0¢言へるに№1 

はらす、れは余に問ふに、余が教に此唞を敎へ^るやを以つてす0Sふに 

之itifの狡猾なる、^を•して矛盾にFaらLめんVJするものなるなからん 

か0 

メ / ソークラテースょ、余は眞に其の如きの意志なきこtfを證営す。 

企の問ひたるはたr余の^惯ょり然り〇ものにして、君荇L其の言ひじ 

所の^なるこVJを^明•し得るVJせば、g くば之れを»へょ。 



Is 

y丨タラr丨スー 
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たる十：yd*何 
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00 

四S 

VI 之れ^&の業1:非す。然りビ雖余は成らん限りをca< 6て呑 

を？:tばすこVJを力めん〇然らば^の數多の從漭中の一人を此U呼べ、余 

は彼れ1:就いてKるべきなbo 

メノ 銥〇來れ子供。 

VI 彼れグレシア人に〇てノレシア防を§5るべ乙、然らすや。 

メノ 然b彼れ余の家に生れたbo 

ソー余の彼れに疑間する所に注意し㈤〇て彼れは站〇て命に學ぶ 

^將た又たmUKtaよbするかを見よ〇 

メノ 余は注意せん。 

V I 子供よ、此くの如き形象は正方形なるこSを知るか、企に答へよ0 

子供 然b余之れを知る〇 

VI 汝は正方形U四等邊を有す6こCを知るか0 

VI 

子供 

V I 

乎供 ^ kv_ 

V I 

£知るか 

余が今ま正方形の中央を横ぎbて引きたる所の線は同一なり 



平 尺 

子«然り〇 

ソー 正方形は成る大さを有するか。 

•子供 ^kvo 

VI 若し方形の一邊二尺|:0て、他の1邊亦二尺なる時は、全硪ぬ何 

方尺ぁり7」するか。換言して說明せん|:二の方向に於ては^さ二尺、他 

の方^]に於ては一尺なる時は、其の全IKlli二尺を一皮取らば可なるU非 

すや0 

子！5 ^Kvo 

ソー され^も此の一邊亦た二尺なる時は、二尺を二倍せば可ならす 

や0 

子«然り。 

VI 然らば其方形は二尺の二佶なるか。 

子«然bo 

ソー然らば二尺の二倍U饿：|:かぁる、数へて之れを佘|:锆げょ0 

子ロ ソークラテースよ、四iり〇 



V I 然らば又た此方形の如く銥線を同cくして二倍の方形あるを 

得るか。 

子«然り〇 

VI 其方形は幾方尺かある。 

子供 八方^なり〇 

ソー 此二倍大の方形の邊を爲せる線の長さを筇へて余に吿げょ。 

此一方の透の長さは二尺なり、其の一方は幾尺ぞや。 

子供 ソークラ，—スよ、二尺の二倍たるや明かなり〇 

ソ— 丨ンよ、余は何事も敎ふるこビなくたr問へるのみなるを 

見ざるか。而〇て彼れ八方尺のK1を作るには、规尺の線を要するやは、彼 

れ自ら知れりビ思へるに非すや0 

メノ ^ h-o 

VI 彼れ典1:知れるか。 

メノ 决〇て然らす〇 

ソー 彼れ其方尺二倍なりビの故を以つて邊線亦二倍なるべしVJ想 



モ違の№1;?にr 
St 

八方MのIE方形 
0eを求L' 

VI 彼れ正常の順序を履みて回想せるを見よ0 (子供に内つて： 

よ。二倍の面Wは果〇て二倍の線に111つて生するものなりや。余 

方形1:就いて湖へるに非す•して正方形を云へるものなり〇而〇て 

形は前の正方形の二^—即ち八方尺の正方形を求むるものなるを 

せよ。rfn•して汝は尙ほ二倍の正方形は二倍の線に由つて生すS云• 

子供 0 KVO 

V I され)rも荇し此に他の一線を引く時は此の線二倍ビはな 

るか〇 

子供 然bo 

ソー 此くの如き四線は八方尺を含仿する所の面mを爲す力‘ 

子供 ^KVO 

ソー此くの如き翮を黹かん。之れ汝の所8n八方尺のIKIにU非- 



子« 

V I 

子供 

y I 

子供 

V I 

V I 

y I 

倍な 

十六方尺な®*八 
方Kを<5ず 

V I 

子供 

0中四K金あ6、各其一は四方尺の形象に等しき1:非すや。 

而して之れ四の四倍にはあらざるか 

四の四倍は二倍1:弗ざるにあらすや〇 

\iz 1 
Ny 

子»然5、二倍に非す。 

然らば砹何ぞ一 

v*~~J 

子«四倍なり〇 

故に子供よ£倍長の線の形成〇たる廣さは二倍に非すして一: 

子供典1:然 

四の四倍は十六なり、钱らすや0 

V I 此くて吞等十六方尺の圖を得たりvj雖A方尺のraを得んには 



幾尺の線を以てすれば可ならんか〇汝佘の問ふ所を解0•たるか0 

子«然h择せ.CNO 

ソー玆〇〇八方尺の而Mは此大さの11倍に〇て今他の大なる方形 

の半なるに非すや。 

子供 炫-CSO 

VI 然らば此の面lisは此一方の線よりは長く、他の一方の線よりは 

短かきものに由つて作らるベ〇〇 

子供 然b、之れ余の考ふ，〇所な.CSO 

V I 大I:锊し。余は汝の考ふる所をas くを^たるを菘ぶ〇而して 

此れは之れ二尺亡四尺VJの線より成れるには非ざるか0 

子«〇 kvo 

ソ丨 然らば八方尺を作る所の邊の長さは、此一邊はI一尺以上に〇て、 

他の一邊は四尺よb少なかるべきに非すや0 

子供 然る•へきな.CSO 

ソー 試み、而して幾尺ありやを余に*!げよ〇 



i 子供 三尺なbo 

ソー今ま苦二尺の此線に其半を加ふる時U、此線三尺ミなるべく、此 

くて此處に二尺彼處に一尺あり、又た一方には此處に二尺、彼處に一尺あ 

b、而して汝の謂へる如き畨を作るを得るか。 

子供 然り〇 

ソー然be雖此一邊に三尺あり、他の一邊に又た三尺あb vjせば、典 

全面Mは三尺の三倍にはあらざるか。 

九查を捋八方 
尺を«穸 

子供 

VI 

之れ明瞭なるこSな-* 

三尺の三倍は幾何•そ。 

子«九な 

VI 四の二倍は幾何ぞ〇 

子«八な 

VI 

子供 

V I 

然らば八方尺の圖は三尺の線に由つて作られざるにあら个や〇 

作られ个〇 

然らば幾尺の線 作らる*か、lg密1:余に吿げょ、汝苦し寧 



• ろ®:ふるこ£を好ますんばMみ、而•して其線を余に示めせ。 

laソークラテースょ、余は實に知らざるな^\。 

丫メノニょ、对は彼れが此のS力に於いて如何に進步〇たる 

やをillざるか。彼れ初めは八方尺の圆の邊は幾尺なるかをからざりき、 

，而〇て今も你之れを知らすVJ雖、其時彼れ之れを知れb VJ侰C&れ恰も 

知れる•か如く信•じて之れ1:答へ、%も困摊なきものi如くなりき〇残る 

に今や彼れ闲〇を成•'し&れ之れを知るビ云ふこvjを知らす、又た®れり 

VJlnmするこ£もな〇〇 

メノ然bo • 

i? ソ- 彼れ其無53なるこvjを知るに於てlEiの進步を爲せ•しには非 

ざSか〇 

メノ 然ふに彼れや進步•したるなるべto 

磨 ソー-71*^彼れをCて疑念をisさ〇め、彼れur麻雄松の激動』をi£^•し 

めたb Sせば、S等は彼れ1:或種の害を加へたるものなるか。 

メノ 余は然れ迖思はす〇 





BV1小兒 

故に若〇余に0て眾に彼れの說を引き出すに止めす•して、或は指敎c、ldc 

は說明するこSあらんには、君之れに注意0て余を咎めて可なり〇小供 

ょ。余*>此に35ぎたる所は四方尺の方形Uは非ざるか0 

子供 ^Kvo 

VI 

子供 

V I 

子供 

V I 

VI 

VI 

V I 

余はrifの方形に等〇き他の一方形を之れに加へん〇 

fo • 

而〇て此m者に等しき消三のものを加へん炉〇 

然も 

S答又た空角を充たさん。 . 

子供#•し_ 

此くて四®5の等〇き而拟あbo 

子供 ^kvo 

此而稂は、Jib方形より铙倍大なるや。 

子供 四倍なり〇 

然りvj雖汝のId51せる*>如く、求ひる所はたrllfs大のものた 



對角« 

るべto 

子»典に然bo 

ソー而〇て角よ&角に引く此の線はS®の谷而稹を二分するには 

あらざる. 

»角«sの^9た 
る2T方面ts 

子供 

• ‘ ^ 

ソ丨 

子供 

VI 

子供 

7— 

V 1 

此に此面枝を囵む所の四個の等〇き線あるに非中や〇 

子供 然り、之れあ〜 

注怠してMょ、其而稍^何あるかを0 

余は了解せす。 ‘ 

此の內部の各線は、四個の面Mを兩分せるに非すや〇 

然匕 : 

此の分进中には^;©孩煶何がある0 

子供 四な 

此分金中には幾何。 

子供 一一な 



503UW 

0si 

ソ— 

子供 

V I 

子供 

V I 

子供 

ソ| 

子供 

四は二の幾倍なりや。 

二倍な^^ 

然らば此面稂は锐方尺なbや0 

八方尺なり〇 

如何なる線より汝は此51を得たるか。 

此の線より。 

之れ即ち角より角に至るの線なるか0 

VI 此線は之れ^*の、對角線ビ稱する所のものな60 •メ ノーンの 

奴^よ、若〇之れM有名稱ならんには、汝は、二倍の而楨は對角線の二乘な 

るこViを晰定するを得るか0 

子供 然-CV、ソークラテ1ス〇 

ソー メノーンよ、君は彼れに就いて何€か云ふ。凡てfi等の答へは 

盡く彼れの頭腦より出でたるに非すや。 

JIノ 然凡て®:な彼れ自身よb出でたり0 

V I 



:れ1111を自有 
レf 

SI 

V I 然bvj雖®等が今ま云ひ〇が如く、彼れ知らざboに非すや0 

VI 然b VJ雖是等の思想を彼れ自身に有せ0なり0 

メノ 然り〇 

VI 然らばかの未だ其れを知らざる人艺雖、fAili其の知らざる所の 

もの戈典正の思想を有せるに非すや〇 

メノ然b、彼れ夫れを有せbo ; 

ソー而•して今や是筇の靓念は夢の如く想醒〇來れり〇若乙彼れ數 

々W々のJF;狀を以つてIM1樣なる疑問を問はるょこvjあらんには、遂には 

彼れも何人も之れを知るU至るベ00 

メノ 余は敢て然云はん〇 

VI 何人も彼れに鉍ふるこビあらすビ雖、若〇玟問さるi時は、彼れ 

自ら其知識を自己1:间復すべきなり〇 • 

メノ 然办〇 . •. 

VI 而•して知識の此自發の间復なるものは即之れ記tfiたるなbo 



K1知4 VSK 
典*拽知の 
貪をれる小 

る‘れ何 

V I 而.して彼れ今ま此く有する所の此の知識は、彼れ之れを得た乙 

か、或は以前よb有したるものならざる可からす。 

X ノ 然 bo 

V I 然bvj雖彼れ若*し以前よb常に此知識を有せ〇ものならん1: 

は、彼れ以前より常に之れを知b居るならん、又た若•し彼れ此知識を得た 

るものならん1:は、彼れ羝何蝌を敎へられたるに非る以上は、此現世に於 

て決して之れを得たるUも非ざるベLO何VJなれば彼れ一切の镋何平 

及び其他絡科の知識に間•してもvrたIH1一の結染を得るものiなされ将 

ベければなり。成は何人か彼れ1:敎へたる事ありや〇メノーンよ，君は 

之れを知れるなるべt、何iなれば君の言へる如く、彼れは君の家1:生れ、 

君の家に成長•したるものなればなbo 

メノ 何人も彼れに敎へ〇こSなきは余之れを保趙す0 

V I 然るに彼れ知識を有せるに非すや。 

メノ ソ-クラテ-スよ、寅に然るな卜〇 



ソー 若C彼れ現世1:於て此知識を得たるものに非すVJせば、彼れ必 

すや他の時に於て之れを褂たるものならざる可からす0 

メノ之れ明かに然り〇 

VI 而して其時は之れ、彼れの未だ人ビ生れざりじ時なるベ、し0 

メノ ^ kvo 

VI 芳•し彼れ人£生れたる時も尜だ人ビ生れざる時も、以前より常 

に具正の思想を有0、だ1#質問を試むる1に由つて其知識は«醒さる丨 

のみなb VJせば、彼れの^魂は常に此知■を有せざる可がらざるの理な 

办、何ビなれば彼れは常に人たるか、或は人に非ざbeを以つてなり〇 

メノ 明かに然り。 

V I 而乙て若01切唞物の典»、钹魂中に存するものな6どせば、靈 

魂は不死なり〇故に勡みて其知らざる所、成は維ろ、忘れたる所を記位回 

想するこビを力めよ〇 

メ ノ 兎に角に余は君の所說を容ぶの政めリ〇 

VI メノーンよ、余も亦此く云ふ听の！！tiを*ぶものなb'o時に余は 
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よる先敎 
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ず明«に 
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確faするこiなく •して言ふこビあbvj雖、たr此事に關•しては、堅固なる 

確倍を有せり〇故にかの、吾等知る所あるなく、又た知.らざるこビは之れ 

を研究するの途な〇 ¢6て、怠ffi安逸に居らんょりも、余は¥ろ之れを研 

究すべき箬のものビな•して進むは大に^り、且つ大膽に又たfilも*しきこ 

ど{なす。余は此の題目の爲めビし云はで、全身全力を盡く0、言語に、行 

爲に戰はんSする所たるなbo 

メノ ソークラテースょ、之れ亦名言なる•か如し〇 

ソ丨 然らば人は其知らざる所の^なbvjも之れを研究せざる可か 

らすV」の點に吾等一致せb。此U於て?V等共に徳鞔の性質の致究に力 

を用ゐざる可からざるに非すや。• 

メノ 然り、ソークラテース、必中然かせざる可からざるなり。然りi 

雖余は禦ろ始めの疑問に立ち歸へb，徳我は敎萊に由つて來るものなる 

か、B然に來るものなるか、將た又た他の方法に由つて得らるべきものな 

るかを3ねんvj欲す0 

ソー メノーンょ、余^〇君を命令するこミ械ほ佘自身を制御するを 



fsMRに由つr 
tt明せん 

嫌何學の0定tt 
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得るが如くならんには、余は先づ『徳義の何たるや』を確定せざる以上U你、 

箱は敢萊じ由つて得らるiものなるか、將た又た他に方法ぁりやを1{|す 

るこビ勿るべきなり〇然り£雖君はたr君の奴隸たる余を制御せんVJ 

するのみに•して、自己を制御せんこvjは«も之れを思はざるなり。之れ 

界のB山のW念に.して、抵抗すベからす、余は君に從はざるを得ざるなbo 

故に余は未tr其の本性を知らざる所の徳義の特質を研究せざる可から 

ざるなり〇是れを以つて兎も角も荇は聊か^步する听ぁbて-sfs典は敎 

訓に由つて來るものなるか、或は他の方法に由るものなるか』の論は、之れ 

を假定說に由つて論するこiを許るすや否や。人若•し^何^者に問ふ 

に二定の圓形中に一定の三角形を溢くを得るやを以つてする時は、彼れ 

此く答へて云はん、日く r余は£1:答ふるこvj能は个ビ雖，こiに一個の假 

定說を提出•して、以つて結^を得るの助けたら〇めんに、若、しこir.一の 

平而形ぁ其旣定の邊1:沿ひて他の形象を进き、其の初めの平面形の面 

ma新に^き加へたる所の平面形の面積U等しき丈けを不足すビせば、 

然らば一の結％を捋べく*.し之れ不可能ならん|:は、又た他のものを得 
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ベ〇〇故に余は其Iffl形中に此三角形をtsき得るや否やを答ふるに前き 

立ち，此の假定說を提供せんV」欲するなbJVJO之れ幾何舉上の假定說な 

れ。再^又た未だ徳筏の性質を知らざるを以つて^〇徳葙は精#上の 

諸密中に分laさるべきものなりビせば、此は敎へらるべきものなbや否 

やi云ふが如き假定說を以つて、先づ徳義の敎へらるべきものなbや•丹 

やをP5Iはざる可からざるなり0而0て笛1の假定ビして、游0、徳雜は知 

laなりや、否やvjせば、然らば傀^は敕へられ得べきものなりや否や谈は 

今ま余の言ひ〇如く、-vlsd位jされ得べきものなりや??や、名稱は堪ふの要 

なく、何れにても可なり、たr徳義は敎へらるべきものなりや否や'或は»£ 

ろ人传なたr知P1Iのみは敎へちるべきものなるを知れるには非ざるか0 

メノ 然り余はrp]窓なり〇 

VI 若.し徳袭は知識なbviせば^莪は钕へらるべきか。 

メノ 然り〇 

VI 呑等此問題に關〇ては*tr速かなる終結を得たり。若〇徳丧 

にして此くの如き忭贸のものならん1:は、徳莪は敎へらもべくゼ0夫れ 



メ 

然らざるに於ては、敎へられざるか0 

X ノ ^ KVO 

VI 次の問題は德莪は知aなbや將た又た他の純類のものなりや 

芒謂ふにあbo 

メノ 然b、之れ順序S •して次に來るVき問迎なるが如〇〇 

!/丨吾等徳砖は一の善なbvj云へるに非すや、之れ庖棄されざる假 

定說なbo 

メノ 然 bo 

VI 若乙或る善に•して"知識ょb分離せ•しめらるiものあbviせば、 

徳莪は即ち其势なるぺ〇0然り€雖若し知饊は|切の善を含菩するも 

のな.CNtfせば、呑等知aを以つて善のIffiなbvj思考するも可なるベ.JO 

X ノ ^ kvo 

V I 徳莪は吾等を#viなすか0 

メノ 然り〇 

ソI5等若.じ善ならんには#等は存益の者たる•へきか、何Sなれば 

/ I> m<s 



切^良なるものは有益なるものなればなbo 

VI 然らば徳袭は有益なるか0 

メメ 其は推論上然らざるを得す。 

ソー 然らば吾等神々の有益なるものを見んに、饨«!强力、美及?5有—— 

是等は吾等に有益なるものなるか。 

ソー 然りt雖是等諸物はIJ.Vに^®に有害なるこビあり、君之れを許 

容する&0 • 

VI 而Cて其の是等をして成は有益たら•しめ、又た有害たら•しむる 

に常つて、其の之れを指墀する所の顶理は何ぞや0是等の指導1«观にじ 

て、若•し正用さるi時は有益にして、正用されざる時は有害なるにあらず 



仏神上j ソー次にM神の？！£藉を思考せんに、赴等は即ち節制：s、s氣Ji解、機 

敏、記位、览大其他のもの«に非すや。 

•メノ 確か1:然り〇 

S«W8 ソー然りビ錐、此くの如きは知逾に非中、他の沌類のもの1:して時に 

は有益なb VJ雖、又た時には、有WなるこVJあり、例せば、智谢を缺拫せる與 

氣の如き、之れたr大膽なるのみに過ぎざるなり。人若し智力なき時は 

却つて與氣に山つて害を被るVJ雖鉍力ある時は益を受くるこ€ある1: 

非すや。 

メノ 典に然り〇 

了節制及び理&の機敏等に就いて云ふも亦ザし〇何^も暂力を 

以つて學び或は行爲•したるこ£は、有益なり£雖、知力なくじて爲.したる 

こv>は有害なるか。 

メメ 然 

VI 而•して、凡て精神の企^する所、堪受する所、若0知nの指^の下 

にある時は、其m幸福に終るvj雖、若•し夫れ-& •細の指導の下1:ある阽は全 



く淇反對なるべきか。 

メノ 然る•か如 

V I 若巳徳莪は精神の善U•して、又た有益なるものなbviせば、其は 

智茲成は庵智ならざる可からざるなり〇何VJなれば精神の諸善中の或 

物は、狩^或は®昧を加ふるに由りて、成は有益Sなり、或は有害V」なるも 

121so一 のなるを以つてなbo故に？?•しfa^は有益なるものな6¢せば、徳莪は 

智怒成は慮衧の一柯ならざる可からず〇 

メ ノ 之れfft:余の尨見ビする所なbo 

VI 而•して余*>今ま語b居たる如く、時»:は善£なり、時には惡£な 

SS導 る所の你ぞ及び邡他此くの如き諸#は、精神*>娃等諸物を指導0、使用す 

るに^つて、善くなすか惡•し < なすかU山つて成は有益sなb、成は有害 

Sなる1:非すやI其精神一般に就いて云は1*、咎慈は有益なる指^者1: 

〇て、愚味は存害なる指at者には非ざるか〇 

メノ然り〇 

VI 而•してK智の精神は能く是筇S2善を正用〇、愚昧の?##(t姑S 
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を惡用するか。 

メノ然办。 了 

V— 之れ人性一般に通0て然るには非ざるか〇 »に一切の樂物は 

盡く懸つて精神にあり、而〇てW神上の諸泔物の啓なるものは又た盡く 

想つて智?J;にあり€なす〇而〇て此見解1:山る時は有益なるこごを爲 

すものは籾怒1:して—德雜は、吾等が云へる如く、有益なるものには非ざ 

るか〇 

JKノ 然 bo 

ソー此くて吾等、徳莪は全部智〇なるか、或は一部智Sな6かの何れ 

かなりVJの結論に违〇たり〇 

メノ ソークラテースょ、瓜ふに君の貢へる所は-]ftに正しき*>如し。 

V I 然b VJ雖«乙之れ眞ならんには答£は0然に鞔に非ざるには 

あら中や。 

メノ C：然に密なりビ思考せす。 

VI 芳し薄は自然のものなbviせば、必中此に人物の性K識別者な 

五八七 



るものを生C、將來大人物たるべき人をJ1別するこビを爲す1:至らん。 

而•して呑等其の人の言に由つて、將來大人物たるべきA'物を得て、能く此 

人物を保護〇、城寨中に-12きて决•して何物よ6も^を被るこ£勿らじめ、 

又た金«よbも卑ろ此Mの人物に锿印を施こ0、以つて其人物の擬造を 

避けん〇而〇て彼等成轻せば、3家に有益の人たるべき1:あらすや。 

メノ 然办、必ず其inくなるべきなり〇 

V I 然b S雖荞•し善は自然に來るものに非すViせば、敎訓に由つて 

啓VJなるや如何ん。 

メメ 然りソークラテース、其他に逍あるこi能はざるなbo徳義は 

知ぶなりビの想懷に基づく時は、抱袭の敎へらるべきものなるや疑ふ可 

からざるな-^。 

ソー¥rに然b、然雖荇し此想保に•して誤れbvjせば如何ん0 

メノ 余は實に今此想浓は正〇^思考す〇 

ソー 然•りビ雖メノーンよ、眞正堅^の原理なるものは、Wに由つて]R 

なるに非す•して、常に永久に*正堅遛に確立せるものならざる可からす。 



0i 

其理由 

«!3技弟子 

tt在の4HIを索 
めて得ず 

メノ 如何なれば矜は知識lita莪たるこごを信するに堉销するか0 

ソI メ ノーンよ、余は試みに其の坪山を君に吿げん。若•し徳義は知 

aならんには、余は索よて徳莪は敎へらるベ > ものなの晰定は之れ 

を撤Wするに非すe雖、余は徳莪は果•して知識なbやを疑ふのJ1由なき 

に非ざるな-CNO何€なれば思ひaよ、而•して余に答へよ、凡て徳莪成a其 

他敎へられ得べきものは、敎師及び弟子を要するにa非ざるかを。 
♦ 

メノ 確かに然bo 

ソー 且つ又た，敎師なく、弟子なき所の術は、决•して之れを敎へられ得 

ベからざるにあらすやO r /掌 
メノ 典に然b、然bvj錐君は描箱の敎師なるものは之れ無しVJする 

ソー 余は公れまで傯轮の敎師あbや否やを講究•し、之れを發見せん 

Vi •して大に勞•したるこVJありこ£雖、遂に其効あらざbき。而して多く 

の人は余の此の探^に助力せり、其助力せ•し人々は、多くは、此の徳_の敎 

師あるを知れるなるべ0VJ余の考へたる人々なbき〇折こそ善けれ、ア 



-rトス余の傍の座にあb、枝れU吞等の問はんする人なboァ1トス 

は贫>|]|:0て^叫なる父ァンテミォンの子なり0アンテミォンなる人 

はテーパイ人イスメユァス(此人近®ボリ/ラテースの如き富有者yjな 

0り)の如く、偶然或は贈物に山つて?/;み〇には非す•して、CT己の熟練ビ勒 

勉Sに山boものなbぃ而〇て彼れ善良鄭35;なる人に•して、或はM制し， 

成は人を困〇むるこどなく、ilつ典子に善良なる敎Wを授けたり〇之〇 

ァテーナイ人の^〇ビする所のものi如し、何yjなればァタ—ナイ人は 

彼れを^府のitilK^uff:選•したればなbo此くの如き人々よりこそ諸 

界は、他莪の敎帥なるもの450や否や3?0之れありビせば其人の_々な 

りやを平ぶべきなれ0 Wくばァ-ーュトスよ、何人i>te莪の鉍師なりやSの 

吞等の疑問に答ふる爲め、余及び君の友なるメノーンに助力を與へよ0 

余は此く問迦を^出せん0-1$!答^0 メノーンを•して良料たら•しめんyj 

欲せば、何人の許に彼れをmるべきか〇吾等彼を科師の浒に遺るには非 

ざるか0 I • :」 >&. 

アH 然り〇 



子 

ソー 若•し^良なる靴IfL•したらこめんビせは、我等彼れを靴rioのrf 

に3Sるにはあらざるか。 

ァニ 然り〇 

ソー其他之れに璜Cて然るか。 

ァH 然も 

7 I 今一問君を煩はさんに。若•し彼れを•してW師たら•しめんVJす 

る時、彼れを锊師の許に退るを以つて善.し£するは、即ち之れ其技術を饵 

門£せざる者ょりも、寧ろ之れをA:門ビな〇、其技術を敎ふるに報酬を求 

め、何人なbeも來つて學ふ者には敎へん£云ふ所の漭の許|:逍るは善 

しVJ云ふこVJなるベ〇〇吞等彼れを»るを善0¢するは、此理由1:あら 

すや。 ^ : 

ァII 然-CSO 

V I 吹笛術或は其他の酱術に關しても亦然るに非ざるか〇何人ビ 

雖、人を•して吹笛者たらじめんiする者は、之れを吹笛を以つて業Sなじ 

報酬を得て之れを敎ふる者の許にitるこSを拒み、却つて人を敎ふるを 
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I!專nの敎鉀 

奪n自稱牧脚 rン7ィス»*」 

以つて業ビせす、又た其敎Wせんどする所の學科に於て弟子取りを爲さ 

ざる人を！5はすものはあらざるベ•し〇然るに若•し此くの如き者あbv」 

せば£れ饩に愚の極なbo 

7二 然b、ゼゥスの神かけて、余U又た彼れを無智£云はん。 

VI 大に義•し。而〇て哲は今や我友メノーンの一身に關•して余に 

指敎を與ふるの位-1&|:あり0ア*ニトスよノノーンは依つて以つて國を 

治め家を齊へ、父母を敬〇、又た善人の知らざる可からざる所たる、市人及 

び他^人は如何なる時»:之れを迎へ"如何なる時に之れ送^すべきや等 

を知る所の知識及び徳義を栉んビ欲する旨を余に語れりミ今や此の知 

識を^ばん•か1Sめに何人の許にノノーンを遣らば可ならん〇前說に山 

つて見る時は、彼のnら-WI11)の業を廣吿し-グレシア人一般の敎師たるこ 

VJを名乘り、一定の報酬を得て、何人にも之れを敎へんビ云ふ所の人の許 

umるべきは明かなるこyjに非すや。 

7ニ ソークラテ*スよ、其は何人の事なる•そ。 

VI アーーュトスよ、若必す知らん、之れ世問よb『ソフィトス稱せらるi 



所の人々な办、茗之れを知らざるか。 

7ニ ソークラタースょ、へーラクレースの神かけて、余は御免を被ら 

ん〇たraむ所は、余の朋友も、親戚も、知人も、又た市人たれ、他凶人たれ、何 

人ビ雖、自ら許る•して「ソフィスト奪1:由つて腐敗さるiまでU狂せざらん 

こVJなり0彼等は竹1:惩疫に〇て、«/も之れに接、したるものは、恐く其腐 

敗を悱染するものなり〇 

VI アIニトスょ、若は何をか言へる。一切の人問中、C：ら以つて諸人 

を敦Sなら6むる方：Sを知れりビ云ふ楚等の人々は、Wは、取に人を善ビ 

なら0めざるのみU非t又た從て之れU依托乙たる人々を腐敗する者 

なb S云ふか〇是は竹に與しむべきなり〇しかのみならす、彼等は又た 

其報酬Sじて公然ビ〇て金錢を要求す0余は«に之れを信するこ€能 

はざるなbo何ビなれば|人のブロータゴラスは、其器£を以つて、夫の 

有名なるフ*ィデアヌ或は其他の十形刻家^ょりも多くの企錢を作1bた 

るは佘之れを知ればなり〇彼れ如何にして此くの如きを得たるか〇若 

〇古靴飪〇及び衣服辂ひ等を爲す漭に0て、其補修を依托されし時ょり！ 



も、惡6 くな0て之れを依托漭に返附するiあらんには、彼れ三十日を出 

ですして、其惡行を若破され、直ちに衣食の資を将るこS能はす〇て逢U 

餽娥に湘するを免れざるベ60然るにブロータゴラス、四十年問苺門人 

等を腐敗せしめ、始め1:其門人Vicて弈受せ•し時ょりも不良なる者VJO 

て彼等を送bfcffへすこVJを爲乙oiも、而もグレシア全幽の人々は、彼れ 

幻の惡行をS破するこVJ能はざ？しVIBPIはざる可からざるなbosfo佘 

1:0て誤るこビな〇ミせば、ブロータゴラスの死せ•しは其七十歲の時に 

6て、其內四十年は其#門の業の•»行の爲めに之れを费や•し•生存中は大 

»:人々の眯谢を博-し、其名#や今に至るも尙ほ岈々た卜0之れた1#ブロ 

1タゴラスー人のみに止まらす、其他多くの人々も、亦名绍を有•し、或求は 

ブ〇丨タゴラスの前の人あり、又た或者は其後1:•して今も仰ほ生存せる 

人もあり。然るに君は今ま彼等を目cてW年を欺き、之れを腐敗せ•しむ 

るものなbビせり〇而〇て彼等が靑年を腐敗せ•しむるや、之れ故葸を以 

てするこiなるか、將た又た故意に爲すこビに非ざるか、グレレア全阈中 

にrfilもK明の1;?ある赴等の人々*>如何でか其心を失喪するが如きこ 



「ソr 

B— 

Viあらんや0 

ァニ 其心を央喪せbvjか。否なソークラテースょ。夫の、金錢を彼 

等に與へじ所のIff年等は其心を失喪せる^なb、nf年子弟を彼等に托〇 

たる所の親戚及び筏兑人等は、一胸其の心を失喪せる5»な63多くの都 

市は彼^の入-^來るこ£を浒る0、又た之れを%逐するこVJ^JSsrb 

〇を以つて、ァテーナイ市人も他阈人も、竹な之れ其の心を失喪せるもの 

たるな.CNO 

ソ丨T-一-トス4ソフィストj中の何人かは或は»を斑〇たる者ぁるか。 

何ぞ彼等に對して怒れるの®•しきや0 

ァニ 否、余を始め余1:厕せるものは、一切彼等に閲係したるこeなく、 

杂は又た彼等£№1係するを許るさrるなり〇 

VI 然らば君は全然彼等を知らざるものなるか0 

ァニ 余は彼等を知るの3S志な•し。 

VI 親愛なる友ょ、然らば、fiは全然知らざる所のものi善惡は如可 

に0て之れを知boぞ〇 



rr;**a 争欹ふ 
る人IT求む 

«人れ•載fll 

711輿1:然り、余はK接彼等を知るビ知らざるミに№1せす、是等の\ 

間の如何なる稀類のものなるかは之れを知れり〇 

ソーァュnトスょ、君は卜筮者なるが如〇〇余は君の言に由bて剑斷 

するも、君のMらざる人物を、如何にして教は之れを知れるかを解する能 

ょざるなbo然りビ雖余はメノーンを腐敗せ•しむるrの敎興君老•し是 
等を以つて『ソフィストjなbvjせば「ソフィスト1:て可なり¥君utsねつifc 

るU非す、して、余の問へる所は"たr余*>今ま述べたる如き徳義U秀出す 

るやぅ故育を行ふ所の人物は、此大都市に於いて何人なりやS云ふ1-ぁ 

り〇 メノーンは君の親成なれば沿は彼れの货めに盡くす所ぁらざるベ 

からす〇 

ァII 何故に君は自ら彼れに吿げざるや0 

VI佘は是等のm物の鉍師た6べしS思ひたる人を彼れに告げた 

boされビも哲に由つて余の見の誤S?しこビを知ら、君の言へる所 

の正.しき墓む。&に今や余ふ所は、君に於S何人は最も良 

き敎師に•してノノ-ンの就いて平ぶに適せる人亡思へるかを余に敎へ 
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餘の間姐 

んこVJなり〇矜は何人を指名せん£するか0 

7二 何故に一個人を指名せんビするぞ。如何なるアテーナイ人W 

雖手に任せて撰び出だしたればv>て、若•し其人にして意あらんには^ソフィ 

スト等ょりも一厝善く彼れを敎ふべきなbo 

ソ| 而tて是等の紳士は獨り自ら紳士 VJなり〇か。何人にも畢ぶ 

こビなく、して、而も其自ら平ばざる所の事を他に敎ふるこVJを得るか。 

7二 思ふ1:楚等の紳士は先浓の紳士に學ひたるならんか〇又た此 

アナーナイ市に於て多くの薄良なる紳士は從來之れあらざbしか0 

!/I 然り、アーーユトスょ〇且つ此アテーナイ市に於ては、多くの善良な 

る政治家も俘て之れあり、又た現在に於ても决•して少なからすご雖、余の 

疑問VJする所は、是等の人々は、又た彼等自身の有せる徳雜の良敎師なb 

や云ふにありビす〇汴て善良なる人々ありき、又た現在之れ有bや 

云ふに非すして、徳義は敎へらるべきものなbやビは之れ荇等の議論0 

つiありじ所なら。吾等は、現在及び通去の是等の#良なる人々は、其の 

自ら^せる所の徳義を他に惓授するの方法を知れるものなb、〇すべき 



9 

か、將た又た此徳莪なるものは人に饵授するこビを得ざるものstべき 

か。之れ佘VJメノーンビ論〇居たる所なり〇君は自己の/.iを以つて此 

間迎|:對すべ.し0君はかのタミストクレースは善人たるこビを承锶す 

るか〇 

711 然b、何人か彼れに©らん。 

VI 苏〇何人ビ雖、竹務aなる鉍師なりVIせば、彼れ亦自己の有せる 

徳较の良；3師たらざる可からざりしに非すや。 

7二 然»〇彼れ良敎師たらんSせば。 

VI 彼れ果〇て良敎師たるこVJを欲せざり•しか。其は.如何ならん 

ビも彼れ其子を•して善人たら•しめ、又た紳士たらしめんiなし、敢て自己 

の冇せる^後を其子に怵授するこ£を惜〇み〇に非す、又た故^に之れ 

を«さrりCにも非ざりき。然るに彼れ其子クレォファントスをCて遂 

|:釘名なる乘瑪師たらしめじに非すや。クレォファントスM5術を啓く 〇 

坶上にiff立して能く役槍をBつこSをな•し、又た其父の^ば*しめたる所 

のfll々巧妙の技を善く •し、其PHliの敎ふる所の辦何讲^|雖熟述せざるこビ 



awの秋<らる 
ぺ-n/40なるや 

をKふ 

過去の«Kなる 
人ttQ子にfitい 

て 

な•し。^は年長の人ょb此JHを^きCこyii)らざるか0 

711 余は3gきたり〇 

ソー 何人も此子を稱して能力な.JVJするものあらざるベ〇® 

アニ 恐くはあらざるベCO 

ソー 然b Vi雖、老たる人^き人、何人たりSも君の«!»き得る箱国にて、 

タミストクレースの子クレオファントスは、其父の如くS明善良の士なb 

S云ひ〇漭やある。 

7二 余は决〇て其を聽きしこtfな〇〇 

ソー 若じ馅莪にして敎へられ得べきものなbvjせば、彼れ好んで其 

子>0て此くの如き«術を習練せ乙め、自己は锒も秀出せる性質を有せ 

るに№1せt其子は之れを近瞵の人々1-比〇て何等の優れる所なき筠人 

の狀態にあるU一任すべきや。 

711 實に、寅に余はCか思はざるなbo 

ソー こ1に又た德鵷の敎師あb、之れ*の以つて過去の最良の人物 

Sなす所の人なり〇余は今ま他の|人を揩名せんに——ジユシTホスの子 



アリスティデース之れなり。君は彼れを以つて善人なbvj*^せざる 

か0 

アニ 確1:奋人なるを承認す。 

VI 彼れ其子リ广シマ，ホスを敎靑するに常々の敎师を砍紉•して、 

戍らんpabの力を^く •し、他の如何なるアテーナィ人も及ばざるまで(: 

注总せb。然るに其紡果や如何ん。彼れ僅毛なbsも、%•して他人にfs 

れる所あるや。彼れは^の知人なbnMioて彼れを何^に比せんSす 

る•そ。又たベジタレースを見ょ、其智や1$|:廣大な雖、君の知れるが 

如く、パラ〇ス及びキサンチ，•ホスの二子あるをi-iょ〇 • 

711 然b余は之れを知れbo 

V I 彼れ此二子を敎ffoて無ttの坶術師ビな0、又たf?:锻d搡及び 

其他一切の®術を之れに敎へ、&等の痧術の範囵に在つては筘I流の钱 

人たらしめ〇は、又た君の知れる所なり一bvj雖べリクレースは其二 

子を〇て轉良なる人士ごなすこVJを欲せざり〇ものなるか〇否な、浴す 

や彼れ、之れを欲せこなり。こiに於いて余はfi雜は饮へられ得vきも 



のなるやを疑ふ〇然りビ雖君は是等無能力なる敎帥を以つて7テーナ 

イ人中の下等なるものビなし、又た其败少-しVJ想倮するi勿れ。又たツ 

キユデデースにメレーシアス及びステファノスの一一子あbて-Wら相伐を修 

練せ〇は君の記lst>る所ならん〇而して彼等又た卓絕なる敎宵を受け， 

而〇てアテーナイ市中節|の力士に〇て二はキサンチアスに托Cて敎 

frせ〇め、他は11クドロスに托〇て敎宵せ•しむ。而Cてキサンチアス及 

びエクドロスは當時访一等の有名なる力士なb、君は此の氓を記tsする 

か〇 、 

711 余は其事はS3き•し所なbo 

VI かのツキユデデースは非常なる入戏を以つて其二子に相撲を^ 

ばしめしVJ雖、若•し德義に〇て敎へらるべきものならんには、彼れ必すや 

徳葙を鉍へしなるベ〇、而も之れ^も我用を要せざる所たるなbo君或 

はツキユデデースを以つて下等なる人物Viな〇、或はアテーナイ國中及び 

輿^中に多くの朋友を冇せざる人なb艺云はんか。其»全く之れに反 

し、彼れの親戚や非常に多く、又たアテーナイ市及び全グレシアに於て極 



めて有力の人たりじなbo故に苦•し伐莪は鉍へられ得べきものなるも、 

身は阈•«の政務の爲めに、他|:畤問を使用するこビ能はすビせば、必すや 

グレシアy内より成U阈外より有爲の人物を骰兑して、其二子を敎W.し 

て^-Uなる人物Wなら〇むるこVJを力め•しならん〇友なるアー| Hトスよ、 

企は神びこiIIts雜の敎へらるべからざるものなるこビの念なき能は 

ざるなbo V 

アニ ソIクラテースよ"思ふに君は容易1:人を惡Qするもの！如•し0 

君芯C余の忠吿を聪く人ならんには、立しぐ聊か注3Sする所ありて可な 

丑つlit上恐くば、人に薄を货すよりも、人に^を爲すの、却つて容易な 

らざる都市あるこビなかるべ〇、殊にアターナィ市の然るは若の知れる 

所なるベCビ信す〇 . 

ソー あ{メ ノーンよ、思ふにア•ー ユトスは怒れる所あるが如0 〇其?1 

由たる、^一には恐くば、彼れは余を以つて楚等の紳士を惡首せるものな 

りビ思ふに伯り、第二には彼れ自身も亦其紳士の一人な5ビ思へるに凼 

るならん。然りV」雖、彼れ今ま讲^の^味を解せざるなb^•し之IXをM 





メノ ソークラテースょ、余の數々r.?くこvjは、ゴルギアスは、决〇て人 

に徳莪を敎へんビ約束せ〇こVJを、聞かざるこVJiなす。彼れ若じ他人 

の此Jnを約束するものあるを聦く時は、彼れたr是等の人々を笑ふのみ 

なり。されrも彼れmへらく人1:は談活するこビをttへざる可からす 

¢0 . 
ソー 然らば「ソフィスト」は敎師なbvj君は思はざるか。 

メノ ソークラテース、余は君に答へ能はざるなり〇世問一般の人々 

の如く、余は疑念中に在る者に〇て、時U余は彼等は敎師なbvj思ふこVJ 

ありビ雖時には然らすVJ思ふこあり〇 

ソー取1:之れ君及び邦他の政治家等•か、徳莪は敎へらるべきものな 

りや否やを疑へるのみならす、又た詩人テオグ，Iス冏找の事を首へるを 

思は知るか0 

メノ 何れの詩に其^を含莕せりや。 

VI 彼れの哀歌中に日く—— 

『權威の人々ミ同席•し、肷食•し、以つて彼等1:饮ばれんこVJを求ひ。 



蒋人ょbは汝、與堺を^び份るVJ雖、惡人に交はる時は、汝は以前 

1:有〇たる所の知織をも之れを失喪すベ 

VJO彼IXこiには挺較の敎へらるべきものなるこビを官へり、君之れを 

知るか〇• 

メノ K h^o 

ソー然bvi雖彼れの詩に於て彼れ尙ほ官を移Cて日<— 

『今ま苦已悟性なるもの人問中に造られ又たaかるIものなら 

んには、彼箜此れを爲6得る爸は大なる報酬を受けしなるべし』. 

又た日- 

r汝訓の聲を趑き〇が於U、不良なる子は铵良なる父ょり生れ出 

で•し1:非す〇敕訓utllつて汝能く怒人を•して辔人たらCむる 

こビあらざる•ベ•しJ 

VJO而〇て之れ前の^ビは矛盾せるを君は知るべし。 

メノ 明かに然り〇 



0ら»茂の敎邡 
な：>さ»ふ6の 

CXJT平なるか® 
的6$なV 

W 士なる4のa 
a ら”師 sK(a 

然らば他に»« 
0«wな L 

«師な <«rp1» 
子なL 

16らばnrをItふ 

VI而•して敎師及び-vf門の人々等は、自ら人の敎師に非ざるこビを 

斯言〇たるのみに止まら中、wliiLつ其敎へんビ公言せる所の科目に自 

ら無^に〇て、又た其贫你する所の知識は不良なるの外、他に何mかある0 

丑つ人々の52めて『紳士jなbviせる所の人々は、時s Cてはr此物は汝へ 

らるべきものな云ひ、時vj •しては然らすS云へり〇此くて、此の思® 

の04矶せる人々を稱0て信怨すべき鉍師£呼ぶを得るか0 

メノ 余は官Uん、決して呼ぶこSを得す¢0 

VIねりビ雖«•し『ソフィスト」も、紳士も巳に«:師に非す€せば、こ立1: 

他に«:師なるものなきは明かならすや0 

メノ 然り、他に敎師な〇〇 . 

VI 若乙敎師なくんば門馆子もあるこSなきか0 

メノな〇。 一 

ソ丨 5、敎師なく門弟子なき時は、物はKへらるよものに非ざるこ 

tfは前に承82せざboい〇 

然な〇 



六 
c 
七 

83*^* 
めん 

知Ktt徇導* 

リー 而•して徳^のiifaliは何^にも骽jiされざる1:非すや。 

メノ 然 b>flる i な-JO 

ソー 芯•し敎師な•しiせば^ぶ&のもなきに非すや0 

メノ 奥に然り〇 

yI然らばfs雜は敎へらるべからざるものにあらやや0 

メノ 芯L再筏のiiにして正〇ビせばta^u鉍へられざるなり〇然 

れビ雖ソークラクースょ、國家に^人なるものあるこ£な_しビは余は身" 

C能はざるなり〇若•し之れ有bvjせば、彼等は如何にCて成來•したbL 

ならん〇 : V ___ 

VI メノーンょ、余は恐る、界も余も决•して大に窃きものVJ5Hふべか 

らす、而〇てゴルギアスがnの敎宵洛ビ•して不十分なb •しは®ほブロー 

デコスが余の5irf者£oて不十分なり〇が如きこビを〇®等自か•一ら能 

く探采•し、以つて?f等の進步をB/Jくる洛をJA出だすこvjを力めん。余の 

此く言ふの?1由たるや、余は前の談沿に於て、正0く且つ兹£1なる行爲は 

知識百き9>/)以外の示逍に|11りて之れを行ひ捋べ0£のこ£ょ#等兩 



人何れも之れをS3めざboを以つてな-CSO若•し此?lt否定さるitせば、 

啓人の有b得ざるは、之れに®りて明白なるこビなきに非すや。 

メノ ソークラタースょ、君のSふ所は何をか窓味す。 

ソー 余の总呔する所は#人は必中有用有益ならざる可からすC云 

ふにあり〇荇等之れを許容するは誤れるか。 ふ1:あ 

VI 

可なり〇 

彼^苦0眞に行爲の指導«ならんには、其時のみは彼等有用の 

«たるべcvi假定せんU、之れ亦正當ビ云ふべきか0 

メノ 然り〇 

y I 然り££1|人*«.し知^5:§.^為)を有せるに非ざるょりは#良な 

る指沿^たるこビ能はすS云ふに於ては、}正常ならざるなり。 

メノ i■正•しきJ VJは君の总味する所如何ん。 

VI 余は說明せん〇人若〇ラリサ或は其他何處へなも至るの 

路を知り、而•してK地U其路を行き、又た他人を其の樾に说くビせば、彼れ 

正〇き善良なるisis者Uはあらざるか。 



メノ ^ kvo 

ソー 人«0其路に就いて正0き窓兑を有すれども、未だ其路を行か 

す、又た知らす£せば、彼れ1STほ善良なる桁辨來たるを得るか0 

メノ % bo 

V I 养〇人他人の知れる所»:网して«正の意見を有•し、宛も彼れ其 

與J«を知れるi>如く、其具?1!を思ふビせばfen亦蒋良なる桁辨者亡云ふ 

べきか0 

/ ノ ^ kvo 

V I 然らばIECき意見は有用なる點に於て知嫌1:劣るこSなきかcj 

メノ ソークラテースょ、其差界たる、たr知識を有せる人は常に正常 

なるを得るビ跣、正〇き;]S見を有する人は、時1:正常なるを得る£雖、又た 

時に正常なるを很ざるこビあるに遇ぎす0 

V I 打の意味する所如何ん〇かの正•しき意見を有する人に•して3E 

しき3S見を有〇居る問は^^なるこyjあるを得るか0 

メノ 佘は荇の說を以つて確frなるものごなす〇而〇てソークラテ 

/ I ^ s^ 



扨.ad>JEL*r、12r. 

!1ょり#，理山 
1:^明*fるに✓ 

ィ〆aスの比>fi 

を以つてす 

1スょ、余の不思議U威する所は"知識は正•しき®:見ょbも贵ばるics 

VIなす——何故に此H4漭此く興るならん。 

V I 余は此不思硪を哲に說明せんか。 

メノ 願くばKれ〇 

VI 背^•し^uwィダロスの^刻*したろfftを>iる時littて之れに 

驚くこVJなかるベ〇〇然りビ雖界U娃领の俅を君の本國に得ざbLな 

るべし〇 

メノ 何を以つて哲は此の取に君ひ及ぶや〇 

ソー何€なれば苦•し是笠のmは之れを保留せんビ欲せば1%を以つ 

て52かざる可•からす〇然らざれば彼等逝走すベければなbo 

メノ 然らばそれU就いて何唞かi>る。 

リー•余の意味す&所は、游し彼等を自由に放任する時は、彼等を有し 

たIviiて何の用をも爲？rるな-c/何£なれば、彼等ifi走奴誠の如く脫 

>£し去るを以つてなb、されVjも^〇之れを繫留する時は、*等は^の典 

#r品なるを以つて大なるffl値ぁbvi云ふにぁり〇之れ典正なる^見の 



MSSの鰭nに由 

つIrBIJLlr知 K 

ttsの銳明なり」典正の惹iiなるもの1:.してS等に存するPIJ]は、ftだ美 

に•して*fl益なりビ雖も、此物人心ょb脫出.し、通走•して永久1:衍まるもの 

に#t&に]«因の結规U由つて之れを^衍するに非ざる以上は、la値な 

きものたるなり。メノーンょ、是等を^«するこ£は前巳に®等のM3S 

一致〇たる所の*dtaなるものなり0若，し是葬に0て»斜されたる時は、 

访一、足笠のものは知識の性Kを得有0、節一一、永住のものVJなるなbo之 

ゎ1||ち知識は^、正の寇見ょりも«:货さる{の理由に乙て、|21#其古|«こ 

由つてssi//さるil:由るなり〇 

•'ノ ソークラテースょ、余は君の言を典なりビ想倮す。 

ソー余は知满の如くSSるものに非す。然^Ntf雖知诞¢11の葸ほS 

の典るこViは、余に於てU想保上の^件に非す〇佘は自ら知れりミ晰宫 

する所のもの甚だ少〇、たr此一琳のみは確赏に0ら知れ首する 

所のものたるなり〇 

i y ソークラタ-ヌょ、君の言正し¢811ふべ60 

V I奸•の窓Jiは、又た知識の如き行爲を爲す所の#良なる指莓なb 



正見を有 
せS人^^用な 

に人 
之«(ちnLlt 

£云ふは正常(:は*らざるか。 

メノ 之れ亦典なるが如〇〇 

V I 然らば正〇き总兑は眞理に比•して^も劣る所ぁるなく、又た行 

爲上茛用少きにも非す、又た正しき尨Wを有せる人U知碱を屯せる人に 

劣れるにも非ざるか〇 

メノ 典に然bo 

VIUして#人は人々ょb有用なる人VJB3めらるiか。 

メノ ^ kvo 

ソー 人の阈家に有用の者たiumに智識を有するのみの故に非す 

〇て、又た正Lき3SMを^せるにも由るなbo而〇て知識も正0き意見 

も、0然に人1:與へられ•し1:非す、又た人V學桫〇たる»:も非す、一{君は此 

W老中の何れかn然に由つて與へられLVJ思ふか。 

メノ 余は姐はす) 

VI 然らば若し是等のiのにCて、自然に由つて與へられ•しに非す 

ビせば、进»のものi砮なるU自然1:薄なるに非らす£云ふべきか。 



メノ 然ba然に非す。 

fッ■ ¢2然は此く排斥されたる以上は、次の疑問は、抱族は*宵に由つ 
か て得らるべきものなU=sや¢5ふにあり 

メノ ^ KVO 

SS驀— ソー艿•し徳推は宵«〔或は知織〕ならんには、0¢?の#へし¢11く"敎へ 

られ份べきものsmふべきか0 

ソー 若し之れ«へらるべきものな-^ビせば£れSP5Sなるか。 

メノ 然 bo 

7 I 苦〇敎一:ゐらば敎へられ得べCVJ雖、敎師なき時は敎へられ^ 

すVJするか。 

メノ 典に然り〇 

ソー 然雖徳狻の敎師なるものなきこビは®箅の已に&2めたる 

所に非すや。 

•ーハr一一 



y I 然らば吾等、徳義は敎へられ得べきものに非す、而•して又た智怒 

にも非ざるこビをKむべきか。 

ソー 然るに吾等之れを菘なbs許る〇たるに非すや。 

ソー 而•して正•しき指^洛は又た有用に0て啓なぅや0 

メノ 確かU然bo 

V I 而乙て唯一の正しき指導者は知譎及び典正の意見に0て、——是 

等は人間の指導者なり。何£なれば、偶然の^物は、人RIIの指iftの下1:ぁ 

らざればなり〇たr人Mの折導者は興正の怠見ビ知琎ビなり£す0 

メノ 余も亦然bvj思考す0 

VI 然りビ雖若•し徳葙は敎へられ份べからすtせば、©轮は知識に 

非す 

確かに知識に非すe 

ソー 然らば此の有/1]なる二物中、從一たる知識は俳斥せられて、知鼬 



S 韻ss 
L4V意見な9 

謹¥1 
妙らざるも0 

は政治上に於ける吾等の指填老なf假定するこビ能はざるか。 

メメ 能はすyjttす0 

ソー 是故に夕iストクレース及び其他r*一 rスの言ひし所の人々 

は、其の智n及び»明なるこil:[ilつてW家を支fidしたるに非ざるなり〇 

之れ彼等*>他の人々を•して"又た彼等自身の如くなら•しむるこ£能はざ 

るの理由亡なすI何ビなれば彼等の饱丧は知識の基礎の上にあらざり 

Cを以つてな-CNO 

メノ ソークラタースょ、ISE•し之nlft理なるべ•し。 

ソー然bvj雖若〇知識に基づかすビせば、之れ1:代ふるに政治家た 

る^は、正•しき尨Wに由つて阈家を拊導せざる可からす、之れ宗敎に於け 

る卜筮の如きなり、何ビなれば卜筮者及び預言^等は多くのこiを眞正 

に梧るVJMK、其言ふ折の如Wなるものなるやは彼等自身は之れを知らざ 

るな 

VI 

具に然り〇 

メノーンょ、是等の人々は亳も自己の爲す所を了 <5!するこ亡Q 



衣w人等0如< 
イVAtfレ—レ 

-IVQ み 

玫»家を輕典す 

なる人dLrtt 

Lr^?( 

く 〇て、而も^大なる言行に成功せるを以つて、吾等は此稱の人を稱して 

神期なb S云ふは常らざるか0 

メノ 然り神聖ビ稱すべ〇〇 

7 I然らば吾等が今ま云ひ•し所の是等の人々は、卜筮者、預言者及び 

時人等の如く、神.杂ビ云ひて可なるべきか0殊に政治家は娃等秘々の、 

人に®りて#の「ィンスビレーシ•どを受け神1:憑られたる、神聖に、且光照 

されたる*なり◦故に足等政治家は、自己は何を言へるやは、自ら之れを 

知らすi雖、而も多くの壯大なる言語を爲すこVJを得るなり〇 

メノ ^ kyo 

ソー而Cてメ ノーXょ、嫌女子も备Aなる人を稱•して神聖なり€湖 

ひ、スバ，夕人も亦#良なる人を稱資するにr彼れは神搜なる人なの言 

を爲すなり〇 

メノ ソークラテースよ、意ふに彼等の使用せる稱呼は正常なるベ〇〇 

然b V雖、我友r1トスは勿綸此名稱を好まざる*>如00 

V I スに關しては、意に介するを用せす、余は他H彼れvigsる 





1說服するこVIを得るや如何ん〇决 

、君*:•し能く彼れを說服せば、君はァ 

漭艺艄ふべじ0 







本玆の主SI 

水»の筋 

Xゥチュフ0丨>解題 

『メノ ーン』中に、アーーュトス、ソークラテースこ別る1の時『*1何なる都市 

に於ても、殊にアテーナィ市に於て人々に^を加ふるこVJは#を爲すょ 

りも容易なbjsの脅喝の言を殘•し、ソークラテースは、又た他日彼れ|:語 

る機^あるべしVJ言*c>て其«sは終bたる*!此にr Hクチ；ローンJに於て 

は、ソークラテース早も巳に不敬神を以つて訴へられ、アルホーン王肖の 

前廊に其^ralを待てるを兑る〇然りビ雖ブラトーン、其雒問に進むの前、 

先づ世問なるものを^問•し、世問なるものは、其ソークラテースを罪せん 

VJする所の^件1:關•して、如何に無知なるやを確^せんVJするものi如 

し0 

ニクチ1フローンは學問1るアテーナィIIIの卜斌龙なb、；ffi言洛な.〇二 

Rアグホーン王営の前廊にソークラ7*1スビ舒す、|«人共に法体上の車 

の爲めにこ51:來れる者に〇て、ソークラテースは不敬神の罪名を以つ 

てメレートスなる^の訴ふるrrSなbて此に來れるな上ソークラテー 



スは人をgrfふる如きこvjを^す人に非ざれば7而•してユクチュフローンは 

殺人罪を以つて其父を訴へんsoて此に來れるなり〇其父の殺人卵ビ 

は、ナキソスにて家俣の一人醉ゐて奴隸の一人を殺•したるょbパ又其家僕 

を緋•し©溝中1:槳てEき、人をァテーナィに遺は〇、此家僳を如何に所蹬 

すべきやの神®を問は〇む、使者Mるの前、家1JIは饑说及び寒氣の爲め1: 

死せり〇之れ >ーゥチュフローが其父を以つて殺人者ビ謂ふ所以なり〇 

ソークラ7-丨K以網らく、彼れ此くの如き訴訟を起す以上は、必すや-?C 

任を釘すべく、敬神不敬神の性質は熟知せるなるベ〇、而£;て自己は今ま 

不敬神の審問を受けんSせる身なれば，敬神不敬神に就いてエクチ；；I 

丨ンに學ぶに如かす£-0(ユクチ*フローンは此等の問題に關0て、最も學 

問ぁりて信をa くに足る人なbvj、栽判官を始めSして人々之れを許る 

せるものi如030 . 

ソークラ*K1ス問ぅて日く、-■敬神VJは如何んJvioエクチ！！フローン自ら 

此取に(»]0て其だ知;8|に當み、»任を以つて答へんビして日く『今余*>爲 

す•か如く、父^•し有罪ならんには、彼れを訴ふるに殺人罪を以つてするこ 



Vi之れ敬神なbo宛も之れゼゥスの神*>其父クロ ノスに對L/ロ ノス 

の#が^父クラノスに對〇て爲〇たる如きなbjso 

ソークラテース神話を好まt其之れを好まざるa又た之れ不敬神ビ 

SWはるiの1®因ならんビせり〇而〇てMも念を入れて、其神話の典ff 

のこsなるやを問ふ。エクチュフローン典Kなな尙ほ其他の神E 

を1&り愁かさんビ云べり0され％」もソークラテース此^ょりも敬神の 

性奴を知らんこVJを希3;する31を牾り、今まユクチ/:11ンの言へるが 

如くパ乂を訴ふるこSが敬神なb VJ云ふ*>如きは、敬神一般の定義smふ 

に足らすSなす〇 

エクチュフローン答へて闩くr敬神via神の好む所のものなb、不敬神s 

U神の好まざる所のもの^りJVJ。ソークラテース日 /\ 、然b S雖諸神の 

意Ji必しも一定せす二の好む所、他之れを好まざるあり〇君の父を訴ふ 

行爲はゼクスは成は苒ばんVJ雖、クロ ノス及びクラノス等は再ばざる所 

なるベ、しVJO -Wほ兩人間問答數Mの末ソークラテース定族を修正して 

M切の神々の愛する所のものは敬神1:•して、一切の神々の嫌ふ所のもの 



は不敬神なbjviなす0 

ソーククラテース此定昶の分析に進みて論Cて日く、fffi々他の塲公に於 

ては行鸩は狀態ょりも前なるこて、運搬され成は愛さるi所の行 

爲は遝撖され、或は愛さる$所の狀態ょり前なるもの|:6て、諸神の好む 

所のものは、济神先づ之れを愛するょり其物を好むものにして、諸神之れ 

を好む*>故に之れを愛するU非ざるなbo訓ゆる敬神成は神帮なるも 

のは敬神神茁なるを以つて賭神に愛さる1なりビ言は.1*、之れ新神の好 

むを以つて、錄神之れを愛すVJ云ふに等〇 く、こょに矛盾ぁり艺なす〇而 

〇てユクチュフローンは敬神の行》を敎へす.して、取|:其屬性のみを敎へ 

ft Kv so エクチュフローンfiらQ己の言の®搖せるをダィダロスの作品 

に比せり。ダィダロスは彫則家の祖先にして、又たソークラタースの祖 

先なby,云ふ。彼れ其術を後代に他へたるな彡〇其作品は之れを繫留 

するに非ざれば彼方を向きて步み去4S言ひ偁ふ。 

ソークラ！K1ス1AIほエクチ*フローンの術tffなる智力を刺擊せんビ〇 

て敬神は正•しきものなりや'切の正•しきものは敬神なbや"正しきこビ 





『吾等た1*#敬を與ふるのみ，^0ソークラテース日く、然らば之れ神.を利 

益するに非す•して、WI:笤ばすのみ、好む所を與ふるのみ、之れ吾答の1¢に 

不可€したる所なb VJO 

ソークラテース何ほ厭くまでも敬神1:就いて問ふ所あらんvjすS雖、 

エクチュフローン今は急げbvioて他日を約〇て去り、ソークラIK1ス•か、 

漉問さる！前1:敬神の性Kを學び说かんvjの希§/は空〇 くなれり〇 

〇 :• 

-1Hクチュフローンjは、世問•か敬神の何ものなるや1:就いて全く無知な 

るを示めさんがSめの^なるやn;Jかなbo然りvj雖、ブラトぐン敢て敬 

神に就いて其恋见を述ぶるこ£なき、财ほ『ラッへ|ス』7シュス』等の如き 

なり0 , • * a 

エクチュフU1ンは宗敎家に.して、又たrクラチnTlスB.中には物名饵蝌の 
# 

削始**£ •して現はる。甚だ『ソフィスト」の臭味ありビ雖、惡人に非す•して能 

くソーククラタ1スに友怙を有〇、又たソ—クラタースを訴へたるメレ 

1トスごは敵たるの人なり、度A5:極めて狭少の人なbvja、性5!正SriのA 



1:0て、たひ父なby,も、其有罪なるに於ては、子ビ雖之れを訴へざるは 

雄泡を守らざるものなりSせるが如き、寧ろ愚ビ雖正Eを示めせるなり〇 

〇 - 

本鈦の『辯解J羝ビ隐微の賙係を有せるビ、宗敎界の透視力4f^ドーフ•マ」 

5£成の力Vi、人物氣質の表は〇方、及び模倣すべからざる反Kの嘲弄®刺 

等は^^の本篇を以つてブラトーンの典著なるを信するP理6ビなす0 







*lnG 



らざる可からす、而•して彼れ<5のyf人に非ざる者なるこvjを知り、余を見 

出こてWつて彼れの若き友人等を腐敗せ.しむるものなりビ吿發せんvj 

せり。而•して我等の母たる國家は此mを25判す•へしofru一切の政治 

家中、舟年子的の徳袭の培養1:は、彼れは沿も正常なる方法を取り始めし 

者なるが如•し。彼れa善良なるft夫なて故1:第|に植物の萠芽を注意 

し、其萠芽を傷害すなる吞答を除き去らんビせり。之れ先づ第一に爲す 

べきの事なbo彼れIAIほ進みて成長したる條枝を注意〇、尙ほ又た進み 

て注意を用ゆるに於ては、彼れKI:公共事業上最も有功の人たるべし0 

Xゥ 佘は然らんこごを3¢む。然^SS雖ソークラタースょ、余は其の 

結果の反對ならんこビを恐る。余の思ふ所を以つてすれば、彼れが君を 

攻擊するは、纸に國家の基礎に打蒙を加へんSするを目的iせるものi 

如60然雖彼れはto何なる點ょり君を以って青年の腐敗者なb£ 

なす $ f . 

yI 彼れ®1:驚くvき非難を佘に加へたり、余の始めて之れを聦き 

じ時は余は驚愕せり〇彼れは佘を以つて時人な卜、新神をiilj作するもの， 



な而〇て舊來の神々の存在を否むものなb Sなt之れ其吿發の理山 
なbo 

Hゥ ソークラテースょ、余は解せり〇君は自ら云へる如く、時々黾微 

ありて君に示現するこビありVJO彼れ恐くは之れに關〇て«を攻擊せ 

んビするものi如•し〇彼れは荇を以つて新宗敎を開始するものな 

〇、之れが爲めに君を〇て法廷に出で〇めんビせるな-CSO彼れ亦此くの 

如き吿發は软Mに受理さる！こvjを知れり、何vjなればat間は*に宗敎 

に猢•して新奇なるこtfを嫉妬するを以つてなり〇余1:於ても集^等に 

於て、神^なるこビを語り、又た將來の^@を前言する事ある•時は、彼等人 

人はffな余を以つて狂人なbvJOPQ笑せり〇然る1:余の言ふ所u«?l 

に〇て一々應驗あるなり。而〇て彼等凡て呑等を猜めbo故に否等大 

膽なるべく、决•して彼等人々の如きは^に介するを要せざるなbo 

ソー 友なる文クチュフ〇丨ンょ、彼等の嘲笑は言ふに足らす〇何Cな 

れば、人はt?^なりご思はるiこVJを谗べげればなbo然bvj雖余のS 

ふ所をnつてすれば、ァテーナィ人は、人が自己の有せる锊はを他VI:敎 



ふるに至るまでは、决して此人を尨に介するこVJな雖31:人 一il人を 

敎ふるに至るや^の言へる*>如く、嫉妬よりLて、或理由或は其他の理由 

を以つて、能く人を怒るこビを爲すなり〇 

Xゥ 余は此くの如きの方法を以つて彼等の性僻をKむるこVJを欲 

せざるなり？ 

ソー 余は敢て言はん、君は能く惯JBの態度を取り、又た其知鼬を彼等 

に與ふるこvj祁だ稀なり〇然るに余は^大のwmぁりて、何人にも.a己 

©思ふ所を吐滋し、或は余より聪衆にSつて、其の跶かせ料を拂ふこSも 

ぁり。而〇てァテーナィ人は余を以つて多2Hの漭ビ爲さん◦故に余•か 

今まaひ•しが如く、若しァテーナィ人に•して余を笑ふこVJ、今ま苕が言ひ 

•し如く，彼等•か君を笑ふ*>如〇 VJせば#等は法庭1:て時を«やすは却つ 

て偸快ならん。されVjも彼等恐くは熟心なるベ•し、然らば結果、果〇て如 

何ならん、君U前知者なれば顋くは之れを預言せよ。 

Xゥ ソークラタ1スよ、余は敢て言はん、此事何事もなく Lて終るベ 

〇〇而〇て君は膊訴なるベ又余も亦勝訴なるベCO 



レの事# 

§s 

V I Hクチュフp1ンょ、君の訴訟事件は何事ぞや。又た君は原告な 

るか將た又た被告なるか0 

Hゥ 余は府吿なり〇 

VI 骓を訴へし•そ。 

ェウ 余の訴へん£する人の誰なるゃを言はグ、君必す、佘を以って狂 

人なり£せん0 

VI 

H 〇 

VI 

卵人典を有せるか。 

否な、彼れ其生命ある間は决〇て飛通するこVJなし〇 

誰ぞや〇 ’ 

Xウ 余の父なり〇 

VI 

Hウ 

VI 

Hゥ 

VI 

君の父なbvjか0 

fo 

何の爲めに吿訴したりや0 

ソークラ1テースょ、殺人罪なり。 

神々かけて、Hクチユフ13丨ンょ'般の人々は、正理及び典？gの性 



質を知るもの甚だ少而〇て能く之れを知る1:至らんには、彼れ非常な 

る人物に〇て且つ衍怒に於て大聞步を爲〇たる人ならざる可からす〇 

Hゥ ソークラタ1スょ、»に彼れ大|»]步を爲0たる人ならざる可か 

•らt • 

ソー 思ふに君の父の殺したる所の人は、君の親戚の人なるベ0、若0 

彼れ他國人ならんUは、S-は父を佐跅せん¢11思はざりしなるベ〇〇 

Hゥ ソークラテースょ、余は君が親戚たるvj然らざるvjのK別を爲 

すを奇興に成するものなり。君若〇此くの如き罪人に對•して其手績を 

爲•し、以つて其身を潔ぅせんVJする1:常り、自ら識りつi尙ほ此殺人者VJ 

與なる1:於ては、其身を汚がす點に於ては、被锊者の親戚たるVJ然らざる 

¢1:は關せざるなり〇而6て異の問®は被*者は正理を以つて殺され 

たbや否やにあり〇荇〇之れ正理ならんには、此事實は之れを放3¢する 

も可なb S雖、若〇夫れ不正の理由にょる者なりビせば、殺害者は余ご间 

一家Mの下に住居•し、同一食卓に食する€も、余は彼れに反對するの手續 

は之れを取らざる可からざるなbo栽3れたる者は寅は我家の從fllに 



〇てナキソスなる我が家の田畝の耕作に從事せる者なるが、I日大湳•し 

て^fj!の一人 <爭ひて彼れを殺したるも0な-c^o而〇て我父彼れの手 

足をMし、之れを^構中U役£:$き、使をァテーナィlliaはし、如何に處猫 

すべきやを卜筮满1:問は•しめたり〇然るに我父彼れを放奥.して顧みす 

•して以别らく、彼れ殺人^なるのみ、假令死，したbyiも何かあらんso果 

して父の思ひ〇如くに彼れ死せり〇之れ即ち寒氣S饑淋£餸鉞の苦^ 

VJurtるものに〇て、使^のァテーナィよbl^るの前彼れ死せ•しなbo 

父及び家^^は、佘*>殺人者1:與み•し、父を訴ふるを怒b、而して日く、父は 

於わi^oたるに非す、よ〇殺したりビするも、彼れ巳1:殺人者たるのみ 

ビ〇呵〇て佘は、彼等が以つて、父を訴ふる所の子は不敬神の者なbsす 

るの言には总を介するの要なきなboKにVIクラタ1スよ，彼等が敬 

神不敬神|:關0て、諸神の窓見を知らざるも、亦甚しからすや0 

-VIi)iHクチクローンよ、君は敬神、不敬神、及び神聖なるこS全般 

UMりて精密なるW想を有せるにや。又た今ま君の言へるが如き取tl? 

なりViせば、荇•か父を訴ふるは、却つて之れ不敬神をrrへるには非ざるか〇 



〇ウ 

Hウ ソ1クラテースよ、余*>エクチ*フローンの太クチユ7口！ンた乂 

又た人々より特に有名なるは"凡て此くの如きmに關するM確なる知識 

を有せるにあbo若〇佘に•して此知識を有せざるに於ては、余は何者に 

も非ざるベ00 r 

V IIftiき友よ、余はメレートスvj共に«(!!]さるi時•!•の來るまて、 

君の門弟子ビなるこ之を得ば幸其なりtす。然らば余は彼れに挑戰し、 

余の平笊より宗敎間題に热心せる者なるこiを彼れに吿げん〇又た彼 

れ•か余を非難Cて、佘•か大膊なる想俅を有•し^敎に關tて新奇を好む^ 

なbビ云ふ*>如く、余は又た君の弟子Sなboiをも吿げん、而乙て云は 

ん—汝メレートスよ、君はエクチ，！フローンの大神學漭tzb、又た其窓見の 

健全なるこビを承聪せざる可から中。而.して君«6ユクチュフローンを 

爾炉考ふる以上は又た余をも爾か考へ、而•して余を法廷に呼び出たすi 

を爲さす、先づ其クチュフローンを吿發せざる可からす。何iなれば彼れ 

li佘の師にじて典の腐敗者たればなり。而して其腐敗せしむるや靑年 

U非す•して老人を腐敗せしむるものれるなbo例へば彼れの敎育•した 



る余の如き、又た彼れの敎戒贵朗する所の彼れの老父の如き、之れ传な工 

クチュフローンの腐敗せ〇め〇所たるなり¢0若〇 メレートス余の言を 

聽くこyjを肯んせす〇て、余に向けたる吿發を君に移すこv,を爲さrる 

時は、余は法廷に於て彼れに挑戦する»:此くの如く爲すの外、他に良法あ 

らざるなbo 

Xゥ 然6、ソークラタースよ、彼れ若•し罪を余に^せんビせば、余は必 

す彼れの瑕通を發見すべ〇、而して法廷は余よりも^ろ彼れに對〇て論 

する所多かるべきなり〇 

V I 愛する友よ、余は其事を知る、又た之れ余•か君の弟子たらんVJす 

る所以なり0余の觀る所に由るに、何人も、君に注目せる者あらざる*>如 

/、、メレートスの如きすらも君1:就いて注窓する所なきが如.し^るに彼 

れの怒眼直に余を發見して、余U罪を歸〇て不敬神罪なbvjせり〇故1: 

余の顧ふ所は、若の熟知せる所の敬神及び不敬神の性質、及び殺人及び其 

他の斟を余に敎へんこビな-〇〇是等の性質如何ん〇敬神ビ云へるこS 

は、如何なる行爲に於いても常に同一にはあらざるか〇不敬神ビは前に 



& 
を以って*を肽 

XSIJM 

夕n/x_、ゼ 
ウス*^子のM 

»a1|令爭ュ7 

敬神£反對のこSUOて、凡て不敬神たる所のここを包含せる一槪念を 

有〇て、其不敬神たるに於ては帘U同一なるものなるか。 

Hウ 然り、ソークラテースょ〇 

VI 敬神ビは如何なるものに乙て、不敬神ビは如何なるものなるぞ〇 

Hゥ 敬神は今ま佘が爲せる如きこビを爲すこ¢1:,して、何人たり 

Sも殺人罪を犯•し、或はS消罪を犯し或は其他此くの如きの罪を犯〇た 

るものを訴®するこVJなbu而•して其人は父たれ、8>たれ、又は其め他の 

人たれ、其は問ふ所に非す〇て、??0之れを訴へざる時は、之れ不敬神たる| 

なり。ソークラテースょ佘•か今ま言ひつiある所の事の具理のIsa著な 

る砬據を提供すベければ、君願くば之れを考傲せょ〇而〇て此證據は余 

の巳に他の人々U提供〇たる所たるなり。——其眞理Sは、不敬神者は何人 

ビ雖851せられざる可からtVJの正莪たるなり〇見ょ、人は•セクスを以つ 

て諸神中ii第一に〇て又た最も主装*©神なbvjなすに非すや_然るに 

父クロノス、其餅子を殺すを以つて、♦セクスは父を树せbo而•してクロノ 

スも亦同樣の理由を以つて、名狀すべからざる作法に由り、父クラノスを 



y丨 _，rl?< 
&Kを好 

msaA の事X 
なるやをIS1ふ 

WSS のR爭 

別〇たるは人々の許容せる事實に非すや。然るU余が父に對して手續 

を爲すに常てや、彼等余を怒れb。彼等實に諸神に關じて云へる所v/佘 

に關する所Vi、其の言矛盾せb VJSBふべし。 

VI Hクチクローンょ、余が不敬神の罪名を被らされたる理由は、佘 

の玷等諸神1:關する談話を信C能はざる*>故に非すや。此故に人々余 

を惡〇く考ふならんi信す。然るに君は此等の淡话を熟知し、又た之れ 

を稱贷するを以つて、余は^の设^なる知識に同意するの外あらざるな 

り〇此他余は言ふ所を知らざるなり、何どなれば余は已に0C1せる.が如 

く、是唞に|»]0ては何事も知る所あらざればなり0君は果0_て是等の淡 

話li眞锊のものなbs信せるか、願くば余に吿げょ。 

Hゥ 然り、ソークラテース〇此は典實なり〇世人が此の事を知らざ 

るは、Wに驚くべきこvit云はざる可からす〇 

V I 茗は詩人の云へるが如く、又た大类術家が之れを其作品U表は 

す•か如く、諸神^に相職ひ、成は爭關〇,或は戰爭〇、或は其他此くの如き^ 

を爲すi云ふは、此は與Kの琳な6VJ信するか〇諸所0_社にはiffcくの 



免き作品充滿〇、パンァタ.•ナィァ大话の時、ァクロ •ホリス1:持ち行く听 

のァテー子丨の神衣は、是等の繪を纗箔せるはM著なるこVIなり。エク 

チジ111ンょ、是等鉼神に關する栝〇は典rfのこビなるか〇 

Xゥ然りソ|タラテースょ、而して余の今ま云へる如く、君^〇諸神 

に№1するこビを聽かんこVJを欲せば、君の»くべき諸神のはなこをなC 
て可なり〇 

VI 願くば他日余の閑暇ぁる時晤り舫かせょ0されでも友ょ、目下 

余のft:.かんビ欲する所は『敬神VJは如何なるものぞJVJ云ふこビに關する 

詳細の解答なbvjto之れ若の未だ余に敎へざる所なり〇たr君0言 

へる所は君の爲すが如く爲〇て、殺人罪を以つて君の父を訴ふるこビな 

り€云ふ1:绝ぎざboなbo 

Hウ ジ1クラタ—スょ、之れ典なbo 

VI ユクチュフ01ンょ、余は云はん、尙ほ他にも敬神の行爲6るべ〇〇 

Xゥ然 >、樹ほ之れ4>*0 

V I余の願ム所は二三の敬 の例を列擧するこ€に非すCて二切 



の敬神の2lt物を敬神たらCむる所の總念を說明せんこなbo君はこ 

!に一觀念ありて能く不敬神を〇て不敬神たらしめ、敬神をして敬神た 

ら•しむるものあるを8d惊せざるか。 

Xゥ 余はK位せbo 

VI 願くば其は何なるやを余に敎へょ、然らば余は檫准を得、此榑璀 

に由りて矜及び其他人々の諸行《の性質を_定6、而0て此行爲は敬神 

なり、彼の行爲は不敬神なりビ云ふこVIを定めん。 

hゥ 君若し好まr余は之れを敎へん0 

V I 余は大に之れを组む。 

Xゥ 敬神Sは諸神の好む所のものな^/不敬神Viは賭神の好まざる 

所のものなbo 

VI 大に善し^:クチユフ〇丨ンょ、若は殆r佘の願ひし所の稀類の答 

Wを與へたbo余索ょり君が其の言ひし所の具理なるこを誼明する 

ならんこビは敢て之れを疑はすvj雌、其箝明を勘くまでは未tr典否を云 

ふこt能はざるな-^。 



IM 
法 

Xゥ其は勿論なbo 

V I 然らば吾葬の言ひC所を試驗すべ〇〇君は神の好む所の事物 

及び人間は敬神に〇て、神の嫌ふ所の唞物及び人間は不敬神なb、而〇て 

此兩者は正反對のも©な.CNiの說なるか0 

Xゥ 然6、余はしか言へり。 

VI 又た之れ正當に言ひたるものなbeなすか0 

Xゥ 然りソークラIK1ス、余は然りビ思へり〇確かに其の如く言へ 

•CSO 

ソー且つ、Hクチュフ&丨ンょ、賭神は怨恨、情惡、及び差別の心あbvj云 

ふか〇 , • 

Hゥ 然り广しか言へり〇 

V I 然らば如何なる種類の差別は、怨恨及び忿怒を起こすものなる 

ぞ。#良なる友ょ、例へば君ビ佘ビ數に關して®見を典にせる時、此純の 

相違は吾等を〇て怨恨を懐か.しめ、以つて桕爭ふに至ら•しむるXP〇否な、 

吾等十分に精算して其計算を求めて其局を結ぶUは非ざるか0 





1:せるU由るな 

相違あ 

V I ftきユクチジn—ンょ、猪神問に爭闘あるは、又た间檨の性質の 

ものなるか〇 

Xゥ然り0 •, 

y I然らば君の言へ&が如く、譜神も辨不善、正不正，名#及び不名# 

等に|»0て35:«.を異|:するこ$ありざ湖ふべ<、«6互に異存なき$文 

諸#(inに^關あるべきやぅなかるべし、残らすや0 

Hゥftの言正しS謂ふべ60 

ソー人は传な自ら商尙、正箱、容良なbviする所のものを爱〇，其反對 

のものを惡む1:は非ざるか。 

Hゥ 典に然办〇 

ソー然るに、君の言へる6>如くズは同1物に對0て成者は之れを正 

VJ云ひ、或者は之れを不正igひ、以つて互1:爭論〇、遂には其間に戰爭起 

るに至るこVJあbo 

Hゥ然b、其は典なbo -V .0• 



济神に料AあV 

Sせば間一物に 
して«鱒不»神 為V 

is 

VI然らば同一物ビ雖、猪神に愛され又た佾まるiこVJあるが如き 

に由つて取る時は、同一物S雖、諸神のIfrむ所又た好む所あるか0 

Xゥ ^ kvo 

螓 

VI 然らはエクチュフロ —ンよ、此見解に由る時は、同I物は玫神たb 

又た不敬神たるべきか0 

Xゥ思ふ1:其の取ある*>如〇〇 

ソー友よ、然らばAli余のf!!Jひ•し所に答へざbovi謂はざる可から 

V」るな余は敬神たるビ同時に不敬神たるもの、即ち諸神に愛せらる 

ょものに0て，又た时時に其嫌はる1所のものを問ひ6に非ざるなり0 

故にHクチュフローンよ??が自己の父を刑沏1:處せんビするは、•セクスの 

神に取つては好ましきこビなbyj雖、クロ ノス及びクラノス諸神にkつ 

ては其だ不愉快なるiたるな^〇。而.してへーファィストスの«ぶ听iへ 

丨ラの-■»ばざる所、其他諸神の窓見を興1:せるもの少なからざるべCO 

Hゥ然bs雖、ソークラテースよ、余は信す、諸神は殺人を削するの正 

常なるこ¢1:は一致すべく、此の^に就いては意jlの相違あらざるベ6 



io 

ソー 然りビ雖文クチ"*フD1ンょ、人間界の{Itを以つて云はんに，sは 

誰か殺人或は其他の犯罪者は之れを放免すべきものなbvj綸するもの 

あるを2Sきしこビあるか0 

Xゥ 余は褀ろ宵はん、人々は常1:之れを諭せbio殊に法廷に於て 

は然bo人々秫々の犯即を爲〇、而も其刑In]を免れんVicてぁらゆる首 

行を蒎くさrるな〇〇 

ソー 然bvi雖、エクチクP丨ンょ、彼等其罪行たるこVJを®め、而も尙 

ほ彼等趼せらるょを要せすビ云ふ炉〇 
Hゥ 否な〇 

ソー 然らば彼等ttて宫ひ又た行はざる所の或物ぁるなり〇彼等决 

Cて、有3R^はS11するを要せすせざるなり、然bビ雖彼等の力むる所 

は其9151:非ざるこtfを辯明せんビするこiな-^。彼®之れを®さrる 

か0 • • 

Xゥ然り之れを爲せり〇: 



V I 热らば人々决〇て犯罪«はS3すべから个VJ論せすビ雖、彼等は 

犯罪者の誰なbや、彼れは何を爲せ乙や、又た其時は如何んVJの事货を論 

中るこ£を爲すなり〇 

XゥWに浓办〇 

V I 諸神U於ても亦然bo若•し君の言へるが如く、諸神は正不正に 

關•して爭ふの時、神々の或者は日く、之れ不正莪なb VJ、又た神々の成名は 

日く、否VJO然りビ雖祌も人も、犯罪者は之れをrnjするを要せすVJlrふも 

のに至つては、决•して之れあらざるベooaは此事を佘に云はんビした 

る1:は非ざるか。 

Hゥ ソークラテースょ、大膊に於て^は典な.CNO 

V— 然り€雖彼等耩神は柯ほ饨々の琳を爭ふものなり〇而〇て之 

れたr.A間のみのIHに非す〇て、又た諸神にも適用すべきなり〇故に彼 

等？?〇兎に角に爭ふこVJcbbviせば、之れ或行爲にHHする問題に對Cて 

爭ふものに〇て、或者は以つて正なbvi 〇、他の者は以つて不正なbvi爲 

すに由るなれ〇之れ眞理ならざるか0 



チュ 
iの3 

•v-sみするに一 
玫せ9)sのnrlr 

Hゥ-與に然bo 

7 I 然らば愛する友なる♦ークチクローンょ、余を敎調〇余を論すの 

心を以つて、余に此取を敎へょ、乃—こ！に一使ぁて彼れ殺人を行ひた 

る对なb、而.して殺ofされたる^の主人彼れを锹戧に縛.し、如何1:所{»す 

べきやに關•して人をsi!は•して卜筮•して；一窻を{Mlは〇む、然るに使*未だ 

歸らざるに、la餓に紼されたるこSに由つて彼れ死せり。而•して之れ不 

正の死な6。故に彼れの爲めに主人の子は、殺人骓を以つて父を訴ふべ 

5«なbsは諸神の窓Wなりミの證據、之れ余の教ょ卜聪かんSする所 

なり。再は、如何に•して凡ての諸神雨く此子の行爲を逆認するに一致せ 

るこビを證するや〇顋くば之れを證明せ1*、然らば、佘は終生君の钟茲を 

稱贷すべ•し。 

Hゥ 余は此mを明瞭にするは敢て能くせざるに非すビ雖、其誼明は 

决して容易の業に非す。 

VI 佘は解せり。思ふに菸は、余を以つて、裁判官の如く敏逯なる项 

解力を有せざる者なb VJ云はんビするものi如〇〇而•して君は必中我 
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Is 

利官に向つては、かの行货は不正にして、诸神の嫌ふ所なるを隳叫するな 

らん〇 

エゥ然り、ソ..クラテ，ス^j •し攸答に•して余に傾肋するならんにio 

ソー彼等??*し；}^の辨-从なる演説家なるこビを知らんには、彼等必す 

や(tflttすべ.し〇今ま吾^浯り居る內、一思想起り、余はQら心中にgrlへら 

く％エゥチュフローン荞こ企1:■明するに、諸#はかの奴仿の死をnつて不 

正の死VJなすこVJを以つてするも、余は之れ•か爲めに敬神不敬神の性！? 

に就いて、別に何mも知るこビを加へざるな«*し此行爲i諸神の惡 

む所なるを許^するビも、是等のK別は、敬神不敬祌の定莪に何の益する 

所ぁるな〇〇何Sなれば諸祌の惡む所は、一方1:又た其好む所なればな 

bjvio故にHクチ；口 —ンょ、余は此寧の12明は敢て之れを願はざるな 

bo若〇君の意なりビせば、此行爲は一切諸祌の卵¢6、嫌ふ所のものS 

假定せん。然雖佘は定雜を改良〇て此く宫はん、0く、一切の神々の 

嫌ふ所のものは不敬神にして、其好む所は敬神成は神茁なして諸# 

中の成^は之れを好み、成^は之れを好まざるものは敬神不敬#SS 2 





後なるれ、行爲 
nwBo後なる 
か 

にSばる一は、其物神傘なるに由るか、成は神|:«ばるJを以つて神勘な 

るに由るか。 

Hゥ VIクラテースょ、余は«の©ふ所を解せざるなり〇 

V I余は說明せんに0吞等遝搬す€云ひ、又た運搬さる€云ひ、導く 

ご云ひ、導かるビ云ひ、SるVJ云ひ視らるビ云ふ。此U差別あり、君其性質 

を知らん0 

Hゥ 余は了解•したりビ侰す0 

VI 而tて愛さるiこ£ん愛するこ€iは興るに非すや。 

H ゥ kvo 

V I 然らば余に街げょ、かの逆ttjさるt所の物は、運搬さるiが故に、 

運^の此狀態にて運!Kさ4iか、成は他に理由あるに由るか0 

Zゥ 否な、其れ其瑰由なbo 

ソー祺かるiもの及びIUらるiもの亦同様の理由なるか0 

Xゥ钱bo 

ソー物は視らるべきものなるが故に*Uらるiに非す乙て、之に反乙 



て視らるi •か故に視らるべきものたるなbo又た物は^かるtの狀態 

にあるが故に導かるiに非す、又た運搬さる玄狀態にあるが故に運搬さ 

るJに非す•して其反對たるなbo Hクチユフa丨ンょ、思ふU余の意味せ 

る所此くて明咪Sなり〇なるベCO而*して佘の念味する所は、如何なる 

行動の狀態も受動の狀態も、eな其の前1:行動受動あるこSを舍荔する 

ものなbvj云ふにあり。故に物の轉化するや、其のW化するものなる•か 

故に非す〇て、W化するが故にM化する狀態にあるなり〇物の受動ビな 

るや、受觔Sなるの狀尥にある•か故に非すして、受動するが故に受勸の狀 

態1:あるなり〇君は之れを承B2するか。 

Hゥ 然り〇 

ソー 愛さるiものはW化か、成は受奶の成狀態Uあるにあらすや。 

Hウ 然bo 

ソー 而して前の堪合に於ける^C く、®さるi狀態は愛さるi行 

爲にM作し來るものにして、其の行爲は其の狀態に随伴するに非ざるな 



Xゥ 確かに然bo 

VI HクチュフTJ1ンょ、敬神に關〇ては如何ん。君の定醆に由る時 

は^神ビは一切の神々»:愛さるiこ¢1:あらすや。 

Hゥ 然匕 

ソー 其は敬虔たり或は神ffiたるに由るか、成は他の理由に由るか0 

Hゥ 否な其の理由に由〇てなり0 

VI 之れ神雄：なるが故に愛さるiものに〇て、愛さるiが故に神聖 

なる1:非すビするか0 

Hゥ然り〇 ♦ • • 

ソー 而〇て諸神の好む所のものは、諸神1:愛さるJが故に、諸神に愛 

され、又た諸！：U愛さるiの狀態にぁりVJraふべきか。 

Hゥ 確かに然bo 

ソー Hクチ1フローンょ、然らば君の哳首せる•か如く、路神の好む所の 

ものは、神撰なる1:非す、又た神勘なる所のものは賭神の愛する所1:非t 

兩者全く別物た6なり.0• 



觯爷なitt神之 

猪|»の好む4の 
aw*t之れを* 

するiv 

sfる4の鱗 
の釘む4の及び 

;の霞マる*Q 

Hゥ ソークラタ1スょ、君の言の®;味や如何ん0 . 

ソー 余の意味する所は、神®?なるこSは其神帮なるが故に神の愛す 

る所なるは？V等の趄むる所|:0て、神の変する所なるが.故に、神©なるに 

非すビ云ふ1:あり〇 ., 

Hゥ 然り〇 

ソー然りビ雖諸神の好む所のものは、諸神之れを^す&が故に阽神 

之れを好むものに•して、决〇て銥神之れを好む•か故に之れを愛するじは 

非ざるなbo 

Hゥ 典に然り〇 

ソー 然我友文ゥチュフローンょ、？;:•しかの神勘なる所のものは、• 

諸祌の好む所のものVJR'illuoて、而•してかの！：欺なる所のものは神期 

なる•か爲めに愛さ& せば、諸神の好む所のものは、諸神の好む•か故に 

愛さるものたboなるベ〇〇然雖かの賭神の好む所のものは、箱# 

之れを愛するが故に諸神之れを好むvjせば、かの神瑠なる所のものは諸 

神之れを愛する•か故1:神©たり〇なるベ〇〇されrも此の?!tの反對な 



るU君の解する所なるベく又た此兩济全く別物なるを知らん〇何亡な 

れば|(产4をC)は変さるi故1:愛さるiM•類のものに〇て、他(OCS1は 

愛さる2柯«|のものなる•か故に愛さるiものなればなり〇ユクチュフロ 

丨ンよ、余が神®•なるものifrKの何たるやを問ひし0$»は其竹Hを答 

へすCて、たr其®性乃ち一切の神々1:交さるiこのJKtliを答へた 

るもの！如〇-而〇て君Wほ敬神の性f£を余に說明するこビを报めbo 

願くば^の^0の资ItをBSくすこvjなく、敬神及び神帮の^に如何なる 

ものなりや、之れ神の好む所なりや否や(何VJなれば之れ•&等の爭ふべき 

所の問iaに非ざればなり7又た不敬神ビは供して如何なるものなちゃを 

今一度余に；sへよ。 

コウ ジークラテースよ、余は如何に余の;«味する所を云ひて可なる 

やを典1:知らざるものなbo何Sなれば、呑笠の謎0は如何なる基礎1: 

之*Iを据え®くビも、彼方を向きて步み去るの趣あればなり〇 

ソーユクチュフローンよ、君の言はrtl:吾が祖先rィダロスの作品の 

免きかなo«c余にして此首を货せ乙ならんには，君成は、余が、ゲィダロ 



の後裔なるを以〇て、余の作品たる鏃狳は、Isく其扼AEきたる所1:存 

せすて步み去るな-CNtf言ひ•しならん。然るに是は之れ若自家®思 

なるを以つて、君は或る他の嘲弄の35を發明せざる可らざるなり〇何 

なれば君の言へるが如く、是等の言は»き去るの傾向を示すものなれ 

な办〇 

Hウ 否なジークラテースょ、余は尙ほ云はん、君は1(にダイダロスに 

て"能く鷂論をじて動か•しむるこeを爲すの人なりso »に縝»をし 

勸搖せ•しむる所のものは、佘に非ざるなり、何Sなれば、余の力を以つて 

ては、赴筏の硪綸は*も動搖せざるを以つてなbo 

ソー 然らば余はダイダ〇スにも设れるものならざる可からす。何 

なればダイダロスはたr自己の作品のみを動か〇得るど雖、余は他人 

ものをも動か〇得るを以つてなり〇而してダイダロスの作品の美ビ 

る所は、寧ろ余の美ビせざる所なり〇何ビなれば余はダイグロスの智 

タンタロスの富Cに代へて、能くIft論を®留owつて勸搖するi勿ら 

めん{を欲すればな60然bvj雖此琳I:關する淡Isは是に止めん0 



恐1||!嬝« 

余の見る所を以つてすれば、君は聊か懶tfiなるが如•し、故に余は、君が、敬神 

の性質に關乙て如何に余に数ふべきやを示めすべ〇〇君© くば勞力を 

惜しむこビ勿れ。此事を余に敎へよ、敬神なる所のものは必す、正•しきこ 

¢1:あらすや0 

H ウ ft kyo 

ソー然らば一切の正0きものii敬神なるか〇或は敬#なるものは 

一切正.J £雖、其正6き所のものはた1#1部敬神|:じて、全部は敬神にあ 

らざるか。 • 

Hゥ ソークラクースよ、余は君の言ふ所を解する能はす0 

VI されざも君は余よりも若きを以つて"余よりもBt明なるは余の 

知る所なり。然.0¢雖從敬する友よ、余が§•し•か如く、君は智鈦に馆める 

を以つて遂に懶tftに陷bたるなり〇聊か力むる所あらんビは、余の言を 

理解するは易々たらんのみ〇余の意味する所は、余の窓味せざる所のも 

0を以つて之れを說明せん〇詩人(スタV ノス联ひて日く 

-|是苏一切の諸物の則逍主たるゼクスに關乙て、汝は晤るこ迄勿 



るべ〇〇何vjなれば恐懼の//tる所、又た之れ^©の存する所 

12ればなboj 

¢0余は此詩人の宮にrMl意せざるものなbo其不rnl窓にBa•して?tuls 

る所あらんか。 

Hゥ 勉くば是非VJも之れを语れ0 

ソー 余は恐懼の存する所又た崇敬の存する所なbvi云はざるべ00 

何ビなれば多くの人貧困^病及び其他の害惡を恐るビ雖、余a彼等が典 

の恐fflの目的物を银敬するを知らざればなbo 

HゥEI:然り〇 

yI 然bvj雖、祭敬の存する所には恐懼あり。何£なれば人若6或 

行爲に關•し、^敬及び3L耻の成を有するB.Vは、不名譽を恐るiものなれば 

0L&。 、 

Zウ疑ふべきな60 

ソー 然らば恐悃の存する所は^敬の存する所なり€云ふが如きは 

誤Sに•して、吾等は^敬の存する所は、恐懼の存する祈なbvj云はざるを 



分 

得ざるなbo然りビ雖恐愐の存する所必〇も饼に泶敬**せざるなbo 

何Sなれば恐懼は^敬ょb-^廣き觀念»:〇て、崇敬は恐憫の一部なるこ 

2、宛も奇數は數の一部に〇て、數は奇數ょbも麻き覜念なるが如きをa 

つてなbo思ふにJftくffi;明せば君は余の言ふ所を了解.し得るならん〇 

H ゥ ^ kvo 

VI 之れ余が、正しきこViは敬神なるか或は敬神は正〇きこVJなる 

か、又た笊に敬神の存せざる所には正莪あるを得ざるかに就いて問はん 

iする時、提出せんVJ •したる疑問なりき。何VJなれば正莪は.敬神ょりも 

廣き奴念に〇て、敬神は其一部分たればなり〇君は之れに间意なるか0 

Xゥ 然b正しき論なbvj思考す。 

VI 若•し敬神は正義の一部分ならんには、然らば吾等如何なる部分 

を研究せば可ならんか〇君老し前の如き鴣#に討究を進めて、例へばm 

數ビは如何なるものなりや、偶數ビは數の如何なる部分なりやビ問はん 

には、余は答へて、二等分さるi數字を代表する所の數なり艺云ふは敢て 

timl:非ざるなり〇君は之れに[Ml意なbや。， 





犬kjに注意す 

ssf 

Mec逆歩せL 
めんこ30#一.^d 

Hウ典に然 

ソー 馬術なるものはBJを注意するの術にあらすや0 
Hゥ 然り〇 

ソー務く犬を注窓するを^るものは^夫に6て、何人も之れをE 

するに非ざるなbo 

Hゥ 然bo 

V I 黴夫の術は、犬ir注意するの術なるか0 

Hゥ 然り〇 

VI 牧牛者の術は牛に注窓するの術なるか〇 
Hゥ 钱办〇 

VI神期及び敬神は諸神に注意する所の術なるか|ユクチ.！フロー 

ンょ、之れ君の意味せる所か。 

H ゥ ^ kvo 

ソー 注意なるものは常に注窓を與へらるi者の善成は利益を針る 

ものなるか。馬を以つて例せんに、養馬の術を以つて注葸を加ふる夺i 





ftMKaltに窣 

81 

ればなbo 

Hゥ ソークラタースょ、君は余に宽假する所あれ、之れ余のS味せ〇 

所に非ざるなbo 

ソー 善然り亡雖所！£敬神即ち神に注窓するこ£ょは如何なる 

こViぞ、之れ尙ほ佘の問はざるを褂ざる所なり〇 

Hゥ ソークラテースょ、之れ家僳が其主人に盡くす•か如きなり〇 

VI 余は解せ6、——之れ諸神U取ふるこSなり。 • 

Xゥ確かに然60 • • 

ソーW槃も亦之れ一禅の琳ふるこVJ成は服役に〇て、或目的を得ん 

が爲めに注念を用ゆるこSなり〇其目的vjは即ち健康ならすや0 

Hゥ然り〇 

VI 又た成結果を得んビして造船者に事ふるこSあるか〇 

Hゥ 然boソークラタースょ、船舶を製造せん芒の目的を以つて0 

VI 家を建築せんCの目的を以つて建築者に事ふるこ£あるか。 

H ウ ^ hyo 



16に本ふlowu 
Wの.53:なる琪 

*に助力するこ 
ビなるか 

«•等の助力rrti 
Lf:る：if 

usn 

ソー 而6て蒋良なる友よ、此の神1:事ふる所の術に就いて余にtkへ 

よ。此の琳ふるVi云ふiは、如何なる取業を成す！4助力を奥ふこCなる 

か。*?は自ら云へる如く，現存の人間中、忍は宗敎に鬮〇ては最も善く敎 

宵されたる人なれば、必中此事を知らん。 一 

Xウ ソ-•クラタースよ、眞|:然-CVO 

V I 然らば、神が其助手ごして孖筇の助力に由つて爲したる所の善 

美の事業は何々ぞや〇 

Xウ ソークラタースよ、»神の爲〇たる美なる寧業は甚だ少なから 

ソー 友ょ〇大將の爲〇たる事業も亦此くの如CO然bvi雖其多數 

の中主要なるものは容38に15るこVJを得べLO©爭の勝利は其の多く 

の事業中の主要なるものなbvi君は云はざるか0 

Hゥ然り〇 -, 

ソー 若•し余に•して誤らすSせば、15夫の事業の美なるもの亦少なか 

らすご雖、土地ょb食物を產出せ〇むるこvjは其の主要なるものに非す 



saas. 
麗— 

Xゥ 確かに然bo 

ソー神の爲•したる^業の多くの^なるものi中、其主要なるものは 

果して何ぞや0 

Hゥ ソークラテースよ、余が前にも言ひ0如く二々精密1:此事を知 

らんビするは其だ勞多きこVJなるを以つて、余はたr敬神eはrrls及び 

«牲を求獻•して、宮2S及び行爲1:於て神々を悦ばすこビを學ぶにありビ 

云はん。之れ寅に敬神にむて、以つて| W一家を救ふべきこVI、不敬神は 

神々の悦ばざる所1:0て一國一家の滅亡を來す*>如きなり0 

yI •文クチIフローンよ、思ふに君に•して其怠あらんUは、余が問ひ〇 

用の主耍なる«間に?^0、今一層簡取なる解答を54へたりしなるべし0 

然るに?|は余を教訓せん£するの3£志なきもの1如.し0然らすんば如 

何でか其點に逑〇た るの時、君は他を言ふこvjあらんや〇君苦，J、今たr 

一皮余に答ふるならんには、今度こそは余は敬神の性質に就いて5よb 

平ぶこtfを得ん。凡てK問港なるものは解答者に依賴するものよるを 



ttsaa神に典 
ふるKJlslnふ 

こ301なる 

以つて解答者の由く所何^へなり亡も佘は從はんビせり。今た1#1問| 

のみを余に許るせ。敬神iは何ぞや、敬神なるこsiは何ぞや。君は是 

等を以つて祈禱及び！2牲を供する一種の^術なりビ言はんSするか。 

エゥ 然り、余は然XNビ云はん。 

VI 而〇て嫌牲を供するこビは神々に贈與するこ£にして、祈)^は 
參 

神々1:願ふこビなるか。 

Hゥ 然办ソークラテ.-ス〇 

ソー 此見解を以つてする8$は、敬神V)はS3ふこvj及び與ふるこビの 

璆なb i云ふべきか。 

Xゥ ソークラテースょ、君はSもょく余を解せbo 

ソー 然り、其理由たる、余は君の平術の歸依者に.して、余の全心を之に 

注げるを以つてなり0故に君の言へる所は、何^ミ雖誤るこミな〇、故に 

願くば神1:仕ふるこVJの性質の如何なるものなりやを佘に敎へょo» 

は、諸神に祈願•し又た供物を捧ぐるこSなりビなすか。 

H ウ ^ kvo 



析願U求め 

供物a興ふ 

AMWU人4M 
在'flMをiAする 

M寰なるか 

li 

ソー析顧の正當なる方法は、猪神に願ふに吾«?の耍する所のものを 

以つてするにあるか〇 

Hゥ 拽り〇 

VI而乙て供物を炸ぐる正常なる方法は、路神が再等1:要むる所の 

ものを忭納するに(5り。何£なれば要むる所なき者|:盼與す€云は5^ 

之れ全く無恋味たればなbo 

Xウ ソークラテースょ、-KI:然り〇 

,VI 然らばユゥチュフローンょ、敬神ビは諸神VJ人々ビが互に有無を 

通tる商Kを行ふこSなbビsnふべきか0 . 

Hゥ此くの免き言3^、^^0好ま1#之れを使/(1する£&可なり0 

VI余は別に何mも好む所なく、たr.K理を云へるのみ〇然b£雖、 

余の 一gふ所は、吾等の泰納する所に山つて講神は*•して如何なる利益を 

堪加するやを敎へんこビなり〇諸#は一切の善を吾等1:與ふるものな 

るは明瞭なるこViに〇て、©等が其の報跗¢0て如何なる薄をも諸神に 

與ふるこ£能はざるも、亦、一財明B£fなるこ¢1なす〇諸神若•し一切のも 



•のを吾等1:與ふVJせば、吾等は何物をも諸神に與へざるなり。故に吾等 

若〇大に利益する所あbvjせば、此は一純の商资たらざる可からざるべ 

to • • 

Hゥ ソークラテースょ、諸神は吾等ょb受けたる所の物に由つて何 

等かの利益を增加するものな君は想倮するか。 

V— エクチュフローンょ、若〇萑も利益するこSな〇ビせば，*«?如何 

なる舉納を諸神になさん。 

Sill難sHゥ 5S神に奉献する所のものは、？社敬の供物ぁるのみ、登 

他あらんや〇之れ余の巳に言ひ*し所•して、諸神のSぶ所のものなり〇 

ソー 然らば敬神Sは諸祌を苕ばすものなりV」雖、諸神を利益〇又は 

諸神の好む所のものには非ざるなり。 

Hゥ 余は云Uん、之れに優りて諸神の好むものはあらす¢0 

1!iTs?i 了然らば敬神ビは諸神の好む所のものな办ビ今一度反？てs 

言するか。 

Hゥ 然b疑ふVきに非す0 



V I 君は此nを爲すに於ては、余は、君の言ふ所の確Vi •して定立する 

こビなく、而•して步み去るものなるに*Xかざるを得ざるなりosは余を 

目〇てダィダPスVJな己、能く縝綸を•して步み去ら6むる洛ビなす£雖、 

君li未だ他にダィダロスょりも一府大なる美術家ぁりて、ょく議論を•し 

て扼fficて行か〇むる^あるを知らざるなり〇而•して其の人は君自身 

たるなり〇何VJなれば君の見る•か如く、a論循環じて又た元の所1:歸b 

來ればなり。君は、前1:吾等*!祌®及び敬神は、諸神に愛さるJ所のもの 

ビrMllに非すVJ云ひ〇こ«をKtsせるならん〇君之れを記位せりや否 

Xゥ Kfisせり〇 

V I 然るに今や君は、諸神の愛する所のものは神聖なb VJ云へるに 

非すや。然りS雖、此く fnふは賭神の好む所のものは神ff;な云ふ€ 

同一なり——«は此點を了會〇たりや如何ん0 

Hゥ然り〇 

ソー然らば吾笠が前»:其亊を許容•したるは誤Isなるか、或は荞し其 



B$正當なb yjせば、今は誤^たるなbe 

Hゥ•其塢合然るが如LO ^ 

ソー 然らば吾等又た、始めに返bて敬7WVJは何ぞやViの質問を提出 

せざるを得ざるなbo其疑問にして余の心中に存せる以上は、余は其財 

究U於て决して倦尨するこビなからん0¢?、鼢くば余を輕蔑するこeな 

く、全心を盡く Cて余にIt理を吿げょ〇佝どなれば若C何人か其具理を 

知れる^ありSせば^は即ち其人たればなbo此故に矜の之れをKる 

までは、余は«を抑®するこ£ブp丨テクスを抑留するが如く爲すべCO 

若し君1:して敬神不敬神の性質を知らざらん1:は、君の家の奴練の故を 

以つて^の老年の父を訴ふるU殺人罪を以つてするこビなかるべく、又 

た賭神の眼前に於て、此くの如きEを爲す*>如き尨險を®:しA々の总1A 

を！S倌する/)>如きこSを爲さrbcなるべしビ众は信す。故に余は確 

倌す»は敬神不敬神の性質を熟知せるものなbio故に愛するユクチュ 

フTI1ンょ、願くば余に敎へょ、而〆して君の知aを殴くすこ«勿れ。 

Xゥ ソークラタースょ、也日又〇佘は心急げb、余は行かざる可から 



敬神翥に答解を 
»'すソータ,T 

IX失aす 

ざるなbo 

V— あi我友ょ、君'i余を失^せ•しめて®き去らんViするか〇君は 

必す余に敬_不敬神の性Hを敎へ、以ってメレートス及び其訴訟U對し 

て我身の公明なるこビを辩解するを份•しむるならんS希^0居たbo 

なり。又た佘は輕跳にして新奇を好むこVJ、及び無較の爲めに空想に耽 

りたるも、今やHクチュフローンの/?总に由つて改心して、今後は善良なる 

生活を1Sすべきこビを、メレートスに瞪明するを得んこビを希逋〇居た 

bしなbo 







の事*aJt 

蠼想上Qi 

辯is解題 < : 
r- I ■ • ‘ rT，5 • r • 

ブラトーンのr^誼J^VJ、ソークラ，K1スの典の辯證£は如何なるBN係 

なるやは之れを决定するの方法.^しミ雖、キセノフ*ンの『メモ3ビリァ」中 

に言へる所i、殆r相一致せるに由つて見る時a、此篇は舉寶に某づける 

ものなるを知るU足る〇然雖其大WU於てはブラトーンの理想の 

ソークラテースに*して、ソークラテースの生活の最も高1«に、又«も公共 

の光莰中に見はれたる所のものにして、其最も弱かるべき時に於て、勝利 
0 

の13上U達〇、而も尙ほ人類に對むて卓越なる威権を有し、而して其惯用 

せる俯の«刺は一種新たなる意味を帶び來bて死の面前に悲哀の情趣 

をSえたるものなり〇ソークラテIスの}生の事寶は此に縮密せられ 

て表現し、其人格の槪要は其辨解の宵踰中偶然出で來bfzるものi如き 

の觀ぁり。其文體の放肆なる、其»題の順序なき、是等は却つてソークラ 

タースの性Rを表はす點に於て、奥術の完全なS作品¢0て結果せb,° 

然b€雖此篇中の成綸迎H必すや*際ソークラクースの論じたる^ 



の^るべく、其言腧は諸弟子の耳には後までも尙ほ響き居たboなるベ 

•し。勿»此辯證篇は理想のものにして、宵ふべくして®はすあり•し所の 

祺を言ひ•しものあるべく、文字通りに典なりS云はんよb、理想上に具な 

るものに-0て、ブラトーンの此位诳の肢たるなり0され<」も呑等又た想 

倮-して、ソークラテ—スの眞の辩證は、成はゾラトーンの此篇よbも一層 

大な•るものあり•しなるベ〇ビ云ふを得ざる1;しも非ざるが如〇、何VJな 

れば師は弟子よbも大なればなbo n•れV」もml:角にソークラタース 

が5f際用2)たる首15は後i:まで保rfIiitfiされたるは盖し與なるべくA 

つブラトーンは辩證の法庭に在つて傍聪せしこtfを記せb VJSI、ソーク 

ラタースの臨終の時(『ファィドーンj篇)は、病氣を以つて其塲に在らざ-^し 

由を記るせbo之れ或は此篇に信をfliか〇め、臨終の想には其意なきも 

のi如CVI解するも、决して想像に過ぎたb S云ふべから中。.殊にブラ 

トーンの全對話中、自己の名を記せるは、此r 21趙篇ソークラテースの臨 

終馆『ファィドーンの二あるのみなるより推すも、此篇の大に事H上に典 

なるものあるを察知するに足る。又此1Sはキセノ7*1ンのソークラテ 



トーンのy—クラテ，スV」の結合せるものに て、『ファイド 

1クラテース的i云はんょり4、琳ろブラトーン的の9$代に 

ビ謂ふべ〇〇ソークラクースの審問及び死に關〇ては、キセ 

記るせる所ご、ブラトーンの記るせる所VJ、大要相同じ、然りビ 

1クラテース流儀の®刺の趣味は全然之れを有せざるなり〇 

〇 

ンのソークラテ—スの辩證は之れを三部に別つこ£を^ベ 

辯isの本領、m二は刑S;]輕戒の短演說、第三は預言的1315之れ 

テース先づ自己の雄辯修辭等を能くせざるこv>を云ひ"自己 

するものを分類乙て二1¢¢な〇、其一純は輿綸ビ稱する無名 

りvj 〇、第二稗U自ら名乘り出でたる貴罪者なbito而〇 

る所は、第1ソータラテースは惡行«に0て、又汴天上地下を 

る奇態の人物なち、又た恶を〇て啓良なる进理あるが如く見 

£縈爲C、之れを人に敎ふる赛なりビ撕ふにあり、第二にはジ 

i 



1vラタースはM行者なり，靑年を枥敗せ〇,むる界なぅ、固定の神々をm 

せす•して，新神を輪入せるものなりビ裯ふにあり。此後漭は吿發戡中に 

實に記載せ〇所のものに〇て前漭の如きは眾に附加〇たる滑稍的のも 

のたるなbo • 

ソークチテース之れに答へて其娛隳を一掃せん€す、而•して先づ自己 

の【ソフィスト」VJ與るこSを云ひ、又た自然哲學は其知らざる所なるを明か 

に〇、決•して赴等の斟を人々に敎へ•しこVJなきを言へり〇 

次に何故に此くの如き惡名を被りたるかを說明せんtfoて、其W因は 

一饨奇妙なる神命、即ちソークラテースは、世上第一の贸人なbviのiに 

基づくものなりビなせbo又たハイレフ*1ンなるもの、デダフ♦イ神社に 

至り、此神託の誤bなきやを質•したるこiあるも、神託尙ほソークラテー 

ス以上の人他にな•しS答へたり〇ソークラテース自身に在つても、亦た 

自己は果〇て與に世上访Iの»人なるかを疑ひ、自己ょりもK明の人を 

發見して、柱いて神託の拔8なるを論破せんVJOて、®々の人々を訪問•し、 

始めに政治家を訪問し、次に美術家、次にH®家等を訪問〇たるも、荇な何 



事も知る所なく、而〇て彼等自らは知る*なりVJせち然るにy1クラテ 

1スは自己は何事をも知らざる著なりvj雖、其何事をも知らざるこ2を 

知る點に於て彼等ょりも货なbvj思はざる可からすVJな0、此 < て其一 

生を、自ら以つて智者な-CSVJ稱する«を綸破するに*;や•し、徒に人々の嫌 

惡をHふに至れbo又た富有の子弟等、ソークラテースが人々¢31論す 

るを傍KOて偸快を成〇、其論法を憤倣•して、柱々、自ら智者なりミ稱する 

«を論破するこvjぁるょり、其論破され.•し人は、其綸破〇たる靑年を怨み 

す〇て、之れソークラテースの爲す所VJな•し、以つて怨をソ—クラクース 

に歸する1:至り、*々ソークラテースを惡むの情を增長せbo又た知識 

敎授を«業VIせる人々は、ソークラ！K1スを呼ぶに、或は靑年を腐敗せじ 

むるものなり、無神綸者なb、pi物論者なり、號辩家なb VJO、以つてソーク 

ラタースに復譬せんVJせbo之れソークヲタースが其恶名を被るに至 

办C第一の理由ビせる所なbo - : ， •> 

第二の非難に對〇ては、メレートスVJ論辯0 メレートスに問,て日く 

1若〇彼れ市民をtf敗する者なb VJせば、市民を教育進步せ〇むるものは 



唱中又' 
逬のた 





制止せる由を以てせり。且つ彼れ二度公事に於て、正雜の爲めに其生命 

を危ぅせ〇こVJあり——一度は將官を審問する時の不法に反對〇、次に又 

た三十人政治の服制なる不法命令1:反抗•したるこどあbしを首へれ〇 

官事に其身を委せざb LVJ雖、私人ビ•して其一生を黄や0、人々を敎へ 

て而も報酬は之れを受くるこVJなし。之れ彼れの天職なり〇其門弟子 

中或は惡〇き者iなるものあらん《も、毫もソークラテースの罪に非す、 

何ビなれば彼れ人を敎へんVJ約束•したるこSあらざればな^so人々が 

ソークラタースに來るも去るも彼等のmのまiなり〇若•し彼れ、靑年を 

腐敗せしものなb VJせば、靑年自身に非すビも、其父兄或は親戚來つて彼 

れの反對の位Sに立ちて誼人たるべき筈なりVJal、决〇て其事なく、却つ 

て彼れの無罪の證人たらんSせb£れ彼れは典理を晤る€雖、メレート 

スは虛言をIsるを以つてなbsなす0 

之れ彼れの云はんVJする所に•して、决〇て裁判官に、其生命を助けんこ 

Viを乞ふが如きこビを爲さす、又た小供等を法庭に連れ來りて、人々の哀 

憐の同情を喚起〇、以〇て、死を免るされんこビを哀顋するの助けVJなさ 



ん亡するが如きは、其耻づる所なb S •し、又た哉判官なるものは、人に正袭 

を贈與すべきものに非中•して、法律に遵つて栽判すべきものななす。 

ソークラテース粢より死を«悟0、¥ろ之れを58み居たりしなるべし。 

故に今や言妍は决•して調和の方針を取つて柔和Sならす•して、一屏高峽 

且つ命みの型を加へ來れり〇ァ1トスはソークラテースを死刑に處す 

べしiなせboされrも他に罪を購ふの提案はあらざるか。ァテーナ 

ィ人の恩人たる彼れ、一生を鞞の爲めにftや•したる彼れは、必中ォリュンビ 

rfsの^Wに^ちし人よbも 一rtfの«:敬を受けて『•フタュタ子ィォン』の公 

辞•免に公|&さるiを以つて常然ビなす。彼れァ•ー ュトスの设pnせC死な 

るものは%•して善なるか鉛なるかを知らざるを以つて、何ぞ之れに代ふ 

る•の代fitを提出せんや。死じ代ふるに入獄を以つてせんか、之れ怨なb、 

追放を以つてせんが、之れ亦惡なbo金¢2を怫ふiはSに非すvj雖、之れ 

彼れの有せざる所。或は 一rナ」の金は之れを拂ふこViを能くせん、竹•し 

之れ代fffたるを份ば代®たらしめよ。然りビ雖、彼れの友人^は、彼れU 

橄むるに三十rナ」の金を拂ふべ•し、而して彼等其is人たらんi云へb。 



辨論の後、投SIに由つてソークラテースを死刑に處するこ¢11决定す0 

ソークラタース此箏始«>ょれ期せ〇所なるこ艺を焐り、且0、汝れ巳に老 

•&なるを以つて、ァテーナィ人、彼れの數年の餘命を耷ふに於ては、不名# 

の外、何物をも捋る所あらざるベ〇〇若C彼れ武器を投■し哀を乞ふに於 

ては死を通れ得ざるに非す£雖、彼れ决•して其哼々たる辯誼を後悔する 

こVJなく、¥ろd己の方法に從つて辩鑰して死するビも、彼等の意1:阿b 

て生きんこごを欲せす〇死は恐るi所に非ずe雖、不正は之れを0 6 2 

な-^ £15れり〇 

今や死せん£するものは預言の力を授かるものなbsoて言ぅて日 

く、彼^吿發人等は、ソークラテースを除く時は、以つて自己筏の安全を得 

べしSなさん〇然办£雖、今後彼れの門人等は、起つて大に彼筏に反對を 

加ふるや、一靨激烈なるべし、何eなれば彼れ等靑年客氣の者なればなb 
io 

死刑ti索ょり決定せbo然bビ雖、®に入るの前尙ほ聊か時間ある可 

ければ、時問ある限りは、余の無邾を顧ひ.し友人睹君ビ蹈りんさして、 



其今回の死を撰び〇は全く神託に由るものなるを吿げ、又た死Sは夢に 

由つて«r<fらるiこvjすらもあらざる安眼なるか、或は他界に行くこ£ 

なるべしVJな〇、若0完全なる安眠の狀態なbsせば、之れMも願は〇き 

こVi立云ふべく、又た若し他界に行くこビなbviせば"古來の英雄及び大 

人物に而會して晤り得るの樂しみあり4なせり0 

且つ日く、生前死後窖人に來るべき惡あるな•し、故に彼等は余を殺すS 

も余はSされたり£思はす、敢て深く怨む所な6¢。 

最後にソークラタースが人々に依親すS所は、若しソークラテ—スの 

子等、成艮して徳莪を思ふこViなく，たr金«其他の事のみを念£する如 

きこ¢1)らんには、猪君願くば吾が子を罰するこVi、尙ほ佘が諸君を籾•し 

たる如くせょVJO 

〇 ••‘ 

ソークラテースの辯證は、或は往々に〇て詭辯を弄せる所あり、又た裁 

判官を3M擊Cて之れを笑ふが如き趣なきに非ざるなり〇然bs雖、ソ彳 

クラ.K—Kは生死の如きは敢て之れを心に介せt之れを以つて吿發人 



y丨夕*»T丨ス 
の宗ftに！！する 

n由通想 

メ—, 7rix 
QA94SQHH 

-Af stt« 

等をW親じ殆Vi之れを嘲弄せんVJするが如きもの*る*>如•しSなす0 

且つ彼れ權威の人ビ雖、眼中敢て興るこSなく、其偉大なる人格は一切の 

人々の上1:在bて、宛然人間の王S云ふ*>如き有樣なり〇之れを以つて 

敢て裁判官を軤鋭嘲笑するに非すt雖、又た其眼中何者にてもぁらざb 

•しな-^〇 . 

ソークラテースdら無神論者に非ざる由をiftり、又た神托なるものを 

賭れb VJ雖、神の介在に關〇ては、此釕に於ては其思想十分明かならす、又 

た未來lit界の觀念の如きも、进魂不死を斷言せざるなり〇 (此點rファィドー 

ン趣を巩にせbu)此等の點に於てはソークラテースは大に自由思 

想家の如き觀ぁりビなす。 

ソークラテースの嘲弄諷刺は、故.-al:之れを裝ふに非すして、其性Hょ 

b流出するもの«云ふべく、此最後の紀念すべき大なる時に於てすら、决 

して減少するこSなく 〇て、却つて自然の索扑なる狀態を以つて大U其 

皮を高めで發現せり〇 

短言以つて此篇のソークラタ|スを謂は-1-1最も弱かるべき時に勝利 
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IK 

告8人0植考 

T 11•トス其他 

き宵85を侦用するの?.7惯あるものなるが、今まこ1に佘の辯證を爲すに 

常つても、亦数々之れと同^なるIJ奶を川ゆるこSあるべ.ければ、»君は 

之れを趑きて之れに^くこViなく、余の辩證を妨害するこVJなからんこ 

ビ之れなり〇余の船今や七十を超えたり、而〇て法庭に出でたるは始め 

てなるを以つて、法庭に出でi3行するの作法を知らざるなり〇故に諸 

君は佘を見る|:、外阙人が0阀の71紐を使用するも、諸君は之れを览假す 

る•か如くせんこビをMふものなbo -而•して之れ無J1の願U非ざるベ*し 

V」信す。决じて余の作法の^Sを問ふこS勿く、たr余の辯論の正翁の 

みをttviむ、此點に注:15:•し、栽判官は正しく裁判〇褚論者は與Kを?5るこ 

Vi を«すべきな-CSO • - ^ 

余は先づ以前ょり余を罪し咎めたる者、及び第一栩の吿發人等1:答へ、 

以つて渐次に其後の漭に及ばんビ欲す。.frに余は數多の翘吿者ありて 

久しき以前ょり余の罪を云ひ、其娌吿は数年に亙れるなbo余はァニュト 

ス及び其徒を以つて危險なる者なbV>すV雖、彼等は又た其一種の手段 

を有せるを以0.て、ァ-1<:>ス.^ょ力も又^【»恐るべき«£なす〇然.^ 



n-ひ^3 

ン—夕7rlス 
滑SMS人 

£雖1«ほ1府尨險な4蜚は、薄ft等の何ほ小兒なしw3t虛欺を以つて 

諸君の心を嫌ひ、此 一{3のソーク?夕Iスを目•して»人なbeし、上は天 

をfa)ひ下U地を探b磁を•して善良なi道理あるが如く見せ•しむるこw 

を货すものな^SVJ首ひ^むる者なす〇是等の雜吿者は余の最も恐 

るi所なり、何％Jなれば彼等は此虛說の傳播者に•して、之れを聞く者を〇 

て、此秫の役機«は諸神を信せざる者ならんビ想倮せ6むるに至るもの 

なればなり〇此虚說傅播济は典數甚だ少なからす。而して其余を罪す 

るや久しき普ょbの^に〇て—路君等尙ほ贵年たb、小兒たり、而•して彼 

等の言は諸君の心;au印象し具き時、——或は何^も答辯するものなく、訴 

謾は明席哉判を以つて巡行するを得る時に、彼等は余を罪•し始めたbp 

而して其內敁も强缺なるものは、意外なる滑稽；！s人の事件©他、余は彼等 

の名を知らす又た35るこv>能はざるな卜〇然bs雖是等翘吿浙の大部 

分は嫉妬及び恶意ょboて»君の成情に訴ふるものに0て、其M或者は 

自ら僧する所6なて、其所信を他人に体ふるこ£を爲せり。^は云ふ是 

等の人々は/t>も所aに苦•しひものなbiQ何iなれば余は苺等の人を 



■ 

盗く此に呼び出0て之れを吟味するこVJ能はすr余«余の自術0货め«:f 

たr影vj ®ひ、何人も答ふる*なくして之れを吟味せざる可からざれば 

なb。蹟君は、余を以つて二釋の反對者を有せるもの€見んこを顧ふ 

ものなb、——即ち一は近來のものにCて、他は昔よbのものたるなbo而 

〇て佘•か先づ、昔よbの反對漪に答ふるは、正常なるm序なbe，賭15の承 

Rせんiは余の希^する所なり。何eなれば是等のrB吿1:就いては、猪 

君は他の漪よりも長き以前(:、且つ一屏數々聪き0所なるべければな办0 

扨て余は今ま短少なる時問を以つて、賭君が余に對乙て150たる長年 

月間の讒Bを一掃せん•か爲め1:辯趙を試みん£欲す。而〇て若し此の 

m諸君及び余に宜〇く〇て、余の首ふ所若〇諸君の愛を受くるに足るビ 

せば余の辨isの成功せんこtを希槊す。然be雖之れを爲すは弈易の 

寧1:非す、—余は能く此垠の性質を熟知せb、故U余はたr之れを神意に 

任せ、法律に從ひて辨15すS所2)らんのみ。 

余は事の*&めより論CTg tて佘1:對する烛吿を起こす1:至りたるは 

何事ぞや、又た何事かメレートヌを敝勛して余»:反對するに至らしめt 



や;.»はん:-°彼等乜余の告«人^り、而して口损に於-«;£彼等の^を約 

述1:、日く『ソークラテースは惡事を1Sす人-7iり、又た^:®•なる人にし 

て 地を探ち、上は天を伺ひ、能く惡をLて善たる如く見せしひるこビ 

を /又た]H:敎理を他人に敎ふる所の人なbji、之れKに吿發の性KI: 

• - . • 

r ;た猪^等*>wl:T#リストファ子1スの滑^削に奴たりし所のもの 

i： 此沿松劇はソークラテースなる一人、諸所に徘徊じ、自ら空中を步 

r» : 3こVJを言ひ、又た余の裔も知らざる所の讲に關•して、無？^味の事を 

g 、ぅ仕|!1めるものなbo —Kに余は〇然哲學の^射中、何人をも之 

r 价磅•したるに非ざるなbo然bビ雖若.6メレートスにし•て此點に 

ti 」我を^せんビするものならんには、余は»に之れを悲*しむものな 

. 2りvj雖、あt、アテーナィ人諸^m純なる具51を云はんには、恐笠の 
§ • • ^ ••1 

麻 issも余の阴せざる所たるなり、今日此に傍聪せる多數の訴界は余 

の 日の典瑰なるを砬明するの人たるべく£れ又余の賭君にIrfへんS 
1••*•，瓠•* • • » ^ • 

す 5たるなbo余の此宫を尨きし者は、諸君の鄰人知人に就•いて、余が 

mr i多少な.CSビも此柿の寧に關〇て脫を爲せしiを知る者ありや否 



余a金aを鼗5> 
LWのこS0墓 

«|な，言 

やを間へ。.賭君は彼等の答ふる所をKき、ffiiして此事UR1Cて、彼等 

の答ふる所に據り、路君は其他の事の典理なるを判斷するiを得べ.JO 

余•*>自ら以つて敎師なりビむて、金錢を貪bo«の報道に№1•しては、S 

も基礎あるこViなく、他の事ビ同^く、决〇て典理に非ざるなり〇索ょb 

能く人をftへ»る人は余は之れを敬■し報酬を取るを不可ビせざるなbo 

乃ち彼のレオンチオン人ゴグギア^ケオース人ブP1デnス、エジス人 

ヒ，ビアス等是等諸大家は諸都市を巡回•し、街年を說きて、其都市の人物等 

は到底何取をも彼等靑年に敎へ能はざる者Sな〇、彼等靑年を0て0己 

の都市を見楽て、而〇て彼等に随從せ•しむ。而•して彼等W年は多舫の金 

錢を彼等に拂ひ、又た之れを拂ふこVJの承jffiを得るを以つて大なる名# 

SCて之れを威跗するこビを爲せり、現にパロス島の哲學者來つてアテ 

丨ナイ市1:住せるあり•余は彼れにRSして聞きたるこビあ.cn插して此の 

対取者に關して聞きたるは此 < の如き«合なりき一一日余は「ソフィスト」 

の爲め,1:巨額の金錢を消費したる一人即ちヒツボ,1 nスの子なる力-? 

アスなるものに行へbo余Uカタアスは子息ある人なるを知れるを以 



Iniaos 

つて問ぅて日力>rスょ«o筘の子^じcて^の子成a牛の子なら 

んには、是等を制御0、是等を飼键す4*の人を得るには亳も困難なるこS 

あらす〇て、吾等牧馬者成はfl夫を傭はr十分に〇て、彼®能く是等を飼 

rfo、其の闹有性に從つて是等を薄良にC又た完全ならしむぺ6¢唉趙 

の子息は人W1なるを以つて其如くなすべからざるなり〇君は何人を以 

つて子息の敎UIII洛ビなさんビするか。何人か人間及び政治上の徳莪を 

知れる^やあるJio披れ答へて日く『有り。余日く••其人誰そや。何れ 

の人にして、又た其報酬は幾何を要するや，|£。彼れ答へて日く«1エゴノス 

£云ひパロスtoの人なり〇而して其報酬は五rナJなbJVJO余は自ら謂 

らく、若、し彼れ典に此知識を有•し、而Cて此くの如き丁重なる報酬を受< 

るwせば、幸)Wなるはユゴノスなるかな。若0余にして同楗ならんには 

<5は！®めて之れを自慢〇て傲然たり0ものを¢0然今Vi雖、あiァター 

ナィ人賭若、余は此秭の知讖を有せざるなbo 

余は敢て云はん、或者は此く疑問するならん¢0日く"1ソータラテース 

ょ、元來こは何故ぞや〇 »の吿»せられたる其麻因は何事ぞや。君のK 



M人の名聲0K 
囚 

の i0 r 

行中必すや一柯人ビKるものabb •しなるベCo若し«!:して世人S同 

樣なりしならんには凡て此の高名な6こVi、及び君にHIする«、しき世評 

はSらざboなるべし〇此事に就いて£5る所あれ。吾等君に煳して速 

哳を下すこビを好まざるなb 余は此言を以つて1Mの挑戰な 

なす。而して余は今i此の『賢人J£云へる名稱艺、好まLからざる高名 

£の起りたる理由を諸君に說明すべければ願くばMttti所あれ。^ 

矜の內或は余を以つて戯言を爲せるものなbe思ふ者あらん、t雖、余U 

全く典理を絡朽に路るこ < を宣言す&者なboァターナィ人諸*、4の 
此名猓は余の有せる所の一秘の智慈ょり來boものた&なb。而して 

賭君荇•し此KLtの如何なるものなるやを問ふこミあらんには、余は答へ 

ん、此くの如きのt?sは人間の^能ふ所のものにして、此智Sの範困をW 

つて云ふ時は、余はR人たるを倌するの傾向を有せるなbo然る1:余© 

就いて與に83り〇所の人々は人問以上の智»を有せる人に6て、余0身 

は"此钗銥を有せざるを以つて、余は之れを®述す&こ4能はざるべ•し。 

然るにかの、余を目Cて此智慧を有せbeなす者は、彼れrftt首せtなり。 



又た余の性®を毀alせんSせるなり〇珣呼アクーナイ人賭君、今ま苦し 

余に〇て聊か方外のmを言ふ•か如きこ€ぁりvjも、賭君は余の言を妨畜 

せす〇てt?貶せんこビを餹ふ。何Sなれば、佘の語らんSする所の言は 

佘の言に非ざればなり。余は十分倍するに足る所の證人を賭君U立て、 

而6て余の智愆なるものに關〇て、——余は果〇て何等かの智Sを有せる 

か、又た其智^は如何なる種類のものなるかを諸君UISるべCI而•して 

其ge人»iデルフォイの神たるなb。諸君Uハイレフォーンなる者を知らん0 

彼れ初め余の友たり又た賭君の友たりき、何VJなれば彼tl人々e共に追 

放の身Sなり又た猪君艺共に歸り來れる人なればなり〇此ノイレフォ— 

ンは諸忍の知れる如く、其I切の行爲に於て急激なる性Kの人なb I而 

〇てこ一に余が1?ひ〇が如 <、猪君は余の宫を妨害するiなく余の宫を 

聽かん2を諸?rに猜はざるを得ざるなり—彼れ自らデルフォイ#社に^ 

府〇て、神託を^ひ、余ょりもW明なる人果，jて世上に有るiなきや否や 

を彼れに明かさん！^を顧へ-CSO然るにパユチオスの女預言者答て日く、ソ 

1クラテー又に優れる貴人他に有る無0¢。 ハイレフ*—ンは抚に祀せ 



和す 

る人なb VJ雖、其弟今ま此法庭にあぇ彼れ此話の典實-^6$を蹬明せん。 

余•か此ffiLを此に述ぶるの理由たる、何故に余*>此くの如き-B高名を 
• • 

得たるやを說明せんVJするにあるを以てなり。余♦かデ〆フォィ神女の答 

言をBき•し時、余心に湖へらく、神の窓呔せる所果して如何ん、又た此の睡 

語は如何に解秤すべきや。何ビなれば余は大eなく、小VJなく、此くの 

如きの智Sなるものを有せざるこVJを知ればなり〇かのデ/^フォィの神 

が余を湖ぅて世上SKの人£言ひ〇其3?.味果•して何處にかある。而t 

て彼れは神なり舴りある可からす，祐るは神ttに反す？-IfiJ•して余沈思熟 

考之れを久ぅ〇て此疑問を試驗するの一法を考案せり〇余心|:8?1へら 

く*:•し一人なりビも佘よりも»明な6人を發iiするこV>を得ば、企は手 

に攻银を持〇て神社に參«s*して神に向つて此く云はん-1余よりも货こき 

人此こにあり、然るに爾御神は余を以つて至«の者ミ乃玉へり』ど0是に 

於て余は知識を以つて^名なる成人を訪問せり、其の人の名は此に云ふ 

の要なL.°而〇て众Vこiに試驗せんS *して撰採〇たる人は政治家な 

b 〇 •か、其のjte粜は要するに此くの如ぐなれき。——彼れ多數の人-/r.より智 



フ—ク，r—ス 
M其人fc*れる 

a自己の！！知を 
る*0れるにぁ¥ 

者なりビ思はれ、又た彼れ自身は、人々が»*なbe思ふよbもI屑自ら 

智者な-0¢思へbe雖も、余彼れSKISを始むる1:於ては、企は彼れを以 

つて、W除智者に非す£考へざるを得ざり•しなり◦此に於て众は彼れに 

銳明するに、彼れは自ら以つてfe1者なbvj思ふビ雖、其實t?者に非ざるこ 

VIを2つてせbo而〇て其結果たるや彼れは余を嫌ふに至b、又た彼れ 

e共にぁりて乔等の软活を聪き居たるla多の者も亦彼れ£共に佘を怨 

む1¢なれり。而〇て此く思ひつi彼れの許を辭〇去れbI余はS等 

兩人共#美に關〇てIIに何取も之れを知れbvi想俅せすVi雄、余は彼れ 

よりは優れるの點を冇せbo何どなれば彼れ何物をも知る•こビなくし 

て自ら之れを知れりビ倌〇、余U何物をも知らす、又た知れり艺も考へざ 

ればなり。故に此點に於て余は聊か彼れよbも®れる所ぁる•か如 

此くて余*i又た他の一屠商何なS哲學を有せりS云ふ所の人物を訪問 

せb、然るU其結論は全く前の如く ULて、合は又た彼れ及び彼れ亡共な 

る人々を敵t 〇て持たざるをW•さるに至れ-^0 

此铵余は尙ほj人よb雉に及びm次に有名なる人物を歷訪せり^C 此後余は尙ほj人 



す及W«r 

. 

« 
* 

- 

の,^、•■•ラタレ 
丨ス的 

て彼等に怨恨を喚び起こ•したるは之れを知らざ冬U非令、又た之れを想 

Cみ之れをaれた卜〇热りビ雖余は必然の下にぁり—跗へらく神の言 

砑は先づ之れを心€せざる可からす¢0而して自ら云ぅて日く、余はか 

の知れる所6るが如き一切の人々を訪問•し、以つて神託の意味を見出さ 

rる可からすVJ、7テーナィ人Is君、余は除苒に誓はん、余は犬なる神かけ 

て誓はん、——何£なれば余は典理を！2らざる可からざればなり——余の使 

命の結果は正に此くの如くななき、——琺も有名なる人々は2Sも！S昧なる 

ちのに0て、所锨劣れる所の人々は、事ろ典1:«に6て優れるこビを佘は 

發見せ卜。余は0rjの此の苦心悖{aたる)ft奔西走の展訪を稱•して『へ一 

ラクレースj的勞苦VJ8nふ、勞苦に堪bて遂に神託の推らざるを發見せり。 

余は今ま此腠訪の級®を試みんか〇佘は猪政治家を訪問0たる後、詩人 

を訪問•し、悲劇^家、®樂詩家、其他一切の秫頟の詩人を訪問せり。時に余 

は自ら&己l:OTぅて日く、ソークラテースょ、汝は必す綸破さるiならん、 

此のttこそ汝は彼等ょbも®なるこVJを晚るべ0 ¢0是に於て余は彼 

等の作る所の、秀逸中0181を採びて、其の時は期0て何を意味せるやを 



^にttいてpn答彼等に問へbo余の彼等に問ふは彼等必す何琪か余に敎ふる所ぁらん 

i信じたるを以つてなり〇賭矜余の言を信するか〇汆は殆V」此事をIf 

ふを耻づ、然b vj雖余のaはざる可からざるこビは、今ま此の處に在る\ 
• • i 

々|:して、彼等時人の時に關0、作荠たる詩人其人ょりも滅りて啓く言說 
••»•• 

〇得ざる人は殆V」有らざる、とな〇〇之れ»1$人なるものは、自己の智怒を 

g作—明& 以つて^を作るに非す-して'秘の天才及び「ィンスビレーシ•ン」に由るも 

のたるを示めすものなり〇時人なるものは、卜筮^及び預言者が、又た多 

くの美¢2なる言Isを爲し、而も其の？Hふ所は0己は之れを解せざるが如 

きなり。詩人は此くの如きこビの其多大なるものi如〇〇而〇て余の 

尙ほ逆みてIK察したる所は、彼笠他の事に於ては？tならすビ雖、詩の勢力 

に於ては、彼等はAR51巾最もKtなるものなbyj自ら信せるiviなす。此 

くて余は彼等の許を辭0、余が錤|:政治家^£賧话0て、自己は彼等ょり 

も设れるtのな5¢思ひたるS同一の?1由を以つて、余は^等；^人ょり 

--.. も,?fな思びoi歸へれ.CSO: 

X0f0v 終に余はX残家をW問せbo何Sなれば余は常に言ふが如く、aら何 



事をも知らざるこを知り、21{つ彼答は多くの美なる轵物を知れるこt 

を確知すればなり。果して誤らす^等は余の知らざる所の多くの事を 

知れり、而〇て此點に於て彼等は余ょbも贤人たりしなbo然bビ雖余 

はiiも巧妙なるH®家ビ雖、又た詩人S同一なる缺點を有せるこどを觀 

る〇何Sなれば彼^は昝良なるX眵家にして、又た自ら一切の高尙なる 

事を知れbvj思へるを以ってなり〇而Cて彼钱の此缺點は彼等の社慈 

を遮ぎb蔽へり〇 I故に余は神托の爲めに自ら心に問ぅて日く、余は從來 

あb 〇まiに、彼等の知識も有するこVJなく、又た彼银の無智をも有する 

こビなかるべきか、成は彼等の如く知讁ビ無智ビ兼ねて之れを有すべき 

かWO而して余は自己及C神託に答へて日く^は從來のまJなるに若 

かす^〇 

此の穿挺は余を•してSも不良なる又た最も危險なる多くの敵を作ら 

しめ、又た多くの讒揹を〇て起ら•しむるに至れbo而して余は賢人なり 

ビ稱せらる、之れ佘の賧Is*を聽く者は、余が他人ょb求め出さんせる所 

の知識を、余自ら之れを有せる者なりミ想供せるに由る。然り式雖ァテ 



神託はソ|夕7 
T—ス0みに非 

fslrmjo無 
一cを知る4の凡 

tfcn«Jさる I 
も0なV 

余のatM人IT 

-ナィ人諸君、典埋は、たで神のみ货なりビ云ふにあ>0而0て其神託に 

於て神の意味せる所は、人陬の智隸なるものは微少謂ふじ足らす成は飱 

ざ無の如きを云へるものな卜〇神は特にソークラ尹1スに就いて云へ 

るに非す•して、神はたr說明の爲めに余の名を使用•し、此く言ひ.しが如き 

なり、raく、Iあi人(laょ、ソークラテースの如<、自己の智慈は具に何物に 

てもあらざるMJを知る所の者は、®も賢明の人なり£o此くて余は神命 

に從つて余©-爲すべき所を爲.し、ァテーナィ人たれ或は他阈人たれ、苟も 

智港ら〇 く見ゆる所のものは何人たbvjも-々其智玆の討究を爲•し、« 

6彼れ智者U非ざる時は、神託を保濃せんが爲めに佘は彼れの智老に非 

ざるこSを證明せり〇而〇て佘は之れを爲さんが爲めに全身を之れに 

投1:、爲めに公私の¥1切之れを爲すの時間なく、全く我身を神に捧け、爲 

めに余は赤貧洗ふ•か如きの狀態U在れ0 

尙ほ他のものiあるあb I即ち富有社會の靑年之れなbo是等は利 

に何^も*らす〇て、たr自ら好Aて、余•か、か(?>自ら智者なby,稱する者 

を試問するを傍聪〇、余の爲す所を馍倣〇て、彼等自ら之れを他人に試み 



るこvjを爲せbo索ょり自ら或取を知れbvjmへるk3tは知る所甚だ 

少きか、或は全く知る所なきかの人寡なからす0て、其無知なるこ£は较 

舄に羽破され•しなbo而〇て彼筇靑年に試問論破されたる所の人々等 

は彼等靑年を怨みす6て、余を怨み、iln•して日く、此の拟亂者ソークラタ1 

ヌ、靑年をる所の不良；^る疳遵者VJO——若•し人ありて彼等に間ぅて、何ぞ 

や、彼れ果〇て如何なる惡をK行tたbやS云ふ時は、彼笠之れを知らす、 

之れ12答ふるi能はざるな-CSO然るに彼れ敗北VJJiられざらん•か爲め 

に、彼等一切の竹舉尜に加へ〇所のWJ製の攻哚を舡ちに孖等1:加へ#等 

を以つて、^上の唞及ひ地下の唞を敎ふる^なり、無神論を尨す者なb、惡 

を•して钩VJ見せ•しむる漭なbviせれ。竹に彼^は其知!!itありVJの做託 

の沿破されしを自白するを好まざるを以つて此くの如きの擧1:出づる 

なり一^れ典Kの事なbo而して彼等は其數祐だ多く、ILつ野心あb又 

た氣力に當み、殆Vj戰囲の窀傭を爲〇、又た人を說伏するの2^Llを有0、遂 

に其商*且つ櫬拗なる瑰搆を以つて諸？；；？のIfを允たせぅoIrl)•して之れ 

メレートス、ァ,ニトス、及びyj丨ン等の三吿發米が余を攻睬するの?SI1I 



第一10眘營人再 

たるなり。メレートスは詩人の事に關•し、ァーーユトスは工匠の珙に關•し、リユ 

コーンは修辭家のmに^•して余ど^ひ•し人なり〇而•して余は始めに云 

ひ，し如く、一時に此のa搆の一大塊Nをliftき去るこSは之れを绍み^ざ 

るなbo珣呼ァテーナィ人諸君、之れ^理なり、全II理なbo余は何事を 

も！!S蔽するなく、又た何^をも虛飾するな0。然るに此く飾bな，rlnfs 

は彼等を•して^を嫌は•しめ•しこiを知る。され.Sも彼^i>余を嫌ふは 

却つて余の]ftaをfsるの13たるに非すCて何ぞや。之れ彼等*>余を經 

ひし所のMW及び理mに〇て、鉼菸は此吟味或は將來の吟味-U於て此事 

を發兑すべし〇 

众は此く笛一の附級の蛍#人等に抑する辯Isは十分之れを爲せり、今 

や次1:锒二の附級の吿發人乃ち務良なる愛阈者なbvjdl?}せる所のメ 

レートスの引率せる人々に對〇て辩12する所あらん£す0彼等の口供 

を讀め、大要此くの如きこSを含めり、日くジークラテースは惡行者なk 

靑年を腐^せ0むる者なb、闕神を信せす〇て自家の新なる神を唱道す 

る其なbio之れ彼等の余1:擬〇たる所の罪名なり〇余は今ま逐條儿 



眞否を討究すベ•し。彼れ余を以つて惡行者なり，靑年を腐敗せLむるも 

のな-csiせり〇然雖あirクーナィ人諸君、メレートスこそは典の 

惡行各たるなれ〇其惡行たる、彼れ联肅なる^物を遊戯の如く所理し、自 

—Jは^除何の»心も、牵毛の利害の成をも有せざる事にM 〇、さも热心VJ 

不害ビを成する心ある者なるかの如き(S啓ょb Cて、輕々しく他Vを3TF 

$人i へて拖問—け〇むるなら。此事に關する具理に就いては余はi明 

を力むベ〇〇 

•rcれ、メレートス、余は若にHH•して問ふ所あらん。君はW年の34宵及び 

進步に就いて大に心を用ゆる所あるか0 

I«办、余は大に注意せり。 

抑Muvlrtr^一朗 然らば其奴ff:«は何者なるやを裁利官に吿げょ〇君は必す知る所な 

るべ〇〇何VJなれば君は其の腐敗せしむる者を發見せんが爲めに苦心 

0、而•して彼等の面前1:余を呼び出だ〇、余を货問せんSすればなbo靑 

年を敎育進步せ〇むる所の漭は采〇て誰ぞや、之れを裁判官に吿げょ〇 

メレートスょ、君は無言に〇て、言ふ所なし〇祺ろ之れ耻辱にして、余が孓 

• * S* 



を!ivlぅて此事に閲tて^も利®を成する心なしi云ひ*し有力なる誰據 

には非ざるか。友よ、防れ。余U其の15f年を進步せしむる人のs名を吿 

げよ〇 • 

法律なbo 

然bi雖啓良なる君よ、此は余の問ひ•し所の^味に非す。余のR11ふ所 

人は何人なりやi云ふ1:あり〇先づ法作を知れる者は雄れぞ'〇 

ソークラクースよ，現在法瓱にある所の裁判官諸子之れなり。 

メレートスよ、何£か云ふ、君は是级裁刿官は能く靑年を敎苻し、進步せ 

〇むるこvjを^すビ5ふか。 、 

然り彼等之れを能くす。 

何$か云ふ。一切の裁判官之れを能くするか、成はたr成者は之れを 

能くすt雖、他は之れを能くせすVJ云ふか0 

彼^凡て之れを能くす。 

へ—ラの女神に神かけて、あi善き奇聞なるかな。扨ても敎靑者の硗 

多なるこVJよ〇教又た仿聽洛に就て如何に云はん€するか〇此等の人 



々も亦ilf年を逝A*•せ〇むるものなるか0 

然b進步せ〇む〇 

而〇て元老院！！官4亦然るか0 •秦•： 

然り元老院級官も亦靑年を逝步せ〇む0 

然b S雖公民硪钤鑲aは或はff年を敗席せ〇むるiを爲さrるか—— 

或は彼答も亦た靑年を進步せしむるか0 

敉等も亦進步せ•しむ。 . . 

然らばたr余一人を除くの^一 切のアテーナィ人は盡 <靑年を®尙 

に•し、巡步せ〇ひるものに〇て、たr余一人は靑年を腐敗せ乙むるものな 

るか〇之れ哲のFJf宫せんSする所なるか0 

之れ余*>•力を込めて噺言する所なbo • 

荇-し之れ具なりビせば、余は其tr不幸の渚なるかな〇然りビ雖今ま假 

定して余は此く問ふVJせんか、日く君は馬の圾众に於ても此?lt具なりビ 

するか。たr一人のみ是等のSJに迸を加へ其fill一切の人々は啓を爲す 

か。^ろ其正反対は^?:H•には非ざるか。乃ち、一人成は少なく Sも少¢5: 



の人善く^を扱ふビ■、他の^に•して^を扱ふに於てu、lijて之れをrfす 

るiはあらざるか。メレートスよ*之れたV-115のAにJhまら^、又たtoの 

E物に^いても然らざるか。余は云はん、教及び7-ニトス、たSひ^りビ 

云ひ又た否ビ«?|はんVJも之れ余の№1する所に非す、余は以つて確かに然 

りビ货す。若〇夼年にしてmに一人のみの^敗^を有し、31:他一切の人 

々は竹な之れを敎宵進步せ-しむるものならんにはぜに之れ至幸ビ阳ふ 

べきなり〇而•してメレートスよ、教は决して贵年に就いて何の考ふるこ 

ビなきは十分此くて證明されたbo荇の輕忽なるこVJは此の吿發逬中 

に云へる所の事に關•し、?5も注意なきこビに山つて十分之れを知るを桫 

ベ00 

メレートスよ、余は今ま他にR問tべきこVJあb——乃ち不，uなる人士 

中に生活するV/善良なる人士中に生活する'果•して何れか窖なりや^ 

は云ふ友よ、答へよ。之れ容易に答へ得べきこSたるなり〇普人は其隣 

人を窖良に〇、不善人は其隣人を不善VJするに非すや。 

然も 



R人に^^K 人は共に生活する多くの人にtilつて利谷？る{ょりも¥ろ害さる{ 

Mu«^^A4kk を好ひものなるか。法你は於の答へんこfを耍求す。—何人か害さるi 
害せす 

こビを好むものやある0 

决してな〇〇 

而〇てfvi)>余を以つてff年を腐敗せ〇め、又た不良ならしむるものtf 

なすや、余は故$:に之れをなtものなb viKrf言するか。 ， 

然り、余は云はん、故窓になすものなり¢0 

然b vj雖矜は今ま許^すらく#人ii其防人を啓なら•しめ、不普人は其 

降人を不鹗なら•しむ2。而して此於娌たるや、之れ君の设秀なる智力が、 

It年齩の^きにも係はらすCて能く之れを嵇知I、余は此の老齡を以つ 

てするも、尙ほ此くも暗愚Uして、之れを知る能はす、乃ち^•し余の與に生 

活せんVJする所の人は、余の爲めに腐敗されたりビせば、余は素ょb彼れ 

r.$rIさるべき^なるに、却つて余は彼れを腐敗せしめ、而も又た故意を以 

つて之れを货すものなbvjするか。之れ君の言へる所に0て此ml:f?.!_ 

しては君は未だ佘及び31:他何人をも說伏せざる所のものなb。然bvj 



雖余が彼等人々を榭收せ•しめすVJするも、又た意志なくして扨敗せしめ 

たりビするも、何れにするも?S-は^欺せるこビを免れざるな〇〇养•し余 

の犯邠に〇て無:S志なる時は、法栉は無窓志の犯卵を認めざるなり〇若 

〇余過つ時は若は先つ一简人ビして余に锌戒•し、忠告する所ぁるは常然 

たり•しな-CS、何VJなれば^〇余に.して^志なく.して爲.し居b 〇こSなら 

んには、君のA!i吿を受くる時は、if£に之れを改め以つて君の忠吿に從ふべ 

ければなり。然るに•*は余S淡話するこvj及び敎ふるこビを嫌ひて余 

を法妊に街發せbo而〇て法庭は敎育の垛所1:非すCて刑罰の塢所た 

るなbo • J 

ァテーナィ人諸君、余が今ま言ひ-しtlくノレートスは、此事に關•して、大 

«なく、小£なく、一切の袱全然不注总なるは此くて十分に知6ぺきなり0 

然b i雖、メレートスょ、君は余を以つて靑年を®敗せ〇むるものなbvi 

斯定するに至りたるの?B山は余の知らんS欲する所なbo君の吿發® 

に由bて推論する時は、余は博年に敎ふるに國家の13定せS諸神を倌せ 

す•して£れに代ふるに新神或は银體を信せんこviを以てするものなb 



ftlr以rMIM 

€せるが如〇〇是筏は君の首へるが如く靑年を旗敗せしむる科目なb 

visnふものi如し〇 

然b余は力を込めて然りVJ云はん0 

然らばメレートスよ、®等が今K5れ4所の种かけて、今一rrf平易なるn 

15を以つて、君は架、して何を3S味せるやを、余及び法庭に吿げよ。何Sな 

れば斿は余を以つて、人に敎ふるU他の或神々を信すべきを以つてする 

者なり、故に全くは無神^考に非す——此點1:就て君は余を卵するに^す 

Cて、余の云ふ所の祌々は、ァテーナィ市のES定せる所のもの亡問一なる 

ものに非すSするに<5るべく I弗する所は興る神々を8\1ふ1:ぁりビす 

るものなるベ•し。若.し夫れ然ら个vjせばSは余を以つて艰に無神論衆 

亡なむ、無神論の貧饵:»4なすにぁる炉0 

余は後者を2S味すI君は全然無神論者なbvl云ふにぁbo 

メレートスよ、此は之れ方外の言なるかな〇君は何を以つて之れを言 

ふか。再は余を以つて*人の倍する所の太»成は月の神性を信せざる 

ものなb亡云ふか〇 



裁判官»教、余は確Hす、ソークラテースは是等をmせざるものなりVJO 

何Sなれば彼れは日く、太腸は石なるのみ、月は土塊なるのみVJO 

友なるメレートスよ、瓜ふに界はアナキサゴラスを贵むるものなる•か 

如L◦丑つ^は此くの如き學說は、クラゾメナィ人アナキサゴラスの^ 

中にmiiする所に〇て、奴判官は此の?Itを知らざるものなbs想保する 

時は、おは狨判官よb不詐剑を^べきなり〇而〇て此の^說たる、數々興 

行さる！所の演劇中、ソークラテースなる名稱の人よb、rr年の^ぶ所の 

ものなbビ仕紐めるものに〇て、(入垛料报も高くiiてI rドラフマをb}0 

而•して此くの如き極端說をソークラタースに嫁せんビ欲する^は、^を 

拂ひて其演劇を見物•し"又たソークラタースを笑ふこVJを得べ〇〇而•し 

てメレートスよ^は眞に余を以つて如何なる神をも倍せざるものなb 

亡なすか〇 

•セクスの神に??つて云はん、若は全然如何なる神をも信せざる者なb 

¢0 

メレートスよ»は»に诈欺洛に〇て、何人も君を信する漭なく、君B己 



にすらも言用されざるものなboあiァテーナィ人諸君、余は、メレート 

スU無JB慮破廉耻なるものに•して、其吿發書なるものは、たr之れ#年の 

血氣に驅られて萃せしものなり£考へざるを得ざるな-^。彼れ或は佘 

を試みんVJCて一秫の谜25を調^したるには非ざるかoaれ或は心中 

U云はん、余は此の货なるソークラタースは果して能く余の巧妙なる^ 

盾を發見するを得るか、成は余は彼れソークラテース及び其他の人々を 

も欺くこVJを得るかビ〇何VJなれば余の31る所を以つてする時は、其吿 

数教中、ソークラテースは諸神を信せざるの罪科あるも、又た彼れ神を信 

せるものなbvj言ひし*>如き矛盾ある)!)>如きを以つてなbo I然 

雖此は必中一秫の戯謔に遇ぎざるべし0 

あirINIナィ人諸君、余の諸君に願ふ所は、諸君は佘£與に、余の以つ 

てメレートスの矛盾ビせる所を吟味-./而して汝メレートスは之れに答 

へんiなり〇又た諸君に一言爲しSかざる可からざるこSは、余がSに 

鱗の事謂をHtす慣用する方法に由つて淡話する時、余の啖話を妨害せざるこsiなす。 

為仪れIrr嫌S メレ' トスょ人^.の存在を倍する者にじて、人間の存在を倍也ざる名 





2觯4神 
をあ0 I 
作る0人 

in 
ザれす 
ざるる 

然り俗せざるを^す。而Cて^の胙默は之れに承認をmハへたるものな 

bビ解するこ€を份るなり〇然らば祕磁或は神-人ビは如何なるもの•そ。 

赴®は神々或は神裔には非ざる炉。之れ典に非ざる炉〇然り、31:は典な 

然bvj雖之れ余が前に言ひ〇所の瞇3/Jなる毛のたるなb。乃ち神—人 

成はM银なるものは又たrfl9しく神に、して君は始め1:余を以つて播神を 

倍せざる米ビなし、今ま又た諸神を佶tるものSなせりI即ち之れ余力 

神■人を^:すればビ云ふに由るなbo何iなれば若し神B人なるものは篇 

帥の正統ならす〇て、成は*ーュンフ成は^他のftj:ょり生れたる^•なりiす 

るも、必中其兩親のri«在に考へ及ぶこビは/Is人の然りビする所な〇〇君 

は成は腐^なるもの、存在を確知•して而も其兩親たるW及び城A{5の存 

在を否むものなり。メレートスょ、此くの如きの!Mは、余を^lliiせんご■し 

て、たr?vの如き人のみ能く之れを爲す漭なbo君が此くの如きこビを 

吿發进中1:咨き入れ.しは、興1:余をftむべき卵なき*>故なるのみ。然b 

VJMKWも理解力の一分子なbvjも有せる省は、神®且つ人間以上の事ぁ 



るを信するVJ雖、而も諸神、神W人及び英傑等の存在を侰せすビ云ふが*1き 

哲の^には、何人も服するこSあらざるべし0 

メレートスの以つて余を罪せんビする所1:對.しては已に十分に&C 

たり、此他W密なる??：5の耍あるiな•し〇然byj雖余は、前に云ひ•しが如 

く、典だ多くの敵を有せb«〇余にして、彼等の佘を破滅せCむる1:任せ 

ば^は彼^の破滅する所iなるや必せり〇メレートスこ^^す、rニュトス 

に非す、世間一般の嫉妬VJ讒搆Sは、從來多くの善人を殺Cたる所のもの 

に〇て、今後も-Wほ多數を殺すこビを爲すY く、余は其最铨の者たるの危 

雌は之れ有らざるなり〇 

成^必ず言はん。ソークラテースょ、汝は此く時ならざる死を遂ぐる 

iを耻ぢざるかeo余は此く答へん、日く君は天に瞑れり、何事1:か费良 

なiAは、决〇て生死の偶然なるものを針算すべき1:非す•して、たr自己 

び爲したる^は、正なるか、邪なるかI善人の爲すべき所を爲•したるか、is 

人の«すへき所を«oたるかを考撤すべきあるのみo*rc»の見«¥!•: 

從ふ時はトロャ戰爭に死Cたる賭英雄の如きは亳も善きこ£なしミロ 



•i 

る可からす。殊に”丨チスの子の如きは、不名#に比する時は、危難 

5きは恐るi所に非す亡せbo而して彼れヘクトー〆を殺さん£熟 

■Cる時，母なる女神彼れに謂ぅ1:、若し彼れ、其友パトロクロスの爲めに、 

/トーグに復鬌せんVJせば、自己も亦死せざる可からざるiを以つて 

」日く、•■今芳しヘクトーグを殺tu於ては4運命」は次に又た汝を殺さん 

してをてるなbjvlo彼れ此言を33き•しビ雖、危辦も死も^も之れを恐 

r、たru之れを恐れざるのみU非す、其友の爲めに復蟹するiなく •し 

个名^Uて生^せんこビは班•ろJt恐るi所たり•しなり。故に彼答へ 

n く『然らば余は、ifiに、Ktumt?されて死せん。徒らに此^角ある船の 

U生^するは、之れ世人の笑柄な^/又た之れ此地上の卑〇むべきm荷 

〇なり』¢0ァヒレクス渠Cて死及び尨難を思ひ•しiやある。^も人 

3るべき所一〇一ら«びたる所たれ、成は命令者に由つてaかれたる所 

h一旦危急に除•しては、必す當に此に留まるべきなbo此くの如きの 

Wは死或は危難银は决して之れを心に介せす、たr不名#を之れ恐る 

iboあ{ァテーナィ人諸茗、之れ«に典正の言たるな>0 



他を»れん 

7st 

珣咔アテーナィ人諸^、游佘に〇て：ホチダャ、アムフィボリス及びデーリ 

オン等の戰爭の時、余笠を命令する爲めに銥君の任撰せる大將に衍；さ 

れ〇時、余は其守術地を守り、人々の如く死に而〇て恐れざb •し余にして 
ゆ 

——??•し、今ま余の思想するが如く、神は余に命〇て衍^淇0任務を守ら〇 

めd己及び他人を討檢せ.しむるに常b、死成は其他の恐faの念に山りて 

余の守術地を粲つる如きこSあらんには、Wに佘の行爲は奇興なりビーu 

はざる可からざるべ.し。而〇て®し佘にして死を恐るiより神託に從 

はす、0ら议诉1:非中〇てK者なり艺想倮するに於ては、余の行«はWに 

奇與VJ謂ふべく、又た余は神の存在を信せざる者なbviして^,然去庭こ 

召喚さるべきなborru此の死を恐るJの念は、粒怒の虑託に乙て、JIの 

符〇に非す、知らざるiを知れるが如く思ふな•るのみ〇人は其恐ffiの念 

より0て、死を以つてM大の惡なり€思ふビ雖、其成はAI大锊たるこビな 

きやに至ては知る者絶fcてあるこiなCO之れ知識の|饨の自慢&I: 

〇て、無-VM-1'1無學の：Sも不名#なるもの1:非すや〇思ふに此點は余が| 

の人rillにftれる所UCて、此點に於て恐くば佘は自ら他人よりも贤2b 



VJ想倮〇份る所以なb Sす〇——然るに未來界のこViに至つては余は殆 

Vj知る所なく、又た知れh vj瓜ふこSな.〇ビ雖、自己に優れる求——其者神 

たりビも人たbvjも—之れ1-不正莪を行ひ、又た從順ならざるは£れ不 

善たb、又た不名黎のmに〇て、余は確ffの恶ょbもm•ろ有り得べきの# 

を恐れ或は避くる£•は决•して之れを爲さrるなbo故1:諸n若〇今间 

は企を放免•し，又たァ-ーュトスの言たる、余は訴へられt上は、死刑に成せら 

れざるべからす、(又た^〇余に•して死刑に處せらるべきものに非すVJせ 

ば、余は當ょb訴へらるべき^のものに非す0且つ若し今回余に•して放免 

さるt.時US等の子弟は盡く余の?rを^くに由つて淪落に至るべきな 

りビのァ-ーュトスの是等の宮I:說破さるiこビなく"又た余に向つて此く 

云はんか、日く、ソークラテースょ、今回は、吾等r1トスの言を採用せすし 

て君を放免せんVJ欲す、然雖|の條件の下に君を放免するものなり。 

乃ち«は今後决•して此くの如き方法を以て討究を行ひ、或は思辯すSこ 

VJ勿れ??•し苒び是れを爲〇て補へらるi時は、君は死刑に處せらるべ0 

V」。芯し之れ余を放免するの條件なbvoせば、余は此く答へん、日く，ァク 



人H(rょょリ神命 
に沉ひ力のwy 

r&Jrfftrせん 

I- • f 

1ナィ人^«余は^/Vを敬•し、絡君を愛す〇然bミ雖余は諸*の命に從 

Uんょりも35Vろ神の命1:從はざるべからざるなbo而•して余に•して生 

命あり又た力のあらん限5は、余は决して此の哲學を敎ヘ£れを货行す 

る，とを炝纸せす、又た余のM遇する所の人々を-ffll勡•して、以て余の例に傲 

lioめんこV」を力め、其人に向つて確言•して云はん、日く"あi我友、君は此 

(:?:大(:.して知誠の淵被たるアテーナィ市の布人たるに期せす、如何なれ 

ばたr货金を菩粕•し、虛榮を誇るこ¢1:仔々汲々たるのみu Cて、知譏、具 

理及び?,!}神の至大なる進步に關•してU逄も之れを心£するこミなきや。 

菸は之れを耻t;ざるかVJO若•し余VJ兆に論せる其人に•して、然b、余は之 

れに心を;!]ゐざるに非すs 3はんには、余は决•して彼れょり辭•し歸らす 

又r:li彼れを放ち^•へさす、彼れにS間、k彼れを試問•し、彼れを對詰•し、而 

•して-^:0彼れ扔挺を有せざるにも係はらす"而も自ら之れを有せりビ云 

ふが如きこVJJJる時は、余は彼れをEり、其大なるものを下だ•し、其小なる 

ものを商むなら3而•して余は此の?!{•を街年たれ老人たれ、闽人たれ、他國 

人ヒれ、^の1£迥する所の一切の人々に!»らん0而.して我阈人は香等の 



MJI^なるを以つて殊に然b vjなすし何ビなれば之れ神の命介たればな 

b"八小は諸；};;が此i!tを知らんこ£を欲す〇而•して余のfaす〇所に由れ 

ば、今"に至るまでtsi家1:起りたる^.^屮、金が神に^へ^るょりも大な 

る较は他^-ゐらざるべ.しごなす0何ビなれば余の«〇たる所は老艿一 

ひ北に其n，J一众成は<fer錢IH-ltの货めに心を恋はるJこV」なく、たr先 

づ主VJ 〇て^神の：±大な〇巡步を心SせんこV」を勸吿〇たるの他あら 

ざればなり◦余は^打に/b!'■>げんfe我U金^に由つて得らるべきものに 

非す£.雖、扮義ょbこ，vは、金錢も、人rjlulft!する公私一切の衆答も得らる 

5なりVJ。之れ^のJJXふろ所なりり芯.し此敢理に.してff年を腐敗せ.し 

むるものなb VJせは的叶余の!iz化の及ばす所U共だ^迸なるかな〇若 

•し人ありて^れ余のiiふる所に非すVJせば、彼れ做rtを防れる者なり。 

此故に•あiアテーナィ人^n余は沾打に(Iはんafitはたrア-ーユトスの 

命卞る•かまiに、成li余を免诉〇、成は免訴せざれ。されV」も諸?V如何に 

企を奴さんVJS£、又た若〇 は^皮の死r.ia遇せんごも、余は决〇て^の 

主^を^せざるこVJU^*打和め知らんこV』を要す。 
^1 II _ I t I In I • -- —1^—^^Ti^i^f^i - I m - -I ■ IH9 I ) (1 I I I __—4___Ljj^jl^i^sll^r^lll^ln^—— — 

C • *s 



»人llc人を宵 
るものに# 

す 

ァテーナィ人諸^余の言を妨害するこSなくして之れを聪け〇諸君 

は <5の^を^き了らんvjの約束あb •しUあらすや。思ふ1:余の云Uん 

ビする所は必ず諸*に#なるベ•し。又たWほ^はんiする所に就いて 

は^君成a叫び出たす性質のものなbビ雖、諸君Mくは此<</)如く(5る 

こ勿れ。余*>、路竹の知らんこビを願ふ所は、今苦•し諸君に•して、佘の如 

き^を殺〇たればVJて"之れ余をWするょりも施，ろ一府餅パを*するも 

のたるi之れなり。メレートス及びT1トス等は余を害するものに非 

す、又た^•し能はざるなり—何VJなれば凡て物の性質VJ •して、*£i人は0己 

を害す.るの外、决•して善人をW•し^べきものに非ざればなり。怒人或は 

窖人を«o、或は國外に放逐-し、成は其R榷を龙ふこVI盖•し之れゐらん£ 

れ余の*まざる所なり〇而•して彼れ及び其他の人々raへらく、能く大U 

彼れに^4:加ふるを得たりビ〇然雖氽は之nuIMl意するものに非 

す。何iなればァ"1トスの爲すが如き——不正^を以つて人命を食ふ•か 

如き——级惡は、之れ一胼迤かの大惡たればなり。 

ァテーナィ人鎅^今余の|\-はんビする所は、路君或は想倮せんが如<、 



余a神が14京に 
*rlN'ク虻 

に Lrfflnを刺 
«せLめんSめ 

の**>のな：> 

汆の如今、も€5f 

fl!lr-«るこ*JT4 

Itの ssaLf:る 
4のたるのa 

余一身の爲めにするに非す〇て、尊ろ諸軲の爲めにするのみ。乃ち諸君 

が神に逆ひて罪を犯すIなく、又余を死刑に處〇て神の恩患を拒絕する 

勿らんが爲めなり〇諸矜荞•し余を«す時は«び余の如き者を得る、とは 

决•して嵙Mの龙に非ざ1ベ〇〇今若〇聊か笑ふべき比喻を以てせば、余 

は神よ5阀家|:與へられたる一饨の虻の如きものに.して、3家は宛も大 

なる宛窃き坶の如く，典胳軀の大なるよ〇、自然に遝设Sなるを以つて之 

れを刺银•して活潑なら•しめざる可からざるな-此くて余は神が2S家 

に與へたる虻に〇て、終日何れの處に至ても、依に諸*に^^*して離る-. 

•となく、成は刺®•し、成は獎勡〇、或は通ftするなbo而〇て諸君は余を措 

いて他に余の如き者を發兑するは^易ならざるが故にて、余は諸右に忠 

倂するに余を愛惜せんiを以つてす〇氽li敢て宮はん、諸；^荇〇泶肫せ 

る跻，突然之れを目«す名ぁらんには必すま娴を起こして怒る所ぁるべ 

きなbo諸若ar|ー ュトスの拗佐する*>如く、余を殺0去るはWに溶易の 

こVJたるなb、而〇て蒞〇余を斃•し去る時は、神♦か他の虻を諸君に與ふる 

までは、諸芯は餘年安らかに趑るiを得べ0〇而〇て•余は神よb諸君に 



與へられたるもの1證たるや——游•し <5 Uして一般(111人iM]^のものな 

らんには、如何でかd家の用務を放菜0、义た忍耐•して焚M«lの久•しき、自• 

己の爪務の呗坍を^過•し、而•して^も諸^の父兄たるかの如く二個人£ 

•して來bて諸れの川務を爲し、諸尨にijl莪を說き之れを_ますこiを爲 

さんや。余li云Uん£れ决•して人tfeに似ざるなり。而して芯こ余1:.し 

て報Mを^戒は余の觔勋は、金鈒等の報酬を得たbしならんには、余の爲 

すW51爲めにする所あり0なるべし。然り^雖諸君の知れる如く、余の 

無ii1.慮なる齿發洛等の如きすら、余が報酬を求めたb S敢て•云ふものあ 

らざるなbo彼等决•して之れをU2せざるなり〇而•して余は余の言の具 

项なるの證明洛を^せり、乃ち余の貧乏なるこVJU之れ十分なる證明洛 

たるな-^。. 

或荇は余が何故1:一CJ人i乙て諸方に至て或は忠齿を與へ，或は自ら 

他人のItを«•し，irnも公衆の前に出づるこどなく、又たはlia家に忠吿を與 

へんvjもせざるやをSEき:it^山を問ふものあらんリ此'Itu就いて余は 

其II由を諸乃にSSるべ•し。諸3Sは"余が數々_託或は掇微なるもの余(: 



S之れをNJh 

鈐泊に明ffiせL 
ならんにU久L 

S的にS?されL 

來り〇 VJ云ふこVJをI1Hき•しなるベ0、之れメレートス•か其吿發逬中！- 

笑せる所のものなり。此奇mは余の幼少の時ょり之れ有り•しもの！- 

て二抑の^tbbて、余の爲さんビする所に•して这すベからざる事は.rf 

之れを制.lhす、然6VJ雖余にM^を爲せVJ命令するこVJはあらざるな 

而•して之れ余を•して政治家たら•しめざb 〇ものたるなり〇而〇て< 

又た之れを以つて正常なbビS惟す。何£なれば"4)iァテーナィA 

«余は何卞も確知すればな欠乃ち余に乙て荇0政治に關係0たり^ 

らん|:は、余は久.しき以前に松5れ、諸«にも又た自身にも何の奔をと 

すこVJJ)らざb 〇なるベ•し〇余が今ま-RJ«を25るこiに於て、諸哲< 

怒るこ2勿れ、讥理を云はぐ——人芯〇緒君或は他の人々•ひ國家一- 

け る 不正 不构 のむ 货に射 C て 正 ir£ に 114 ふに 當つ ては、 一人 S •して 其/i: 

を保つものあらざるなり◦故に^〇典に正理の爲めに戦はんViす*< 

のは^•し彼れ生命を^せる以上は、W時なも個人の位ffiに在办ボ 

て公位Ittl:立つべきに非ざるなり〇 

余は此證明を^茗に爲さんに、vfl.に言語のみに非す〇て，言雄ょb i 



不法に反釣す 

死を*triEA 
に立フ 

wftt侦ぁる所のrr爲を以つてすベ•し。余は諸君に3Sるに余の經賸の一 

部を以つてせん、之れ余*>死のSれょb •して、如何なる不正にもM伏せす、 

荇•しM伏せざり•しならんには、余は殺さる可か^^し時、而も不正に屈伏せ 

ざしこvjを絡nに證明する1:足らん〇佘の今i語らんiす•る所の話 

•しは、恐くは1HI味なく、又た：中凡ならんビ雖典Kの事たるなり〇ぁ1アテ 

1ナ：ィ人諸n余•か宵職に就きしは1efに唯一度に•して、其官職は元老院議 
宫たり〇なり。時にアル•キヌサィ戰爭の後死渚の^俄を所理せざbo 

所のSS將官を恭問する事件cbbo時、余の一族たるアンチォヒス族!$& 

席を占め居た-^而•して諸^a是等數將3Cは锜な一時に共にvlf問すベ 

•しVJの尜を提出•したb VJ雖、之れ不法の所爲に•して、其不法なるこVJli後 

に至りて諸^ti;之れを悟b •しなbo然bvj雖其B.Vプリユタ子ス中、不法に 

;x對するものは唯余一人ぁしのみに〇て、余は諸君に反對の投渓を爲 

せり〇此に於て沉說游筇は余を！g劾し、余を補Mせんビ脅边するや、諸君 

は火^以つて叫びわめけり〇然るに余は决心すらく、余は阈法ど正族*^ 

を守〇以つて/1£險を！：：〇d分諸)B等•か余を獄に投1;、余を死1:.處するi 



のこVJをnつて威迫するVJも、决•して諸^の不正にfvするこVJ勿らん¢0 

之れ民主政治のB.Vの蝌なbo然るに三十人政治の攒妨の時に至，9、彼等 

政府^余及び他に四人のものを利形:?:に召哦•して、吞等に命するにサラ 

iス人レォーンをサラミスより呼び出すこ£を以つてせbo之れレォ 

1ンを死刑に處せんVJするなboftに此くの如きは彼等の卵科1:關•し、 

成らん限りの多數の人を述梁せ〇めんiの方針より、常に下す所の命令 

の搮本たるなり。時に、余は^〇此くの如きの形炫を用ゐて可な6¢せ 

ば、巳に死を决せる以上は 一¢5條の如き何かあらん、たr余の边る{所は 

不正なるこVJ或は#视ならざるこVJを行ふにあb VJな〇•典决心の態度 

は、取に之れを言蹐に表はすのみに非す〇て、又た之れをむ爲に示めせbo 

此くて如何に/K制の强手腕ビ雖、逢も余を威追〇てMを行は〇むるこビ 

能はざb%o而•して-S*等®1形堂よ-CS出づるや、他の四人のものはサラI 

スに至りてレォーンを捕へたb VJ雖、余は舴かに家にBへれり〇此くて 

苦0三十人«制政治に0て其の後锊時に0て楢勢を失墜するに非ざb 

せば、必すや余は生命を失ひたりしならん。此の事に關〇ては數多の人 



ン|タブナ1ス 

人 す3UIH 

\^«ic( LUSI 

なL 

報？？も受け^、 
w-ffiもな L 

は佘の言のIE明者たるべ•し。 •, 

今若•し余に〇て公生活を爲じ#良なる人の如く余は常に正理を助け、 

又た常然の取soて正箱を以つて众の笛一の^VJな•して、而も余は此驳 

星«|の生命を保ち得べ〇ビ諸^は典に想倮するか〇否ァクーナィ人銥 

«余U决•して然りVJnl)uす、又た何人も然5VJ思はざるべ•し〇钱りご雖、 

余は常に八ム私共U余の行爲に於てはM一に•して、述ゐて八小の門弟なりビ 

稱せらる一 :.c及び其他の人々に對•して、余は决•してA•しむべき聽從を爲 

せ〇こごあらざるなり〇货を云はんに、余ii正规の門办子なるものを冇 

せざ6しなり〇故に余に•して、余の天職をrrへる時は、何人ビ雖來りて金 

に虺かんビする^あらば、其人靑年yj雖、老人€雖隨总に來聪するを得る 

なb。而〇て余li報酬を拂ふ名ビは淡iisすS雖、然らざる^ビは敢話せ 

すご-ycメ*>*きiを爲さす。何人S雖、常人ビ雖、貧人VJO、來りて余にRfl 

ひ余1:答へ、余のT?26にIfをItaくるこVJを得べきなりo&cに霉人或i善 

人VJならんVJも又た超人VJならんVJも、其は余の罪せらるべき，とに非ざ 

るべ〇〇何VJなれば、企は何讲も此人1:敎へざればなbo苦0人ゐ6て， 



lurnnli知らすi雖、私かに彼れ余ょb何琳をか學び、或は耽き乙所ありi 

云はド、波れ虛君を焐れるものなりミ諸«の知らんこ£を希錤す。 

然りVJ雖人必すl!liはん、如何なれば人传な君S淡ffiするこビを苌ぶや 

^>0ァテーナィ人諸«、此唞に關.しては余は巳に鉼茗に全與跸を語りた 

乃ち人々は、余VJ、かのcffi贤人なるものVJの問答射^を聪くiを好 

め\之れ偸快なればなbo而乙て之れ# •か余に命L;たる義務にして、神 

託、幻像、及び:it.fill神尨が人々に表明さる！方法に山つて保®する所な6。 

ァテーナィ人諸巧此は典Kのこvjなり、?i:し然らすV』せば、余は£1:論破 

さるべ >なbo苦•し夫れ余1:.1て靑年をW敗〇つiあり、又たtil:其成 

>«•を籾敗〇了りたりごせば、彼等成^するに及びて、其靑年たり•し時、余•か 

悪於訓を與へたるこビを改知•し、今や進みて自ら吿發XVJなb、余に很!? 

を爲すべきなり。彼^若〇自ら之れを爲すこvjを好ますんば、其親戚、父 

兄成は其近親の者は、余の手に山つて、其親緣漭が如何なる次を被6たる 

かをIIひ出trすべく、今は即ち其B.Vなり〇是等の人々の多くli今iJJil: 

1H:の法^1:あboクリートンも此處に在り、彼れ余SN年浓に.して又た 
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す•《堆5余 1 
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之に粉肉 
ty找被あ 
をへT1JW 
爲ん货血 
さこのあ 
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々訴は心何 ば佘かの公若に二货 
のし之にほァなは。證ふじ證fた； 
心成れ此ークり典之人こ谢人，る 
をはよ〈言1。理れたミ敗た等な 
勸歎！）思云ナ を具るもさらがり、 
か願もふふィ 訪理なあれんB " 

させ一こべ人 る S!)らたビ乙何 
んん厣£き諸 も正 °んるすTi 
S檯®あこ芯 の莪如|靑-る彼な 
Cれ大らS以 にS何然年も等れ 
▽又なんあ上 uのなりのののば 
たたら ！>は て爲れS みに親凡 
親法ざ逬 °殆 メめば雖なC近て 
成瓱るし恐で レに彼其t>ての是 
朋に垠彼く余 1非等未S取腐等 
友其命れはの 卜すはだせに敗の 
ののに自此首 ス C其腐ば腐洛•人| 
多子於身にふ はての收或敗及々 
數女けな人べ 虛何ggさはさびは 
を等るらあき 言ぞ撖れ他れ破传 
もを時ん！）所 すやをざにた壊な： 
此速 S U ての る °以る爲る•名•寧 
|«れ雖は余辯 も何つ年め靑S ろ 
に來磁此に護 のS て長に年なメ 
來らをく 怒な たな又親すのじレ 
ら乙流のれ？） るれた緣るみた1 

しめ C如る ° こば余の所にる卜 
む以てき所さ i 彼を人ああ余ス 
べつ成捣あれ を等助々（）らの及 
じては食 0で 知宵くも爲び 
气人哀成ても れなる余 1め 



死vriれん^L 

I•法fiにてitづ 
r-rvfrisAfi-r 

こ30X*.耻づ 

然るに^は>1-:命/1!き1:如せ〇にilせす、此くの如きこvjを爲さrるより' 

典の人、心に、自己の思ふ所£余の所菸、/Jを對照じ、佘1:W •して忿怒の情を 

激戍•し、之れを嫌ふの情よb •して、余に反對の投恧を爲すこビあらん。佘 

は索より諸君の內、此くの如き人あ6£は容易に斷宫せす^雖、若0之れ 

有b VJせば、余は彼れに向つて此く云はん、日く、友よ、余も亦他の人々の如 

く：ECく人Rflu 〇て、肉あb血ある®J物に•して、ホメーロスの言の如く，決 

•して木石には非ざるなbo余は又た家族を布せ然り我*>子三人あk 

あiァーテナィ人諸^〇其內の一人は稍成提せbvj雖他の二人は1A1は 

幼稚なb。然bご雖、余は一人たりV」も此處に之を述れ來bて、餅丹の心 

を励か•してWつて無罪放免を得るの哀顾を爲さrるなbo其理tilたる 

决〇て伞の私心に出づるに非t又た敢へて諸荇を度外視せるに由るに 

も非ざるなbo余が死を恐るょや否やは別問迎に.して、今此に之れに就 

いて35らざるべしミ然りVJ雖も余の理由VJする所は掻めて簡取に•して、 

余は此くの如きの行爲は企A身、及び諸;is-、及び國家全腊に侮辱を與ふる 

ものなb i成せばなり〇夼も余の如き年ftvに迷•したる洛、及び又た,a人 



并名なる人tljの 

S% 
1塞 

の名砂li果〇て之れを5くるに足る者なりや杏やは兎に角"决Cて自ら 

自L1を庳-しむべきに非ざるなbo兎にも角にも世問はソークラテース 

を以つて一秫の點に於r他人に優れるものなるこビを决定せ•しなbo 

今ま荞〇諸君の內、知：：怒及び!T3氣及び其他何等かの傯莪に於て大に险れ 

b VJ稱されたる人に〇て、此くの如く、して自ら庳〇むこVJあbvjせば、其 

のrr爲は饩に耻づべきものVJ云はざる可からや。余は、有名なる人物容 

•か死刑の{|1势を爻け〇時、Mも奇態の取©Jをな•したるこvjをMた彼 

答荇〇死するB.Vは一?'rl恐るべきこVJ(:iff遇するものなb VJ空想•し、又た 

荇〇諸若に〇て生くるこiを彼^U許可する時は、彼等永久に不死なb 

ビ恐へるもの：如〇〇余恐ふに彼等の如きは阈家に取つては大なる不 

名娶に〇て、^〇他阑人來りて此mを知るこSあらんには彼等に就いて 

必す此く云はんd く、彼等はァテIナィ市のiliも秀出せる人物に乙てT 

テーナィ人答はnら彼等に名黎及び命令伯を興へ•しVJ雖、其の狀態や婦 

女子にだも苦かざるなりVJO余は云はん、此くの如き取動は，街も名«を 

布せる5等の决•して爲すべからざる所なり»*し此くの如き振動を爲す 



せ遵か 
よ瑾さ背 
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つかll 
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R刊Yrは*律に 

Aるのみ 

ものゐらんには、迷矜は决.して之れを容赦すべからす〕舴嫩なる人は此 

限5に非すVI雖、彼の女々0き光钬を呈乙て、ァテーナィ市を•してlf«笑 

ふべきものたら〇むるA,々等に對•しrは、諸君は寧ろ之れを貶0去るの 

傾向を有せるこ£を示すべきなbo 

然b vj雖、不名#間題は此に之れを褙く vjするも、兹判官に對•して其事 

«を陳述•し，其確信を明かにするこvjなく，却つて哀願•して放免を得んVi 

する•か如きは一純の惡たるなり。何ビなれば哉判官の職務は正^の贈 

與を爲すに非す•して、判决を興ふるにぁればなり。裁判它は又た、法俅に 

11]つて裁判するiを狂«せ•しビ雖、自己の氣瞇を以つてするこiは之れ 

を锊はざり〇なり。又た饯判官も吾等も共に决•して;t馏の宣誓の習償 

に從ふベからすI此くの如きものには憐悯あるべからざるな.〇〇然ら 

ば諸君、幸に余に求むるに、余の以って不名#£な.し、不敬神ミな.し、惡ビな 

す所のものを以つてするこVJ勿れ、殊に今やメレートスの吿發に山つて、 

不敬神K VJ 〇て、審問さる！時1:於て然〇〇あ <ァテーナイ人諸君、^•し 

言説及び恐城®の力に{{Iつて、余は諸^の)?ひたる所を打破•し得たb •し 



s 

y—夕7r— ス 

Mi* 

ならんには、余は諸君u敎ふるに、諸神の存在せざるこビをwつて•し、又た 

余の辩解は、却つて余が諸神を^せざるこミを自ら確證するに止まりな 

らん〇然bvj雖其實然らす。余は諸神の存在を信するもの1:して、其の 

之れを倌するや、余の吿發人等の中の何人よbも遙かに高尙なるat味に 

於てするものなbo而して余は此の訴訟取件は、之れを諸君VJ神VJに一 

任す。諸君は、播君及び余に取つて、共に宜Cきに之れを處理せよ0 

• • . . • • 

嗚呼ァテーナィ人諸君、余が死刑の役澳を以て敢て悲しまざるに就い 

ては多くの?,B由在つて存せり。余は始めより此唞は預期せり、而•し 

て*ろ投要の兩者殆^同一なbじに笟く者なり、何iなれば余に反對す 

る方は今一府遙かに多数なるベ•し£思ひ居たrtばなbo今若し三十a: 

一方に行きしならんには、余は無罪たboなるべく、余はメレートスよb 

遨れたbcvj云ふこv>を得ん。余は又た言はん、若しr-1ュトス及びリュn 

1ン等の助勢なき時は、彼れメレートス决こて現^數の五分の一だも得 

るこVJ能はざり〇なるべく。若〇然らんには、法律の要求するが如く^ 



七三八 

れtドラフJのfill金を科せらるiも明llc(たり•しなbo 

此くて彼れ刑^ご〇て死を提出せboァテーナィ人諸^余ょbは又 

何をか提出すべき。：，>1れ余の常然の||$たるや明らかなり〇而〇て余が 

當然拂ふべき所受くべき所のものは果•して何ぞや〇决〇て其の一生を 
秦 

怠悄に遇ごせ0こ£なく、人々が心を叫にする所の窃有家事5|£^集會に 

演說〇、官吏ビなり、針略•し、徒琛を結ぶ等の琳に關〇ては、全く其恋志なか 

り〇人には、果〇て如何な6報酬かぁるべき0自ら納へらく、余は政抬家 

ビ〇て生活する1:は儉りに正^に逖きたb/o之れを以つ.て余は鉼朽 

S人s善を 及び余自身に窖を爲〇能はざる所Uは行くこ£なく、た1,,1個人£0て 

諸*答凡てにM大の善を爲•し得る所に行けり。余は此麻に至b，諸荇の 

內の各人に說くに、彼れ先づ自己を«14*し、|身の利钹を見るの前、先づ杨 

II及びW尨を求め、幽家の利害を兑るの前、先づ阈家をiiるべきこVJを以 

つてせり〇之れ其I切の行爲に於て爲すべきの№1序たるなり〇此くの 

如き人には如何なるこビか鉍？るべき〇彼れ芯0北報酬を受くべきも 

のなbビせば，ぁiァターナィ人諸哲】彼れ必す或る势なるものを^ざ 
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なに子拽 

る可からす、其蕃たるや、又た彼れ1:相E〇たるものなるベ〇」而•して諸 

君の此のR窮なる恩人の求むる所は、諸2Vを敎訓するの時問をWんこS 

たるなり〇此の人に適せる報酬は何なるべきぞoibirテーナイ人諸 

nプリュタ子イォンの公仿堂に公^するに®れる報酬はC5らざるなり0 

彼れは找にォ？ュンビァ饫に、二頭成は數頭を以つてせる所の肢樾成は坶 

ホ^爭に於て賞輿を得たる者ょりも、遙炉に大なる名眷を(Gするものな 

り〇何vjなれは佘は未fr之れを得す0て之れを耍するものな6¢雖、彼 

れは巳に十分之れを枒たればなり。而.して彼れの與ふる所は幸laの外 

見のみなりビ雖、余a其のKを與ふるものなbo^fo余の罪科を正常1: 

考ふる時は、ブソュタ子イオン1:公給さるこViは、最も正當なる報酬れるべ 

きなbo , 

諸君は余の言を28きて、成は余が前きに或種の人々の涙€哀勉ビを以 

つて、死を免れんSするを評〇たる*>如く、今ま又た此くも大船に敢て駱 

若を輕んするこVJをなすものなbvj思はん。されVJも决•して然らざる 

なり。余が此の言を爲すや、余は故总を以つて决.して諸君を迸せざb-J 



こViは、成は諸君に說明0て之れを確信せ*しむるこビ能はすビ雖も、余は 

自ら之れを確信せるを以つてなbowに此くの如き、法庭の短少時間中 

の眯話を以つて6ては、諸君に説明するは盖.し雒琳に涵す。然6£雖、若 

しァテーナィ市に*して、他の諸都市に於けるが如く、Jri大なる訴訟は之れ 

を 一drJJに判決するこビなきの法作あらんには、余は諸羿に說明するこ 

Viは之れを份べ•しビ信す。されざも今は此くの如く時間短少なり。余 

は一瞬B.Y問に此くの如き大娌吿を論破するこS能はす。而Cて自ら他 

人を害•したるこvjなきのFI信あるを以つて、余は又た自己を害するこS 

なきは確贲たるなbo余は自己は如何なる惡をも相當せ云はす"又 

た自ら如何なる刑に相當せbvjの窓ftをも提出せざるべ0Q之れ何故 

ぞ。成は之れメレートスが提出Lたる所の死の刑罰を.fflる！1:由るか。 

否な、余は未だ死の普なるか惡なるかをも知らざるに，如何でか、必中や惡 

なるべき刑を自ら言ひ出づるiを爲さん。余^〇自ら！5獄の刑に粜せ 

ょvj云はんか。如何なれば余は镋獄中、其年の行政官——十一人の奴隸S 

•して生活せざる可からざるか。或は罚金に處せょビな*し、其翮金の完納 



的rcを科せよd 
云Uんか余U81 

なし 

1! « 

年DA余に乘らん 

に至るまで焓狱さるべ•しSせんか〇佘は同一の興存有つて存せ-CSO何 

iなれば余U金錢は之れを所持せざるを以つて、從つて之を拂ふi能は 

す、爲めに獄中に起臥せざる可からざるなbo若•し阈外放逐に麻せょビ 

云はん^恐くば之れ諸右の决定せんSする所の刑なるベt)然らば、余は 

生命の愛にSせるものならざる可からす〇而•して思へらく、若•し我间阈 

人たる？！5对に〇て、tiに余の言綸談活に堪ゆるこご能はす、是筇の淡話言 

焐は悲〇むべく t、忌むべきものたbviせば、他阈人の威する所も亦必す 

同樣なるべ〇〇ァテーナィ人諸君、余は此くの如きiを爲さrるべ•し。 

余の如き老年を以つてして都111ょり都市に遜Mし、笊に羧化せる迷放の 

生活をな•し、常に何處に行くも放逐さるiが如き生活は、ぁ！何たる不幸 

ぞや。余は確知す余は何處に行かんv>も、此處に於ける如く彼處に於い 

てもW年の人々は余の許に來るべ0〇而•して^0余に*して是笠ff年を 

謝組•して遂ひ歸へす時は、彼等の年長*等は又た同C;く其意に從つて余 

を逐ひ出frすべく、我〇彼等を鉍受する時は其父兄及び朋友等は、其子弟 

及び朋友の爲めに又た余を放逐すべきな^^ 



stusrA制して 人成は云はん、然bソークラテースょ"然bビ雖も君は自己の舌を钿fsj 

こさ能aす するこビ能はざるか、若•し舌をだに制御するこミを得ば、君は他15に至る 

ビ雖何人も符むる^ぁらざるベ*しVJO此の^1:關•して十分の了解を諸 

君に與ふるこiは*だ難•し。何ビなれば若*し余に•して"此く爲す時は之 

一 れ神命に從はざる所行たるを以つて，余は舌を制御するこS能はざるな 

一 bvj云はぐ、諸朽は余の言を以つて眞而目に非すビ云はん。又た若し乂 

問のlli大费は日々徳莪に就いてSSるこビに•して、又た此琳に關•して、余が 

自己及び他人を討驗せるは諸艿の間ける所、又た此の討驗を•經ざる所の 

一生活なるものは、生活のfaffiなきものなbvj云はr、諸荇は尙ほ余の言1: 

信を{aくこビを爲さrるべ〇〇而して余は假分諸哲を說伏するこSは 

一1110 VJ雖、余の言ふ所は盡 <眞なり。且つ余は如何なる罰なbvjも身1: 

Aは科料Sすr -之れを受くべきものなb i思考するこビ能はざるなbo若•し余に•して 
さ企餞を有せす 

金錢を釘せるものならんには、余の拂ひ捋る程沒に於て科料ビ•して中•し 
S 

出でしなるべく、之れ別に^〇き惩にぁらざるなり。然byi雖諸君の知 

れる如く、余は金錢を^せざるを以つて、たrKQひ得るは、科料を〇て氽の 
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W第«-®r:ば 
余は突齡にて死 

せんものを 

能ふ所にilsせ•しめんこビ之れなり〇然りビ雖佘は一「ミナ®金は之れを 

拂ふこビを得べ〇 vj思へり、故に余は一rナ0沏金の刑を提出せんビす0 

然るにブラトーン，クタトIVクリトブロス-アポロドーロス及び其他現 

在此にある所の友人諸子は、余llfaむる1:三十r、ナ」の罰金を拂ふ由を申 

出でよ、彼^nら誼人たるべこt云へbo然らば三十「ミナ©期金S 〇、而 

こて彼等は3(0?人¢6て十分なるベ〇〇 

然b VJ雖、あiアテーナィ人諸君、諸君•か余を殺〇たる應報soて、アナ 

丨ナィ市を讲蹄する所の人々ょり、惡名を以つて呼ばれ、諸君は«人ソー 

ラテースを«ろ•したるものなbvjlsせらる{は不日なるベ•し〇 何ビな 

れば彼答•か諸荇を芥めんビするに當つてや、,it人ならざる余をも、寶人な 

bvjffiすべければなbc3«fotft君にこて今r/く待ち〇ならんには、諸«* 

の希^はC：然1:之れを滿たすを^.しものを。何ビなれば鉻荇の知れる 

如く，余は己に老酚に•して、死も荘だ遠からざるを以つてなり〇余は今ま 

余を死刑に订吿•したる人々にのみ3はん〇余は他の一^彼等に云はん 



の死 
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VJ欲するこVJぁるなbo何ぞや、日く、諸君は余を以つて宫晤の不十分な 

るょり、此の死の决心を爲•したるものなり——即ち^〇佘に〇て何事も«- 

さrるなく、何?!^も言はざるなく、爲L殘•したる事、言ひ殘こ•したるこSな 

き時は、余U無罪M免たるを^ベ思ふものなbvjせん〇されViも全； 

く然らざるな〇〇余•か死の决心を爲•したるは决•して言Isの不十分なる 

にIIIるものに非ざるは確ffなり〇たr余は諸*の绍むが如く、或U泣き 

•にsて私怯II5Cは悲OA•或U歎き、成は?*11々の事を爲•し、M々の唞を言ふこビ，諸**>多 
- 

くの死刑の人の^分に«知せるM如きこどは、余は之れを爲すの]»粲ミ 
• 一 

大船VJ、又た其35:志ビを冇せざるなり〇此くの如きは余の庳•しSなす所 

な^^思ふに、/i難の時に際*し、余は决•して他人の货すが如き典•しむべき 

一般の泐作を货すべきに非す¢0且つ余は今ま爲•したる所の辯解の方 

余saを以っ法U就いて4も後悔せる所なく、寧ろ自己の方法を以つて辯論•して死す 
て*^*)t)るな 

t るこvjぁるビも、諸哲猙の方法に從つて辯論•して生きんこビを欲せさる 

なbo凡そ人は或は戰垅1:在つて、成は法庭に在つて、有らゆる方法を^ 

く •しても祀を范れんこ£を唯一の目的ビすべきものに非す〇人戰塲に一 



於て其の武器を投案〇、典敵人の膝下に平伏して哀を銪ふ1:於ては，彼れ 

或は死を逝る！こ£を得べし、又た其の危難の垅合»:於ても人若•し何事 

なbvjも之れを言行するこビをrfんせば、又た之れを通るiの方法なき 

s2るa JI:非ざるなり。友人諸君、たr其困難なるは死を避くるこeに非すして、 
Bくるに非す不 

ttiEa3s<fQ— 不正を避くるこ亡たるなbo何ビなれば不正は、死よりも大速力を以つ 

て迫走•し來るものなればなbo余は年老ひて步むこビ亦遲く、甚だ走行 

の迎き人VJ雖能く佘1:迫及するを得るなbo而〇て余の吿發人等は之 

れに反•して甚だ英敏々拴な雖、不正£稱する所の疾足漭は能く彼等 

よ” S を追ひ越せbo而•して余は今ま諸君に死刑を宣吿せられて死の途に行 

く V」雖、彼笠も亦眞理に宣吿せられて不正惡行罪の途に行かん。而•して 

余は自己の哉决を待たざるベからすビ雖、彼等も亦其裁决を待たざるを 

得ざるなbo余思ふ1:是等の取は定數の避くべからざるこSにして、固 

より常然の事なbビ〇 

余を死刑に處せL人々よ、余は今ま諸君に預言せんVJ欲す〇何iなれ 

ば余は今i將に死せんVi 〇、又た人が預言力を授かるも此時なればなb。 
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余は、余の殺人者たる所の諸君に預言せんに、余の死後、諸君が余に加へた 

る所の刑1111よりも、一Mircき3!]ありて、諸君を待てるこビは確Kたるなり。 

諸哲が余を殺•したるは、諸君の吿發人をisれんビ欲•し、又た播贫の生命の 

辯解を爲さrらん•か爲めなbo然bvj雖其の^諸君の想へる如くなら 

中して、遙&に反對の趣を呈せん。何ビなれば、佘は言はん、Hに諸君1:對 

•しては、現在よりも1»多くの告發人ありて出づvotfo何ビなれば是 

等吿發人は從來余の抑制〇近きたる所なればなり。而じて彼等は年齡 

若きを以つて、諸Sに對〇てlfrf激烈なるベく、諸君は彼等よb大なる攻 

擊を受くべきなbo諸君若〇人を殺さば、}S君の惡生命を危くする所の 

吿發人を通れ待るビ思は1#、之れ大なる誤謬なり0之れ决0て通れ得べ 

きこSに非す、又た名毋なるこ¢1:も非す•して、其の最も簡易UOて商尙 

なる方法は、他を除き去る1:非す〇て、たr諸君自ら智栴を修め、其進步を 

針るにあるのみ。之れ佘の死するの前、余に死刑をK吿〇たる所の裁判 

fr笠に言ひSく所の预言たるなり〇 

余を無罪たら•しめんS欲したる友人諸羿、今ま役人等甚だ煩忙な义又 



»につ夕今 
す神てラ阏 
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なスa 
に”にソ 
反故取I K、1 

た余の死すべき坳所に至るの前、fiく、諸君ビ共に此事に就いて数話せん一 

こtを欲す。故に願くば暫くこtに留まりて、時115]の許るす限り、互に談 

話すベ0。諸矜は余の友人なり、故に余の一身に起bたる此辨件のn相 

を語らん〇ぁ一栽判官諸君I猪^は典に我判官なb VJ稱するを得べ•し 

—余は笟くべき^を諸君に語らん。余は今口に至るまで何?|{をか之を 

1M行する1:常b# •し過失成は获5S等に傾くに常つてや、如何なる些細の 

mなbビ雖、かの余が數々言へる所の神託なるもの余の內心に示現•して、 

其れに反對するを例ビなす。而•して今や余の一#に取つては烛後の/4 

惡なるものな思はるi所のむのにCて、又た-HI*間ょりも然bi-mせ 

らるt所の?K件生心り〇然bs雖神託は何の示現をも爲すこ€なく、今 

朝余の家を出づる時にも、余の法庭に至る時にも、又た余の言はんビせる 

所の事にkいて論する時に•も、神託奄も反對するこSあらざりき。余は 

又た辩論中、數回の問errを爲Cたりビ雖、此唞に關する言行に於て、神託何 

muも反對するこvjあらざbき。命は如何に此神託の無言なりしを說 

明すべきか〇余は之れを諸君に吿げん。是れ竹に余の一身に起bたる 

0 R 
七四七 
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死a觫界に嫌tr 
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レオ•卜XVに會 
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»に會ふKJSを 

得ん 

来來界に於てA 

i时 

大なる利得なbvj云はん。何VJなれば永遠£はた1#1夜たればなり〇 

然bvj雖芳C死は他界に旅行するこ¢1:して、人々の-Sふ•か如く、其所に 

は一切の死せじ入在b VJせば、あi裁判官及び友人諸再、何ものi#か之 

れに優らん。若〇死せ•し旅行^黄Mの他界1:到违せば.彼れ現世の正莪 

W-門家ょり救はれて、他界に於て哉判を司る所の興正の、战判官を發見す 

るこビを详べLO即ちミノースノフダマントス、アィアコス、トリブトレモ 

ス及び典他の神の子等、其一身tLに正坪なbe人々は裁洌官たるべく、此 

旅行や«にffliMありビ湖ふべ•し。人^,し才〆フエクス"ムサィクス"へシオ 

ドス及びホメーロス等ビ談諸するこビを得るビせば、何物を盡くすSも、 

之れを得んビせざるものやある。否な、芯•し之れ典ならば余ti再三H四 

死せんこiを希ふ。余は又た他界の何れ炉に於て"パラメ— •テSス、及び 

テラモーンの子ァィァス、及び其他古代の英雄にして寃罪の爲めに死せ 

こ人々ビ談活し、彼等の加へられたる害恐ち余の加へらルたる害惡ごを 

比代-し、以つて路り41ふの樂しみや决.して少なからすミ思惟せり0而6 

て垃等1:®りて余の樂•しみtなせる所は現世に於けるが如く、未來に於 



ても余は-1«ほ輿仍の知^の^究を松始乙、何人は典|:贤人たら、又た何人 

はAlfl,::^ありビ虚託せりV」雖非竹奴人に非ざるやを嵌兌するを得るこご 

tなす〇芳〇トロャ大戰爭の大將或は才てンセクス、或はシシュフォス成ii 

令 
其他Mr<の男女を試^するこSを得るVIせば、何人か、何物を^くすSも 

之をisさrるあらん〕是等の英雄成は大人物V」談話0、成はl:SI答を試む 

るこビは、Wに無限の樂•しみに•して、何物の梁〇みか之れ1:苦かん。何vj 

なれば、彼の他界に在つては、淡Kfi!!51t?を爲•したればSて、之れが爲めに人 

を死刑に^するこV」决•して之れあるな〇。且つ他界1:在つ.ては、現世ょ 

bも幸：gなるのみに非す、又た^〇人々のUへる所に〇て-Bなbviせば， 

又f:永生不死たるべきなり〇 

是れを以つて、あi我判宵諸n死に阅•して心强かれ、而.して此珙の與理 

なるを知れ_^前死後#人には惡の來るもの1:非ざるこ£を。薄人及 

び31:の關係の人々は、决•して#のM棄つるものに非す'又た余の死に近づ 

きたるは、决•してWに偶然にIfiつて然b•しには非ざるなり。然りビ雖、余 

は死•して現世の保絆を脫するを^るは却つて将ぶ所なbo故に神託は 
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何のK衍をも?iiへざb 〇なbo始故に^は又た企の^發人及び余を死 

刑にrr:ft•したる^を怨むこビもあるな.し。彼^索よb余に窖を爲さん 

iの总志は港も之れ無〇 S雖、；gて余を押•したるにも非す。而〇て此祺 

に關•しては、余はたr览大に彼^を難せば可なり〇 

されV」も余はWほ彼等に願ふこiあb◦願くば友人諸n吾が子等の 

成長.したる時は、又た1|〇〗しく彼炸をも沏せんこビなり0芯し吾が子等徳 

箱を外に•し、取に金錢或は其他の?^をWつて心VJなすこビあらんには、余 

が諸れを惱ませ〇如く、諸君は又た?vi>子等を惱ませよ。又た彼^何^ 

1:ても非す•し•て、成^なるかの如き/a託を爲す時は、諸*•か注35;すべき所 

の^を注总せt又た何^にも非す•して成^なるかの如く考へOW、余が 

諸?Vを««ft•したる如く、又たSが子^を？ffirせよ。諸11若し幸に之れを 

爲さば•余及びff*>子笠は諸岩の手より正義を受け•しものビ阳ふべ•し。 

今やIfc別の時は來れり。呑等谷々其途に行かん、一^は死に行ち諸君 

は生に行く。典何れの婭れるやはたr神之れを知れるのみ。 
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人の葸見にのみ從はんSせbo故に多數の3X見は往々1吾等を殺すこビ 

を能くす雖、ソークラテースに在つては、之れIf等のSする所に非す、た 

1"人は善£1なる生活、即ち正赶に0て竹敬すべき生活を爲.してこそ生命 

の價値ぁbviなせり〇故に名聲の失!K子女の不運の如きは問ふ所に非 

す、たr思考すべきは，脫定す&は正亊なりや否やにぁ6¢な-し、クJトー 

ンは目下死の畏れなき：5外の位Sの人なれば、此事I:關してW平なる判 

斷を下〇得べければ.之れ»:答へざる可からす〇て問ぅて日く、余の死 

刑に宣告されざるの前、人に害«*を被ら0め、或は惡に報ふるに惡を以つ 

てするは怒なるこビは數々論淡せC所なり〇然るに今ま余の事情變化 

じたるを以つて其惚找上の主箱も亦變化したるか¢0クソトーン其不 

變なるをIrF麻せ50ソークラテース問ぅて日く、然らば脫以ビ德礙ビは 

兩立するを得るや否やVJOク >トーン答ふる能はす0 

ソークラテース钳ほ邋みて日く、今ま假定せんに、ァテーナィの諸法律、 

人RQの形Kを取りてソータラタースの前に現れて問ぅて日く r汝は我等 

を蹂躪せん£するかJ«#じソークラテース答へて『法作等余をW〇たる 



故にJVJ云はんか、法律又た云はん-IされVjも之れ約束0たるこViなるか。 

法体を蹂躪•して可な5VJの埋由ぁbや否や〇汝を此世に/1:れ出で，jめ、 

汝を敎宵0たるは我等な6、我等法拃は汝の父母に等60汝若0アクー 

ナイ市を好ますは何れに行く V!も可な-CSCなりonるに七十年の長年 

月の問此所に留まりて何^にも行かざりしa、之れ7テレナイを愛•した 

るの證據に非すや。汝の罪の恭問の時死刑に代ふるにM外放逐を以つ 

てするiは之れを得たり〇な然るに汝は死刑を擇びたるに非すや〇 

汝若C脫走すビせば果〇て何れに到らんViするか。或は善く治まれる 

圃に至らんか。其國の政府も人民も汝を以つて阈法を破るもの¢0て 

惡視を放つべきなり〇荇L夕，サリアの如き治まらざる阈に到るyjせん 

か。彼等始めは汝を歡迎〇、汝の脫獄の奇聞を1gくを喜ぶベcyi雌、一H 

彼等の不典を被るU於ては、彼等好遇するこvjなきに至らん〇而•して汝 

は尙ほ其地に在つて道徳及び法^の*ん中Vきこvjを講話せんvjする 

か。ぁi之れ扣應は〇からざるなり〇汝若し子女をテッサリアに連れ行 

き、子女を〇てアテーナイ人たるの^格を失は0むるは、处0て利益なり 



y—#ラrlx 
a善Kなるw民 

eせるか。又た若o:f女は之れをアテーナイに殘•しiliくも身はテ,サリ 

アに生存する時は、汝の友人等は、一層よく子女を注;aするビ思へるか。 

典の朋友は、朋友の死生に關せす、必す常に朋友の子女は之れを注总する 

ものなるよ.|£0 

法^又たaめて日く『先づ正教を瓜ひ、生命或は子女の^は之れを後段 

ビすべ〇〇汝若•し阈法を破るB.Vは之れ惡を以つて惡に報ふるものに〇 

て、吾等法律は汝の生存中汝に對〇て怒るべく、又た吾等の兄弟たる法栉 

の未來界にぁる所のものも汝の敵たるべ0』ビ。之れ余の邛にひ_1く所 

の神秘敎者の23 く •か如きの苷聲なり、クリトーン若〇異存ぁらば云へ、若 

〇無ければ神命に從つて死せんv/之れ本nの大要な^No 

〇 • 

ソークラタースは善良なる國民に非すSは3¢生存中より數々彼れに 

向けられたる攻擊の®なり〇な-CNO何VJなれば11度其門人たり〇アグ 

キビアデースノリチアス、及びハルミデース等の非行の記tauw典民主 

政界1:尙ほ新たU•して、之れに賙迚〇て其友た\帥たり〇ソークラテー 



脚本仕組〇於 

スは、人民の輿印2調和するこビ能はざゎ0もの1如.し0之れを以つて 

ブラトーンは本^に於て後代及び全世界に向つて、師たり友たるソーf 

ラクースの不良の國民U非ざりCこVJを訴へんビするもの i 如〇〇 

〇 

ク9トーンが»際1:獄を訪問.しrソークラテースに脫獄を拗めたりや 

否やは今得て知る可からなり〇然^NVJ雖、ブーフトーンは事«以上の事を 

創造するの人なり〇而〇てソークラテースの脫獄を?la紡せCむるU當 

b、ソークラテースVJIinffiたる老齡の友人クリトーンを以つて〇たるは 

甚だ常を得た云ふべく、此點に於て?f人はブラトーンの技術上の手 

«!を見るU足るなbo又た法律及び未來他界の法柞なるものを擬人.し 

たるが如きは、ブラトーンの*中の最も高尙なる且つ大膽なる形容の言 

C云ふべきなり〇 

01 
本爲中注意すべき思想はゾークラテースの愛國の熱心なるこiなり〇 

國家至上主箱の觀念なり、闽法を»茁するこビなり。衆愚の多數决を排 



斥するこVJなり。殊に其國家を竹重するや、殆Vi國芪の絶対服從を*趙 

•し『或は吾等自己の意見をw!c:て國家が認めて正理VJせ•し所の見解に從 

はざる可からざるこVJあbjvi云へるが如き、自己の思想をも阈家楢の下 

に置き、思想の自由(成は良心の自由、信仰の自.0}^の覿念に反對せるが如 

き、*も吾人の注意すべき所な>«す。 
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ソ1クラテース 

9—ソークラタースのa中 

クリトーン 

クトーン、此時刻1:來り〇は何故ぞ，其だ早きにあらすや▲ 

クリ然 b4crrZTし。 

VI 正確に何時ならん。 

クリ 未明なり〇 

y I K獄の門番、よくも君の入るこiを許る〇たるかな。 

クU ソークラテースよ、余は魇々來り0を以つて、彼れ能く余を知れ 
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死をttLlrの® 

なI 

-CSO且つ余は彼れを%切1:爲〇たればなho 

ソー 君は今i來り〇ばかりなるか。 

クU 否な、tt時以前に來れり〇 , 

ソI 何故に莅に佘を目资ますこ-0なく、坐.して何事も云ふこミなか 

りしや0 : 

クリ ソークラテースょ远に余自身に0ても、：：11费めて君の現在の如 

き火なるSEビ不安ビに在るは好まざる所なり〇然るに余は來つて君 

の熟8¢せるをiiて、驚歎して眺め居たるなり〇之れ余が?5*を^まさ 

•し理由に〇て、r;時なbvjも^を〇て苦痛を忘れ•しめんど欲せ.しなbo 

余は{Sに君の氣質の^fsなるを兑て^は幸：gの人なりvj思ひCに、今や 

此くのiuき悲歎の揽界1:在bvj雖も、而も尙ほ酹平1:〇て快活なる態度 

を保てるを見るはfrl:他に比すべき^あらざるな60 

ソー 何ぞや。クリトーンょ、老年余の如き^には、死近づきたればVJ 

て、別に悲み怨むの耍なきなり〇 

ゥリ 然りS雖、他の老人に•してIHJ^なる不幸に：13赳する時は、たビひ 



老年た6¢も尙ほ死を怨むを制する能はざるもの少なからす。 

ソー 或は然らん。され)rも君*>今朝此くも早く此こ1:來bし理由 

... は何ぞや、其事君未だ余に龉らざるなり〇 

クリ 余は悲〇むべき痛むべき報逍を茗に旃らせbo5Rょり君に於 

いては悲〇むべきこ^3にも非す、又た何^|:も非すミなさん。然りビ雖 

吾等若の友人たる者、特に佘に取つては设も悲しむべき痛むべき事たる 

なbo • • 肩“ 

M«I加yVI何ぞや0思ふに广1ロス^ょりの船歸帆せば佘は死せざる可 
道 

からざるなり、君のafらす所は、其船のB帆したる報逬なるか。 

クり 否な其船未rr祕帆せすvj雖、今H中には必す祕帆すべし〇スニ 

オンょb來り〇人々、其の處にて船を後にして來りしVJSへboさらば 

ソークラテースょ、明日は君の®後のflなるベ•し。 

• VI クリトーンょ、若し之れ神总ならんには、佘は容びて死すべきの 

み。されViち余の信する所に由れば、今一日の猶豫あるべ00 

ー クリ 何故に君はしか思ふにや。 

七六三 
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0P人♦自己を 
齐*«押せんこ 

aを»るt故 

all)之れ 不名* 

テースよ、勉くは今一度余の忠吿をJSきて脫獄せよ。*•し於死せば、余li 

たrに再び得ttき友を失ふのみにあらす、又た他の惡ありて君ミ余ビを 

知らざる人々は必す余を謂ぅて杏^VJなし^し佘にして金錢を出だす 

こifrになす時はソークラテースは救はる可かboに、余V金2s^惜〇 

み〇が故にソークラテースは殺された云はん〇荞〇此くの如0¢ 

せば、何の^名#か之れに若かん。人々は余を以つて友人の生命よbも 

金Sを贵$するものW思はん。何VJなれば多くの人々は、余が蒋に脫獄 

を<@1めたるも、荇は之れに應せざbe褀饩を承豚せざる可ければなbo 

VI 然りビ雖親愛なるクリトーンよ、-7}-等何故II1K:間一般の多數の 

人の意見を心に介せざる可からざるか。吾等の注意するにfs値ある所 

の教はたr善人な&のみにして、善人は此琳に脚して其*情を知るべき 

なbo • 

クリ 然6¢雖ジークラ7-丨スよ、多數の意見も亦顧みざる可からざ 

るなら、之れ君の現在の鴣侖に於て箝するに足る。何Vなれば、彼等多數 

の好評を失ひたる者1:對しては、彼等»に沿大の害惡を加ふるこtを得 



るを以つてなbo 

V I クリトーンょ、余は、彼等が其事を爲し得るこViを蓮む。何VJな 

れば、游こ之れを善くすビせば、又最大辨をも爲すこビを得べければなb、 

之れ善き¥なり。然bs雖货夂云はr、彼等多數は善も爲〇能は^/又惡 

をも爲〇能はす、即ち彼^は人を•して货たら•しむるこC能はす、又た11た 

ら•しむるi能はす•して、彼等の爲す所は、たr偶然の結果に過ぎざるなbo 

クリ余は此のml:就いて爭ふこtf勿からん〇然bvi雖ソークラタ 

丨スょ、若は余及び君の諸友人の爲めを思ひて其身を所Sせんtfせるに 

は非ざるか0即ち若し君|:0て脫獄せば、余は君を盗み出だ已たるもの 

なb vj密齿するものあ-csて、爲めに？！1等の財產の全部或は大部分を失ふ 

こビあらざるやを考へ、成は其他今一M大なる害惡吞等の身の上に來る 

こビなきやを分慮、し、以つて脫獄を锊蹒せるUは非ざるか。君の恐るi 

所^〇此くの如き&のな6¢せば、顧/、ば此くの如きは憂ふるこi勿れ、 

Sを救はんが1$めにはS等此くの如き-S惡は勿論、今一®大なる危險を 

も之れに而せん。故に余の言1:從ひ余の言の如く爲せ〇 
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Itせor子女のK 
餐a如WKせん 

Kす 

等は®を»敬〇君を保謎すべく/，サリタ人は一人ビして君に迷£sを威 

せ〇むる省6らざるべ〇〇 ソークラテースょ、何ほ自己の生命を肋け得 

べき時に於て、强て之れを助けんビせざるは、余は其の可なるを知らざる 

なり。之れ自ら好みて、自己を滅ぼさんせる所の敵に一身を投與する 

ものなり。丑つ荇は自己の子女をW捨つるものビsnは2る可からす〇 

何€なれば君は子女を養育0、之れを敎育せざる可からざればなり〇然 

るに之れを爲さす〇て、子女を見棄てi死に去る時は、君の子女の連命は、 

全く不幸なる1£然の弄する所VJなり、たVIひ孤兒のfir通の運命1:迸遇す 

るこVJなoiするも、1SIほ父たる君に謝する所は少なかるべし〇笱も之 

れを養育し之れを#i:育6て、其終まで之れを完ぅ〇て保謹するの意志な 

き者は、何人¢01子を待つ可か らざるなり 。然る1:君は其の啓にして與 

氣ある所行を取らす〇て、¥ろ其の较易なる方を撰びたるものi如CO 

nふに之れ一切の行爲を〇て德醆たら〇めんこビを旨€せる所の君の 

釦き人には不似赍の琳ビ謂ふべ•し〇而して余は、君に關〇たる此の取件 

は全く吾等の!B氣の缺祺に基づくものな，〇こSを思ふ毎に、余はたrl: 



tsxlr紡果 

Sの— 

»を以つて耻碎ごするのみならす、又た君の友人たる荇等を以つて、自ら 

耻«ビ成するものなり〇而してかの赉問の如きは决•して之れ冇らざり 

•しなるべく、又た^.し之れ有b VJするも、他に處分するの方法あり•しなる 

ベ-し。而して此の：^後の行窃或は見^なる^行は、全く？f等のE役VJte 

懦•しよb生L:たるもの一如•し〇於に^*•し^は〇ら生命を助けんどな•し、 

好级も亦/:何Wか^き所あらんには、^^はれを救ふこビを^>たb •しな 

り。Kに之れ何の雌^にも あらざり〇を以つてな.〇〇 然るにソークラ 

テースよ、あi其結!«:や如何ん^に取つても、S等に取つても、,RI:悲〇む 

ベく、又た不名棵の^ビなり了れり〇故1:君决心せよ，否な熟^の峙は旣 

に過ざた6、必すや其の决心あるべきな，CVO今や爲すべ> Kliたr一 あ 

るのみ◦此は足非iも今夜中に爲さrる可からすG«•し^踩する時は、 

海^^く空にMせん。故にソークラタースよ、余は君に願ふ、企の言を聪 

き、余の言ふ如く行へ。 . •. 

V— 愛するククトーンよ、^〇之れ正しきものならん1:は、君のifA心 

や其fa*値計る可からすVJKt^o*れ不菪なるU於ては、共熱心の大なる 



に從〇て其恶亦大なbo故に^等光づ此唞は爲すべきこViなるか、將た 

又た爲すベからざるこビなるかを熟考せざる可からざるなり〇何ビな 

道！？のtil®をSれば余は笊に道5*1に導かれざる可からざる性nの漭なるを以つて、其道 

理はよし如何ならんSも、必す思考したる上、啓ビするに非ざるよりは、何 

事も之れを爲すこビを得ざるなbo故1:今やM命我上に來れりビも、余 

は此逍理を粲つるこi能はす〇而して此主莪たるや之れ余•か今まで韓 

敬•し、今もWほ«敬する所に〇て、今^0、他の一M#iiなる主较を發見す 

るに非ざるよりは、决Cてnに[M13Sするこvj能はざるなり〇 ,然り、假分多 

數の力が、余に加ふる1:何li一/ff多くの饴51を以つて.し、財產沒收を以つ 

て0、死を以つて.し•成は妖怪談を以つて小兒を威す*>如く S等を威すこ 

•/しあb vjするも、余は^の3にIP1总するこimuざるなり。然らば此問 

迎に就いて思考する最良の方法如何ん。成は«の前論に鼢へり、1般多 

秦をatr可數の人々の35;見に從ふビせんか、——其成^の总見は之れを採用すベ•しS 

雖、成^の^見は之れt皮外視せざる可からざるは余の巳に宫へる所な 

bo而じて余は今や將に死刑|:處せられんビする1:常り、^.して此-11を 



IS 

主張〇て可なbや如何ん〇而〇て前1:は畚良なりビ〇たる所の主硌も、 

今やmに之れを一简の談抦vjな〇、全く無3£呔の兒戤ビなすべきか〇ク 

9トーンよ、余i>君の助力に由つて討究せんビする所は、余の現在の事情 

の下に在つて、此主莪は何等か以前ご興るeをstるか、成は不餸の^な 

るか、余は又た之れを許^すべきか、將た又た許容1ベからざるかビ云ふ 

にぁり〇此鑲論たるや、余のmする所にIhれば、彼の^するに足るべき多 

數の人々の主張せる所に0て、之れを耍する|:、余の前に3へる如く、或者 

の硗論は採用すベ〇 VJ8IIも、或;«の讁論は«るに足らすVJ云ふucbbo 

而•してクリトーンよ、^は明日死せんV」する人に非す、少くビも人1111の想 

m以内に在つては、此寧有るべからざる人なればr此?Kに就いてはP係 

なく、人問の陷り易き境遇の爲めに欺かる！£云ふ*>如き祺はぁらざる 

• v 〇〇故に余に吿げよ、佘は或3S見1111ち或人のみのas見は之れを竹mす 

るも.1¢他の意見は之れを皮外視〇て可なりご宫ふも誤譆にぁらざるか〇 

余が此說を主張したるは正0かbeや否や0 



V J 然らば其钩きは之れを取り、题，しきは之れを棄つべきか。 

クり R bo 

ソー智济の总見は務にCて、愚^の总見は惡なるか。 

• クり ^ bo 

多*—? 了 他の爪に關〇ては如何ん、當家の一：沿子は、世間一切の人の毀 

u從nん 界褒貶を恋yitべきか、將た又た唯Tr一人—飲帥たれ锊師たれ其は孰れ 

なら/1;Viも可なり、其一人に奶くべきや如何ん 

クリ たr其一人に«»くべきなり。 ， 

ソー而して此人、たr典一人の迈貶は之れを恐るVJfi:!、世問一般の丧 

贬は恐るべき»:非す¢1-べきか。 

クリ 之れ明aftなるこiなbo 

VI 然らば彼れ一切他人の3sliを^針Cたるものに從はんょりも， 

寧ろ、其一人の師たる人の窖6¢兑る所の方法に從つて行動•し，操練し、飲 

食するが常然なるか。 

クリ 然り〇 



ソー 若•し彼れI人の衍輿に従はす，其丧貶を竹5r(せす、金も其¥を解 

せざる所の衆人の窓見を尨£する時は、彼れ街憇を被るこビ有らざるべ 

きか0 

クリ 然り必す之れを被らん0 

7 I 其の害®は如何なるものなるべき。其不從順なる人は、如何な 

る傾110に、又た如何なる影糎を被るべき。 

クリ31:身«5に影饗を及ぼすや明かに.して、乃ち之れ惡に由つて損害 

さるiなbe 

ソー然り、大に砻•し。クyトーンょ、此唞又た他の辦物に通じても然 

るべく二々枚取するの要なかるべ•し。正不正、炎不美#不善、是等は吾等 

答fRのS の今ま思考せんitる所にCて、?f等は衆人の:TSJIに從ひ、彼®の批評を 
a多數か 

何的にか§ん恐るべきか、將た又た善く逍理を现解せる人の苡兑に從ひ、衆人の窓見ょ 

りも、此人の35:見を敬fitべきか◦而〇て?y等智漭に押き、吞®の内に在 

つてIE莪に111つて進步〇、不正に由つて壊Mする所のM理を破壊〇、依银 

すべきか、或は锊游の指敎に從ふべきか。此くの如き1«理なるものは!«: 



gi虐 

正飆Is生* 

して之れあらざ6や否や0 

クリ 必中之れあb、ソークラテ—ヌよ。 

VIISJ樣の例を取げんに^む取理を解せざる人の指導に由つて行 

其する時は、吾等健mulhつて善良ビなり、疾痫に山つて壞頹する所のも 

のを破垴するものに〇て、其破坡•したる後に於て©等は何ほ生活するの 

ffiigあb VJ云ふべきか〇此くて典破壞されたる所のものは身體なるか。 

クリ 然bo 

ソー 芥筇不良なる、腐敗〇たる身Wを有0て尙21生活するを得るか。 

クy 决〇て能はす〇 

ソ_ 今若〇正琬|:£つて進步し、不正に由つて壤頹する所の乂12の 

萵何なる部分を失喪〇、而も何ほ生活するのfa値あbeなすべきか。此 

く人間に於いて正SQ不正箱に№1する所の其原理なるものは、其は何物に 

ても可なり、此物は*體よりも下等なるものなbeなすべきか0 

クリ 决〇て然らす0 

V I 浓らば身IKIよりもamさるべきものなるか。 



嘬に:-feJるのみ 
に非すSXなる 

生«1»すを» 

クリ 然り大に竹笊さるべし。 

ソI 然らば友よ、五：：等一般多數の宫ふ所を总に介すベからす。た•！ 

正不正を知れる人の云ふ所、及び^坪の言ふ所を#5くべきのみ。故に君 

が、正不正#不善、竹敬すべきこ《及び竹敬すべからざるこビI:關して、衆 

人の意見を心に介すべきものビ〇たるは、之れ誤S;に始まれるものたる 

なbufrに或^は云はん？然夕£雖多数のものはよく荇等を殺すこ€を 

得るなbJVJO 

クリ 然り、ソークラテース、之れ必中其答へな，るべし〇 

VI 夫れ然b、然りV」雖、余のiAる所を以つてすれば、余の以前より主 

張せる所の狨論は、尙ほ侬然ビ.して確的不泐なる|:谜かざるを得ざるな 

bo而して余の知らんビ欲する所は、fillの問Kflに關•しても亦同^の言を 

爲•し得るや、即ち！yau生活ビ云ふのみ1:非す、啓良なる生活は主soて 

责m3るべきものなbvlすべきや€云ふにあ60 

クリ然办、亦其言の如〇〇 

V I 而して善良なる生活は、正しく且つ竹敬さるべき生活S同一な 

七七五 



るかo 
• , • 

クリ.然b同一なbo 

V I恐^の前设ょ〇命は本;11.>|:進みてRnはんに#等はァテーナィ 

人の承^なぐして脫獄を試むべきものなるか、或は此は^す可からざる 

ものなるか◦芯〇之れ明かに正理なるこビなりビせば#^脫獄を試む 

べしVJ雖、芳、し夫れ正J1!?ならざるに於ては、こは思ひ止まるべき>liたるな 

り。又た??•の云へる所の、金^1:開〇、性格を失ふ1に|^0、小兒の鈥竹に 

關•したるm笠は、之れた_1衆人の??ふ所|:0て、其苽|:砧つて.人を生か.し、 

成は些少の狎山を以つて人を死に^する所の俗衆のnふ所たるのみ。 

此く論〇來るB.Vは、たr残れる所の疑問は?f等脫獄〇沾人を•して茲等の 

脫獄に助力を與ふるをrfる〇、金$5を拂はせ、之れに謝するは果、して正理 

なるか、將た又た不正なるかS云ふにあり。*し夫れ不正なせば、余 

•か]Ihに留まるこSの鸩めに、成は死、成は其他の不幸降り來るVJ雖ぜ笠は 

il^:n外«:wかざる可からざるなり0 

クリ ソークラテースょ、料の芑ふ所や正•し〇然らば！*笠如何にせば 



呀！2すT3ef由 
SB口 

て*つtf扒 

可ならん。 

ソー 此?^に關0て5^與に思考する所ぁらざる可からす.0而.して 

荇〇茗に〇て余を論伏するこビを^ば、余は^に從ふべ〇 i雖、若それ然 

らざるに於ては、友よ、顾くば、Tテーナィ人の希3••に反して、余を•して脫獄 

せ•しめんビ說くこVJを止めよ。余は^より君の論伏する所vjなるは非 

常|:顋ふ所なりご雖、余の一胂勝れる所の判晰に反對するこミは能はざ 

るなり〇故1:余の^初に論L:たる所を热考_し、而〇て君の能ふ限りの# 

良なる答へを爲せ0 

クリ 余は答へん。 • 

ソー 呑等は决〇て故Sに惡を爲すべきもの1:非すNJ云ふべきか、或 

は一方には恶を货すべきものなりビ雖、又た一方には惡は爲tベからす 

i云ふべきか、或は荇等の今ま语り居50如く、又た吾等の巳に承^•した 

る如く、惡を爲すは必す如何なる時も®に乙て耻づべきiなbvj云ふべ 

きか、?f答•か(*々數日前に許^承認〇たる所のこVJは、今や全く之れを放 

棄すべきか。?f等終生、熱心に互に相論辯討究〇たる所のこ¢11、一朝1: 



Sを以つrftに 

して之れを放棄•して、余®の如き老齡に於て、自ら小兒にも®る所なき狀 

態に在るを可VJtべきか。成は衆人の意見は如何ならんビも、結果の利 

窖は如何ならんvjも^答は以前ょb主張〇たる所の、不正a笊1:惡に〇 

て不正を行ふ人は耻づべきなbvjの確信をM持すべきか〇荇等此 <言 

ふべきか否かG 

クリ ^ kvo 

VI 然らば荇笠决〇て惡を行ふべからざるに非すや〇 

クリ然b行ふべからず。 

ソー 或は又た衆人の想你するが如く^艿されたろこミに復讎〇て、 

他人にtfl^を被ら〇むるこSも亦不可なるベ〇、何ビなれは吾^は何人 

をも？?すべからざればなbo 

クリ 然bdts•して惡を與ふべからす0 

VI クタトIンょ、典び問はんに^等Mを爲すこSを桫るか0 

クリ ソークラテースょ决•して¢5すこvjを^す。 

V ! 惡に報ふるに®を以つてするは如何ん〇之れ衆人のid徳なb 



W扑報*3 
理すふを 、«a 
之はつ 
れ正て 
第理慼 
— I? LT 

tallTTf からす 

I之れ正しきこビなるか否か。 

クリ 正しきこ£にあらす0 

VI 何VJなれば惡を他人に行ふは，之れ其人を害するに等しき故な 

るか〇 

クリ 具に然り〇 

ソー 然らば^等m21すべ炉らt又た吾等他人ょり如何なる^惡を 

加へらるiこVJibiも、?f^は何人にも涵に對〇て惡を行ふべきに非 

ざるなり。然bvi雖クリトーンょ、余の若に一考を煩はさんVJするは、?? 

UEに口にfaへる*>如く、心にも亦0か思や否やにぁり、何£なれば此說 

たるや、多くの人々の取らざ-〇 •し所に•して、又た將來も取らざる所の漭な 

るべければなり〇而〇て此點に同总せざる者Vi同Sせる^ビは^綸上 

全く共通の基礎なく、大に意見の找るをWる時は，ILに扣g似するのみ。 

故に羿は余の第一原理^|せる所の、惡に對するに惡を以つて人を咨し、很 

讎•し、防做するは决•して正理1:非すiするの說l:IHl:ffi•し、又た吾笠の？§論 

の前设ビなすふを承認するか〇或は然らざれば之れに反對し㈤总する 





*人すひ 

(4法を®り-C尙 
a®家0存在を 

3み得るか 

H法tt« 人 aft 
等の約朿を爲さ 

ず 

V I 然らば此啉を此くの如く考へん——假定6て今ま余1:•して脫光 

(名稱は何なbvjも可なり、君の好むが如くに之れを云へ)せんVJするに常 

法及び政府は余に來つt問ぅて日く-Iソークラテースよ、汝は何を爲 

さんVJせるやを；*等に告げよ〇汝は其の行爲を以つて吾等即ち法謝及 

び[ta家を、汝の力の及ふ砣阅1:於て打破せんビせるか、汝は、M家なるもの 

は、法沐の决斷せ6所に威力なく、各個人之れを悔筏•し、之れを蹂躅•して、而 

も尙ほよくr?立〇て滅Cせざるこiを得るi想慷せるやJ£o•クソトーン 

よ。舒答垃笠の言洁に對〇て、!«:〇て何ビ答ふべきぞ0何人£雖、殊|:熟達 

せる修辭家は、一E法の宣齿〇たる所は之れをis守せざる可からざる所U 

〇て、之れを無視するのEなるを論するに於て、ftだ多くの言說あるべき 

なれ0而.して.7«1:1等之れに答へて1然り、然りど雖國家巳|:吾等に不正の宣 

吿を下•して、吾等を害〇たbji SふSせんか。 

クリ ソークラテースよ"大|:势LO 

VI 阈法必す此く答へん、日く*1之れ呑等が汝VJ約束したる所なる 

か。或は汝は阈法の命にCVCはんビするかJVJO而〇て若し余にじて國法 



W法14家の保a 

生鹿及び«« 

3家2法打 

§UH家の子 
なV 

の此11ilLL戧かんか〇阀法Wほ附加•して此く云はん、日く■!ソークラタ丨ス 

ょ、汝は眼を開くょりも吾等に答へょ。汝は常に問答を爲すを?7惯ビせ 

しに非すや。汝苦•し：吿等及び阈家を打破する行爲を&豚する所の不平 

あらば之れを云へ。^一汝を•して此世に注れ出で•しめ〇は告笱の力な 

らすや〇汝の父他は；*等阈法の助けに由つて結婚tて汝を生みたり。汝 

芯.し此の結婚を正•しぅする所の乔等諸法^に對•して不汹あらんには之 

れを言へJVJ。余答へて云はん、何の不滿もあるこビなしビ〇法栉又た湖 

はん、日く『汝荇〇汝を敎訓する所の狳宵法及び敎竹法に就いて不滿あら 

ば之れをUへ。此れを所理する所の法5：は、汝の父に命じて、¢11斑及び肪 

拗を汝|:學ばしめ乙は见0て正0からざるか.|£0余答へて云はん、正0 

VJ。法(It又た云はん、日く*■然らば汝は吾等に由つて出產•し、保Wされ敎宵 

されたるものにして、節一、汝は吾等の子たり、又た奴^たるこど、是ょb前 

汝の父祖^*>然bし如きこvjを否むこvjを得るか〇逬onに然せ 

ば、汝は呑等ビ同锃の權利を有せるものに非す、又た汝は吾笠*>汝等に對 

Cて货6たるVJ同一なるこ*>jを吾等に爲すの權利あり€思ふこビ能は 



子は父にR抗す 

M家の生殺榷 

W家货至nl 

1)9* に»するa 
父#に對するが 

taL 

55?ss れ 

ざるなbo汝荇〇、父或は主人を有せりせば、汝彼れの爲めに或は打た 

れ、成は侮Rせられ、或は彼れの手を以つて成る«惡を加へられたる時、汝 

は父或は主人を打ち成は侮^するの揹利あbvjなすか——汝决•して然b 

ビ云はざるべ〇〇呑等は汝を殺す栊利あb vj思ふslfilc く、汝は又た其 

の返報VJOて汝の力の及ぶ所に於て、®等を破壊〇、汝の國家を城ぼ•して 

可なbvj思ふか〇昀呼^正の彷莪の鉍師たる汝は远く思考して正〇 Vi 

なすか。汝の如きff^者に〇て、rwほS等の[ISI家は汝の父母M先^ょb 

もlw-m く、ifs贵1:して又た_勒に、而.して諸神及び知!5ある人の«重し、 

又た之れを慰安〇、成U竹•し其の怒るある時は敬.®を以つて柔和に之れ 

にBKaするこビ父に對するょりも1W丁JKに•し、又た^,し聪かれざる時 

は之れに從順なるべきこどをsliiするこi能はざり〇か。吾等若し阈 

家に山つて8.]せられ、成は禁獄され、^は答杖さるtこVJあbvjも、其刑5?1 

は?}:等1VI默〇て之れを受くべきなbo阀家芯〇荇筇を^きて戰圾に至 

り、成は血を流さしめ、或は死せ•しむるこビあbvjも、吾e?3t.命に從ふは之 

れ正理な〇ビす。而〇て何人VJ雖敝取に降b、或は遁走し、成は列を脫す 





汝は_«に從ふ 
こ9UをK的せV 

嗍家に不從Wな 
るの三® 

ソ|夕fvr—ス 

0稅Ha他人よ 
”も一層*行な 

又た干涉するこビもな〇〇然るに?i*等•か正琬を司b、又國家を治むる所 

の方法を熟知•し、而も何ほ此地に«まるは、之れ吾等の命する所に從ふi 

を默約〇たるものS云ふべきなbo而〇て吞等1:從順ならざるものは 

吾等の主張する如く、三^の惡を行へるものならざる可からす。第てS 

等に從順ならざるは1!!)ち之れ父njrl:從順ならざるものなり〇第二、吾等 

は彼れの、敎frの命令者なればなbo第三、彼れは正常に吾等の命令に從 

ふこiを吾等に約〇たればなり〇而〇て彼れ從順ならす、又た吾等の命 

令の惡なるの理由を?f等に陳辨するこビも之れを货さrるなbo吾等 

は决6て亂鉍に彼れを*むるもの1:非す〇て、吾等に従順なるか、或は不 

從順の理111を陳辯するか、兩漭其一を擇ば〇めたり〇吾等此く案を提出 

せb VJ雖、彼れ其の兩者何れをも爲さざるなbo 

『之れWに汝に向けらるiの問罪の言にCて、殊にソークラクースょ、汝 

の企IK1せる如く脫走を行ふに常つては、他のァテーナィ人|:痠りて、汝は 

一屏贵めらるべき人たるなbjvio余は其の何故なるやを問ふ€せんか、 

彼等正當に余に向つて、余は他人に®りて此の法律に遵ふの約束を承® 



y —タブナ—ス 

をc 

N —タブナ—ス 
外51に行こ 

l?Ji な V 

外Hの资％*や 
むこ》な<cw 

に箱足せV 

yf^，Tlx 
ittv>放*ょ9¢ 

死 s^ifTV 

_ 

せ•し^なるを！iふて云はん、日く『ソークラテースょ、汝が吾等及びrテー 

ナイ市を嫌はざるiに就いては明Bftなる箝據あつてrrす。全アナーナ 

イ人中、汝は锒も不哳にアテーナイ市1:住«•し、决Cてアテーナイ市以外 

U出でざり〇は、必らすや之れTテーナイ市を愛•したる1:由るならん。 

汝はたr一皮地峽の遊®を觀んsoて他阈にrrきたるiある、兵役に 

服*して他阈に行きたるの^决〇て祭«9遊戯を見ん¢6てrriyrテーナ 

イ以外に、他阈に出で行き•しこごあらす、又た人々の爲す•か如く旅行せC 

こぐ」もあらざるなり〇汝は又た他の諸阈或は諸^の法律を知らんVJの 

好奇心も之れを冇せす、汝の愛情は吾^及び吾等の國家以外に出づるi 

なく、吾等法作は殊に汝の愛するmなりき。而Cて汝は吾等の政府に安 

ん达bo又た此のS家は に汝*>子女を生み•し所の阈家に•して、汝は 

此の阈家を以つて滿足せるの證たるなり〇且つ汝若〇姻ひ0ならん 

は、汝の審問中其の罪を•して追放の刑VJなすを得たり〇なるべく、其の審 

問の時には、S家は之れを許可•したb OVJ雖、今は之れを許るさrるなり 

而〇て其の時汝は迫放ょbも死をWつて善なbvjoて之れを榨び、死は 



W法に*晚さる 
るこ»£|»:闻意せ 

しcltや 

之«10由の的來 
な y-rv 

b十半！の 
^n^MVAC 

去l)t0cI11*9:> 

其の悲しむ所に非すVJ云へbo然るに今ま汝此の美鹿なる132情を忘却 

o、&等法仆を祚敬せt却つて之れを破らんVJ •し、下等なる奴^*>爲さん 

が如く、汝は市民VJOて誓ひたる所の約束に背を向けて脫走〇去らんVJ 

せbo汝先づ第一に余のRIIふ所に答へよ、—汝は取に言35のみに非す•し 

て、又た宵行上に於ても吾等法律に由つて支配さるiこどに同窓じた4 

ビ云ふは、-3等誤れるか。之れ典なるか或は否かJVJOクリトーンよ^等 

如何に之れ1:答ふべきぞ。吾等同总せざる可からざるに非すや0 

クリ ソークラテースよ"他に如何VJもすべきなじ。 

ソ— 然らば法作^11又た此く云はざるか、日く*■ソークラテースよ、汝 

は十分なる時を^〇て荇等VJ爲したる同葸の約)Kを破らんビせるか0 

此の約^たるや、决〇て-S速に形制され、或(i欺かれて爲むたるものに非 

ざるべく、其げ沂の思考に就いては、汝は七十年の年月を有0たり0なり0 

此のK年Wのfin、汝若•し吾等を好ます、又た、?v^の約束に•して好ま•しから 

すごせば、此のァテーナィ1|/を.^.〇て何處に3.:る£も汝の0由たり.しな 

bo汝は<2ら心に採び、汝*>©:々兆政府の奔£1なるこビを稱拗じ尻たる 



汝a心よリrr 
:十イを*:した 

今に至つて約に 
Wかんtfするか 

SXS 

K•ハ— 

所のラヶダイモーン、或はクレテー、或は其他のグレシア諸EJ何れに至る 

VJも0111たb •しなbo然る1:汝は他の一切のアテーナイ人に®りてS 

もアテーナイの^家、他gs以つV liはr、呑^即ち；！家の法律を愛•したる 

渚の如、し〇 (何vjなれば何人VJE法^:なき阀家を好む:«ぁらざる可けれ 

ばなboJC.の之れを愛する*>故に、汝は決•して國外に出づるこV」なくd 

求广：一::名、及び瘀疾^笠*>移泐するこどなきょりも、汝は一砑移©せざり、し 

なbo然る1:今に至つて汝は苏の約にf?きて脫走せんVJす。ソークラ 

テースょ、汝矜〇余の忠吿をJnゐば、决•して此くの如きこiを爲すこミな 

く、アテーナイ市を脫出•して、G一ら人に笑はる！^ビなるこビ勿れ。 

『善く此蝌を熟考せょ、今??乙汝其13を誤り、逍ならざる琳を爲すに於て 

は、汝は自己及び犮人等に聚、して何の善き？-を爲すものぞ0货めに汝の 

友人等は放逐され、市民たるの資格を失ひ、又た其財產を沒收さるべきや 

殆VJ明瞭なるこStなす。而〇て汝自身に於ては、近隣の都市例へばチ 

1パイ成はメガラ等に通れんか、赴等の都市は似も鞔く治まれる所1:•し 

て、必中汝の歒Viなb、其政府は汝に反對すべく、典等の郁市の愛國者は遨 



く汝に對Cて惡親を放ち、汝を以つて法律を破垴するものiな•し、其裁•利 

官等は心中汝を以つて有罪なbvjするの正常なるの確倍を起こすべき 

なり。何VJなれば法^を腐敗せ，しむる名は靑年成は恐昧なる人々を腐 

敗せしむるょりも一胯火なる惡唞たればなり〇此に於て汝は此くの如 

き容く治まれる^都市成は々徳の人々の地を去りて他1:行かんか、此く 

て汝侦ほ生存の似値ありビなすか〇或は耻づるの心なく乙て彼等に到 

り檨等€輿に防らんごするか、ソークラクースょ远〇彼等ビ與に龉らん 

Sせば、取•して何取を防らんビするぞ〇汝は此處に至りても尙ほ徳莪、正 

莪、W役、法；^^の人問炝窖のものなるを云はん£するか。之れ果0て汝 

に和Eは•しきこビなbvnKふべきか。否な决•して然らざるべ•し〇汝荇 

し孬く治まれる諸R3を去りて'グ，サリアなる、クタトーンの友人等の居る 

所の都rfjl:至らんか、此地は甚しきfltm放ir-ありて、其の地の人々は、汝が 

破獄Cて逝走するに常り、成は山羊の皮を^〇、成は其の他の假扮を用ゐ、 

其の他牦々通走者の爲す所の狻態をなこたる珍談に耳を傾けて、夼ビ•し 

て之れを存ぶこビゐるべ•し〇然りV』雖、汝•か其の老齡に於て、餘年短かき 



ensのみ 

子女のftめに生 
含んtfする扒 

却つて不利なり 

命を生き延びんVJする光•しむべき欲^の我めl:、Mも#平なる法作を破 

bたるこ*yjを言ひて、汝に之れを想ひ起こさ•しむる者に、一人もあるこS 

無〇 VJするか。然り、汝荞•し彼^人々を、して怒ら乙むるこビなき時U其 

の$無蝌なるベ〇ビ鏹、汝彼等を怒ら〇むるとあるに於て11、汝は彼泫ょ 

b多くの下等pft*の嘲笑KS-の^を聪かん〇汝は生存するを得べ•し、然 

bビ雖、如何1:生存するかI必すや凡ての人1:阿a!する^€なり、凡ての 

人の價奴ビなろべきなり〇而〇て典の2Sす所の*Itは何ぞやIテッサリア 

に於て成は飲み、成はftひ、又た食物を^ん•か®めに諸所に扔徊すべきな 

bo此くて汝は、正^及び徳莪に關する^S2なるt£情-«i•して何處にかあ 

る。汝成は云はん、汝の生きん•乙するは3l:T等の爲めに•して、之れを*靑 

〇、之れを#iffせんが爲めなりビ、而〇て汝其子等をテ，サyアに連れ行き、 

以つて汝の子等のTテーナィ人たる资格を失喪せ•しめんごせんか。之 

れ梁〇て汝の子等に取つて利益あるこV」なるか。或は汝の子等は之れ 

をアテーナィrtfに残〇诹き、たビひ汝は他國に行きて不在なbvjも、尙ほ 

生存せるに於ては、汝の&人は一府能く汝の子等に注总を與ふべ•し«思 

# 
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w«oaを以つ 
て5Sに3?冰るこ 

ふか。或は汝芯•しテ，サリアの住民ビなるB.Vは、汝の友人は汝の子等を注 

35すべ•しビ雖、芳•し他界の人Sなる時は、彼等は汝の子等に注意するこビ 

な•しi想像するか。否な、自ら友人なbvj云ふ所の洛は、之れ典の友人に 

〇て、如何なる事なbvjも善を針る者なり、必す其の然るや確Kなbo 

|-然らばソークラテースょ、汝を養宵成長せ.しめたる所の吾等の言を傾 

«せょ。決して生命及び子®を第一の念頭にEきJE族を後段のものS 

するこvjなく、^一に正義を思ふこvを爲せ、然らば未來界の君主必ず汝 

を是Kすべ•し〇然るに汝苦6タリトーンの言へる如ぐ爲す時は、汝は勿 

两汝に*する者盡く、現世に於ても未來に於ても、幸福なるなく、神勘なる 

なく、正袭なるなからん。今若し汝無實の罪1:由つて死せんには之れ恶 

を受け〇ものに〇て、惡を加へ〇者に非す、人の爲めU犧牲1:供せられC 

Iのにして、法作*>犧牲1:供〇たる1:非ざるなbo然るに汝若〇脫走せ 

んか、之れ惡1:報ふるに惡を以つて•し、害に報ふるに害を以つてL、吾等に 

約0たる所を破り、害すべからざる人々、即汝自身汝の友人、汝の阈家及び 

吾等を害せるものに•して#等汝の生存中は大に汝に對•して怒b、又吾等 



夕9►丨Vの3 

kEくこtf勿れ 

此言耳に譃91> 
t*»v 

f?fの 

の兄弟たる所の未來他界の諸法律も、必す汝を敵Vi •して受くるならん0 

何VJなれば汝は力を盡くして吾等を破壊せん¢0たるを彼等知れるを 

以つてなり◦故に吞等の言1:聪き、决Cてクジトーンの言を舫くこyj勿 

れ-•: : 

愛するクタトーンょ、之れ余の耳にさiやく如く思は るi 音聲に•して、 

神秘敎徙の5に於ける笛の音の如きなbo佘は云ふ、此昔猓余の耳に鳴 

5 S3こ裘て、其の他の音聲を聪くこ£を得ざら〇むる所のものなり¢0 

而〇て佘は知る、君の尙ほnはん£する所のものは已に徒Wなるこビを〇 

t 

然り£雖君??C何取なbvjも言はんyjする所 あらばmく ば之れをEれ〇 

クリ ソークラテースょ、余は何事も云ふべきな• 〇〇 

V I 然らは余は神の命する所に從はん©み0 r 







7ァイドーA解題 • 

本霣のa數月或は數年の後ソークラテースの愛•したる門弟子ファイドーVベロ 

•ホン子1ソスの一都府フソクスにてジークラクースの臨終の話0をエ 

へクラテースに浯れり〇其當時の狀況の/4も詳細なる話〇は、说くに在 

る所の友人Uは其だ典味ぁて又た諸名たる洛も熟心を以って其is帥の 

臨終を15れるなbo本^は即チファイドーンの諛aなり。 

初めに、ソークラテースの死刑の口の迎延せ〇は、デ— ロスiiの«繙に 

派遣せ•し船の往復三十日問は、rテーナイ市にては死刑を施行せざるに 

由るこSを述べ、其問日々諸友人はソークラテースを獄中に訪間0て淡 

活〇たるが、死刑の常日は人々例刻よりも早<£gu來bて談15せるiを 

Kる〇其日來會せるはテーパイ人シンミアス及びケーべスぁ6±れフ 

ロラオスの門弟子なる*>ジークラテースp其魔術に由つてクーXイより 

引き付けた(メモラビJr三卷十一章)S云ふ所のものなり。又たへグ 

モゲ子1ス、此人よりキセノフオーンはソークラテースの赛問の時の狀 

4MW 





1ベス其言の矛;Sを咎む。ソークラタース日く、人a神の所有な.り、神命 

なく*して死するは、不良なる家杏の随总に死せんVJするが如きものなb 

yioヶーベス、ソークラテースの死の决心を評•して£れ諸神ょb通れ去 

らんvjする人なbvjなす。ソークラテース答ふるに自己は、善VJ智VJの 

他の神の前に至るものなb vj 〇、死の悲〇むべきものに非ざるこビを以 

つてす。シンミアス典理由の說明を求む。 

ソークラテース答へて0く^平沿は死を求ひ〇洛なれば死時近づ< 

も悲•しむを安せすVJOシンミアス日く成人^〇此t?をPHかば必す笑ふ 

ベ〇 VJOソークラテース答て日く，之れlit人は死の性Hを知らざるに由 

る、然らすんば哲平^如何でか死を求めんビ0死は闵«3£迢魂./」の分離 

なり、^魂が/liもょく肉^の關係を«|れて眾獨なるを得るは、生活のfi上 

の者に〇て、肉體上の快樂をisVJせざる哲乎济に取つては、生命は活くる 

のfrtfflなき^*に•して、赴謀の快樂に心なき者は死の如きものvjなす¢0 

ソークラテース又た知？|を得るに肉fi?Jの成5£は甚だ不確货のものS 

な〇、典理は思想に由つて之れに逮するを得iな•<<肉IK5に吿別•して>0意 



I:銥一せるB.?恐想は®も尜良なbvjなす。之れe乎漭が肉體を脫出せん 

こSを求むるの理由たるなり。其他一切の惡は肉S5あるよb來る者な 

り、故|:肉體ビ分離するこ£は^も^.ま-しきこミ1なす0 

丑つ竹^各は^惡に關0て俗人V」異る意見を存す〇何Sなれば人々 

は他の大なる危難を恐るii>故{:刃氣あり、他の大なる快樂を^ん•か爲 

めに節制ぁり、然る|:竹學洛は、此快樂苦笳の兩換主義を庳0み、之れを以 

つて商n上の交換なb、惚莪に非すvjな•し'切の徳莪も知識も传な之れ 

铤魂をfpむるこs iなす、之れソークラテース*>其神其友を棄てi去b 

行くを咎めたる者に答へし所なbo 

然るに何ほ逛魂*>肉骶を脫出〇たる後は煙の如く空氣の如く®に吹 

かれて消A去るこVJを恐るi者あり、ソークラテース之れに答ふるに先 

づ古代の傅說たる、人死せば^魂下なる他界に在bて、又た其れよb生者 

を生すビの琪を以つて〇〇次に之れを何平上、反對は反對より生すSの 

»に移じて誼明•し、若•し死は生より、生は死より生するこSなくんば、ffi物 

盛く死に終るべきのみSなす。 



笾魂前it存在說は又た之れ•&魂不死の一證£なす。之れブラトーン 

创唱の间想說に基づくものに.して、其理由は-«メノーン^4中のもの亡间じ 

く、K乎の潜知よりするものなり〇こiu又た聯想作用なるものありて、 

一の念U他の念を聯想せ•しめ、木石笠のIn]等なる諸片は一喊上なる絕對 

の同等の念を聯想しむ。rfii〇て物K上の同等は、之れを共揉準たる所の 

絕對のrpl等に比較する時は必す劣れり。而して然璀は其度らるi物の 

前に存在すべく、rMl等の念は可说物のrBl等よb前に存在せざる可からす。 

其他吾^美、正#及び成役のWを惜らす•して存する諸K念を有す。若C 

是怨に〇て具IR物よb前、及び政费よb前に存すViせば、必すや是等は前 

世よb存在せるものならざる可からす。若0是等の奴念前世よb存在 

すVJせば、吾等の雀魂は又た前世より存在〇たるものならざる可からす0 

资魂の前世の存在は一に觀念說に倚るもの£なす。 

シンミァス及びヶーべス、共に遥魂の前世rr在說に同意〇た雖、死 

後の不死は未だ誼明されすViなす。ソークラテース前論に返へb、生は死 

よb來るSせば^魂は死後も存せざる可からざるを答ふ〇又た死後雀 



魂は風に吹かれて飛散するJあらざるかVJの疑問1:對こて答へて日く、 

かの飛散するものは苞公物なるかvft一物なるか、羧化すべき物なるか璲 

化するなき物なるか、可視物なるか不可視の物なるか—典の後者に0て 

决〇て前者に非ざるや明かなbo而〇て®魂は自己の純潔なる思想に 

於いては不铤の.fcのに，して、决〇て飛敗すべき性Hのものに非ざるなbo 

且つ遥魂は命令0は之に麥ふ、此點ょりする時は一は神の如く一は 

人問の如•し。然b VJgl苦〇靈魂肉51を使用する時は©化の境界に引き 

入れらるivj雖、能く铤魂a己に歸へる時は永遠不死淸淨の世界に至ら 

ん。人が幽签こなりて览町に隘見するは、靈魂肉舱上の事に執荞するょ 

りか、可視の分子遥魂中のS潤〇、爲めに形ある者ビなるなbo而〇て不 

淨の迤魂は遂に禽mの腊內に入るS雖、かの淸淨を保ちたる哲學者の链 

魂は諸神の忭侶>」なりて幸祕を受けん0之れ©學者*>肉欲を心€せざ 

る理由VJなす。且つ哲平者にRつて肉®の©大惡なるは、激烈なる成® 

が具知を鍩亂するにあbto 

シンミアス、ソークラテースの論を© •して日く、E魂は 一IIの調和なb ノ 



「リラ」¥より後に歿留するこビ能はす0之れビ同：しく资魂は肉«5よb後 

I:殘るvjの證は如何んビ〇ヶーベスも亦他の比喩を以つてソークラタ 

丨スを駁して日く、人は數多の衣服よりは永生なりビ雖、ili後の衣服は人 

問よりも後に歿るなk之れ£冏》しく©魂U數個の肉舱を經過すビ雖最 

後には袞粍して死するには非ざるかyio 

此踰甚だ有力に〇て、t<々竹ソークラテースの綸は破れたる者VJ 〇て、 

大»:央^落胳〇て1泶砬然ビ〇て©な.し0然るにソークラタースは泰 

然自若、宛も一個の大將•か敗軍m亂の兵士を集令〇再ひ隊伍を整へ^々 

f、して縞論の®垛に向ふが如くに•して、先づ「リラ^及び調和の比喩を以 

つ•て不當ビな〇,關和は昔^较、及び^よbも後に生するものなりビ雖运 

魂は肉fisよbも前に存在せり。調和は結果なb £雖、挺魂は結果に非す。 

且つ狴魂荇〇阀和なbせば、何故に迸魂に善惡の秫類あるや、調和には度 

あb i雖、猫魂には度なる者なし。又た遜魂は肉W成佾に反抗すsiを 

爲す、之れ决•して肉肋より後に生》し之れ1:随ふものに非ざるを示めすビ 

なし、ハ/^モ-Iァ01和)の女神は屈服〇玉へb VJ雖3¢夫の神カドモスは如 



何に神錤め巾すべ〇や、VJ云ひつiヶーべスの銥給1:答へんビなす0 

而•して之れに關•してソークラテース®:己の精神上の經驗を晤るべ•し 

ビな〇、31:荇かbo時自然に№1する率問に心を傾け、萬物の保因及び其然 

るの理由等を研究せ〇ビ雖、堪も滿足を得るiなく、矛盾は依然ビ•して解 

释するi能はざり•しVJな0、成時、人のアナキサゴラスの杳を讀むをJS5 

「心;®:」は鸹物の原因なbvjの^ぁb •しょb、大に驭を此堆說に屬せ〇 VJ雖、 

之れ亦遂に要領を得す大失^にK5りたるを言ひiLつ此くの如き研究を 

以つて危險なb vj •し、以前に決定〇たる所の觀念脫の安全Qる研究法に 

撖るをnつて®れbビな•し、彼念說を以つてする時は、容易に笾魂不死を 

說明し得べ-0¢なせbo 

ソークラテース、先づ戋、势、大71び其他の奴念の存在せるこSの承随を 

得たる後、物の然るの理由の說明に進みて日く、5等が物を稱•して美S云 

ふは、色彩形狀に非す•して其物「美」なる觀念を有せるに由る，物の大なるは 

「$る奴念其物1:存せるに山る、物の小なるは「小方る觐念其物に存せる 

USる、而乙て反對のfii念は同時にP1一物に^するi能はす〇故に一の 



觀念近づく時は、fillの奴念は退iisするなbo眾に之れ反對物其物のみに 

然るに非す•して、其反対物たる餃念i分離するこビ能はざるものもJil: 

栩拒反す。例せば寒ビ熱iは相反するものに〇て、热艺分離せ•しむべか 

らざる火は、寒i分離せじむべからざる雪ビー致共存すべからざる•か如 

く、奇數VJ偶數VJ三VJ四VJの例に於ても亦然り〇此くて死VJ生VJは相拒 

反するのみに止まらす、生命i分離せ0む可からざる所の霉魂は又た死 

を佢斥す。故に死を許^せ中、不死たるなb、不死は不滅なbo故に®魂 

は死の龙づくや消滅せす•して退BSするなり。 

此に於て違魂不死に對する反對麻は械默せり〇今や其應用を論せざ 

る可からす。若魂不死な6¢せば、人は如何に行爲せば可なるべき 

か、死は萬^の終りに非す•して死後の世界あり永生あり〇荞〇死S典に 

番魂消滅するもなのならん1:は、惡人は其^を被るこなく"大なるw^ 

なるベ•しVi雖、进魂は不死にして審判を受け、其應報を得ざる可からす、純 

潔なる？a魂i不純の遥魂V」は、其至るべき所を興にすV,なす0 

而•してソークヲテース地球は一大球形のものに0て天の中央1:あb 



£なし、想倮を逞ぅ〇て秫々の^所あるを說き•??等の住せる所は地球の 

表面の一种の凹rtsl:•して、天上の地に比するkvは甚tr劣り、其类、其完全到 

底比較すベからざるものじ*して、天上の地は色彩光^1切善^く*し美盡 

く 〇、其地1:住する者は非帒なる幸)Nilを享く なす。 

地上の刖窪は其數甚だ多く、大なるあり小なるあり、深きあり浼きあb 

て转な地の内部に通C又た夕，タロスなる大地獄ありて、水、泥土、及び火 

の河流は之れi:流注0、典一部は表面に出でて湖水Sなり、河Sなbo海 

Viなり、又た火山wなる。元來タルタロスには常に上下の動描ありて、水 

は常に上下して地球の下に至り、又た上»:至り、其進路1:當つて湖水、河流 

等を作る。而•して四大河あり种々の方rpjに、種々の地を通りて流れ、水の. 

河あり火の河あり。其內アへローン河はアへルシア湖1:至る。此河は 

之れ死者が地球に再Mするを待つ所なbsto 

死者は盡く審判を受けざる可からす。其罪の重大に0て治すベから 

ざる者は夕火タロス地獄に投入されて爯び出づるiなく、其他輕き罪の 

者は其れ1:應》したるsi]を受け、純潔なる•蜜魂は上なる世界に住するこS 



磡不KS 

を得。 

之れ地球の記^な雖、ソークラテース之れを以つて文字通りl:JE 

確なbi云ふ1:非す、或は此くの如きものなるベ〇ビ云ふにあるのみ0 

今やB.Vは來b、ソークラテース毒を飲まざる可からざるなとクソトー 

ン埋雜は如何にすべきやを問ふ0ソークラテ.-ス答へて日く"屍體ょソ 

1クラテースに非ざれば如何にするビも可なりビ〇大粗に漭穿をSけ 

た人々今までは悲歎を制•し居たるも、こiに於て制する能は中、アボー 

ロドーロスの如きは、聲を揚げて泣き悲•しみ、其他の人も传其れが爲めに 

成動を受けたり〇而•してソークラタースは獨平然VJOて人々を勦ま.し 

居たり。されざも毒^今や其勢力を及ぼ〇遂に冥す〇最後の®言はrク 

リトーンょ、余はアスクレービォス神社1:雄鷀を負へb、余の爲めI:此事 

を忘る！勿れ』i云ふにあbき0 ソークラ ーK1スの%せじ眼を閉ぢ、口を 

結ば〇めしは老年の親友クJ卜—ンなりき0 

〇 

本fiは赉魂不死を»するものな雄、呑人は此問題1:就いては此»: 



論するこvjなかるベ0。ブラト.丨ンのiiir證の不完全のもの系-1り甚だ. 

っ 多く 〇て、其學說は成は廢るこSありビするも、たr其K何なる^神に至 

つては、實に不朽のものたるべし0 • 

其死に臨みて泰然自荇たる、之れ孖人の成する所に•して、！*人は此光.«: 

中のソークラテースを見る時は、之れを悯れむの情起るビ云はんょりも" 

寧ろ其容貌、宫15、及び泐作に於て菘尙に*大恹に、又た觉々亿る威嚴1:打た 

るiなbo彼れ蕺も平|£vi異るこVJなく、たr温和に、® 〇 くな.CS 〇のみ0 

又たat鸫綸を好む^に於ても、«も成するこSなく、獄史がソークラテー 

スに注总するに、肢SSは發熟せ•しめ涛槳の効力を薄くするを以つてす€ 

雖«も諺論をlbめざりしなり。 

其愛するファィドーンの頭を撫で、美麗なる髮を手に弄し〇尙ほ滑稽 

を交へて級論せる•か如き、平常のソークラテースe铥も興らざるなり〇 

又た其妻キナンチッべ及び子等を家|:歸ら0めし如き、决してソークラ 

テースの木石の人に非ざるを示め〇、又た人の臨終U静肅にすべきなb 

Sの周到なる注意は、其硪綸の周到なるに等しビ云ふべきなり0 



本篇中Q人物 

寅にソークラクースの臨終は、常人S異に•して寧ろ精神高揚し，其趙然 

ビムて人間の利害を脫出せるが如き、其靈魂上の«學ょりもズ格の商尙 

堅固!??平なるは、却つて人心に大なる成励を起こすなるべ〇〇 

〇 

本总中の對話人物は二秫に分類するを1(}ベ〇〇炕一は私交上の朋友 

なb、第二は議論に關係せるものなり〇 

クリトーンは巳にrエクチnデーモス』及びrクyトーン&>篛中に出でたる人 

なる：が、ソークラ-K1スビ冏年诳に0て、ソークラテースの若き門弟子等 

S興る關係の人なり〇彼れ、lltR:]一校の人物に0て家甚だ富めり。別に 

皙崢の傾向は有せざり•し£雖、ソークラテースの最も仲善き朋友に〇て、 

ソークラタース•か別室にて其家族に後事を命じ、吿別する時にも、タリト 

1ンのみは其mに在り、又た遺fBl)bやを舫き、又たソークラテースの絕 

息後、近づきて其眼を»1ぢしめたる如きの艇務を完ふせ〇人なり〇 

ソ—クラテ--スの友A中獄fl£fcb •しこビも决して忘る可からざるな 

bo性®だ温良にして、其官命をソークラクースに傅ふるに際0て、泣き 



悲しみしが如き、ょく其性Kを示めすものなbo 

15學の縝論には關係せざbo vj雖、こiur•ホロドーロスなる^あり、 

宴件^中l:nIE人jVi稱されたるビ同一人なり0ソークラテースの^^を 

飲む(:當つて•大脒を揚げて泣き悲•しみたるに由つても、其性の威動〇易 

S人なるを知るベ〇〇又た小兒の如く一意ソークラテースに依賴せる 

を知る。 

ファイドーンは、y1クラテースのr愛せる門弟子JUOて、耶蘇のmハ子に 

於ける*>如く-;其胸にもたれてJUは非すvj雖、ソークラテース•の側に坐し 

ソークラテース其类〇き頭设を撫でつi昧話せる*>如き、其大»:彼れを 

愛せるMJを知る。彼れアボロドー ロスの如く、謎論1:關係せざbcs雖、 

最もソークラテースの啖话を肋くを樂•しみ•しなり〇 ソークラテース151 

杯を仰ぎし時悲歎禁せざるに及びて、其面を蔽ひて泣きしは、其心情のr*f? 

かなるを示め•し、アボロドーロスの大掷に泣き叫びたるに對照すべ•し。 

i<ンミアス及びケーべスは本篇の主なる譏綸者にして、ビタゴラス竹 

學派のテーパイ人フィロ，ォスの門人なり、何れも讁論に長>#し、能く疑ひ能 



く論》し、十分自己の滿足を得るまでは、根稱まで論》し盡くさんズ 

る人物なbo1ファイドロスJ銶中には，ソ—クラテースはシンミT 

て最も？S論にSせるものビなし、本n中にはヶーV丨スを以C 

最も事物を信やざる者《なせり。 

メ子キセノス，クタi/，•ホスデュシス等は®友なbo エズノスt 

巳に？S刺せる所あ-^。アイスヒ子1ス及びHピゲ子1スは% 

居たる人なり〇 文ゥクレイデース及びテ火ブシオンはrテアメ 

篇中に出で、へルモゲ子1スは『クラチぶK j篇中に出づる人物；： 

ノフ*—ンは此時アジアに在り.しが、ブラトーン其名をtrに記1 

こ¢1:就いては十分之れを說明するこVJを得ざるなり〇 ブラ 

此塲に在らざ50は病なboを以つて來り能はざり〇なV 

〇 

本锊の位Kは甚だ不明味に〇て、觀念»は確かにソークラ子 

學を超脫し、ブラトーンの其他の篇中のものょbも最も完全！. 

ものなり。进魂不死淪は果〇てソークラテースの铒學なb., 



セノフォーンの『メモラt#リアjは此事に就いて云ふ所なく、7*ラト—ンの初 

めの部分の逬は殆で反對の說を爲せり〇然bvj雖ソークラタ—スの宗 

敎心、敬神，及び「ダイモーンJ等の信仰に由つて見る時は、尙ほ之れソークラ 

テースの說き〇ものビ云ふを常れbvjなす〇而〇て『辯12』篇及び*1クジト 

1ンの言は此事を趙明すVJ云ふべきなbo 

〇 

本篇はゾラトーンのソークラテース主箱の時代のものにも非す、又、ブ 

ラトーンが觀念說を忘れたる後代のものにも非す〇て、其中問のものな 

るべto其著述の精密なる年代は之を問はす、ソークラテースの体記を 

知るの點ょb Cて、之れを**メノ ーンユクチユフロ|ンft-『穿會』r辩gs--lクVトー 

ンj等に連結〇て讀むを以つて便利vjなす。又たrメノーン』rファイドロス』及 

rファイドーンjは银魂不死yj觀念yjの關係を論せる點に於て其間U連鎖ぁ 

るものビiiふべ60其フノーンjの«»念說は®魂輪廻の信仰1:基づくも 

のに6て、此說又たrrs/Kロス』r理想國』及び|-チマイオス』等の諸篇に再出 

〇、传な應報說を以つて連結さるiなbo rフ，イド，ース』中の靈魂不死說i、 



「•►ラマ JllLr 

本篇GfiLlせる 

其運®说理なb vjの說に基づき4理想®jにてa«魂自然の連續說に基づ 

く VJなす。rチマィオス』auてはIg魂は至上の創造主ょb來り、死すれば 

上bて其同類たる所の显に行くか或は然らざれば下等泐物の腊內に入 

るVIな0『辯蹬』篇中には|-ファィド|ン|.篇亡殆^同1の論を爲し「テアィター 

トス』篇中には、靈魂飛55.して神VJ與ならんiを欲する旨をteせり。1宴會J 

篇はrファイドーン』亡相似、又た相似ざる點ありて、不死腧の始めの部■は子孫 

の生殖及び死後名#の永生を言ふものなbs雖、後段に至つては、美の高 

尙なる示現に接•し、以つて不死なるを得Vi說く。其立»や此くの如く夫 

れ異れりビ雖、ブラトーンは深く®魂不死の信念を有せるもの«云ふべ 

本篇U其他の對活*の如く、始め一見〇たるよりも二層姐織を有C、議 

»の連絡は前代の諸哲學に基づくもの£なす。其»神秘說を以つて始 

め、次1;へーラクレイトスの、反對は反對より生すVの說に及び、次にビタ 

ゴラ/の調和說及び、輪姻說に及び，ブラトーン獨釗の回想論を以つて硪 



綸一歩を進め、次にアナキサゴラスの心意說を綸1y終1:靈魂は觀念VJ分 

離せ〇む可からざるものなりビの確信に速〇、此に铱鳙の舞臺に神栝の 

慕を下•し'轉じてK行問題に進む。 

本^は其Vトラマ」ビ〇•ては®も絲一あるもの1:して、ブラトーンは死及 

び苦痛の終：15は^を以つて蔽はるべきものなりvjの"クシシア人、否寧ろ 

一般^術の倐件を完ぅしたるものVJSVIふべ•し〇其對話の始めに當って 

諸友人を集^せ•しめたる、哲學上の議論の塲1:は在らざるを宜し¢0て 

其妻キサンチプ•へを家に：gへら已めたる、又た後に至bて最後の^別の爲 

めに子等を伴ひて獄中»:來bたる、シンミアスの爲め1:ソークラテース 

の議論の一時論破され•し如く見へ〇時の人々の失錤の狀況、ソクラタ 

丨スが愛する門弟子ファイドーンの羌麗なる髮を弄するの趣、£i後の瞬問 

に至り、ソークラテースー人能く泰然たる一此くの如きは竹に美術の大 

傑作ビ稱すべきなり〇 , 

『術を6§蔽するの術jは、ソークラテースの®問及び死を叙述せる所のブ 

ラトーンの是等諸^に於て最も完全に存すビ云ふべ〇〇其r(扑なる叙 



射の興味を與へ、以つて深切なる成動を生せ 

ラトーンの^中のソークラクース の敗終1: 

に之れなし€斷言するを得べ〇〇 

き古 
大今 
想詩 





X 
フ ド1ン 

射B人物 

(フ — K人) 

B者 

フ，イドーン丨話者 
工へクラテ1ス^ 

ソ丨クラテース 

アボロド1ロス 

堪—ソークラテース の獄內 

此談活を爲せ0垛听Iフタクス 

i/ンiアス 

ヶー•へス 

ク®N卜丨X 

獄卒 

ィド-ンょ， 

テ丨スビ共 

ソークラテースの毒を仰ぎし時、君はソークラ 

に獄内に在り•しか0 



ファ4 然り^へクラク！スょ、余は其垅に居たbo 

Xへ 余はソークラテースの烺後に就いて趑かんこ、VJを希ふ。其圾 

後の時のソークラテースの！！11や如何ん。ソークラタ1スは毒を仰ぎて 

死せは呑等の知る所なbvj雖、其他詳細の事は何人も之れを知るな 

〇〇何ビなればフリゥス人は常時アテーナィに到り.しもの|人もある 

なく、又た他映人に0てア*ブーナィょり此地に來り.しものなきも巳に久 

〇きこVJに•して、此くて荇筏ソークラテースの死に就いて明細の唞を知 

らざるなり〇 . 

7"4 .荇は未だ沸間の狀況を聪かざboか0 

X 4.然bAぁりて審問の狀況をIsり•しvi雖、死刑宣告の後久0 く •し 

て死に成せられ〇の珂山は之れを知らざるなり。其理由は何なり，〇ぞ〇 

7r4 Kへクラクースょ、之れ»に偶然のこ£|:*0て"會々アク1ナィ 

人のデーロス£3に派逍する船の啤ソークラタ1ス0審問の前日加冠さ 

れ〇を以つてな卜〇 

H■へ 其船ビは如何なる盼ぞ〇 



兄丨ンス 
求4•スに• 
む掛のソ7 

らtt 
ん终 
;の1 
«状， 



丨VCT 

Xへ君若し差支なくんば成らん限6正確に、時の狀況を佘に吿げん 

ことは余の切?31する所なbo 

7rィ余は今爻別に爲す事なし、然らば君の願望を滿足せしひること 

を:/Jめんoffに余はCら之れを!!5るとも•或は人の^れるkssくとも、ソ 

1クラテ1Kの^を想ひ祖3しめらる、はM大なるil:びとなす所なbo 

Xへ 君は，•«の心とraf^なる多くの聪閲者を有する7Xるべし、願くは 

成らん限h正確(cssxseかせょ0 

•7Tィ余:iy—クラテースと共に*5て«に奇興の成*らき。何と 

なれば、エへクラテースょ、余は朋^の臨終の席にありとの成ゐら次6し 

をlaつてなbo故(:余はソークラテースを憐れむの情あら^b%oK 

に彼れの死や大膽にしてBtる、所なく、其3語及び勒作は商尙廢类にし 

て、彼れや幸福の人の如く想はれたり0思ふ|:、彼れの他界|:行くや、之れ 

必个#の招きに111るものにして、若し何人か彼地に到著して幸福なるも 

のありしとせば•彼n必ヤや幸糴の人たるべきなbo而して此くの如き 

のA合に拎ては、W人も悲哀の犓の起るは其自然なbと雖、余は彼れの此 



ss 
;RSSをiiて、彼れを憐れVJ思ふこ£あらざbき〇然by,雖対學0談話(之 

n/v等の袼に«す所)の時、常1:成する如き偸快は之れを成せざりCなり0 

余索ょb愉快を成せざるに非すビ雖、其內又た一饨奇典なる苦痛の分子 

沉人せb 〇之れ、iflちに波れの死する袭なるこvjを考ふるに由もものに 
•して、此兩成情胸中1:往來•し、再^交々笑ひ又た泣けり。殊に成情深きア 

•ホロドーロスの如きは甚Cかbき〇教は此人を知れりや0 

Hへ然り〇 

7r<救れ全く其正態を失ひ、再等®めに大に成励されたbo 

Xへ其埸に在り〇は誰々なるぞ〇 • 

フヂ4アナーナィ人に6てアボロドーロスの他に、クリトズロス及び 

其父クリトIン、へ〆モゲ子1ス、エビゲ子—ス，アィスt子—ス、ア5/チス 

テ/ —ス^に•して'ィアニア‘はのクテシッ•ホス、メ子キセノス及び其他の 

人々ありき〇若•し余の想ふ所に乙て誤らtんば、ブラトーンは病氣なb 

〇を以つて此坳に來b能はざ.なbo 

Xへ 他阈人もあか0 



fr人のブ 
众平死I 
す常の夕 
よ 7r4. Kりダーパイ人i/ンミアス、及びケーベ^及びファイドンテー 

及びメガラよb來-CVCHウクレイデース及びテグ•フシオン等あ 

Hへ アyスチ，ボス及びクレオXブロートスは其塲じあり〇か〇 

7-4 否、彼等アイギナ1:あり〇ビ云ふ。 

Xへ 尙ほ此他にはあらざboか0 

7^4 大S是等は凡てなbcsBふ。 

Hへ 扨て君等の趼りし所の取は如何ん。 

7r< 余は始よb牾りて、睃ffiの全rをこiに繰bかへさん〇此數日 

前よbs等毎朝早くソークラテースの密問あり•し法庭1:會41するこS 

Sなせり〇法胚はK獄より遠からざる所にあり〇こ文1:5等^ち合ひ 

て粒鉍の門の開くまで、互1:始b合ひ居たり菝獄の門は早く開かれざ& 

故|:)0而乙て門開かる1|:及びて吾等獄內に入り終日ソークラタース 

ビ雜話•し居たり。最終のWは吾等平常よb も早くft合せり、何ビなrlば 

其前日の夕刻、fv等監獄より蹄bたる後、デ1Vスftよりの#聖なる船M 

航せbvjの報iiil:接〇たるを以つて、吾等平常よりも甚だ.1iく例の*K所 

ス 



班IIを解かれて 
快*を珐t快樂 

ビ艽痛[«0相醐 
なるをRく 

に集<1するこVJiなせしなbofv答！st^l:到b 0時，門術、乔等を內に入 

ら.しめ1>〇て、却つて0ら出で來6て轉時菩等に待つべ.し艺云うて日く 

、今ま十一政官ソークラテースVJ共1:あb、ソークラテースの笾鋇を解き、 

今n死すべきこV」の貧吿を铒ふる時なり0.ビ0門衞やがて歸.0.來りて吾 

等をCて內に入ら0めたbo呑等^內-1:入b •し時、ソ，クラテース今や 

其縛されたる餓鎖をMかれ、君の知れるキサンチ，•へ、傍にal:の子を悛きて 

炎•し居たるをiiたり。彼-/Cの吾等を見るや、凡て婦女子のii3性vj 〇て、泣 

き悲乙••みてSVIうて日くr:3 {ソークラテースよ、おん身*>朋友の人々vj談 

話•し、朋友の人々•かおん身ビ談济するは/rt後の日なるよUVJOソークラテ 

—ス、クリトーンの方を向きて^うて日く,■!クソトーンよ^くは何人かを 

6てキサンチッベを家に送b歸へらLめよ』¢0因つてク9トーンの內の 

或巧泣き悲〇：み、正：Mなき彼女を家に連れBへれり。彼女の蹄へbe後、 

ソークラテース臥床の上に坐•し、)®を屈めて^擦.しつ{人々に網うて日 

く『Wに•.奇妙なるは吾等の快钥ビ稱するものなるかな〇又た其反對なり 

ビ考へ得る所の苦痛なるものVJの關係も不思議なりビ跗ふ•へ0〇寶に 



趙等快樂苦痛、は决〇てra時に俱在するものに非すVJ雖、其一方を得んVJ 

するものは、又た他の一方をも之を取らざるを得ざるなbo快樂VJ沒痛、 

其體二なbvj雖、一の頭に山つて連結されあるものsmふべ〇〇怠ふに 

若〇 Hソッブに•して此垠に心付き〇ならん1:は、必中比喻活を作り〇なる 

ベ•し、而〇て云はん、神は快樂vj苦?»IJSを調和せんビ〇て能はす、之れを以 

つて其兩者の頭を連結せbo是故UIを取る時U他も亦必す隨ひ來ら 

ざるを得ざるなb VJO現に余のK驗上祐鎖に由つて生〇たる苦痛の後 

には快樂は維ぎ來るものi如しVJO . 

こiにヶーベス日く、ソークラテースょ、君が今まエソ，フの名を言ひ•し 

は佘の®ぶ所なり〇之れ多くの人•か余に問ひ〇所の事を想ひ起こさ.し 

むるものなればなり。一昨日も詩人H'.H ノス余1:問へり、此後も亦問は 

んこ£は必定なり〇故に君若.し佘が彼れに與ふべき答言を冇せば願く 

は之れを敎へょ0ユゴノスの知らんSする所は、君は從來一行の詩をも 

作らざり0人なる|:、今や獄中に在りて、エソ，ブの小話を詩に莳ほ.し、3(ァ 

ボローンのm类歌をも作れるは如何なる理由に基づくものなbps云 



ソークラテース答へて日く、ヶーべスょ、彼れ1:具l?fの^をIrtりて此く 

云へ、日く一余は奄も彼れ及び彼れの詩£躱爭せんSするの窓志あるに 

非す、又た之れ溶易の業に非ざるなり0然りビ雖余は一純我麥に關0て 

疑念を一掃するや否やを試みんビ〇たるものなり〇余U從來『rr樂の1111 

を作れVJJの夢を見たるこVJ數度あ-〇て、此の啓時1:は或形を以つて現は 

れ、時には他の形を以つて現はる。然b VJ雖夢の;©味は大抵同一なる言 

焐に0て-a晋樂を研究•し、又た作1111を爲せ』VJ云ふにあbo而〇て余は想像 

すらく、之れ佘•か一生のW.門ビ爲し來れる所の?5*^研究を獎勸せん€せ 

るものに〇て、fc學は音樂の至高至善のものなり、夢の余1:命する所は、宛 

も妓爭者i)>其疾〔走中、見物人ょり何ほ其疾走を動まさるiが如きなbvio 

然bvj雖此事に№1•して余は確知せるに非す、何ビなれば夢に！iふ所は、普 

通l:tfflふ所の脅樂なるやも知る可からざればなり。而〇て今间死刑に 

貧•街せられ、fsiffiは死を延期•したるょり、余は心に謂へらく#の言ふ所U 

從つて，余の死するの前二三の詩を作りて余の疑念を睹らさんものをVJO 



かa 
ら之 
すれ 
を 
a. 

因て余は第一|:此^^の神の沿^歌を作办、又た詩人たる者具に詩人た 

らんにはがl:-n3Rを：3介するの/>に止まらす、又た其話.しむ仞作せざる 

可からすi思へり〇然るに余は创作を有せず、之れを以つて、余の記您t 

•:,>:nitる所の^ソッブの小話を取つて詩£なさんS心付けり0エソッブの 

小^を^vjなさんV」は、之れ筋|に念頭に??びたる所なbo.ヶーベスよ、 

此事をH •エノスに語れ、而•して彼を•して心安からCめよ〇且つ首へ、彼れ 

苦乙S人ならんには余に從ひ來れ、决•してm«fするこビ勿れ、丑つ余は今 

行力んV」せり、之れrテーナィ人の命ずる所たるなbビ〇 • 

シンミアス日く、此くの如きの人に對•して、此くの如き使命Sは何饵ぞ0 

余は彼れ1:交はり•しこビあるを以つて、若•し余の知れる箱raより云 

はんには、彼れ^;; 〇止むをf!}ざるに非ざるよりは、决.して君の忠吿には足 

はざるベ*し£o 

ソークラテース日く、其は何故ぞや〇 Hゴノスはf?學漭には非ざるか。 

シミアスシ日く、总ふに彼れは衍平者なるべし、然らば、彼れ、或は其也何 

人ビ雖がもff^/iのm想を有せる^は.必すや1?-びて死すべきなbo然り 



VJ雖自ら其生命を哳絕するが如きこVIは之れをfitベからす、何なれ 

ば之れ不法の事たればなり〇、 

此1:ソークラテース其位aを變>♦して、其足を臥床外にilli上に出•し、其後 

銪活中は此くて坐〇居たり〇 

ケーVス日く"人はCら其生命を取り去るベからt£雖、转塲龙は^に 

死に繼ぎ行くべきものなb Sは何故ぞ0 

ソークラテース答へて日く、ケ1Yス及びシンミアスょ、«^はフィロラ 

ォスの門弟子な-^、彼れが此事を扒れるを«sき〇こSあらざ-しか0 

然り、ソークラテースょ〇然雖彼れの言語や曖昧なりきリ 

余の言焐ビても、亦た之れ取に反|>に過ぎざるなり0然り€雖、今の聪 

き•し所を、こtに今ま再述すべからざるの理由もあるこV」な〇〇且つ余 

は他界にrrかんビせり、故に余の今ま爲さんビする所の旅行の性r(に關 

〇て、成は思考〇、或は放話するはia良の機钤なるべく、今ょり0沒に至る 

の時間、之れ1:緹れる善^を爲すこビ能はざるべ〇〇 

ソークラテ！スょ。何故1:自殺は不法なるか。今ましも、君の言ひ•し 



由♦利に人 
にのなLtt 
▼有くて一 
ベな、通W 
かV 11¢の 
ら、つ¢10 
»n神》人 

所のフイロラオスの#®VJ共にテー に滯在せし時、其事を言ひ乙こVJ 

を舫けbo又た他にも同樣の言を爲せし者なきに非す >」雖、余は未だ之 

れを了^せざり•しなbo 

ンークラテースH く、落^するこS勿れ、君®は之れを了ftするのB.?あ 

るべし〇总ふに^等必す此唞I:览かん、如何なれば、他の不鞞なる^物も、 

時に由ゎ、人に山6て钓たるこビあるに係はらす、獨り死のみは除外例な 

るか。又た如何なれば、人は生くるょ-〇も死の®れる時U於て、自ら自己 

の救濟济たるこビ能はす、他の渚の手を待たざる可からざるかを。 

ヶーべス茆かに笑ひつi、其本國なるボィォーチァ賠を以つて語りつ 

つ日く、典1:然り〇 • 1 

余の言ひ〇所には矛盾の外覿あるは佘の許るす所なりVJ雖、其K^も 

矛^は之れあらざるなboJlつ余のJTに秘密にひrく所の一砘の^理 

あbて日く、人は 一g•の囚人の如く、0由に卯戶を開きて脫走するの^利 

を有せざるなbtfo之れ|大，秘密に•して、余の米だ了^せざる所なb VJ 

雖、余は信す諸神は吾答の守nl者に〇て、吾等人問は諸祌の所存物なbio 



ラr丨スの3に 
矛®あ評す 

*等は余に同®なbや如何ん0 

ヶーベス日く，余は全然君じ同3Sす。 - 

例へば、^•し荇の所有物たる牡牛成li轴«iに〇て、君其の死すべきこi 

を命せざる1:常り、(58;¢:に死せんVJするこVJあらん1:は、^は必す大1:怒 

b、??c能ふべんば之れを罚する1:は非ざるか〇 

ヶーベス答へて日く"然り〇 

Sに山つて之れを龊れば、余の如く、神の招きを受くるまでは、人は随意 

にdc.生命を絶つべきに非すして、神の招きを待つべきの?1山あるなり。 

ヶーべス日く"然りソークラテースょ0君の言へる所典理あるが如乙0 

然り£雖、諸神は汗等の守證者|:0て#汶は兆所有物なりミ云ふ所の明 

睞なる眞正の信仰VI、又た君が今ま饵增名なるものは死を歡ぶものなり 

ビするの.C:見vjは"如Mに〇て之れを調和せんSするか。かの人問中の 

至Kなる者*>絲治洛中のiii上なる者たる諸神の支配せる所の®務を遺 

棄すビ云ふこビは、實に迸理あるこミにあらざるべく祐も智者たる者に 

乙て誰か其自由を得たる時は、自ら能く其の1身を馍重するこ亡、神の支 



mm 
むのyaを 

死达走渭i 
なすふク 

决Lるて， H2の下1:あbo時よりも二屛然らざる者あらんや〇然るに愚昧なる说 

は^鞔務は能くa後にまで其守るべき逍を守b.、决〇て善よb通走する 

こVJなく、又た其遁走は無意味なるこVJを考へすして、宜しく其主人より 

通走すベ〇 VJa1.はん〇智济は笊に自己に©れる者S與たるiを求むベ 

きなりC而Cてソークラテースよ、之れ今ま哲の言ひ•し所£反對にCて、 

此見解に由る時は智潢は死を悲しみ、愚者は死を襄ぶものたるべきU非 

すゃ0 

ヶーベスの熱心は大にソークラテースを喜ばせたるが如COソーク 

ラ7-丨ス余等に向つてヶーベスの甚だ熱心なる研究の精神を有し3¢.の 

始めて擗きC所は、容易に之れを信せざる人なるこSを言へり〇 

シンミアス日く、而〇て、今まヶーベスの爲せる所の反對論には、余はI 

極の^力あるものょ如きを成ず〇何ビなれば、带も眞の敕者たるも0に 

6て、is走Cて輕々•しく m己に镫れる主人を逝衆せんビするの精神は果 

.して何唞ぞや。思ふ1:ヶーベスのsflへる所は、君を揹•して言へるものな 

るが免〇"彼れSWへらく君は餘りに容：$に余等をia3g•し、又た餘りに容 



ふ至* aク 
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なMMM 
^ 0のス 

1? 

易に、沿の承£2-0て^良なる主人£せる所の賭神をも逍棄せん€するも 

のなり¢0 

ソークラテース答へて日く、然り«の言へる所一理在つてrfす。闲つ 

て哲は今ま余*>•君の吿發1:答ふるこ、拊ほ余が法庭に辩綸•したるi>如 

くなさrる可炉らすSなすか。 

シンミァス日く、君*>其如くなすは5等の1KUふ所なり〇 

然らば余は法官の前に立ちて^證したるよりも、今i君等の前に於て 

1MW力なる2H誰を货さんこビを力めん。シンミアス及びヶーベスよ、 

第一、^:•し余に〇て53に•して善なる他の諸神の許の至るこX此事に就い 

て余の確aせるこv/衍此他此くの如き¥に於て確信せる*>如.し'-<及び漭 

二(此筘二の事に關•しては余は確知せすi雖)死者は、後に殘れる生^よb 

も幸福なbvjの信仰を有せざるに於ては、余は索よb死を悲〇むものな 

るこビは之れを許るす。然る1:此：：2仰あるを以つて、余は悲しむべきが 

如〇ビ雖、悲•しむこSあらざるなbo之れ佘は、死^1:は^ほ何物か残こ 

〇蓄へありビの»槊を初せるに山る0而0て、古來言ひ傅ふる所»:由れ 



シンミrス其瑰 
由0»明を求む 

吿ぐるに多言せ 
ば4;4i-fる！J 9U 

あ9て霉«の効 
力を戚す£こ30 

を以つrす 

ば、猫人よbも善人には、一M害き成物ありビ云ふ0 

シンミアス日く、ソークラテ.-スよ、君は又た思i共に、君の思想をも# 

ち去らんビするか。君はSの思想を呑等に與ふるこSを爲さrるか。 

rrに君の思想は有益なるものに•して、IV等は之れを得んこSを欲せ60 

且つ、#J若0荇等を論破〇て確信せ〇むるに於ては、又た之れ君1:向けら 

るt所の货罪の辯15たるべし。 

ソIクラテース答へて日く、余は能くす限bを^く 〇て答へん〇然b 

ビ雖先づ佘I:クソトーンの首はんビする所を23 くこvjを許るせ0#れ 

長き前より何事をか余に言はんViするものあるが如〇〇 

クソトーン答へて日く、ソークラテースよ、余の言はんビせる0Tは、たr 

是れのみ—君に毒藥を與へんVJする所の獄史佘に吿ぐるに、君*>餘りに 

多く KSSせざるやぅ、君に缶げよiのこビに6て，彼れの言ふ所に由れば、 

谈！：Sは^温をiffiめ、毒藥の効力を弱から〇むるものなり〇故に自ら成靑 

を激•したる人々は、往々にして辑藥二钚、尙ほ効力なくんば三杯を仰ぐこ 

£ ^ b, ¢0 



竹相^«托Sr求 
む#なれor 

托時の刻逢せる 
に及びでに 

ttLむぺき 

ソークラテース日く、然らば彼れを•してal:職務を行は6め、^•し必要な 

らん1:は^藥二钚たれ三杯たれ之れを?(0備せしめば可なるのみ。 
クリトーン日く、余は君の言はんSする所は之れを熟知•し焐たbe 5 

れrも余は彼れを滿足せしめんi欲するなbo 

ソークラテース日く、彼れの首は之れをSI:介するを要せす€〇而C 

て言ぅて日く丨 

あ！吾*>哉判官諸教、余の今ま^明せん£所する所は、典の«學洛なる 

ものは、れの死せんビするに常りて]»氣あるものにして、死後他界1:在つ 

てEg大善を得るこミを希?3するものなb iのこビiなす◦而してシン 

ミアス及びヶーベスょ、此事如何にして然り得るやに就いて余は說印す 

る所あらんビ欲す。余の思ふ所に由れば成に身を哲學じ捧げたる若は、 

衆人ょり誤解さるi*>如し"衆人は、粗平湛なる者は、依に死及び死する 

こvjを追求せるものなるこSを知らざるなbo而して^*し之れf5學者 

の求むる所1:乙て、終生死の欲级を有せる著なせば、如何なれば其時 

の到1したる1:及びて、你に其の得ん£ •して求め居たるntを®むこiの 



0S 

世人|2托の性《 

あるべきぞ〇 

シンミアス笑ひつ！答へて日く 0ソ—クラタ—スょ、素ょb滑稍二非 

すV)雖.f1*は余を笑は〇むるなり。而•して余は此<考へざるを^ざるな 

b、Hく —今若.し一般の人々1:•して右の首を舫きCならんには、彼等必す 

笑ひてnはん、再は與に善く哲學漭の如何なるものなるかを謂へる人な 

2力なご。又たrテーナイ人等も必す云はん、$f學者等の求むる所の生 

命なるものは其K死1:•して、31:求むる所は死を得るこ€なるを»岜.した 

-CN VJ 

シンミアスょ、彼等が此く思ふも素ょり一理なきに非すS雖、r彼等が砂 

見-Lb jビの一一••は之^を^かざる可からざるなbo何Viなrt正5«lj 

學漭の求むる所の其死のtknは如何なるものなbや、或は如何なれば4 

れは死を求め、死を欲するやに就いては世人は知る所あらざるを以つて一 

f だ办£雖|||:人は之れを世人に|任•し去b、吞等は吾等の仲間U於 
て^rNすべきな吞等は死なるものあるを信するか〇 

シンミアス日^•、確か1:之れ^-CN。 



这の分nなり 

:嘰ょく 

れて紙阳なるU 
牛•活 sfi.t04 

のなy 

之れ嵌魂ビ身船eの分離1:あらすや〇而〇て死ビは其分離の完成に 

して、若〇设魂は獨立して存在.し、身腊ょり分離.し、身飴も亦钣魂ょり分離 

する時は、之れ死に非す•して何ぞや。 

彼れ答へて日く、眞に然り〇 

こiに又た他の問i!flあ-CSO若0此れに關.して»<余£^兑を同ぅす 

るこVJあらんには、恐くば此研究にIの光HJJを役與すべ•し、乃ち—竹學漭 

なるものは、飲貧—??•し之れ快槊 >」邡さるべきものならん1:.は|是等の 

快樂に心をisくべきものな6や如何ん。 

シンミアス日く、决•して0かSす可からす0 
0 

然らば®愛の快樂は如何ん—彼れ垃の快樂1:心をSくべきか。 

决•して然らす0 

然らば彼れ其f&の身膪上の快樂を心VJすべ♦か。例せば高(Hの衣唼 

或は紐靴、成は典身の装飾：：iを求むるを心ビすべきか〇成は是答の諸物 

は、之れを口然の必耍以上に求むるものは、雄ろ之れを輕茂すべきか0君 

の念見や如何ん。 

Ai 



lii錢 s 
Ks栉祺名なり 

余は云はん、典正の竹彤济は、此くの如きものは之れを馊視するなり£。 

釕は、れれを以つて全然釕魂のみを心ビなこ、身體を心^|するもの1:非 

すご云liざるか。彼れEIHのf/平洛は、其能く.し得る所の範囵に於て、身 

肋を脫•してE魂に^らんSすべ〇〇 0 

於に然り。 

此®の小|:關0てむ积*は一切の人に设りて，如何なる方面に於ても、 

31:错魂を肉艄の交通ょb分離せ•しめんSするを見る。 • 

Wに然bo 

然る|:、シンミァスょ、世人は跗へらく、かの快樂の成なく、又た肉腊上の 

快燊をr;iめざるrr^r«に取つては、生命は活くるの似値なきものに0て、 

忍筇快樂に心なきものは•死の如きものなるのみ¢0 

之れ亦ilに然り。 

孖等のJftに知S5を^るこVJに就いて、吾等恥〇て何VJか云はん一??乙 

arnの^^に進むに常b、.s脐は果•して^砑を與ふるものなるか;;:fた又 

た秘助を?Iふるものなるか。^は云はん、視览0资綷、此|4果0てれ1-11* 



霜？由 

議^ 
叫^ffPSSA® 

&*'o*^u、；isA*>{vlvus^l:«:J,6*>i!!<^.IH^^sK/^^f:6^ 

り〇而〇て是等は諸成殺中のiti上なるものたるUS必す之れを許るs 

ん。然るに赴^に•してlAIliIlつ不正確不明晰なるものなり£せば^他 

の諸成找の如きは推〇て知るべきのみ0 

彼れ答へて日<»!:然bo •• 

然らば钹魂は如何なる時に摁理に迖すべきか—何^なれば今ま芳〇 

何?ItなりVJもsk-魂之れを恐考せんVJするに常り、肉115常に之れビ興なb 

£せば、鞍魂は必す之れに欺かるベければなり0 

於に然-CSO 

然らば他の方な•しビせば、货在の-ixa!は思想に於て拯魂に啓示されざ 

る可からざるU非すや0 

然も i C 

而.して思想なるものは、^く心尨の一絲.して、何物も|妤毖も|«讶も、快 

雄も、又た苦?rtfも、—之れをfa亂するものなきのB.V5S^以lilrlsに^別•して、 

成らんRibwftsの關係を少くせるのBiis魂奄も抝li«上の1JC.«及び欲錤 



を有せす•して、た•lityfo存在を求めん£せるの時丨此時にこそ思想u 

最も薄良なるものにあらすや。 

確かに然ho、 

此くてfrs&^は肉{»を»ばす、其©魂は肉ftaを脫出•しnつて犯り自ら 

在らんこビを欲するに非すや。 

興に然り〇 

而•してシンミアスょ、lilii他の&のあ-CNO絕對の正蕤なるものありや 

否ゃ。 

確かに之れあり〇 .1« t . • 

絕對美も，絕對脔も亦^れ有るか。 

勿^なbo 

然り >」雖苕は肉眼を以つて/i等のものを視たるこVJあるか。 

鯢たるこVJt?6o 

或は其他肉掀上のLS官を以つて是^のものに述•したるこビあるか— 

余の,.VIふ所はWに之れのみならす、絶對の大、絕對の健呢絕對の强力及び 



跑物の典竹體成は具和|:就ても然り0是等の货脓は冇之れを肉骼上の 

機にtilつて知52•したるこvjぁるか。成は取ろ^等のものift和の知 

謚に公も近づかんには、かの能く知性上の*;1炮を命分0て、其圯考する所 

の物の本K?の设も正確なる似念を抑るこVJを力むるに山つて仍らるべ 

| きには非ざるか。 

一 具に然bo r -,, 

-g??一にて研ru•して心Eのみを以つて々1r浪物に向ひ’其思想の作川中、銳is成は其他 

の1£覺笠は系も之れを近现小に浞入せ0むるこビなく、心尨21己の明嘹 

| なるこビを以つて光Sな0Wつて各琳物の與理を攻究する者は涵く赴 

%%?^界$物の純栉なる知^に迮するこ£を拟るなち0かく眼耳及び其他身 

脓全部の諸威松は、竹な之れ典•理及び知識を得るに於ては、g神を穢染C 

之れを拟亂する分子な〇 £ •し、成らん限り之れを脫却•したる人に非ざる 

ょりは譃炉奧货體の知讁に逑するこ^を得んや〇 

シンミアス答へて日く、ソークラヲースょ、君の言へる所は、其内K くべ 

きのJttJ®ぁつて存す〇 r * 
fl-，—『 _ • 

7 7「〆•.!. I~3^ 



S0 
4のなV 

一切の®a肉B 
Aるに111つて^ 

ず、l£爭もな33 
の欲t 

而〇てII正の15ゆ^の、一切是汸の济を;i1.考する時、左の如きn硏を以 

つて宮ひ去はすべき思念を爲すに至るにはあらざるか0 E く—っ-7VC?は 

谦說をして能く其結給に迖せしめ桫るの耵ある思想の近を妤兄〇たる 

にあらすや〇芥沒肉防内1:在f//•して、^魂は肉fra上の諸怒に汚染さる： 

nnは吾等の欲^は决〇て滿足3れV」るに非すや。而•して五tj^の饮级vj 

は之れ-E理の欲^たるなり〇何VJなれば肉^はたr3l:貧物を桫んVJす 

るの理山にょり?f答に以つてU永久rl惱の木源たり、又た疾病にrflり、？f 

笠の-IrtBEのia求に3a*ひM.し、?:f笠を妨Wするものたればなり。肉腊lis) 

愛、欲情、恐恨、一切の空想及び無限の恐痴を以つて?f笠を允な0、寅に人々 

のaふ*>如く^く吾等の思考力を食ひ去るものな6。狨役何にMIつて 

か起る、^閲何に由つてか起る二校何に山つ：てか起る。たr之れ肉體及 

び肉！gの欲情の外あるこvjな*し〇戰氓は金錢の愛ょb;tsb、金錢は肉腊 

の爲め、3體の用役を爲さん•か爲めに外ならざるなり◦此くて^等の妨 

窖に由り、呑等衍學に委するの時を失ふ、而•してJli後の^もBrしきものIj: 

吾等幸に•して時間を有•して或るB考を爲せる時、2做突然S 〇てil\想中 



に！3入.し、?V等の攻究に紛騷扱亂を唢起し、以つて^理を貶得するの妨 

をなす。吾等?,:•し、何物な.CNビも其純粹の知謚を得4マ」せば、必す肉掀を 

脫出せざる可からざるはW联に由つて知る所なり〇乃ち茲魂はB己0 

身をWつて、物の本ttttを銳ざる可からざるな.CSO然らば丹;?の£4盟する 

所の知識に速し©等は其愛^なb VJ稱する所のものをWベこ〇之れ5 

等の生ける時に非す〇て、死せ•し後の取たるなbo何Sなれば，-ff等荞•し 

肉Iffiビ與なるB.Vは、強魂は純粹なる知識を有するこtf能Uす•して、左の兩 

珩其一ならざる可からざればなb、乃ち知識は遂に得らる可からざるか、 

荞〇成は遂に得らる可からすV」せば、死後に之れを得らるyきなり〇好 

Sなれば此時までは然らざ〇 •し设魂は、今やWIWょり分離•して獨り0己 
d身存在すベければな60此现-li!:の生活に於ては7V筇荞じ成らんKb 

肉肪vjの交抑を戒却.し、li]肋上の性質の奴隸ビなるこt:なくriつてnら 

純^|:0、以って神が呑笠を解於するを待っに於ては^も知識に近づき 

たるものV」阳ぅて可なり〇此くて若ofiltK?上の慰抱を脫却•したるn.)Fは、 

吾^は純潔なるものビなり、純is?なるものVi與|:35り、而，して0、り的^-, 



於てもnJJ晰なる光明を知らん〇此の光明は之れ眞理の光明たるなbioj 

何£なれば不純のものは純粹なるものに近づくこビ能はざればなbo 

シンミァスよ£れ典正の知識の愛^等が、互に和!5る所の首3Sたらざる 

可からす〇而•して??も亦必す此nにpil总なるベ〇ビ¢3す0或はrMJsな 

らざるか〇 

ソークラテースよ、g3Eたるや疑を^れす〇 

然b S雖、ぁ我友よ，若〇之れ典に然b vjせば、吾A>旅路終りて、企の到 

るべき所に到らば、余の終生求めたる所のものを栉べOVJの希^を愤く 

に大なる逍212在つて存すS阳ふべ-し。之れを以つて余は、飫.びて余の行 

くべきalU行くものなり〇而•してたrに之れ余一人のみに非す、何人ビ 

雖其心尨は其の之れにSすべきこビを偯：じ、能く純5«(:な0奶る洛は又 

た此くの如き^份べきなbo 

シンミァス答へて日く、Kに溶り。 

而.して純潔にするビは、余がWに言へる如く^魂の肉caより分ftlする 

こごに非す〇て何ぞや。靈魂の常性なるものは、身fte外部よ-CS、自己を自 



己に览中0、成らん以ぇ獨り设魂口11の25所に其坐を占むるこビ、他界に 

於いて然るが如く^litに於ても亦然るべし〇 I之れ飯魂が肉體の繫树 

を解放されたるものに非すや。 

彼れ日く，典1:然り。 • 

而•して®魂が肉fiaょb分Isfe肜放されたるこtfは、之れ所謂死なるもの 

には非ざるか0 

彼れ日く、確かに然り。 

而〇て-nv.lilの竹學淞のみli、VT;l:劣魂の解放を求ひるものに〇て^魂 

を肉IK?ょり分離•しM放するこV」は、^^衍學济の巩門ビ〇て研究する所 

1:あらすや0 

其は典に然り。 

而0て余が始め1:言ひ0如くAは成らん限り死に近かき狀態»:於て 

生きんこビを平ぶベ〇ビな0、而0て死の來り乙時、之れを位み之れを悲 

〇むは锊に笑ふべき矛质なりビ〇たるは此理山なり。 

明かに然り〇 



2kに 

而Lてシンミアスよ、典正の衍學者は依に死を赏行せんこビを力むる 

ものなり、故に又た彼^は、一切の人[IQ中最も死を恐れざる漭たるなり〇 \ 

今ま此く考へMよ—若.し與正の朽埸漭は凡ての點に於て肉f»を以つて 

欲ビな乙^り邀魂のみにてcbらん1を欲6、而.して扣颂^許るさ*1译.广： 

くべき所に(1|]つて出立.し、邦所(:迖する時は、現世(:_いて颇^.したる所 

のものを得べきこVJの^あbTr=k;l)•して其得る所のものは知^に〇て、又た 

|^]時に31:^たる肉«5の作仍たる1を脫却するを得るに及び、大に之しを 

Ylrt-•して却つて之れを^•し/>、之れを恐るょビは^盾も亦甚•しiM 

ざる可けんや。多<の人は现世の戀人或は盎子に45位.し、彼^£淡話す 

るを得べO VJの希^に勋まされて、下なる他界に行くを咨ぶものあbo 

而•して知識の典正の愛^に〇て、下なる他界に於ての'、4埤を樂〇むを 

得べむビの信仰を有するものに，して、^んぞ死を悲•しむべけんや〇否な 

彼れ必すゃ谇悦を以つて死すべきなboあi我友よ^し彼れU典iEの 

饵塡漭たらんには、必すや•«悅を以つて死するなるベ.し〇何Sなれば彼| 

れは其の所|:、たド其所にのみ純榨なる知識を發)4するを伢べ.しミの0 



f:1を有すればなり。苦•し之れ具に然らん1:は余i>前にnひ〇 •か如く、彼 

れの死をSるiや竹1:不公理の蝌S削はざる可からす0 

シンミアス日く、彼れ典に然らざる可から中0 

荞•し人死の近づ？•しを悲〇ひこvjあらんには、之れ彼れli知rslの典正 

の殳*に非す〇て由肋の愛漭たて又た恐くは⑹時に成は汆^或は格勢、 

或は：：>'lr等5E^*を愛するものたるの十分の112揀たるなり。• 

彼れ答へて日く、全く其の如00 

シンミァスょ，|0氣なるものは殊«;竹^洛の特钗にぁらすゃ0 

節制なるものあり、此もの、俗人S雖何ほ、諸情欲を制御〇,餅佾欲ょりも 

上位にありビの成を以つて之れ1:眩むものなりご解せり|節制なるも 

のは、能く肉體を輕視.し、其一生をfr^に委する^の有Tる徳筘にはあら 

ざるか0 

最も確かに然り〇 

何ミなれば常人の贝氣及び沛制なる&のは#荇乙之れを迅考せば、其 



nv 片〇みwit 
の»«を社る« 

切俗人utvj大 
小の比Mに?X:づ 

<のみ 

ネ质せるものなるこビを知るべし。 

其は何故ぞ〇 

ソークラテース日く^人は死を以つてii大®S思へるこ£は沿Q知 

れる所なるベ•し0 

彼れ□く、-»に然り〇 

而〇てir)奴ある人の死にC5するや、1AIほ他に1M大なる惡ある故1:非 

すや。 

與に然bo , 

然らば科^者を除きて其他の一切の人は、恐懼ありて之れ.を恐る一 •か 

爲めに：1))氣あbo然るに人は恐ffiあるが3Sめ、又た怯儒なるが爲めに¢3 

氣ありごは行に不思铱の琪，こ云ふべ00 

典に然り〇 

常人の節制なるもの亦：2::2の逾にあらすや。彼笠の節制なるは其« 

不節制なるに山るものに乙て一此く云ふは一見矛盾の如しビ雖、Wは之 

れ彼等の恐なるfifl制ょり4:する所のものたるなり〇何ビなれば彼答は 



籠§ 

成快??Iを>{]•し之れを失はざらんこVJを欲〇、爲めに他の快樂を制止する 

なり、而•して之れ-WI1他の快樂に打勝たれたるものじ外ならす。人々は 

快樊に打勝たるiこvjをiiぅて不節制なりewts雖、彼等常人の快樂 

をf£服するvj云ふこビは、其竹快樂に勝たるtこごに外ならざるなり〇 

之れ余が、彼等は不節制uiliつて節制ビなれりビ云ふの总味なり〇 

然る*>如し0 

然るに一の恐描或は快槊成は苦笳を以つて、之れを他の恐tiB或は快樂 

成はM-yJ痛に交換•し、成U其火なるものを以つて之れをat小なるものに交 

松するこビ苑もli幣を：s換するが如き•之れ徳義の交換に非ざるなb。 

あ！愛するシンミアスょ、こiに一切の物常に^く兩換さるべき-n正な 

る1K幣はゐらざるか一此tf幣ミは之れ知識のiiv!なり。而•して唯之に 

交拗•して、又た之れビ與に.して、何物もftに5? nされ^鉍も、節制も、又た正 

兼も^らるべきなbo4finせば-RIF.の飽莪WU知？！に忭ふものに•して、 

如何なる恐馄も、快樂も、成は其fill之れミ同桡なる猪密或は諸惩の相無は 

逢も問ふ所に#ざるなり〇然るr-s等；？5笞ょり成立せる所の徳aも、！ 





t得べ0。之れ^のfri:仰する所なbo赶れを以つてシンミアス及びヶ 

丨Vスよ余•か?V笠及び现世の主人たる祌々より別る、"iも、之れを悲乙 

み之れを歎くこ£を爲さrるに於て、余は正岱なるiを卞：趿す。何vjな 

れば、余li他界に於ても、rinc:く又た務.Uなる主人及び朋友を粉-4こSを 

fa*すればな50然り£雖俗人等は此宫を信せざるべ•し。されでも?,|:•し 

此の5HI2に•してデテーナィ市の諸法官芯に對•して爲•したるよりも、iM 

孬く教等を說很•して確信せ•しむるこ£を份たらんには、余U以つて滿足 

VJtfiするものなり〇 

ヶーべス答へて日くジークラテースよSS論の大腊に於ては、余は荇の 

說にM总するものなbvj雖、钹魂に間する說に於ては、1U;人或は之れを信 

せざるベ•し。彼筏は湖へらく、狼魂ln肉gを脫離する時は、今や其行く 

べきの所を失ひ、死の其日に於て银fi亦沿滅•し終るべく、乃ち肉115よb解 

於さる{や；☆や，ireに«1の如く空中に飛似〇、遂に無uflfするに至るべし 

ビ0若し铤魂にじて打*>云へる*>如き|?;-惡より解放さる1を捋たる後、 

能く自ら自己に集中するを得るSせば、ソークラテースよ^*>云へる 



gui 

所の坩を眞なりビ〇て之れを希^するの理山あるべ•し：,然bsSE之L 

を證明せん£欲せば必个や人の死後銳魂は何ほrf在•して、成勢力或はa 

性を有せり£の十分の^論V」疏捣VJを耍するなho 

ソークラテースHく、ヶーぺスよ，典に然り〇余は赴等の讲の苻り符ぃ*べ 

きこビに就いて聊か辂る所あるべきか〇u< 

ヶIVス日く、余U是答の取にraする?tの窓見を知らんこSを好むも 

のなり〇 

ソークラテース日く、今ま余の3.を鹉く*は、彼れ余の古よりの敵なる 

?*lt秸詩人なbご雖、余を以つて、余の無關係の珙に就いて设言せるものな 

bビ〇て、<5を嘲笑するこV」あらざるベ0〇对荞•し尨あらば、余は七^0 

研究に進まん— 

芥等今ま、人の盤魂U死後下なる他界にあるものなりや否やの間祖を 

討砍す/」せんか.^魂なるものは此世より他界に至り、他界より又た此一 

世に秘へり、以つて死より押び生るWの古代よりのS余の心中に浮び 

出でたhi若•し生は死より來るiの說にCて典ならんには、a等の^魂 

■—■ ■ - I I 11-I •1— — ■-= « ■ ■■ I - I I 



は足れよb前他の1K:界に在り〇ものならざる可からす。:^•し夫れ然ら 

ざるU於てli-ii^の^魂设再生するこ£を^んや〇而•して?fc?«•し，生 

は死より生个るものな6を^明•したらん1:は£れ荇®の言へる所の十 

分の結^た〇ベ•しts£«•し夫れ然ら个どせば#等r&の^^を3Sさrる 

可からざるなbo 

ヶーベス答へて日く、典に然り。 

然らば荇等此全問迎を考奶するに當b、vill:之れを人間のKU係のみに 

於てjiるこビなく、又た猢物全«?植物及び其他何物ご雖仿も生產あるも 

のに就いてilる時は.JC-誼P)]は1M.«姑なるべきなり。典物反對を布せ 

るものli:K反射物より生するにはあらざるか。例へば鞞不答、正不正等 

の如き！：一:ほ此他無数に其反對物よb生ずる反對物あbvj云ふなり。 

而•して余は、一切の反対物に於て必然にIM]樣なる^化あるを12せんS欲 

するものなり、例へば何物ビ雖、大ビなるものは始め小に0て然る後、大ビ 

なるものならざる可からす。 

‘典に然り〇 



かの、小VJなるものは，始めは大1:0て而乙て後、小VJなXS 〇なbo 

然bo 

弱きものは、强きものより生：し、速かなるものは、遲きものより生す0 

興に然り0 

惡•しきものは、答きものより、正Cきものは、正•しからざるものより生すQ 

勿論なり〇 

苦•し之れ一切の反對物に適用〇て典なbvjせば、吾等、是等凡てのもの 

はIVな其反對より生C/2るものなり£確言•して可なり〇 

然り。 • 

nil•して海物此く反對に和生するに常り、又た其中間1:立つ二個の作用 

ある1:非すや。即ちj方よb他の反對物に射.して往く所の作用く又た 

kる所の作用VJ之れなbo又た大小の存する所には坩狭の二作用中間 

にありて、其成£するを盈VJ云ひ、其枯凋するを®VJ云ふ0 

彼れ日く、然り〇 

其ftllwii數多の作用あり，分解*ob 紐成あbvp却あ な 温熟J)b、nつて 



牛死よ？>4:t- 

るこx«酹gie 

KHV/kTZ 如 

一力より竹用•し、又た一方より之れを反3gす〇而•して此くの如5は之れ， 

W(:7T25に表はtvビ雖扣IIの反射物Rnに必然なる作用U 〇て、赴笠の 

反於銥物は、其反對よb生するものに•して、又た其一方のものは他のI方 

のものに移6行くの作用たるなbo 
.零 

彼れ答へて日く、典に然60 

而•して、生命の反射なるものあら?•るか、宛も睬眠は覺醒の反對なる•か 

如く〇 

彼れE3く、然〇之れ布り。 ••： ‘： 

然らば其物何ぞや。 ‘ ‘ 
\ A •'•••••蠕 

彼れ答へて日く、死なり。 • 

矜〇是等に〇て反對物ならんには‘等は其反對物より生するものU 

•して、义た中問に存する所の二個の作用なるものあらざるか0 

勿論之れ有り。 

ソークラテース日く、<小は今ま?Vに云ひ•し所の反對物の二對中、其一對 

及び其中Rn作用r分析すベければ^U他の一對を余の爲めに分析せん 



こiを希^す〇腿眠の狀態は%醒の狀態VJ和反〇、而•して睡眠ょり«醒 

生0、«醒ょ6昵眠生す、而0て其產出の作用たるや、一は眠むるこ艺に.し 

て、fulは目^むるこVJなり0乃之れにJnl念なりや如何ん0 

全然[ri]念す。 . 

然らば^は、[M]一なる方法を以つて、生VJ死£を佘に分析せよ。死は生 

の反對に非すや。 

然り 

•してll/t:等其一は他より生t-るものにあらすや。 

生より生するものは何ぞや。 

死なり〇 

死より生するものは何ぞや0 

余はたr生なbvj答ふあるのみ。 ， 

然らばヶーベスよ、物たれ人たれ、生(i死よ〇生するにあらやや0 

彼れ答へて日く、Wかに然り。 



然らば荇^の彤魂は下なる他界に生存すミ推論-して珂なるか。 

典に然b。 

ffiioて5t二個の作用或liptili作f;)の一方は、/V答の说伢る所な5、何i 

なれば死の行泐は、確かに見得る所たればなり。 

彼れ：：！ く、確かに然ぅ〇 

然らば典結^や如何ん。S笠典反抑の一方の作iilを除外•し、自然U联 

に片K1Wつて步rrせ〇ものビJ5*へざる可からざるか、成は^ハ之れU 

衍する、赤IIIの或作用あるを^はざ乙可からざるにはあらざる力。 

彼れHく、然り。 

然らば典作用vjは何ぞや0 

生に蹄へるこミ之れなり〇 

若•し此くの如きものあ〇 V」せば、生にgへるVJは、死•か生の世界！に生る 

るこVJに非个や。 

兑に然be 

然らば.7|.:筇は技1:、生は死ょb來るこV」、射ほ死は生ょり來る*>如•し£ 



愈耽Iff* 
味世itt 
«界才せ 
なに丨る 
ち於 
んCUン 
舰ヂ 

荇し 乂 £2みfttlll 
なJ時U故物死 

の狀«?.«ならん 

の結論にiEする.rrなるiil山りVJ云ふべ之れ典なb VJ-y-lr.%^© 

盌魂は典び出で來る所の或tti所に^在すごのiiも確Kなる®拢を提供 

するものVJliwふべ•し0 5 

彼れ日く、然bソークラタースょ〇此結 <一は吾等の前定.したる所ょり 

必然に流出するものi如•し。 

ソークラテース0/、、而.してヶーべスょ、垃等のこSを許容するの不當 

ならざるこVJ U、企は左の如く^明さるべ〇 VJ思惟す、乃ち—芯0生產な 

るものはml:一iri:線のみに.して、自然界に於て報返或は循環なるものあ 

るなく、成は其反對の方に反蹄•し、或は反轉するこV」ゐらざレせば、輿物遂 

llrMl一形狀iなb、[njl狀態に±まり、决•して他物の生ずるこビなきに至 

らん〇 

彼れ13く、若の意味する所如何ん。 

ソークラーソース答へて日く、めて取純なり、余は睡眠の例を以つて 

說明せん。今^〇腿眠及び%醒の變化なきに於ては、li^BKせるWンデ广、 

ォーンの活•しは遂に何の总味も無きに至らん、何ビなれば其他一切の渚 



物も亦IM1•しく竹なB^眠に•して，彼れ其他の諸物よb妬別さるi所あらざ 

る可ければなり。或ai?ollt界に於て、取に物質の結赍のみに•して4も 
» 众 

分解な〇 vjせば、アナキサゴラスの诹沌を：冉演するのみ〇爱するヶー•へ 

スよ、之れVJWL;く二切の生を有せる物死•し、其死せ•しもの永久死の狀您 

に存〇4び生にMるこiな〇 VJせば、典物遂に^く死•し'物の生けるも 

のなきに至るベ•し一此他如何なる紡*:あるこビを得んや〇何ビなれば 

荞〇生•し•して成他物より生1:是等も亦た！死すビせば、萬物遂に^く死1: 

吞入され了らざる可からざるに非すや。 

ヶーぺス日く*ソークラテースよ"他に通るべき首な•し。余の見る所を 

以つてすれば？Sの議論は全然典理なるが如•し。 

ソークラテース日く、然りヶーぺスよ、余の瓜ふ所1:由ればこは具な^/ 

又た-Eならざる可から令、而•して！¢2等此の許^を爲すに於て誤b或Uさ 

1 れざ6.しものビなす0然りミ雖余は典に再生なるものあ乂€0て生は 

を？ 死より：iHじ、死济の遥魂は.//•在-して、善良なる链魂は®-しき银魂よりも善 

の報酬を得べ•しiは®く信する所なす。 

八五五 



のLのせ人を的 
供、心よにね!fl 
の即よ、粘ら汉 
如IV被fflル0 

何ふf〗ttせな 
»ぺ已出ばs 

tfW >1 

?〆《 
—-^ __ 

含斗 

ヶーべス附加•して1iぅてHく'ソークラテースよ^の好みて主张する 

所の、かの知識はvrvに¢*1想なb vjの學銳に•して^•し典なbビせば、®等の 

今まIni5Tし出す所のものは、之れよ6前或時|:^びたるこ£を含£する 

ものなり〇然りビ雖«乙?$:等の啦魂|:0て、人問の形狀を取るの前、何處 

に* G在.し}550に非ざるよ.^は、こは不能のこビ|:.して、又た之れ钣魂 

不死の他の一^£なすに足らん。 

シンミアスT?を介•してBく、ヶーべスよ、其回想說を^明する所の議論 

や如何ん、願くば訢6て余の記位を新にせよ、余は全く忘却せるなり0 

ヶ-べス〇く’れ間するこビに山つて^も-^絕せる通明を搏るな办。 

7V?;:〇正常なる方法に11.1つて人に質問する時、彼れ能く自ら典正の答へ 

を^すべ•し。然bビ0:彼れ芯.しtLi:知識及び正常なる逍理を相せざる 

に於ては、如何でか之れを答ふるこiをWんや〇艿乃.し截何^にKMする 

S形，成は此秈のものに就いてせば、此唞妯も明眯なるを捋べ•し0 

ソークラタース日く、シンミアスよ、^wli信するこビ能はt*iせば、此 

$1:脚〇て、:7Vは他の方法を以つて之れを試み、而も尙li同®する，と能U 



は扨灰る人 
何を？TWU 
故想!ion 
安《ざ物包 
する《〇 

乙のにた 

ざ6かは企の問はんVJする所なり“—拗首せば君は^ほ知識UW想な 

るこVJを信する能はざるかビ云ふにibり。 

シンミアス日く^は之れを倍せざるに非すV」雖、此M想說の平JBを•し 

て、余のgdtfiに同想せ•しめんこviを欲するなり〇而•してヶーべスの言ひ 

0所に!|1り、余は稍々间想0來ゎ、义た確倌するに至らん£せ-^0然りミ 

雖哲の谈淪は氽の大に舫かんこiを欲する所なbo 

彼れ日く，余li此く云はん、:^.し余に.•して誤らすんば、^も人[3想す£云 

は_、\必个や成る以前に知る1*;?なかる可からすビ云ふに1致せざるを得 

ざるな- 

典に然-^ 

而〇て此知^或li回想の性Kは见•して如何なるものぞ，、余の問ふ所 

は一人は成は級、或は鹉き或は或方法に由つて何物かを知%する時は、yft 

に:K物を知るのみ1:非す*してWほ啤の或物の槪念を形成す。而Lて此 

成物たるや、其のrlillの知？一の:-feftaに非す•し >、成他の締類の知識の主骱 

たるなり〇乃ち之れ、其の槪念を苻する所の其物を间想せ•しものなb VJ 

ファィドーAA35七 



云ふべきに亦すやビ云ふにあbo 

シンミアス日く、其总味如何ん。 

余の:ffi味する所は次に說明するが如•ししリラ^を知るVJ、人を知る£ 

は同一にあらざるに非すや0 

然り。 

然るにこiに戀爱龙ありて、芯.し典愛人の使用せ•しrソラ#、衣服或は其 

他のものをri•し時の成惝や如何ん。*it等想^者は、其「リラ琴を知れるょ 

り、心の(IB;:、其.リラ:¥を所有せる所の愛する贵年の風彩容洛を形成する 

にあらt-や。之れw»:ldt£なり〇之れVJW•じくA^f•しシVミアスをM 

る時は、又たケーベスを想起すべく、此くの*1きの例は無限たるなり〇 

シンミアス日く、具に無限なbo 

而•して间想は件通•#ら時n;l及び不注意の爲めに、巳に忘れたる氓を回 

復する作用たるなbo ^ 

彼れ日くiaに然り。 

又た？r或は『リラ.^のぶをiiて、其人を記tfi〇;ンミアスの肖飧ょり•乂 



中记な木 
る？; 

すMM琢 
芯系の 

put石 
念、完 
を»令• 

たヶーベスを想起す 

然6。 

或はシンミアス其 

然り之れあbo 

此くて!Ml想なるも 

るなbo 

或は然らん0 

今^•しMfllに〇て 

す起るものなり乃ち 

劣れ6や否やS云ふ 

彼れ0く、典1:然も 

呑等一步を進めて 

た 



«唞を饫はん。 

孖»此絕對の3¥肋の忭踩を知るか0 

彼れ日く、確かに然り〇 

此知ぶは开^果〇て何れょ〇か^れを得/:る〇吾等木石等の如き物 

11上の^物の[»0等なるこビを^、而0て足等の諸物*/」は界る所の、1^]等の 

般念を足^ょりIfe聚するにあら个や。又た他の方法を以つて此'^を®i 

る;:木石等の[.i]一なる片々は、時に№1笠なりビ雖、又た時に不間笠なるに 

はあらざるか0 

巽に然り〇 . 

然bVJ雄、典の同^に•して，不Inl^たるこVJゐるか、或はW等の觀念U不 

同等の奴念irMliなるか。 

ソークラテースょ、其は不能の氺に泌.す0 

然らば妃笠の所謂间筇なるものく㈤等の蜕念ごは間：にあらざるに 

あらややQ 

ソークラテースょ"余U-WJかl:"!p]••しから-r-vj云Uざる可からざるなbo 



是等のM^-なるものiiぶょbIM]等の奴<,rJは異なりi雖31:«1念は是 

諸物ょり^たるものにあらすや。 

彼れ日く典|:然り。 

此!pl^の銳念は*等の諸物VJW•じきこiあ办、又た同L:からざるこVJ 

あるか0 

然む〇 

然り•匕雖こU奄も^せざる所に•して二物をilる時は、又た他物を想起 

すirii•して.JtIMlc*? VJrMlL:からざるVJUliMせす、必す(|4想なるものあらざ 

る可からす0 • 

塊に然り。 . 

然VJ雖木石の等•しきもの、成は:JC.他物S上の等•しきものに就いて苕は 

如何1:云はんごするか、又た其等(:山つて生£:たる成赀や如何んU赴^ 

のM等なる^物li絕對のrNJ^が笠•しきVJM一なる恋味に於て笠•しきか、 

或は是^のW笠は完全なる閒等に比•して劣れる所あるか。 

彼れHく然6大に劣れり〇 



可》上す物 
かはの、递笫U 
ら前のは上 
す在等ら如Jfの 
せなば，®比 
ざる捍を上較 
るこ®埒00 

又た、企或(1何人たりビも或物を見、而0て其物は或他の物たらんこビ 

をU的VJなすi雖、未だ迷せざる所ぁりて其物たるこS能はす、何ほ劣I 

る所ぁるを見ちビせば、此奴赛を«せ0其人は、其物た.、」ひ相近似せ办ビ 

雖、-tuili他物に對する時は劣れりビ斯ふ所の檫取のIs念は、先づ以つて之 

れを有せざる可からざるこビは5等の許痧せざる可からざる所に申す 

ゃ〇 . 

然り〇 

之れ吾等の此に論也る所の同等諸物及び完全なるrNl等の垛旮I:您用 

さるべきこiに非すや0 • 

全く效り〇 

然らば*等は諸物の等•しきこvjをMるの前、先づ同等なるものを知b、 

而〇てs^外il上のrM]等なるこ£は、完全なるM等を得んSせるも、未だ 

-•11れに迷するこ£能liざるものなりV」思考0たるものに5)らすや0 

典に然$0 

此の完全なるM等はKだ戚*觸覺或は其他©成路成«の媒介に山つ 

==—-----i 



て知りたるもの、又た知b能ふものU 0て，其威«が媒介者なる點に於て 

は’阏一なるにはあらざるか〇 

然りソークラテースよ、此硪論の範囡に於ては、是筇諸成«は互に桕同 

LrVJ云ふべ〇〇 

然らば一切可成の諸物は、传な完全なる间等を得んiす£雖も、而も未 

fr迷せざるものなりビの知;81は、諸成赀より得たる所のものなるか 

然り〇 

悠らば®^如何なる方法なb VJも、成は視或は聽き、成は知资する1:先 

き立ち#等完全なるrnl^の奴念を有せざる可からす。然らざれば吾等 

?«*成%より捋たる所の等•しき^物を將て"之れを典^取に引き合はすこ 

V,能aざり〇なるべし0KU是等凡ての物li此の®邵に達せんこ£を 

求め、而も之れを得ざるものなればなbo 

前論よりする時は素より他の推論は得られざるなbo 

吾等生れ出で〇より、ifiちに視3gき、又た其他の諸威毋を使用するに非 

すや。 



然らばr.il等なる知^はal:れょり前1:已に得たるものならざる可からす0 

fo 

窓ふに吾等の生れざるの前に然りV」云ふべきに非すや。 

Eに然り〇 

苦*し罟等生前此知^を份、而0て^1-:れて之れを使用せるものなり£せば、 

5等又た眾|:^0>こ、こ、^はょり大なるこご、ょゎ小なるこビ等に止ま 

らす、又た其他一切の諸奴念は、生前及び生'JI時{:之れを知れるものたる 

ベ〇。何£なれば孖等眾に^]笠のみを,51,1ふに止まらす、又た芡に就いて、 

裨に就いて、正苑及び神型及び其他吾等の問答中W在の名稱を省せる所 

の一Sの諸物1:就いてr.y{ふ所あればな〇〇是等の諸點ょb吾等は此知 

譃は五：：等の4:るi前に之れを^たるものなるこどを斷定するを抑る1: 

非すや、 

然れ晰定するこビを份〇 

而乙て此知識を份て、：-»等其份たる所を忘れざる昤は#等必中常に其知 



f:?s8 
w想な• 

Kを有〇て此世に生れ、又た終生其を知bffづくなるベ•し、—何sなれば 

4.1るtfは知^を得るこii之れを忘れざるこなればなり〇シンミ 

ァスょ、忘却VJは知讖を失ふこyjに非すや0 

ソークラテースょ、全く然bo 

然6ビ雎吾等の生るi前に得たる所の知識は、若.J、之をSI生の捺に失 

典C、又た*f〇其後諸戚覺の使用に山つて以前に知り居たる所をfpl復•し 

たりビせば®等の學得すビ稱する所の行爲は、®fは#等に本然せる所の 

知誠をW復するこ£にCて、是は之れ回想ビ趼ふが正常なるに非すや0 

異に然bo 

此くて荇等親ft、聽覺成は其他の成嫌に由つて或物を知^する時、其知 

«ょれ吾等は他の或閬：しきもの，成は间：しからざるものに.してボ物に撖 

想さるべきも、而も忘れたる所のものi觀念を引き出すこビを得るは明 

力なり◦此»:於て余の巳に首へ6が如く、兩者其マ乃ち—吾等此知識は 

»生の時1:之れを有〇、而〇て終生之れを知b續づけたるか、或は、生れた 

る後學ぶViは記愤のみ、學得Viは取に问想のこごなりS •して之れを9た 



b Wなすべき^其内何れかならざる可から中。 

然り、ソークラテ|スよ-其は全く然り〇 

シンミアスよ、此一兩著中君は其何れを取らんVJするか。吾®は生るi 

時知識を有せなすか、或は吾等の生るi前に知りし所のものを回想 

すvjなすか0 

余は即坐に答ふるこ£能はす。 

然りS雖祐も知？Sを有せるものは、其有せる所の知識に關•して陳述す 

るこミを能くするや否やの如きは、君之れを决定するを得べ•し。君は何 

€云はんVIするか0 

彼れ必中之れを能くすべし。 

然bビ雖、吾等が今ま156居る所の事.|:關して、何人€雖之れを陳述す 

るこvjを能{すvj君は思へるか0 

ソークラテースよ、余は彼^が其を能くせんこビを欲す。然り£雖余 

は、明日此時刻に於ては、生者の內一人¢6て是等の陳述さるべき笛のち 

のに關〇て陳述を能{するものあらざるこSを恐る。 



然らtfBMfa、 
人w生21の#| 

存在せL40な 
らざる！？から 

^ f S? 
^9Lなちんfc 

ua??答 
なV 

然らばシンミアスよ、君は凡の人是等の2}tを知れりごの說U非ざるか。 
然b其說1:非す〇 

然らば後等以前に知り〇所のものを回想するなるか0 

然 bo . 、j 

然bi雑5等の迸魂は何れのIMFに此知織を得たるものぞ—S等が人 

_生れし以後にては非一ざるべ〇〇 

生れ0以後に非す0 

然らば生るiの前なるか0 

然bo 

然らばシンミアスよ、吾等のII魂は、其未だ人の形を有せざるの前、身(Iff 

く 〇て存在〇、而〇て智性を有せ•しものならざる可からす0 

實にソークラタースよ、君若じ是等の觀念は吾等の生るょ其»問に知 

しiのたるを許すに非ざるよbは、他に又た之れを知るの時あらざる 

kyo 

然bsi>友〇若〇夫れ然bsせば、吾等が其知aを失ひた6は果して 



何れの時なるぞOKに呑等の生れ•し^吾等が是等の知識を有せざbo 

こVJU巳に許容〇たる所たればなbo吾等其知fatを得たる時ifLに之れ 

を失ひ•し^若•し又た然らすビせば、如何なる時に之れを失ひしぞ〇 

齊ソークラ*N1スょ、余は知らす識らす無愈味のこ€を陆り居たるを 

知れbo 

然らばシンミァスょ#等*>馆に反後する：^如く、若し絕對秀絕對弯及 

び與物の絕對•»在なるものあbs、し-而0て此物、3ち今ま5等*>、前世ょ 

b存在•したるを發Mせ•し此物に、一切吾等の諸成垅を對照し、而して此物 

S諸成%Sを比較して、是等の諸奴念は吾等の前世に存在•し、又た5等之 

れを生存せるiを發見せば一吞等の逛魂は前世に存在したるものなら 

ざる可からす〇若〇夫れ然らTiせば^論全く其力を失喪すi猢ふ可 

きじ非すやoiLつ^等の諸觐念は、&等の生るi前に存在•し居たるもの 

ならざる可からすvjの證揀あるとは、旮等の迢魂は吾等•か人S生るiの 

前llYr在〇居たるの證據あるビ同一にCて、芳•し是等諸奴念に6て、其前 

在のis據なきB.Vは、®魂の前在も亦tH]じく證摊なきものたるなり。 



ヶーベス及びレ 
シミTスMふて 

日く、B磷0W 
在afg明されr: 

¥30雔未だ死後 

然bソークラ7*1スょ'方必然なbiせば他方も亦必然なるU余之 

れを確t,Tするを捋たり〇而〇て4:る！の前に键魂は/r-在.し居たるもの 

なbビのこiは、君が今ま言ひ〇所の、實舱の存在の思想i分離せ.しめ分 

べきこ、じに非す。何ビなれば余の心中には、今ま君の首ひ•し所の#炎、及 

び其他の諸ee念の如き、&も典Hに又た报も完全なる存在をtrせ5ご云 

J办免き"明«なるこVJ他にあらざるを以つてなり〇而•して余はftps,掀 

に滿足するものなり〇 

然りご雖ヶーベスも亦滿足せるか〇佘は又た彼れをも確信せしめざ 

る可からざるな.〇〇 11 

シンミァス日く、思ふにヶーベスも亦滿足せるものi如CO彼れは人一- 

問中戗も小>物を^せざる性質の者な5ビ雖、其生るょの前に3魂は¥在 

•したb Viの說に就いては、彼れ盖•し之れを確信せん。然bs雖死筏、靈魂： 

の存續するこSに就いては未だ余を•して滿足せしむるの程度にまでも 

證明？れざるなり〇余はヶーベス•か云ひじ如く、人死せば其靈魂は散逸 

するものに6て、之れ即ち其死滅なりさの、世間の人々の、信する*>抝き成| 



ば二死此 

金明i明 
なを來e 
る合る'1 
ぺ併达生 
t せ e>tt 

情を除き去るこビ能はざるなbo何tfなればS魂は何處にか生れ來り 

て他のit原素を組^•し、人身»:入るの前存在せ•しこvjを許^するも、一旦 

人身內に入り、而乙て出で去bたる後も、尙ほ滅亡消撖し去らすビするは 

其理由如何ん。 

ヶーぺス日く、シンミアスょ、君の言典に然-CNO要求〇たる一半、即ち吾 

等の盤魂は、生るi前に存在•し居たbvjのこSは、此くてlg明されたb S 

雖、其生るiの前に存在•し居たり•し如く、死後亦存在すベ〇 Viのこビは、未 

だ^明されざる一半に乙て、こは補全されざる可からざるなぅ〇而Cて 

其證明與へられし時は、SS論此こに完•しVJ網ふべ〇〇 . 

ソークラテース日く'シンミアス及びケIVスょ、其誼明は余巳U之れ 

を爲せるなbo君^•し二個の議論を^併せば此こに可なり、乃ち之れ一 

余•か今ま»眩•したる所ビ、前に腧K •したる所の、生は死ょb生すSの論餛 

Sを合併すべしvigwふにぁり。今^cit魂は其生るiの前に存在し、而 

して人[»1ビ生る{は、惟だ死及び死するこビょりす6ものに0て、其©び 

生るべきものたる以上は、死後も必す存紱せざる可からざるに非すや0 



霣磡tt空*中に 
«敝すVの»■ 

心a*tA去るk 
«す 

故に君の耍求する所の眩明は佘は旣に之れを爲せ〇なり。されざも余 

は«及びシンミアスは、Wほ此のIs論の考究に進入せんこSを欲するも 

のたるを疑ふ。君等は宛も小兒の如く、遂魂一旦肉體を脫離する時は、典 

に、風は忽ち霊魂を吹き去りて之れをtft逸せCむSの恐れの念に惱まさ 

るiものi如し〇殊に天候酹{3なる時に非す6て、暴Mの時に死するも 

のは然bvj思へるが如CO 

ヶーベス微笑-しつ！答へて日く"然らばソークラタースょ、君は吾等の 

恐懼の念を拂ひ去らざるベからや—且つ嚴密に云はr此くの如きは再 

等の恐るi所1:非すビ雖吞等の內には小兒の如きものあbて、此等の人 

人に取つては死は一栩妖怪の如く思はるなり〇吾等又た此くの如き人 

に對〇て其暗所に獨居せる時、恐る{こビなきやぅ敎說する所なかる可 

からざるなり〇 

ソークラテース日く、日々呪術者の聲を使用〇、以〇て君等の恐懼を呪 

なひ去らざる可からす0 

ソークラテースょ、®〇君逝く時は@等何處にか恐愐を呪なひ去る名 



を發見するこVJを得ん0 

ソークラタ—ス答へて日く、ケー•へスょふラスは/#•し、多くの善良なる 

人あb、又た野铤人神も少きに非す〇此廣大なる範w內にて是等一切の 

人々の中ょり、此呪術者を發見せんが爲めに、决■して勞苦ビ金錢ミを惜し 

むこS勿れ。金銭を消費せんには、之れに®れる用途あるこyjな•し〇且 

つ君等は又た君等自身の內I:此种の人を求むるこVJを力めざる可から 

す、何どなれば此呪なひを爲すに當b、君等1:優れる他人を發見するこビ 

あらざる可ければなり〇 

ヶーべス答へて日く、•吾等君の命に從ひ、必中其人の探索を爲すべ•し0 

然bvi雖若し君の意に適せば、今料く始めuaic路に入り〇點に歸会て論 

する所あら〇めょ。 

ソークラクース答へて日く、必す其如くすべく、此寧を外に〇て何事か 

余&意に適するものあらんや。 

然&ば幸甚。 

ソークラタ丨ス日く#等かの離散すS想供C、其を恐るi所のものは 





觀"實在なりビ定解•したる所の觀念或は寶在は、同等、或は美、成は其の他何物 
のfrftたれ、—是等の諸赏在は時有つて何等か變化すiこvjぁるか、或は 

j是锿は笊に在る*>まiに、冏一のW一なる自己存在を爲し、不璲の形態を 

一办•して、如何なる方法、如何なる時にも、奄も羧化を容れざるものなるか0 

ヶーベス答へて日く、ソークラ.K1スょ、是笠は常にN一不铤ならざる 

可からす0 

かの多くの美なる物は如何ん—人、5T衣服其他何物たbvjも同一名稱 

を有〇て戒は等〇、或は美なb VJ稱せらるi所のもの—是等は凡て不狻 

に〇て常にM一なるものなるか、成は全く之れ1:反せるか〇是等は寧ろ 

自ら1るか、成は他V」共にするか、常に變化して殆r不變なるこ• S能はす 

艺撕ふべき1:非すや。 

ヶーVス答へて：！！ く、後^な.CSO是铒は笊に©化の狀態Uぁり〇 

而•して£*等賭物は、銘戚熨以つて之れに觸れ、之れを見之れを知覺する 

を^るビ雖、不餸の諸物はた.！心を以つて知赀するを柑るのみ|故に蛏 

等は不可視に〇て、gるを得べきものには非ざるか0 



彼れ日く戚に然り〇 

ソークラテース言を加へて日く、然らばこiに二Mの存在物*一 

は：！：以つて視るべきものに〇て"他は視るベからざるものなりSSふべ 

to 

盖然らん0 

视るべきものは^化するものに〇て•成る可からざるものは不^のも 

のなるか。 

之れ亦盖然らん0 

IIつ吾®の一部は肉iiaに〇て，他の一部は资魂に非すや。 

fo 

然らばIt]肋は如何なる階級の物に近似するか〇視るべき物たるや睞 

然た誰か之れを疑はん。 

然らばa魂は戚るべきものなるか、成は戚る可からざるものなるか。 

ソークラテースょ人の^て視る可からざるものたるなり〇 

1脱るべきものJ及びr視る可からざるものJSは果〇て何をか:®味す。 

フyィド— a 八七£1 

之 



/ 七^ 

n人III!の眼を以つて視るべきもの及び親る可からざるものを5nふい0 

然り、人問の眼に。 

而•して极魂は視るこビを得るか、成は視るこVJを得ざるか0 

視るこVJを^す。 

然らば不可龊なるか。 

91魂肉Itを使用 
する時UII化の 

一?界に引さ込| 
る 

然らば挺魂は不可視|:、灼腊|];可視|:^すビ«!;|ふべ5か0 

ソークラタースょ、こは必然の洁論c bo 

余は前に、餸魂其知餅の抟械ビ0て肉腊を使用0、枧资舫毋成じ他の成 

费を使用する時(sfisを介〇て知进するVJは、諸tic®に山つて知«するこ 

V」なb)— ®魂は^tisの«めに®化の没界に1Uき入れられ此に行吟22SL 

せん、ifl]6て璲魂lnSB化に觸るiB.Vは世界は、其四周にInlf#乙、宛も的1: 

酢ひたる如くなるベ〇〇 

典に然bo 

然るに3?魂能く S己1:歸へbて沈思する時は、遂-魂こil:wfp、7kfis,N 



压磯eraにnへ 
yitBすれば永 

遠不死清*!の佾 
#にMらん 

SttlL^ 
一namat、重 
一1は«0如く肉 

KU人の如L 

死、不秘涔其親放の住せるlit界1:到らん。而LてS魂^〇能くrlJを保ち、 

外物杂も之れを幼迸するこiなき時は、其lit界に永く彼®ビ共に住する 

こV」を得べ.JO此に於て逬魂は其珙遂の途を步むこeなく、不秘ど共1: 

交はbて又た不餸たるべ〇〇钹魂の此狀態！i所8W智Sなるものにはゐ 

らざるか〇 

彼れ答へて日く、君のWやKに*〇、又た典なbe 

此に論したる所、及び以前ょり論Lrたる所に山つて晰定を下すD.1Fは、掙 

魂は、如何なるものip»級u1M近0v>云ふべきか。 

ソークラ，テースよ、^ふに、何人たも此玦論1:撖る時はペ»魂は無限 

に不變物に傾すビ云aん一如何なる®3-5不锃の人VJ雖决〇て之れを否 

まざるベ•し。 

而•して肉肋は餸化すべきものi如きか0 

今ま一VJ度、他の光明に照らして此問迎を思考せんか—遒魂VJIAlfiftvl 

の41骶せる時は、自然は命令して®魂を0て支配せCめ、2酿を〇て)iR從 



IA役せ•しひ。而•して是兩職挲中、何れか果〇て神に近く、何れか果〇て人 

に近•しビするか。神は自然に命令〇、支配するものに•して、人は服從B役 

するものな-^ビ君は思はざるか0 

而〇て魃魂は何れU似たりビなすか。 

ソークラテースよ、靈魂の神U似、肉體の人に似たるは疑ふべきな.し0 

ヶーベスよ、然らば從來綸Cたる所に(IIつて思考せば、姑綸|^實に左の 

如きには非ざるか、日く一靈魂は神性、不死、智性、斟一、不可分解、不铋のもの 

に頦0、肉肪は人問、可死、無知、雑多可分解、狻化のものに類せりビ阳ふべき 

に非すや。愛するヶーベスよ、是れ果〇て否むこビを得るか0 

否み能はす。 

然りS雖、若〇此綸1:して與なb vせば、然らば、肉flaは急速に分解に进 

すべきものなbvj雖、@魂は殆Vi全く分解せざるものにあらすや0 

碓かに然bo 

人死0て後、可視の世界に存する所の其可规の部分たる肉肋に0て、之 



•£11の如}tら 
ssn? 

f>るを見てi 
に圈して學ぶ所 

あるを得tt、 

去らslta-fvも 
0^? 

れをMS4ビ稱〇、自然1:分離〇、瓦解し、消散1:歸すべきものS雖も、ifi[»:分 

離龙解せす〇てt?時は能く殘衍するこビを得るなり〇又た若•し死する 

の時、其人の身W强鍵にCて、又た其時候好き時は、其屍脸も或は長時日を 

保つこSは若のK知せる所なるベCO見つ肉脓は若し#く之れを緊縮 

し、又た之れを木乃伊ビするこビエデブト人の爲すが如くせば、殆£•無限 

の時Rt]に殘留するこビを得べく、諸部分成は壤頹す€雎尙ほ镞贽及び初 

帶等は贲際1:不滅たるなb丨然らすや。 

典に然り〇 

而〇て此の不可視の迸魂•か、又た同C;く不可視にして純潔、高尙なる所 

の-]rl正のハィデース神の居所に赴くU當り、又た若〇神意にして好み玉 

はr、吾が銳魂又た此の善にして智ぁる所の神の途に進むに當余は 

反後〇て云はん、若〇之れ*魂の性質及び本源なbvjせば、衆人の謂ふが 

如く、其身»を脫離するに當办、果して直ちに風に吹き去られて消滅すe 

跗ふべきものならんや。愛するシンミア及びヶーベスょ、此は决-して有 

り得べからざるなり。具理を言は及寧ろ、死するの時能く其豳魂の純潔 



を保ち、#も肉！gの汚染を被•しす、其生存中决.して好みて肉！gvjrrfl係する 

に非す•して、却つて之れを忌避せる所の靈魂は、能く自ら自己に集侖〇 I 

此fの如き肉^の脫離ビ〇己集合vを永遠の研'兜の科目vjなすS云ふ 

ベ•し。之れ^魂は竹^の與正の門弟子たり*しこSを示めすものにして、 

又た扣鳄你に死を^行するこビを心^せるものに非すや〇於に竹平ビ 

は死を研究するものなるには非ざるか。 

輿に然-CSO 

j B3Sg不Jt 余は云ふ〇かの不可視の磁魂は神染^朽^:っ逬獮ぁる不可視の此界 

IU網〇坐に到に出立•して、此こに到迷する時は、能く幸福を享有、し、又た能く人問の誤綴 

ビ愚痴VJ恐懼viIF弗なる欲怙€、其他一切人間の惡亊ょb脫却〇人々の 

云ふ*>如く、敎铤を尜Cて永久に諸神VJ共住すべ〇〇ヶーベスょ，之、典 

理にあらざるか。 | 

ヶーベス日く、然b、從ふまでもなC0 

然るにかの死するのW汚染せられ、純潔ならす•して、常に肉Wの友たb 

奴俣たb、而して肉fta及び肉«!の欲3i及び快樂に锈敔され、遂には、典JBは 



たr肉賭の形狀に^〇、人は之れに肋れ、之れを視、之れを味ひ、而•して其^ 

欲の目的1:使用する爲めのものなb vifaするU至る所の^魂_此くの 

如く肉眼1:はHS黑に〇てIHるこi能はすS雖、たr哲學に由つて見るを 

枬る所の^性のM理を嫌ひ、之れをSれ、之れを避くるにmれたる遂魂— 

此くのごVJきの笾魂は、茲は果してiK潔無雜の狀態にて死すべしiなす 

か0 

彼れ答へて日く、不能な.〇〇 • * 

此くの如きの遂魂は、常に{JJWの取を以って心VJなし、以つて之れに[») 

係〇たるよb、猫魂の性Eに影^を：7iぼ〇、遂にft]體の爲めuJlrMさるi 

に至るものなbo 

典に然bo 

而〇て友よ。此の有形分子は®く •して土の如く又た粗なbe而.して 

适魂は此可視の分子の爲めに不可視のものを恐れ、下なる他界を悃るi 

より、再び可視の世界に^抑せられ引 >描られ、—而•して人々の言ふ•か如 

く死者の铤魂幽遐Sなりて、筋地を彷校o、*rt塋の四邊にesJIするを兑るりI 



li 

不汗の田魂ttA 
性Vに似,f:る食 

«のR内に入る 

之れ其死•して肉fieを脫離する時窠魂純潔ならす〇て、現世の可銳の物|» 

は31:內に溢潤•し、爲めに«(落〇て©魂は趿らるべき形ftftあるものて 

存するに至b 〇なbo 

ソークラタースょ、Jftに然るが如00 

然b、ヶーベスょ、此は與赏なる•か如く恐はるiなり〇而•して是等は善 

人の锃魂に非す〇て惡人の钣魂•か、生前の不良なる行爲に對する罰を受 

けん•か爲め1:、此かる陰«なるW所に彷校せざるを将ざら0められたる 

ものにして、何ほ其跺絆を脫せす•して附き梆へる煩惱の货めに、送に他の 

泐物のftaに入bて此所に幽mの^ごなるに至るまで、3¢彷徨を槛績す、而 

•して其幽mさるべき牢獄たるや彼等の生前軟若•したる所€同一性質の 

ものなるが如-J0 

ソークラテースょ、君の«cfeする所は如何なる性質のものなるぞ〇 

余の;1?:味する所は、かの大W、放斑、及び大酒に耽り、奄も是等を避けんVJ 

するの心なかり0人等の«魂は、«|馬或は此補の動物に入るベ0¢云ふ 

にあり。若は如何に思ふや0 



思ふ|:此くの*|きの說は甚だ有り得べきこビ1なす0 

かの不正を行ひ、M制を^VJ 〇、亂尨を爲•したる^の^魂は成は犲^、Tjc 

はis、成は15等ビならん_¢1他あるを^んや〇 

ヶーV K日く、然5、此くの如きものSなるは£6ふまでもあらざるなり 

彼れ日く、«能W々の性K成U情欲に對•して、一々其れに肱する所のも 

のをfii當するは、敢て殺しViせざるなり0 % 

彼れ日く找り困難あらざるベ•し0 

而-して^^のもの1:比較〇て、成^はmi幸！gなるcbbo而6て彼等 

Q众及び-Jt行くべき以所に於てiliも幸福なるは、$r學或は心总を以つて 

せす0て、?7似及び注总等に山つてがの節制及び正雜等を自得ら以つて 

此のa少上及び社^上の徳益を實行ゼ乙所の人々Sなす〇 

彼^何故苡も幸福なる。 

何VJなれば是竦の人々の蚕魂は、其性KI:似たる所の'种溫和に〇て 

社^心ゐるもの、例へば蜂、蜜蜂成は0[等ビなり、减は洱び人間の形^を取 

るものな50而〇て正K温和の人々は、»|:是笠の內ょ< 生するものな 

T .► I V . A£ - 

〇 



bvi想倮さるiなbe • 

眞U然る•か如くに思はる。 • 

かの哲學を修めす、又た其死するの時、全然純溆ならざる者は、諸神の伴 

侶たるこiの許可を得す、たr知識を愛する^のみ、此恩典を得るなり。 

シンミアス及びヶーベスょ、之れ典1:粗學に一身を委ねたる人々*>二切 

肉Kの欲怙を然晰〇、垃怨に反抗〇、决•して是等に降伏せざるこビの理由 

にして一かの世R1]の金銭を愛する人々及び世間一般の人々の如く、貧睃 

SならんこVJを恐れ、或は^落せんこSをfflれて然るにあらす、或は又た 

栊勢及び名饗を好む人が、E行の不名没を恐るtが如く然る»:あらざる 

な-^〇 # 

ヶーVス日く、然りジークラタースょ。彼等决〇て此くの如きものた 

らざるべじ0 

彼れ日く、彼等具に此くの如き者VJならざるべし。故にかの畨く自己 

の©魂に注总するものは、¥に肉»に服從m應せざるのみに非す•して^: 

ほ且つ一切是等のものに吿別するなり〇而〇て彼等決してe者の途を 



往くこVJなく、色學若し彼等を印め、忍なから•しめんビするに於ては、彼等 

哲啄の力に背くべきものに非ざるをt!2c、t5华の遵く所は、何處なb VJも 

之れr.瞇はん亡せ卜〇 

ソークラテースょ、君の念味せ&所は何事ぞ0 

ns由っ5 彼れ日く、余は語らん。かの、知f2を处する人々は此く总識すらく —镔 
B;れ Lft寒0L 

魂は眾に肉ftaに驻縛されて¢1若されあるのみにCて替爭典遂魂を引き 

取るに至るまでは、靈魂はたr其牢獄绒恣の問隙ょり、具货在を兑るに止 

まり、决•してc己c身を以てするにあらす、Mi々なる無智の泥渖中に轉冁 

〇、又た其欲情の爲めに锻魂は却つて、自己を柬糾するの主要なる助力« 

£なるものなりビ0之れ»に挺魂の本態なれ〇此に於て佘が前に言へ 

るが如く、奴びを愛する人々は能<此の少を知るなり、乃ち|锊項は链魂 

自ら1«因VJなりて自己を樣鸫の身VI爲すの怖るべきものなるをilて"來 

•つて遂魂を容受•し之れを挝掰0、又た其惡の繫縛を解放せんVi 〇、耳目及 

び其他の諸威覺の虛鹆に充滿せるこiを指示•し、遜魂に«sめて运等請成 

覺に钮るこVJ勿らCめ、たr其必要なる使用の外，一切之を然蜥〇、以つて、 



y研るfii， 
:亂V、大名. 

■tft® に 
るかuiU 
こ！つ 
»知&て 

ts魂を〇て自己に集結せ〇めJUつて自己及び純潔なる«在の栊絮なる 

を13也*しめ、决〇て其他のM路をM.じて來る所のもの、及び^化常な 

きものを：2するこS勿ら〇む。之れ此くの如きものは可視、可觸のも〇 

なりVJ5:t、iu魂3C本性を以つて兑る所のものは、IV性のもの、不可視のもの 

なればなり0而.して典正の1?平漭の忍魂は总へらく、此救拯には抗抵す 

べきもの1:非すビ、故1:其の能くする限bは快樂、欲^杏痛及び恐悃を然 

哳す。而•して又た？iへらく、人矜•し大なろ芬悅、悲歎、恐馏或は欲诏を布す 

る昤は、«(に預期され得る所のが恧|例へば其欲惝の爲めに锒牲に供0 

たる所の^m及び財產上のia火^の一如き1:止まらす0X又た|府大 

なる将を钗るべ•し〇而〇て此憇は一切諸惡の最大®船なるものにCて、 

Kに彼れの意想外のものなbo 

ケーベス日く、ソークラテースょ、其はMぞや〇 

其nたるや^へし快樂*.::痛の政炒深切なる時は、凡ての人の筠魂は、此深 

切なるtfttのm的物を以つて、®も明睞に又た敢もRfrなるものな 

想mするこVJ iなす。然b Vi雖、其，Tfは然らす•して、也等は取に外奴のi 



のたるなbo 

过に然bo 

fili6て、公れ^魂*>iliも多く肉Kの奴fjsなる所の；g遇(:rrすやa 

何を以つて然るか。 

何ビなれば、谷快樂及び苦痛は一槐の釘に〇て、圊く费魂を肉尬に釘付 

け•して、锃魂をして肉flsの如くなら•しめ、遂に肉Mの以つて典Kな5¢す 

る所US魂亦之れを具寶なり艺信するに至ら0ひ0而.して其肉«9ミ合 

一む、其肉舱ビ间一なる飲樂を佴せるょb、何時•しか遥魂は同IのW®及 

び欲^を有せざるを^ざるU至り、下なる他界1:出立するに常り、决•して 

純潔なるなく、常に肉fisに由つて汚染さるiなり〇此に於て适魂他物の 

體中に沈淪〇、此こに萌芽0、こiに成長0、神携、純潔、眾IなるものVJの交 

通絶AてあるこVJなし〇 

ケIVス答へて日く、VIクラタースよ、Itu残^No 

ヶーべスょ、之れ«に知識を愛する人々の節制丑つ贝氣ぁる所以にし 

て、决〇て世人のnふ•か如きJ1由1:非ざるなり〇 



鐘§ 
て».に吹$去ら 

vlrK 及び 
Iベス灼1)25 

眞に、世人の思ふが如きに非す。 . 

典に世人の思ふ*>如き|:非す0西僇游の逬魂は全く界る逬理を有〇、 

3¢救拯を哲學に求め、而〇て救拯せられたる後は4び其身を委•して快樂 

苦痛の奴^£な0、取を爲すは^は只だ讥び之を爲さ，ょらんが爲め|:0 

て、宛もべ一子〇べ一の衣織るはWU之れifsらざらん*>«めなる如きに 

非すして、却つて其情欲を鞒平にし、道理に逍顺0、1?^の©考を唞£0、以 

つて饵竹ビ祌孢(之れ位說の冏翊に非す)ビを兑て、以つて/»:茭を此に取る 

なbo此くて其生命ぁるの問は^活〇、死後はな魂3¢己れに同じき所の 

親成たるものi所に至り、以つて人間の諸惡ょり解除されんこV」を希^ 

するな50シンミアス及びヶーvスょ、恐るi勿れ。此くの如く葵宵せ 

られ、此くの如きの目的を^Jする所の璉魂は^身ftftを離脫するに常り、風 

に吹き去られて、何處にも有るなく、何物にてもぁるなく、消m滅するも 

のな-^ビ思ふこビ勿れ0 

ソークラテース語り終り•し時、人々暫時沈默•して一也寂然たり。之a 

吾^往i货すが如く、彼れ其の言ひ•し所を诉考せるものi如し〇而して 



vm\ 

唯：Uヶーぺス及びシンミアスの兩人互に私25せるあるのみ、ソークラテ 

丨ス兩人の私?Sせるを奴て問ぅて日く、今まで爲じたるに就いて如 

何に思考せ卜や、又た何物か十分ならざゐものゐりや。诙ょり十分|:桢 

密にBにかけて渝究せんビする^に取つて(i、gff!I及び*!Rを介むの馼 

點の餘地あ-^て存す。若し君等にして他唞を85れるものならん|:は余 

は何垠もUふの要な0¢雖、於•し尙ほ疑は•しき蝌あらんにはWるこSな 

く其Mふ所を吐2¢•し、君等が思ひ出•したる所の^に就いて何等か進歩す 

る所あらば幸なb<to芯•し^^に、して余を以つて何?nにか役立つ求 

なりビせば、君等のM力Sなるこビを許るせ。 

シンミアス日 <、ソークラテースょ余はarlすOSS念?f等の心中に起 

b#等其の質問を®すこビをaに仰5て相推移•し店たるなり。何£な 

れば、此くの如き堪合に於て、餘6に轶拗に質問するは、忍に取つて其だ惱 

ましかるべきを恐れて、吞等言ひ出だすこビを好まざりしな〇〇 

ソークラテース微笑して答へて日く、あiシンミアスょ、若は何を炉首 

へる。余は今ま君をだに說伏•して、余の現在の位Sは、决•して乎笊ょりも 



悲ひべきものに非ざるこビをI承S3せ•しひる能はすビせば、世人•をCて、余 

の现狀の^•しむべき不幸のものに非ざるこVJを承Kせ■しむるは又j/tf 

の闪^ど印はざる可からす〇君は余|:許るすに白0の^する程^の預 

言力/:•に以つてするこVJあらざるかo«に白鳥は其死せざる可からざ 

るを知る«は、其一生のJftを歌ふものに•して、其歌ふや平^よりも偸快の 

調子を以つてするなり〇之れ其讲ふる所の神の膝下に至るを^るを芬 

ベるに!!2る。然るに人は己れの死を恐るiの情より、してd Sにも白xi 

の歌ふをnつて其死をIHOむものなbvj思ふに至る〇 ,4ぶは如何なる 

xis雖磁某、硪缺、或は苦痛に際•しては、決して歌ふ漭に非ざるを知らざる 

なb. —而•してナィチンゲール、燕、或は鉞勝xi等の悲哀の曲を歌ふ所のa 

ビ雖然boされV」も是等のAに關〇ては、佘は白鳥に關する信仰よりも 

多く«せすビ雖、尙ほ然る*>如きなり〇然byJKt白XIはァボローン邛の 

神Bなり、故に預言の力を有〇、他界の^なるyvを前知せるを以って“死 

の口1:常てや、•牛常よりも歡ば〇 く歌ふなbo余も亦Qら此神の祌«に 

0て、(4ね等の友たる神俱なゎビ55:し、余の主たる神より、^1/.1等の有せる 



よりも®れる所の-si首力を受けたbvj思へり〇故に芳〇之れ君の逡巡 

する所の?I由ならんには、Wるこビなく思ふ所をIsれ、アテーナィ政府の 

十一行政铉の許可する問、吾笠互に相妨らん0 

ンンミアス日く、大に轉し、然らば余U余の疑fillを35るべく、ヶーベスは 

彼れの；sraを55るべきなり〇余は自ら成す(思ふに苕も亦問成なるべ〇) 

現世に於いて、此くの如き疑問に關0て或確»なるこビを得るは竹|:困 

踩なるのみに非すして、卑ろ不能VJ云ふべきなり¢0然0かの恐等 

の少にy、したるHISを其筋極にまで^明するこSなく、又た谷方ifaより 

是等のffntaを考察するに拉む所の人は、余はffi•して怯®の?/?vjなす。而 

して彼れ左の兩者其一を^るまでは十分に：g忍せざる可からざるなり〇 

乃ち彼れU是等の問£0に關乙て自ら敬明する所あるか、或は人よb敎へ 

らるi所あるか之れなり。若し此事に〇て不能ならん1:は、彼れ人問の 

諸說中iliも薄良に0て確1T鞏固なるものを取り、以つて之れを舟筏io 

て人litをfttrrすべきなり—されVjも彼れ*•し神の或る言焐を發見•して 

以つて其人生の航行を0て一餍安全確寅なら〇むるこ£能はざる時^、 



のよc：u^4な碗ン 
如法B、す*# %-r 
和Iに蝴之るよanス 
ん沒nitこy和の□ 
る肉达さ 

佘.は素ょり其泡險あるを越めざるを^ざるなり〇而〇て今や、穹の命こ 

從ひ、君にK問を提出せん、然らば今後自ら其思考せ〇時1:發言せざりし 

こ£を後悔するこごあらざるベO0Wにソークラテースょo^i t問 

®l:間•して、余一人或はヶーべスビ共にW考するに於いてItの議输は余 

1:十分ならすVJ成せ：らるiなり〇 

ソークラテ1ス答へて日く、友ょ、余は敢て云はん、或U君の言正從なる 

こビあらん〇余は如何なる點U於て余の}g論は不十分なるかを知らん 

こSを欲す0 

シンミアス答へて日く、此點な今我•し^和及びrリラ^を用つて同 

梳の^5&を爲すビ假定せんに|彼れ調和を以つて不可诚、非物質、神堦な 

るものビな•し# く調和•したる「リラ寒に存すなすS雖、其rリラ」琴も霉妓 

も共に之れ物Kに〇て、紐成•したる物、土地に屬すべきも〇、死〇て朽つべ 

5ものに近きものなbvj論C得べきに非すや〇而て/荇•し其琴を壞 

b或liJt驻を晰つこごあらんには、此見解を有せる人は、君*>論するが如 

く、M祓の比校論を以つて論0、調和は生存し、决〇て死〇たるこiM,しi 



な•し，—而•して彼れ云はん、汝U駐なく •して琴wli存〇、又た其哳絕〇たる 

驻は朽つべきものなb £雖何|1存す、然るにかの神趣不朽の性質に0て 

又た垃等£近親なる調和なる漭が、如何でかrm滅•し一朽つべき物に前き 

立ちて消滅するこビあらんや、此くて調和なるものは何處1:か存在0，琴 

材及絲枝は涵和なるものi破滅するに前き立ちて破滅すベ*J Vi。ソー 

クラテースょ#^の拔魂1:關する觀念は此くの如きものなりビのJIL1.想 

は、哲の心中に起りしこビならん〇而〇て身ft*は寒温乾^の諸M索に由 

つて、集成され、而〇て一种の方法に山つて調べらるi時は、座魂はこiに 

n和たぅ、又た是笠賭M索の適^なる比例を有せる配旮に外ならすS云j 

ふべきなり〇芳〇夫れ然せば身W:の諸敍にして時に疾病或は其他 

のwU由つて、其度•を過ごこて或は弛綏〇、成は緊縮するこViあらんには、 

®魂假令圾t神帮なbvjs2、音樂成は其他技術上の調和等の如く、勿綸直 

に消滅すべく、身flftの物K上の5a俄は、其朽敗6或は烷燃さるiまでは、，M 

ほ^時日存續するなり〇荇•し人あbて、挺魂は身«s諸M尜の調和に•して、 

所??I死なSものに於いて、其消滅を始むビ云ふ洛あらんには、？f第®:して 



何ビ答へば可なるべきぞ〇 • 

ッークラテース例の如く吾等を凝視〇、微笑•して日く、シンミアスの宫j 

1:は又た一個の逍理在つて存す。諸君の内、何人か余ょbも善く答へ将I一 

る者彼れに答へざるか、»に彼れが余に加へたる攻槧や甚だ力，Qるもの 

なり。然りビ雖吾等の彼れ|:答ふるの前、先づヶーべスの言はんビする 

所を聽かば呑笠思考の峙問を^ベ0〇而•して兩人共に語b終りて、其言 

眞理あらんには飪等之れに間35;すべ0¢雖ゼ〇夫れ然らざるに於ては 

余は余のla:を守りて之れを主眼すベじビ〇而〇て日く、ヶー•へスょ、然ら- 

ば君の難問ビせる所を余に吿げょ。 

ヶーぺスHく、余は余の難問ビせる所をS5らんに"此a論は疮も前進す 一j 

るこご心く、依然VJOてil:在り〇所に在りて、又た前^桡の反對を被らざ11 

る可からざるは余の^する所なり〇其豳魂が肉敝に入るの前に存在•しj 

居たbビの沿は、甚：U巧みに立論され、余は以つて十分に證明されたbe | 

mふこSを^んか〇然byj雖余の見る所を以つてすれば、死後锫魂の存 

在は、未だffi明されすビなす。余の反對する所はシン1TKCは開一に 



ヶIt K日<、 
人“數多の衣耻 

よ”a永牛なり 
wffttttt の衣la 

a入閲よほ 
に)9る 

非ざるな '何Sなれば、余は鎰魂a肉體よりも强力に.して又た永繽すべ 

きものなるを拒否するこVJなく、輿ろ凡て此くの如き關係に於ては遙か 

に身粑に礎れ-CSVJ爲すものなればなり：> 此に於て議险は佘に向つて瞭 

PJI•して日く、如何なれば汝は尙ほ之れを確信するこtなきやI汝は人IB1 

の弱き部分だも、尙ほiL後に殘るは汝のK知する所なり、然る1:其洛より 

も一府永^すべきものi、其rMI年月の問r?續するこド•は之れをKめざる 

力¢0余は今まシンミアスごrac'く比%を以つて8Sるべければ、余の言 

或は逍理ありや否や、之れ君の思^を炽はさんSする所なり〇余のこt 

に;nゆる所の比1ftは左の如〇—妥に一人の老たる衣を織る者あbて死 

せり、其の死後或者gwぅて日く •彼れ死せるに非す、生ける^たらざる可か 

らす、故に見よ此に上衣あb •之れ彼れの钺り己所、又た筘たる所、而tて全 

く •して瓌る所なく〇て後に残れbeo而〇て彼れ進みて、之れを信せざ 

る者に問ふ|:、其一層永く存0する茗はズ問なるか將た又た使用〇若用 

〇たる所の上衣なるか何れなりやを以つて乙、*C人W1は遙かに永く存 

攒する漭なbごの答辩を得たらんには、其人必ず此く思はん，日く、比較上 



最を蟪之 
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短少時存賴するものi殘れる以上は二層永綾する所の人間の生き残る 

は一府確かに!2明されたるものなbビ〇然bvj雖シンミァスよ、余は矜 

の注^:を乞はん、彼れの言は誤Isたるなb、何人ビ雖此くの如き言の無意 

味なるをaるこiを得べ〇〇而Lて其jftを云ur前記機を嫌る漭は多 

くの]lbくの如き上衣を織b又た^、而〇て是等數多の上衣よりは長生〇 

たりV」雖、遂には其ili後の上衣は彼れよりも後に殘れり、然b Vi践之れ•か 

爲めに人は上衣よりも劣り、又た弱きものなbvigs明されたるに非ざる 

なり〇£2魂ビ肉砬^の關係は同榇なる比喻を以つて之れを說明するを 

将べく、何人ご雖粧魂をWつてG生のものビなし、肉肋は之れに比較せば 

躬くして短生のものなbvj云ふこ£を将べし〇彼れ又た同様の議論を 

以つて、谷人の钹魂U肉fiaの數個を^脫したり、殊にfi生を爲〇たるもの 

の如きは然りV云ふこVJを仍んリ其の生命ぁるの間は、肉liftは馆解枯落 

むてS魂笊に他の衣を^〇、又たその破taをfrfi修するこSを爲す。然り 

tf雖e魂死するに常つてや、其Jli終の衣服を莽せざる可からすして、此衣 

服たる肉體u、s魂よりも後に殘るべC0され)rも遂にS魂の死するに 



--1 I ■ --i 

於ては、肉II其本來•の«點を示めI、速かに分解を<5•して沿散す〇故|:众 

は¥ろ力のffi等なるの點ょりする所の、逞魂は死後にまで存綃すビのS? 

明を«せざらんS欲す〇今荇•し可能なbe.して君•か宵定する以上を} 

^•し、^に^^の生前の存在を^むるのみに止まらす、尙ほ或人の£魂1 

牝後に至るも'/f在.して、再11一三四死亡.JK生.し、而•してS魂は0ら自然の 

力を有0、以つて能く持扮，して數度K注するJを^ん、されでも余は^ほ 

此く考ふるこViなき能はt乃ち®魂は數间のIs生に疲勞6、遂に其數.t 

中の一に於て拽屈0て、全く技U消滅に：§す、而〇て此死、及び遂魂に破滅 

を來ら〇ひる所の肉防の龙解は、何人も知る者な•し、何£なれば吾等の內 

何人も其U域を有せ〇ものあらざればなり〇*.し此說の如.しSせば、か 

の死後の存在を信仰するものは若•し彼れ銳魂の不死不朽なるこビ— 

明〇初るに非ざるょbは、實に之れ愚昧なる信仰を有せるものビ云はざ 

る可からす。若〇彼れ狻魂の不死なるこビを證明するこど能はすCせ 

ば、かの將U死せんビする者*:常に、肉體瓦解じて®魂亦全然泔滅するを 

恐るJは遒理なきに非ざるなり〇 



S等凡ては彼等の首ひ•し所を23きて芘だ不快のl!5cを有•したるは、此後 

吾等互に防りたる所に由りて知りぬ〇何ビなれば是れまで眾阎に確倩 

〇たる所は今や其^仰を振51されil&雑+明の成は、mにSれまで爲〇た 

る所の！s»のみにJhまらす、又た今後の議論にまで影啓を及ぼ05等洌 

斷を形成するこご能はざるか、或は：：2仰の基礎を失ふかの兩者其ービな 

らんvjせり〇 、• 

Hへ ファィドーンょ、«のB5れる時，嗚呼余は冏一なる疑問を引き起〇、 

自ら心に謂へらく、今後余は如何なる^論を信すれば可ならんS〇何ビ 

なれば、ソークラテースの5»»に^りて吞等の確侰すべきしの他に有る 

Iな〇、然るに今や此鉍綸は全く破られてfiすべからすiなりたればな 
0 

り。かの^魂は一神の調和なb i云ふの說は话に余に對〇て非常なる 

引力を有〇たるものに〇て、人の之れを謂ふ時は、1¢に佘に踣へり來b、余 

の自家f.lj見の確！：2の如/、成Cたる所のものなり。然るに余は今や討究 

を新に0、人死するvi雖极魂は生き殘るものなるを誼明する所の他の議 

論を索めざる可からざるなり〇余は^»:顧ふ、ソークラテ..スは染•して 



y丨タラ 

倚：：Klfi 

如何なる嫌論を爲〇たるか、之れを吿げよ〇彼れ亦君*>湖ひ•し如く人々 

ご间〇 く不快なる成逛を有•したるか或は平然て其攻黎に對せ•しか。 

彼a力强く答へ〇か、成は其答辩はliかり•しか。成らん限b精密1:焐り 

«8かせよ0 

フ4 ヱへクラテースよ、^U/JI々ソークラタースには驚^するもの 
なv雖、今P.CO-如く觖歎の情禁せざbeこビはあらざbき。其の彼れ 

*??辯•し^るこごは何取にも非すe雖、第一余を驚かCたるは、溫和偸快 

に6て、痛稱〇たる態度にて兩靑年の言を受辫•したる事にして、次に鏃綸 

に由つて被らされたる則痍に對する銳敏なる威玛及び容易に之れを全 

瘡せ•しめたるこviiなす〇彼れや宛然一個の大將が敗5R散亂の兵士を 

集合〇、隊伍を整へて肅々VI 〇て再び縝綸の戦坺に向ふが如くなbき0 

Hへ 次に如何な％〇こビあbco 

ファ4 ® くばIIけ。余は彼れの右側に近くに在りて倚子檄のものに 

组〇、彼れは稍や高き寢臺の上に坐せbo時に彼れ余の頭を撫で頭髮を 

企の頸に押6付け一余の頭攆を持て遊びつJ云ぅて日く、ファィドーンよ、 



想ふに明籾君の此美麗なる.頭髮は切斷さるVし¢0 : 

余答へて日く、然り、ソークラタースょ、余は然るべ想像す。 

されVjも若〇佘の忠吿を用ゐば、然らざる•へ〇〇 

余日く、然らば佘は何を爲すべきぞ〇 

彼れ答へて日く/:rnなり、明日に非す、^0此JS鎗死し、吾等再び之れを 

生か〇むるこ2能はざらん*:は、君VJ佘VJは共に剃^すべ.JO若•し余に 

〇て君ならんには、又た铋論は余ょb遇走tて佘はシンミアス及びヶー 

ベス1:對Cて佘の地步を保つこビ能はざらんには、佘は自らアグゴス人 

の如く、誓つて、：Wび戰：Iをtill始〇、以つて彼れを破るに至る表では、决して 

頭髮を菩ふるこ£を爲さrるV乙〇 

余！！一く、然り〇然りビ雖へーラクレースの如きも尙ほ且つ二人1:敵す 

るこVi能はざb 〇 VJ云へり〇 

彼れ日く、然らば余を呼びIUだせ、今日の太賜西山U沒するまでは、余は 

君のィオラオスViなるベ•し0 

余日く、余の沿を呼び出だすはへ.-ラクレースがィォーフォスを呼び出 



*oJ 



然b余はK知せ^> 

«に成情なるものは信すべからざるかな、此くの如き人物*>、人£交は 

るや、人性に關する何等の經驗をも冇せざる者なるや明かなbo何どな 

れば經驗は人1:敎ふるに人世の典相を以つて〇、其少數は善良に〇て、又 

た少數は不啓なりビ雖、多衫の人は#不害の中問にあるこビを示め0た 

るべければなbo 

余日く、君の！！cふ所や何をか、a呔す。 

彼れ？?へて日く、之れ其だ大なる人S甚だ小なる人のi»令の如0 VJ云 

ふにありて—其tr大なる人vj祐だ小なる人vjは甚だ#通ならざるもの 

にして、凡て之れを一切の掻端の取即ち大小、迦速、美醜、思白等に適用〇て 

云ふを得べく、又た人の识令、犬の坊侖共他凡ての坫令に於て、極端なるも 

のは少數にして、多數は中l!nのものなり、君は此事實をs{•然•したるか0 

余日く、然り、余は之れを觀察せり。 

彼れ日く、^〇此に^人の紱爭なるものあbviせば、其內大惡なるもの 

は典fr侦少なるは君の發見する所なるベ•し0 
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余日く，其は典に然るが如CO 

彼れ答へて日く、然b-Kに然るが如.し〇素ょり此阅係に於て、謎淪は人 

間の如きに非すV」雖丨こiに余は粘1:導かれて、余の云はんビせ〇以上 

の^をUへり〇然bvj雖比较の點たるや、かの讲純に〇て祁だ餚法に熟 

速せざるものは、初めは成^綸を典なして^个るも、其後典に誤謬な 

るか或Ji否らざるか、兎に角に之れを誤怨なbvJBひ^;g此くの如きJ 

に遭遇•し、彼れ遂に何物をも^せざるに至も知れる*>如く、大論客終 

にはGら人間中辛：货の者ビなれりビ思ふ|:至る、之れ彼笱のみ二切の議 

論及び一切の唞物は、宛もHクリ•ホスの湖流の不哳に干滿するが如く、全 

然资货ならす•して、動搖不定なるを知れるを以つてなり〇 

佘0く，其は典に然り。 

彼れ答へて日く、然りファイド—ンょ、今ま荇〇典J-«確WなるこS、戌は知 
識の可能なるものあするも、かの始めに典58の如く見しvj雖、忽ちに 

〇て不典理ビ變する如き人物は、赏に不幸の人ビ云ふべく、自己及び自己 

の才知なきこSを谷めす6て，其自己の«|悶せる•か爲めにd己の符を一 
_ __ 

フ^!•<!す—^I*os 



1SIS 
こ*!勿れ 

般の»»に移0、今後永久に»»を嫌ひ之れを辨拽し、而.して遂に與理及 

びK在の知識を失©するに至るベ.Jo 

余日く、然^S、KI:不幸なるこyj i云ふべCo 

彼れ口 く、然らば?}^等如何なる嫌綸.1:於ても健康ならざる思想は决し 

て始め1:之れを心中に？?受せざるやぅ注3Sするこビを要す，，而•して寧 

ろrfへ、?V等f.'.fII未tr自ら健^堅Wを^ざるなり、故に吾等^ま•しく進み 

て^神の健ilsを得ざる可からすビ—而〇て哲及び凡てその&は其寒來 

の作活全«5の爲めに、余は又た死の希琪の鉍めに此く云ふべCC余は目 

下の亊价に於て成はff^^fの而目を失ひ、成は俗人の如く(S見の爭論& 

あらさるやを恐るiものなかの爭sir家なるものt鷂論するや、其問 

©の正J1?!•如何んは之れを問ふこ£な <、たr自說1:固執しAを說伏する 

こSのみを疔ビなす〇而乙て此秫の論者ビ余ミの現在に於て區別さる 

るは、晚だ此點のみに•して—彼れは0己が典な云ひ乙所に闕して、人 

を««:伏せんこビを求むビ雖、余は寧ろ自己を說伏せんSするのみにして、 

人を說认するは笫二段の唞な60而0て佘は議綸に由つて如可に多く 
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得たる所あるやをMるこwを爲すの外fill*らざるなり。®•し夫れ余の 

言ふ所にして具货ならんには、余は具？1に說抖され•しものビ凋ふべく之 

れ善なり〇然bvj雖死後何物もあるこビな•しiするも、尙ほ殘れる小時 

問中に悲哀を以つて友人を困らしむるこVJ勿るべく、又た余の無知も永 

嫌tるこVJなく •して、余ビ共に死す可ければ、何の害をも及ぼすこビ之れ| 

存らざるべし。シンミアス及びヶーベスよ、之れ余の心の狀態なり、余は- 

此心を以つて嫌論を爲せbo而〇て余*>荇筇に願ふ所は、丹等はソーク- 

ラタースを总《するiなく、たrlt理を思考せんこ亡なり〇君^〇余は! 

眞?1をfsれるものなb S見ば、*等幸に同葸せよ、芳し夫れ然らざるU於： 
一 

ては全身全力を以って余に反對〇、余を•して、其熱心の餘り、君等を欺き、併： 

せて余自己を欺き、宛も宏蛛の如く、余の死するの前君等の心中U余の刺 

劍を衍め•しむる如きこi勿ら〇めよ0 

而c r彼れ0く、今や}*等進み論分んに、先づ君等の言ひ〇所を余の心 

じ確货にするを耍す。若-し余の記位に0て誤らす£せば、シンミアスの 

疑ひ恐るi所は、靈魂は®令ひ肉體よbも美鹿にして又た神逛なるもの 



なり£雖31:調和の形狀|:存せる所より、成は先づ浒滅するにあらすや£ 

附ふにあり。然るに之れに反こてヶーベスは、盤魂を以つて肉iaよりも 

永續するものなるを許すVJ雖、设魂數個の肉腊を济脫したる後、遂に沿後 

に^〇たる肉肋を後に歿•してaら消滅する1:非すや〇之れ即ち死なり、 

之れ肉肪の破滅に非す.して：&•魂の破滅なり、何ビなれば肉«!には破滅作 

用笊に行はれ居るものなればななす。シンミアス及びヶーベスよ 

是等は孖笠の思考すべき諸點に非すや。 

彼等兩人此言を承跽せbo 

彼れ尙ほ巡みて^^はn前よりの磷綸全粉の力を否定す4*か、或は其 

一部を否定するものなるかを問へり〇 

彼等答へて日く、其一部のみなbo 

彼れ日く、然らば呑等*!知！！は回想なり、故に铤魂は其肉體に幽閉さる 

る前、何處にか前在〇居たるものならざる可からすVJ推^する所の较論 

の此部分に就いては、君は如何に思考するか0 • 

ヶー.Vスは、級論の1¢部分は非常に其威〇たる所に0て、其«富は条毛 



だに®動するこViなく 〇て存せるこvjを答へたbo而乙てシンミアス 

は之れに同意•し、决〇て之れに興りて、考ふるこSは不能なりご云へり。 

ソークラr丨ス日く、然りピ雖テーパィの友よ、若〇君に〇て尙ほ音樂 

の調和は祓合物に•して、靈魂は、肉饅の褙造に於て設けられたる糸敍より 

生する所の調和なるこSを主張する者ならんには、君は興りたる思考を 

爲さんVJせるものなり〇何VJなれば君は調和なるものは、其を組成する 

所の諸分子より先き1:在るものなりビ云ふこViは、决して之れを許溶す 

るこ£なかる可ければなり〇 

ソークラテースよ、决•して之れを許容するこビなし〇 

然雖此®想は之れ、君が铤魂は人の形fiaを取るの前に存在0、又た 

未だ存在せざる所の諸M索よXS成立すVJの言中に含菩せるものUは非 

ざる^何Viなれば調和なるものは、君の想ふ•か如くS魂の如きものに非 

す•して、始めに琴あb、次1:轱あり、次に音聲の未だ調和せざる狀態に存せ 

る者あ办、而して坫後に調和生1:、其泔滅するも亦、最初の者たればなり0 

踅魂に對する此くの如き觀念は、果〇て能く其他の觀念VJ一致するを得 



己のttMa、か 
0知厳はrpl想な 

VSの-w<cl!a 
和せざ*!?■む 

るか〇 

シンミアス答へて日く、«も一致せざるな，cso 

彼れ日く、然bvj雖調和を以つて主旨せる！！餘其物には必す當に調和 

あるべき1:非t-や0 

シンミアス日く、必中然るべきなbo 

彼れ日く、然b S雖、かの知識は间想なbtf云ふ所の窓見ビS魂は調和 

なりビ云ふ所の恣見ビは調和せざるに非すや0而.して君は兩«其何れ 

を取らんV」するか0 
馨 

彼れr?へて日く、ソークラテースよ、佘は兩总見中の前者に對して一府 

强き^仰をtiすVJf3す。之れ3rlに十分余に12明3れCものなbvj雖、後 

者の意見は未だ疮も證明され0こvjなく、たr盖然なるか、成は外見然る 

を^>るi>如き基礎あるのみに〇て、3tれ•か货めに多くの人々の信する所 

たる»:過ぎざるなbo余は盖然の點よb立賒する所の是等の»綸は人 

を瞞苯するものに0て、其使川上大に注意するに非ざるよbは時に雔欺 

にpaるものなるは熟知せる所なb—幾何學及び其他の事に於ても亦R 



bo然り•匕雖知ril及び回想の平理は、信すべき基礎に於て余1:證明され 

たり〇而〇て其瞪たるや^魂は肉肋に來るの前巳に存在•したるものな 

らざる可からすビ云ふにあり〇而•してatJl山たる©魂の货腊は其名稱 

中1:存在のS;筏を合莕せbssふにあ5。余の確知せ0如く、正〇 く、且 

つ十分なる基礎あbて此結腧を承昭.したる上は、总ふに余は链魂を以つ 

て調和なする0論は之れを停止•し又人を乙て此くの如きの論を爲 

さ0めざるやう爲さrる可からす。 

彼れ日く、シンミアスよ、余は又た他の點より此問煺を觐察せんに、君は 

調和或は其他の結成物は、其の之れを結成する所の諸原索の狀態以外、他 

の狀態に在るを得べ0¢想へるか。 

决して然かfflはざるなXVO 

或は其結成諸拟索の行勸、堪受するW 

シンミアス答へて日く、否な能はす。 

以外のものを行励、堪受するか0 

然らば、正0く云ふ時は調和なるものは、之れを構成する所の諸部分成 

は諸M索を輿くものに非す•して、たr是等諸部分ありて後之れ1:附隨す 



»和にa甩度あ 

PI 

るものたるなbo . 

彼れ间怠せbo 

竹に調和なるものは其諸部に反對する所の何等の運filも、昔®も、又た 

其他の性Rをも有する能はざるものなればなり〇 

彼れ答へて！！！ く、然り之れを有するこビ能はざるなbo 

而•して凡ての賙和なるものittKu、諸部分*>調和さるi所の方法に 

關するに非すや。 

彼れ日く、余は君の言を解せざるなbo 

余の总味せる所は、詞和には其皮の存するものにして^〇一府典l:J3L 

つ十分調和さるi時は二犄善く調和•し、又た一府完全に賙和すS雖、若•し 

又た十分に典ならす又た十分完全に朗和されざる時は、其調和の度少な 

く、又た完全ならす艺云ふにぁbo 

»に然 b。 / 

然bvJKI锃魂には程度ぁるものなるか〇成は一の!!I魂は、程度の些少 

の相違に由りて、他の挝魂ょれも成は多く、成は少なく完全なる{ぁるい。 



否な、此事なし。 

然bvj雖若しこiu二個の®魂ある時、其一方は知窓VI德餞ビを有•し 

又た辂な〇ビ雖、他の一方は愚痴VJ不徳VJを有し、又た不菘なるこミ2)る 

は確Kに•して、之れ典に然らすや。 • 

輿に然り〇 

然雖かの迸魂は調和なの說を主驳する所の人は、©魂中に德 

g私及び不徳の存在する此唞を如何に說明せんiするぞI彼等又た此處に 

£填2£5雜も他の調和及び他の不綱和ありて、有徳のS魂はg和したるものにして、 

自肪巳に調和〇、又た其內に他の調和を有•し、不德の莛魂は元來不調和1: 

Lて、又た其內に他一の調和なるものも之れな云ふべきか。 

シンミアス答へて日く、余は«fへ能はざるなり〇然^s Vi雖此くの如き 

の說は、かの璲魂を以つて調和なbviする人のS：ふる所なるベ〇 VJ信す0 

而〇て吾等巳に許容すらく、如何なるS魂も其透魂たるU於て他の迸 

魂に©れるに非ざるこiを〇而〇て之れ調和なるものは其調和に多少 

ある1:非t又た完全或は不完全の調和あるに非ざるこSを承S2せるに 



等•しvnKふべきに非すや。 . • • 

全く然-CNO 

而〇てかの調和に多少なき所のものは、其の調和されftる事に於て多 

少なきものに非すや0 

興に然bo ••ハ 

かの、調和されたる事に於て多少なき所のものは、脚和の多少あるこVJ 

能はす〇て、たr同等の調和なるのみならすや。• 

然り、同等の調和なbo 

然らば一の鎰魂は、他の靈魂ょりも或は®bて或は劣りて、逛魂たるに 

非す•して、又た或は多く、成は少なくm和されたるに非ざるにあらすや0 

確かに然り。 

然らば靈魂は調和不PI和に多少あるこS能はざる•にあらすや。 

然bo 

而tて賙和成は不調和に多少なき以上は、若し不徳は不調和にして徳 

は調和なる時は二の•挺魂は他の铤魂ょりも多くの徳、或は不徳あるに非 



ざるにあらすやo • 

典に然bo 

シンミアスょ、今一W之れを精密に云はんに—荇.し祓魂は調和なb S 

せlidc内决〇て不徳あるこV」な.しi云ふぺ〇•何vjなれlr調汩なるもの 

は、全然118]和に•して、决〇て不調和の部分ある可からざればなbo 

然k不調和ある可からす0 

故1:尜魂に•して完全に劣魂たる以上は不徳あるこなきに非すや0 

然b??o前論にして^立せる以上は、雀魂中如何に•して不徳^るを得 

ん•ゃ。 

荇•し、&魂は何れも钎典性を等•しぅ〇て铤魂たる以上は、j切の動物の 

一切の^魂は、又た等•しく#たるべきか0 • 

彼れ0く、ソ—クラ！K —スょ、余は君にrasす〇 

彼れ^く^は凡て此^^は竹な典なりビ见考するか〇何^なれば是等 

は尜确は調和なb £するょ.CS生する所の結果たるを以つてなbo 

之れ•»理たるこ£能ut-o 



彼れ日く、今ま一皮問はん1:、人性の諸分子中、签魂以外果して他1:如何 

なる支配者かぁる。殊にK者に於て之れをWIふ。君は果して何等か他 

U之れ«)るを知るか0 • 

货に余は他に之れ有るを知らす0 

而〇て捉魂は肉flttの成動S一致せるか、成は相反對せるか0例せば身 

防熱〇て说せる時は遂魂は吾等をして欣むこVJに逆は•しめ，又た其饑袅 

•し時U食するこ£に逆は〇むるこ£を爲さrるか。此くの如きは、靈魂 

が肉阶上の事に反對する千蓠中の一例たるに遇ぎざるなり〇 

尻に然bo 

然るに^魂は調和なる以上は、其の之れを構成する所の諸紱の緊骐、弛 

絞、振動及び其他の成動1:逆つてニーIfrrも發するこvj能はす•して、たr之 

れに随從するのみ、决〇て祺くこビ能はざるにぁらすや0 

彼れ答へて日く、其は然らざる可からす。 

然るに挺魂は全く其;X對の唞を《せるは3等のK知せる所にして— 

由つて構成されたbi信せらるi所の渚说素を洱き、終生一切の方法を 



Wつて茁に其諸1«本に反對0，街突0、£には擗垛及び«?術の激烈なる苦 

0を以つて〇、時には溫和の方法を用ゅるこ£ぁり〇成は時|:|«々の欲 

切ゼ欲、恐悃等を竹iflo、或はa*•し、宛も钣魂B身ならざる物に對〇て2§ 

る*>如くするあ办り乃t>ホメーロス*>『才•チ？セクスJの2.1F中Uオデ？セ 

クスをtlkc;て一 

『彼れ其胸を打ちて心をttめて日く、忍べよ我心、汝は旣に、之れU 

もIfrbて惡〇.きこV」を、忍び0には非ざるかj 

£云へるが如0。羿はホメーロスの此言を以つて、其銳魂は調和に0て 

曲船の成動に11!つて左右さるiものなOVJ雖、ffcjftff諸成泐を洱き、之れを 

左右するものに非すビするの奴念を以つて拽き•しものなりvj思ふか、成 

は：&魂は如何なる調和よりも遙かに©りて神鍇なbvjなすものなbvj 

するか。 

然り、ソークラタースよ、遙かに神®な.^£して1?Fき〇物な.^ VJttwT-o 

然らば友よ#等^魂は調和なりtf云ふは正當に非ざるなり、何VJなれ 

ば之れ即ち神©なるホメーロスに背き、又T:舒笠自身にf?くものなれば 
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彼れ日<-lau然り。 
ソークラr1ス日く]!fcくて再の本^テーパィなる、調和の女神ハ〆モ 

ニァは、いV」叮^:に丹誶に屈服•し玉へb。されV」もヶーベスょ、其夫の神 

たるカドモスに對•しては®等如何に云ひて之れを錤め屮すべiro 

ヶーべス日く、余は信个«は神錤づめの方法を"發明すべ0ぐ』。余は君 

が此淡論をハルモニァの女神に№1係せ•しめたる所の巧妙なるこSは、實 

に尨外たり〇なり〇竹にシンミァスが其難問を提出せるの”余は具に 

想保すらく、彼れに対する答辯は决•して有ベからす '此/、思ひたる 

が故に彼れの議論*>矜の1粮に因つて之れを支ふるこ£能はざり0を 

illては、又た大に笟かざるを得ざるなり〇而•して其の所湖カド#スたる 

所の他の硪<1も、亦たIM1一の運命にitf遇するや必せbo 

ソークラテース日く，?>#良なる友ょ、五：等誇る所なからんこ>」を要す、 

何ビなれば或は嫉妬ありて、今ま余の7|はんビせる所の言沾を逸失せし 

むるの恐れJ)ればな然bvj雖此$は神のT-中にあり。さnVJも吾 



Is 

等ホメー&ス跻代の風沢の如く允に和近づミ以つて君の苕跆の力を試 
名 

みんビ欲す◦而〇て今まこ5に淪せんビする諸點は|矜が、盜魂の不滅 

不死のものなるを證明するを耍求せるこVJ、及び^f〇此取に0て證明さ 

れざるに於ては、かの死に於て確：^を介せる所のrf平^vflii界に至り〇 

昨は、他の神®の生活を爲せし所の人々ょbも幸祕なるを^るVJmする 

は、空•しく且愚昧なる53仰に過ぎすV」な0、而.して^は、此く云はん、日く^ 
¥ 

魂の權能及び神帮なるこビの說明、及び又た其人Wに來らざるの前にV 

在せるものなるこビの證明は、必す•しも典不死を含^せす〇假令遂魂是 

れまで長生•し、前生に於て補々の^を知り、又た行ひたるこビを許较する 

も、此PP.由を以つて〇ては、尙ほ银魂は不死なり£云ふべからざるなり。 

而〇て进魂が人fi5に人るは、成は之れ疾病の一掙に•して、!^魂龙解の始S 

云ふべく、而0て終に生命の勞艿終り0時、所斯死なるものに於て終鴆す 

ご云ふを桫べ0。而.して遂魂の抝脓に入るは、典1度たるミ數皮たる2 

は、君の云へるが如く、毫も個人の恐悃を生する點に差利を生するこVJな 

〇、何iなれば、人芯•し知識なく 〇て^魂不死の理由を32明する"-,'tf能は 

--- - —— I 〆I A1七 



ざるB3Pは『何人VJ雖饵も常識を缺拟せざる以上は、死を恐れざるを^すを 

ヶー•へスょ、此言、成は此くの如きの說は恐くは^の思想ビせる所なるベ 

し。余•かこiに之れを再述するは、何琳も迫^なからんが爲めに、殊に® 

したる所なり。故に若〇君に•して余の*aひ0所に不足なb VJせli:之れ 

を補ひ•冗多の所ありビせば、之れを除き去りて可なり。 

ヶーベス日く，余の今ま兑る所を以つてすれば、目下何^も附减する听 

あるなく、君の云へる所は、全く余の意味せる所な-CNO 

ソークラテース啊く言を中止.し、沈思冥默する所あり，し*>、遂に云ぅて 

日く、ヶーベスょ^は生產及び席Hの性質全ftaを包容せる所の驁くべき 

疑問を起こさんVJせる老なり。此>liにIftJ•し^^〇欲せば、余は自己の經 

驗をgiらんt欲す、若•し何唞か余の11nふ所に〇て、君の難問を解释するに 

於て利益あb VJせば、gふ之れを採用せょ。 

ヶーベス日く、余は君の云はんViせる所をぬくは、大に盟む所たるなり〇 

ソークラテース日く、然らば余は君に紐るベ•し。ヶーベスょ，余の財ほ 

年^か1り*し時、余はかの所|1〇0然研究なる0^を知らんこビの：2^6な 



る！を^I•し、敢物のM因を知り、何故に物は；：i：在〇、或は伽造され又た破 

壤さる一やを知るは、商fAIなる^問なbvj思ひたり〇又た余は常に此く 

の如き疑問を思考するこvjを以つて自ら心を惱ませたbo乃ち其疑£? 

たるや|諸動物の成&なるものは、或人の言へる如く、果0で寒袅の拟理 

の作用に由つて生中る所の成るrl敗の結果なるか〇かの血液なるもの 

は*等のm想を作るものなるか、或は之れ空氣なるか、或は火な，〇か〇成 

は全く*^のものに非す•して—たr腦腿のみは^るこく聪くこ£、臭ふ 

こ£等の知«の本源する力に0て、又た記腿も意見も此ょり生£:^術な 

るものは3iM及び总見等が確Wたるこビを得る1:至りて•始めてこiに 

基づくこiを得るに非すやVJ云ふにありき〇此に於て余は物の腐敗を 

以驗せんVJ 〇、又た天地の^物を討究.し、而•しC終に自ら是等の研究の全 

然不能なるこビの結»に逯せりllb^にRn〇ては、企は十分君等をrMidせ 

0むるやぅ誑明を试むべ•し〇余•か是等の研究に欲溺•したるや實に甚•し 

きものありて、余は爲めに自己及び他人にも、十分知れ居たる所の事物に 

對〇、全くW目VJなり、以前に自明の典理思ひ■し听は，之れを^却C去り 



たり。例せば人問の成拉するは飲食の結果に.して、食物の消化に由つて、 

人は肉に肉を增•しItl:^を加へ、適伶性のものある時は、少搋のものは多 

货ビなり、小なるものli大VJなる等の事等、是答は余は0明の典理€姐ひ 

居たbe之れ近理あるffi想にはあらざるか0 

ヶーべス日く、然り、余は•しかfflへり〇 

1s;，a然〇ど雖余は何ほ首ふべ>こごあり0前には余は大小の意莪は十分 

之れを理矜せbvjffiひたり。故に-U大なる人の短小なる人Vi並び立て 
: 

る時は、余は、一方li他方より丈商きこ£殆ゼ」頭の&さなりビ想倮し、又た 
镛 

坻をiAたる昤は、其一方大に〇て他の一方の小なるをも之れを知れb vj 

想ひ、WI1又た十は八よりも大なるこご二なり£尺は一尺よりも大な 

何£なれば一一は一の倍なればなり£知れbvj想へbo 

ヶーべス日く、此くの如き氺に關する羿の現在の姐想や如何ん。 

彼れ答へて13く、あ{、余は是落の內の何物のM因をも知れb yj云ふこ 

• ビ能はざるなり0何ビなれば余は1に1を加ふる時、加へられたる所の 

一は二VJなり、又た二搁のW位の加へらるi時は、加法のJlIi]に由つて二 



ビなるビのffl山に就>、sら滿足するこビ能はざるなり〇今茗〇是等を 

分離せ6むる時は、各々一に〇て二1:非す、又た垃等を合.し、取に之れを接 

S伶 <:せ•しむるこVJは、处等*>1ービなるの拟2!たりごの§?由|:至つては、 

余は之れを了矜するこVJ能Uざるなり0又た余の彤せざる所は、如何な 

れば一を分^するは二vjなるの方iicなりやi云ふこVJIなす、何V」なれ 

ば興bたる>K{因に〇て、M一 結果を呈すベければなり〇丨即ら前には一 

ビ1iを加法•し接-KするこV」が二の原因たb、今や一を分離せ.しめ、又た 

蘇法するこビが二を生するの烺2：たればなbo此くて余は|或は其他 

何物なbごも、或は生1;、成は滅するの砰山を知れりごのこミに滿足する 

こVJ能はす〇て、たr心中新なる研究法の混81せる®念を有せるのみr. 

〇て、其他を許容し能はざるなbo 

彼れfilほI.VIぅて日く、余は或人のァナキサゴラスの*中、心意は典物の 

茲定济に〇て又た拟因なbvjの：2Sを諮むを肐き、余は大に之を欣びWつ 

て稱贷すべき思想なbs •し、自ら心に謂へらく、—若〇心®は茲定者なら 

んには、心.ffiは离卞Mも笞良にis定すべく、各^物を其/ii良の堪所に配® 



すべO VJU而〇て余は論L:て日く、人茗6何物たbvjも、其生產、破瓌成は 

存在の1«因を驳)1せんビ欲せば、必中や、如何なる狀態の存在、行爲及び堪 

受は其物i:/liAなるかを發iiせざる可からざるなり〇故に人は自己及 

び他人に取つてJliち好•しごする所を思考すべきあるのみ3而•して彼れ 

又た最も惡〇きものを知るベ己、何ごなれば^術なるものは#惡兩龙を 

含むものなればなりビ〇此に於て余は巷びて思へらく、余は、腿^〇たる 

が如き'^在のT4因の敎一:をアナキサゴラスに於て^たり：rfn〇て彼れaft 

一、地球は平而なるか或U球形なるかを余に敎ふるならん、而〇て*•し其 

何れかなbvjせば、彼れ必す進みて3¢然るの1«因及び必然の理由を說明 

すべく、次に又た沿も粦きものi性Kを敎へ、又た何物は/IIも奔きものな 

るかを示めすべ〇〇芯•し彼れ地球は宇宙の中心にあるものなるを云は 

ば、Wほ又た進みて此位说のMも薄]iなるものなるこV」を說明するなる 

ベく、而•して余は此說明に滿足•して他の•旅因の如何なるものをも要する 

こごあらざるべ.し。余は又た進みて日^足辰に關.して問ふこビあらん 

には、彼れ余に說明するに^等諸天體の比校速力、其间秘、及び能動rr则の 



大失a 

純々の狀態を以つて〇、凡て进等の琳は何故に»も善なるかを以つてす 

ベ〇 VJ53Cたbo何vjなれば彼れが心；(£を以つて萬物の裁定者^なt 

や、彼れ必す又た离物のla在ぁる•かごごきは、之れ-Mも#liなればなbvj 

云ふの外、他1:坪(11をftiへ^ベ•しS想m•し能Uざればなり。余又たBへ 

らく、”〇彼れ拃細に谷寧物の•脱W、及び一切离物の1?(因を說明するなら 

んじは、彼れfAiほ進みて、何物は各事物じMも善に•して、又た何物は一切に 

向つて誨なりやを説WJするならんビ)余はKU多額の金錢を以つてc-r疋 

答の希^を、货るこビを爲3す、余は其«物を得て熱心以つて之れを讀破 

•し、成らん限り速かに、似も善良なるもの"及び地も惡.しきものを知らんこ 

ビを力めたり。 
此くて心中に形成.したる所の希aは、雄rしむべくも全く失Sに終りた 

り0余は進みて研究.したるに、此饵平名は、凡て心总成は命令の他の拟理 

を放楽•し去bて顧るなく、たr空*H丨テ^水或は其他の法外のものを 

假り來りて以つて說明に^せんミせり〇余は比喩を以つて彼れを湖は 

ば、彼れや、全Mに心总を以つてソークラテースの行爲の原因なb S主吸 



するに始めたる人なbvj雖、詳細1:余の柯々のrrfiを說明せんSする1: 

常つてや、余の此に坐するは余の身flftは你格及び筋^ょり成り、而〇て斤 

格は兇®なるもの1:•して、足等を分つ所の關節を^•し、又た筋は伸力を^I 

〇てit格をtll•し、又た其上面には之れを^ふ所の^及び皮鹰を有せbo 

而•して竹格は筋の收.縮及び弛粒に山つてMJ節に支持せられ、余が四肢を 

|!!1折するを^るは|![!6たる恣%に在るを以つてな6丨ビは彼れの言は 

ん£•する所なり。又た余•か此に君等i談is•し得るこどに付いても、彼れ 

同樣なる說明を與へ、其理mを以つて音瑯、空^及び聪«にM•し、其典正の一 

151因を明示するこSを忘れて、同樣なる他の千茁の府因を常.てはめん0 | 

其の-n正の®因vjは、ァテーナィ人等は余を以つて刑すベ■しi考へたる 

•か故に、余は此に衍ま〇、余の宣吿に從ふを以つて 一M鞍に•して一層正•ぼ 

なbビ考へたる所のものなb。何Sなれば?vo是等の筋肉及び骨格等 

に〇て^(:>!«!:答wfwl:A-iも究•しかるべ〇ど考へたる思想に從つて動か 

?るCものに0て、余は懶惝を働かす、决.して脫走を企つる如>取を爲さ 

す^家•か加ふる所の如何なる別をも之れを堪受する听の二M善,&•なる'一 



一WWWなる小を採ぶこビを爲さrbしならんには、垃等の筋肉、是筇の 

竹格等は、久〇き前に已にメガラ成U•ホィォーチアに到り•しなるベ〇ビ 

方へざるを^:ざるなbr之れ犬にf?つて云はん、必个然b •し^るべ■しso 

此胶必すや凡て垃饵の^{*に於て拟因及び倐件に關.し、不思議なる混«ぁ 

らん。ffii•して人成は云はん、仲格、節肉及び身船の其他の部分なき時は、余 

は决•して余の目的を^rrするこi能はざるべ•し¢0然りビ雖是等布る 

•か爲めに、余は其の爲すが如く爲すを桫るものに•して、之れ心意の作用す 

る所の方便なり、决•してiiJiなるものを撗榨•して行爲せ•しに非すS云ふ 

は、洗?r不注总に•して、其正^を誤b •し、.VS/Vビ？iふべ•し。余はWに彼等•か 

1«间ビ饨忭VJをK別するこご能はざる(:笟かざるを得す。而•して多く 

の人は閒黑屮に行校〇て^に淚て常に誤りたる名稱を付〇て原因なり 

Sせり。此くて成^は、滿旋流勅敝なるものぁりてWつて典物を回Wせ 

しめ、地球を天に的定せ〇むVJなし、成^U又た水槽の如く •空氣を以つて 

地球を支持するものVJな0、次0て何等の力なるものぁりて、是等典物の 

然るが如く之れを*理•しittも]iiく之れを整理するものなb Wの事を、心 



に思ふこビなく、是等鸹物中には一钝秀絕せる力あるを發見せす•して& 

等は塔ろ#ょりも一屑强力l:、lM永久に、叉た一層多くをH括する所の 

世界の他のァトラスを發見せん事を^み一而〇て教務ビ〇て又たflgく 

敢物を包括する所の啓の力なるものに就いては、彼等何事も考ふる泝あ 

らざるなり。然り¢8¢之れ余の求むる所に•して、何人たも敎ふる洛 

あらん1:は、余は切に之れを^ばんこビを熱^する者なり〇されrも余 

は自ら此敢势なるものを發見する唞能はす、又た何人にも平ぶこビ能U 

ざりき0故に芯〇哲に〇て^む所ゐらんには、此1«因を討究する第二の 

沿も荈き方法なbs余の發見•したる所を^に示さんか0 • 

彼れ答へて日く、余は謀〇みて其^を聦かん0 

ソークラタース逝み%)して日く丨此くて余は與の»£の今究こ於ぃ 

て失敗•したる•か货めに、余は钹魂の眼を毀拟せざらんやぅ注意せざる可 

らすビ考へたり〇之れ人、口蝕の時之れを水銳じ映0、或は之れに似たる 

中nil物を使用するこごなく、Kに太陽をiiつむる時は肉«?の眼をtfs寄す 

る•か如きを以つてなbo余の坫分に於ても亦此くの如く、枚•し余こして 



rff在すsせぱ 
Kffu不死なリ 

眼を以つてffi物を見•又た成fiに依つて之れを了分せんこvjを試むるIJ$ 

は、成は全く余の精神をffp•し了らんこ£を恐る〇此に於てsnへらく、余 
外 

は技•ろ心怼界に：g依•しWつて此に存在の典理を求むるの®れるに如か 

す¢0余はSWはん、此比喩は完全なるものに非t-VJ——何Viなれば思想の 

中Rn物を介•して存在を考究するは、かの行動及び作用1:於ける存在を思 

考する所の人に比较せば幾分か潢然たる鉞影を越むるに遇ぎす^の說 

を、企は未：U綷易に許^せざるものなればなり〇然b VJ雖左の如きは余 

の適用•したる方法たるなり、乃ち——余は坑一余の認めてAIも聚固なbi 

せ〇所の或waを取り定め、而〇て何物たbvjも此保理に众すvj思はれ 

たる所のものは、或は拟囚に關0、或は其他の諸物に關0、余は之れを真理 

なb S斷定•し、之れに|致せざる所のものは、余は之れを不與理なりご哳 

定せり〇然b VJ雖余の意味せる所を今一屛明眯に說明すべし•何Viなれ 

ば羿等は未だ余の云ふ所を了妗せざる可ければなり〇 

ヶーベス答へて日く、然に未tr十分に了會せす0 

彼れ日く、余の諸君にSSらんvjせる唞は、«も新奇なるに非ヤ•して，たr 



余の前論及び其他のm41に於て、常に、又た何處にても：冉三反後•したるprr 

のものに遇ぎざるなbo今ま余は、余のffl想を允て•し所の、其拟因なるも 

のittsを說明せんS欲す〇余ii人々の口1:せる所の、吾等の聽き惯れ 

•し所の(|1に溯0て論せざる可からざるなり、而0て先づ絕對类、絕對夯、絕 

對大及び其他此くの如&ものゐb Sのこごを前定〇て^せんiす、可な 

らんか。然らば余は荇答に•取Wのi1:Rを^明•し、义た尜魂の不死を誑明 

するiを得んV」の希slYr*するこごな. 

ヶーベス日く討なり、庇に其迸明に進め0 

彼れ□く、然らば余の知らんiする所は^は此後段の^;1:於て余にIP] 

意するや否やにあり。何ごなれば^•し絕對义の他に、何物か戈なるもの 

あby,せば、-Jti^は之れ絕對:)$の一部を分冇せるに由るものに外ならす 

VJAへざるを^}•ざればなり—:JI;他の諸物转な然り〇芯は此のM因の觀 

念に同恋なbや如何ん0 

彼れE く•余はIM]恋なbo 

彼れ進AてHく、余は今i^rひ、し所の«等の«明なる他の漭垛因は、何 



tiG美なるu 
い笼Jなる«念を 

«有せるに由る 

物をも之れを知らす、又た何物をも了分する所あるな•し。*し人あbて 

色彩、形狀或U31:他此くの如きは美のffi因なりVJ云ふこicoらんには、余 

は全然之れを顧みざるなり、何iなれば是答はr:rに余をill亂せしひる 

のみなればなり。而6て簡明に、m獨に、恐くは又た愚iff!:心中に斷定す 

らく、何物も物を芙VJなすに非す•して、物の英たるや、其如何なる方法如何 

なる狀態を以つて伢たるやは之れを問はす、たジ*^^の存在及び得也に由 

つて始めて^たるなり〇而して其力の存在及び得有の方法狀態等に至 

つては余は米だ之れを確知せすVi雖、余は、美1:山つて一切の笑なるもの 

は奕ビなり〇ものなるこビu、Iaく執つて爭ふものなり。之れ余自身及 

び他人に對•して爲す所の*も安全なる答言なる*>如〇〇而•して余は此 

主莪は决•してW75されざるものなるこごを信Cて13く此主兹に倌依-し、 

游〇余cn身及び其他何人たり£もfylふこごあらんには、余は安んCて此 

く答へん、日く、奕に山つて^なるものは类tなれるなbio君は余の說 

に同;IXせざるや如何ん。 - 

余は同怠なり。 



又た『大JI:山つてのみ、大なるものは大VJなり、より大なるものは、より大 

V,なミ小—つて小なtのなるに非すや。 

典に然bo • 

€牙0rwi!«<«^ll然らば^•し人ありて；！；5に?Wふに、甲は乙よりisjき、と頌の長さに•して乙 
こ30を^ 

は屮よ〇低きこビ又た然りビ云は叉逍は此言を許容するこビを拒絶〇、 

阴く軌つて此く論すべ0、2!く、汝の恋味する所の、より大なるものは『大』の 

介在及び其理山に由つて始めてより大たり、小なるものは、た5^小^.の存在 

及び其«!山にIIIつて小たるのみVJ0此くて、よb大なるもの及びより小 

なるものは、兩洛に通Cて间|なる所の頭の尺度に由つて、より大、よb小 

ビ云ふの困難を避くるこごを^ベく、又た、より大なる人は、小なる頭の理 

Iflをnつて、より大なb VJ云ふ•か如き奇怪なる不旮理を避くるこビを份 

ベOQ君U此くの411き不分理の綸を«すこVJを憚らざるか0 

ヶーベス笑ひつi答へて日く、余は之れを傾る。 

界又た、十は二の理lilを以つて八より優れbvjするこビなく、數に由办、 

又た數の理由に山つて然るなり£云ふべ〇〇君又た二尺の 一Rに疫れ• 



るli其-1*-の坪rlll:山るもの1:非す0て、，大さ』に141るものなりyj云ふべき 

に汛ざるか——何VJなれば凡て必等の%分に於ては同榇なる誤謬に昭り 

易きものなればなり〇 

彼れ日く、具に然り。 

其又た'ビービを加ふるこVJ及び一を分#Iするこiは二のffi因たる 

iを哳nするには注总するには非ざるか。君はIgl邾以つて確言•して言 

へI何物ビ雖、其自己の的有の本船を分有する1:非すんば、决〇て存在す 

るものに非す、從つて竹の知れる範阅に於ては、二の唯一の1«因はr二たる 

こvj jなるものを分有するこ£に•して_之れ二の二たる所以なり、又た『一 

たるこVJ Jなiものを分^JするこVJは、一を爲す所のi«因たるなXNVJOS 

は此く云ふべ•し、Pく、此の加法及び除法の難問はWく之れを措かん—余 

ょbも!1X明なる阳腦の人之れ1:答ふべ.し^驗なく、又た格Hの云へるが 

如き、容易に自己の陰影に驚く如きの余は、此顶理の確»なる某礎を廢棄 

し去るの讓步をなすこビ能はざるなり>5而0て苦0何人か此點に玲 

て君を攻擊するこVJぁらん1:は、其論の結;«}は2Lに一致するや否やを明 



かにするまでは、君は彼れを恋VJするこVJなく"又た、答辯するこVJ勿れ。 
ソ 

人^•し此MJSに就Sて1AJほ進みて其說明を求むる時は、君は進みて一層 

商く、1AIほi«きffi理を取り、lMiffiきM理のAt上なるものに於て休息する 

の坳所を發Mするこ£を®せ。然b i雖嚷論家の如く、共の譏綸中、原a 

S結/..}iをiftrM]する勿らんこVJを要す_少なく VJも，君^.し典K在を發 

見せんVJ欲せば，然り。而•して此沘同たるや彼等に在つては何事にも非 

す〇て、彼等は嗜も典牟に此>!<•を思考•して注意するiなく、如何に彼等の 

la念aiaISL紛Mせbvjも、自ら悦ぶこiを爲.し^るものたるなbo然り 
争 

ビ雖竹^•しfr^^-ならんには、必す余の言ひし如くなすべ 

シンミアス及びヶーベス典に言を揃へて首ぅて日く、君の言へる所具 

に然bo 

Hへ 然りフ/ドーンょ、余は、彼等がIM]意•したるに就いては別に驚く 

所な•し。何人VJ雖、聊かなbvjも知力あらんには、ソークラタ丨スの思想 

の驚くべき明l)ffなるこビを承認すべきな60 

プ，4 Hへクラテ—スょ、Kに然bo此くの如きはffに其席1:列なり 



31II.Vの成な 

倚«、M I人に 
LTMaJに大r: 

V小れるの矛B 
aこれ有ywtt 

C.U 彼れ、telil 
SLて「大なる 

CWJI小なる乙 
MJなるものを 

有せ3に由Zな 

フィ凡て此少許fれ4、彼等諸3念存在、し、其他の諸物はぶ 

分有•し、其名稱を奴念よりWた6VJのこVJU间意せ卜〇老•し余の 

〇て誤らすy>せば、ソークラクースは左の如く言へり〇 

之れ君の営防の方法なbo而•して君若•しi/ンミアスはソークラr 

スよb大に•して、フ，イドーンよbは小なOVJ言ふ時は、君はシンミア 

珥言3S中 

*0 



「大jのU念は决 
Lrr小JSなる 

こ*-なく「小しの 
Iて 

スたるを以つて小なるに非中、たrシンミアス®大なるこ£1:比位•して、 

典「小なるこVJjなるものを有せるに外ならざればなり。 、 

典に然り。 

芯•しフ，イドーンに•して彼れよbも大なbviせば、これファイド—ンはファ 

イドーンf:るが故に非す•して、たrファイドーンは、比較上小なる所のシン 

ミアスに對•して『大なるこるものを布せるが故に非すや0 

眞に然り。 

故にシンミアスは大なb VJ稱すべきVJ同時に、又た小なXS V」稱すべき 

なり。何VJなれば彼れは兩济の中間の人に•して、其大なるこビを以つて 

一方の小に®り、又た其0己の小なるこVJに®る所の他の大なるこミを 

承S2せるを以つてなりVJO彼れ又た笑ひつi附加〇て？Iぅて：n く、余は 

甚物の如く語り居たり、されV」も余の言へる所は典なbvj信す〇 

シンミアス承認せり〇 

余は此く3ftれb、之れ^が余に同意するを欲する•か故なbo而〇てか 

の絕對大なるものは大たるCM時に小たるものに非すCて、?f等及び几 



體物に^する所の大は、决•して小或は他に劣るVi云ふこビを*IFさすして" 

大小兩物のiff遇する時には、よb大なるものは、其反對たる所の、よb小な 

るものに對〇て成は遁れ或は退睬〇、或は小の近づくの時、旣に存在を停 

止せ•しものたるなXSO余の如き坶合に於て云ふも、シンミアスU比較し 

て小たるこごを受け、又た之れを許容•したる以上は、余は現に余の、小なる 

•か如く小き人¢0て存するな^^而〇て大の奴念は决して自らMして 

小ビなるこVJなく、之れVJIM1L:く?f等に存せる小の奴念は、又た决して大 

たり、大VJなるこVJ能はざるなり〇其他如何なる反對のものビ雖、常1:同 

一に存•し、其反對のものSなるこvjなく、たr其變化にR •して退^するか、 

或は滅Cするな卜〇 

ヶー••ヘス答へて日く、之れ全然余の思想VJする所なbo 

此に人/rの内一人、余は明かに其雄なb •しやを記MせすS雖，云ぅて日 

く、cbi之れ吾等が前に許容.したる所S正反對には非ざるか。大より小一 

來办、小より大來り、反對はたr反對よb來るiは前に»:したる所な-〇、然 

るに今や此KC理は全然拒否されたるものi如し。 



As赛物の反w 

の反ftdu之れ 
l-lsi別するを*• 

ソークラテース此言を爲せ.し人の方U頭を傾け之れを趑きてSHぅて 

E く、余は対が此取を余に注窓•したるの勇氣を愛す〇然bvj雖君は兩者 

の拟伶の興るこSを奴ざるな.何ビなれば前には吾等具體の反對取 

物(:就いて训ひ«りしビ雖、今は资體上の反對物を荆へるものに、して、巳 

I:斷定•したる如ぐ、吾答に於ても亦C然に於ても、其物自身£背反すると 

能はざる所の物なり〇友ょ、前には吞等諸物に就いて語り居り•しものに 

•して3!:諸物たるや、反對なるもの其中に存在•し、其存在せる所の反對物に 

從つて其名稱を枬たるvjころのものなり〇が、今まS等の言ふ所は、諸物 

中|:介在する所の反對物其ものに.して、掰物に其名稱を與ふる所のもの 

たるなり。而〇て是等K體上の反對物なるものは、决、して2に扣生L:桕 

铋化するものに非ざるこvjは、7i-等の主張する*>如 •しVJO 此く云ひつ^ 

fMJ時にヶ1Yスの方じ向ひて日く、ヶーVスょ、君は反對总見の爲めに、吾 

等の友人に全くffi亂され•しや如何ん0 

ヶIVス答へて日く、否、余は•しか政せざるなXNO然りビ雖佘は數々反 

釾說にIIIつて思想を亂？るiこビを否むこyj能(tざるなり0 



霉に然を扣ふれ 
ぱ水に5<す«雄 

「寒JuhJに9 
>ざるなSN 

ソークラタース日く，然らば香等は結^反對は、如何なる鎢赍£雖决し 

て0己U反對するものに弗すVJの說に一致せ$0 

彼れ答へて日く、吾等全く其說に開窓す。 

何ほ一問他の覿察點ょり«の一考妒炽は0、君は果して余の意見^-1 

致せりや否やを兑んビ欲す、乃ち——稱Cて&熱>j ISひ、又た寒冷VJ3Hふも 

のi)り£するか0 

然b、之れ有bSなす。 

然bvj雖是等は火及びsyi同L:きか。 

决〇て№1一に非す。 

溫熱艺火ビは別物な6、寒冷はSC同一に非す0 

然り〇 

然b vj雖yi:苦•し之れに熱を加ふる時は、热も雪も共に煞及び雪s fノて 

存留するこVJなく、熟の進むに從つてSは退隙するか或は消滅すべきな 

bo之れ前に云ひし所なリ〇 

彼れ答へて日く、-Bに然り〇 



而〇て火も亦寒の進むに於ては、或は退l!s.し或は?l!rMすべ•し〇又た火 

に•して寒の勢力に制せらるi時は、火も寒も前の如くに存するこビなか 

るべきなbo 

彼れ日く、然bo 

而して或Iti命に在つては、級念の名ffiは、永久の結赍に於て觀念に附荞 

するのみ1:止まらす、其他、«R念に非す•して、g念の形に於てのみYfする所 

の物も、亦其如きこビを得るなり〇余は例を:.:げて之れをnJJ哚にせんに 

.~奇數は*ffil:奇の名稱を以つて稱呼さるiu非すや0 

然办〇 • 

然bwalたr奇nのみ奇£稱呼さるiものなるか〇其他JC:奇たるこ 

iioてはIH]一に非すVJ雖、其奇たるこVJなき1:非ざるょり、自己の本名 

を有じ、rfilもfilli奇sffiさるi所のものは有らざるか——三のtoき數ユ"奇 

の陪級TTに在る所のもの1:はぁらざるか——之れ余の問はんVJする0Tな 

bo其他Wほ數多の例ぁb、例へばI三は其本名に山つて稱呼さるis 

同時に、又たVィ^VJ稱せらる、然るに三S奇ビは同一に非るに(5レすPO 



す4S有て»胍 
をせ、のに 
もる其み* 
互所Wに® 
にの體非上 

をすの 
斥W含L反 

之れたr三のみに非や•して、其他五及び其他のRJ次の數も亦然り。是等 

传な其の夼たるこiはM1に非すi雖侦ほ奇數たるなbo之れS同£; 

く一一、四、及び其他隔次の2a:は、偶たるこsfMl一に非すご雖偶數たるなb。 

*は同意なbや如何ん0 

然り勿論なbo , 

然らば余が今ま論せんミする點を注总せょ|乃ち、其瓦に相俳斥す& 

や、たrに之れ本K上の反對物が拒反するのみに止まらす•して、かの諸物 

其物U於ては相反せるに非すS雖、乂た反射なるものを含$せる所の具 

髓琳物をも、共に排斥するもの1:•して、是等は又た其內に含菩せる所の齟 

念に反射せる所の.*?.念を排斥•し、^•し其脱念近づく時は、娃等は或は、消滅 

し、成は退敗すビ,5Hふべきなり〇例せば若•し三なる數に.して偶數に變化 

されんビするに當bH何ほ依然三Sして存する以上は、成は破滅、或は其 

他何垠をも甘受するに非すや。 • 

ヶーVス日く、真に然り〇 

彼れ日く、然るに二i三ビは相反せる1:非ざるにあらすや。 



然り、相反せSに非t-o 
_ 

然らば反對觀念は、互に其反對觐念の進行に反抗するのみに止らす0 

て、又た反對物の近づくこ£にも反抗する所©.他の性質を有せるなり〇 

彼れ日く、!ftu然bo . 

彼れ日く、然らば3¢性質の如何なるものなるやは、能ふべ く んば！*等之 

れを决定するを力めんか〇 

必す之れを爲さんこVJを欲す。 

ヶーベスょ、赴答の{!•質vjは、自己の有せる所のものを他物に强ふる所 

のものに•して、他物を•して取に自己の形狀を取ら•しめんvjす•るにJhまら 

す、尙ほ見つ或反對の形狀をも取ら6めん£するII非すや0 

君の意味せる所や如何ん0 • 

余の意味する所は、余の今ま云ひ•し如く、又た^の知れる如く、かの三な 

る數の^せる所のものは、rfl:三の數のみに非す.して、又た奇數ならざる 

可からざるにあらすや0 

具に然り〇 



此の三なる數•かWせる所の奇数の奴念あるが爲めに、反對なる®念は 

决Cて¢2入するこビ能はざるに非すや0 - 

然6佼入するこS能はす0 

而乙て此印象は奇软拟理なるものi典ふる所に非すや。 

然り〇 

而•して奇Vi偶£は反對にあらすや0 • S 

然办〇 

然らば偶數の觀念は决6て三たるこViあらざるか。 

然り、之れ有らざるな.CSO 

然らば三は偶數に№1するなきか0 

閲するこV」な•し〇 

然らば三なる數は偶数1:非ざるか。 

偶數に非す。 • 

技に前論に歸へ\かの互に相反せるに非すVi雖、而も反對を許容せざ 

る所のt!:Kなる物の^別を論せんI例せば余が今ま言ひ.し如く、三ビ偶 



數たるこi ili反?!に亦すV」雖ttて偶数たるこV」を許るさrるのみに 

非t又た一方に反對物を现せ〇むる•か如き、又た二は奇數たるこVJを許 

斿せす、火は冷たるこVJを許^せざる*>如き——是等の數例(尙ほ他にも此 

くの如き例«だ多•し)にlijり、君は左の結論に達するを得べ0、日く、反對は 

dt反對を容爻せざるのみにJhまらす•して1又た反對を生する所のものは、 

其生やる所のものr-於て反對を生するを以つて、此く生する所のものに 

反？；なるものを容受せざるなり。而•してこiに余は前論を再述せんI 

何VJなれば4գ述•したればVJて何の害惡もぁるこVJなかるベければなbo 

五なる數は、其二倍たる十が偶數なる*>如くに、偶數の性質を容受せす〇 

て奇數の11:質を容受すべ•し。二倍なるものはfl!lの反對を有0，嚴正に奇 

數たるこV」に反せるに#す£雖、全く奇數たるこ£を拒反乙、又た3 :ぬの 

如き比例、又た半數ぁる所のものi除法、又た三分一の數ぁる所のものに 

Iftlするこビなく、又た全«!なる奴念£は相反せるに非すビ雖、全肮の觀念 

ケ許容せざる所のものなり。君は之れに间意〇たらや如何ん0 

彼れ口く，然り、余は全く苕に同怠•し，又た君の宫に隨從せん。 



^ _ 彼れ日く、然らば余はwび論d:始めんに、若は余の質問に對ふるに常り、 
のt.以って之れ 

に代ふ 余の使用•したるra桡なる言S5に由つて答へす•して、他の言•鉛を以つて答 

へょ。又た前に言ひたる所の陳腐なる安全なる答を爲すこSなく、2SL; 

/、他の安全なる答を以つて•し®は其の答言に由办、今まこ{に言ひ6所 

ょり、典?Bの結論を^る所のものを以つてすべし。余の怠味する所を說 

明せんに、人^•しfvl:問ふに、•!かの身肪を•して？J熱なら〇むる所のものは 

何ぞやjごQ贫を以つてせば7Vは熟なbtf答ふるこvj (之れ余の安全に〇 

て愚昧なる答7?ご稱する所のものなり)なく0て、火なりビ答ふるは1¥ 

優6たる符;1|:0て、之れ余の求むる所の种類のものなレ0又た人『身體 

の疾痫なるはfui故なbやJVJPJ1はんにII?tは答ふるに疾病なるが故なb 

VJの言を爲すなくして、發热の故な-〇ビ云ふべきなbo又た奇数たるこ 

£*>奇數の顶因なbvj云ふこV」なく、一位なるもの*>奇數のi«因なbvj 

云へ。其他一般の諸物竹な然bo茗は十分了分〇たるならん。他に例 

を取げて銳明するの要なかるべ〇〇 

彼れ日く^は十分明に了曾せXSO / 



€rnを1-かす4 
のa^ftsi# す 

a磷な9。$ 
U牛ieを典ふる 

勿を有L^Eを許 
斿せ穸、故fc不 

?* 

然らば分體を活かす所のW有性なるもCAは何ぞや、余に之れを吿げょ0 

拽れ答へてQく、挺魂なbo 

之れ如何なる蝴合に於ても然るか0 

彼れ日た勿^然り〇 

然らば银魂は何物たbvjも其tt待する所の物に生命を與ふるものな 

るか0 

確かに然bo i:. 

生命に反對のものあbや。 

彼れ!3く、然り之れ有bo I ’ • 

其物何ぞや。 

死な办〇 

然らば、H!/に/f等の承認〇たるが如く、®魂は其持ち來す所のものi反 

對を敎受するこVJ無かるべ〇〇 • 

ケーべス答へて日く、然b溶受するこ能はす。 

彼れ日く、かの偶數たるこv>に反抗する所のものは/t等之れを阿Sか 



IBしたる0 

奇數なbo : :M- 

かの正莪及び-ft樂に侖せるものに反對する所のMsfli何；vや0 

波れ日く、非背樂のもの及び不正丧なbo 

かの死を^受せざる所の1«理は吾等之れを何ビかIBす。 

彼れ日く、不死なb。 
女 

而•して银魂は死を容爻するものなるか。 

否0 

然らば镀魂は不死なるか0 • 

彼れ日く、然り〇 

此垠は巳に證明された〇ビ跗ふべきか0 

彼れ答へて日く"然b、ソークラテースょ•十分iff明された^SVJSHふべ-し。 

若0奇數たるこ^に0て不滅のものなりビ假定せば、三は又た不滅の 

ものにあらすや。 

勿論な-^ 



若〇蒎冷なる所のもの不滅なbvj假定せば、温熱のM理來つて雪を攻 

擊するに常は0己を全ぅし、融解せす•して去り行くベ〇——何VJなれ 

ば寒冷は消滅するこS能はす、又た依然i •して^•して、同時に温熱を許容 

するこVJ能はざればなbo 

彼れ日く、-nに然bo 

又た芳•し溫熱のMJ1は不滅のものならんには、火は寒洽に攻擊されて 

消滅するこVJなく、影饗を被るこ£なく去り行く1:非すや0 

彼れ日く、典に然り。 

不死に就いても亦同1:0苦し不死なるもの不滅ならんには、靈魂は死 

に攻联され〇時消滅するi能はざるなり。何VJなれば前に論•じたる所 

に由つて、遂魂は死或は死すべきこSを許容せざるを明かに•したればな 

り。之れ三成は奇數は偶數を許容せす、火或は火熱は寒士許容せざるが 

如きなbo然りビ雖人或は云はんr假令奇数は、偶数の近づくiの爲めに 

偶數ビならす£するも、奇數消滅〇てf«數取つて奇數に代るiなきは何 

故ぞ』ビ。今ゃ此反對說を爲す所の人に對して|£、吾等は夺»狱瑰の不诚 



00 
な*' 

なるこV」を答へ能はざるなり、何艺なれば此箏未?r彼れの承超せざる所 

なればなり〇されV」も若〇此事に•して承認され〇ならんには、其偶數の 

觀念の近づき•し爲めに、奇數の觀念及び三なる數の去b行くこVJを論す 

るは奄も困難1:非す0て、rMJ檻なる論理を以つて火及び温熱を論するこ 

VJを得べ•し0 

典に然b。 

而、して不死に就いても：3樣なる論を爲すこVJを得べく—若•し不死な 

るものは不滅なり£せばSS魂は不滅に.して丑つ不死なるベ〇〇若■し夫 

れ然らすiせば其不滅なるこビの或他の誑HJJを爲さざる可からす0 

彼れ日く、他のas明は之れを要せざるなり◦何ビなれば、若〇永遠のも 

のたるこV」なる不死にして消滅すべきものなりビせば、一物S •して不死 

のものあらぎる可ければなり〇 

ソークラテース答へてHく、然り、而•して神、及び生命の固有の形狀、及び 

不死なる^全般の不滅なるこ£は、典人の|致せる所なり〇 

彼れ日く，然り典に典人一致せるなり〇而〇て尙ほ且つ余に•して誤ら 



場他界 

すVJせば•新神も亦此事に一致せるこVJは人間の如きなりビ阳ふべし0 

然らば^〇不死はrl!f滅すべきものに非すVJせば、®魂^〇不死なbC 

せば、又た不滅ならざる可からす。 

最も確かに然り〇 

然らば死、人をMふ時、其死すべき部分は死すベ〇 vj思はれ得べ•しビ雖• 

其不死の部分は、死近づくど雖安全に保存され、港も影響を被るこビなく 

0て去り行くには非ざるか0 

ftに然り〇 
參 

然らばヶーぺスょ、链魂は不死不滅|:0て#等の靈魂は與|:他界に存 

在すべきや疑ふべきな00 

ヶーベス日く、ソークラテースょ、^は確！gを得たり、又た反對す•へき所 

あるな•し〇然りビ雖我友シンミアス及び;!1:他何人S雖、:».し何ほ反對す 

べきmあb vjせば、默するこSなく"妙首せんこiを^む、何、/Jなれば苦し 

何^なb yi、尙ほSはんビする所、gかんSする所あらんには、此好機を逸 

せば、余は再び其時あるを知らざればなbo 





生入に*せ 
IWfsK人を* 

問の®所に導く 

ものなる•か如•し。^〇死に•して一切我^の終^なりV」せii、恶人は其死 

に山つて大なる利益を抑べ•し，何vjなれば彼等锊に典抝肪を拟失するの 

み1:止まらす〇て、又た3t狼魂ビ共に其罪惡をもfl1/失すべきを以つてな 

b 0然b V」雖尜魂の不死なるや似著なるこごなるが故に、告等たr至® 

なる徳莪ぐ」知岱7」に速するの外、他に邡惡を救はるべき方法ぁらざるな 

り〇竹に^魂が下なる他界1:逝rrする1:常つてや、たr北_練VJ敎WVJ 

の外何物も携ふる所ぁらざればなbo而、して是等は死老の他界に旅rr 

するの初めに於て、死济に取つて大なる利益たるか•或は大なる害たるも 

のなb vjは、人々の謂ふ所なbyjto • 

人々の云ふ所に由れば、人死せば、生前其人に«.し居たる精银は、其人を 

死名の免^せS或ift所に^くものに〇て、判决の貧告されし後%世ょり 

他界に死人を^く、とを任せられたる所の嚮與者に從つて、其所ょり、下な 

る他界1:到る〇而して死^^は其の颭にて受くべき所の應報を受けて、 

一定の時日をこく1:經過するH.VU、時代幾®迤の後、他の俯^漭再び死索 

を此litに送り返へすなり。而•して此の他界に至るの逍は、簡取なる一任 



Je*なる類遘50 
不缱の■魂aの 

行く所の若 

線1:非ざるこV」、アイスヒ：スのrテーレフォスJI:云へるが如•し—若•し其 

ゎ1昨線ならんには、何人も途に迷ふ漭あらざるべ<、爲めに嚮?>者を要 

せざる可きなbo然るに其の»多くの岐路あb、又た曲折あるなり〇之 

れ萸泉の諸神を祭V所の儀式及び儀牲を供するiは、地上三岐路の會合 

せる所に於て之れを施行するにtilつて推知するを得るなboK明にし 

て秩序ある®魂は2Lちに其途に從ひ、能く四周の情％を知るS雖、かの肉 

«1に鞅济•し、又た余の前に言ひ0 •か如/、、久•しく無生の形骸及び可視の世 

界に羽ばたき025たる济の遂魂は、烈•しき抵抗C多くの苦痛の後、装力を 

以って、又た激烈に、其附隨せる所の精进の爲めに彼方に運び去らる一な 

bo而〇‘て^魂、其他の多馼の^魂の集合する所に到り.し8.|、养，し純潔な 

らざるか、或は不法の殺人^を犯•し、或は是等yj兄弟たる所の諸罪惡を犯 

•し、或は罪惡上の兄弟の?H業を爲すが如，r/純潔ならざる行爲をなせ•し者 

——此漭のS魂は、一切の名^く之れを擯斥•しMを背けて«flるなく、何者も 

其友たるなく、何者も！g沿者たるなく、3t餒魂は獨一定の時間の捋過す 

るまでは、罪惡の柽铂に彷迮0、其の時期來るどきは、此叛魂は其適當なる 



所に遝び去られ、如何に抵抗すビ雖、又た如何ビもするな1.。又たかの純 

潔正莪に•して、終生諸祌VJ友たり、叉た諸神の疳填の下に在bo所の蚯魂 

も、其適常なる居所を得べ•し。 

1£!;»竹(:地球|:は饨々笟くべき坳所ぁりて、其性質及び其大3、共に地理學 

漭等の思想する如きものに非ざるこビは、班無名の信すべき人の言へる 

•か如> なり〇 

シンミアス日く、ソークラテースょ*の意味せる所や如何ん〇佘は地 

球にIMする多くのBd錄せるものにW]•して聞きたるこビぁり〇然b i雖、 

其内站等の唞に關〇て艿の信を股く所のもの-如何なるものなるやを 

知らす，又た之れを知らんこSを欲する^なり。 

ソ—クラテース答へてnく、シンミアスょ、^•し余(:•してグラクコスの 

術を衍せんには、余は之れを«!:沿るべ00されざちグラクコスの術も 

余の{2ら證W1する？•能は'?る所の余のVS•しを、證明〇得るやは余之れを 

知らす0又た苦0余は之れを證明.し料べ.しヒするも、恐くは謎論結了に 

一至るの前、余の生命は終らざるを份ざるべ•し。然bvj雖地珠の形狀及び 



地球a球杉の6 

物の平均に由フ 
て*位Kに存す 

總球a*だ大に 
Lて人U其*面 

よ9成跖»に於 
て油Q一+筘分 

に住せるに過ざ 
T 

1S々のfe所に關する余の思想1:就いて、大要述ぶる所ぁるべ〇〇 

シンミアス日く、然b vj雖、こは十分なるベこ〇 • 

彼れ日く、余の確信する所に山れば、地球は球形のものに•して天の中央 

に位せり。故に之れを支朴せん•か爲めに、空氣或は其他间梳の力を要す 

るこVJなく、四raの天の均衡VJ、又た地球fl^の平均どにIllつて其の所U 

保持せられ、以つて成は限落0、成は傾斜するこ£な00何どなればかの 

Bら平均の狀態にぁりて、而も1樣に分布せる所のものi中央に位する 

物は、如何なる方IJ1JI:も、*!何なる程度にも；g斜するものに非す•して、常1: 

M一狀您に存•し、决〇て^違を生するこVJな•し。之れ众の節jの思想た 

るな.CNO 

シンミアス日く、此は必す正確なるものなるベ.JO 

余は又た、地球の甚だ大なるものに〇て、^/シス河ょり)1ラクレース 

柱に至る間の地に住する者は、た•！之れ^岸の小部に住するに過ぎす•し 

て、宛も螻蜣或は蝦«等の?3池の邊に住するが如きのみビ信す3而•して 

此他多くのflil^なる埤所に其他の住人3>るなり。何€なれば地球上至 



«の純潔なる地 
は天に位せ9 

»染の往せる所 
の地《浓«なる 

沈ittのみ 

る所种々の形狀大小の凹rKぁりて、水、•斑及び下底の空氣此に集公するも 

のなればなり。然り£雖眞の地は純潔なるものに•して、純潔なる天に位 

•し—其所には又た星辰も存せり。而•して此天たるや吾等普通に『H丨テ 

rVJ稱する所のもの1:•しC、之れに對比する時は、吾等の此地は下なる凹 

痄に沈跺せ〇ものたるなり。然るに是等の凹^に住せる所の呑等は、地 

球の表面に住せりVJの觀念に欺かれ居るこビ、宛も海底1:住する動物*: 

〇ら水の表而に住せるものなbvi想m〇、海を通Cて太陽及び衆屋を見 

て、；gを以つて天なb VJ思へるが如•し。而•して此の動物其力弱きビ其緩 

役なるVJに由りて水面に出で來らす、又た其の頭を取げて自，Jの住せる 

所ょりも、上なる世界の、遙かに純溆に•して美なるを見るこiなく、又た之 

れをiiたる所の渚ょり舫くこSもな.し〇 S等の烘41正に此くの如.し0 

呑等は地球の凹汴|:住せる1:關せす、自ら以つて其表面に住せり£想« 

•し、空氣を以つて天なりご稍0、此にM辰運行すVJ想倮せbo然bvj雖其 

贲荇等の弱きビ怠慢VJUlilb、吾等空氣の表面に逮するこvj能はざるな 

6。«0何人V」雖外[¢1の界限に逹するこV」を拇るか、或は鳥の羽Sを有 



面を*ぐる如 
{、人もff事--? 

大空0爽面にM 
を*ぐる時aヒ 

なるs■佾界を見 
2Kj»lf^tL 

i:なる世界U凡 
ての點に於て下 

界ょV突にL 
てf^色^光、# 色*)1あ9、W 一 

*iftA?f»の I 
地上の40よSS 

も*にLて一切 

•して13上に至らんか、宛も负が水の表面に典頭を出0て此世界を見たる 

•か如く、彼れ彼方の上なる世界を見るベ〇〇今若〇人性にして其視力に 

堪ゆるこビを得〇ならんには、必すや此の上界こそはEの天、-Rの光、輿の 

地の^所なれビ承^せん。何vjなれば#等の住する此土地、此3;；石及び 

四/SJの諸地の毀m腐蝕され居るこV」は、海中1:於ける 一13Jの^物は緘水 

の爲めに.®蝕され二物のitt尙完全なるもの生するなくPハだ涧码砂石及 

び界限なき汚濁の泥濘あるが如きのみ。而•して海^の如きすら、尙lii 

此世界の^奴に比すべき1:非るな然るに此世界を以つてかの上界 

に比する時は、其劣るこご海が此世界に劣るよ-CSもIW其OVJなす〇シ 

ンミァスよ、余はかの、天の次に下に存在せる所の、上なる地球|:關0て、偸 

快なる話しを君に梧らんか、之れ亦舫くべきffi値あるものビなす0 

シンミァス答へて日く？f等偸快に秸の淡話を謀聦せん0 

友よ、S5 •しは次の如きなb——先づ上なる地球を天上より兑んに、宛も十 

二片の柔皮もて蔽へる球の如くに*151され、純々美麗なる色を以つて装 

怖さるiこVJ#等地上の进エ等が用ゆる所の彩色の如きなり〇然bvj 



雖此地球全fwは此くの如き彩色に由つて成b®等の地球よ6も一府光 

輝あり又た遙かに明晰なb Sす〇而•して或は笟くべき光深ある紫色あ 

光れ^/ノ〇ゐり、又た其のrl色は.：！：变或は白Sよりも純白なり〇此 

くて此地球は是淳及び其他の色より成ヒ吾等人問の眼が未だ曾て見ざ 

bじ所の多くの色彩を布•し又た奕たるなり〇而•して此地球に存せる泝 

の31叫^:0此?!{-は余前(:趼5たり商有の色を有せる空氣及び水を以つ 

て充たされ、他の純々^敗なる色彩中、光明輝くか£思はるiの光を放て 

bo此くて全1Wよ6云ふ時は、献|中に變化の取|述級せる觀切を呈せ 

り〇而•して此奕®なる地に生する所の茁物は—或は樹木或は花、或は果 

¥f—之れを/V等の地上のものに比する時は、传な褴<遙かに美なるこS、 

其土地の类なるが如〇〇.又た丘陵もY/-在0、其^石は同L:く之れを呑等 

の地上のものに比する跻は、逝かに滑かに•して、又た透明なり、而.して其a 

の^なるは？f地上の益faなる綠玉石、橙色瑪瑙、弟玉、其の他の资石等より 

も--)2城に〇てぺれ地上の垃等の资石は运に彼の地球の崧石の小破片に過 

y•ざるなbo何どなれば彼の地球に在つては賭石は吾等の寶石の如く 



に•して二»炎魃なればなbo典现山たるや、是等諸石li純潔なるもの1: 

〇て、吾地上のff石の如く、かの®結せる所の腐敗せる鉞娩分子0爲めに、 

汚染腐蝕さるiこビなく、又土地及び諸石、及び動物植物等に不潔及び疾 

痫を^成するi)>如きものあらざればなり〇是等諸石は»に又上なる地 

球を飾る所の»玉を爲すものに〇て、金光銀光及び其他の光輝燦然たり0 

而•して是等は極めて肋著に〇て、其の大いさ大に、其數多く、到る所に之れ 

有らざるなく、以つて此の地を覜0:瀵に樂〇から•しむ〇又た■物及び人 

問ありて、或者は中地1:住•し，或者は空中に住するこ£#»の海中に於け 

る*>如•し、而•して又た或^は大陆に近き：2蝌に住〇、其の四間には空氣流 

通す。一言以つて之れを蔽へば、彼地球の人間等の空氣を使用するは、菩 

答の水及び^に於ける•か如く、彼等の^丨夕ru於ける(i，5等の空気に 

於ける•か如きなり〇且つ彼地球の氣候は温度好良に.して疾病あるな〜1 

吾地球上の人問よりも長命なbo其視舫臭の諸成^も亦遙かに完全に 

,5:—己て、其比例たるや空氣は水よりも純潔なる•か如く、又は二-テルjが空氣 
£に£!5!|§? より純潔なるが如きなbo彼地球の人問等も、又神社及び染也を有•し、lit 



1i 

處に諸神はw除1:銳坐〇ま〇、其人間笠は諸神の舴を聽き、又た答を受け、 

十分に神々を知b、又た神々ご较話を爲すなり〇彼等又た太陽、月及び星 

を見るや、RK然るが如く之れをiiる〇其他の幸福传な之れに^す0 

是れ彼地球の全部及び其四間の^物の性Kなり。而〇て彼地球の表， 

面到る所の、DnrK中に秤々の地ありてat或ものは呑等の住せる所よりも 

深く且つiKく"又た或ものは吾等の住せるよbも深•しビ雖狹く、又た或も 

のは浅く廣きゐり。凡て是等の諸叫沱には坼な數多の発通ありて、地球 

の内部に通する廣狹の通路ありて-11.に相連絡〇、宛も數多の*あbて其 

れより流れ出で、流れ入るが如くに〇て、壯大なる水の潮流、地下の不晰の 

巨大なる川流、冷？』柯々の噴奴、猛烈なる火、火の河、嫁解せる泥土の河流は 

或は薄く或は^く(恰もシチリアに於ける泥土の河流及び之れ1:級績す 

る所の烧石の河流の如く/是等の流出する所の地は、是等に允滿せbo又 

た地球の内部には振子梭のもの或は上下運動あbて、凡て是等のものを 

或は上ぼ乙或は下だすこ£を爲す〇而.Jて之れ次の如き原因にMtる 

ものVJなす、乃ち——此に一陷沒ありて、諸凹注中の戗大なるものに〇て，全 



地をTrきて穿Mせり〇此Fa沒は之れホメーロスの言なる 

『遙か遙かの地の下に至掻の深き颭ぁ 

£云へる所のものに0て、而0て之れ其他の章及び他の多くの詩人等の 

タグタIIスの地獄VJffiする所なり〇而じて此上下の動搖は是等の河流 

V此大裂口を出入するに山るものに〇て、是等の河%は各t传其流る{ 

所の土地のftEtを有するものビなす。典是等の河流の常に流出流入t 

るの理由たるや、此流腊は其床も其庇も之れを有せざるょり、常に上下に 

®搖6、四周のM及び空氣も共1:動搖す、之れ水の動搖に隨ひて地球上、上 

下に!TA搖•し、又た彼方此方に動搖するなり——恰も之れ呼吸の時、空氣は常 

に吸入呼出の狀態(:ぁる*>如•し——而〇て水VJ共に動搖•して流出流入す_| 

る所の空氣は、こiに恐ろ〇き、抵抗すべからざる暴風を生す〇而〇て水 

は％-^して所3H地球の下部に退くに常つてや、是等の地を通C:て流れ、宛 

も「•ホンブJに由つて汲み上げ•し水の如く、£•等の地を允た.し、又た是等の地 

を後|:0て此方に激流0來るや4び此地上の刖窪を充た.し、其充滿する 

や、地下の水迸を通£;て流れ、g々の方向に其途を求め、或は海Sなk湖水 



ビなり、河iなb^なる。此くて是等の水は再び地中に沈み入り、或も 

のは迂回曲折、数多の地を過ぎて行くあり、或ものは少數の地を緙るのみ 

に.して速くに行かざるもあ^>、而0て再び夕,タロスに流入す。其流入 

するや成ものは始めに上り來bo所より大に下なる所に流^するあり、 

戒ものは左程下ならす•して、たrJt始めに流出•したる時よりも梢下なる 

所1:流歸するあり、或ものは4¢び、流入•したるi反對の側面に突進•して流 

出するあり、又た或ものは同|方向(:到るもあり、而•して又た或ものは蛇 

の捲く*>如く一m或は幾3Rにも地球を環b環りて成らん限b下方に下 

るもあb、然bvj雖必すや其大裂口中に歸入するなbo典諸川の何れの 

方面より流入するものも、必すRだ其中央にのみ落つるものに〇て、决•し 

て中央を去るこ£あらざるなb。何V』なれば是答諸川の對へる所は"斷 

巣絕Mなればなbo ,• 

其河甚だ多く、大に0て又た抑々あbo其內著名なる四大河あbて其 

S大1:0て烺も外部1:在るものをォーケアノスS稱〇、稂狀に地球を廻 

り流る〇邡の反對の方1101:流る！所のアへ&丨ン河あ沙潢地をf?.て 



5?TI:浸入0て7ヘルシア湖に入る〇而.して此砌水の沿岸は死洛の多 

數の邊魂®至る所に〇て、或者は長く，或者は短T、此に一定®時の至る 

をf.vち、彼等動物1:生れ代bて再び地上に送り返へさるiなり〇第三の 

河は右兩河の中間を流れ、其流出□に近き所の廣大なる火地に注ぎて、地 

中^ょりも大なる湖水を爲•し、水及び泥土を沸湯0甙淘して沉水亡なり 

て地球を瓚流こ、他の諸地を杯•過•して遂にアへグシア湖の端に來る〇然 

りご雖其の濁水、湖水VJfli合するiなくrwほ數回地球を循環したる後、一 

層深き所にタルDスに落下するなbo之れビ.Iリフレゲート—ンビ稱す 

るレに•して地上諸所1:火を%出せCむる所のものなり〇访四流は反對 

の方か1:流れ、先づ梵泣不毛1:•して、一切紐靑の如きRJI靑色の地に入るな 

b。之れスチュギオスビ稱する河に〇て、スチユギオス湖に流入す〇而乙て 

其湖水に流入したる後は、水に一神•不思議の力を受け、地下を經過し、反對 

の方向に指-^流dリフレグ— .，.,ン河の反射側にアニシア湖の近 

くに來る。されV」も此河水又た他ビ促旮するこビなく、尙ほ頊り流れて 

鼇Jフレゲ—卜lrの落下する反®;側1:タルタロスに流下す。此Hは一 

1■ f 



詩人筏の所辋コーキュトスなるものなり0 

他界の性R此くの如し〇死考各自の粘餡の^く所に到违せば、彼等先 

づ•敬神なる生活を爲せしや否やに關•してa吿を受く。其#にも非す惡 

»:もあらざる如く生活したる如く思はる{ものはァへ111ン河に到ら、 

其所に在る所の如何なる船になbvjも乘》して湖水に浮び、其の所に滯在 

こて惡行を淨め、他人に對•して行ひたる惡行の罰を受けて罪の赦免を桫、 

其箱行のfaMll從つて報酬を受く。然雖其罪惡の大なるょり、到底 

治療の3:•なき者、乃ち——多くの大なる1\1^卵を？犯•し、又た不法残忍なる殺 

人罪を犯し、其他又た此秫の罪行ある漭は、之れをタグタロス地獄に投入 

す〇之れ彼等に扣常なる逆命1:•して"彼等再び出で來るiあらざるなbo 

かの大なる邱惡を犯•したる者ビ雖、Wほ治瘐の錤を失はざるもの、乃ち— 

例せば怒に乘じて成は父或は母に對•して或不法を行ひたるも，其後終生 

之れを悔む者の如き、成は其の他怙狀を酌最すべき事愤の下に在つて他 

人の生命を*ひたる者の如きI是等は夕，タロスに投げ込まれて、一倚 

年№1其苦痛を受けざるを得ざら•しむ£雎、一年の終に及びて•波は來bて 



彼等を彼方に投げ上ぐるなb—而Cてたr人を殺Lたる者は之れを口 

丨キュトス河に送b、父母を殺Lたる者は之れをビュソフレグートーン河こ 

送り—此くて彼等は何れもアへグシア湖に連び去らる〇こ！に彼等B 

を祺げて其被殺人者或は被Mf者を呼びて、彼等をfflれみ、彼等に親切を施 

こし此扣より湖水1:出づるこVJを許るさんこごを歎願懇睛す。若し其 

歎願1:して効％あらんには、彼等湖水に出で來り、其苦痛此に止むべし，t 

雖ザし夫れ然らざるに於ては、—再びニタ：に送—へされf 

よb再び河に送られ，Jt被w^fよbJa患を得る1:至るまでは幾面も之れ 

を反後せざるを得ざるなbo之れ益判者の下.したる宜吿たるなbo 

然るにかのSなる生活をf、此^.に於てfなるS、地球の•笨獄よ 

b解放せられ、上なる淸汴なる居所に至b二M純潔なる地球に住せん。 

又たかの哲⑦を以つて自4當LUたる者は、此後全く.£肪を脫•して、 

今よりも一f跪なる居所に住すべく、其iふ可から—〇て余はを 

11之れに就いて梧るの時を有せざるなbo -、 

シrアヌよ、是等10琪を知bo上は、如何ん—等現世に在つて智怒 



S霞 
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如専4のならん 
H1Kふ0み 

VJ徳莪ビを得んiを力めざるべき〇其報酬や美なb、其希S/や大なb。 

されVjも佘が今ま言ひし所の事は、盡く正確に然b Sは、知識ある人の 

言ひ得べきこiに非す、余も亦晰言するこS能はざるなり。然りVJ雖余 

は言はん、荷も®魂の不死なるこS證明さるi以上は、何^か是れに近き 

琳あるべCVJ思考するは、敢て失常なりビせす、又た此く思考するの資格 

な•しビせざるなり〇此く大脓に思考を敢てするは、於に之れ光榮あるこ 

ビに〇て、彼れ此 の如き の言Isを以つて自ら慰藉すべきな5。之れ余 

が此事に就いてii時問の淡^を試み•し所以なり〇故に佘は云はん、かの 

肉Mの快钥及び裝钸をnつて、之れたr外物のみ、善を爲すょbも寧ろ害 

を爲す者なbsなし、以つてたr知識の快樂を求め、整魂を飾るに外物た 

る霞飾を以つてするなく、^魂固有の玉钸りたる所の、節制、正義、is氣、自m 

及び典理を以つて•し——2y等に裝飾されて"時期來りて、靈魂下なる他界に 

旅行するに常つてや、人々其链魂に№1•して心强かれ。シンミアス、ヶーベ 

ス及び其他の人々ょ、若等も亦他U必中死すべし。余は、悲哀詩人の言は 

んが如く、巳に運命の辞U召呼されたる^に•して、WB.V-に•して^槳を飮ま 



クリト — y、， 
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Ifisするこ《な 
JやをBふ 

ざる可からざるなbo思ふに余は先ブ入浴するを善•しVJなす、之れ余の 

死後M女等•か佘の屍flftを洗ふの勞なから〇めんが爲めなり〇 . 

彼れ、是等のmを語り終へ•し時、クリトーン日く、ソークラテースょ、君は 

何^か逍言して吾等に命する所の事なきや——何事か君の子女に關乙、或 

は其他余等の盡く.し得る事に關0て云はん€欲する琳なきや。 

彼れ答へてHく、クリートンょ、別1:何事も言ふべきな〇〇た*i言はん 

VJする所は、余の{£に君等に語り居たるが如く、#く君自己に注总せんこ 

ごなり〇之れ荇*>»行するこV」を約束するも又た約束せざるも、君が余 

及び余の家族、及び吾笠凡てに进くす所たるなbo然るに君若〇自己に 

注怠するこビを怠り、余が君等に示め〇たる所の規則に從つて步まざる 

時は、如何に君が此瞬間1:於て宣言•し約束〇たbvi雖、“味も其益あらざる 

なbo 

クリトーン日く、佘は力の限b之れを爲さん〇而•して如何なる方法1: 

從つて君を葬らんか0 . 

君の欲するまiに爲•して可なbo然雖君は固く佘を捕へて、余を 





ン—_，r— ス 
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歎くこビなかるべきなり。余は、彼れが余の不速を悲〇み、又た»葬する 

に當つて、此く；*等ソークラテースを推りたり、此く®等墓にまで彼れに 

從ひ行きたXS、或は葬りたり笠の言を爲す勿らんこVJを欲す〇何VJなれ 

ば誤謀なる言路は喊に其3語の不良なるのみに止まらす、又た迓魂を汚 

染するにSをWつてするものなればなり〇受するクリトーンょ、心强か 

れ、而〇て言へ*はたr余の肉始のみを相らんビすVJO而•して其弗式の 

如きはたr^の#0 S思ふ所に從ひ、通常の如くせば可なbo 

彼れ此く晤りて、起ちて俗室U行けり。タリトーン從ひて共に行き# 

等に待つベ0<吿げたbo之れを以つて吾等後に殘bて、互に議^!の問 

翊、及び再等の悲哀の火なるこVJI:就いて談活〇、又た思考せbo彼れは 

•WI:吾等の父の如くなb •し•か、今や吾等ょり取り去られて、5等は孤兒ミ 

•して今後の生21を送らざるを得ざるなり。彼れ浴〇終り〇咬其數子は 

迎れられV來上ソークラテースは幼稚なる二子VJB:Cたる一子eあ上 

又た家の嫌女子も來りたれば、ソークラテースはクリトーンの面前1:て 

彼等S談话〇、又た11三の事を彼®に敎示する听ぁりて、やがて婦女子及 



I, ?r 

みfllnlr隹ぐ 

び小兒を0て家|:祕ら0め、ソークラテースは出でて吾等の方に^り1 

れbo 

日ilの時は近づきたb、之れ、彼れの彼方に在り0は稍長時間なしを 

以つてな60其此方に出で來るや、浴後又た吾等ビ共1:坐せり〇されr 

もit後は多く言路するこごあらざりき〇やi>て十一行政官の龙茗そる 

獄Q入り來〇、ソークラrIスの側に立ちて日-ソークラタースょ、*r 

は此所に入り來b •し滿の内、iftT商尙に、似も温和に、又た最も善良なる人 

なるこViは余善く之れを知れXSO然るに他の者等は、余i>官命に從つて 

彼等(:存^を欣ひこSを命令するや、大に余を怒り又た余をrillふビ雖、余 

は君に擬するに、决〇て此くの如き忿怒の情を以つてするもの1:非ざる 

な6 余lio-r，«は决•して余を^るこyjcbらざる•へ•し何VJなれば穿 

むべきは、余に非す0て他に之れ有ればなり0さらばょ0君は余が宣吿 

せんVIする^の何たるやは其知れる所なるベ•し、避くべからざる事は、& 

餅かに之れを忍べビ首ひつi奴に咽び、彼方を向きて出で行け50 

ソークラテース彼れを見て日く、余は君の好总に報ひ、君の命する如く 

來 



篇さんビ云ひつi吾等の方»:向ひて日く、彼れは*U愛すべき*なり、余 

の獄中に入りし以來、常に余を見舞ひ、又た時には余VJK話し、有り得る限 

b余に對〇て善良の^なりき〇而•して今や®さC くも余の爲めに泣け 

るなboタリトーンよ、余は彼れの言へる如く爲さrる可炉らす〇若C 

雄藥準備整へば持ち來ら〇めよ、於•し未だならんには、何人かをして準備 

せ〇めよ〇 

クリトーン日く、されrも太陽尙ほ西山の上にあbo又た多くの人は 

成らん限り毒杯を仰ぐこVJを*延するは余の知る所なり〇且つ宣告を 

受け0後、其人或は飲<、或は食0、或は愛する人々<與なるを樂しむは通 

例なり、急ぐこV」勿れ、時尙ほ十分1:之れ有るなbo 

ソークラテース日く、然bクリトーVよ、；！^の斯ひ•し所の彼の人々に•し 

て、若〇其時を通延するを以つて利あ思ふに於ては、彼等の爲す所或 

は正〇かるべ〇 VJ雖、余は值少時問毒坏を仰ぐこビを遷延•したらんには、 

其nilに何物か利益あるべ0 viも思はざるを以つて、余が人々の例に從は 

ざるは亦余の正當の所爲なbviなす。余の見る听を以つてすれば"巳に 



9C«を轉寒薯 

沒收されたる生命を¢5•しのMl生き延びんVJすVJせば、余は寅に滑稽たる 

べきなり0故|:顋くは余の首ふ如く爲.し、之れを拒むこ£勿れ0 

クリトーン、側U立てる所の家俣に目くばせする所ありしを以3て、家 

僕は彼方に至り、W時に•して毒杯を持てる所の獄吏VI共1:歸b來れbo 

ソークラテース獄吏にBHぅて日く#良なる友よ^は是等のmに經驗 

ある人なb、余1:如何に爲すべきやの方法を示めす所あらば幸なりビ〇 

彼の人答へて日く、海坏を傾けたるの後、君は其脚部の重きを成するに至 

るまで步ひべきのみ、脚部1Eきを成せば横臥せよ、然らば毒槳淇作用を爲 

すべ•しVJO此くて彼れ毒坏をソークラテースに渡〇たれば•、ソークラテ 

1ス平然Sして溫和なる態度を以つて、神色自若ビして人々をii詰めた 

り。ユへクラテースよ、之れソークラテースの常に爲す所の狀態なり。 

而して毒杯を取りて獄史に湖ぅて日く、此酒杯を以つて何れかの神に灌 

浦禮を爲すは如何ん、可なbや、不可な-CNや¢0彼れ答へて日く、ソークラ 

テースよ、余は毒酒のitは、たr飲むに足る、丈けをこょに用意C®きたる 

なり£0ソークヲテース日く、余は了會せり、され^も余は神に5|るに、也 



«に日ン 
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界に到る余の旅行を•して幸多から*しめんこVJを以つてするは可なるベ 

く"又た之れ爲さrる可からざる事なり〇故に佘は|»らん、願くは^りた 

る如くあれVJO毐杯を取げて之れを其唇頭に當て、從容ビして樂〇げに、 

飲みほ〇たbo此時までは余等悲哀を制止するを得たりじVJ雖、其彼れ 

の飲まんビするを見、飲み終bしを見るに於ては、余等今や忍ぶこSを得 

t落误飧U能はす、余は爲めに顔：を蔽ひて泣けり。されで•も之れ彼れの 

爲めに泣く1:非す、此くの如き良友に別るi余の不幸に思ひ至りて泣き 

〇なb。されV」も此く泣$悲じみ〇は第一に佘の*しかせじ1:は非すL 

て、余ょbも前、クリトーN其落奴を禁〇将ざるに至るや起ち上り、余は之 

れに從へり〇ァボロドーロスは始めょり悲歎の淚に暮れ居たるが、此時 

に至bて其正(Kiを失ひ、大部以つて泣き叫び二坐の人々爲めに一餍の悲 

歎を成せbo然るにソークラテースは自若i •して人々に凋ぅて日く"此 

くの如きの泣啼は何事ぞや。余*>前1:婦女子を家に|»へしたるは、此く 

の如き狂態を演せ•しめざらんが爲めなりき。何Viなれば余は、人は靜か 

に死すべきものなるこ£を敎へられたればなbvio吾等ソークラテー 
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スの言を耽き•し時は大に之れを耻ぢ、漸くにじて落つ又 

|クラテース步み居たるが、脚部漸く迸きを戚する|:壬 

如くftを下に〇て播臥せbo暫時に0て毒杯を與へ；：； 

び脚郁を試驗•し、堅くソークラテースの足を馗0て、尙2 

ふ0ソークラテース日く、否。而〇て彼れ次に脚部ょb 

びて，ソークラテースの•已1:寒冷VJな-CN故!?iなきを示め 

クラ7-丨ス自ら身體U觫れて、而•して日く、鸯藥心臟に來 

ベO VJOソークラテース は布を以つて自ら全身を蔽ひ 

凹部の寒冷ビなり來り〇®、面部の蔽ひを開きて謂ぅて 

終の言たるなり——クソトーンょ、余は一雄栩をアスクレ 

り、君此事を記腿•して余の爲めに此ft似を返濟せょso 

ft偵は必す返濟すべ〇、其他何取か言ひ遺こすこiはあ 

問ひに對〇ては巳に答へなく、一二分の後ソークラタ丨 

昔せり〇侍老彼れの蔽布を取り去れば其眼は凝視せ 

づきて彼れの眼をwlt;口をfcば〇めた-〇〇 



Hへクラクースょ、我友の臨終の狀況此くの如くなりき〇彼れ|:關•し 

ては余は具に斯言するこビを将ん。日く彼れは常時余の知れる人物中 

の2^も®t明に最も正直に"又た最も善良なる人なbvio 
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■1 フラトーンの著许の中、其の最も美なるを，.宴#』及び『ファイドロス』( 

二XVJなす〇荽分釘は其仕Inの完全乙て、能<整均を保てるの點に於/ 

はf之れグレシア風にして、—を兄るが如きの美言爲『フ 

イトロス.！は之れに反〇て其の益於Sだ不規仲迄にこて、宛然「ゴチ 

ク氣の美ぁりwなす。而〇てrf，ファイド：』fの關係は甚ド 

親密なるものにHはミイごごS序引の位®の，，のなるか 

或は然らざれ綸の位S念なる益何れならんビも、5 

は扣携へ了前後せるもの—ふべく、此の黑は站sv,£ふべきな 

ブラト-ンの—及び出版は各S甚だ多gにむて、從來其全著述の分 

冊soて出版せられたるものi内、其Is譯の多栩にして又た其出版の多 

数なる者は、*or宴矜^|泌一に非すビせば、**フ，イドーン』篇に次ぐ渚なる 

ベ〇〇而〇て馱洲諸HU於て『フ，1 •/ 
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ビせるHリユキシマ，ホス之れに«成0、且っ吹笛妓の奏すなる『饗き』は之れ 

を廢•し、一*^愛cbm炎のfi!{說を爲0、左ょb右へ二nn順趟しに爲すは如何 

んビ發硪す。人々锜同葸せり。而〇て『愛C0讚美の®想の父はファィドロ 

スに〇て、之れをエリユキシマ，ホスに»りたるものなるを以つて、先づ骑說 

すべ0¢な〇〇ファィドロス次の如く演說す—— 

「愛」は最も古く生れたる年畏の神1:•して、又た此神が人問に與へたる利 

益や甚だ多0。其內Mも大なる功徳は人に耻心を與ふるiに•して^C 

爱者に*して*fiのIxttを爲•して之れを^人1:見らるi如きiぁる時は 

最も之れを耻づるものなり〇此理由に基づきIda家及び取隊を組織すS. 

に愛^及び愛人を以つてする時は最も有力のものVJなるベ〇〇何ビな 

れば愛は拙も怯uiの人を^CてA4もt2黹〇たる贝漭ビなすものなれば 

なり0 

mに男子のみ1:非す、女子にも亦眞正の愛ぁりて、アグヶースチスが夫 

の爲めに死Ai恐れざり〇 •か如きは、其貞操の^なるものなり〇而Cて神 

之れをtしてアル々丨スチスを死ょり再び生にWへ〇たbe云ふ〇然 



るにオルMウスは妻の爲めに死せt而も蒌を«ひて生けるがまiに6 

て他界に至るこvjを考案〇たり•しかば、神はJt痒ttを惡み、at蒌に矜は•し. 

めす•して、?？tl:其幽铤のみに逢はせて、他界より追ひ返へ•し、後、婦人の手に 

死せ•しめたり。アヒレクスが其友パトロクロスの爲めに死を否まざり 

•しは、r〆ヶースチスの如じ〇神之れを貧〇て幸Mの岛に彼れを送れり 

——之れファアイドPスの«說なbo 

次席はパクサitアスなbo此く25れりI 

ファイドロスは天の愛ビ荇通の愛ビを阽別せざbeは誤れ >、受に二fl( 

あるこど、アフロデナーの女神に二あるが如_其一はクラ品アの女に 

〇て、母な <、た]#男性たる父より生れ出でたるアフロ •チターなb、されざ 

も他の一は•セクスVJデオー子1¢の女にCて科通のアフロデテーなbo 

前^の愛は商何神孢なる目的を有〇、决•して放肆欲情等の影だにもなCo 

後^はfiiwなる愛にして精神よ.CSも肉！gを爱す〇而•して戀愛者の行® 

は1¢々其作法を興に•し、又た諸Wに由つて男性rajの想爱に閲Lて說をB 

1:す。ボイオーチア人等は男性間の愛を稱賛すVi雖、イオーユア及び野 



位諸國は之れを稱赞せざるなり、其理由たるや二部は、^に山つて人民の 

阳結を生1;"政治上の危險ある1、ァリストゲィトーン£ハルモデォスぐ」 

の愛の№1係の如きものあるに由る。ァテーナィ及びスパ〆夕等にては、 

总兑往々衝突己、時には之れを奬勋〇、戀愛漭に、純々興様の寧を爲すとを 

許る•し、之れを以つて人格に害な•しVJなすご雖、時には年長济其啟視を跟 

にするこVJcbbo之れ^は、愛に耻づべきものあるビ、名#iすべきもの 

あるビに存す。肉^の下等なる愛は、靑年の/一の凋む時は、Hを生L;て飛 

び去るものに0て痒〇むべき愛V」なす〇又た常贵權勢等に总あるの愛 

も庳•しむべきなり。たr夫れKWなる桢神の愛は永久にm楨するなり〇 

想愛漭は之れを試驗〇、其Jft肪を判せざる可から文容舄に彼れにliくべ 

からす。-?f答の阈に於ては愛人も想愛*に溢くすI:徳莪を以つてすベ 

きの規則あるなり0 

徳袭及び智識の货めに好怠を以つて^くすこビは吾等の習®の許る 

す所。而•して靑年の愛S、徳莪ビ扔雄Sの货踐の、二個の習©にして相令 

一する時は、戀愛衣等は正當に一致和親するを得べOSなす〇而〇て利 



齿なく 〇て、相愛する者に•して^: •し欺かる一 iあo iするも、之れ耻づべ 

きこVJI:卵す雖、利fie:の心ょりする所の愛^公人等は二:T(の不名作ど 

なす、何VIなれば若•し彼れ其愛を失ふ時は、併せて其人格をも失ふべけれ 

ばなbo然るに¢5尙なる愛は、其52の對手はfffrlなきものなbs雖、依然 

VJOて不鉍なるベ•し。何VJなれば徳鎢の馎めの愛に®bて®尙なるも 

の他にあらざる可ければなり。之れ天の女祌の愛に•して、個人及び都市 

を〇て、共に其進步の爲め1:働か•しむるに於て大に釕益たるなり〇 

次はァリストフブースの順次なり、然るに彼れ咳逆を發0て演說する 

1能はす、故|:次席のユリュキシマッホスに确ふに、咳逆を治するか、或は§:時 

代つて演說するかを^さんこごをWつてせ•しかば；リュキシマ，ホス兩鈣 

何れも之れを作すベ〇ビなo、.K逆を治する方法を敎へ、而じて火の如く 

放銳に進みて日— 

•パゥサ-ーァス*>、愛に二神あbvjoたるは大に锊o£«fl、a己の«問た 

る所の锊取の敎ふる所1:由れば、此二秫の愛の領分は一切の取物に及ぶ 

もの1:.して、動物にも、植物にも、又た人問にも然り。人體にも二柯の愛あ 

文會解Hk ノ n 



〇て、將rrは共孰れは鞞良なる没にして、孰れは不良の愛なるかを〔小め•し、 

其^^を取り、M^*を去るiをfaめ、又た街突せる分子は之れを調和せ，し 

むるこビを«す0胳竹術も、農業も又た捋術も、凡て孰れの術ビ雖'传な、反 

對物を調和すろiにじて、之れへーラクレィトスの所SH反對の調和なる 

ものなbo昔樂ビは愛の原？1を調和sf-nご»:聪用•したるものに•して、抽 

象Cて云ふ，II.Vは前mなりビ雖、之れをl;f際に施こすに及びては栩々の困 
射もつて存す。而0て岛等なる1«理£下等なる拟理ビは、能く之れを£ 

ffTして、節制利和を^さ〇めざる可から中Sなす0 

此調和及び不調和なるものは、季候の秘31乾侃、寒温等にも存•し'切の 

疾?|4は、？5の分-Tの過不^及び不秩序ょり生ャ〇天肪に於ける愛及び不一 

調利の足等の分子に№1する哲讁は、之れを天文學S稱cAi>神及び兩% 

にBntilする點ょり云ふ時は、之れを卜筮ビ稱す〇何£なれば卜筮は神人 

nの：中和を作る者にして、たr人nnの愛の敬神不敬神1:對する傾向の知 

al:由つて作用するものなればなbo此くの如きは愛の力なり、而して 

正^にして節制なる愛は、ii大なる力を有•し、諸神及び吾等相互の問の一 



切の幸；g及び友情の源，Mたるなbo余は尙ほ多くの言ふべき^ありs 

雖之れを省略せb、アリストファ子丨ス今や核逆も治まりしが如〇、余の省 

略〇たる所を補ふか、成は新生面を開きたる演說を爲せ〇 

次の演說漪はアリストフ”子—スなり—— 

彼れ演說の新生面を開かんVJOて、先づ人性を論中べじSな•してHく、 

保始の人naには三性あ0、哭、女、及び货.^兼性之れなり0此5^女龙性は 

現今其の名ffs存すビ雖、其だ痒〇むべきものビなれり〇抑、FA始の人BJ1は、 

身(ffi球形に•して、四手PH足、gは前後二©U〇て圆形の頸上にあり、其他之 

れに璀ず。其力及び速力は非常なるものに•して、天に#bて神をIIはん 

こvjを企てたり0賭祌其所©に18.しみ、若〇之れを滅ぼし盡くす時は、犧 

牲を供するものなきに*らんこビを爱ふ。•セクス遂に一策を案出〇人 

問を二分*して其-/Jを№1殺するこvjに决•したり〇此くするH$はWほ能く 

人[!:]を生存せ•しめ^牲を供せ〇め、：S時に神に從順なるべしビ云ふにあ 

り〇此くて神は人問を兩分するMi、毛投を以つて卵子を割くが如くなC、 

ア•ホローンを〇て其顔面の向きを^せ〇め、又た凡て饵口を癒や•し、身餹 



諸部分を整理せ•しめたり〇此くて人問二分せられて谷々他の一半を求 

め相擁〇て琪業を爲すなく、彼等爲めに、雎娥に瀕せんSするに至れり0 

ゼクス之れを憐れみて^女配^の方法を工夫〇、彼等を，して婚せ•しめ、谷 

各汝んCて其業に就くを^.しめたり〇而〇て人々の性！-Tの限るi、其我 

始の男性、女性、或は男"女兼性より別れ出でたるに由るものに•して、かの 

iy-女*性の人B1Iより別たれたる者U多付多淫の^ビなり、女性より別 

たれたる漭は婦女子を好む漭Sなり、切性より別たれたる者は^子Cみ 

を好み、其欲錤の中心をこi•に®く^Sなる〇而〇て此の男子問の和愛 

する^は?riafcなる愛估を冇〇、殆V」扣分離せ•しむべからざる趣を有する 

も、；^其坪山を知らす。然るにへ—ファイストスの神其神器を以つて於 

bて兩人の栩檐•して5fiぬる所に來りて云5て日<,.汝等融和Cて 一Sな 

り、今後ービ〇てrr-するこビを求むるか、汝等の相愛する窓忠此にありS 

云ふべきか、何Sなれば愛ごは全liftSなるを欲する欲g/たればなb』ビ〇 

之れ愛のJ5由Sなす〇此くて人問始めの全き所を失•して半裁されたる 

ものごなれb、»じ人尙ほ善良なる行爲を爲すこSなくんば、神は又々?f 



等を半栽•して、合計全人を四分•したるものVJなo、l*等片手一Wのものビ 

爲さるべ〇。故に吾等神を敬•し^の與ふる所の#を得んこビを力め、：t 

i和晚.し、此地上に於いて费贫なる輿正の愛を*iiせざる可からすU而 

•して余のこil:云ふ所はパクサニアス及びアガトーン兩人問の愛を謂 

へるものなb VJft?せざらんこVJを农むペ-1ブロータゴラスJ中，兩人の關係 

を記せり^ミなれば余の云ふ所は緦用掩めて廣ければなり〇 

アリストフ，子1ス終りて、エリュキシマ，ホス、アガト—ン、及びソークラテ 

丨スの二三の談諸應答ぁり〇*>、ファィド0ス促-して、アガトーンをして演 

說せしむ〇アガトーンのripe説は次の如6—— 

彼れ光づ諸神を？？尨〇、而•して神のis患を1/1らんi •して日く^U渚神 

中の说羌、设善、至幸の漭なるのみに非す、又た最もぐ若き神に0て、ャぺ卜 

ス及びクロ ノス等の時、諸神の相[»へる時代には未だ生れざり•しなbo 

而じて^^諸神の爲•したる所は、愛ょり出で•しに非す〇て、传必然ょり爲 

せ•しなり〇爱U荇く〇て溫柔なるifi所に住す〇故に女神アテーが人RH 

の頭莕上を步むが如きこvjなく 〇て、人の心情の如き十分溫柔の所を步 



む0爱は柔軟©美に〇て花の中に«り决して惡を爲すな<、又た受くる 

な*し、人传な好意0rfjの心を以つて愛に^へ之れ1:從ひ、愛の存する所に 

は從顺あり、從ffiある所には正莪あり〇愛は正莪なる*>如く、又た節制な 

何wなれば彼れは欲s«の支配我にじて、若C彼れ是等諸欲塑を支配 

す、こせば、必すや彼れ節!Mならざる,fからす〇彼れ又た5}氣あり、何ビな 

れば彼れ5K神にすら勝ちたればなり〇彼れ又大锌者なり、何ビなれば汝1 

れはnら詩人にCて、又た他を•して§*人たらしむればなり〇愛は秩序の 

剑始漭なり、能く諸神を和IIIせしめた60彼れ讅泐物を逍り、柿々の技術™ 

を發明せ一切の神は彼れ®$下の•如.•し〇彼れは口らAt类伋啓にC 

て、又た能く烺类敁敦なるものなる。彼れ能く人を〇て宴伶に 

於て同一心怙Viな〇、愛情を以つて人心を充た.し、愛情に背 < こ艺勿ら6 

む。愛は人間の嚮沿なら、補助^なぅ、防謎者なら、救世主なり〇此くのMl 

く、半ば慰樂に•して、半ば-M3Sある躜美を此神に奉す0 

次はソークラrlスの砑な.CSO 

彼れX々の此演說を以つて^美に#す•して、單に攒美の外cliのみ艺な 



〇此くの如き外奴0讁美を爲すは其約束せざぅ〇所なるを以つて，約束 

の解除を求むビ泠|5一番〇、自家の流儀をWつてm美して可なbsせば 

m^すべ0ビな〇〇アガトーンビの問«を以つて始めたり、其結果の大 

耍此くの如C— 

愛は或物の愛に〇て、愛の欲する所は其自己に有せる所のものに非す0 

何ビなれば人は其己に有せる所のものは之れを求ひるものに非ざれば 

なり。愛は美の愛なり、故に愛は炙を冇せざるなり〇而じて美U势なb、 

故に美を求め、之れを欲するなり。愛は又た善を欲す—之れファィドロス 

VJソークラテースiの問答の結ifeの大要なり。次1:ソークラテース、マ 

ンチ子ィアの•チォチマビ云へるit明なる一婦人ビ問答〇、其の得たる所 

のS言も大要其如くなbovj云へ.CNOソークラテース、始め7ガトーン 

srac;く「愛」は有力なる神にじて又た美な云へり〇然る1:デォチマ 

然らすビな〇、愛は美ビ醜s# VJ惡iの屮問なり、又た决•して神に非す•し 

て、たr大なるMyiなり、中保^なり、神vj人ビの間に立ちて、人問の祈禱を 

神に理0、神の命令を人閲に致すものビなせら0 



ソークラテ—ス問ぅて日くA愛®父邸は如何ん◦デォチマ答へてHく、 

1K .M父)VJ貧乏(母)ビの子に•して兩者のtt質を分有•し、時に富み、時に餿ゅ〇 

又たB1:の如く汚穢に0て肱の上に^ぬるこビあり、t雖、又た父の如く k 

膽强壯に0て麫術に岱めb。且つ彼れ智Vi無智Sの中問にありI七點 

に於て彼れ社ご恩£0中問に在る所のものなる衍^考£似たり〇之1 

『愛0性Kなb、之れを以つて典愛する所のもの¢01同すべからざるなり。 

然りビ雖愛は美を欲?ato此に於て疑問起る、乃h—&れ垮1:就、て 

何をか耍むVJ。勿ぬ彼れ美を所有せんこビを欲す〇然b S雖、美にJ5Tつ 

て彼れ何をか^る。今ま美.に代ふるに鞞を以つてして說明せんに#の 

所^*は幸；Mを^:んVJする1:あるこViを知るは難きこiに非す。^ょこ 

だ1:轉を布せんビ欲するのみに非す•して、又た之れを永久に所有せんこ 

ビを欲す〇然らば一切の劣女が愛に關〇て热中するは如何なる理巾ぞ〇 

1Eく、一切の^子も女子も一定の年齢に•達する時は生殖せんこiを欲す。 

而乙て愛はた1^に美のみの愛に非す0て、又た美に於て生渐せんこビを 

欲す。之れ死すべき渚に於ける不死の法則なりSす〇故1:美近づ：Y 



は姙妬愛胎の力坩加0，醜近づくB.Vは大に之れを嫌船lli反〇、•站扪•し-±る 

な-CSO 

然らば何故1:之れ眾に人1111のみ1:限られす〇て、又た諸動物にも然る 

か。日く、彼等も亦不死の天性を有すればなbo且つ人PU1の一個人に就 

いて云はんr-、sfis*tM#も笊に新陳代謝•して、新なる可死のもの、S物に 

代はりて其處を占ひるものなり、之れ11IJち新分子1:山つて«分子を絞M 

するなり〇人•か子孫を好むは、又た自己の菸位故に新なるものを繼_せ 

じめて存ffiせんSする所の不死の念に由るものなり〇又た名毋の不死 

を求ひるも亦此くの如〇〇而〇てM神上の多產の人はftlfta上の子孫を 

生袖するこVJな0¢雖、其m業は之れ其W神上の子孫1:して、之れ肉tts上 

の生殖よbも商尙なby!なす0 

デォチマ1AIほ愛の奥铋に進みて大炎の愛にisするの顺序を钕へて日 

く、第一に美なる形態を愛•し、次1:多數の美を愛•して其扣述結して一なる 

こSを知b、次に美の身1!¢より美の精神に進み•次に法律及び制度の美に 

至りて一切の美は一栉族のものなるを知り、次に法律制度等より學術に 



絕對美の^1なる举術は彼れ|:啓示3る^に审 

きたるもの¢5:ふべ此くて彼れ至上なる^ 

は、凡て地上の妄念を怫ひ去り、肉Wの眼に非す•精神の眼を 

拍手喝采せ 宴飲^の 

簡酊じ、花冠 

傾け、之れ 
は又た之れ 



クラ7-丨スを以つて，形刻帥の店妬のセイレ— ノスの半身像 

:の本It坐〇ませる1:比へ、次に笛吹けるサチn ロスに比へてIR 

:iなればソークラテースは、マル•ゾヤスの笛をIHゐて爲す所を、 

みを以つて同搽の結JRをMするものなればなbo彼れffこ 

0て能く人心を魅威する^な6、而•してXた能く人を論破說 

を〇てKに0ら耻づべき生活を爲せbvJKeせ〇めたり〇ソ 

スは一度余を戀愛せる者の如く思はれたり、故に余は其れを 

れょbtp^を受けんvjoたるも失敗1:終bたbvioアルキ 

尙ほソークラテースの•ホチダヤ硪爭の時寒氣及び餵娥に耐 

べき7;ぁるを示めせるを云ひ、戒時は終日終夜佇立•して戒一 

るこ£を云ひ、又た或時はアダキビアデースの^傷を助け雾 

〇こtfを言ひ、又たデーyオン箱爭にグレi/rm敗北cTifi 

V丨クラナース殿Cて肅然£_して退箪乙たる其沈若なるこ 

〇て1-1く、彼れは人間中實に驚くべき者にtT-、何人も之れに 

く、たr比すべきはナチユロスあるのみビ〇 



本！laブ， 
シ^なV 



集ま-cnて此^;を扒成torfijcて其ブラトーン0身の表現なる1:於ては、 

之れをtelsl^に^さんvjするには^£i も 闲1sのmSなす0 

本^に於ては^U1切?54物にini极せるものVJなせbo古代の人間1: 

在つては、四Wの现象を說明•し、之れを發表するに就いては、愛は大に其影 

您を及ほじたるものに〇て、言焐及び神K等の第一のK別は男女の性に 

して、其れより後litに至つては植物に雉雄を£2め、諸M索に陰陽ぁbviな 

〇、天地を以つて陰^哭女ヴな〇、其結婚等を云ふに至れり0 

ブラトーン亦愛の秘密なるもの人rMI及び自然に存〇、男女の№9-係以上 

に及べるこビを成〇たるものi如•し3ブラトーンは、世上至¢5至上のも 

のは？fSに玟份上の欲31よ-cs分離せ6め^べきものに非す、又た之れ成 

覺上のものをW神上の形にIT1ほ〇たるものに非ざるを知れbe故にソ 

1クラテースを表はすに、始めよ6無82無覺の人ビなすこ2なく、たで淇 

は欲に打勝ちて能く之れを制御〇たるものSなじ、又た其成化力の秘密 

は此に存すwせるなborファィドロスIU及び-1穿钤に在つては、愛は軍に 

所s?l成Wなるものに非す〇て、又た美ビ善iの思考にぁbsなせbo故 

M3IEI . 1 



の に至商の愛は人Bi]に非す•して至ins¥.純のtlljmにあり〇而Cて此抽象は 

遙かの天にして、s神の眼を以つて驚歎‘してiAるべOSなす〇ブラ >1 

ンの愛の平說中には、典翊の一なるこvyM々、世界の反對分子の公二始め 

て人妬に光照〇たる所の知識の热5VS念は人心に栩關〇、人心は又た觀 

念1:相關なるこVJ、不可親界の侰仰、永遠不朽の自然の頌美等、是等は凡て 

包舍さるiなり〇 

愛に就いて、次々に爲せる所の浈說は、传其演說者の人物を.表は•し、又た 

柿々の秤/2に於て、終：？の結姑にM献するものに•して、f?なソークラテー 

スの^說の堪備を®せるものVJSす。而〇てソークラタースは新たに 

其諸說を總攒〇て、其等の至商のWI:忉翔す〇然ビ雖其等の演說は一の 

觀念の漸次に向上する所の諸R?段には非す〇て、¥ろ想保上の溝に〇て、 

其內成典面目のものぁ-〇て允等演說家が愛の祌に柃げたるものたるな 

b。是等凡ては約理的のものビ云はんょり、修辭及び詩歌性のものに•し 

て、又た多少の與理なきに非す0工ylキシ-T，ホスが音樂を以つて、K叻象 



5T QK に！S 

のw瑰1>埤斯なb VJKdt應用は^雜なb-yjせるは#樂其他諸科の^術 

に適;}10て然るの言ビなす。パウサ•ーアスの、個人fillの愛は#制攻治1: 

#ぁりビの說は、グレシアのMIUの蹬刚する所なり〇アリストファ子—ス 

•か、愛を以つて完全を求むるの情なりビせるは、此內nJ^S在つて/rするも 

のビJy!ふべ0。又たアガトーンが愛V」B山の总志vjを結<$： 〇必要に迫 

らる一こ¢1:反f}せ0めたるは、又た偷砰上注您すべきこビ1なす0此 

くの如く、ブラトーンは汧稍ビ熱心ビ、坑理VJla說ビを镕治〇て、以つて本 

筇を作せり。 

〇 

本^に於て人々の愛を云ふや、多くは^忭1:21の愛1:•して、Jy女の愛を云 

へるこVJ桡めて少〇〇恐くは之れグレシア諸W民の强阔主施の思想よ 

bfisfrを奬勋•し、*B壯なる氣兔を*成し、以つて外敵を糊ぐの必要ぁり〇 

より、a然に其柔弱に流る一を拒がんsoて、M女子の愛よりも男性[!nの 

愛を*び"之Uを®んするに至り•しもの^.如〇〇而じて^linaの#たる 

やふより年■]!;者U年少者^愛•して之れを敎ffするは其祕神たしなら 



九九八 



よ-CN、自然1:历性間の愛情をmんするに 至*c\ 〇もCDiftJし〇 

水篇中SAW ?}话中の諸人物に1BFを投せんに、ファィドロスはKに哲墁上の縞論の 

扼因を爲せる人i云ふべく、アソストファ子丨スは沿稽の股裝の裡面にB 

而Sの！：！的を有せる人なboアガトIXは柔弱なる修酧家の風あり£ 

れ.^來アリストファ子1スのrvl-wせる所な.csoア,キビアデースは大な 

るカビ大なる惡VIの反對を^せるIMの人物な上殊にアルキビアデー 

スの今位の行!E6を冋怨•して考ふる時は、又た一/^の興lifeをaへん}_是W 

の諸人^诗fflinVJ •して生®Iせるを)iる〇吞人は又た本^に由つてパウ 

サ-ーアス及びュリ1キジマ，ホス等のPか名の間こへざる所の人物の性狀 

を想兑するこSを得。吾人は又たキセノフ*—ンの所！ir小2^なるアリス 

卜•テーモKの面影を想傑するを^るなり0 

pio 

演說ソークラテースのm次ごなり、愛に開するマンチ子イアの^婦人 

デオチマなる者の敎へたる所を語るや、人微美及び生紐欲^よb其步を 

竹«» 九九九 



逆め、遂に至商至上至大の絕對戈のMr.a o、n然の力は今や足れょり進 

むi能はざるの時に當り、突然一舴の快樂主^の^女を〇て騒然V】•して 

ア火キビアデースを先き1:立てi、此诏席に聞入せ•しめ、餘りに抽象に過 

ぎたる一坐の光；Aを^6#て具！giな〇、餘りにW神主義にftflきたるもの 

U快樂主进を04和•し、而も醉人のUょり典埋を出さ〇め、以つてソークラ 

テースの人物を,aolu•して^^に1Mの典味を增さ〇めたるが如きrド 

ラマ蒱成上iiも巧妙なるものビ云はざる可からす、吾人は»に本篇の奕 

に心醉•し殆V」恍惚vj •してTT沾を絕せるものなXNO 

木^及作の年月を定ひる榡的は、た1#マンチ子アの滅亡の後、ア,ヵデ 

アの分割を云へる記寧に由るぁるのみ。之れ紀元前三百八十四年に起 

りたる亊铋に•して、ブラトーンの四十四歳の^なり。之れを以つて荽钤 

篇はブラトーンの若き時の作なb S云ふ可からす、又マンチ子ィアU三 

百六十九年に回很されたるを以つて見る時は、本^は恐くは三11八卜四 

年i三百六十九年€の間1:戌beものなるベ•し0 さ^ざも1ファィド，— 



ン、婪會J及び『ファイドロスJ等の著述の前後を定むるは到底不能の，• 

wなす〇 

宴矜篇は其文1及び論四に於て『ファイドロスJ鴆に閬係を有せる^ 

に〇て、十分長く愛を論C;たるものは此二篇なbo又た何れも«吊を 

つて熟中成はTfi5stのI神ミなせbo 

ブラト—ンの宴會篇の他に、又たキセノフ♦-ンのr宴ftJilなるもの 

bo其數々rファイドロス1及び『笈矜』篇缂に照應せるこ£多きに由つて 

る時は、吾人は之れを以つてキセノフrンの具著S見るこi能はざる 

bo若〇之れ其典著な6¢せば、彼れ、ブラトーンに敗對•して迸きLも 

ならざる可からす〇然るに『メモラピリKU中には奄も其事なきに由つ 

見る時は、成は後人の僞作なbvi云ふを以つて當れり€なす〇 





u 



ri»r3•卜 Iaス 

基*tt時 Qo なL 

の聪かん£する事に|»]\し|ては、余は答ふるの窀備ぁりビ信す<: 

%君 一昨R余のファレーロンの家より此の市に來るの途中、一友遙 
かより^の後姿を52め、樂〇げなる態度を以て佘を呼び止め 

て：：！ く、ファレーnンの人なるアボロドー ロス、Wく待ちね£o余其言の如 

くせり彼れ日く、アボロド10スよ、余は、アガトーンの家の晚费會に於 

いて、y1クラテース、アグキービアデ—ス及びHの他の人£爲乙たる愛の 

讃美の演説をftかんご〇て、今〇 & $を尋ね居たboフィリ，ボスの子フォィ 

•:クス之れを成人に？£り、其人，*が能く此^を知れる由を余に罟げた()^0 

而Cて彼れの言ふ所は甚j?r不明»//:なり.しを以つて余は君より聦かんこ 

•こを^:>するなり。此事を委•しくgsb^る者は.*君を措きて他にぁるこ 

4なかるべ•し。君は其轻會に出席〇たbやf否や、先づ是れより晤り始め 

よ0 

余日く、グラクn丨ンよ、君若•し此轉各は近時の$にして'又た余が其席 

にぁり〇や£云ふが如きに由つて兑る時»?、«に報道したる所の人は極 

めて不粮密なり〇ものi如〇〇 



彼れ答へて日く、然办、？れざも此は余の〇か威•じたる所なbo 

余日く、されVjも其氺如何に〇て有り得べきや0アガトーンは此數年 

間アテーナイ市1:在らざる？nを君は知らざるか◦又た余*>ソークラテ 

1スを知bて、其Ifls行爲を日々の研究科目iなすビ雖、未fr三年をも15 

過せざるなbo且つ之れより前余は諸方を奔走〇て、以て0ら善き職業 

を爲せる^なbvj思惟せり〇然る1:典實余aJliも憐れむべきの狀態に 

ありて、右の現在の狀*%に比して奄も设る所あらざるなり〇而，して以爲 

らく、余は铒璆者たるよbも、何事か他の2ftを1Sさrる可からす¢0 

彼れ日く、滑稽はt?く之れを^き，先づ、此會分は何時あり•しかを吿げよU 

佘答へて日く、余の小兒なb OW、アガトーン其初作の悲劇に由つて懸 

貧を!!>たるS.H、彼及び彼nの知人等、勝利のfs禮を行ひ〇時の堪なbo 

彼れ日く、そは甚だKき以前のHiなbo君は誰よ-cn其取を聽きしや、ソ 

1クラテースよbか0 

余答へて日く、否な、フ*イニ/スにI5bたるビ间じ人に•して、キ*ダ•グナイ 

オンRIのアリスト•テーモスビ5«ふ者よbttけり〇彼れ身fia短小に•して、 



〇〇六 

ii 
るなV 

常1:靴を穿たざるなり。彼れ其^席に在bき〇而•して常時ソークラテ 

丨ノ^拜教の內、彼れに险-0て熱心なる老あらざり乙なり0隆つ余(^彼 

れの^0たる成部分に就いて、ソークラテースに其眞否をS•しジークラ 

テース其を確Kな•したboグラクnlン日く、然らば願く i再び之 

t i ps b Gか•せよ。此说よ^Nァテーナィ1:到るの0は、«に之れ談話の 

爲めに^けあるにあらすや¢3此くて©等愛の、演說に就いて耽防Cつ 
つ步みたbo是を以て余は始めに言ひ乙が.如く、答ふるの璀備あるなり。 

Aにパ??〇好まば、余は此に之れを繰り返.してKるべきな.!)0A.Jはtr學 

に):::いて成U訝り、成は人の55るを^くを好むものに.して、利^ありビ云 

はんよりも、至大の快^此中に存するなり〇されVjもfillの谈活、殊に君等 

金滿家及び商人^ビの賧話は、余U&だ之れを好.まざるなり〇余iャこ 

余の友たる?Vを偶然i成するなり、何ビなれば*は其K怠frfにCて、而も、 

ひ114に職業|:1('!|勉なbvj考へ居るを以てなり〇君は又たMC:く余を以て 

a然Sな〇、不幸なるものSせん、然b、恐くは不幸のものならん。さIざ 

も余は苕がたr余のみ然考へ射るこSは確かに之れを知れり、I乃 



-之れ差^ある所以なり0 

友人 アボロドーロスよ、趙は相も铋らす、例の如く、君自身及び他人を 

く®はざる人なる哉0*は忍自身を始めsoて、たry1クラテース 

除くの外、一切の人を憫然なりビ笑へbo君は從來狂人アボロドーロ 

の0ある人なるが、余は*が何故に此名稱を得たり0やを知らすビ雖、 

も典を^たる名なbsfc2t0何ごなれば君はたrvlクラテースを 

くの外は、?J自身及び凡ての人に對•して{sに不滿をぬらせばなり〇 

アポロドiK然り、余のれ人なりビ|?>せられ、又た余の讯^を脫せり 

稱せらるiの理山たるや、た；r余•か、余0分71び芯笠に就いて此くの如 

見解を布せbvj云ふにあるのみ〇其他何の^明をも耍せざるなり〇 

灰人 ア•ホロドー ロスよ、余は此辦に就いては已1:3ふの要な•し、され 

も21 くは企が！5ひたるが如く、愛の演說を段bigへして余に鹉かしむ 

こVJを爲せ。 

7ポ 愛の淡話は此くの如くなりき——然りご跣、企11備さに始めよb 

めて、正確にアリストデーモスのgiりたるrfrを娛bisへ*して25るべ•し。 



アジストデーモス日く I彼れ、ソークラテースの新に浴〇て、紐靴を穿 

てるに逢ふ◦元來ソークラテースが紐靴を穿つは通??;の^の非ざるょ 

5、其晴れ若を？?て何處に行かんSせるやを問へり〇 

ソークラテース答へて日く、アガトーンの^會に行かんSするなb、K 

は昨n招待されovj雖、此Hは來會者餘りに多數ならんこビを恐れて今 

日行くこSを約せり、余の消裝せるは、アガトーンは奇煺を好む人なれば 

なり〇君は招待されすVJも余VJ共に行かざるか0 

余答へて日く、君^•し招待せば、余も亦同伴すベ〇〇 . 

彼れ日く、然らば共に行きて 

1劣れるものiff行には、招かれす〇て咨人至る』 

VIの格TTを泔滅にMせ•しめ、吾等の格言を此く爲さん、日く 

『梅人の宴^には、招かすして畚人至るj 

S•而•して此格：»Iの燧8£はホメー〇ス自身之れを爲せる者に0て、ホメー 

ロスは單に文字上に之を®illせ〇のみに非t•して、此前^の格首を攻幣 

せbo何ごなれば、彼れ、アガメムノーンを描きて人間中最も與牧なる人 



VIな〇,雄坜なる心怡のメ子ラオスを0て、招かれす〇てアガメムノーン 

の裱牲を供するsf分に至ら〇めたれ险れる洛が、劣れる^に至るに 

非す乙て、劣れるもの*>、险れる求の荽付に至り〇ものなり0 

アyスト•テーモス日く、ソークラタ—スよ、余は寧ろ劣れる:^に•して、ホ 

メロース中のメ子ラオスの如く、 

■1招かれすして转名の«鈐に至る.| 

ものたるこVJを恐る0されViも余は^に招かれたb、君は5•券 

1兩人共に連れ立ち行VJ 

の辭抦を作らざる可からすVJO彼れ、ホメーロスの口調にてt々兩人中 

の何れか其辭抦を考案すベ•しVJ答へたho 

之れ兩人對SSの佾狀に•して7f»此く谈沾•しつ{行けbo然るに突然 

ソークラテースは、苑も喪心.したるもの5如くに立止ま6、其をf.!F-ち居た 

るアジストデーモスの、自己よりも先きに至らんこSを求めたり〇 アリ 

スト•テーモス、アガトーンの家に至るや、門戶は廣く開き<00て|の滑嵇 

取件は起bたり。家^出で來6て-i?席に案内せり，而.してns宴は今や始 



をa 
和如 

まらんvj 〇"衆*^を横たへつiあbき。アガトーン、アリストデーモス 

をiAるや^や、之れを歡迎〇て日く、Mくは君もS*等tf晚较を共にせよ0 

?v^c他の川務の爲めに來boiせば、此は之れを他Hualbて吾等の 

一人に加はれ。Kは、余は昨日^に^はんVJ欲•し、若〇钤ひ•しならんには、 

今日矜を招待せんVJ思ひ«たり#くこそ來れ。されV」もソークラク— 

スは如何にせしぞ〇 

余はWJSIをM廻はせ•しに、ソークラテースは在らざるなり〇 3つて^ 

は今までy1クラタ1スビ共1:ありて、ソ-.クラ•アースの»めにt!iつて 

來boこVJを佐げたり〇 

アガトーン日く、教の來り〇こvia余の飲ぶ所なり〇 3れでもソーク 

ラタース彼れ0身は何處にあ^N^'o 

アリストデーモス日く、今•しも余の此颭に入b來時、ソークラテー 

スは余の後ろにありき0彼れ如何なり.しならん、余考へ能は ざるなbo 

アガトーン日く、子供等よ、行きてソークラテースを見出.して述れ來rto 

アリストデIモスよ，押くエリュキシマ，ホスの側に坐せ。 



y Iクラ•>•:ス 

0fi;s 上 Co作 

rガトーンの丁 
茁なる歡待 

此くて^伏は彼れの足を洗ふを助け、而〇て彼れ横liりて坐に就きた 

る(:、他の家僳來りて、我友ソークラテースは隣家の支關に入り込めるを 

佐げiLつ：：！くS彼れ彼處に佇立せり〇余は彼を阡びたれV」も、彼れ動きtr 

に®3rるなOJVJ0 

アガトーン日く、奇なるかな〇汝今一度至りて彼を呼び來れ〇 

アリストデーモス日ヾ、ソ—クラテースは、g くは其(fiu爲.し®け^れ 

時々此小あbて?8山なく 〇て彼れの0心を喪失•し、何處なb V」も立Jhま 

るの習t£rあbo妨げす〇て放任せよ、やがて彼れ自ら來るべC0 

アガトーン日く?Iのitt然らんには、^のBに從つて放任せん〇 S云ひ 

つ！家依等に謂ぅて日く『ソークラテース來らすyjもS等は步たすして 

食？ftせん。何人も汝等に命令する米あらざれば、汝等其好.しビする所に 

從つてFS列せよ。余は是れまで汝答U一任〇たるこVJあらざり〇 •か、今 

日は汝等は我答を接待する主人|:0て、余及び-»朋友は、转な汝の«客な 

b •こ思ひ^も好く?V等を歡待せよ、さらば汝等に褒貨せんJVJO*より食 

珙は始まれり〇食琳中、アガト—ン、馼々ソIクラタ1スを招び來らん£ 



7f ク r*T— ス 
人9来V"ァガ 

トーV Jtift抄す 

ス、Tガ►丨ン 

をWRす 

の窓志を表はせb S雖、アジストデーモス之を制Jhせソークラター 

スの發作は例ビ〇て餘b苌時問のものに非ざりし*'、食祺殆ざ其半ばを 

終b O ST入り來れり〇ァガトーンー人食焱の端に身を撗へつJrぁり0 

が、ソークラテースに乞ふに、d rJの側に坐せんこSを以つて•して日く、r余 
» 

は荇に接觸〇、以って打が隣家の安關に於て、対の心中に來り、今は君の有 

VJなbo所の知nの思想の利益を得んこVJを欲す〇何VJなれば君は求 

むる所は、之を得ざる以上は、决•して其所を去りて、此處に來らざる可けれ 

ばなbjvlo 

ソークラテース、アガトーンの頋ひ.し如く其席に就きて^ぅて日くf余 

は抟啲の媒介に山つて、允滿せる漭ょり、空做のものに籾怒を注入するこ 

ご、苑も毛布を以て究滿せる水器ょ〇其れを吸ひ取bて、之れを空虛の水 

器に允たすが如くなすこVJを^るは:il:JliもMふ所1:•して^•し此くの如 

きこビ有b得VJせば余が«の側に^するこVJを得るの特祕は、甚だ贵氓 
0 

なbvj湖ふべきなbo何VJなれば:/Vは、KVSに.して^肫なる智怒の泉の 

流れを以て余を究たすべければな60然るに余の竹^なるものは、之れ 



を^に比校するに、竹に下®に•して花'fr疑は•しきものたるのみならす、夢 

にだも*かざる^妬のものたるのみ。之に反〇て君の敉茲は實に光輝 

赫々ビ•して、將に足ょb愈tn£盛ならんvjするもの1:•して'昨口の如き 

は^は1!f年の壯大なる保奴を以つて三典以上の大衆のグレシア人の前 

に立つて之れを發表じたりしなり〇 

アガトーン日く、ソークラテースょ*•は人を柳摘せるなり。*r/時に〇 

て、君i佘£、何れか籾Sの勝利のft;:搠を取b去るものなるやを决定すべ 

く、•チォ"1ソスの神其密判渚たるべ•し。されVjも先づ界は食^すべきな 

h-o 

ソークラテース其坐に就けbo食mも終り、灌酒躇も行はれm卖歌も 

歌はれm例の锚式も執行5れ、將1:油{於に移らんビせる時•パクサ-ーアス 

餞nして日く、友人^お*等li如何にせば、飲：iw•して^も笛の少きこvjを 

$ベきぞ〇余は昨口の躱飮の結果を成〇て酤〇く艿〇める济なるを以 

つて、今や施，ろ快mするの時を拇んiを^む。葸ふに、諸荇の内の多数は• 

亦昨n其仲1;:)なりらをnつて、又たM一の狀態に在るべきなbo然らば 



Bwy 9ユキレ 
-Tッホス火Jf!0 

«を肼る 

ン|夕7rlス 

は大热个ipi、M 
nも之れをtc< 

諸*思考せょ——如何にせばiltも輕姑に飲：;«するを得べきやを0 

アッストフ，子1ス日く、余は全然In]总なりc如何にも.して#等は强汰 

を®けんこごを欲す。何VJなれば余は昨：：一飲み%れたる 一•人たればな 

h-0 

アクメノスの-T-なるエリユキシマ，ホスも亦；nく、右の言や大1:善•し、吾等 

JLに淡^するこV」{な〇ては如何ん、アガトーンはWほ强飲するこごを 

得るか。 

アガトーン日く、余は大砍するこ£能はざるなbo 

、Tユキシマプホス日く、gsき我が如きを始め？し、アソストrモス、 

ファィドロス^他飲?S〇能はざる^は、大酒家が飲洒せざるを兌るこごを 

以つて幸祕な-^ご成文ソークラテースは全く別物な\彼れ^洒する1 

も、又た飲WせざるこVJも之れを能くせばなb)而〇て人々今Hは多{ i 

飲isするこどを欲せざるょb、余は锊師i •して此 /\ Viふこiを^むるな 

くんば、幸なり。竹に伙酒はY£•しからざるW惯に〇て^•し能ふ可くんW 

余は决、して此くの如きwlrtに從はざるベく、又た决〇て他に之nvを&め 



今n の*truiel 
は1tfなL、 

飲fん达する«• 
tjtkむこ s t な 

鶚妓4之れ1:不 
用1!なす 

ざるべ0。殊に昨口の大«の結果を成する人1:於ては然り〇 

ミュリヌシアKのファィドロス、及び其他の人々同尨〇てHく、余Ji常に荇 

の忠吿に從ひ、殊に^:が锊師ビ〇て命Cたる所は之れを守るベ〇〇伤も 

智ある人は竹な此< の如くSすならん〇 

人々«飲洒は今口の規定外vjな•し、たr飲まん£欲する^のみ飲isす 

るこVJI:一致せ^No 

此に於てHリユキシマ，ホス日く、然らば飲酒するVJ、飲洒せざるVJは、人々 

の隨意VIな•し^て强ふるこVJなき1:一致•したれば、次1:余の動繽Sする 

所は、今0も入6來り0吹笛妓は此席ょり去ら、しめて彼等自ら笛吹きて 

樂•しむか、或は典なるM女子1;其を貶か〇むるこ¢1な•し、之れに代ふる 

じ荇等互に淡-；fiするこVJ!な0ては如何ん、訴君若0同恋ならんには如 

何なる种類の談沾を爲さんかを余は言はんVJO 1M此提鑲に间总せし 

かば^?ユキシマ，ホス次の如く賭-〇て日く—— 

彼れ日く、余はHクリビ•テース中のメラ-1，ベーの 

1此笤は我れの言に非すj 



龙9iキレマツ 

ホス、^ 
Sの神のstyBK 

を作らざるこtt 
if 

iの您度をnて始めん。余の2feらんvjせる所はKにファイドIIスの言た 

るな彼れ讯に愁2TFすらくfエリHキジマ，ホスょ、他の多くの神々は钾な 

多くの^人の頌徳^或はぶ奕歌を有せbvj雖、かの大なる、光榮ある神な 

る^U、此くも多くの持人中、一人の頌羌する^だになきは實に不思綃V」 

云ふべきなbe又た多くの^名なるソフィスト中例へばブローデ=»スの 

如きは、散文もてへーラクレース及び其他の英雄の功^を頌美せるあり、 

丑つ余の3S外にK5C今るは^竹卬咨中にはrs々數千首^の功用を述べて 

雄鮮なる綸文の迎ビなせるを兑る0其他此くの如き唞物に對しては、同 

:.しく非常の頌たを,ilonて至大の典味此ilrrすご思惟こたるものなら 

ざる可からすU然りご雖、今：：：1:至るまで、ファイドロスの明«せるが如く、 

「愛wafi;^歌を作り〇济は未だ一人だに之れあらざるなbJVJOKu此大 

なる神は全然人々に沿過されあるなbo而〇てファイド-Pスの此く言へ 

るは與に正常なるこVJに•して、余はフ，イドロスの此思想に寄進する所あ 

らんvj欲〇、又た®^lrH1i>此くの如きの時に於て^愛©神を頌类する以 

上の敦きこVJはあらざるべしVJ借す。諸君^〇余の言にrnl恋ならんに 



は、淡;;fiの材料に於ては不足なるこVJあらざるべ.k何Sなれば吾等一一^ 

左より右に順次に适©榮光を頌炎する淡沾を爲すべければなり。而•し 

て}*等谷a能ふ限りの故^を爲さん、されざも左側のSIJ1席1:在るファィ 

ドロスU此思恕の父なれば、SSふ彼れより始めんこSを。 

ソークラテース日く、エリ-キジマプホスよ*何人も典存なきが如-し〇余は 

Dら何唞も知る所な•しVJ雖rrハだ聊か知れbvj公言•し得る所の愛の問迎 

に就いて談話するは敢へて異議あるこiなく、又たアガトーン及びパク 

ナニアスも必すrto:Eなるべし〇アリストファ子1スは®念•チオーーユソス及 

びアフロデテーをmVJせる人なnば、其のrnl总なるや疑ふべくもあらす、 

余の左右の人、一人VJ •して反對するものあらざるが如•し。余1:於ては、於 

終の席にあるを以て、淡^共だW雜なるを知るs «、3t?*し始めに#良なる 

淡活を龁くこiを得ば^後に淡^する困難の如きは何かあらん。ファィ 

ドロス先づ『愛」の^美を始めよWU彼に取つては倚悻たるなり£0 一阏 

ソークラテ—スに冏怠〇ジ，ィドロスの35り始めんこビを求めたbo 

アリストデーモス盡くは其淡;5を記位せt又た余も彼の語b •し所を 



ファイドロスの 

EII頂神中CU 
奸R求な9 

1yaa大利往〇 
岭闪なり 

盡くaatsせすご雖、命は沿も記tfiに惯Mぁる所のもの、及び主要なる人物 

の演说を君に25り耽かすべ〇〇 

ファィドロス^®你大なる神に.して、諸神及び人間中圾も铤くべく、特に 

其逆生の於くべきこ、こを確茲〇つ一沿り始めたり〇宵に^は諸神の设 

技名に〇て、其名猓は彼のものたるべ乙C其證たるや:*のFfl親に就ては 

1の紀^だ(:ぁるな<、待人も舣文家も1人£.して〖愛«:父§ぁるを跗へ 

るものな0、ヘシオドスの3r/へる*>如く、 

『太初にat沌生C、次に胸廣き地生す。 

之れ凡て存在せるものi永久の坐たるなり〇 

而•して次に〖愛/1:す』 

V」。他^以て之れを言はrflfc沌の次に「地』S〖愛一V」の此hr)名生C:たるなり〇 

パルメ •ーデース亦諸神の生鏞を歌ひて日- 

『一切諸神のSI5一に、彼れ『愛」を形成せ• 

VJ。アタシラオスも亦へシオドスVJIH1I意見を有せり〇此くて多くの 

人々は愛は楮神中の：s年^^なるを認め居るなbo而乙て彼ft眾こ苌 



设洛なるのみU非す•して、又た吾等に取つて最大利益の源议たるなbo 

何VJなれば、今や生活を始めんどせる所の靑年に取つては、有徳なる愛者 

ょり粦きはなく、又た受沭に取つては愛人ょり善きはなかるべければな 

bo人^7もll^wなる生活を爲さんごするに常り、其嚮與者V」なすべき方 

則を^く-/1-^に扶桢する所のものは余は云はん、親戚も、名毋も、话存も、或 

は其他の！T14機も、决•して愛に设らざるなb VJO余の言はんVJする所は果 

〇て何1Itぞ〇日く名^不名#の成なり、此改なきB.Vは、阀尜も個人も决•し 

て^_u$i大の-K業を成すこビ能はざるなり。余U首はん，:«=•し愛者に•し 

て不名赛なるlr爲をな•し、又たは人の-しれ(:不名#を加ふるに常つて、卑 

怯にも其れ1:降伏するが如きこSの7?破さるi時は、其父、其友、或は其他 

の人に山つて石破さる、> ょ6も«:$人に.n破5るiは、一;rfの^痛をts 

するものたるなり。又た:$人たる:«も、或不名费なる位lltl:在るをiiら 

るi時は其:®:名U対するや、又たIM]一のt£ぁるなり〇芯•し一祕の^家成 

は：本隊を組辙するを得べ？方法ぁらんには、愛«•及び愛人v-nて之れを 

紐綵すべ•し。然らば彼等一切不名眢の琳を避け.Tfに名禊をttひ、以てA 



变uよ<K*す 
るKoftめに人 

を死せLむ 

Tルケ 
0S 

IXチス 

，しの都rllの^-Uなる政治を®すべきなb。而•してIH取あるに常ては、 

愛^愛人+11携へて敵S戰はr、似令兵Is少こ•、」雖Jt名^上の3}氣は、以て 

离人1:敵するこ’/」を将べ•し。何£なれば愛漭なるものは、自己の守るベ 

き所を守らす、成は武器を3KてiMる{を典人にMらる{ビも、愛人一人 

に之れを兌らる！を好ます、其鬼ttなる所行を愛人に見らるJの苦痛ょ 

bも^ろ彼れ^千段なb VJも死するを梂ぶベければなり〇何人か危急 

に際•して.JI:愛人を來つる*あらん〇此くの如きie公に於：ては、格めて庳 

怯の^£雖、成IJ7せる英雄vjなり、：gも!0敢なる人VJfM]等VJ.iるべ，し〇适一 

は能く人を成激せ•しむ。ホメーロスのnへるが如く、神は31:勇策を英雄 

の胸中に皴吹〇、又た其愛を愛者に吹き込むなり〇 

_愛」は人を•してdtfi:人の爲めに死するこV」を爲さ〇む——たr愛のみ±. 

れを能くす。之れ刃女に通L:て然此琳に就いてベリアスの女なる 

アグヶースチスは?fに全グレシアの紀念砩なboア〆ケースチスは劣 

夫のおめにれ操を谥く •したる漭に.して、夫は父あり母あbvj雖何人も彼 

れの爲め1:雄くさんビする^なき時に、彼女夫の爲めに身命を}aするも 



敢て恐れざり•しなり。夫は父も母も之れなきに非すVJ雖、彼女の愛は彼 

筇に®り、彼等は其子に對•して血族上宛然他人の如く、たr其親綠の名fi? 

ぁるに止まる•か如きの成ぁbo彼女此く貞烈なる行爲を以で神人を成 

動せ*しめたbo其isswなる行爲たるや、多数の有抱なる行爲を爲せ〇人 

の内にもAiも稀なる所に•して、神は彼女の高尙なる行爲を保类•して彼女 

に許るすに、活きて此地に：gるこごを得るの特權を以つてせり〇此く秀 

絕なる衆^は、貞拗S愛fl!rの徳どに對〇て與へられたり〇然るに之U反 

•してオィアグロスの子に〇て立琴の名人たるオルフ*クスは、諸神は空.し 

く彼れを立ちMらしめ、たrrnかに、其尨ひ求むる所の^人の幻影をillせ 

•しめ〇のみに〇て、讲神は决〇て彼女其ものU之れに钤は〇めざり•しな 

り〇之れオダフ皇クスは其誠心を表はさ_2り0を以つてなり0オダフ*ク 

スは汛に一個の立琴の价人たるのみに0て，ア,ヶースチスの如く、其爱 

の爲めに死するこ£を欲せす、生きながら、货奴に降りて其戀人1:逢はん 

iを考案〇たりしなり0之れを以つて諸神は其庳怯の讪£.〇て、此後オ 

グフ*クスを•して婦女子の手に死せ•しめたり〇大に之れご興るはアヒレ 



|rbレウスSパ 
I ► a 夕pス»o 

!a 

Tbレウス1:命 

よ：&洛名を«し 

む 

ウス•か其愛^パトロクロスに對する-]R正なる愛惝の報の高1AIなるivj 

なすI.彼れ己を愛する：^の2Sめに死せ，しなり、己の愛する:«の爲に非す。 

;;•卜tjクロスはアUレウスの愛人なbvjなすは誤IBな.C、アイスヒユロス 

此の誤8|に阳れり。何><»』なればアヒレクスはパトロクロスよりも^6 

なるのみに非す3t他の諸英雄よりも^敗に•して、又た其年ftvも若く、ホメ 

丨ロスのtcへる*>如く、松说あらざり0なり)0而.して諸神は大に愛の徳 

を頌货0、义た愛されたる名が、愛する洛(:其愛を報ゆるは叉た一府に頌 

^0、|«攸あるこVJ iな0、報ひを與ふる所のものたるな60何£なれよ 

愛^liインスビレーシ•ン」受けたるもの(:.して二M神?»なる•ものなれば 

なり。アヒレウス?V•しへクトールを15さんビするの心を抑損せば、よく 

ndの死を®わて^にMb安染U老年に至る*とを^るこvjは、はの敎へ 

たる所にHiりて尜より其知れる所たるな.CS0然bvj雖彼れ其親友の爲 

めのtat#:に生命を無きもの£な0、彼れB身の防朔の爲め、及び其死後の 

货めに敢て死せりし之れをWて箱#はアルヶースチスよりも彼れを韓 

敬し：死後彼を幸；3岛に送bたり0典他尙ほ「愛」は諸神中の烺長年«たり、 



g,サーァJ 

*に一一«あ 
aw神的、他a 

#通のものなV 

至Kのものたり、®大勢力のものたり、又た現世の徳雜及び、死後の幸福の 

主要なる创ffl洛たbM與者たbvjするの證據少なからざるなり〇 

此くの如き、成は火耍此くの如きはファィドロスの演說なりき。而〇て 

次に數多のfii{說あ-CSじVJ雖、アリストデーモスは之れを記位せざりき3 

次に彼れの焐り〇所はパクサ11アスの演說なり〇彼れファィド,Pスの言 

は、愛に^別を立てざるものなり、此くfltNoて愛は^奕すベからすiな 

o3Ko^」なるものは天下pftた|のみならんには、フ，ィドロスの言或は正 

•しからんご雖、.愛』は一以上あるに於ては災内の何れは吾等の讀美すべき 

ものなるかは、先づ之れを决定せざる可からざるなり〇而〇て余はファィ 

ドロスの此缺點を110ふべ〇 VJ 〇て湖ぅて日く、先づ余は、如何なる愛が頌 

美さるべ5伯侦あるやをTiひffii•して其頌美すべきものは神に桕Ea •し 

き方法を以て之れを5&炎するこビを力めん0吾等抟な^」は广フロデテ 

丨ビ分離せ•しむ可からざるを知る、故に苦•しーアフロデターのみなりビ 

せば『愛」も亦一たるべ〇 £雖、二の女神あり£せば^」亦二あらざる可から 

ざるべ*し。余が二女神あb VJ言ふは或は正〇からざるか〇其女神の年 



神通の愛a下V 
な9 

茲者の方はrj:なく、クラノスの女に•して天のアフロデテービ调ふ、年^%」 

方はゼクス及び•チォー子1の女に•して、吾等の鞞通に所！ーアフせデテー 

なり。此くて此女神S與なる一愛は、又た他の天の^|:對乙て件通の愛ミ 

稱す。而〇て一切の讲神は竹な其^炎歌r^*すべきなりV」雖•其神々の 

性Kに山つて,;li羌に差揭な5能はす。故に•/+等先づ兩愛の性格を•£!別 

するこV」を要す。元來行爲なるものli北之れを成すの方法に從つて、興 

るものなり。例〈ば否等の今此く行爲〇、欣洒.し、««歌0、淡PSする等、是等 

の行爲典物は善に非す又た惡にも非すミsi、お•し其是等を爲す所の方法 

に差興を生C、袋く之れを爲さば^ビなり、惡•しく之れを爲さli:惡ビなる 

•か如く『愛」i •しswur^く之れを頌淑すべきに非すして、たrK尙なる目 

的を有するr愛」のみ商尙に•して激类するのfatfLあるなり〇然りビ雖普通 

のアフロ •チテーの子^る#Vi索ょり放II通のもの1:•して何の傾別.C 6こ 

£なく、^子も女子も贵年も间：.しく成する下等なる沌領のものに.1\褙 

神ょりも肉{K5に;)Sするものなり〇而0て设も愚味なる者は、此愛の目的 

物に心て、此受はた^#其目的を迖1るこビのみを讲ビす>」雖、185侦に其目 



的を^せんこV」に恐ひ至らざるな-CNO之れを以て鹗MstL;て之れを行 

ふ。此愛の母は一方の愛の«:よりは遙かに年si:く、^性女性の一致より 

生れたるもの|:0て、又た兩性の分子を有せ&0され£*も天のァフロデ 

テーの子は、女nの分子な <——たr男性のみよb生れたる所の1¢より生 

れたるを以て、其愛や^年のみを愛するものなり、而，して此女神は年fiiv長 

せ乙を以て%7Sの?Kあらざるなbo此愛に山つて122®さろiものは、心 

は;»性に向ひ.益々1»壯怜悧の11:を好み、其愛者の性贤中、純溆なる煞誠を 

53むる、とを^ベ•し。故に人々小兒は之れを愛せす•してtfr悧の街年の其 

理怍の發達を始め、又た漸くla毛の生せん£する《の漭を愛す〇此くの 

如き靑年を友V」するは、彼笠に忠寶を通く •し、一生を彼等ビ共に送り、彼等 

共に居b、彼笠の無經驗に乘•じて之れを欺き、或は彼等S共に梅事を行 

ひ、成は彼^の一方を他にii代ふる如きこvjを爲さrらんiするにあり。 

されでも年少小兒を愛するは法忭に山つて禁せざる可からす、之れ其將 

來、未だ確定せす、精神も身{»も^に、或は^V」な-〇、或は惡VJな-CS、彼等に^ 

く〇たる痛何なる熱心も或は全<徒勞に歸するこビあるべけ*1|1:ぃふり0 



此點に關〇ては#をnて彼等自身の法則Sな•し^愛者のliL装なる徒は 

强力に由つて之れを制するこビ、恰も彼等•か自由公民の^女子に愛情を 

確定するを禁制するが如くせざる可からざるな何Sなれば物のis 

用は正常なる使illにも、不信用を來すものにして、此の种の愛情に不正常 

l:.tLつ不以なるものある時は、人をして愛の正常なるものなるこビを否 

認する(:至ら〇むるものなればなり〇されV」も^^を正•しく •し、法贝に 

從つてrrひたる愛情に對•しては、一人vj *して之れを避宫するものあらざ 

季51，るなり。你今多くの都市に於ける愛の法則は掻めて簡ml:•して、容易に 

411rMさるべきものな^s、、J雖、常III及びラヶダィモーンの法則U共1:代ftl 

T 
を極むIエリス及びボィォーチァに在つては、人々雄辯の天Mなく直情 

扼行の件に〇て、一般の人tlvは、たr此gの結^を愛0、老ひたるも苦きも 

一人V』•して此wi:の愛情に不信用を叭ふる省な•し。典理山たるや、是等の 

地方の人々は、共だ茲宫のn:なるをJU〇て、愛^等li訴述上の辯論等を以 

つて妍ビな.し、之れを好まざるに|!!るもの-如〇0されぐ」もィオーニア 

及び3¢他一般野^人に從秘せる地方に在つては诉年問の蹙情はボ制に 



スの» 

敵たるものVJな•し^平及び髂拗術も之れS共に不評剑を被り居るな〇、 

何どなれば治名の求むる所は、其被治漭たるもの1精神柔順に6て、人々 

の問に友怙及び社伶阒結の强凼なる結鎺存せざるふを欲せばなり〇殊 

に愛情は他の种々の■機中iiも人々の阁結の情を政吹するこがア 

クーナィの典制政治家が^it驗に山つて^びたるが如きものなればな 

り〇之れアリストゲィトーンの愛及びハ〆モデオスの贞烈は、以て能く 

彼等麻制王の^力も亦如何んvjもすベからさら•しめたるを視ても知る 

ベ•し。而•して此柯の愛芯の不郛判を被る1:至り•しは、之れを不評判なる 

に至ら〇めたる人々の事f,vに山るものに0てMtiせば、治^たる漭*>自 

ら求めて、此に至ら•しめたるVJ、被治^たるものんM病ビにょり、此の結果 

を生£:たるに由る。然る1:1方、或諸阗に於て、無差別な4名猓を彼等に 

與ふるは、彼答1:對する此意見を^する^の^俊なるにMせざる可から 

ざるなbo?fIiflにては遙かに势£1なる法則ぁbてrrはれ居るVJ雖、其說 

明は余の言へる*>如く祓雜の嫌なきに非ざるなり。吾等の注尨すべき 

こVJU公然の愛は秘密の愛ょりも 一rff名#に•して、又たたVJひ其愛人の 



容聣は他に比する時は、或は多少劣るこ£ありビするも、高侦に6て位® 

窃き者の愛は、殊に名^ビせらるiこsなり。吾等又た此mをnaざる 

ベからt即ち、世問一般が如何に大に愛者を奬動せるやVI云ふこ、t之れ 

なり。彼れ愛^はA々より决.して不名毋なるこビを货•しつiありビ想 

mさるiこV」あらざるなb◦されども彼れ苦•し成功せば稱！？せられ、失 

敗せば耻を受く。而〇て愛漭其愛を得んビするに常り、人々、彼れ•かf«B々 

災{Sのrrを爲すごも界むる1ビな0〇されV」も^〇之れ利咨の心より 

成li宵職を希ふより、或は權勢を得ん等の心より爲すに於ては、©學は» 

•しく之れに反對するものなbo彼れ祈願•し、懇請•し、哀顋•し、起货.し、又た如 

何なる奴仅よりも一财の奴儇たるを堪受〇、成は粗席の上又は戶板の上 

に尨ぬるこビも之れをなさんI索より3¢他の垅合に在つては、朋友も敵 

人ビ同》しく共に彼を妨ぐるこV」あるべ•しvj雖、此愛情I:l:s•したるifi分に 

於ては、朋友は奄も之れを以て彼を耻Sする•か如きこVJなく、又た之れを 

咎め諫むるこSもなく-3¢敵人も彼を以て^o£なさす、又た阿aせりな 

V」S云ふこビな•し。愛名の行爲は其內f3炎なるもの在りてWて其の行 



爲を商何なら0む〇而•して一般の習惯も大に此等の行爲を稱美〇て、决 

〇て、典人格を喪ふものU非すごせり〇且つ是等凡ての內、其最も奇tす 

べきは、たr愛者のみ、能く誓ひ、又た自ら破袅するこiを得(VJは人々のsfl 

ふ所なAlrfilして神も彼れの91;を免すベ.し，何ごなれば、愛者の1?なるもの 

ぁらざればなり。此くの如きは-S等の地方にむUるi所の；^tftll山つ 

て、神も人も共に愛名に許容〇たる全自山たるなり〇故に今ま此點ょり 

觀察する時は、人成は云はん，日く、此ァテーナィ市U於ては、愛するこV」及 

•ひ愛3るiこVJは其た名^なるこSなりVJO然りビ雖も、兩親は其子の、 

愛^VJ淡^するこ•こを林てし、之れを師傅の監籽の下に在ら0め、帥傅は是 

等の？ItをBt視o3t间飛朋友等は^*し此くの如きmを見る時は、自ら之れ 

を戒め、«-li上たるものも亦彼等を^むる老を默せ〇めす、又た之れを鈸 

むるこVJを爲3rる時は、凡て是等の事に就いて考ふる者は、^な必す前 

の垛赍に反〇て^を以て不名黌の辦ビなすべ〇〇然りビ雖余が始めに 

nひたi如く，此は垃れ名*VJすべきものなるか、將た名#VJすべからざ 

るものなるかは、意ふに、决•して肋眾なる問題に非す〇て、其の之れを高潔 



不％«の5 

に货行せる:^に在つては此事名譽のものなりV」錐、其の之れを不名^に 

饩行せる名に在つては、不名猓のものたるべ.し-^云ふにぁり0其醜惡或 

U醜5Kなる方法に從ふ卟は、索ょり不.名^なり•己雖、翁成(i名^なる方法 

に«4る時は名#たるなり0彼の世俗の愛漭*>怙神ょりも肉體を愛する 

は-之れ醜•您に•して、彼れ®^贞视な&、となし、何ビなれば不定なる肉體を 

愛すれtrなり。彼れの如きUたrlif年の花をのみ求むる者に•してi?•し 

其W年の花のiftlむに當つては、彼れu»を伸ば•して此贵年ょり飛び去り、 

以前の約東も^言も、全く之れを水泡UMせ•しむべ•し。然るに商lilなる 

粘神の愛は£れ不铋なるものS1ビなり、其愛や又た永久なるベ•し。吾 

國の-Mtftは、能く是等兩漭の性！3を明かに•し®笠を•して、一を取りて他を 

避くるこVJを爲さ•しめ、fli々の試練i競爭V』に山つて^^及び愛人は、果 

•して何れの种類に鳩せるやを明かにせんビせり〇之れを以て、^一、^忽 

の愛情は以て不名猓VJなす、何VJなれば時日は潘垠物の試驗を爲すもの 

たる*>如く、又た愛情の試驗をもなすものなればなり。次に又たかの金 

錢、財產或は攻播にSI々、して之れを得んV」•して典以上に超然たるこビ能 



0i 

aざるかa!cは之れr失uんこsを恐れて狨々肢々たる*>如 > は#等の 

以て不名礙S爲す所たるなり。Wに此等は永久に榱づくべきものに非 

ず、又たn正の览大なる友情なるものは、决•して是等ょり發生するものに 

非ざればなho而して此に名#なる愛情の一方法殘れり、之れ皙慣*>愛 

人に許るす所のものに〇て、之れffに徳旄に進む方法たるなbo何Sな 

れば、愛:K•か愛人に^くす所の^勞は、决.して之れを阿»或は不名猓ビ云 

ふべからす、又た爱人たる名も、愛^に對〇て不名毋ならざる任意の諫勞 

を«すの一法ありて、之れ饬_の迸努たるこビは吾等の許斿する所たれ 

ばなbo 

":^prltftあり、ifn•して何人vj雖其trrwに從ひて、能く他人の知識或はat 

他特殊の傯莪を逆步せ0めんVJのIIS念を以て他人1:盡<tこV」は—余 
は云ふ、此くの如き任总の詉勞は、决.して不名辟ビ云ふべからす、又た人々 

3{oて阿^vj稱するこiあらざるYOVJ0此くて靑年0愛ど^學及び 

一般徳莪の贤行なる此二個のmwは、一致和旮〇て、愛人は名墀を以つて 

愛^を樂•しむこ >」を^べし。苦〇变漭愛人相！致•し^々其法則を釘.し、 



KU..ILに斑くす 
こきあV、而L 

て竹*の Kuli 
之れに合L-C一 

わるべし 

愛米は彼れの能ふ限に於て3(:愛人に愛を盡くすを正理なbvi信：し、愛人 

は彼れの能ふ限1:於てd己を贤に〇、又た善良なら〇めんビする其人に 

©10を^くすを正现なb£•し、此くて一方は智繇ビ抱莪viを敎へ、又た他 
rr 

の一方はn己の敎yfVJ55f^sを目的£な•して之れを求め、以て兩洛共に 

芥兩潢の愛の法則を完ぅ•して和一致する時は——技に始めて愛人は名毋 

を以て愛者に從ふべきなり0»•し此くの如き純潔なる意志ょり出づる 

ものならんには、r:VJひ欺かる一こVJあり£も耻に非す、«0夫れ然らざ 

るに於ては、欺かる一も欺かれざるも、间Cく共に不名#なb Cすし今若 

〇己れを愛する^は活心なりVJの思想を以つて、之れに鄭重.を^くすVi 

雖二旦貧舫に陷るに及びて、獲る所なきに失3iするが如きは、其の耻づべ 

きや一なり。何VJなれば、之れ金錢の爲めに、自己は、何人になりビも、其『下 

等なる用.一を爲すものたらんこVJを示めすものに•して、决•して名毋iすべ 

きこVJに非ざるなり〇而•してIpl^の精神を以て、己れを愛する者は莠人 

なるょ^/一身を彼れに委ねて、此人を友S 〇、以て自己の進步を希3Hする 

;«は、愛者の愛惝の目的は成は下笠なる«£»^、德莪に袂如する者ど化 



するiあり、又た欺かれたbsするもWほ之れ商Wなる過失を行ひたる 

求VJSWふべきなり。何ビなれば、彼に在つては、抱範の爲め及び進步の爲 

めビ乙2?|は_1^1人|:なりビも又た何取なり£も、之れを爲すこビを證明 

じたるものにて、之れ1:设らん商Wなるm有らざればなり〇此くの如く 

凡てのie合に於て高讲なるは、徳義の货めに人々の®ぶ所たるなり〇此 

愛や之れ天の女神の愛にして、神观なb、能く愛^及び愛人を〇て、自己の 

知徳を進步せ•しむる411衆に城Kなら•しめ二個人及び諸都市に大なる利 

益を與ふるものなbo然る1:此他の愛は荇通の愛の女神の產する所た 

るなり〇フ"ィドロスょ、余は此の#の浓$の寄進を界にSす。之れ余が 

咄拔の塲合に«も莪く爲〇拇たる所なりビす。 • 

パゥサニァス、防り終ぇたり——之れ余が較者ょり敎へられたる*5り樣 

なりぃ而•してアソストデーモスは、次順はアリストフ，子—スなるこVJを 

首へり〇 3れV」もアソストファ子1スは多食せ•しに山るか、或は又た他の 

拟囚に由る*:咳逆を發•して止まざbLかば、順序を變史.して、次席の床上 

に横はり居る锊師なるエリュキシマ，ホス1:請ふに、代bて演說せんこSを 



ホスのSt议 

allrttqwの二 

なy 

以つて〇て：：：く、エジ"キジマッホスよ、君は余の咳逆を止むるか、或は余の咳 

逆の止む時まで、代つてaic說せざる可からすVJO 

エリ1キジマッホス日く、余は其兩方共に之れを爲すべし。余は君に代つ 

て演說すべければ、おは余の順次に演說せよ。余の演說する前にX探咳 

逆をJhむるの法を敎へんに、先づ試みにW時呼吸を停止すベoo=M:rし之 

れを以て、して効なくば、少J.Iの水を以て合嗽す••へ0、咳逆wii息まざる# 

は小き物を以て乃の^をくすぐりて唢分すべ0、唢Aハするこs I兩度、ふ 

らんには、如何なる頑Wの^逆V』雖、必す止むこビは余の保誰する所なり 

余は然らば忍に代つて演說すべo、n余のm次に演說せよVJO.ァリスk 

フ"子丨ス日く、余は庹方を守りて行ふべ〇、然らば願くはilil說•し始めよ0 

エリュキシマッホス次の如く25りて日く、パクサ-ーァスの演說の始i甚ご 

見^なb 〇が、終bや跛なb S凋ふべ〇〇故に余は其不Mを補はんごす0 

余Wふに、パクサ-ーァスi>愛をfcs別〇て二^:あb vj •したるは正«なる*> 

如6。余のW門たる锵術の何ほ余に敎ふる所1:由れば、此二種の愛は、m 

に人間の粘神が-)iに対0或は3¢他銪物に對.して之れ有るのAに非す.し 



て、又た一切の®i物にもM物にも#Mさるi所に0て二切存在せる?K物 

殆V」通L;て然るが如〇〇之れ余の锊術上の事贲ょり集めて奴察〇たる 

所の結^に•して、此及の#の勢力の大に•レそ驚くべく、又た普^に•して3C 

版岡たるや神たれ人間耙れ、1切存在物|:及べるこビを證するものなり0 

余は此艰を馉印上ょり?5りて、以て25蝌の名譽SなさんごするなりOW 

に人^には全く种妬を與1:せる二^の愛ありて、其炖領を典にせるょb 

又たdi:爱する所、欲!^する所を炎に•し二は铋版を好み、他は瘐病を好む。 

而•してパクサニアス•か今ま#人を好むとは名#に〇て、惡人を愛するこ 

ビは不名墀なりV」云ひ•し•か如く、#flel:在つても^及び健版分子U之れ 

を好み、S分子及び欲«/の分子は之れを好ます之れを獎勛せざるなbo 

之れ凡て锊一:の力むる所UOて、»術之れに由つて成立す〇何VJなれば 

锊術なるものは、身體の愛する所、欲切：する所、及び之れを滿足せ•しめ、或は 

滿足せ〇めざるこビの知淑なればなり〇而•して名^は善良なる愛i不 

良なる愛vjをK別〇、或は不良なる愛を、して敦良なる愛に21；化せ•しむる 

ものなbo.f,:•し彼れ粘迷せる*ならんには、不良なるものを机lgし、必耍 

lei 



なるものを扶植するの方法を知り、成は能く敗對せる分子を人身中に調 

和-して、以て是等を親密の友たら•しむるこiをS•しwoal;敝對せる甚•し 

きものは、公も扣反せるものに〇て、寒熱、轮猻、1r苦等の如きものなり〇而 

〇て？fjittl先たるアスクレービォスは、能く赴等反對分子を調和•して其pin 

に友情を扶Mするの方を知-〇、以て^術の元組Sなり.しこyj、3r等の朋友 

たる詩人等のfv^*に2Sり〇如きな50余は之れをfEや、而•してml:各科 

の锊術のみに非す•して、體術及び^業等も亦其範圓中のものなbo若〇 

多少なりeも注窓.したる人は#樂に於てもML;く兩反對の調和ぁるこ 

Sを知らんりへーラクレィトスの言.多少精密を缺け雖、其ta神は又 

た是れに外ならざるなり、彼れ日く rjju不|致にlitつて銶一さるii 

宛かも弓ご「ソラ^£の調和の如'O VJOされ•£も調和なるものを以つて、 

不和なるもの成はWは不和の狀胺に在る所の諸分子の褙成する所なb 

£するが如きは道现に反せり£なす。然るに今ま彼れの^3Sを考ふる 

に、調和ごは商調子及び低調子の興りたる音仲•か、前には一致せざり•しも 

のも、今や：W梁の術に山つて調和？れて生するものなりビ斯ふにぁるが 





aIKのgtヂ汸« 
の*ea人m、 

袖饬及び鉍供に 
も*-す 

らざるなり、乃ち——美なる天の11ズ托るクラ•ーァの愛、節制なる人を稱 

するの莪&、又た不節制なb VJ雖、1AIほ以つて節制たるを得る^、及び彼等 

の愛を保存するこvi^、又た之れに加ふるに野卑なる•ホソュム-1ァは、能く 

之れを焚戒〇て、快樂を乙て放谘を生せ•しむるこVJなき範圔に於て之を 

使inするこく^も®W術に於て、炎食家を〇て其嗒好を滿足せしめて、ifn 

も附隨•して炊病の惡來るこV」勿ら•しむるは名锊の熟練に由る•如き等を 

以つてせV」る可からざるなり〇之を要するに#梁に於ても，将術に於て 

も31:他人事神?HI:於ても、此兩柯の愛の存せる以上は、成らん限り十分之 

れを注窓せざる可からざるなり〇 

時候の推移も亦兩1«理に充つるものに0て、余が云へる如く、寒熱、乾紕 

の諸分子和?/:1:調和〇たる受を枬て、節制及び調和に触^せば、こiに人 

fin、®;物及びWL物に健版VJW•常ビを生Cて是等に^を及ぼすこビなし0 

然るに不良過/5の愛に•して、勢力を强め、以つて年の氣候に影饗を及ぼす 

如きは、之れ祁だ耵«に.して、大なる破壊を爲0、又疫焖の源泉£なり、動物 

桢物にI'll々の疢病を來たすものなり。又た®1害、犯^及び水旱等、之れi$ 



な愛の赴等の分子の過不及及び不調和ょり來るものなbo而〇て天體 

の5E行及び時攸の推梠の知識は、之れを天文學vj稱す。ilつ一切の锒牲 

及び卜筮の一切の範阅は之れ_ビ人vjのr.nを、：g通せ0ひる術に•してI 

是等は余は、たr蒋良なる愛の保存及び不良なる愛の治汝を一一:Isするも 

のなb i言ふOKに一切の不敬虔は、人々其一切のrr爲U於て、SW和.した 

る愛を承眧0て、之れを名審£.し、之れを«:敬するこビなくして、路_に對 

〇、父№1:對〇、成は生^に對〇、死^に對〇て、其成怙に於て他の#を敬す 

るょり生するものなり。之を以て卜筑の取ビする所は是等の愛を會将 

〇て、以つて之れを治%せ〇むる1:あ-^而〇て卜筮はたr人問の愛中 

に存在する所の宗钕心、成は非^数心の知^の作用にItlつて諸祌S人間 

vしのRnの：牛和をH1-るものたるなり。此くの如きはKI:愛j«2に通せる 

大なる、布力なる.又た寧ろ全能の力なりミす0殊に務を以つて»ビな〇、 

節制及び正葙S兆に、^神及び人(InのI;nにrrはるi所の愛は、至大なる力 

を有せるものにして、神VJAVJ又た呑等人々の[inの凡ての幸w、3a和及び 

友情の源极*^なり、能く荇等を.して、天なる神£友なら、しめ、又た»等を.し 



てILrl和親愛せしむ。此他余は愛のm美に於てtAIほこ{!:言ひ泥ら0 

たる^少なからざるべ•し〇されCも之れ故尨1:•しかなせ•し1:は非ざる 

なbo而してアリストファネースょ、然らば次に幸U余の济略•したる所を 

補ふか、或は愛の頌說の他の方針を取れ。君は今や咳逆も息みたるもの 

の如.し0 

次•船のアソストファ子1ス日く、然り、咳逆は漸くaみたb、されViもcjを 

くすぐるまでは息まざり乙なり〇余はガに人問の調和なるものは电く 

の如き吩骚及び「くすぐ^を受するものなるに驚かざるを很ざるなり"何 

ビなれば余はrすぐを川ゆるや否や、咳逆Kに.&みたればなり〇 

エリ1キジマ，ホス日く"友なるアソストファネースよ•頭 は注意せょSは 

演説を始めつiあり£雖、余に關0て滑稽を試みんビするが如00故に 

余は君の演説に注想0、芯•か平Isに演說C得る時に、尙ほ人を笑はすこS 

なきやを監饵すべ00 • 後 

アリストファネース笑ひつt答へて日く、君の言や正.し。余の前言は£ 

れを;?はざり•しものVJ見做•し、幸に餘りに余の言に注总するこビ勿^〇 



例ごなれば余の今ま爲さんどせる所の演說は、余の生來のミ„1ズに適^ 

-k甚tr好^果たるべく、而じて人々も佘ビ共に歡笑すべ0¢雖'若し餘り 

に注意さるi時は、余は好成績を得す〇て、却つて人々に笑倒さる2に至 

らんこSを恐るればなbo 

■アソストファ子1スょ、若はI矢之れを發して遁れんミするか。君莽し 

十分^意む，食任の成を以てせば余は君を放览すべCO 

アyストファ子丨スは演說の他の脉舫を取り、パクサニアス及ひHIキ 

シマッホスご趣を異に〇たる方法を以て愛の1S美を始めん£せり。彼れ 

日く、余思ふに人間なるもの•か、愛の神を粗畧にせるょり推»する時は、人 

は«も愛」の力をrfrせざるものビ辦はざる可炉らす〇若乙人問こして 

没の#を了侉〇たらん1:は、必すや商尙なる神殿^埴を建築.k其光榮の 

爲めl:^mなる^牲を捧げ•しなるベ，し〇然る1:此事なC0此次各す爲 

5 る可からざるこビ！なす〇何Sなれば愛の神は、蘭神中人問の最 

Aの友たb、又たM助者た6、而•して人問幸)Njの大障^たる疾病の治瘡者 

たれはなり。余は愛の神の力をこiに語るベ•し、諸君は佘の言ふ听は之 



れを反很〇て以て全世界に宣僖彳る所なかる可からざるなbo余は先 
0 

づ人[Inの性'Hを論C、又た如何なる事變•か人性に起りたるやを演べん、何 

ビなれば旅始の人1«1の性Hは現今ビは全く異なりたるものなればなり〇 

元來性なるものli現今は男女兩性なbe雎、麻始人問»:在つては三にC 

て、男性、女性、及び^女食一の三性あbしなbo其！e性合一なるものは之 

れに相當せる名稱あbて、舆に實在したbeものなbvj雖、現今は此兩性 

:«*晰絕•して"たr其•rJ^sM'sisなる名稱は一種庳•しむべきものtして殘 

れるあるのみ。次に15人の身體は球形にして、胸背共に圓形を爲•し、四手 

四足あbて頭は一に〇て兩面を有•し、反？Kの方向に向ひ[II形の®上に在 

つて兩面共にW密に间梳なbo耳は四個あり、二個の陰部を有L、其他«* 

な之れに準す〇彼茬し步行せん£欲せば、現今吾等の步行する•か如きを 

得、又彼れ其四手四足總計八個に倚りて、大速力を以て足を上に逆立てi 

取輪の如く回轉•して進行するiを得、之れ其急速に走るを要す&時に爲 

す所なり。又た、余が言ひし如く、人に三性あb、何£なれば日、月及び地球 

の三あ1文なり0而して男性は日の子な-^、女性は地球の子なヒ男&は 



SにK4Sす 日及び地球ょり成立せる所の月の子なればなbo此くて人は其の親の 

圓形なるが如く凡て[BI形に〇て、又た其運勸も圓形なbo其楢力及び锊 

力は恐るべき强大なるものに〇て、其胸中に抱懷せる思想や亦甚だ大に 

して、諸神に攻擊を加へたり。其中ォーチ翼ス及び >1フ>ァ,タース等の如 

きは、ホメーロスの活•し1:云へるが如く、1(に天に昇り、手を賭神1:加へん 

ビじたbvj云ふ〇諸神等因つて會嫌を開き、以て其處分策を講究す〇苦 

0諸神にじて、一度巨人等を滅ぼ〇たる如きの方法1:由り、常2Lを以てI 

擊是等の人柿を絕滅せしめんか、妥に從來人間が伴納〇來5 0裱牲及び 

cなきに至らん。然be雖又た一方に於て、諸#は人問の加ふる暴慢 

抑»?パ；無lf>を忍び能はざり•しなり。終に考熟考乙てゼクスー法を案出せbo 

法を•彼^t-1く •^.JfL^aを^す.？？〇此くせば彼等人間をして其傲慢心を下•し、 

又た典rr®を？一め*しめ、Wて尙ほ生存せ〇むるを得べきなり。其法たる、 

Ass 人間をmsrr半ijcするにあり〇然らば彼等力をWC少〇、其數を增加すベ00 

之れ彼等を〇て吾等の用たら•しむるの良法なり〇而〇て彼^二足，，於 

て直立tて步行すべし。然るに尙ほ若〇無趙を楢箱Cて吁ふこ玲てょ、 



中♦互に忉求む 

:-f4ひ之れを|-}1分し二足を以つて跳り步むやラなすべ•し』ビ〇ゼクス此く 

11:f1ひて人を兩分•し、宛も*等•か^^けにするm货を兩分する*>如く、毛挺 

を以つて卵をW分するA>如く•して、一人づつ此く爲せbo而•してァ•ホロ 

丨ンに命》して顏面及び半琪の方11を轉せ.しめ，以て人を，して自己の裁斷 

而を脱るこビを得しむ〇之れ人をして謙遜の心を生せしめんが爲めな 

boァボ3丨ン又た命せられて人間の，3创を治療•し、又た形態を作る。 

此に於て彼れ颜»の方向を怫1:、131斷したる所の皮沿は之れ々引>寄せ 

て、吾等の所^腹に於て、宛も«の如くにして之れを緊收•し、其屮央に一孔 
, 曹 

を作る、(之れを臍£云ふ。)彼r又た胸部を形成して多くの鍁键を去るこ 

ビ、宛も靴エが：靴棋の上にて其皺を平にする•か如くなせり〇され^も餅 

一Sの少部分は之れをRU部及び臍部に珐•し®き、以て151始の變化の紀念ビ 

爲せり〇人1111此く兩分せられてM半互に他の一半を求めて相集まり、a 

に手を懸けて相抱き、以て一たらんこビを熱®す◦而〇て彼等平半、離れ 

て何^をも爲すこミを好ます、货めに餸娥ビ怠悄^>ょり將に死に垂ミせ 

bo又た茬し一半死して他の一半生存する時は他の伴侶を求む、而して 



愛は取始の<土人 
にR(らんSす 

る(7)ts 

其作侶たるや、全男或は全女の半切されたる所謂男子、或は女子、其何れな 

b VJも、彼れ之れを求め抱く。されでも事情此くの如くなる時は、之れ人 

頬の耙洙を來すものなるを以て、大神ゼクス之れを憐れみ、一の新法を發 

明0生顿«を«sの前側に纲はしたbo¥fに生m機は始ょり前側1:あり 

〇には非ざるなり〇而〇て始めU人問のg•子は^斯の爲すが如、之れ 

を地中に生み付けotf雖、今ょりは此くの如くなさず0て互のfts內に生 

み付くるこviiな^bo生M機诋き替への後は、奥子は女子中に生槠す 

るやぅ成れ之れ男女扣抱擁して生州•するを^、以て人類の存在を繼纊 

するを浔んが2Sめなb。又た若•しW性にして^性¢4:體するを得たら 

んには、役笠滿足〇、休神.^以て谷々生活の途»:逖むこミを爲す〇 5等人 

WIに扶植〇•ある互に+[1求め、：Wび?v-^の原性を一致•し、二人 一«ftビなb、以 

て人間の狀態を侬役せんVJする欲«の古代のものなるこビ此くの如〇〇 

吾等谷：人^乙別々1:作する時！T宛もこれ人の削符の如く、又た一而のみ 

を^する平而热のjlきものに〇て、常に他の一半を求め居るなbo夫の 

兩性人邢ち前|:-ざ&05,1103ビ稱、したろ^の兩分せられて生じたる人は 



性質多淫に•して、多ffiJtt子及び多淫多情の女子は通常此饨子の人なbo 

かの女性のR4分ょhAX;れる女子は、ia子を好ます〇て唯女子のみを变す〇 

な子を友ビする洛は此Mの人なboかの男性の兩分に山つて成れる男 

子は^子を好み、其^きSきは^子を求め、男性の一半なるの故に、男子を 

抱擁す〇而 < て其最も男子らしき性質を有するを以て、彼等は小兒及び 

舟年VJ.して最も好良なるものなり。人或は此種の男子を湖ぅて無耻の 

、のvjなすビ雖决•して然らす、彼等此く鉍すは、决〇て無耻なる1:非す〇 

て，其!B壯敢爲のn*Kを饵し、觅壯なる鉍貌を有せるょり、自然に其己れU 

似たるものを抱擁するなり〇彼等苦〇成長せば、政治家たるべき者1:•し 

て、たr彼等のみ、典に然るを得るなり。之れ余の言ふ所は、典理なるの大 

なる證據ビなす◦芳〇彼等成年に達せばff年を愛•し、决Cて自ら進みて 

嫌人ビ婚乙、子女の生產を爲すiな•し。されも彼等の之れを爲すや、た 

だW伴の命に遵ふのみに•して、若•し結婚せす•して生活するを捋るSせば 

彼等之れU滿足せbo而して此くの如き性質の名は自然に愛を爲•し，3C 

た己を愛する者には其爱を返へL、常r-己に(Erたるものを抱擁す。若•し 



?4s 
t 

*する4其：s 
にftるを知ら 

彼等の內、其伴侶たる一半を發見•し得る時は、其者或は青年の愛者ならん 

VJも、又た其他の秤類の愛者たらんVJも、此一對は愛^友情、及び親交の驚 

歎に恍惚soて我を忘れ、一瞬時VJ雖、互に相離居するこ£ぁらすCて、其 

一生を和互の爲めに生活す。されでも彼等相互に何を欲a •して然るか 

は、說明するこビ能はざるなb。其の彼等の熟中せる相思の情は、交接の 

欲轺に非すして、た5-1種椅神の欲3じて、而も言以て言ふ可からす、精神 

中潢然たる愛ぁるの•み。今若しへーファィストスの神其神器を持ちて、此 

兩人和龙びて寢れる所に來b、彼等に向つて|*汝等人民互に何の耍する所 

ぞ』ビ問は^#、彼等之れを說明するこ£能はざるべ〇0尙ほ假定せんに、此 

鞾»し彼等の敔氟せるを見て！iぅて日く-I汝等全々一VJなb、夜VJなく< 

iなく同居するこ£を望むか。之れ若.し汝等の留む所ならんには、我れ 

直に汝等二人を融<1してI VJなし、其生存中は、汝等宛も一人なる•か如く 
y 

共同の生活を爲〇、死後他界に在つても、尙ほ一人の死〇たる蚕魂の如く 

に〇、决•して|一つたるこVJ勿ら0一めん〇余は問はん、之れ汝等の愛好•して 

顋ふ所なるか、成は汝等之れを得て滿足するかJVJO此くの如き言を聞き 



若し神に不從«M 
なる時は又 > 一一 

分さるVL (即 
ち始めよりせば 

四分さるtな 
S 

•しIr.vrlJA互に+n擁•して融合*し、以て二人たるiなく全く一人たらんSの 

願^は妨に其古代ょりの顦踅なるこビを否み或は之を承跶せざるもの 

一人frt:あらざるベ•し。其坪¢1たる、人性はM始1:1にして、完全なり•し 

に由1もの|:して、此完全なる1腊£ならんビの欲盟を吾人稱0て愛£ 

謂ふ。余は期はん、古、二人の15iたりし時あb •しVJ雖、今や人間の惡行に 

由つて、神はS等を分割.したるこミ、アルカ•チア人等が、ラヶダィモーン人 

に山つて、數多の村に分離せ•しめられたる如きなり〇若し我等神1.對し 

て從恥ならざらんには、神は又々我等を兩分すべく、吾等は浮彫の如くな 

b、紀念碑等に彫刻•しある肖像の如く、たr鼻の半面のみを有•するのみ£ 

なb、又た符Kの一半の如きの恣VJなりて行步せざる可からざるべし0 

故1:吾等人々に®めて神を敬〇、惡を避け鞞を行ふこVJを力めざる可か 

らす。之れを爲すには「愛」は主君なり嚮導者なり〇 一人Vicて此神に背 

反するこVJ勿ら•しめょ、此神に背反するものは諸神の敗なbo若•し吾等 

神の友VJなb、能く神ご調和する時は、吾等此世界に於て稀有なる所の吾 

等の典の愛を發見するこビケ将べし。余は典面目なり、故に願くばJL?ユ 





Cたればなbo HリュキシマJスょ、是れ佘の愛にBRする演說な$0或は 

君の言ふ所VJS4るこビあbvjも、願くば君の嘲弄の弓矢を以て攻擊する 

こVJなく、各人を•して順次1:其滅碎を爲すを得〇めょ。各人ビ云ふS雖 

殘れるはアガトーンビソrクラテ—ス£の二人i)るのみ〇 

エリ？キシマ，ホス日く、然り、余は君を攻擊するこvjなからん、余は君のS 

說は甚だ愛嫌あるものVJ思ひたればなり〇而〇て若し余にして、7ガト 

1ン及びソータラテースは、愛の術の達人たるこ芒を知らざbLならん 

には、此く硒Vi言ひ盡くしたる後に於ては、彼等は今や言ふべきこ£無か 

らんこViを恐る。されビも余は、此くの如き1:關せす、决して望なき1:养 

ざるなbo 

ソーク，夕丨ス日く•工y*キシマ，ホスょ、君の爲せ•し所の演說は甚だ見 

亊なるものなりき。されrも君若〇余の位aにあれて、ァガトーンの談 

話，J ftる往»活せざる可からざる余の如くならん1:は、君£雖必す大に 

困IIを成すVきなbo 

ァガト—ン□く、ソーク，夕|スょ、*は余に施すに1嵇の魔法を£?つ 



てし、余は巧妙なる演說を®すものなりビの豫想を人々の心中に眸起せ 

〇め"以つて余を提SLせんViせるなbo 

ソ—クラテース答へて日く、7ガト—ンよ、若し余にtて、君の頭腦は朋 

友の小集會に於てta亂さるべしvj思ふこvjぁらんには、君がSきに其文 

章を朗讀する時、多くの俳®等ビ共に、舞^に立ち現はれ、全劇場に面して 

亳も怖るi所なかb 018氣く其泰然たる態度に就いて、余は全く健忘な 

bviSHはざる可からす、余a此くの如きこ£ぁらんや。 

ァガトーン日く.ソーク.ラ7*1スよ、君は余の頭^を以つて、少教なり£ 

も知^の判晰は、多餃の!S洛よりもSろ0きものなるこビを知らざるi 

でに、脚塲の亊を以つて宂たされ居るものなbvj思へるか。 

ソークラテース答へて日く，否な、ァガトーンよ、余は君を以つて此事及 

び其他ioau於て缺損せb VJなすものに非ざるなり〇又た若じ眞に以 

て知者なする人1:會合する時は、君は其人の意見に對しては愚^の 

多數よりも大1:注窓せざる可からざるこVJは吾等の十分覺れる所なり〇 

然bvjsrs等は其時劇堪に在つて愚衆の一部分なり〇を以て、决〇て撰 



拔Cたる知*VJ.して見らるべきにあらざるなbo若.君彼®愚衆のI 

人に非t典の知者に遭遇する時は、此人の前に於て不名饔の首行ある時 

は、勿^耻づぺきものなるは余の知る所なり〇然らすや。 

アガトーン日く、然办〇 

されV」も多£5:の前U在つては、君は不名#なるこ《を爲したりビも4 

も耻づるの要な•しビするか0 • 

こiに於てフ，ィドロス彼等の談SE*を遮ぎbて2Hぅて日く、親愛のァガ 

トーンょ、ソークラテースに答ふるこ勿れ。彼れたr談?5の謝手を求 

むるなるのみ|:〇て、殊|:容貌美鼢なる人を好めるなり0此くてソーク 

ラクースはff^の企てし所を货行するの总な•し。余Uソークラテース 

の睃fsを聞くこSを好むものなりご雖、0下余は、愛の15类の飼を、ソーク 

ラ*K1ス及び其他人々ょり爻くべきこビを忘るi能はざるなり〇君及 

びソクラクースに〇て、神に對する寄進終らば、君等随窓に賧括するこビ 

V得べきなり0 

アガトーン日く、然余爲んぞ演說を爲さrらんや、ソークラテースV»J 



むなのる0T 
I性扰入ガ 
、na令卜 

浓を*の1 
SRSの»ン 
をる*L 
始《美れ翁 

谈沾するは、又た他の多くの機^あり。余は先づ如何に演說すべきやを 

言ひ、次1:本論»:進むべきなり。 
前に演說•したる諸君は、大抵皆な『愛一の神をa美t、又此神の性質を明か 

にするiを爲さToて、此神が人間に利益を與へたる點に付きて、人間を 

祝贺〇たるものi如•し。されV」も余U之れ1:反•して、取ろ先づ此神を^ 

美•し、次に神の恩惠を述べん、之れ几て、物をm美する正當なる方法亡なす。 

余は幸福なる諸#屮、此神lifiも类に•して、又たfi上の神なるょり、最も幸 

福の神なbsgwふビも不敬神にわたり、神3Sに这ふこSあらざるベ〇ビ 

云ふこビを得んか。其fiも美なる神なbiawふや^一、此祌は、最も若き 

神に〇て、其JfきこV」は彼れcら之れが02人たり〇老酴は非常なる速力 

を有0、吾等の比すべきなきの大速力を有せるものなりS雖、愛は能く老 

船の逍を脫出せり——愛は老蚧を嫌惡するを以つて、老齡决して愛に近づ 

くこVJな.し、されV」も、w-年VJ愛ビは共1:生活•し、共にS/Jくこも格言の言へ 

る•か如く’同は“ビ與たるなり〇ファィドロス©「愛1:就いて秘々語りたる 

所は、余は之れに貧成するものなり〇然bt雖、愛の神はャべトス及びク 



ロ ノス等よbも年Kなbvjせるの點には、余は同怠するこVi能はざるな 

6。余は之れに反〇て、此神は諸神中fiも年少にして、又た永久に年少な 

るを主張す。へシォドス、及びパ〆メニデース等の言へる*>如く、古昔諸 

神の行爲せ〇こどに|$|する^説に0て與なbvjせば、こはr必要」の爲せ•し 

所に•して、愛3の^•したるこごに非らざるなり〇何ビなれば愛荇•し其當時 

に存在•したり0ならん|:は、諸神中成は缒鎖を以つて輅縛0、或は毀傷0、 

B}cli3t他^烈なるIraを^すこ£あらざり•しなるべく、た •I孕和€雍《 

ビのみなるこVJ、天の現狀の如くなるベ.し、何ごなれば逯一の支配始まhた 

る可ければなり0【愛」は年苦く 〇て又た柔和なり〇『愛0神は.、其の柔和な 

るここを謳歌せんが爲めにホメ10スの如き詩人を要す。ホメーロス 

のァテーに就いて3¢の女神なるこVJ及び其の柔和なるこVJをSWへる言 

に日く 

1彼女の足は柔和に〇て、其步むや地を步ま中〇て人の頭を步む』 

VJ。之れ彼女の柔和なるこSの！gも正當なるの證VJなす。何ビなれば 

彼女堅硬なる物の上を步ます〇て、柔軟なるものi上を步めばなり。呑 



等又^愛一の柔和なるこSに就き、nn^なる證據を舉げん。實に彼れは地 
を步ます、主た人の頭鉴を蹐まざるなり、頭莕の如きは十分堅きものなれ 

ばなboたr其步むは人の心情vj褚神どにtて"是等を以て道ビなしtt 

居ビなし家ビなす。されV」も彼れ、除外なく 〇て、如何なる精神なも 

之れに(tする1:非す•して、^も空硬なるものある處には、彼れ居らすして、 

柔和存する所に住し、常1:其足に依り'切の方法の態度を以て、柔和なる 

變&f V 堪所の^も柔和なる所を步行す。此くて彼れ、如何んぞ离物中のSも柔 

和なる者にあらざるを得んや。彼れは*iも若く、液も溫和にして又た柔 

軟なbo何VJなれば^〇柔軟なるこVJなくんば%れ如何にして萬物を 

包容するこVJを得ん。若•し彼れ堅硬ならんには、如何でか見現はさる！ 

こVJなくして、人心中に出入するこ£を得んや。彼れの容咨の柔軟且つ 

a卉なるこビの證たるや、其應美なるにあり0之れ特に『爱©性質ざじて、 

一般に人々の許容する所に•して、野薄ss&sは常に互に戰へるなbo彼 

れの«恣の美なる£は、其花の中に住へるに由っても之れを知るべし。 

龙れ身沿たれ又た精神たれ、花暌炉ざる所、或は凋む所の美の內1:住せす 

s§f V 



xa正*なV 

£a粍MなV 

して、たr花咲/、所、赉氣馥郁たる所にのみ住するな^so彼れの美1:就い 

ては旣に十分之れを云へりビ雖、此他尙ほ言ふべきこvj少なからざるべ 

し。而〇て余は今ま彼れの徳を語らんビ欲す。KI:彼れのM大の光榮 

£すべき所は、彼れ；-2神或は人問に决して如何なる辔惡をも加ふるふな 

く"又た0ら之れを受くるなきこsiなす。何yjなれば彼れたiひ自ら 

*惡を受くるこVJ<5bvJも、决6て强制に由つて受くるに非ざるなり、何 

Sなれば强制なるものは拽れに近づかず、又た彼れ强力urilつて事を爲 

さざればなbe凡べて彼れに事ふる名は'如何なる事ビ雖、传な其自由の 

意志ょb之れを爲•し、又た都市の君主たる法汴の言ふ•か如く、金意存する 

所正莪存するなり〇彼れたrに正庇なるのみに非す又た非常に節制な 

b、何Sなれば『W制」vjは快樂及び欲翅のSS定されたる支配者たればなb 〇 

而•して如何なる快樂VJ雖、決*して「愛た®るこビ能はざるなり〇「愛」は衆快 

樂の主人に•して、衆快樂は盡く〖愛」の從俣たるなbo r愛」者〇是等諸快樂に 

勝てbビせば、愛はKに節制な，0¢網はざる可からざるなり〇男RII關 

6ては、fB爭の神Vi雖、愛に敝するこビ能はず、彼れは柿谢に〇て、愛は君主 





の光輝を有〇、爱の觔れざるものは間撝を步ひも0なるこ艺は、誰か之れ 

を知らざらん。醫術、弓術、卜筮等之れ荇な愛及び欲绍の指導を得て、ア-ボ 

ローンの發明〇たる所にし^ア•ホローンも亦之れ愛の弟子たるなり。 

ミrズ等の音樂、へーファィストスの冶金術、アテー子1の機織術、諸神及び 

人問を狭御する所の♦セクスの帝國、是等传な「愛©發明•したる所に•して、愛 
にftふ所のものiなす。『愛»i諸神の帝S!に秩序を與へたり——即ち之れ 

美の愛に基づくものなるや明なり何iなれば愛は醜に對•し毫も關する 

所あらざればなり。余が始めにtfひ•し*>如く、以前は猛烈なる行爲、諸神 

中に存せり〇之れ諸神は「必要」なるものに支配され居たるを-Wつてなり。 

されV」も一旦「愛」生れ、美の愛の生L:たるょり、天にも地にも凡ての善は生 

起せり。故にファィドロスょ、余は4愛ri敁も美にじて、又た彼れ自身最も鞞 

たり、而•して其他一切の事物の最善ii美の•放21なり¢5ふなbo余は又 

た詩に云へるが如く、 

>•彼れは地上に平和を與へ、荒ぶる海を靜む、. 

彼れ海をWめ、苦•しむ者を敕ら•しむ0J .， 二,L 



る#なbe云はんVi欲す。彼は®^に於てa此くの如く衆心を一に 

愛佾を以つて人心を充たし、以つてtt惡なから〇む〇饫禮に於て、容會に 

於て、又た舞跻に於て、彼れは荇等の君主なり0——彼れは鄭®を與へ粗暴 

を逐ひCVIVに親切をnへ、决•して不«切を與ふる？無〇〇彼れは善人の友 

たb、粒者の5S歎する所たb、ls神の歎美する所たるなbo彼れに關係を 

有せざるもの之れを希ひ、彼れに善き脱係を有せるもの之れを贵ffi •し、閑 

雅、華美、欲^、愛好、柔和及び®美の父ビなり#U注尨し惡を顧みす、凡ての 

言語ボ業、希？r;、恐fflU於て—嚮说巧按助者、防謎求、救助^にして、賭神及び 

人問の光榮たb、又た：g良に•して^も光輝ぁる指沿者たるなり〇人々皆 

な^炎歌を歌ひ•，愛」が諸神及び人問の精#を歡ばす所の、美肫なる歌曲を 

歌ひて「愛」の步みに随伴せょ。ファィドロスょ、之れ半ば慰樂の談話な 

雖、亦或る度に於ける與面目のものたるなbo之れ余の能力に從つて愛 

の神に捧ぐる所たるなbo 

アガトーンgsb終へ〇呤ァyストデーモスの言ふ所に由れば、人々大 

に拍手叫采•し、美扼なる倚年は自己にも神にも©値ぁる演說を爲せ办ビ 

auttN术な V 

saw 上に Lr 
si光»あるも 

のなV 



評しあへ.^ VJ。時1:ソークラタース、エリユキシマ，ホスに向つて?Rぅて日 

く、アクメ ノスの子なる君ょ、余は果して預言老に非ざるか。余UTガト 

1ンは必すゃ鶩くべき演說を爲すべく，而〇て余は其後ugiるの困難ぁ 

るを前言0たりし1:非すや。 

H 9ユキシマ，ホス日く、思ふ1:第一の前見に於ては君は正しS雖、第二の 

前見は未だじ〇 

ソークラテース日く、親愛なる友ょ，余を始めVJし，何人ビ雖、此くの如き 

思想ffi從にcr變化多き演說の後に演說するは、最も困難£する所なる 

ベし。余は殊に其終結の类に成動せbitiか歎美するこビなく Lて之れ 

をg«asするを得るものぞ〇佘は自己の力の甚•しく拙劣なるを思ひ、若し 

遁れ得ベくんば、耻か•しさ1:由つて遁れ去らんビせり〇佘はゴルギアス 

を想ひ起こせb、而•して彼れのm說の終U於て、アガトーンは修辭學の大 

家ゴ〆ギアス、成はゴ〆ゴンの頭をふりかざ•し、余及び佘の演說を〇て、ホ 

メーロス、の言へるが如く石の如く無言なら•しめたり0而0て、佘は、朽ビ 

共に、余の順番に於て愛の讚美を爲すこミに同意•し、又た自ら其術を知れ 



ソ^—クサrlx 
人♦G*奕aw 

处じ邦す、*に 
(K美の外«|のみ 

wな L、duu 
此，-の如さ讚« 

の約朿A爲-fG 
息な扒VLlr以 

つて、約束の解 
除を®むさな-f 

るものなりV」名乘\而もr纘美』ビは典たれflsたれ、たr其れを頌美する 

こビの別名なる•か如きものたるを知らす、此总味に於ては，余は何事をも 

nn;x§するこVJ能はざるを)isみす•して、演說する.こVJを約•したるが如き、自 

ら其扔の大なるを知る。余の朴訥なる、自ら8Wへらく、讚美の趣Frは典な 

るべく、其與なるものを基礎VJOて、演說漭は其中ょbaち#きtのを取 

り出し、iiiも密く之れを順列する1:ありビ〇而•して自ら傲然ビ乙て凋へ 

ら<、我れ他の人々の如く演說するを得べ0、我れ典の»美の性質を知れ 

ばなbvjoされViも今や余は知れり、諸君の目的ビ〇たる所は、rzr種々 

の偉大なるこビI光榮V3を「愛」に歸與.し、其果乙て典に愛|:脚すべきもの 

なbや否や、成は與なbや僞なりやは、奄も問ふ所に非ざるこSを。され 

でも此はnふの要な〇、何艺なれば鎅艿の始めの目的は、具に愛を«!!英す 

る1:非すじて、たrm美する411くJIゆれば可なbvjせるが如きを以てな 

り。而•して諸荇は柯處ょりなb VJも聚集し得べき所の、想fft上のfl々の 

躜美を愛に附科〇て日く『彼れは凡て之れな彼れは凡べて此のW 

因^なb JS。此くて愚^は欺くこSを得べL S雖、街も之れを知る^は 



欺く可からず〇而〇て諸nは商尙趿肅なるm美のIniを爲せり〇、されV」 

も余が余の順次には演說すべ〇ビ約じたるは、m炎の性Hを誤解•して約 

〇たるこiなるを以つて、余は約束の解除を得んiを願ふ、之れ2クリビ 

デース必すfKはんが如く敢に口唇の約束に〇て、心ょりせるものに非ざ 

ればなbo此くの如きm美の方法は余は之れを辭せん◦此くの如きは 

余の方法に非t否な余は此くの如き方法を以て•しては、織美するこS能 

はざるなbo然btf雖、諸君若〇愛の坑理をaかん£欲せば、余は諸君等 

V」£J爭するの沿^を浈するこどなく^FJ身の流依を以て之れを货さん0 

さらばフ，ィドロスょ，余が愛の眞理を85るに常\如何な&言研を以てす 

るも、如何なる№1序を以てするも、此時余の心中に起りたる*>まiugsb 

て可なるか〇羿之れを承訪するや否や。 . 

アリストデーモスのnふ所に111れば、ファィドロス及び其他の人々、ソ； 

クラテースの欲するま！に货して可なり£せb VJO 時にソークラテー 

ス日く^らば <小6>二t二のr(問をrガトーンに試み、彼れの許諸を余の談 

活の前提vjなさんビ欲す«は其れに許H?を與ふるか0 



の有*交 
飲せに技 
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ファィドロスnく、余は其許諾を與へん〇矜のrf問を提出せょsoソ' 

クラテース次の如く進みて日く — 1ぃ 

愛するアガトーンょ、君の試みたる兑來なる演說中、先づ「爱」の性質を訪 

て而して次に其?n業1:及ばんVJ宵ひたるはKI:正常なるものにして£ 

れ演說を始むる方法《して余の大に费成する所なり。而して君の「愛jの 

性8に就いて汸るや寶に雄辯なれき0願くは余の問ふ所|:答ふるや否 

や。余は問はん、愛ビは成物の愛なるか、或は何物にても無きもの！愛な 

るか〇佘は此質問の意味を說明せんに、企の冏ふ所は、哲は、愛ビは父の愛 

或は1¢の愛ビ云ふ如きに答ふるを要せす、此くの如きは掛称なり。余若 

〇、父は成物の父なbやi問はr«は子の父成は女の父€答ふる如きに 

•して、別にm難あるこビなし〇 / 

アガト1ン日く、然50 

而〇てf3:u就ても?5-は又たIni枝の答へを爲すか。 

ブガトーV同总せb-o 

尙ほ余.©意味の明Mlを得しめんが爲めに、今一問を試みんに、兄弟は又 



た或物の兄弟にはあらざるか0 ; て 

彼れ答へて日く、然卜。 . 

即ち兄弟或は婶妹の兄弟なるか0 

然bo 

ソークラテ—ス日く、佘は今ま愛に就いて問はんに、愛£は或物の愛な 

るか、將た又た何物1: てもなきものi愛なるか0 

彼れ日く、必す成物の愛なbo 

此琪の何たるやを心に留め、而.して余の知らんどする所の如何なるも 

のなるかを余に迸げょ—即ち愛は、愛の依つて以つて存する所のものを 

顧ふや否やを。.• T ^ 

然り、確かに。 • 

人は邡交する所及び欲绍する所のものは、彼れ之れを有せるか、將た又 

た之れを有せざるか0. 

恐くは之れを有せざるベOVJ余は言はざる可からす0 

ソークラテース答へて日く、否な、たr言1Sに然b-ビ云ふの^こ•非Pし 



て余は君•か必然に•しか考へざ&可からすiなす。元來其論理たるや、成 

者を欲S?する*は、彼れ之れを有せざるに由る、何物をも欲望せざるもの 

は、何物をも要せざるべしVi云ふにありて、余の判斷に由れば、こは絕對1: 

又た必然1:典理なbtftoァガトーンょ、君は、以つて如何ん€なす。 

アガトーグ日く、余は君に同窓な-CSO 

大I:咨乙or-.然らば大ならんこ亡を欲望するものは大にして、强からん 

こSを欲盟するものは强CS云ふべきか0 

此は前に許容〇たる所£兩立せざるなり〇 

然らば人若し巳に何物かなる時は、彼れ其物ftるを欲するこVJあらざ 

るか〇 

ソークラテース日く、然bvj雖强力の人も尙ほ强力たらんこVJを欲〇、 

敏拉なる人も尙ほ敏璋ならんこを欲し、健康なる人も尙ほ健康ならん 

こVJを欲す。此くて何人ビ雖、自己の№1:有せる所を、尙ほ欲纽するを得 

ご考ふるこiを得べ〇。余は誤解を避けん*>爲めに例を寒げて之れを 

C六：土 
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銳明せん〇 

アガトーンょ、是等の諸性«を有せる人々は、自ら之れを撰擇するも馔 

採せざるも、其時U於て、央々の利益を有せりビ假想せざる可からす、而.し 

て誰か自己の有せる所を欲3;む捋るものやある。故に人若•し8FIぅて、余 

は旣に健谈なb、wli健谈ならんこビを欲す、余は旣に窝めり、1AIほ该渚た 

らんごvjを欲す、余はたV余の^せる所を欲3iするな言はんには^ 

等は此く彼れに答へん、m く*"友ょf?は旣に富も、健康も亦强力をも之れを 

有せるを以て^や之れを槛績せんi欲するなるべ•し。現下に於ては茗 

が之れを掼採するも撰擇せざる^は之れを^せるなり〇故.1:君*f•し、佘 

は佘の有せる所のものを得んビ欲す、It他あらんやビ云ふこビあらんビ 

も、此は現在君の^せる所を、將來に於てもtfせんこビを欲す艺云ふの意 

味1:はあらざるかJVJO彼れ之れにrasせざる可からざるか、否か。 

，アガトーン答へて日く、彼れrMI窓せざる可から•す。 

ソクラテース日く、然らば彼れ現在fttu^せる所のもの^將來も自己 

にR有せん£欲するは、之れ其未だ有せざる所の成ものを欲望*し、而も未 



tr其物を得ざるなbs云ふに等Lきなbo 

彼れ日く、具K然 bo •:‘•.• •♦:••• 

然らば人々の欲.31する所は彼の旣に有せる所のものを欲3Jiするに非 

す〇而して之れ將來のこSなり、現在に非す。彼れの有せざる所のもの、 

彼れの然らざる所のもの、彼れの缺乏せる所のものなり、是等は愛及び欲 

槊の求むる所のものに非中や。 

彼れ日く與U然り〇 

ソークラテース日く、然らば»等前綸を再述せんに、第-:爱€は1K物の 

愛及び自己に無き所のものi愛にあらすや0 

彼れ答へて日く、然bo ♦ ' 

君の宫へる所を何は能くK位せょ，若し君記憶せざれば佘は其mを云 

ひてflをして思ひ起さしめん。君は日く、美の愛は神々の帝阀じ秩序を 

與へたk何Sなれば醜物1:對〇ては愛あらざればなり€——君は此くの 

如きこvjを言はざbeか0 

アガトーン日く、然b余は之れを言へbo 



ての美tt 
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然り我友、君の所說や正•しビ阳ふべ〇〇而•して若し之れ具なbsせば、 

爱£は美の愛に•して醜の愛にはあらざるベ〇〇 

彼れ然b なす0 

而〇て愛ミは人の求むる所に〇て、缺如せる所のものなるこは旣1: 

許容したるに非すや0 

彼れ日く、典に然り。 

然らば愛は美を求め、美を有せすSなすか。 

彼れ答へて日く、然bo 

君はかの美を求め、美を所有せざる所のものを以つて美vl^すか〇 

决して然らす0 

然るに君は尙ほ愛は美なbvj謂ぅか0 

ァガトーン答へて日く、佘は殆r何を首ひつiあり乙やを解するに迷 

へbo 

ソークラテース答へて日く、ァガトーンよ、君の演說や大に宜しかりき、 

されV>も余は尙ほ一來君に問はんVJ欲するiあり、iFも亦美にあらす&-o 



然b美なbo ン—— I 

然らば美を缺如せる故に、愛は又た善をも缺如せりビ云ふべきか0 

アガト^-ン日く、ソtクラテースょ、余は^を^atるこyj能はt--吾 

等は君の言ふ所は盗く是なbvi前定すべ〇〇 

ソークラテース日く、愛するアガトーンょ、君は寧ろ言へ、典理は之れを 

論破•し能はすVJ雖、ソークラテースを論破するは易々たるのみvio 

扨て右£の談話は大要此に止め、HkM〇余がマンチ子ィアのデォチマょ 

り舫きたる愛の話を爲すべ-JO此デォチ-V*は此事及び其他の蝌1:於て 

甚だ.知識ある婦人なり〇此締人は是ょb前アテーナィ人が、疫病の來ら 

んビするの前、犧牲を供•して神に紡れる時、能く疫病の典來をして、十年間 

遲延せ•しめたるIM1人に〇て、愛の技術に於ては余の師匠たりし人なり〇 

余の此賧话を爲すに常つてはアガトーンの許容•したる所を以つて始め 

んビ欲す。其許容たるや、此知識ある¢,5人6>余に問答を試み〇時、余が爲 

〇たるVJ、全く同一のものに非すiせば、殆ざ同一のものに〇て适も容舄 

なる方法たるなb而〇て余は自ら能ふ限b兩者の位fal:立ちて之れを 



語らAOア，カトーンょ、余は君の言ひ•し如き順序に從つて、先づ『愛」の本腾 

及び性Sを語り、次に其の寧業に及ばん〇笫一余の彼女に云ひし 

所は、アガトーンi>余に首ひ•し所VJ殆VJIM]一に•して4愛」は有力なる神に•し 

て、又た炎なるこビを以てせbo而して彼女は余が今まアガトーンに® 

明•したるビ同棧なる15法を以て「愛」は美にも非す、又た窖にも非ざるこS 

を、余にig明せり〇佘問ぅて日く、*9デォチマょ、おん身の总味する所如何ん0 

然らば愛は悪に•して醜なるか,^-〇彼女叫びて日く r默せ、美に非ざれば醜な 

bigvlはざるHJからざるか4-〇余日く『然りJo r然らばfe1ならざる者は愚 

なるか。fi-は转VJJSVJの中問あるを知らざるか佘日く、r其•は如何なる 

ものぞ%彼女日く『君の知れる如く、正當なる值說は、逝理を»ふるi能は 

ざるを以て、此は智馘ビ阳ふ可からざるな上何€なれば、智識は道理なき 

i能はす、又た無^たるこVI能はす、何yjなれば無知は典理に违するこy, 

能はざればな6孩に惊說は無知ビ知譫£の中Mのものたるや明かなり 

Sす,-U余答へて日く『眞に然bjo彼女日く1然らば美ならざるものは、必し 

も醜なりビ主張するこvj勿れ、科ならざるも©は、必■しも®mふこ 



热9 a*又r:一 
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%*!を有せざる 

15 

vj勿れ。或は又た「愛」は美U非す择に非ざるょb推論〇て4愛ri此故に醜 

なb惡なbe云ふこビ勿れ、何ビなれば「:>」は是等の中間なればなり0』佘 

日くrされども「愛」は必す凡の人の、大なる神ビ〇て認定せる所なるベ00j 

•#知れる人に由つてか、成は知らざる人に由つてか0j『凡ての人にIUつて0j 

彼女微笑•して日く『ソークラクースょ4愛Ti决〇て神に非す€せる人々は、 

如何にして『愛」は大なる神たるiを承越するか0J余日く r愛は神U非すyj 

なすものは^ぞやOJ彼女答へて日くr君S余ビは其中の二人なboj余日 

く『何を以て然りビなすOJ彼女答へて：！！ く『そは甚だiAMきこ£なり〇哲 

は、諸神の、幸jw丑つ美なるこSを承ESする^なるベ〇〇君敢て或は諸神 

は幸；g且つ炎ならすビなすか0J余答へて日くr:^;J『然らば幸：gビは#成 

は美の所有^を云ふかV然り。j『而〇て哲は「愛」は善及び美なる洛を^せ 

ざるを以て、其有せざる所を得んこごを欲势せるこVJを許^*したるに非 

すや0j『然り余は其れを許容せbojrされrも啓及び美を有せざる所の^、 

如何に•して神；：！るこビを得んや。、然りこは不能の蝌なり0jf然らば君も 

亦「爱©神なるこビを否む者なるを知らんOJ 



5tttl:d人♦の 
中mに立つ所の 
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余問ぅて日く『然らば「愛，は如何なるものぞ。彼れ死すべき者なるか、』 

「否、H,然らば如何なるものぞ。%前の塲合i同じく、愛は死すべきもの1:非 

す、又た不死のものにも非す•して"此等兩者中RJ]のものなboj「デォチマょ、 

然らば彼は何^•そや0^彼は大なる楮狻(0#8、|)なり0而.して)1ての精靈 

の如く，彼れ神S人Rnsの中保渚たるなb。』余日く『彼nの精神上の力の 

«-:a-li如何なるものぞu°彼女日く「典力たるや人問の祈腾を通^乙^#.、 

供物を神に進迷〇、又た神の命令及び報酬を人に体ふるものなり。而•し 

てt力は神Vi人VJの問にある所の間隙1:楊を架する者1:•して、凡ての^ 

物传此力に總括せらる〇此力を通じてm言者及び祭司等の秘牲、神秘、符 

呪及び凡ての豫首及び魔法等行はるiを得るなり〇何iなれば神は人 

ビ疵キるものに非す•して、此力を通じて!S醒時も睡眠中も、神ビ人ビの交 

際あるを得るなり〇此事を了會する所の智鈦は梢神上のものにCて、其 

他の技術手工等の如き智SJIは下等に•して野卑なるものビなす。此仲保 

の力なるものは多数ありて锜神型なり〇其の中の一は即ち愛なbu°佘 

日く*■愛の父は誰に〇て其助は又た雄なりやOJ彼女日く『話せば長きこご 



なりビ雖、余は之れを牾るべ0。アフロデターの誕生日に諸神の绞應あ 

5き◦時1:メーチス|名智慮艺稱する神の子なる•ホロス|名5贫の神 

も其來铒の一なbき。好#終れ•し時べ，ーアー名貧乏の女神、例i tて芦t 

1:倚つてftを1:ふ015富の神神湳に醉ひゼクスの花園U至&て熟睡す0 

「«乏」の女神は其身の舫垃を思ひてa苗の神を其夫£な•し、子を得ん2す 

るの野心を起•し、raつて5贫の神の傍に58ねて「愛」を奸めり。而6て「愛，は 

おのづから美を好むに因るVJは言へV」も、又たアフ？デテーの美なるビ、 

又た-^れアフロデテーのis生日に生れたるビの理由を以て、アフロデテI 

丨の從名VJなb侍者VJなれり〇其財產も亦其兩親の如く、始めは彼れ常 

に貧に〇て何物をも之れを^せす、たr人々の想像する•か如く®さ•しく | 

美〇かり〇のみ◦其容貌や粗剛に•して汚穢に染み、步むに靴なく、住する 

に家なく、其鉍Aるや靑天の下1:地上に横はb、成は市街に、成は人の門戶 

に息ひ、其母の如く常に不幸の塊遇に在bき〇然办£雖亦幾分か其父に 

似たる所あbて、彼れ常に美ビ善vil:對して野心を抱懐し、性大膽J3除1: 

して强力を有〇、能くAを獗〇、常1:或豚K及び其他のiを企て、智慈の追j 



求に於ては其だ銳敏に•して、决•して其方法に舫するこiな•し。常に®學一 
名たりご雖、又た妖術者の如く幻術潘の如く、「ソフィスト®如く激烈なb、 

彼れは死すべき者に非す、又た不死のものにも非す。彼れ1该なる時に、 

成一時は活きて榮ぇつiありご雖、又た他の瞬間に於ては死6、lfn•して又 

た其父の性Hの理山を以つて再び活泐す。され"Sも典常に流入•しつi 

ある所は，又た一方に於ては流出•しつiあるを以つて、彼れ素ょb貧•しき 

こVJJbら个ビ雖、又た^有なるこvjもなく"又た彼れ智ビ無智ビの中間に 

在bo•此問®の眞理たるや此 くの如き なり、日く如何なる神も哲學者或 

lityLV;の¢1农^*に非ざるなb、何ごなれば彼れ巳に链なればなり。又た 

可人VJ51已に智なるものは籾を求むるこSなく、又た無智者は智を求む 

るこビあらざるな50無知の惡たる所以此に存す〇而•してかの善にも 

非す智にも非ざる*は自ら0己に滿足せb、是故に彼^典必要を成せざ一 

る所の物|:對しては、之れを以んビする欲纽あるな乙0-*余日く「然りビ雖、1 

彼S?ャ、デォチマょ、*:し柙^を愛する龙は4?漭にも非す愚者にも非すビせば、然 

Kすf gなW らIr-WAか粜•して^^を愛tる漭ぞOJ彼女答へて日く『此くの如きのM 



問は、小兒VJ雖答ふるこVJを得べ•し〇链滁を愛する者は、兩名の中問1:在 

るものなbokri其一人な-CSO何Sなれば智怨は设も美なるものに•し 

て、愛VJU美の愛なればなbo故に愛は又た哲學者なり、或は昝趑の愛者 

なb。其智nを愛する表たるよb、智《無符£の中間たるなり。之れ於 

「愛/か其m奴よb受け体へたる所の性Hなり、何Sなれば其父は富且つ皆 

なbビ雖、其母は貧且つ恐なればな-cv◦愛するソークラテースよ、此くの 

如きは「愛』なる铤腊の性質なbo君の愛に對する做念の誤^は.索より自 

然に•して^のaへる所に由つて想mするに、其誤^は愛する者ビ愛さる 

る^ビの沉!^]より起り、以つて愛は凡て美なり£思ふに至6〇ならん0 

货に愛さるiものは典1:美に0て飽に、而も亦完全且つ幸)WなりS雖.愛 

の原理は全く他の性質のものに•して、余の說述〇たるが如きなboj 

余日く『嗚呼、他tslの！21人よ。おん身の首へる所は巧みなるかな〇今若 

•し「^なるものはおん身の言へるが如きものな^SS假定せば、人間1:取つ 

て「愛©用は如何ん0j彼女答へて日くrソークラテースよ、余は其事の說明 

に進むベ〇。「愛」のn*質及びIs生は余巳1:之れを言へbM•して君i愛ご 
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は美の愛なるこ£を承®せboされfも人成は言はん、ソークラタ1ス 

及びヂォチマょ、美は何の美ぞや¢0故に余は獬/)一M問迎を明味*: 

〇、而•して問はん、人は美を愛•して果して何を欲するものなるかビUJ余彼 

女1:銮へて日くr美を其有S爲さん£する1:あboj彼女日く『此答は尙ほ 

他の疑問を想ひ起こさ*しめたb、日く、美を所有せば何をか得べき。』余答 

へて日く-1之れ余の未；U答へ能はざる所たるなboj彼女日く『然らば美ビ 

云へる言ISII代ふるに#亡云へる宫SSを以て•しflsして疑問を再言せん、 
日く、密を愛tてボ〇て何を欲するか。』余日く『務を所有せんこビなbo善 

を所夼するものは染•して何をかWべき04余答へて日く『幸福を招るなbo 

此くの如きこビに答ふるItsff具なるのみ。k彼女日く『然り、幸福は善良な 

る祺物を得ば幸Mたるべし。而/して人は何故に幸福を欲するかは、之れ 

を問ふの要なからん。何亡なれば其の答へや終•局のものなればなり。』 

余日くrおん身の宮や正.JOJ「I[ij•して此願3{及び此欲铋は、萬人普Mのもの 

なるか、人钾な符にS己のSを欲するか、成はmに成純の人のみ然るか。 

君の恐ふrr如何UJ余日く『欺人之れを欲す、此欲Sは萬人普通たるなり。』 



彼女Hく*■然b VJ雖、ソークラタ1Kよ我人盛く愛するに非す•して、たr彼 

等の中の成者之れを愛するなり〇然るに君は离人传な黹にIM1一物を愛 

すご云へboj余日く『余は自ら驚く、こは何故1:然るか0J彼女日く^何の驚 

くiかぁらん。其理由たるや、愛の一部分は分離•して全船の名稱を得、他 

の一部分は他の名稱を奵せる1:ぁり0J余日く『例を取げて之れを說明せ 

よ。j彼女次の如く余1:答へて日く^I詩なるものは釣の知れる*>如く"甚?r 

祓雜多«3のものにCて、凡ての削作即ち無を有にするこSは、之れ詩或は 

创作に•して、一切の技.術の方法は传な训作なり。而〇て技術の名人は传 

な詩人或はfill作者たるなhojrjrtl:然り0J彼女日くr然るに、君は、彼等盡く 

詩人£稱せられ个•して他の名稱を有せるこビを知る〇而•して此の饨の 

廣莪の名稱たる詩より分離Cて#樂及び詩句等に脚する所の特殊の技 

術のみ詩の名IBを有•し、此の詩の意味を以つて，彼答は詩人£稱せらる。J 

余日く^;に然り〇/愛U於ても亦№1じ。何vjなれば君は槪苕0て、善及び 

幸：3の欲.«は、た豆愛」の大なる不思硪の力なり<言はん0然りミ雖、此他 

かの成は金储けなるか、成は脐冇なるか、成はfr學なるか、何れの途に山り 



てu b iも，资¢2力1:钥き资ゼらii者ti5s者s箱せられす——全鹘の名 

楙は、かの其!*i惝は¥に一形態のみを呈する所の者に與へられ、此くの如 

き人々のみ^するご稩せられ、又た愛者VJTI5せらるtなり0』余日くr此事 

に就いて、おん身の說や正OVJ,iwふべ00』彼女日く p«は、愛老等はA己の 

半^を求めつiあるものなりビは人々の言へる所なるを知らん〇され 

ざも余は言ふ、彼等其半身或は全^1:して、^に非る以上は、决〇て其半身 

を求むるものにも非す、又た其令！！を求むるものにも非すso故に人々 

た2ひ自己の手なbvlも、又た自己の足なb V」も^〇其有^なるに於て 

は、之れを切哳し去るなbo之れ彼等が是笠を以て自己のものなby, 〇 

て愛するに非す〇て、たr^なるを以てなり。其之れを嫌ふや、他人のも 

のなbvjのJ1由ょXN然るに非すCて、其惡.しきを以てなbo人々の愛す 

る物はtoなし、pfe?lのみ。^はTAIほ他に之れありビ思ふか〇^余は云はん、 

他に之れなしVJOJ彼女日く*-眾純なる興押を云はr人は粦を愛‘すS云ふ 

にあboj余日く^1bv之れに加ふるに、人は#の所有を愛すS云ふこS 

をnつてすべからざるか0/然b、之れ附加せざる可からざるなbojrmに 
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のMSなる力な 

鼦—力の 

善を所有すビ云ふに止まらす、又た之れを永久に所布す '附加するこi 

は如何ん0/然b、是れ亦附加せざる可からす。J彼女日く『然らば愛iは、槪 

言せば、永久に啓を所有するこvjの愛S云ふを^べきか。.！余nく『こはIt 

に然ふ 

彼女日く^?〇之れ爱の性Hなり£せば、君尙ほ佘に传げょ^を追求す 

るの方法如何ん、又た愛i稍する凡て此熟情を表はさんビするには彼等 

果•して何を爲すべきや。又た其目的ビせるこビは何なるやをOJ余□く 

『否な、デォチマょ。^•し余にして之れを知れる^ならんには"余は决6て 

おん身の^!5に驚かざるベ、又たおん身に平ばんVJCて此處に來るこ 

ぐ」も爲さ1#ゎ.0なるべ00.|彼女日<『然らば佘は君に誨へん0愛は身骶 

上或は褚神上、美に於て生るiこミを目的wなすものなboj余日く『余は 

おん身の宵を理frするこS能はざるなり、神託は說叫を■IIH'U:す。j彼女日く 

『余(i今ま言ひ•し所を明かにすべ*し。余の意味する所は、人は转其身fiftに 

於て，又精神に於て生?;flせんビするものな.b i云ふ1:あb。凡て人の忭 

«に•して、成年齡1:迖する時は生研を欲琪するものに*して、此生殖なるも 
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のは美に於て〇て、决乙て醜に於てするものに非ざるなり〇是れ锊に男 

女IJa係の不思議なる所に〇て、又た之れ#魂なるこピなり〇何iなれば 

妊振及び生殖は、死すべき生物に於ける不死の顶珲たればなり。而して 

之れ不澗和に於てはあb^ざるこVJiなす。凡て醜なるものは#禊な 

6ものVJ調和せすVJ雖、类は神®なるものミ調和せるなり〇然らば美は 

人の出淹に際〇守護VJ 6て臨める分娩の運命或は女神なbvjmふべ〇〇 

故1:人芯•し美に近づく時は妊娠力m常、[nl滿、安全に•して、能く贲を結び、又 

た能く生產す0然るに醜名を兑ては、彼女之れに涟面じ、苦«1を成1;、愤惡 

〇撻怒•し、蓮縮0、苦痛を以て妊娠を避くるなり。是故にsreのB¥近づき、 

生wi力充滿するや、美に對むては非常の谷悅ゐb、恍惚あり。是れ美の近 

づきて苦痛を惋減するに由るなり〇何んVJなればソークラテースょ、愛 

なる^は社の想深する*>如く、軍に美のみの愛に非ざればなり0J3•然らば 

何ぞや〇^生^及び美に於いて生產する吴の愛之れなり^余日く^然り〇』 

彼女日く『竹に然boj余日く*■されでも何故に生殖の愛あるか0J彼女答へ 

て日くr死すべき人問1:取つては、生殖は永生不死の一饨なり〇且つ巳に 



人m 
於け！ 

力a何aよ： 
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•前に許容されたるtlく、其し愛なるものは永久に善を所有するこSなり 

亡せば、敢人盡く必す不死VJ善Sを欲知するなbJVJO 

凡て之れ棟々の時、彼女の愛に就いて余に誨へたる所なbo他日又た 

彼女の余1:誨へたる所に日く「ソークラテースょ、此愛及び典從漭たる欲 

錤の理山U如何ん。君はかの一切の禽孤が其生艄欲に愛の偁染Lたる 

時は、彼等皆な苦痛を威せるを11ん、之れ唯雄相^一せんSするに始ま办、 

其の產兒を保護するの威情を附加す。而tて其兒を愛するの情は、能く、 

最も弱き者を0て最も强力の*ビIK1ふiを爲さ〇め、飢涡も苦痛も、又た 

如何なるこVJ i雖、其の兒の爲めには、親たるものは之れを忍び、身死する 

に至るまでも其51Lを愛誔するなbo人*>此くの如きこ芒を爲すは、或は 

近理之れを然ら•しむるなりビ言ふを^ベ•しど雖、如何|:6て下等の動物 

が此くの如き威情を有せるか。君其理由を余に吿ぐるこどを得るや如 

何ん。j余は又た知らすS云へり。彼女余1:朔ぅて日く『君若C此の事を 

知らざるに於ては、如何でか愛の術の名人たるこSを得んや04余日く『デ 

ォチマょ、余が«を訪問0來れるは此れが爲めなるiは、前に首ひたるが 



>不思議を余 

，、君若〇愛の 

きものi性 

0而•して是 

-れば新は馎 

-も、决Cて純 

-之れを謂ふ 

f泐物赀な生 

•補充VJは行 

r身fiaのみ 

"欲塑、快樂、苦 

尙ほ一靥驚 

■來往變化す 

-す、特殊の知 

!中には、知識 



琴貪 

S謹2 
:!!J 

の退去ビ云ふこビの;Is味を含むものなればなbo而して此知識たるや、 

TPて忘れたるものが、间想に由つて再生され、保存されたるものにして« 

前vlIhll不變のもの*如く思はるご雖、ffは全く新•しきものたるなbo 

|此の擗續の法則に由つて、一切の死すべきものは保存せられ、全く同一不 

银のものに非す•して、交代に由つて1??き疲勞〇たる死すべきものは、他の 

新〇き同様なるものを後に殘•して代謝するなり〇之れ不死者の笊に不 

礙同一なるVi大に興るの點ごなす。此くてy1クラテースょ、死すべき 

身Iffi成は死すべき何物ビ雖不死たるを得るなboされ^も其不死や方 

法を興にせり〇故にかの愛に由つて子女を生むの理由に付いて塊〇む 

を要せす。何どなれば、人々一般相愛〇又た之れに心をS くは、WI:不死 

をWんが爲めなり〇 

於S??5H 佘は此談ysをKきし時、大に驚きてSBぅて日くnあi汝a明なるデォチ 

ん•わS? マょ此はまこ¢1:典なるかJio彼女宛然「ソフィスト®如き揹威を以て湖 

ぅて日く、rあi汝ソークラテースょ、此は確信して可なり0君若0、た1#、 

人問の大槊なるものを一見せば、其無意呔なるに驚くベ〇艺雖、Wは之れ 



名#の不死を®するなbo大镇家なるものi名猓の爲めに/tt險をyす 

は、典子女の爲めに危險をVIすょbも大にして、或は金錢を消-®〇、或はM 

秫の勞苦に堪え、或は身死するこビを爲せb、之れ其不死の名を得ん*>货 

めなるのみ。かのアグヶースチス•かアドメートスの爲めに死•し"アヒレ 

クスがパトロクロスの爲めに死0、哲の-nぶ所のコ，ドロスが國を其子孫 

に偁へんビ〇て死•したる如き、彼^芯し其徳義の記tfi後世に麻はbて、以 

て不死なるこvj t得べ〇ビの想倮なかりせば、彼等ife〇て此くの如き行 

爲を爲すべ•しS若は思ふか。否。余は信す。人钾な不死の徳雜の光榮 

ある名#の爲めに离垠を爲すものにして'其物益i#に•して•人は益i之 

れを欲す。何VJなれば人皆な不死の欲羧を容ぶを以てなbjo 

-1たr身tiaのみに生殖するの人は、自ら女に合•して子を生む〇之れ彼等 

の愛の性質なbo而•して彼等の希轺する如く、其子女は彼等の記位を保 

存•し、彼等の¢2むが如く、彼笠に與ふるに冥福S不死V」を以つてす〇然り 

£雖多產の精神は——人ru1]には身肪ょりも精#上の生殖に長やる人あり 

て——M神中に&も適當なるものを奸みて之れを保存す。而乙て其妊娠 



Tる所のものは何ぞやS湖はr、之れI较怒及び铯&の全般たるなり。 

而•して此くの如き創造^は凡ての詩人及び技術家にLて、皆な發明者削 

見者の名稱に令ふ人なbo然b S雖5piyのfi大M美のものは、S家及び 

家族を治むるものにして、之れ節制及び正莪£稱する所のものなり〇か 

のW年に於て是等の钝子は蒔かれ、又たBら是れに|£典鈹吹されたるも 

のは、成年に達せば又た此秫の生Mを爲さんS欲•し、其子を生まん¢6て 

美なる者を求めて遍脎す。何Sなれば醜渚は生殖せざればなり。此く 

て彼れ醜潢ょbも美者を得て之；iを抱擁す。彼れ若•し类にtて高尙1:. 

且つ辔く敎養されたる精神を求め得たらんには、此に兩者相抱擁して一 

たるなり〇而•して彼れ此，、の如き美潢に對しては、抱*及び善人の性質、 

及び善人の爲すべき取に闞-して羌煺なる淡菇を爲し、彼れを敎育せんご 

ビを勉む〇此に於いて美は常に彼れビ與に在り、若し又不在なる時は其 

記位中1:存〇、彼れ其美に接觸•して，久しき以前1:姙みし所の美を出產し、 

彼等は共同して與に其の生床•したる所のものを爱育す。其彼等の親密 

なる友愛の結繩は、死すべき肉脸の兒を生むものょbも1M親密たるな 



An隽ぶリ油象 
奕!:、«物美よ 

、何iなれば兩漭問に產出、したる兒は、一厝美に0て 一®不死なればな 

り〇人荞〇ホメーロス及びへシォドス及び其他の大詩人等を考ふる妨、 

誰か通常の人nilの51ょbも、¥ろ彼等の兒を得んこViを欲せざるものあ 

らんや。誰か彼等•か其名躱を不朽に体ふる所の多くの兒を產みたるを 

頌美せざるものあらんや。誰かかのリクルゴスの如き兒を生みて、自己 

の死後、救世主iなbて、取にラケダィモーンのみに止まらす、全グレシア 

.の救lit主たる*>如き兒を欲せざるものあらんや〇ソローンはアテーナ 

ィの法31の父祖VJ.して筇敬せらる。其他尙ほグレシアにも野^國にも 

此柯の人少なからす。彼等钾な多くの高尙なる事業を爲olg々の徳莪 

の父母たb •しなり。而〇て多くの神社は皆な彼等の子孫の名#に於て 

建てられたるものな雖、身Ms上の子孫の名眷の爲めに建てられたる 

に非ざるなり〇 

『以上龉りたる所は、愛に關す6小不思縝に0て"汝ソークラタースミ雖 

Ki以y紅2一弈易に入り得べきなt然bs雖、其大tる且つIISれたる不思議は此問 

ずぺし 一3のK?社なり〇君恭〇正〇き心に於て是等を求めんW欲せば、是等は與 



を^くべ•し〇冇の之れに述するを得るゃ芮ゃは余の保證せざる所なり 

ビ雖、余は能ふ限り矜に語るべければ^若〇能くせば余の言に從ふべ•し。 

美に遣むの贜序一人茬•し此間題に就いて正•しく進まんv>せば、其靑年の時に於て龙なる形 

杉Isの* 

形6|»の美 

態に心を向け始めざる可炉らす。第一若〇其敎師に•して正0く彼を指 

墀せば、彼れたr此くの如き)aなるもの-みを愛するこSを^び、其れょ 

b •して尨なる思想を刖造すべく、や•かて波れ&らHの形態の芙は、也の^ 

に關係を存せるこVJを恪るべod次に彼れ«•し、美全般を目的ioて求 

め、而も、盹々の形態に於ける美は一に〇てIM1C;き，とを認譴せ中VJせば、彼 

れや寶に愚なb vj调ふべ•し。彼れ若〇之れを知りたらんには、彼れ一物 

に對する烈•しき硪愛を禁遏0、之れを捋说•して小事iな0、以つて一切の 

芙なる形態を愛する^こ^るべ〇〇且つ此行爲は彼を導きて、精神上の 

美は外形上の奕ょりも名^iすべきこVJを考へ•しひるに至らん〇此く 

て有35の褚#の«にして、».し聊か愛ら.しき所ぁらんには、彼れは其龙を 

愛•して滿足し、以て彼れを保遘〇、#年を進歩せ•しむる所の思想を保り出 

S法律S 〇て之れを出產せ•しめ、遂に其愛人を•して、^度及び法体の美を出今rし、觀 



取〇、凡て是等は一類のものたるを解0、人«|美の如きは、以つて小事iな 

す1:至ら•しむ。法律及び制度の後には、彼れは、其者を導きて學術に至ら一 

Lめ、以て其美をtliせしむ。决〇てかの一靑年、或は人問、或は制度等の美 

の、卑しき、奴俣Viなり、又たは狹隘なる見識の者Sなるなく、能く美のS富 

なるものを觀、美の大海に近づき、以つて、知識の無限の愛に於いて、多くの 

美なる、Kfilなる思想及び槪念を創造•しK視.し、遂に彼れ其海岸に成長.し| 

て强カビな()»、锻後に雎1の學術の示現は彼れに啓示さる1|:至る、是れ一 

切處の美の學術たるなbo余は賊話を此點に進むベければ、君は顧く 

は鍛大の注窓を以つて之れを聪け。 : 

■1かの爱に關*して此く十分に誨へられたる人、及びかの、美を正當なる順 

序smtsfiを以つて親るこ£を誨へられたる人は、終に至つて突然驚く 

べき^の性質を知るベ•し〇 (而•してソークラテースよ、是は之れ吾等の以一 

前の?!I勞の終局Is因なり、)乃ち其性Kたるや—第一rは、此物永说の洛に- 

して成iiせす凋落せす、滿つるこSなく^くるこビな〇〇 第二には、一方一 

より見れば奕なり£雖、一方より見る時は醜た办、又た或時、或關係、或垛听 



1:於ては美なりVJ雖、他の時、他のK]係、他の垅所に於て醜たり、一人には美 

な雖他人には醜なbvisふ•か如きもの1:非す、或はW面成は手成は 

身rj諸部に似たる如きの美に非す、成は言8S或は知識の成形狀に於ける 

美の如きに非す、或は他の諸物、例へば、g物に於て、或は天に於て、或は地に 

於て、或は其他のifc所に於てr/する如きの荚に非す〇て、其类や铯對、脫啤 

m純Jiつ永遠に•して、增滅なく、12化なく、他の一切諸物の、常に成長0又た 

消滅する所の美なるものに芄羌を與ふ，人若C眞の愛の成化に由つて、是 

よb上に补りて其美をW初むるに於ては、彼れの連すべき為點や遠かべ 

ざるべ〇〇而〇て自己の力に由ヒ成は他にぬかれて愛の諸物に到るら 

き典の順序は、地上®諸の美なるものより始めて、mに之れを附段ビ爲〇、 

此れに依つて其他の美に上b行くなり〇其上b行くや、一より二に及び、 

二より一切の美なる形態に及び、美なる形態よb美なる行爲に及び、美な 

る行爲より类なる槪念1:及び、美なる槪念より銥對美の槪念に速〇•終に 

美の實相の如何なるものなるやを知るに至らんJtoマンチ子ィアのデ 

ォチマSSを雉ぎて日く-*愛するソークラ7-丨スよ、之れ人が絕對类を冥想 



Cて、以つて炮一切の寧物に*然たるの生活ビなす。然雄、君若〇一 

卩；此美を觀る時は、かの金銀、美服、及び15*等の精神を嫌ひ、而して君及び多 

くの者は之れを愛好•し、若し能ふべくんば飲食を廢する£も、彼等を見、彼 

等VJ焐るのみなも之れに滿足て彼等ビ共にぁらんiを农むる所 

の美黄、美少年等、是等は到底其美に比较すべきにぁらざるを知らん。さ 

れでも人若〇果してKの类を>1るの眼力を有すVせば如何にぞや_典 

の美ビは神聖、純潔fff明、無垢にじて、死すべき人問の汚れなく、人生の虛飾 

成は彩色なき所のものなり〇而•して人之れをJAて、其神勘、取純なる美€ 

味話せば如何にぞや。此くてたr此交胶に於て、心の眼を以-T其の美を 

保有する時は、之れ美の竹俛に非すLてir寅の美を生み得るものS云ふ 

ベ〇ぺ何VJなれば彼れ美のfj'像に非すじて異腊を保有せるを以つてな1 

而0て興正の徳鵷を生み、之れを養育0、若0死すべき人問1:して能くす 

ベくんば、以つて-神」の友tなり、又た不死たるを得べし。此くの如きの生 

活は果Cて贵ぶに足らすビするかJVJO 

ファィドロスょ、此くの如きは•チ*チマの余にIsり〇所な-CSO余は之れ 



71,，テ• 

IKiる 

戶外者Aび 
Tル#ビTヂ丨 

K の*V# 

をたr君Uのみ?5るに非すCて播茗等凡てに2&るなbo而〇て余は其 

具瑰に服す。余は之れ*>具理に»したるよ-^又た此典理を以て人々を 

說得せんとを欲す。而•して人を•して此堍界に達せ0むるものは，愛を措 

きて他にifi常なる助力者あるを知らざるなり〇之れを以て命15首はん、 

佘自ら爱を敬せるが如く、各人押な愛を敬•し、愛の道を步み、人を!KIめて又 

た其如くなさ•しめ、且つ余•か從來爲•し來bo如く、余の力の及ぶ限bを以 

て愛の力i其椅神ビをm美〇たる如くなさんご0 

ファィドロスよ。余の今まで晤りし所、君成は以て愛©讚美tfsnひ、成は 

然らすVJ云ふ、こは茗の好むがまiに一任«•ん〇 

ソークラテースugb終るやf一同拍手喝采•し、ryストファ子1スU、ンー 

クラテ—ス•か以前に自己の演說に對〇て引き分ひに出tたる所に就い 

て何事か答ふる所あらんVJせbo時に戶外に极然VJLて»飲者の辞吹 

笛妓の昔響鳴りひrき、戶を敲く昔IIこゆ〇アガトーン從漭に命Cて來 

會*の何人なるかを見せ〇めて日く、r若L彼等吾等の友人ならば入り 

來れビ云へ、然らざれば•¥會ftに終れりビ吿げよJviof?诈1:して、TVキ 



大时ftrのrルキ 
FrテーA花^ 

及び9 

ンをK 

ビアデースの聲、內庭に響き渡れbo彼れ大酩酊の狀にして、わめき呌び 

て日くnrガトーン何颭にありや、アガトーンの居る所に案内せ¢0 

遂に^妓及び友人等に沒けられて彼等の居る所1:至る〇アルキビアデ 

丨ス舫及び萤の大なる花冠を戧き、頭は「リボン〇波を打たせ、戸nに立ち 
現はれて日くr友人諸君を祝すc諸君は此のI人の酩酊老を仲間ビなす 

を11んするか、成は企の此所に來れるB的の如く《たrアガトーンに此花_ 

覎を*5かせ以て莳ち|:歸るべきか。余は昨=2來るこミ能はざりしを以 

つて今日來れり〇余の！§に败ける此「リボン鞭、之れを人問中最も美麗な 

る、又た*iもKな^ビ云ふを得る所の7ガトーンの冠ビなさんビ欲す。 

銥君は余*'酢へるの故をnつて笑へるか。諸^たビひ余を笑ふV雖、佘 

は自ら典?,8を15れるこvjを能く知れり◦されV」も先づ佘U告げょ、余は 

醉へbvj云ふこVIを諸君の：知の上にて、余は此處に入るべきか〇諸君 

は余€共に飲むや否や。J 

一同異nfcl昔.アルキビアデースの共に席に列ならんこ芒を希绍0、殊 

にアガトーンは之れを懇請せり〇此に於て與にあ60人々に汉けられ| 
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rA.キビrデー 
ス飲 湎をTl む 

ン—夕7T—ス 
の大Mft 

頭より「リボン©一部分を取りてV丨クラテ..スの頭に加へて、再び身を 

横へたり。 • • み 

而して彼れSHぅてR-友A諸君、諸丼は索面なる*>如*し、娃は堪えら 

るべきこvjに非す、諸君は醉はざる可からす一f一れ余i諸君艺約束した 

る所なb——而〇て余は0撰•して、諸isの醉ふまでは、此鉍贫の主人iなら 

ん〇アガトーンよ、吞等に大杯を與へよ、或は本ろ侍者^命じて、余に其の 

冷酒器を持、來さ•しめよビ。彼れの注目Cたる冷湳器は一升二三#の 

容量を有せるものなり〇彼れ之れ1:注*>〇めて飲みほ0、ソークラテー 

スに廻は侍^に命••して之れに注*>•しめて日く、猪君、見よ、余の巧妙なる 

策3^もソークラテースには何の効JK:もあらざるこビを。何ビなれば彼 

れ洒幾何最なbvjも之れを飮む4を#、而も醉ひに近き程yiもならざる 

なbioソ..クラ，K1ス侍者の注ぎし滴杯は之れを鈥み干〇たbo 

H 9**キシマ，ホス日く.ア〆キビアデースよ、こは何事ぞや〇吾容たrM 

を鈥むのみ140て、後話も爲さす!riも歌はす、たr渴せる時の如く飲むの 

みに•して可ならんや。 ‘ ； 



ア〆キビアデース答へて日くfiの萬歲を祝す—最も货明にじて著名 

なる父の箸名.なる子たる君、與歲。 
0 

エリュキシマ，ホス日く、足下に於ても御同玆〇され•€も吾等何をか爲す 

•へき。 

アルキビアデース日く、其は君に|任せん、 

■1货明なる路師は吾等のftfisを治療するに長世りOJ 

故に吾等遒方のまiに從はん。君は何を爲さんViせるか0 

H iキシマ，ホス日く、君の來らざるの前、吾等备i順次を以て、成し得る 

限b、fiも锊く愛の讚美を演說するの决鑲を爲せ50順次は左よb始め 

て右に廻り、S等皆焐り終り^一人未tr晤らす、たr薄く1»へるなbo故 

に君は演說せざる可からす、然る後何事か君の欲する所を ソ1クラテI | 

ヌU課〇ジークラテースは又た其右の次席の人に、順次廻はすべきなり〇 

アグキビアデース日く、Hリユキシマ，ホスよ、其は甚だ善〇〇されV」も酢 

人の浈說ち索面の人の演說Sの比較は甚だ善きものに非す。愛する友 

よ^は、ソ—クラクース•か今ま言ひ6所の^は全く眞Kな.りS信するか。 



の所n廪理 

▼は云ふ此は全く反射の?»實にじて、«6余に0て彼の目前1:於て、神た 

人たれ、旬も之れを躜美する時は、彼れ余を：！へて决•して離すこWを爲 

rるな.CSO 

ソークラテース日く、ぁ{此は若の^なり0 

ア火キビアデース日く、ボセィド—ンに眢つてSHふ^之れを否むの用 

•し。余は君の：I&1前に於ては、君の外何漭をも讚类せざる可ければなれ。 

エソAキシマ，ホス日く、君の欲するまiに爲せ^5し好まばソークラター 

を？5英〇て可なり〇 

ァ火キビアデース日く^キンマ，ホスよ、*は如何1:思へるか、佘U彼 

を攻解•して^^凡てのIIQ前にて彼れに通ffを加へんか0 

ソークラテース日く、君は何を爲さんiせるか。或は余を?ft稽なるも 

Sな••して笑はんビせるか。君の躜美の意味は是れなるか0 

苕»•し許るさば、余は典埋を|§らんViせり〇 

余はmに之れを許るすのみ1:あらす、又た之れを奬勛す0 

ア火キビアデ—ス日く、然らば余は^1:之れを始めん^.し余に.して具 
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ならざるこビを焐れbvjせば、；^若C谷めんVJ欲せば演銳を中斷〇て■可 

なり〇佘の$:思は索ょり與理を詛らんyjするにありビ雕、其RBなるに 

於ては「之れ虛萏なJVJ云へ。されV」も余の心中1:來bo如く焐りたり 

ビも、界、爲めに驚くこS勿れ、何Sなれば一切君の驚くべき性質を枚* 6 

て之れを演說するはW難なるこどに非す•して、余の如き事情の下に在る 

ものに取つては甚だ容Mなるこビiなす。 * J 

余はジークラテースを8»莢するに一稀の形^比喻を以つてせんvj to 

而•してソークラテースは余を以つて搰稽するものなりvjせん〇されで 

も余はソークラテースをHB笑せんビするには非す*して、たr典理を語ら 

んビするにあるのみ。余は-.*>nuん、ソークラテースは正•しく"彫刻者の店 

頭に笛吹き射る所のセィレーノスの半身像なりビす。而•して是等の彫 

像は中央ょbmくやぅ作られありて、其內部には神の本«は在〇ませbo 

余は又云はん、彼はマルシマス£云へるサチユロスの如•し*^。ソークラテー 

スょ、君の^貌のサチユロスの如きは3T之れを否まざるベし。其他尙ほ類 

似の點なきに非す.例へば嵙も亦快ffなるi之れなり。君若し自白せす 



y**タサr丨ス 
U霣を用ゐす'f: 

だ«»を以って 
人 STlf 

んば、余は自ら之れを贲除上より證明せざる可からざる位&にぁbo君 

は吹笛者には非ざるか。然り»はマ〆シャスよbも一層恐るべき長Mせ 

る吹笛者なり。何ビなればマルシャスは槊器を用ゐ、其呼吸の力に由つて 

人心を成せしむるほ51今彼れの音樂を傅ふるもの！爲す•か如〇〇 

又た才yユン•ホスのiT樂はシャスの敎へより傅はれるものに0て、 

娃淬の音樂は斯道の大家に由つて#さるも、又たa憐れひべき吹m 

妓に由つて奏さるisも、他の有せざる 一Wの力を有せるものに•して、た 

だ是等のみ能く人心を左^〇、緒神及び、神秘を要する者等の求むる所を 

啓示するなb、之れ彼れ神の成化を受けたるに由るなり〇然雖哲は 

笛を用ゆるこVJなく、mに苷躱のみを以て•して、能く[H]一の結^を生す、之 

れ矜VI彼れ€の興る所Sなす〇吾等他の演說洛を^く蚱、其*选だ雄辩 

の•大家なりビ雖、之れを君に比較する時は、ffに全く何の成動をも與へざ 

るなbo然る1:君の演說成は若の言l?yの片々なb S雖、又た之れ体へ聽 

き0ものなi雄、又た甚だ不完全に傳へられ〇ものなb £雖、能く各人 

の心を動かし、男子VJ雖も、女子VJ雖も、小兒VJ雖も、旬も之れを聽くものを 



る人ス 
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成Ififtせざるこvjな•し。君若し余を以てBtJSなるのみfitるこビなく/l 

ば、余は君の威化力の余に對•して笊1:大なboこVJ、及び今も尙ほ其如き 

は、Wに之れを言ふのみに非す0て、又た之れを誓ふべ00«に余がソー 

クラテースの一Ks/fを^く時は、余の胸は、n^パンテス宗の遊興洛の如く 

蹦り、我nftは奴のMを爲せり、而•して余は他の人も亦Kn^l:成mさるii 

を知る。余はペリクレース及び其他の雄辯家の演說をfisく咬彼答は甚 

だ^く辯せbe思ふビ雖、冏檨なる1J4励なく、余の心は彼笠の演說に由つ 

て興起0、或は余自ら奴^の狀態にchbsotft^心を起こすこSもあら 

ざるなり〇然る1:此の▼ルシャスは余を•して旗々、余が現在爲-しつiある 

所の4:活に堪へ能はす£まで威せ.しめたる位{2に瓰きたりぺソークラテ 

1スょ、之れ*の承諾する所ならん) orfncて、^•し余に〇て邛を彼に塞ぎ 

て、此のセィレーンょり通れ去るに非すんば、彼れ余をOMき«めて、彼れの 

足下に坐〇て老ゆるに至ら〇むべ•し。彼れ余にfl白せ0むるに、<-5*>遂 

魂上の要农を顧み中、以つてァテーナィの政務1:携はる•か如き、余の現在 

の如き生活を货すべきものに非ざるこSを以つてせbo故に余はIfを 



内r名ビ 

蔽ひて <3ら彼れより分離するなbo彼れは余を•して自ら耻を成せ〇め 

たる唯一の人なり、此耻の政たるや、余の性質中に無き所のものなるは君 

の思ひ得たる所なり0而.して其他是れに冏？しこビを爲〇^るもの一人 

ご•してあるこiな0〇佘は自ら爲さんビする所に〇て、彼れ之れを爲す 

可からすビ命する^に對〇、彼1:答へ又たは之れを否むこS能はざるを 

知る。然6¢雖佘は彼れの前を去る時は、功名の念U勃然soて起6て 

iriに余の心胸を允たす〇坫故に余は彼れより通れ去るなり、何iなれば 

«0彼れに逢ふ時は、余は彼れに诚侮して符ひたる所を耻づべければな 

り〇此くて余は^1彼れの死せんこ£を顧ひたboされJrも??•し彼れ 

死せんには、余は之れを许ばんよりも、成，ろ甚•しく悲.しひこVJは之れを知 

れho此くて余の、此人を所股するの知や窮せりど鎅ふべ.し0 

之れ余及び多くの人が此ナチュロスの吹笛に苦•しひ所以なり〇されVi 

も-Mほ余のaふ所をJgけ、余は、如何l:iji>かの偶像に酤似•し、又た如何1: 

驚くべき力を布せるかを云はん。諸君の內一人VJOて必中其を知るも 

のあらざるベ•しi雖、余は能く彼を知れるをnつて、余が始めたるfa<fe| 



れに就いて演說する所あるべ•し。諸君は彼れ*>如何»:美少年を好める 

かをjiざるか。彼れ常に美少年ビ共に在り、又た常に其美に成動•し、又た 

彼れ何事をも知らt一切の事1:無知なb I之れKは彼れの外部に被覆 

せる所なbo此點に於いて、彼れはセィレーノスの如きにii非ざるか。 

然5、正しく之れ彼れの假面に0て彫刻•したるセィレーノスの頭なbe 

されども一度之れを開く時は、あ’i飲酒の朋友諸君、其の內部には節制な 

る神髓は錤坐.しませり。諸芯は、人々の鷲歎する所の美な办、宫なb、名な 

り、是等は彼に取つては何物»:てもあるなく、彼れ全く之れを蔑如せるを 

知らざるか。此等諸善を有せる人ビ雖、彼れ毫も之れを趿中にSくこビ 

なく、人類全艚、彼れに於ては何物にもあらす、彼れの一生は、娃等を嘲炙輕 
# 

視するに^せり。されVjも余一旦彼れを開き其內部の典正なる目的を 

浴るに於ては、余は彼れの內には神绝なる黄金に輝く神«ありて、其美は 

以て能く人を娬威•し、Kに余をCてソークラテースの命する如く行はせ 

得るものあるをMる〇是等は人々の觀察に洩れ•しなるべしvj雕、余は是 

れを見たり。時1:余は以爲へらく彼れは典に佘の美に愛*せるものな 



余に從ひ來れ•る從者を歸ら0めた(余は全く實を自白するものなれば、 

諸荇顧くば靜聽せよ0若し余に•してsibを焐り•しならんには、ソークラ 

テースよ、幸に其誤15を指斥せよY此くて彼れビ余iは兩人の差•し向ひ 

のみ。而〇て余以爲へらく、此く吾等二人のみなる時は、ソークラテース 

必す戀愛淇の爲すi>如く、愛の首陪を•鉛るならんビ、而*して余は心に悦び 

居たり^°然るに*S愛1:就いては彼れ一言rrl:爲すこSなく、平常の如く 

談話0、以て余i共1:終日mb箱ら〇、而〇て別れたbo其後佘は彼れに 

角力塲に挑戰したりし時、彼れた1*余£のみ數度角力0て勝負せゎ0而 

Cて余以爲へらく、此方法を以つて余は成功するこSを得べ乙so然る 

に少〇も其功ぁるこビなく，此くて余は失敗を5rつけたbo終に余は心 

に撕へらく、今や余は强手朐を揮つて、余が始めたる如く、大膽に彼れを攻 

擊し、寧の决若するまでは决〇て中Mrするこビ勿かるべ•しS。因つて、佘 
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は彼れを晚筏に招待するに、宛も彼れは一個の美少年にして、余は其れに 

总ある所の^愛^たる*>如き趣rpjをJUつてせり〇然るに彼れ容易に來： 

る1を货んせざり乙が、漸く|:0て之れを承諾せり0而0て彼れの始め| 

て來るや晚愆を終るや否や、iffちU辭〇て歸らんi 〇,余は之れを留むる 

i能はざりき〇 Wほ余は初志をK徹せ；んビ欲〇、再び彼れを招待•し、&等 

食事後賧話Lて夜£けたり。彼れ歸らん¢1するや、余は夜の更けたるに 

唞ょせ1;、彼れ|:泐むるに、$3まりて余の家に宿せん乏を以てせゎ。彼れ 

食取〇たるS同〇床上に、佘S床を並べて^ねたbo而〇て寢室中他に| 

一人も在るこビな0〇此點までは何人に35るビも耻づ•へきこvjな•しvj 

雖、站ょり後の事は、余は索161にては^君に35るこビ能はざるなり、されざ： 

も格言にも云へるが如く、洒は、小兒答共に在5¢も又た在らすビも、與理j 

を訪ら•しむビ言へるを以て，余は之れを15らざる可か らざるな50 且つ 
% 

又;:余のソークラテースを讚美するに常ソークラテースのiaiIAJなる 

行«を隱蔽するは立•しきこごに非す。且つ余は^蛇に刺銜されたる苦 

痛を政せり。而〇て人々の言ふ所に由れば、此苦痛を威せる者は、たr之一 



れを、其經«ぁS人々にのみ語る¢5ふ、之れ、たr彼等のみ能く其苦痛を 

解するこ£を得、又た其苦痛より出でし所の言語動作を判する!:過激な 

るこiなきを得ん《の希望に由るのみ〇赏に余はts蛇の毒齒以上のも 

のに害されたbo余は余の精神に、心情に、及び其他の部分に知る、苦痛の 

最も惡Cきもの1:して、如何なる毒蛇の齒よりも、最も激烈に怜俐なる靑 

年を苦しむるものは、實に哲學の苦痛なるiを。此の苦痛は人をして或 

亊を言は•しめ又爲さしむ。余の周函なるフ，ィドロス、アガトーン、Hソユ 

キシマ，ホス-パクサ*Iアス、アリストデーそスヂジストファ子1ス等諸君を 

始め、余1:至るまで、ソークラテースは云ふ^.要せす、昔な®學に熱狂*した 

る同一の經驗を有せり。是を以つて余の爲6たる所を寬假し、今ま言は 

んVJts所»:JFを傾けよ。されでも恃者及び其他の凡俗粗野の輩は其 

耳の門戶を閉ざせ。 . 

燈火は消されたり、家俣等は彼方に立ち去りたbo其時、余は心に凋へ 

らく、余は彼れVi共に明味にo、K眛の事ぁるを要せすビ〇此くて余は彼 

れを搖り動かして日く「ソークラテースよ、君はLLU寢ねたるかOJ彼れB 





めて、佘S典に其美を分有.し、又君の有せる所の美VJ、余の有せる所の美ビ 

を交換せんVJ欲せば、君は余に由つて大なる利益を得べ〇〇君は外貌の 

美U代へて、1(の美なるものを得べ-•チオメーデースの釦く、奠綸に交 

換〇て黄金を得べきなbo愛する友ょ、されrも爯親して、余に欺かれ居 

らざるやを思へ〇身體上の眼力の袞ふる時は心は批胖の方面に成長す 

るものなり〇而して君の未だ此點に達せざるや遠し0J余は之れを聽き 

て日く*■余は巳に余の目的は之れを言へり、之れ典面目に言へるなり〇而 

〇て君はS及び余に取つて如何なるMJU最も善6¢考ふるや^°彼れ日 

く1其は#きこVJなり。他日、此事及び其他の事にWじて最も良きこViを 

考へ、其如く行ふこ€を爲さん0j此答を聽き•し時、余想像すらく、彼れ必す 

余の言に打たれ、余の放ちたる矢は彼を傷け得たり¢0此くて余は彼れ 

の其他の言を待たす〇て起き上b、余の上衣を彼れに被せかけ、余は彼れ 

の摩り切れたる上衣の中にもぐ-〇入りたり、時之れ冬なりしを以てなり〇 

而•して余は終夜此の驚くべき伴•物を抱擁して寢ねたり〇ジータラテー 

スょ、是れ君の否まざる所なるベ〇〇然るに凡て此くの如くなる1:も係 



はらす、彼が余の懇願に超然t •して、余の美に對するや、枉視嘲弄侮mを以 

て•し、余は典に自己の美に或引力あ信Cたる其美も彼を動かすに足 

らざりき。鳴呼審判者諸君願くは之れを聪け。諸君はソークラテース 

の傲慢なる徳の審判者たるべ•しI此くて佘は翌朝^めて、宛も父或は兄 

の寢床中ょり起き出づ：る^&き思ひを爲せり、(賭神及び女神等、實に余の 

誼人なbo) 

此く拒絕されたる余の不名#の威や、諸君は果して如何なるべ•しS想 

像するか。されVも余は彼れの自然の節制、自制、及び勇氣に對•して敬歎 

措く能はざるなり〇余は未fr^て彼れの如き智nあり、忍耐-^7ゐる人に、 

遭遇•し得るこビを想慄だに爲•し得ざるなり。余は彼れの爲•した*こミ 

こ就いて决して®るこビなく、或は彼れの仲rlflょり脫出する等のこSな 

N>*、，^r 彼の心を得ん I を力むるあるのみ〇余は之れを熟知す、若しアィ 

アスに•して銳利なる刀剣に由つて傷つけられすビせば、其金錢に由つて 

傷つけられざるは一層明咪なるこsiなす。而•して余は自己の身胳の 

类を以つてソークラテースを生擒する唯一の好機^を逸•したり。此く 



て余は其方途に迷ひ、殆)r如何にすべきやを知らt何人vj雖、此くまで错 

みなく他よb奴隷の如く爲され〇者はあらざるベ•し〇此事は凡て余も 

彼もボチダャ戰爭に出Rltるの前なりき〇此戰爭中、余は彼S共に貧事 

せり。其時佘は、彼れ•かよく疲勞饑涡に堪ゆる非常なる力あるをffftるの 

機份をWたりo5f£中時に輜16の钍筢するこSある塢41の如き、彼れの耐 

忍力はIfに铱くべきものに〇て、；¢2笠は爲めに食物なくして外出せざる 

を得ざら〇めらるiこ《あbo而乙て其_忍力は、眾に佘に燄れるのみ 

U非す•して能く一切の人に勝り、一人ビ〇てソークラテースに比校すベ 

きものな0。されv>も祭日等に於ては、典1:舦祺の力を有せる^は?rl: 

彼れ一人に〇て、索よb洒を好ますビ雖ゼ•し其の强ゐらるiに於ては欣 

酒量なく吾等一切を後へ|:膛«たら•しむ〇其Mも驚くべきは、一人i •し 

てソークラ1K1スの醉ひたるを見じ者なきこVJJなす〇若•し余の言1: 

•して誤らすSせば、此は直に試墩するを得るなり〇彼れの寒氣に堪ゆる 
■ 

の力は又た驚くべき1¢なす。彼の地の寒氣は寶に嚴酤なるものに6 

て降筘凍烈、人e戶內にありて外出せざるか、若し成は外出する時は、衣服 



を重ぬるこi限なく、W:は典く之れを穿ち、足は毛皮或は羊毛を以つて之 

れを纏へbo人々の此くの如きの問に於いてジークラ•テースは一人、素 

足以て嚴氷を踏みTS常の衣服にて、W:を穿てる他の兵士等の何れよりも 

窖く進取せbo之れを以て人々传な彼れを嫉視せbo何ビなれば此邶 

に於てソークラテースは彼等を輕蔑せる如く見へたればなbo 

佘は猪君に一括を栝〇た又た他の|話を?5らざる可からす。之れ 

『耐忍なる人物の行爲ビ耐忍¢1:關するこSJ 

»:じて、亦た聪くべきの愤値あるべし。彼れの取中に在る時或日の明、彼 

れ一取解.し得ざる珙あり〇より、其事を考へ始めたるが、决〇.て其思考を 

中止するこVJなく、拂睃より正午まで考へ續づけ、彼れ其所1:佇立〇て思 

考せり。正午の頃、人々ソークラテースの思考せるに注Bし、此風誶人々 

に傅はb、传驚きて、ソークラテースは彿晓より、今に至るまで何琳をか考 

へつi立てりビ宫ひ®げり。終に夕景に至6、食事の後、或ィォ011ァ人 

煢好奇心よ*>•彼等の肱を持ち來上此は冬に非す、夏の蝌なb}て之れを般 

き、茶天の下に臥•して、ソークラタースは終夜此處に立ちて©考するや否 



なにン 
”興丨にン眞キ穸 
へ夕あ丨»ビ7 

るT賞，助ヂI 
ぺI识T < |ス 

やを見んVJせり。此くて彼れ終日終夜此處1:立ちてS朝に至.e/wfMIを 

籾日に捧げて此處を去れ-〇〇諸君若0好まば佘は©爭に於け6彼れの 

勇氣に就いて焐るべし，余は實に之れを33らざるを得ざるなり〇何Sな 

れば余の生命を助けたるは彼なればなり〇此戰爭は實に余がirj氣の褒 

货を捋たる所のものなbo余は此戰爭にftfaせ•しも、彼れ余を放纸する 

こビなく、能く余を救ひ、又た佘の武器をも完ぅせり。故1:將官が二部は 

余の階級に對して、余に典へんビする所の褒賞は、寧ろ之れをソーク，夕 
丨スに與ふべきものなり〇因つて佘は此れを將官にE5れb (此事U就い 

てはソークラテース余をsi货せざるべく、又た否まざる，へoyされVjもソ 

丨クラテースは將官等ょりも一曆熱心に、彼に非す余に褒赏すべきこ€ 

を上申せbe尙ほ注意すべき|話あb、之れデー？ォン©爭の後、軍隊敗 

北〇て退箪する時の^なり〇此時余は馬上にあbeを以つて、比較せば 

危險少く、ボチダャ戰爭の時ょりも能くソークラテ—スを見得るの檐會 

ありき0車隊敗走する時、ソークラテース及びラ，へースは共に退き居た 

り。時に余彼等にIfひて、失3!するこe勿れe吿げ、又た彼等S共1:在る 



ンータ，ri べきこvjを約せ-〇〇アリストフ，子tスょ、君のp-njjを以て云は*i、彼れの 
09の冷好他に i 

比すT5L 其塢の態/«たるや、宛もアテーナィの街上にあるビ亳も我る所なく、從较 

ビ•して塘矜の如き步調を以て•し、眼を姻怫•して、自若Vi 〇て歒を計b、朋友 

を注总し、其沈济なる態度は何人も之れを跶むべく、逮くょりするも之れ 

を知るを得べく、何人たbビも彼れを典ふ^あらんには、强硬なる抵抗^ 

試みんvjするの風姿?St然たり。此くて彼れ及び其仲問の人々は通る一 

を得たbo何iなれば其仲問の人々は、ffな戰爭の經驗なく、たr先づ通 

ぐ&者を逐ふの類なればなbo殊に余の注意〇たる所は、其精神の確固 

なるこVJは、彼れffiか1:ラ，へースに镫れるこVJ!なす〇余荞•しソークラ 

テースに就いて铋くべきiをm美せんi欲せば、此他尙ほ少なからざる 

な6。素ょり其平常の事に於ては、大抵{S人の如〇ビ雖、其異る點に至つ 

ては、現在生ける人問の中、或は古人の中、全く似たる所なきは贲に驚くに 

堪£たり〇諸君は、ブラシダス及び其他の人々は、アヒレクスの如く、子ス 
奉 

卜〆及びアンテーノー〆等はベリクレースの如きを想像するこVJ5? 

得べく、其他の有名なる人物大抵此くの如きなbo然biffi此怪物に就 



いては、如何に時代を隔つViも、現在生ける人の中、或は史上の人物中なb 

vjも、たr佘が前に言ひ〇所のセィレーノスビ、サチ* ロスvjを除くの外、决 

〇て其似たる者を發見するこビ能はざるべ60之れたr彼れ自身に關 

じてのみのtt喻に非すCて、又た彼れの言晤に就ても然るなり〇余は前 

に此亊をSWふこどを忘れたるが、始めて彼れの言梧を13 く時は甚だ滑稽 

1:威せらるiなり〇彼れは遊典を好めるサチ.^スの皮の如く、其言语を 

以つて衣£なせb—何？なれば彼れ常に荷物驢蠛«冶、靴直し、柔革者の 

事を口に〇、又た常に同一の言梧を以つて一同一の事を反復せるょb、未tr 

彼を知らざる無知の人等は彼を笑ふVJ雖、其の半身像を開きて、內邡に何 

物の存せるやを見る者は、是等は實に無雙の言8§に〇て、其內深き意味ぁ 

ぇ又た最も神聖|:0て、徳琬の好揹範及び大議綸を含菩0、寧ろ善良にし 

て尊敬すべき人物の莪務VJすべき所の全liftは此內に存せるこVJを知る 

ベ to • • •: 

友人諸君、之れ余の、y1クラテースの讚美たるなbo余は又た彼れ•か 

余を®待•したるに付き、彼に對する余の繾資をも附加•したbo彼れの惡 



待たるや、たrに余のみに宑す〇て、グラクn1ンの子ハ〆ミデース、•チォ 

クレースの子ユクチJ;アーモ弋其他の多くの青年亦同〇く惡待されたり 

——彼れ、始めは彼等の愛者vjして始むe雖、終bは其位aを轉倒して、却つ 

て彼等をして彼れに媚を呈せ乙むるに至るなboアガトーンょ、故に余 

は君に忠吿す、『彼れU欺かるii勿れ、佘の先例に结みて聱戒せょ、而して 

格言にも云へるが如く愚人たるiなく、經驗に由つて學ぶべOJio 

ア，キビアデ—スIgb終へ〇畤、人々其飾bなく、尙ほソークラテース 

を懋愛せる如きを一笑せり〇 ソークラテース日く"ア〆キビアデースょ、 

君は素面なり、然らすんば、决〇て君のサチュロス流のn美の目的をBS蔽す 

るこビを爲さrbLなるベ〇〇何vjなれば若の爲〇たる長き演說は、た 

だ之れ精巧なる法餘曲折循«の»»にして、其目的€する所は最終の點 

に來れるものi如し〇而〇て君は離間を轼みて、余€アガトーンビの間 

に不和を引き起〇、余を6てたr君のみを愛し、其他何人をも愛するこVi 

勿らCめ、而•して君は、たr自己一人rガトーンを愛せんiするものi如 

60然雖此ナチ**ロス或はセィレーノス流の劇曲の針畧は看破せら 



TIK の!*fcM 
らんtlHふ 

れたb。而してヂガトーンょ，君は彼をして吾等の間を不和離間せ〇む 

るこ€勿れ0 

ァガトーン日く、君の首ふ所具に然り、思ふに彼れが其身を佘€君VJの 

間にCきしは、全く吾等の間をWかんVIするものなり〇然bvi雎彼れ、之 

れに由つて何の得る所もあらざるベく、余は君の次床に席を轉すべけれ 

X i h-o 

ソークラクース日く、然り，然り、是非共此方に來k余の次席に橫馱すべ 

60 一 ,i 

ァルキビァデース日<、|)1余の、此人の爲めに愚弄されたるは如何に 

ぞや。彼れは順次に余ょ-^も好き漭を得ん^-决心せるなり〇余は君に 

願ふ、ァガトーンを〇て吾等の間に來つて橫臥せ〇めょ0 

プークラタース日く、其は出來ざるなb、君が余を嫌美したるが如く、余 

4亦余の右側の人を讚美せざる可からすSせば彼れ余に由つて讚美さ 

るべき時に當つて、再び余を*美して其期序を«Lすなるべし。故に余は 

君に此琳の间意を要求〇、又た嫉妬せざるこ£を希ふ〇何ビなれば余は 



錐—i 

靑年をBt美する大なる熟心を有するものなればなbo 

Tガトーン呌びて日く、然り、然b、余は直に起つて坐を移し、ソ..ク，夕 

丨スにm美せられんこviを欲す〇 

アグキビアデース日く、例1:由つて-ソーク，，1スの在る時は、其他の 

人は美少年に接近するの機frぁる^〇、且つアガトーンを彼れ首身の近 

く1:引き寄するの特殊の理由を發見するに如何に巧妙なるかな0 

アガトーン、ソークラタースの傍の床に其席を取らん¢0て起立せ〇 

時、突然穽肷漭の一搠入ゲ來つT宴席の順序を亂6 了れbo 一人戶を開 

放6て出て去bo者ぁょり、彼等SP飲者等、此所ょり婪席にg入〇•之 

れょり大酕雜起りて、人々传多姑のWを飲むこSを强ひられたり〇アソ 

ストデーモスの云ふ所に由ればJL夕*•キシマ，ホス"ファィドロス及び其他の 

人々は立去り、彼れ自身は«りたる*>、夜は長かりじを以つて十分に寢ね 

たるが、其目さめし時、成者は寢り、成者は去り、たrソークラテース、アリス 

トプァ子1ス及びrガトーンの三人のみは鉍ねすじて大杯を廻は〇て飮 

み、y1クラタースは、尙ほ彼等ビ談活〇居たり〇されでもアリストデー 



ば目ざめたる時に〇て、淡活の始めは33かざb •しVJ雖、其の 

なる所は、ソークラテース•か、他の二人に向つて、喜劇の天才 

irMllに•して、悲劇を作する所の人は、又た卷劇を作•し得る 

主張し居たるこviiなす。而•して兩人其言を承認せざる 

くなり*し*>、尙ほ賊むかり0を以て、十分ソークラテースの 

こビ能はざりき0而0て第1|:アソストファ子1ス寢り"夜 

する®アガトーン寢れり〇ソークラテースは彼等の$|り 

ガトーンの家を出で、アリストデーモスは例1:山つてソー 

從つて3gへれbo iケイオンに至りて、例の如く水俗乙て 

0、夕最に至りてソークラクースは家1:体まんS •して歸へ 
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なV、N社*ビダゥBKfcあ9。(f7ァイf丨ン』の注w * s 

〇パンアテーナイアの祭聆S八'101rTlナイ市の大»にtx、rr —ナイmの守SI 

Mr.s女»ァナ丨|丨を«る40な9、榮«u«>年K行す。五年铴に大«あ又 

〇ボ”ユグノートス(四九四)IダレI/Tの*エにして、ホメ-”叉〇詩中にHを取v-cs 

をfiせ*•祀元前五世祀頃0人な又 

〇n yatパンテス宗(四九六}―{之令チユデIモス』中0往Btlr見ょゞ 

〇デオニ3.ソス(四九六}-9及 ^ド，▼JQMltL て"P— ▼人U之れITバ，クx(Baccbs}N技 

稱tて簿< *。 

oilズ(四九七} —B »歌、美術、學術の女_owな*。ミユーズロ木*|益«あ《*ホ0* 

•»な¥•»人へレオ•►?<«>■ふ所に1*れtf、lrズU大Mゼゥス3W-4手モレユ孕丄M5B8yno 









へーファイストス—へーラ(六四六)Iへ一，a大_ぜゥKotlTt9«たる神な*••へ 

r スト Ktt< — fsQ 子 fcL-c® 冶のMな V* 

吾d先«1ダイダロス(六5C——ダイ〆a K0«明〇フ/ —ご中の浅釋を地るぺ1. 

夕7^—スがダイダ〇スを以つて»先鼴次«ひ1^、ン|タヲア|ス0«はン7〇|1 

スHてrを聚30せL人な：> Lsr以て、〆イダaスを以つてs^Ma-wひCAのなS 

辯6 

アリストフ,子1スの滑稽剷C六九四)——T 9ストファ子—ス、其脚.^ylc於rソf夕， 

スなる40を主人公»し、«，白«科學vlcaLr無«味の事を8行せしむる仕組み 

•之れ？s丨タラK丨スをBU关せんが9めのも0にLてゴ時Itt興行され、ン—ク，T 

0»贵入等a"此演B上0y —夕，ナースを以つて*0ン|夕，テ|ス*|泷闻1、以て 

0材料30なせLな9。(而Lて此rリスト7ァ苓|スarm.tj!li中0滑糟家T9スト7r 

ス其人なV)。 

ミナ太六九六〕i一「ミナ」U大的来II十九邦七十仙にaる2「•卜，-lVJa百分のjrミ十jな 







ぁ”*C、之れに 

ヤ征伐〇時の 

bレウスに次 

のM大»rガ 

なし、之れを« 

由れtf、人のfi 











味せるや、古來學*{£?解釋に迷ひ、今に未解301て存せ兄»<〇何事か斷»1?:る事あ好 

Lか、成a疾病平癒の»意ならんわ* 

宴 會 

〇フアレ1ロン(I 〇〇四)—フ，レ|0》はア^—4*ィよ9ーーフィル」«1つる潘な；0^フアレ 

—t>yなる名|»は、/レレア|&フアレ—9|<{1>11&16|^)な2爲あ切て究120狀を爲せ”。アボ& 

貧丨Wス0充敗にか打て、©の似れる霣防を羿1允る40なるぺし。 

〇衣力；.，すCてアガメムノーンの云々(I 〇〇九；-9TK』十七卷五八八行にあV。 

〇途々其僻柄を於明すこ〇〇九}-^ィ9TK』十®二二四行• 

〇食麥の^に身を|»へ(10111}—斜面る‘；JBIKtlの 4 0 *> 上にsfctffて宴曾する 

〇ダレレrの&な一^ 銜》«の这|跃床の1|一人中01<|0注を见《ぺ1。 

〇デオ|ーュソスの#(J 〇一七}—一一曲及びM0Mな9。？ォ|ごの法《1:見ょ0 

CT〆ケ—スチス(一011OJ-CT，サリアのフ*，ィQ王T•トメ —トス(Ad日M8)0素な9* 

夫治ざ死せん,〇す20茁病釔か1れリ參5?アルヶースチス、アボ〇|ン神0«*けに由つて 

勇を植牲に供 Laox夫Irgltん，aLrIE^9。1«|&山れば、黄1{1の女神其4«を£1 

て、下なる轴界ょvw-ぴ人生K.生，tvf3るこ)!を許るLt:”气又T:他の| Rfc由れorへ一 

，タレ—Xにtttxれt:v8云ふ。2ゥ9ビデ|ス、之れを鉞曲に吐0.09)。 





C 二：l\l 

ふ* <字の始めのtfをMfc<r. 

oa ^anu. pgls.Dg sijtu: rains CAeetoA pf 

るこaa不能の**,な 

c •ホソ这A|1ア20三八〕IirズのJ fc L 

OA巨rogy§s(一0四113—努女m性を鈇有せ1 

〇オーてス及びHフィアル7*丨ス(los 

ofj*^:の命にiaふのみ(j OW六)——之れス 

如く、人U成る事情のFに在つては必ず結Is 

〇へーファイストス(一〇四七一——腔冶の种。a 

ダ 









固有名詞原字對慑 





有名 

rf スチ，〆！< Aa.sdppo®. 

T 9ス f ヂ—«fc Ariftodemol. 

r9スト7ァ苓—ス Ariltoplmlei. 

T，7pV Ariphron. 

r‘ギIfrヂ—ス Alkibil{— 
rル¥胃サイ Arginu8ai>rgimBe一 

アルケ — スチス Alkests'{Ake*li4 

rルゴ！< Afw*. t< Argos. 

豸 X Arlcmii 

rlcusyyホス ArchHocbot. 

rルホ| Irchon. 

Aleuadai. 

.pス AlMcros. 

デ — K Aritteidb {Arinidl^L 

-V AHatCn. 

T w ウrダイ AlcuadaL • 
rレ丨XAl€s. 

アレキレデ|«ス>130:€11101. 

ry チス ►丨XAmisthcnii. 

Tv チ7♦1 V Amipsn. 

rレチモイ a X Amimoiro* {Awdmtnu}. 

rv チn丨♦ス Antilocho*. 

T かチ#bK Amiochif 







{stygillstyxj. 

Stcsilaos 

才KSun 

pb X 

itona (sunl 

Spheltos. 

セの 

— ノ K ScUcnos 

ぜウキレヲポ 

VI/ — 

Selvmbrta. 

身イダ 

在の部 

nス Daidalot (DC 

TK Tai. ^r，wrl<Taureas. 

タン！< Thaaos. 

身—ュ，ス Thamyr■一. 

ス Thales. 

IV M?sa* 

夕〇スlanaroe 

イオ K Dareios 一 

— X Thalas. 

二 Tammi}. 

{Darios}. 

^rl^v^ATaremi. 

ツの部 
，キ瓤ヂデ — !< Thookydida* {ThocydUkiy. 

79イ Thunr 

テの部 

テゥト TheulhHheth ITehmi). 

テ—rゲスHneagcs.. 

T丨セウ K Theseus. 

T—チ？< Thetis. 

r—バイ ThebairrhcbaelThcbcs). 

デ —モタ，チ —ス Demokrates《Dcmocratcs). 

デ—モド — n ス Demodolkos. 

70305p 

IP ^ SJSV3f 

—モフ★レ ー 

i)Tf 

r—レ7#xHeiqhot. 

! M X so? デ—uX 





ツビ.デ| 

phllola? 

Pheidias {てhidiai} 

アモス 

プリrレオスBri 

フリウX phlius. 

18 {prum】 

areos. 

X. 

丨子丄正T? 

フ1¥rpbrygia. 

ブルユタ+スPrytanc*. 

プ*.tl/lvyx PhrynOodt*. 

プ a — タゴラ！< 75ugoras. 

ブP1ヂ n ス PrOdikos {prodicniY 

#4 ,.111 SJ !JI! I I . ynJJ'J I 

Hcfculet) 

< —タレ—デ1ス Hesklcidii. 

へ一S —ヂ ft ス Hmrodikoa. 

へ方ペ ー Hdcabe {Hecug*}. 

へカメ—デ— HekamidS. 

《タト1ルHcktol^ 

< vffrcxesiodottHcsiody. 

{11ァ chcnF . 

< --rpcnu. … 

ヘヲスHella*. 

A 9rス pclip 

A 9タレ1ス Fcrikl€5. 一 • 

ベル^ヤ Persia. 



ボ V 一?デウケ — < Pdlydcukea {PoOnxy. 

ホメ IuT<a;§erot {Homer). 

ボリi 4 il T Polymnia {Potyhimnim}. 

ボレ▼ルホス Polenuuxhot (polemarchs). 

ボpス Polos {Pblus}. 

マの部 

►ハオ— vsrachmijn. 

▼ルレ1rt<2artyat. 

▼レチ^ィrMantineU. 

5の部 

邀，3ス Mikkot{Miocuty 

ミナ Mis sine}. 

i Mine*. 

丨レ2ys0a 

iュチレ争 ) 

iチ Till 

ミ A 9Xレ T Myrrhinsjm. 

— Krcziljstot. 

ムの部 

AサイTI-ス Mutaios {suueat}. 













(I 





»?yKQ衣铨な9や否やをttふ(六五3_グー, 7T—ス0夢(六六J_A W 

8a««のlo^ffllf有せするもfttt其幸cllf興ふittaふべL_ 

此!vびゴは：：の汕^ぞ-9-iuを*ふる知！ittttBo他にあ¥ (六八}-* 

STJJ斷の知*(七03 —え9チアス0循««法I學術0學衡を取费去att 

4倚cl有益なる知aQ學は存留せV(七〇〕I善、利の*術なV學術0¢術 

记川す(七一}—®*術0®術eteMIなるこ达—Sを與ふるa他®®術一般 

G知Kに非す各科G知KなV(七13_夕9チrスは智Kに躭sr明«气 

る*念を有せ^ンーク7テース從來0«|»の«果逬無なVLを»る 

(七5——6容も似定41切無川に終れ1组跆0無《«:は悲1-ヂ*|* 

ハルミデースのaめに氣0«に感少I 

%を用11)る所な令を® L b—W究去戍 

r ^ t—トレ—ヶ —のBM0«<?:る符 

研究法或《»91扒：—ハルミデース自ら 

研〆/丸よIハルミデ—ス自ら»制成a裨8を有せ2を知ら^)!云ふ— 

ノルミデ—ス符%を^けんこ»を求む—>1タラr——スに從0むこ 

«を約す 

**シス 

〇解題 七九 



のEftH——^jnの筋——本篇»他0!2篇达の|»係(八三)-木T'iK C1のH 

之，こ上のW味c八四)―< 物描aの技a 

yAs/^......... 

0人——0所——byボタレース及びクTレ，ボス-會合所-^者*人 

，ボタレースの!«*(八七)I夕Tシブボスの嘲#C八八)-*人9ユレスI 

ボタレ—スの愛人を翊类するの方法I—y1ク7T—ス日くS人を 

すlad己の名VをKふなV_^をfl>ざるi•では*;人1;頌类すt 

のfc非ざるを敎ふ——何*IttれぱS人Qafltt傲«**をAVLむる 

に(九二)——故に愛人を得る〇困紐达なるIRかLr:i K Q如 <—自 

Wに由つrssす—bプボタレ—スS人を得るの力法を>1ク7T丨 

問ふ——»に80雯\*1沩»せょ—ヘルメーX神社のa禮c九四)—メ 

セノスI® M氓に人2_» a將に終らんEせ4時——* f0遊戧— 

a«d09ユレス(九五)——9 *レス來s>-cyl，，r —スの側に坐す 

I少年S » i_烟女a * Q共通c九六)I メ孓キセノスa方に至る—. 

Xa«母の*をffl答す——*母a其子を制®する析少なれらt*I父 

其子を制限するは相赏の年齡に逢せざる故I年»に非す知*0不 

ぁ9——知泷ぁらば人♦の依laする所Wならむ—U家の亊4«-- 





宵ttl半tlAafc卵す——移人W琏人这は一&す-K人SE5人salS 

せt-——普乂 a善人の友热人は*:なL——« «睡±存すIratt他の0に何 

0普をか爲す——#は^己の吞に«足す、他0逭を求むるの《なLI孖® 

0 w Bl1wa同0〔敵*は抒の？〇：二一〇)——蔺R ft_Wる者の友情(二一〇)1 

ffw *、病*S 〇師、5龙 S 未知«I 

不正is0友なるれ—tfに 
I ^ « a 

aid*批Wせん1敵a朋友なるれ— 

B如何ん(一ニニ) 

一なるれ1费にi卵少感に4非ざるものの友tt 

a朋友、#U36な〇/ e、®、# 善非益0H取理一* »、 

非®0友(一二三)——»达非砟非® »友——«康人a B師ae例一貞Ktt非 

W、兆.»—gj角a® —^N1れ恶に&teされざるの前IM化*!混合Iモ较の 

C边めI老齡〇较I锌分子你はJtt-ctJを求む——«»を求bる*UK 

常非«*0忡冏«な « Sは非£3、非®がEの存在 て»を求 

むるこ*Jな又二1八)I又れ«念起9て«»险肜の如L—«始又々K B 

9 9?——期友f:る0«神 H;scl二九〕I 餌者 BWttAf:るの 口 g15 N 

a®ぁるに由つrftを®す_術sritIBするaMIfiのftめな〇—U的 

H方«―wtt0fslw«<lHH3 —茲大 ffIS物 H 其物0« め0實® 物| 

丨EI的W方ttI余®a他の目的0爲めに货*なるのみ_*£愴0終«す 

«所のt0_£なけれぱ»0黎な12三五〕——友悄0»»*«理の耽明1 



Eの賊却の* <a Iaならざるもの4«却するかI欲a a存aすIX t 

存すIB滅却せ情u^すI«L»ttac情0拟囚なせば2 

*却せば友情なL—他0*因を*せざるれI两aa*情の®因2三九) 

I汝情〇0好性成21灼«な91:四〇3—M好性なけれtfAoaなL—B 

«性 U*さるべ.tv* の _ns 好 sa3』a0s 別(一四一 J—C、E、非*、非]!5、何 

れ扒同好性なる-S GMRに?;Aす——余atafIAを得す、T:かWMを再R 

*括するを«る0み——1レス及ぴメ +キ%/スを迎ひに來i—■友a 

如何なる4のなるか*に««に»せ穸 

へ1ス.-BB 

〇解題.-2 

本篇0» M i本Sの®——本Kの學理上0ffl值——プラトーVQ事實に重 
% 

tsかすLra想を主SせLUS 

〇ヲ，へ—ス.一五H 

ftKA物——S術MQ見物——其目的——MW軍0助9を4SふI子の敎育〇 

戌めC1五S、-Is先0功*If念す——子を敢戒す——少年に敎1|)るに{|‘» 







非 



Iry —ダ，r — rcfc依«せん-y—ダ7ナース4亦興氣の何れ4やを 
# 

知らヂ——K*lse>*Jaを力めん一w人小S打ち®れて*校に行？て« 

Ifん(一三£ 

口-~タゴラス.一r五 

〇解M.=一七 

本害0筋！フフィK卜Jstf大家の一家に會食す*以事實に亦すI，—夕 

,T—ス及ぴブP—タゴ,スのttJtttK史的QもQに非す30する04 

由4なL——木a中〇學瑰——レモ—ニデ—スの»にttいて——JJ大なる「•卜 

，マJ —人物の措KIMソータブT丨KQR——本薜^他»篇£の||)係 

〇ブH Iタゴヲス.二15 

射B者__0所—*!なるTルキビrデース——Tル年ビアデー Xu宅1:生 

すCニニ八 >—ン—ク，r—ス今B4TルキビTデ—スfc會ひC*れv'd云 

ふI一 層美t 5入-KKa大美〇111九J —至資0人ブロー〆ゴ7スIブ 

*1身ゴ，x、rT丨ナィ市fc來る(一三九V—プn—身ゴfNtcH會見0載 

寧を！SZ01三〇)I今«未明^ボ,，テ|ス來* Ib，ボタtsT—K、ブ■ 

—タゴラスのrr--t-vfcttVLlrmla^LIJtttnt—bytfr,ラ 







琴*—優美 

合0理由01 









エ 

な”一<a大務をなし»る达き他0亊を爲す可き4のに非す—心ょV 

fflを求むるa人性に卵^——前位に蹄<2>奥级|:始す(三四七)——sila何 

ItlaJつて £a するか I苜進a無知 IE 也にifijilす Ies16快 Itt«B 

愉快なるこ)*を嫌ふかI怯«)!» PI無知にLxnilあ*人あるれ| 

Is 知)£R«L*JaRi立せす-N 丨夕 rsT丨 K0此0&JSK の ttN-ブ 

lilタゴ，ス0l9isa«t< ちるぺ？もの)Sな L、K — 夕，T — スa之It 

を??む(三五3) ItlAu®へられす K する，—，，r — Ka«fiを Br 

BSSなL—ttaattcられ»达せるブ01タゴ，スは»*を以て知 

■以外のもGeなす_8»0目的技3进0進行)££|«人亙に行，違へ 

又111五四) 

クチ**"テ—モス.H五-b 

〇解M. 

木Rの性H—^篇の筋Q1五九)——*!»«學界のWA30本篇0MW-^ P 

人物0描S——II曲仕姐 

〇エゥチMrIモス..七I 

«B s I場所—f 9 b ! y —タレィfITXaク9トプPス—4&ゥチ真ヂ 









•卜，退治ttンフィスト退jft(四四• 

(四四六)I石，^人这同k$か迮 

のn辯—^1X1切の人の父な 



拍 rvrQvi* _1ケィi-vのagaBiflu動す ^I 夕9T—スー aost戈 

fe爲す(四六五)——M兄*を頌*す_y肉の頌# I，丨クfsr丨ス兩a — 

— スltsonR 

e)n»子?Cらんtt云ふ-y—夕 fsT— ス、， —vsrottLr雨兄» 

fcvlrtめん«すIm兄®Qti法を以つr人IT破らんよ*人にKら5 

att却r名*なV (四六八). 
— スがM兄®)srtttせ 

fe灾ふIW學を喵るIホa兩»動物的人n(四七 一)_«學者® » »家K 

の中ra*I彼れ»妬ょ”«學«を»言せるな卜IW面类人主fiI中n 

事物0性《(四七11}—中nn折中主aの人物tt第一流に非すLrmH*0 

Att V (四七三)ク，トーVQ二子の«育*|哲學：g學敎師不KなV8 

4鬌«其tta之れを研究せ 

才—ン 
n-b-b 

〇解題 五七* 

7トーV0 2{著——本■0S——本■09術上0a想I知譏« 

—レ *v—n人-^-哲學»詩人80»爭 

X tf 

才丨レ 
四八五 



»»人；5 —イオーンニビダウaスょ2>アナーナイに來る——K技19K 

-ソークラT—ス史«吟^家を*やむS八六)-イオ—ンaホメ laス 

SQQ吟1.1b家(W八—!ハ)-ホy丨aス〇修抑—ホメlnxsへレオ•トス3U0 

解n——卜«fcraLt:iTJ解Ra吟M*か：S1者かWれ#れる——何故にホ 

X丨ロスのみに限リむかIホメーUス砭れ91£を利知する*は又f: 

Eを4判知するsrrtベ$筈なV (2九〇)——簦怒の1:定人a一人Klo可L 

—イオーシaホメ13スにのみ興IJCを有L其他のW人に對tra胫耻 

を他すC四九二)——れ術.gsjtl»5tft:に通tてlf:y (四九一一) —〇術の一全 

Hなるこs R九一e—«及びJEの研究は一なり(四九一5—M狹*—讲他詩 

人-イオ|3/はホメ|»スに25通せる乙«?のみを»る——イVスビレー 

レ*ンa技術wの相違(四九五)——イaスビレーレ5 su磁石の例(W九六)—— 

—ズQインスビレ—レアノ(四九六)——イVスビレ—レBンは正氯0沙汰に非 

す(四九六)——#迎91•ヂオ-ーユンス〇神女の$3力——i丨ズの花ill——卩己0 

心を失Kせる在(四九七〕I技術の法Mにlbるに非チI神力なy IM3者 

va神のW1役する»«なV故にr4ら5ひLW0A味は之を知ら^(四九 

八31K人a神の通W人、呤H*usi人oaft»人にLratt人e>a辯人な 

V (四九九〕I於を旳Mするw-lvua乂の光U人^S合KL我を失ふ(3九 



4——0?流れ心 W 悖す IIE11Q沙汰に亦^In*063&a3o^SA*owtt 

c^、l»7^*、ttte、tfM者、«人、i ユーズ tsy0インスビ VI レ•ン0後；；；0. 

わ5^1$ (五〇一〕-ホメ lnxoiffitty _イオ — ンolltメ —0スを»< 

するust紐9QWさのみなら^9U云ふ-ホメ —〇スc»-ホメ—〇スに 

KLて知ちざるなL30云ふIホメ laX中の槌々の技術に»LてW人 

のra-?f(五〇三)R名oirl——B術にa知aをCす—知&05;ft0相3に 

由つて技術〇和aをir.すI特铢のa術の知aなJ名U3Cれにraする判 

S ゎな $??な W——£5術に^1て»«>|吟»家の|5»(五0六} Iffi 生fcM 

trB(»w吟H*ao»劣(五0七)—*事にMLて*夫S吟a家0優劣 

二べ)^^"«»に»1て»9*30吟»*の»劣(五〇九)Iホメーnx 

中^rt術にRLf:る切ぁるかI»n手S叶M家IBws^31«——牧牛 

者e吟》來——紡ねエ女»•吟a家——大將S旳si芦(五一51的a * a大时 

0亊を知る)S一；ムふI呤a家〇術は大WSW一法沄ふ、WSS家》大胙なV 

w云ふIイオ— vttftm一0旳ill家なるを以つて又10大«な 

るか(五一51何故にa EせるやIy IタラT丨K、イオ—かを®ttR界 

t aに叱53-すIK力技iaw «任Iイオー vaブBIT❖ス0如<®t 

31SせV (五|六}-イVスビレーレ|•ンIf冷fflす 

f.lll舫 攻 I - 



ノ I .. 九 

〇解a..一 
木篇の閗|1——本篇0fi——本*0«现——知aを貴びィンスビレ—レ**v天 

才*をR通すI轚魏不充前世記m »1»因の知a I路#主ffQK育丨 

丨人物描X——IKlile)«展 

〇 メ ノ—ン.五コニ 

SB、®_15Aattへら St540なる^、]laQ«K&人に來る4のな 

るや一五H I) —r，サ9T人メノ1>—知选のba—ゴル¥アス先生—rナー 

ナィ貧B在知®の曾n—ンーダ，r丨ス边»£!如何なる4の49や 

を知らすS云ふ—一人wtてI8II0何ttるやを知る40なL—ゴルv 

rK a如何んi* *に|〇するゴル¥アス0«(五三五)——1Q «ftをraひ 

て蜂C0如<««を敢< らる(五H五)I定解法を*Cふ(五三六5—共通ra1 

OK——镰»をJBaSULr云ふaR一な9——e钊正在—メノーV日 

<a*tt人を支Kするこa (五三九〕^^兒及び奴Jga大人及び主人を支 

E す S か—rJEL <」变 ffi す——一の德a8ac 全 B のctM-—«♦©««— 

B像を定«するの方法(五四三)一色を定*する方法一^ »に通fc r K1 













Mの戦^C六四〇)——«神0定55を»ん3^砍 « « « *—u S 

神のWむものC六四二3―@!见の|5違达怨«.及び怨忸泔«:法(六2:三) 

正、伤不》*0£:見の相逆wffitattel(六四S)——»神叩にも正《不 

Rjlの相違あるか(六四五)——E一物に»Lて2ff神にif®あ9«せ 

物にLて«神不«神あg (六四六)—殺人の-Sなるは进轉 一ftす— 

に一致せ oasr求む _^ 

抑0定« G ttJT.(六五〇3 —丨神 





a t tt 
クチユフa Iン(六七〇〕—Jaクチ,,7 fl I JmJ •一 »9 

比すIR神遂に答解1:得^ソーク9T丨ス失aす 

證 

〇解題. 
木篇0事實«违0—理想上の取實Iキセ/7ォーyoンーク 

ブラ，..1VQyl^9T-r< ―lttt0筋1y 1タラナ|ス 

大にLr權威を有せSこH (六八S—ンークrr丨スの宗# 

0^0 —y丨夕，T丨スの此の55合の11ii—悲莊なる«3{ 

六七S 

六七五 

1 KH 

ラトIVのソ1 クラT丨K Q人物の偉 

—ス0宗敢に两する0 

由a 丨夕7 

..., 

舍J人は说rt.を»らす—余aw.s*に#^—雄^の力に卵す^一?の力な 

V—RaLtt雄0なリ这せぱ余〇故〇なU-奥»狃旬を出*す平常〇 

ffwfc用*ん一<s t十炫を51¢法Ka初K躲(六九13―¢1«人の拽，1 

Tnュトスー11A—V丨夕，rlxtt不®aの人、一ffl0拽®者Sなす 

六八九 

« 人のft> 1 

Iンーク7T—K滑«詩人1«G»吿*aKふ0釤达®ふ 

I一一植の反»者(六九一一一)—* a »解せんI»讶0起®_xレー. 

供——r 9ストKア芩—ス0漘«豳迮ンータ7すース0夼鷗(六九四 

3UISふが如L— 

1 Fxop 





みL WKC七二七)Iン— 

ク 



I何*に至るも！t年 

* 〇ヂ(七311)——余は 

を科料SL-crliL出 



て%4悔ゆるなL——W斑なるtt死srs<aに卯^不正を避な 

V (七四五J——枝»»理ょリ則に江«せらる——彼筏がソーク7ナースfca 

1たるは彼90资»人を眯<の.*な9——彼铕に対する一»多<0激烈 

なる齿»人らんI«筏の齿aをaるtlaK法at?Mを«するにあ9 

(七四六〕I今00死は，丨ク9ナースに取つては铮な9故に神«之れに 

R扪するなL (七pyi I«0無忠战扒他界に»«するこ达かな《ぺし| 

丨死U深-tv安耻な95uせば之れ大なる^な9 (七Nro ^^ a a»t:b_ 

夜な--«»他吓に技1rするこwtせんか_正?iのJ5刊vr其所にあリ 

Iポメ丨2ス、へレ4*ドス冻に行0ん(七四九)——卜〇ャ戟爭〇霣柙に仓ふ 

己asrはん(七W九)——来來世界に於ても»«0知»0»究を««せんI 

生抑死後逭人にttffl來るこaなL C七五〇〕——余が2S忍になせL如<111-15 

a又f:余が子にA之を»せ 

クリ^-ン.-fa五H 
1 

〇0^.七五五 

木«032的——¢0の筋——ンーダヲT—スは荇Kなるy比なW——W本仕 







せLに非すやI之れNrtJQ約東なV J——七十年P1A11考の時nあり 

-fS找のft由あM 

的に背扒ん8する 

汝U心 をsLt:リ——今に遺つ-C 

的に背扒んSするかIKsfw ttw Iナーペィに茧らんれ-1?卯人、W年 

0腐敗*S云Qれん——此 <ても生存Qfsfflある.S I恥づるな < 尙22正 

«法1r»を！sらんHするか——Tツサ9 Tに至らんか13落のみ——子女の 

莺めに0:5ん达する扒I却つて不利な9——友人あSに非少«—生命a 

*1«に非^正»之れ餌1«(七九こI正«达未來界〇幸wIjgaaa 

t以て^にIttふるこ30な —V08に58<こ达韌れI此の0 

耳に«yひtrtV—I神尨に從はんのみ 

ファイド*—ン •P 九H 

〇解題 七九£ 

本»0«——3魂不死»——殴終時Qs\丨夕，T丨ス——本S中0人物I® 

_不«^以，丨クラテースの找$1所な《扒-^tta他のH係ttrll— 

—TP 7 ►」*> 1て本«0铳1せるこ达-ブ，卜IVのま力 

〇ファイド丨レ 八5 

»肽 7アイド — V30，l夕7T— 1C—ン I —ス0死a 
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t r： a 
て l 世 
一 r 界 
切金を 
0 色見 
砂金る 
石光こ 

H 色を 
» «符 



丨V、スチユギオス(九六〇}—托者の*«―s上の«&事)2文字aに正fisに# 

す)!IBlt此<0如54のならルa云ふQみ(九六四3-夕9トーv、y丨， 

7TIXに遣霣すSこ*!な|やをNふ-MHaN —タウr —スに弗す 

Iy I夕9TIK家族S诀別す(九六七} Ia吏，—夕，TIX0死をtt 

tみ別れを*U.-夕9卜— A0時な9ttも>|夕?テ|スを止めん30 

すIグータ9TIKB*w0a«*iftなLW V-»期を持ち來る——B 

り^ぐ(九七一Y人▼<£»:をtllL^aすly — 夕7r— l<Rく 人a0 

■に托すす—rrxタレービォK」にssnlrfl ( 0 

s .. 
〇解題.違 

本eG类a價tt——本II0筋_# «uブラトー V自男.ブラ> I V 

09I愛0««、男性間0*に»いて(九九七)——本a中の人grドブ▼」供成 

の巧なるこw-*作Q年月C一〇〇〇；——キセノフ*1Vの宴fr篇 

C 宴會. 50111 
fflas人物Iアポaplaス50£會釕時のUなt——一私曾QSVLatt年 

前rガト—Vが其St技19®を^f:る^なW-Tリストデーモス此味 







の外败〇み)!なL自己a此<0如4 

aて約來の解狳を*む8なす(一〇六 





得(一〇八三〕I人のn紐苦痛を««3«ゃ0事を 

な叉10八三)——•琴通今詩人の作关立法家專見 
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フラ ン全集第二卷 
&'二洛は筘I卷に扮出す , ' .* 

访二卷には「フ，ィドロスJn◦及びrn1想(十彩)「チマィォスJ「クリチアスJの}friMIth^を议 
ひ^紙數大約節一卷に阏じ) • • 

I ■ - — I 

^ J 41^^1—^JWI40^ __ ■ I I 

TTii人R:]及びiftl/物-下は地球に叫するMJ&\(/Ji8d述にして、研究上iuも^快なるものな〇〇 

發クリナアスnu又た『チマィォス•ねに•$づくもにのして、又た足れ|gの项 
1rフ 

ンチ'クj^ss^を述べ、it:圃土の^肫なる2^、帝王及び人民®•の^.を云ひ、今U此^海肊に 
沈落して存在せすど錐、古昔のアクfナイ人の時には1SI12其ねも其人もありしと云ふの俯快な 

if り。 ••::、;;• 

▲ブラト*410^卷°liol°»ofぼ：フラfン中の沿も研究にSぁネ心と云ふ♦へ 

5なり〇若し紙r<にして許るすならんには 

—『ゴ レギr ス篇をも箱二卷中に入れんと欲す〇是れy-—クラタースが「ソフィス 

I . 』卜」の大先生ゴルギアスと；11*;範及び修辭術を跄し、修辭家を_笑 
し•知Kの资¢1內容の必要を云へSt®なbo 



が二洛は论一私—^出1 

签にufフ"イドロス及び『§:想十卷)『チマイオス』「クリチアスjの！一lJriAtll!]^を 

紙數大約筘！卷(::2じ) 

の不说刖の 
すソス河邊の綠尨にてgrめ得^聦3つ、萆上に撗は6て、ソ 

ソの《せる内妗は文ir家、修辭家，沉浼家知pra^の，：a 

【るを攻.*5#1'ィンスビレーシ“ン「何ゃ片^::で^:"ァ、才"1»>发^:^ 
て\3じりC.&魂が邶想のぞを仰ざて;/:•上厂放拗マるの比^、即ち 

:に木貌に介し、全狢第一肜十の「;«;妗.：^及び?，ィド彳ン.1$|答と 

记想をR表せるもの 
して十^ょ 



に於て王た1#.«は饵乎汽即ち-!|#美を奧知せ6者犮る，へしとなしり又!>1圳をiLTj 
なるを以つて3*6想阀ょり妓汊すべしとなすowi:ブラトーンの『岬想阀』(.:衿代の賭砰想阑，祕我 

の^矢にし：^アクグ戈チVKも*トー▼ K、モーアも传なブ-•ノトーンvfewせしものこ苗ぎt- 

能は3#る所なb vjす' 

©『チマイオス孩语ンAtて• 
|P > ノフノ jlul心身の搆i&/iび^B物の則/,N等：論す9獎するに上/i天aftょり 

中は人|!;]及ぴ鉍舯わ、下|:1地球|:關する思想2紀述にして"研究上於も偷快なるものな00 •■Tク—キ【ノスnuxたfチマィ1J*4に粒.つくもにのして、又た足れ|怵の塊 
•/>1ノ/温論：^Jクソチアスなる和古SしたbとS说上のf”パ5® 

ンチ，ク』^阈-い來を述べ、*!|::阀土の龙舣^#る記唞，帝王及び人民3の氺を云ひ、今は此れ海欣に 
沈落して*-在せすど雖、*-IH2のアタ—ナィ人の時には你过其^も其人もぁりしと云ふの锨快な 

i 篇なシ。 ：V-M • 
▲ブラト—ン令1笟二卷は右の諸ねを收め、ブラトーン中の公1研究に怕値ぁる中心と云ふべ 

5なり〇若し紙r:にして許るすならんには 

『•コレぞ〇..,..、餘をも節二卷中に入れんと欲す。^れ•/.•クラタース•か「ソフィス 

/ d 』卜」の大先生ゴ/1ギアスと正&及び修射抝を論じ、修辭家を嘲笑 
し•知Kの»资内容の必要を云へるも®なbo • 



§尺1Iヒt獲ぶ^;——| s淡A贷M鴇 

.日木古學派之哲^ I 
-.^s 

r - : ; ^ ^ I W ノ 

3P 版 

日本陽明學派之併^113.雛 
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